




経営学部（共通）

◎教育研究上の目的

現代企業社会で活躍できる経営に関する基礎的な知識・技能を十分に身につけるととも

に、幅広い教養をあわせ持ち、物事を論理的に分析し実践に移すことのできる知的専門職

業人を養成する。 
 
経営情報学科

◎教育研究上の目的

企業経営に関する情報の収集、分析、活用のための知識と技能を身につけるとともに、

幅広い教養をあわせ持ち、自律的・主体的に企業経営の一翼を担うことのできる実行力あ

る知的専門職業人を養成する。

◎ディプロマ・ポリシー（ＤＰ：卒業認定・学位授与の方針） 
本学科の課程を修め、所定の単位を修得したうえで、次の要件を満たした者に学士（経

営学）の学位を授与します。 
■知識・理解 
［ＤＰ１］社会人として必要な教養と知的専門職業人として活躍するための基盤となるマ

ーケティング・経営情報技術などの経営諸科学に関する基礎知識を身につけて

いる。（一般教養・基礎的経営専門知識） 
■思考・判断 
［ＤＰ２］企業を含む組織における一連の意思決定プロセスにおいて必要となる、 

①問題発見能力②問題解決に向け必要となる情報の収集・選別・分析力③それ

らを踏まえた計画の立案と実施に係る思考力・判断力・実践力を身につけてい

る。（問題発見能力、情報の収集力と分析力、実践力） 
■関心・意欲・態度 
［ＤＰ３］社会・組織の規範を守り、組織の一員として主体的かつ協働して組織の価値向

上に努める態度と意欲を身につけている。（社会規範、多様性の理解、チームワ

ークとリーダーシップ） 
［ＤＰ４］企業を含む組織が直面する問題に関心をもち、それらの問題解決に主体的に取

り組む姿勢を身につけている。（グローバルかつ地域社会への関心、問題解決に

取り組む態度、問題解決に必要な知識・スキル修得への意欲） 
■技能・表現 
［ＤＰ５］ビジネス・パーソンとして活躍するための前提となるコミュニケーション能力

と ICT 活用能力を身につけている。（コミュニケーションおよび情報に関するリ

テラシー） 
 
◎カリキュラム・ポリシー（ＣＰ：教育課程編成・実施の方針） 
ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、次のとおり教育課程を編成・実施

します。 



■知識・理解 
①企業社会で活躍し、また貢献・奉仕することができる幅広い教養とグローバルな視野を

もつビジネス・パーソンを育成するため、外国語・数学などの「基礎科目」、人文系・社

会系・自然系・地域志向系・教養特別科目の５つの系から構成される「教養科目」、卒業

後の人生設計を念頭におき大学４年間で修得すべき「キャリア形成科目」および企業経

営に密接に関連する「法律科目群」を配置する。 
②マーケティングおよびビジネス IT に関する専門知識をステップアップ的に修得するため、

１年次から２年次にかけて「専門基礎科目群」を、（１）マーケティングコースおよび（２）

ビジネス IT コースのいずれかのコースを選択する２年次からは各「コース固有科目群」

を、３年次からをそれぞれ「専門科目」として配置する。 
■思考・判断 
③問題発見能力、情報の収集・選別・分析能力を身につけるため、１年次から２年次にか

けて「専門基礎科目群」、２年次からはマーケティングコースおよびビジネス IT コース

に関する各「コース固有科目群」をそれぞれ「専門科目」として配置する。 
④企業経営の意思決定に際して必要となる思考力・判断力・実践力を身につけるため、３

年次から理論科目との双方向での同時学修を念頭においた「応用・実践科目群」を「専

門科目」として配置する。 
■関心・意欲・態度 
⑤社会規範を順守し、また多様性が理解でき、協調性とリーダーシップといった資質を身

につけるため、「法律科目群」および少人数で行われる「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」、「卒業研究」

を配置する。 
⑥常に企業社会に関心の目を向け、課題解決に自ら進んで取組み、また課題解決に必要な

知識とスキルの修得に意欲をもやす態度・姿勢を身につけるため、少人数で行われる「演

習Ⅰ」、「演習Ⅱ」、「卒業研究」を配置する。 
■技能・表現 
⑦企業活動において必須なコミュニケーション能力と情報に関するリテラシーを修得する

ため、少人数で行われる「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」、「卒業研究」を配置する。 
 
◎アドミッション・ポリシー（ＡＰ：入学者受入れの方針） 

本学科のディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーを理解し、次に掲げる知

識・技能・意欲などを備え、入学後は学修・課外活動に主体的に取り組む人を求めます。 
■知識・理解 
①経営学部で学ぶ諸科目を修得するために必要な基礎的教養・知識である「国語」、「英

語」、「地理歴史」、「公民」、「数学」などの高等学校の教育課程を幅広く修得している。 
■思考・判断 
②「国語」、「英語」の読解力に基づいて、論理的に思考・分析し、その結果を解釈する 
基礎的能力を有している。 

③「数学」の解析力に基づいて、論理的に思考・分析し、その結果を解釈する基礎的能

力を有している。 



■関心・意欲・態度 
④「地理歴史」、「公民」の学修を通じて、現代の企業が抱える多様な諸課題に関心をも

ち、経営に関する専門知識と情報スキルの向上に意欲があり、その目標達成に向け、

自ら進んで学修することができる。 
⑤課外活動やボランティア活動に、他者と協働して、主体的に取り組んだ経験がある。 
⑥ディプロマ・ポリシーを理解し、本学科への入学を強く希望している。 
■技能・表現 
⑦他者との交流を通じて自分自身を成長させることのできるコミュニケーション能力を

有している。 
⑧取得した資格やスポーツの経験などを通じて特定の分野において自慢できる能力や技

能を有している。 
 

入学者選抜の実施にあたっては、学力試験、適性検査をはじめとして、大学入試セン

ター試験、面接、学修計画書、小論文、高等学校調査書、英語ほかの資格検定試験の結

果などを入試毎に組み合わせて評価します。 
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科目名 担当者 ページ

ア
ＩＣＴ概論 針　尾　大　嗣 9

イ
インターネット概論 針　尾　大　嗣 11

インターンシップ基礎 上野山　裕　士 429

エ
英語Ⅰａ 中　野　華　子 163

英語Ⅰａ 西　谷　継　治 164

英語Ⅰａ 松木園　久　子 166

英語Ⅰａ 山　本　尚　子 167

英語Ⅰｂ 永　冨　真　梨 168

英語Ⅰｂ 皆　本　智　美 170

英語Ⅰｂ グラント　バーミンハム 172

英語Ⅰｂ ジェフリー　ベル 174

英語Ⅰｃ 中　野　華　子 176

英語Ⅰｃ 西　谷　継　治 177

英語Ⅰｃ 松木園　久　子 179

英語Ⅰｃ 山　本　尚　子 180

英語Ⅰｄ 永　冨　真　梨 181

英語Ⅰｄ 廣　野　允　紀 183

英語Ⅰｄ グラント　バーミンハム 184

英語Ⅰｄ ジェフリー　ベル 186

英語Ⅱａ 植　村　真　未 187

英語Ⅱａ 山　本　尚　子 189

英語Ⅱａ 谷　脇　康　子 190

英語Ⅱａ 中　本　明　子 191

英語Ⅱｂ ヘドリックⅢ　ロイ 192

英語Ⅱｂ 梅　田　尋　道 193

英語Ⅱｂ 松　井　信　義 194

英語Ⅱｂ 有　本　好一郎 195

英語Ⅱｃ 植　村　真　未 196

英語Ⅱｃ 山　本　尚　子 198

英語Ⅱｃ 谷　脇　康　子 199

英語Ⅱｃ 中　本　明　子 200

英語Ⅱｄ ヘドリックⅢ　ロイ 202

英語Ⅱｄ 梅　田　尋　道 203

英語Ⅱｄ 松　井　信　義 204

英語Ⅱｄ 有　本　好一郎 205

英語コミュニケーションⅠ アーサー　ロリングスン 206

英語コミュニケーションⅡ アーサー　ロリングスン 207

演習Ⅰ 針　尾　大　嗣 13

演習Ⅰ 堀　井　千　夏 14

演習Ⅰ 久　保　貞　也 15

演習Ⅰ 武　居　奈緒子 16

演習Ⅰ 栢　木　紀　哉 17

演習Ⅰ 鶴　坂　貴　恵 18

演習Ⅰ 山　本　圭　三 19

演習Ⅰ 牧　野　幸　志 20

演習Ⅰ 北　村　　　浩 21

演習Ⅰ 樋　口　友　紀 22

科目名 担当者 ページ

演習Ⅰ 橋　本　はる美 23

演習Ⅰ 田　中　祥　司 24

演習Ⅱ 堀　井　千　夏 25

演習Ⅱ 久　保　貞　也 26

演習Ⅱ 武　居　奈緒子 27

演習Ⅱ 針　尾　大　嗣 28

演習Ⅱ 栢　木　紀　哉 29

演習Ⅱ 鶴　坂　貴　恵 30

演習Ⅱ 山　本　圭　三 31

演習Ⅱ 牧　野　幸　志 32

演習Ⅱ 北　村　　　浩 33

演習Ⅱ 樋　口　友　紀 34

演習Ⅱ 橋　本　はる美 35

エンプロイメントデザインⅠ 石　井　三　恵 430

エンプロイメントデザインⅡ 水　野　　　武 432

カ
海外語学研修 鳥　居　祐　介 208

海外ビジネスインターンシップ 西之坊　　　穂 269

会社法 高　田　尚　彦 36

会社法Ⅰ 高　田　尚　彦 37

会社法Ⅱ 高　田　尚　彦 38

科学技術教養（Ｖ１） 居　場　嘉　教 270

科学技術教養（Ｖ２） 長　田　　　武 272

科学技術教養（Ｒ１） 岩　田　三千子 274

科学技術教養（Ｒ２） 岩　田　三千子 276

科学技術教養（Ａ１） 宮　本　征　一 277

科学技術教養（Ａ２） 宮　本　征　一 278

科学技術教養（Ｍ１） 堀　江　昌　朗 279

科学技術教養（Ｍ２） 諏　訪　晴　彦 281

科学技術教養（Ｅ１） 片　田　喜　章 283

科学技術教養（Ｅ２） 片　田　喜　章 285

科学技術教養（Ｃ１） 伊　藤　　　譲 287

科学技術教養（Ｃ２） 伊　藤　　　譲 288

科学技術教養（Ｔ１） 東　　　武　大 289

科学技術教養（Ｔ２） 島　田　伸　一 291

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｖ１） 居　場　嘉　教 293

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｖ２） 長　田　　　武 295

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｒ１） 岩　田　三千子 297

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｒ２） 岩　田　三千子 299

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ａ１） 宮　本　征　一 300

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ａ２） 宮　本　征　一 301

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｍ１） 堀　江　昌　朗 302

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｍ２） 諏　訪　晴　彦 304

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｅ１） 片　田　喜　章 306

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｅ２） 片　田　喜　章 308

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｃ１） 伊　藤　　　譲 310

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｃ２） 伊　藤　　　譲 311

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｔ１） 東　　　武　大 312

科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｔ２） 島　田　伸　一 314

株式投資と企業家育成 林　　　正　浩 316

環境と現代社会 井　上　尚　之 318
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科目名 担当者 ページ

キ
企業者史Ⅰ 佐　藤　正　志 39

企業簿記 呉　　　重　和 40

基礎演習 久　保　貞　也 42

基礎演習 針　尾　大　嗣 43

基礎演習 堀　井　千　夏 44

基礎演習 牧　野　幸　志 45

基礎演習 武　居　奈緒子 46

基礎演習 樋　口　友　紀 47

基礎演習 橋　本　はる美 48

北河内を知る 荻　田　喜代一 319

キャリアデザイン 上野山　裕　士 434

キャリアプラン 水　野　　　武 436

教育課程論 大　野　順　子 453

教育経営論 朝　日　素　明 455

教育原理 谷　口　雄　一 457

教育実習Ⅰ 朝　日　素　明 458

教育実習Ⅱ 朝　日　素　明 459

教育実習Ⅲ 朝　日　素　明 460

教育社会学 大　野　順　子 461

教育心理学 吉　田　佐治子 463

教育相談 吉　田　佐治子 464

教育方法論 林　　　茂　樹 465

教職実践演習（中・高） 吉　田　佐治子 467

教師論 朝　日　素　明 469

近代文学から学ぶ 橋　本　正　俊 321

ク
くらしと経済 杉　本　篤　信 322

グローバルビジネス 畠　山　俊　宏 49

ケ
経営学 北　　　真　収 51

経営学Ⅰ 畠　山　俊　宏 53

経営学Ⅱ 北　　　真　収 55

経営学特講Ⅰ 鶴　坂　貴　恵 56

経営管理論 畠　山　俊　宏 57

経営史 佐　藤　正　志 58

経営情報システムⅠ 久　保　貞　也 59

経営情報システムⅡ 栢　木　紀　哉 61

経営統計学 栢　木　紀　哉 62

経済学入門 杉　本　篤　信 63

現代韓国事情 田　中　　　悟 323

現代ビジネス論 牧　　　美喜男 325

コ
公衆衛生学 小　堀　栄　子 327

コミュニケーション能力開発 亀　田　峻　宣 437

コンテンツビジネス 針　尾　大　嗣 64

コンピュータサイエンス 北　村　　　浩 66

科目名 担当者 ページ

サ
財務諸表論入門 佐　井　英　子 68

シ
市場調査実習Ⅰ 山　本　圭　三 70

市場調査実習Ⅱ 山　本　圭　三 72

市場調査入門 牧　野　幸　志 74

市場調査法 山　本　圭　三 76

自然地理学 手代木　功　基 329

社会学Ⅰ 武　田　祐　佳 331

社会学Ⅱ 山　本　圭　三 332

就職実践基礎 山　岡　亮　太 334

就職実践基礎 亀　田　峻　宣 335

生涯スポーツ実習（ゴルフ） 近　藤　　　潤 210

生涯スポーツ実習 横　山　喬　之 211

商業科教育法 久　井　孝　則 470

消費者行動論 武　居　奈緒子 78

情報科教育法 栢　木　紀　哉 472

情報社会論 北　村　　　浩 80

情報と職業 北　村　　　浩 82

情報ネットワーク 堀　井　千　夏 84

情報倫理 堀　井　千　夏 85

職業指導Ⅰ 水　野　　　武 474

職業指導Ⅱ 水　野　　　武 475

職業能力開発 水　野　　　武 438

人文地理学 麻　生　　　将 336

心理学Ⅰ 山　本　雅　代 337

心理学Ⅱ 山　本　雅　代 339

ス
数学基礎Ⅰ 早　石　典　史 212

数学基礎Ⅰ 神　　　貞　介 213

数学基礎Ⅱ 早　石　典　史 214

数学基礎Ⅱ 神　　　貞　介 215

数的能力開発 橋　本　朗　子 439

数的能力開発 亀　田　峻　宣 440

数的能力開発 山　岡　亮　太 441

数的能力開発 津　村　　　忠 442

スポーツ科学実習Ⅰ 横　山　喬　之 216

スポーツ科学実習Ⅱ 横　山　喬　之 217

住まいとデザイン 大　髙　和　香 341

セ
政治学概論Ⅰ 和　田　泰　一 342

政治学概論Ⅱ 和　田　泰　一 344

青少年育成ファシリテーター養成講座 浅　野　英　一 346

生徒指導論 朝　日　素　明 476

世界遺産論 北　條　ゆかり 347

世界の歴史 村　上　司　樹 349

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 居　場　嘉　教 350

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 橋　本　正　治 351

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　秀　士 352
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科目名 担当者 ページ

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　裕　子 353

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 浅　野　英　一 354

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 久　保　貞　也 355

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 牧　野　幸　志 356

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 大　塚　正　人 357

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　井　信　輝 358

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 田　井　義　人 359

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 吉　田　佐治子 361

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 上野山　裕　士 362

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 藤　原　京　佳 363

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 居　場　嘉　教 364

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 橋　本　正　治 365

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　秀　士 366

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　裕　子 367

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 浅　野　英　一 368

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 久　保　貞　也 369

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 牧　野　幸　志 370

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 大　塚　正　人 371

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　井　信　輝 372

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 田　井　義　人 373

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 吉　田　佐治子 375

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 上野山　裕　士 376

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 藤　原　京　佳 377

専門基礎演習 久　保　貞　也 87

専門基礎演習 針　尾　大　嗣 88

専門基礎演習 堀　井　千　夏 89

専門基礎演習 牧　野　幸　志 90

専門基礎演習 武　居　奈緒子 91

専門基礎演習 樋　口　友　紀 92

専門基礎演習 橋　本　はる美 93

専門日本語ＦⅠ 塩　谷　尚　子 218

専門日本語ＦⅡ 塩　谷　尚　子 219

専門日本語Ｒ 塩　谷　尚　子 220

ソ
ソーシャル・イノベーション実務総論 石　井　三　恵 378

卒業研究 堀　井　千　夏 94

卒業研究 久　保　貞　也 95

卒業研究 武　居　奈緒子 96

卒業研究 針　尾　大　嗣 97

卒業研究 栢　木　紀　哉 98

卒業研究 鶴　坂　貴　恵 99

卒業研究 山　本　圭　三 100

卒業研究 牧　野　幸　志 101

卒業研究 北　村　　　浩 102

タ
大学教養応用 大　塚　正　人 380

大学教養実践 伊　藤　　　譲 382

大学教養入門 荻　田　喜代一 384

ダイバーシティとコミュニケーション 石　井　三　恵 386

科目名 担当者 ページ

チ
地域貢献実践演習 鶴　坂　貴　恵 388

地域と私 鶴　坂　貴　恵 389

地域連携教育活動Ⅰ 吉　田　佐治子 391

地域連携教育活動Ⅱ 吉　田　佐治子 392

チームビルディング 水　野　　　武 393

地誌学 渡　邉　英　明 395

知的財産管理論 林　　　正　浩 103

中国語を聞くａ 小　都　晶　子 221

中国語を聞くｂ 中　西　正　樹 222

中国語を話すａ 段　　　飛　虹 223

中国語を話すｂ 段　　　飛　虹 225

地理学Ⅰ 手代木　功　基 396

地理学Ⅱ 麻　生　　　将 398

テ
哲学Ⅰ 貫　井　　　隆 399

哲学Ⅱ 濱　　　良　祐 402

ト
道徳教育の研究 谷　口　雄　一 477

特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 林　　　茂　樹 479

特別支援教育論 林　　　茂　樹 481

ニ
日本語会話ＦⅠ 古　川　由理子 227

日本語会話ＦⅡ 古　川　由理子 228

日本語会話Ｒ 古　川　由理子 229

日本国憲法 大　仲　淳　介 404

日本語総合ＦⅠ 藤　原　京　佳 230

日本語総合ＦⅡ 藤　原　京　佳 231

日本語総合Ｒ 藤　原　京　佳 232

日本語読解ＦⅠ 佐々木　成　美 233

日本語読解ＦⅡ 佐々木　成　美 234

日本語読解Ｒ 佐々木　成　美 235

日本語能力開発Ⅰ 澤　野　加　奈 443

日本語能力開発Ⅱ 久　田　行　雄 444

日本語表現作文ＦⅠ 佐々木　成　美 236

日本語表現作文ＦⅡ 佐々木　成　美 237

日本語表現作文Ｒ 佐々木　成　美 238

日本語表現法Ⅰ 澤　野　加　奈 239

日本語表現法Ⅰ 上　島　誠　司 240

日本語表現法Ⅱ 久　田　行　雄 241

日本語文法ＦⅠ 佐々木　成　美 242

日本語文法ＦⅡ 佐々木　成　美 243

日本語文法Ｒ 佐々木　成　美 244

日本事情ＦⅠ 門　脇　　　薫 245

日本事情ＦⅡ 門　脇　　　薫 247

日本事情ＲⅠ 門　脇　　　薫 249

日本事情ＲⅡ 門　脇　　　薫 251

日本の歴史 高　木　純　一 405
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科目名 担当者 ページ

ネ
ネットワーク運用管理 堀　井　千　夏 105

ハ
犯罪被害者の支援と法的救済 小　野　晃　正 407

ヒ
ビジネス IT 演習 久　保　貞　也 106

ビジネスイングリッシュⅠ 李　　　孝　聖 253

ビジネスイングリッシュⅡ 李　　　孝　聖 255

ビジネスインターンシップⅠ 石　井　三　恵 445

ビジネスインターンシップⅡ 石　井　三　恵 447

ビジネスシミュレーション 久　保　貞　也 107

ビジネス情報処理Ⅰ 栢　木　紀　哉 108

ビジネス情報処理Ⅰ 藤　木　健　史 109

ビジネス情報処理Ⅱ 橋　本　はる美 110

ビジネス情報処理Ⅱ 藤　木　健　史 111

ビジネス中国語基礎ａ 曹　　　　　櫻 257

ビジネス中国語基礎ｂ 曹　　　　　櫻 259

ビジネス中国語基礎ｃ 欒　　　玉　璽 261

ビジネス中国語基礎ｄ 曹　　　　　櫻 263

ビジネスデータ分析 針　尾　大　嗣 112

ビジネスプラン 林　　　正　浩 114

ビジネスプランニング 林　　　正　浩 116

ビジネスマナーⅠ 奥　田　和　子 449

フ
プログラミング 塚　田　義　典 118

プログラミングⅠ 塚　田　義　典 120

プログラミングⅡ 塚　田　義　典 121

プロジェクトマネジメント 北　村　　　浩 122

プロポーザル・デザイン 北　村　　　浩 409

文学から学ぶ 橋　本　正　俊 411

ヘ
ベンチャービジネス論 林　　　正　浩 124

ホ
法学入門 小　島　俊　朗 412

簿記入門 呉　　　重　和 126

保健論 吉　川　万　紀 265

マ
マーケティング演習 田　中　祥　司 128

マーケティング概論 鶴　坂　貴　恵 130

マーケティングサイエンス 樋　口　友　紀 132

マーケティング情報解析 樋　口　友　紀 134

マーケティング戦略論 鶴　坂　貴　恵 135

マーケティングと歴史 武　居　奈緒子 413

マクロ経済学 杉　本　篤　信 137

マネジメントサイエンス 栢　木　紀　哉 138

マルチメディア処理Ⅰ 堀　井　千　夏 139

科目名 担当者 ページ

マルチメディア処理Ⅱ 堀　井　千　夏 140

ミ
ミクロ経済学 杉　本　篤　信 142

身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 中　沼　丈　晃 414

民法 大　川　謙　蔵 143

民法Ⅰ 大　川　謙　蔵 145

メ
メディア戦略論 針　尾　大　嗣 147

メディアと社会 北　村　　　浩 149

モ
ものづくりインターンシップ基礎 坂　本　淳　二 416

ものづくりインターンシップ基礎 楢　橋　祥　一 418

ものづくりインターンシップ実践 坂　本　淳　二 419

ものづくり海外インターンシップ 楢　橋　祥　一 421

ヤ
役立つ金融知力 陸　川　富　盛 422

ラ
ライフサイエンスの基礎 西　矢　芳　昭 424

リ
リテールマーケティング 武　居　奈緒子 151

流通システム論 久　保　貞　也 153

流通情報システム論 久　保　貞　也 155

倫理学 有　馬　善　一 425

ロ
労働法 川　谷　道　郎 157

労働法Ⅰ 川　谷　道　郎 158

労働法Ⅱ 川　谷　道　郎 159

6



専 　 　 門 　 　 科 　 　 目

専
門
科
目

7



専
門
科
目

8



摂南大学シラバス 2019 

科目名 ＩＣＴ概論 科目名（英文） 
Introduction to Information and Communications 

Technology 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1012a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、いまやあらゆる産業・業界において重要なビジネス基盤となったインターネットの仕組みとその役割について、マーケティング論と

情報システム学による文理総合的な解説を行っていく。前半は、企業の経営活動、特にマーケティングと ICT との関係について、中盤は、情報通

信と情報サービスの技術的な仕組みについて、後半は、ICT の社会的課題について取り上げる。講義の主な目的は、ICT が単なる日常のコミュニ

ケーションや情報サービスを利用するのための道具ではなく、多様化・細分化が進む市場を相手とする企業の経営活動において絶対不可欠な技術

であることを初年時の文系学生が理解し、本学科が提供する ICT 関連科目を経営学の学問的位置付けにおいて学習することの意義を学ぶことであ

る。 

授業担当者は、かつて情報通信分野の研究所に勤務し、大手通信キャリアのエンジニアらと共に次世代移動体情報通信技術・サービスの開発に携

わってきた。講義では、これらの技術開発から市場普及に取り組む企業と現場の様子についても紹介していくつもりである。 

到達目標 

・本学科が提供する ICT 関連科目を経営学の学問的位置付けにおいて学習することの意義について簡潔に説明ができる。 

・インターネットの基本構成及び要素技術について説明ができる。 

 具体的には、パケット通信、通信プロトコル、IP アドレス、LAN、ルータ等の通信機器の諸機能など。 

・企業が導入している各種 ICT の目的・機能について、マーケティング・プロセス（企画、設計、生産、流通、販売過程）ごとに説明ができる。 

 

授業方法と 

留意点 

・教材は配布プリントを使用する。指定の共有フォルダで配布するので受講生は各自印刷し、ファイルを作成しておくこと。 

・授業は概ね以下のように進める。 

 開始?10 分：復習および課題解答 

 10?50 分：前半解説 

 50?60 分：ディスカッション（前半解説内容からディスカッションテーマを与えます。） 

 60?85 分：後半解説 

 85?90 分：課題 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験・基本情報技術者試験など IT 系の資格を取得するのに関連する科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

主に以下について取り上げる 

・講義の目的、進め方 

・日常の中の ICT 

・経営学として ICT を学ぶことの意義・

目的 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

2 インターネットの歴史 

主に以下について取り上げる。 

・ARPANET 

・中央集権型ネットワーク 

・分散型ネットワーク 

・CUI と GUI ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

3 近未来の社会 

主に以下について取り上げる 

・ムーアの法則 

・ユビキタス情報社会 

・IoT 

・AI ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

4 コンピュータの仕組み 

主に以下について取り上げる 

・CPU 

・RAM、ROM 

・ストレージ 

・クライアント、サーバーほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

5 
インターネット通信の仕組

み（１） 

主に以下について取り上げる 

・パケット通信 

・LAN 

・ルータ、ハブ 

・DHCP ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

6 
インターネット通信の仕組

み（２） 

主に以下について取り上げる 

・WAN 

・ISP 

・ドメイン 

・DNS ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

7 
インターネット通信の仕組

み（３） 

主に以下について取り上げる 

・移動体情報通信ネットワーク 

・基地局、セル 

・無線 LAN、無線通信規格 

・スマートフォンとガラケーほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

8 ICT 時代の企業経営 

主に以下について取り上げる 

・多様化する消費者ニーズ 

・アクイジション/リテンション・マー

ケティング 

・中間試験 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

9 広告と ICT 

主に以下について取り上げる 

・バナー広告 

・検索連動型広告 

・ターゲティング広告 

・顧客情報ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

10 販売と ICT 

主に以下について取り上げる 

・電子商取引の形態 

・Amazon 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

専
門
科
目

9
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・楽天市場 

・アリババほか 

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

11 製造・流通と ICT 

主に以下について取り上げる 

・インダストリー4.0 

・AI、自動運転、ドローン 

・各種センサー技術ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

12 決済と ICT 

主に以下について取り上げる 

・電子決済 

・電子マネー、仮想通貨 

・フィンテック 

・ブロックチェーンほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

13 デジタル・プラットフォーム 

主に以下について取り上げる 

・デジタル・プラットフォーム 

・GAFA 

・クラウドほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

14 ICT 時代の経営リスク 

主に以下について取り上げる 

・サイバー攻撃 

・サイバーセキュリティ 

・CSIRT ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

15 まとめ 
主に以下について取り上げる 

・本講義のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

 

関連科目 経営情報システム、コンテンツビジネス、メディア戦略論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 IoT の基本・仕組み・重要事項が全部わかる教科書 八子知礼他 SB クリエイティブ 

2 イラスト図解 インターネットのつながるしくみ 音葉哲他 日東書院本社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（80%）、小テスト・レポート（20%）で評価する。 

私語、携帯・スマートフォンの使用、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価します。 

学生への 

メッセージ 

本講義で紹介する ICT や情報サービスは、身近に利用できるものを中心に取り上げます。教材資料を事前に目を通し、事例として取り上げられて

いる ICT や情報サービスを受講前に自ら利用しておいてください。講義の解説内容について十分関心が深まることでしょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（針尾准教授室） 

備考 

シラバスの内容については、受講生の理解の程度、関心に合わせて適時調整する。 

【教職科目】教科に関する科目（高等学校 情報） 

【施行規則に定める科目区分】コンピュータ及び情報処理（実習を含む。） 

【履修区分】必修 

専
門
科
目
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科目名 インターネット概論 科目名（英文） Introduction to the Internet 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、いまやあらゆる産業・業界において重要なビジネス基盤となったインターネットの仕組みとその役割について、マーケティング論と

情報システム学による文理総合的な解説を行っていく。前半は、企業の経営活動、特にマーケティングと ICT との関係について、中盤は、情報通

信と情報サービスの技術的な仕組みについて、後半は、ICT の社会的課題について取り上げる。講義の主な目的は、ICT が単なる日常のコミュニ

ケーションや情報サービスを利用するのための道具ではなく、多様化・細分化が進む市場を相手とする企業の経営活動において絶対不可欠な技術

であることを初年時の文系学生が理解し、本学科が提供する ICT 関連科目を経営学の学問的位置付けにおいて学習することの意義を学ぶことであ

る。 

授業担当者は、かつて情報通信分野の研究所に勤務し、大手通信キャリアのエンジニアらと共に次世代移動体情報通信技術・サービスの開発に携

わってきた。講義では、これらの技術開発から市場普及に取り組む企業と現場の様子についても紹介していくつもりである。 

到達目標 

・本学科が提供する ICT 関連科目を経営学の学問的位置付けにおいて学習することの意義について簡潔に説明ができる。 

・インターネットの基本構成及び要素技術について説明ができる。 

 具体的には、パケット通信、通信プロトコル、IP アドレス、LAN、ルータ等の通信機器の諸機能など。 

・企業が導入している各種 ICT の目的・機能について、マーケティング・プロセス（企画、設計、生産、流通、販売過程）ごとに説明ができる。 

 

授業方法と 

留意点 

・教材は配布プリントを使用する。指定の共有フォルダで配布するので受講生は各自印刷し、ファイルを作成しておくこと。 

・授業は概ね以下のように進める。 

 開始?10 分：復習および課題解答 

 10?50 分：前半解説 

 50?60 分：ディスカッション（前半解説内容からディスカッションテーマを与えます。） 

 60?85 分：後半解説 

 85?90 分：課題 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験・基本情報技術者試験など IT 系の資格を取得するのに関連する科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

主に以下について取り上げる 

・講義の目的、進め方 

・日常の中の ICT 

・経営学として ICT を学ぶことの意義・

目的 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

2 インターネットの歴史 

主に以下について取り上げる。 

・ARPANET 

・中央集権型ネットワーク 

・分散型ネットワーク 

・CUI と GUI ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

3 近未来の社会 

主に以下について取り上げる 

・ムーアの法則 

・ユビキタス情報社会 

・IoT 

・AI ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

4 コンピュータの仕組み 

主に以下について取り上げる 

・CPU 

・RAM、ROM 

・ストレージ 

・クライアント、サーバーほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

5 
インターネット通信の仕組

み（１） 

主に以下について取り上げる 

・パケット通信 

・LAN 

・ルータ、ハブ 

・DHCP ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

6 
インターネット通信の仕組

み（２） 

主に以下について取り上げる 

・WAN 

・ISP 

・ドメイン 

・DNS ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

7 
インターネット通信の仕組

み（３） 

主に以下について取り上げる 

・移動体情報通信ネットワーク 

・基地局、セル 

・無線 LAN、無線通信規格 

・スマートフォンとガラケーほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

8 ICT 時代の企業経営 

主に以下について取り上げる 

・多様化する消費者ニーズ 

・アクイジション/リテンション・マー

ケティング 

・中間試験 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

9 広告と ICT 

主に以下について取り上げる 

・バナー広告 

・検索連動型広告 

・ターゲティング広告 

・顧客情報ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

10 販売と ICT 

主に以下について取り上げる 

・電子商取引の形態 

・Amazon 

・楽天市場 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

専
門
科
目
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・アリババほか る。（学習時間目安 40 分） 

11 製造・流通と ICT 

主に以下について取り上げる 

・インダストリー4.0 

・AI、自動運転、ドローン 

・各種センサー技術ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

12 決済と ICT 

主に以下について取り上げる 

・電子決済 

・電子マネー、仮想通貨 

・フィンテック 

・ブロックチェーンほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

13 デジタル・プラットフォーム 

主に以下について取り上げる 

・デジタル・プラットフォーム 

・GAFA 

・クラウドほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

14 ICT 時代の経営リスク 

主に以下について取り上げる 

・サイバー攻撃 

・サイバーセキュリティ 

・CSIRT ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

15 まとめ 
主に以下について取り上げる 

・本講義のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

 

関連科目 経営情報システム、コンテンツビジネス、メディア戦略論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 IoT の基本・仕組み・重要事項が全部わかる教科書 八子知礼他 SB クリエイティブ 

2 イラスト図解 インターネットのつながるしくみ 音葉哲他 日東書院本社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（80%）、小テスト・レポート（20%）で評価する。 

私語、携帯・スマートフォンの使用、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価します。 

学生への 

メッセージ 

本講義で紹介する ICT や情報サービスは、身近に利用できるものを中心に取り上げます。教材資料を事前に目を通し、事例として取り上げられて

いる ICT や情報サービスを受講前に自ら利用しておいてください。講義の解説内容について十分関心が深まることでしょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（針尾准教授室） 

備考 

シラバスの内容については、受講生の理解の程度、関心に合わせて適時調整する。 

【教職科目】教科に関する科目（高等学校 情報） 

【施行規則に定める科目区分】コンピュータ及び情報処理（実習を含む。） 

【履修区分】必修 

専
門
科
目
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

演習では、主に以下の２つの内容について学ぶ。 

１．企業のマーケティング活動におけるメディア戦略 

２．コンピュータとデータ解析ソフトを使った消費者行動・心理情報の分析 

これらの学習を通じて、インターネットや情報端末を使った企業の IT マーケティングに関する取り組み及びネットワーク技術に詳しくなり、

同時に高度なデータ解析技術を習得していく。 

到達目標 ・メディア（特にソーシャルメディア）を用いた企業の競争戦略の基本的考え方を身につける。 

授業方法と 

留意点 

【すすめ方】 

・グループワークによる資料作成、発表が中心（グループ作業に必要な基本的設備については研究室にて準備） 

・前期は、企業の WebCM を制作、後期は、メディア戦略理論について学ぶ。 

・他学年ゼミ生を含めた合同演習（年 2 回予定）とゼミ合宿を実施し、ゼミ学生間の交流を深めながら、研究・学習の質を高めていく。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

主に以下の内容に取り組む。 

＜前期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 1 前期の進め方について） 

2 回：ウェブ CM 制作グループ分けと対象商品の探索 

3 回：制作対象商品についての基本情報の整理 

4 回：企画書（ターゲット、CM コンセプト、担当内容等） 

5?9 回：実制作 

10 回：作品発表 

11 回：作品発表 

12?15 回：夏合宿準備 

 

＜後期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 1 後期の進め方について） 

2?3 回：マーケティング論におけるメディア戦略の位置付け 

4?5 回：メディア戦略の基本類型 

6?7 回：メディア戦略の取り組み事例解説 

8?10 回：事例調査 

11?12 回：調査レポートの作成 

13?14 回：調査内容の発表 

15 回：冬合宿準備 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席状況、参加姿勢（発言，資料準備）、提出物 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 針尾准教授室 

備考 
【学生へのメッセージ】 

グループワークが中心ですので、時間や約束事をしっかり守って誠実に取り組んでください。 

専
門
科
目
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 
授業概要・ 

目的 

 経営分野で活用する情報技術をテーマとした演習を行っていく。情報化社会で活躍するために必要な実践的な情報活用能力や技術を習得し

ていくことが目的である。演習 I では、その基礎となる技術や知識を学んでいく。 

到達目標  卒業研究に向けて、その土台となる技術や知識を習得する。 

授業方法と 

留意点 

 少人数ゼミ形式で実施し、グループ討論を交えながら課題についての資料収集や分析、発表などを行う。資料はホームページを通じて PDF

ファイルで随時配布する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 経営分野における情報技術をテーマとして演習課題を与え、取り組んだ結果を議論する。主な授業内容は以下である。 

 

 (1) 情報化社会におけるインターネットの活用技術 

 (2) ネットビジネスを取り巻く情報技術の基礎知識 

 (3) 効果的なプレゼンテーション方法 

 

加えて、情報処理分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

 

[事前学習] 

 各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと（各 30 分）。 

 

[事後学習] 

 当該演習終了後、自らの考えをまとめておき、発表およびレポートの作成に備えること（各 1 時間）。 

関連科目  基礎演習、専門基礎演習、演習 II、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 平常点（授業への参加意欲、課題の提出状況、発表内容）により総合的に評価する。授業への参加態度が悪い者、課題が未提出な者、発表

しない者については適宜減点する。 

学生への 

メッセージ 
 特に予備知識は必要としないが、理解に必要なことは授業で順を追って説明するので、毎回出席を心掛けて欲しい。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

ゼミでは、研究活動を通じて、実践力の高い情報技術と専門知識の修得、グループでの取組みによる人間力の向上、ならびに、課題設定から

問題解決へとつなげる統合力の養成を目指す。また、総合的な研究・教育を目指すために、自治体、地元企業、団体などと積極的に交流を行

い、活動の場を広げる。 

演習 I では、プレゼンテーションの実習と各自が興味のある分野についての自学自習の実践などを行う。調査の仕方や計画の立て方、PDCA サ

イクルの回し方などを実践的に学び、主体性を持った学習者の素養を磨く。 

到達目標 

演習 I では次の事柄を目標とする。 

（１）興味のある事柄に関する情報収集を適切に行える 

（２）プレゼンテーションを時間通りに行える 

（３）自ら学習する目的を立てられる 

授業方法と 

留意点 

授業は学生参画型であり、予習・復習は必須である。自発的に学ぶ姿勢で出席すること。 

前期はプレゼンテーションを行う。聴講者は質問することで授業に参加する。 

後期は各自が主体的に計画を立てて学び、その学びのプロセスを共有する。 

また、見学会や講演会などを随時、企画していく。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

前期は、各自でテーマを決め、プレゼンテーションを行う。後期は、個人、グループのいずれかで学習するテーマを決め、学習計画を立てる。

そして、学習計画に沿って学びを実施し、PDCA サイクルを回しながら主体性のある学びの姿勢を構築する。 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習中の発表内容、議論での積極性と内容を中心に評価する。 

発表内容 70％、その他 30％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動においては、知識、技術、そして、心を鍛えていきます。自らが「経営情報」の最先端で学んでいる者として誇りを持って、課

題に挑んでください。 

担当者の 

研究室等 
久保准教授室（11 号館 7 階） 

備考  

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年の成熟市場環境下における企業間競争の激化によって、マーケティングの重要性がますます高まっています。この演習では、企業の存続・

成長にとって必要不可欠なマーケティングについて研究します。マーケティングは、身近な学問なので、どこからでも課題の研究が始められ

ます。この演習を通じて、マーケティングの基本的知識とマーケティングを学ぶことの楽しさを理解してもらいたいと思います。 

到達目標  マーケティングの理論と実践面での活用を目指します。 

授業方法と 

留意点 
演習で与えられた問題・課題について、真摯に取り組み、充実した大学生活にしていきましょう。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

マーケティング、マーケティングの基本的概念について学習します。ケーススタディのアプローチ。 

ゼミで与えられた課題には、真摯に取り組むように。加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教

育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業態度、授業への参加度・貢献度などにより総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

高度情報化社会と言われる社会への ICT（情報伝達技術）の積極的な導入によって、産業や生活環境がどのように変化してきたのかを考え、

これからの ICT の在り方について探っていく。コンピュータやインターネットに代表される ICT が、生活のあらゆる場面で取り入れられるよ

うになり、生活が豊かになるとともに、情報セキュリティなどの新たな課題も生じてきている。ICT の特徴について理解した上で、社会の様々

な分野でどのように取り入れられ活用されているのかを学びながら、新しい活用の可能性を見出していく。 

到達目標 

経営情報学の分野に関連する文献や資料を使ったゼミでの活動を通して、基礎的な知識・技能の修得を目指す。また、プログラム課題の制作

を通して、プログラミングに求められる論理的思考ができるようになることを目指す。 

ゼミ活動に積極的に参加することはもちろん、他のゼミ生と積極的に討論する姿勢を身につける。 

授業方法と 

留意点 

主にパソコンを使った実習形式で進めて行く。同じゼミに属する学生同士でグループを作り、他のゼミ生と協力しながら講義や実習で学んだ

ことの理解を深める。活動としては、経営情報学の分野に関係のある文献や資料を読みながら、文章を読み解く力、まとめ上げる力の修得を

目指すとともに、プレゼンテーションを通して、高いコミュニケーション能力を身につけることを目指す。ゼミへの自主的な参加と積極的な

提案を期待する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営情報学の分野に関連した文献や資料を読みながら、文章を読み解く力、考えをまとめる力の修得を目指すとともに、プログラム課題の制

作やプレゼンテーションを通して ICT に関する基礎的な知識・技能を身につける。 

週 1 回のゼミの時間だけでなく、各自で自習学習を進めるのはもちろんのこと、他のゼミ生と協力しながら作業することも必要になる。また、

工場見学などの学外での活動では、他のゼミ生と協力しながら計画の実現を目指す。 

加えて、経営情報学分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

関連科目 演習Ⅱ、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート課題、プログラム課題、作成した成果物等（60%）、演習への取組姿勢（40％） 

演習が中心となるため、欠席・遅刻は演習内容や成績評価に影響する。 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動は、社会に出てからも大いに役に立ちます。知識・技能の修得だけでなく、どのようなことに対しても常に考えることを意識し、

多くの経験を身につけてください。ゼミへの自主的な参加と積極的な提案を期待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（栢木教授室） 

備考 

教科書や参考書については、演習の中で適宜紹介します。 

必要に応じて書籍を購入してもらう場合があります。 

また、演習の中で課した課題は適宜解説およびコメントを返します。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マーケティングのゼミである． 

 マーケティングの基礎的知識をしっかりと身に着けることが大切であり、その定着を目指す。 

 そのために、フィールドワークを行い、課題発見、解決方法の策定、実行などに取り組んでもらい、マーケティングの知識の不足部分を補

ってもらう。 

 これらを通じて、マーケティング的な視点で事象をとらえることができることを目的とする。 

 さらに学生自らが主体的にゼミを運営することでポジティブな姿勢を身に着けることを目的とする。 

 まちづくりの実践や中小企業の経営革新等の支援を行ってきた担当者により、課題解決にむけた実践的な指導を行う。 

到達目標 

 ①マーケティングの基礎的知識がしっかりと身につく。 

 ②フィールドワークを通じて、マーケティングの知識を応用できる力が身につく。 

 ③チームで活動することで、自分の役割を認識し果たすことで、チームの成果を最大化する力が身に付く。 

 ④コミュニケーション能力の向上を図り、主体性が身に付く。 

授業方法と 

留意点 

グループワークが中心となる。年間計画をたてフィールドワークを行うための準備、実践、振り返りを繰り返しおこなっていく。並行してマ

ーケティング関連の講義を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

[授業テーマ]  

 マーケティング論の定着と応用 

 

[内容]  

 ゼミとしてのチームビルディングを行い、相互理解や自己理解・他者への配慮の大切さを学ぶ。 

 グループごとの作業を通じ、チームで目的を達成することの実際を体験し、その重要性を学ぶ。 

 マーケティングの基礎的な知識を課題を通じて検討する。 

 フィールドワークを通じて、マーケティング課題の把握と解決策の構築等を行う。 

 当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常の取組姿勢、学習状況，報告内容，レポートなどにより総合的に評価する． 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

 基本チームで動きますので、欠席をするとほかのメンバーに迷惑がかかります。そのためには必ずゼミやゼミで取り組むことには参加をし

てください。 

 ゼミ学習を有効なものにするのもしないのも、本人次第です。受け身ではなく、主体的にゼミに参画することで学ぶことの楽しさを知って

ほしいと思います。 

 さらにチームのなかのひとりに負担が偏らないように、他者への配慮を忘れず自分の役割を果たすことを心掛けてください。 

 これらができないと、ゼミ自体の運営に支障をきたしますので、自覚の上、授業を受けてください。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 山本 圭三 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、大きく 2 つのテーマに沿って学習していく。1 つは「仕事、労働、職業を主題とした社会学的研究」である。なぜ人は働くのか、

働くことは人々にとってどのような意味をもつのか、などについてじっくり考えていく。もう 1 つは「社会調査に関わる種々の知識・技術」

である。様々な場面で求められる「調査」の能力の獲得を目指す。 

到達目標 
 正確な知識に基づき、論理的な思考ができる。物事を多面的に理解し豊かな発想で議論できる。正確な文章が書ける。日常的な問題につい

て社会学の知識を用いた解釈ができる。 

授業方法と 

留意点 

テキスト等の読解を中心とする。受講生はテキストの指定された担当部分についてレジュメにまとめ、プレゼンをおこなう。他の受講生は報

告者に対し質疑応答をおこなうとともに、報告者を含め全体で内容をさらに展開させるためのディスカッションをおこなう。データ収集や分

析の実習もおこなうことになるが、基本的な形式は先のものに準ずる。また、論文やレポートの書き方についての指導は適宜行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【テーマ・内容】 

社会学一般および社会調査の基礎知識 

今後の研究の土台となる知識の獲得を目指す。 

 

【方法】 

担当者によるプレゼンテーションと全体でのディスカッション 

 

【事前・事後課題】 

  （事前）プレゼン時の質疑応答を円滑にするために、テキスト以外の文献も通読する（0.5 時間） 

  （事後）プレゼン・質疑応答の内容のうち、自らの関心分野に関わる内容を文章としてまとめる（0.5 時間） 

 

【補足】 

演習内では、社会科学分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加状況（出席、発言、資料）50％、提出物（内容の正確さ、文章の論理性、内容をふまえた展開）50％ 

学生への 

メッセージ 
「物事をじっくり考える」姿勢をもち、積極的に参加してほしい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 山本准教授室 

備考 提出されたレポートは、後の授業時に資料として使用する。その際には、教員および他の受講生よる講評に基づいた作業をおこなう。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 
授業概要・ 

目的 

牧野(幸)ゼミは経営に関する心理を学ぶゼミである。演習Ⅰでは，基本的な心理学の知識とマーケティングの知識を身につける。教科書の内

容をまとめて，プレゼン発表し，質疑応答を行う。経営に関する消費者心理，組織の中の人間関係などの基礎を学ぶことを目的とする。 

到達目標 
経営における心理の基礎知識を身につけることができる。社会科学の研究法について知識を得ることができる。その後、自分自身でテーマを

探し，心理学の研究手法を基に解決方法を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

演習Ⅰでは，心理学の基礎知識を身につける。前期は心理学の概論書を使って担当者と一緒にディスカッションを行う。演習の方法は，毎回

担当者が PP による資料を作成し，プレゼンテーションを行い、他の学生とディベートを行う。後期は専門書の内容をまとめてプレゼンテーシ

ョンとディベート、グループワークを行う。グループワークや反転授業などを積極的に行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

授業テーマ・内容：経営における消費者心理，社会における人間関係，交渉術，説得テクニックなどについて 

方法：担当学生がパワーポイントを用いてプレゼンを行う。参加者は必ず質問か発言を行い、グループワークに参加すること。 

事前学習課題：授業の下調べおよび学生同士のディスカッションをしておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了後に示す課題についてレポートを作成すること(2 時間) 

さらに，経営学，心理学分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ，指導・教育する。 

関連科目 「市場調査入門」や「経営統計学」を受講しておくことが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ミニマムエッセンス 社会心理学 和田実 北大路書房 

2 男と女の対人心理学 和田実 北大路書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習Ⅰへは遅刻せずに出席することを評価対象の最低条件とする。演習中の発表(50％)，授業への積極的参加度(30％)，事前事後学習課題

(20％)の評価などで総合的に判断する。ディスカッション、グループワーク、反転授業などを行います。遅刻、欠席は減点の対象となります。 

学生への 

メッセージ 

演習Ⅰには必ず遅刻せずに，出席し，積極的に発言すること。アクティブ・ラーニングを取り入れているので、自主的・主体的に活動するこ

と。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 牧野(幸)准教授室 

備考 

牧野(幸)ゼミは，経営学部で心理学を学ぶゼミである。プレゼンテーションを行うことが多いため，Word, Excel, PowerPoint などが使える

必要がある。人としての心理を大切にするゼミであるので，“時間を守る，約束を守る，授業中私語をしない，寝ない，スマホなどを触らない”

など人としての最低限のマナーは必ず守ること。ゼミは、アクティブ・ラーニングの活動です。主体的・積極的に発言すること。 

授業内で課された課題に対しては，その後のゼミの中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

専
門
科
目
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

本授業では、学生による主体的な学習活動を支援し、課題の発掘・解決等に取り組む実践的な基礎力を育成する。 

 

進め方として、課題の設定、情報の収集・解釈、汎用的な問題解決の手法について、グループと個人の活動により、個人の『気づき』を導く。

自ら役割を進め、周りとのコミュニケーションや共創をとおして、提案およびその価値をいかに発信するのか、主体的な情報発信の行動を支

援する。企業、地域、個人等の課題を体感し、どのような叡智の集約を進めるのが効果的なのか、汎用手法の適用と柔軟な発想で取り組める

よう、グループディスカッションの活性化を図る授業運営を行う。 

到達目標 

インターネットやソーシャルメディアの利活用を図る業界・企業等の事例研究をとおして、主体的な情報形成を支援するリテラシーとスキル

を育成する。 

 

1. 課題の発見  汎用的な視点、自己の視点を識別してオリジナリティの伴う課題設定ができる。 

2. 情報の収集・解釈 課題を提案に結びつけるために必要な情報の調査・編集の方法論を身につける。 

3. 価値の生成 アウトプット（結果）を整理し、アウトカム（成果）としてまとめて、プレゼンテーションでメッセージをとして表現する。 

授業方法と 

留意点 

個人ワークと課題分野ごとのグループワーク効果的にを組み合わせ、かつ授業外の自主的な活動をエッセンスとして加味した活動を進める。

テーマとして、主要業界におけるビジネス IT や Web マーケティングに関する活動（前期）、個別企業における事業創造やインターネットの新

しい利用事例調査（後期）を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1. 前後期共通テーマ コミュニケーション基礎力の向上を目指し、ビジネス IT や Web マーケティングに関する文献・新聞・発表資料等を題

材に、指定文献（1 冊）から汎用視点を学ぶ。 

2. 前期 経営情報のテーマを指定し、情報の収集・解釈、価値の生成（課題向け提案）について、グループ・個人発表（2～3 回）を行い、

かつ個人の『気づき』を導く。 

3. 後期 各自注力したいテーマ（候補）を探索し、今後の提案のために、ディスカションをとおして、グループ・個人発表（計 3 回）を行い、

個人の問題意識の視点を得る。 

 

経営情報に係るテーマとして、①e-commerce（ネット商取引）、②サービスデザイン、③ソーシャルマーケティング、④社会、組織、個人の課

題と ICT から新規性あるものを定める。 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常の学習態度（30%）、課題の提出内容・準備状況（40%）、クラスへの貢献度（30%）による総合評価を行う。具体的には、出席状況、個人・

グループの発表（指定全回数）とプレゼンテーション資料等の提出、グループワークでの貢献度（自分の役割の遂行、同僚学生への意見発信

等の協力状況、発表等の準備状況）、ディスカッション、積極的・建設的な発言等の授業への参画内容で評価する。 

学生への 

メッセージ 

受け身の授業参画は、十分得るものがなく、周りとのコミュニケーションを図り触発し合う重要性を認識すること。グループワークは、自分

のアイデアを主張すればいいことでもないことに留意し、自分のグループでの立ち位置、クラスでの相対的なポジショニングを考えながら、

主体的に課題に接しつつ、存在感が発揮できるように率先して問題の発見・解決に取り組んでください。 

 

自発的に取り組み、自分の取り組み状況・姿勢が、教員と周りのメンバーに伝わるように工夫を図ってください。具体的な方法については、

授業の中で、ガイダンスを実施するので、参考にすること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課

題発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席する

こと。また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行

う。 

専
門
科
目
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、マーケティングを基本的なテーマとして扱います。 

ゼミではマーケティングの基礎知識や、マーケティングデータを用いた各種分析手法の習得を目指します。 

また、マーケティング戦略についての考察や事例研究の実施なども必要に応じて実施します。 

その他、学生の希望によりテーマなどを選択し、適宜扱いますので、講義中、時間外を問わず、やりたいことがある場合は積極的に意見する

ようにして下さい。 

到達目標 ４年生時の卒業論文作成を見据え、必要となるであろう様々なマーケティング知識、マーケティングデータ分析技術の習得を目指します。 

授業方法と 

留意点 
ゼミ生を中心として、教科書のまとめや発表、演習を実施します。そのため、出来る限り欠席は避けるようにしてください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本ゼミでは、マーケティングおよびマーケティングデータの分析をテーマとして扱います。 

演習Ⅰでは、マーケティングにおける基礎知識と、パソコンによる演習を通じて、基礎的なデータの分析方法を習得します。 

随時ゼミ生中心にまとめや発表を行いますので、欠席を避け、発表などゼミ内で課した課題は必ず行うようにしてください。 

また、研究に関連する不正防止のための研究倫理の習得に努めます。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席率、授業態度、発表の内容などにより、総合的に判断します。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 樋口研究室 

備考  

専
門
科
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、情報技術の変遷を知り、企業における ICT の利活用や IoT などの事例について勉強する。ICT を活用したビジネスの効率化、

ICT を活用した課題解決の可能性について考える。ICT 活用について知識を習得しながら、実践に活用できる情報活用力を身につけることを目

的とする。授業担当者の証券会社での実務経験を生かして企業における情報技術の変遷についてわかりやすい講義をする。 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①情報技術の変遷について知識を得ること、②社会の ICT 利活用の事例を知ること、③パソコンを活用する力を

身につけることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

講義形式とパソコンを使う演習形式で行い、数回発表（個人、グループ）の機会を持つ。 

授業には必ず出席すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

（１）社会における情報技術の事例に関する資料を使って、以下の手法を練習する 

・資料を読んで考えをまとめる 

・レポートを作成する 

・資料を作成し、発表する 

・ディスカッションする 

 

（２）パソコンに関する知識・技能を習得するために、以下について学習する 

・情報技術の変遷を知る 

・データの集計、分析を行う 

・プログラミングをする 

 

 

（事前学習） 

その都度指示をする 

 

（事後学習） 

授業の振り返りをし、新しい用語や新たに興味がわいた点をメモし、自分なりに調べてまとめる（30 分） 

関連科目 演習Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題提出状況、授業の取り組み姿勢などを総合して評価する。 

学生への 

メッセージ 
真面目に積極的に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（橋本講師室） 

備考 レポートは適宜、添削して返却し、発表はその都度コメントを返す。 

専
門
科
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 田中 祥司 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業を含む組織が直面する問題に関心をもち、その問題を解決するために必要な知識を身につけます。 

とりわけ、下記について学びます。 

・企業や地域のマネージャー・担当者へインタビューを行うことによって得た質的データの分析方法について 

・課題に応じた質問票の作成方法と量的データの分析方法について 

・上記から得た発見を具体的なマーケティング戦略と結びつける一連のプロセスについて 

 

グループで課題に取り組み、議論や発表を通してマーケティングへの理解を深めます。 

なお、授業担当者の旅行会社での経験から、近年、実務・研究両面から注目されている観光についても解説します。 

到達目標 
・業界や企業が抱える問題を発見し、それに応じた解決策を提案することができる。 

・企業のマーケティング活動についてマーケティング・マネジメントの視点だけではなく、消費者の視点で説明することができる。 

授業方法と 

留意点 

・グループワークを中心に授業を進めます。 

・グループは初回の授業時に決定します。初回は必ず出席してください。 

・各グループで企業や地域に関するテーマを見つけ、そのテーマに沿いながらマーケティングに関する学びを深めてもらいます。 

・授業時間外にグループ発表の準備等を行ってもらいます。グループのメンバーと協力して取り組んでください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【前期】 

1 回：授業の進め方について 役割・グループの決定 

2 回～3 回：グループ毎にテーマの設定 

4 回～5 回：インタビュー、フィールドワークに向けた準備 

6 回～9 回：インタビュー、フィールドワーク 

10 回～11 回：質的データの分析 

12 回～14 回：発表準備 

15 回：発表 

 

【後期】 

1 回：授業の進め方について グループの決定 

2 回～3 回：グループ毎にテーマの設定 

4 回～6 回：質問票の作成・データ収集 

7 回～10 回：データ分析 

11 回～13 回：発表準備 

14 回：発表 

15 回：まとめ 

関連科目 マーケティング、消費者行動論、演習Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

参加態度(役割・発表準備・発言)：40% 

発表・発表資料：60% 

学生への 

メッセージ 

企業のブランドマネージャーや地域のプロデューサーに来て頂くことを予定しています。 

積極的に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
田中祥司研究室 11 号館 8 階 

備考 ・各回の授業に向けた準備(予習)や学びに対する復習が必要になります(約 1 時間程度)。 

専
門
科
目
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 
授業概要・ 

目的 

 経営分野で活用する情報技術をテーマとした演習を行っていく。情報化社会で活躍するために必要な実践的な情報活用能力や技術を習得し

ていくことが目的である。演習 II では、演習 I を土台として、さまざまな最新のテーマについて知識や技術を学んでいく。 

到達目標  卒業研究に向けて、その土台となる技術や知識を習得する。 

授業方法と 

留意点 

 少人数ゼミ形式で実施し、グループ討論を交えながら課題についての資料収集や分析、発表などを行う。資料はホームページを通じて PDF

ファイルで随時配布する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 経営分野における情報技術をテーマとして演習課題を与え、取り組んだ結果を議論する。主な授業内容は以下である。 

 

 (1) ネットビジネスのプランニングと試作システム 

 (2) インターネットと WEB 統合技術 

 (3) 実践的なプレゼンテーション方法 

 

 加えて、情報処理分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

 

[事前学習] 

 各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと（各 30 分）。 

 

[事後学習] 

 当該演習終了後、自らの考えをまとめておき、発表およびレポートの作成に備えること（各 1 時間）。 

関連科目  基礎演習、専門基礎演習、演習 I、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 平常点（授業への参加意欲、課題の提出状況、発表内容）により総合的に評価する。授業への参加態度が悪い者、課題が未提出な者、発表

しない者については適宜減点する。 

学生への 

メッセージ 
 特に予備知識は必要としないが、理解に必要なことは授業で順を追って説明するので、毎回出席を心掛けてほしい。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

ゼミでは、研究活動を通じて、実践力の高い情報技術と専門知識の修得、グループでの取組みによる人間力の向上、ならびに、課題設定から

問題解決へとつなげる統合力の養成を目指す。また、総合的な研究・教育を目指すために、自治体、地元企業、団体などと積極的に交流を行

い、活動の場を広げる。 

演習 II の前半では、正確な文章の書き方、構成なデータの扱い方、および、表現について実習形式で学ぶ。 

後半は、研究テーマに関する調査や課題設定、および、その解決策の検討や実習を行い、協調作業の重要性や研究活動の意義を学ぶ。 

作業計画を立てて、進捗を管理し、状況に応じて調整しながら目標を達成する実践的活動も行う。 

日頃から経営や情報に関する情報収集に努め、ディスカッションでの発言を増やすことが重要である。 

到達目標 

演習 II での目標は以下のとおりです。 

（１）正確な意見表明ができる文章能力の修得 

（２）社会貢献を意識した課題の設定 

（３）研究倫理の必要性の理解 

授業方法と 

留意点 

地域での実践や外部の評価を受けることを念頭に置いて、調査活動や製作活動を行う。また、活動の内容を正確に伝えるための文章力やプレ

ゼンテーション能力の充実を図る。 

卒業研究のテーマにつなげる学習を展開し、専門科目への興味を高めることも目的に含まれる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

演習 II では、卒業研究で取り扱うテーマを選定したり、実践的な課題に挑戦するための技術的な学習のためにグループによる輪読やプログラ

ミング実習、および、発表を行う。研究の技術を身に付けた上で、卒業研究を遂行するために必要となる専門知識の修得を目指す。個人、グ

ループにわかれて、卒業研究のテーマを選定し、研究の背景・意義・計画について、発表、議論を行う。加えて、当該分野に関連する不正防

止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習中の発表内容、議論での積極性と内容を中心に評価する。 

発表内容や活動内容 70％、その他 30％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動においては、知識、技術、そして、心を鍛えていきます。自らが「経営情報」の最先端で学んでいる者として誇りを持って、課

題に挑んでください。 

担当者の 

研究室等 
久保准教授室（11 号館 7 階） 

備考  

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 
授業概要・ 

目的 

マーケティングについて、理論面と実態面の両側面から理解を深めることを目的とする。２回生で習得した専門用語、概念をさらに深化させ

ていくとともに、実態分析にも力をそそいでいく。 

到達目標  マーケティングの応用面での知識を深めていくことを目指します。 

授業方法と 

留意点 
演習で与えられた問題・課題について、真摯に取り組み、充実した大学生活にしていきましょう。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

マーケティング、企業の成功要因について分析します。ケーススタディのアプローチ。 

ゼミで与えられた課題には、真摯に取り組むように。加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教

育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1  授業内で指示する。   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業態度、授業への参加度・貢献度などにより総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

演習では、主に以下の２つの内容について学ぶ。 

１．企業のマーケティング活動におけるメディア戦略 

２．コンピュータとデータ解析ソフトを使った消費者行動・心理情報の分析 

これらの学習を通じて、インターネットや情報端末を使った企業の IT マーケティングに関する取り組み及びネットワーク技術に詳しくなり、

同時に高度なデータ解析技術を習得していく。 

到達目標 
・それぞれの関心業界における企業のメディア戦略について説明できる 

・卒業研究テーマの設定と方法を明確にする 

授業方法と 

留意点 

【すすめ方】 

・グループワークによる資料作成、発表が中心（グループ作業に必要な基本的設備については研究室にて準備） 

・前期は、多変量解析法、後期は、卒業研究テーマに関連したテーマ学習を行う。 

・他学年ゼミ生を含めた合同演習（年 2 回予定）とゼミ合宿を実施し、ゼミ学生間の交流を深めながら、研究・学習の質を高めていく。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

主に以下の内容に取り組む。 

＜前期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 2 前期の進め方について） 

2 回：グループ分けとテーマ選択 

3 回：主成分分析の解説と課題分析 

4 回：クラスター分析の解説と課題分析 

5 回：クロス集計と独立性検定の解説と課題分析 

6 回：重回帰分析の解説と課題分析 

7 回：判別分析の解説と課題分析 

8 回：ロジスティック回帰分析の解説と課題分析 

9 回：テキストマイニング法の解説 

10 回：テキストマイニングの課題分析 

11 回：グループワーク 

12 回：同上 

13 回：発表 

14 回：発表 

15 回：夏合宿準備 

 

＜後期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 2 後期の進め方について） 

2?7 回：卒研テーマの探索と調査 

8?12 回：卒研テーマの発表 

13?14 回：卒業論文の書き方、卒業研究計画書の作成 

15 回：冬合宿準備 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席状況、参加姿勢（発言，資料準備）、提出物 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 針尾准教授室 

備考 
【学生へのメッセージ】 

グループワークが中心ですので、時間や約束事をしっかり守って誠実に取り組んでください。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

演習Ⅰで修得した知識・技能を活用しつつ、高度情報化社会と言われる社会への ICT（情報伝達技術）の積極的な導入による産業や生活環境

の変化について考察し、これからの ICT の在り方を探っていく。活動としては、卒業研究に結び付く研究テーマを決定し、研究テーマに関す

る事例研究、課題設定、解決方法の提案を行う。類似の研究テーマを持つ学生同士でグループを形成し、グループによる共同活動を通して、

より深い洞察力と客観的な視点を身につけることを目指す。 

到達目標 

社会人となるための準備段階として、様々なテーマについて自主的に判断し、行動できることを目指す。また、データ分析などを通して、伝

えたいことを論理的に説明・表現できるようになることを目指す。さらに、他のゼミ生との活動を通して、互いの知識・経験を高めあうこと

で、自己実現のための力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

パソコンを使った実習形式を中心とした活動を行う。同じゼミに属する学生同士でグループを構成し、他のゼミ生と協力しながら講義や実習

で学んだことの活用方法について討論を行う。活動としては、卒業研究に繋げるテーマを見つけ出し、他のゼミ生とのグループワークやプレ

ゼンテーションを通して、高いコミュニケーション能力を身につけることを目指す。ゼミへの自主的な参加と積極的な提案を期待する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

卒業研究に結び付く研究テーマを決定し、研究テーマに関する事例研究、課題設定、解決方法の提案を行う。類似の研究テーマを持つ学生同

士でグループを形成し、グループによる共同活動を通して、より深い洞察力と客観的な視点を身につけることを目指す。 

加えて、経営情報学分野に関連する不正防止のための研究倫理の習得にも引き続き務める。 

関連科目 演習Ⅰ、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 多変量解析がわかる 涌井 良幸、涌井 貞美 技術評論社 

2 
これから Web をはじめる人の HTML&CSS、JavaScript

のきほんのきほん 
たにぐちまこと マイナビ出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート課題、演習での成果物等（60%）、演習への取組姿勢（40％） 

演習が中心となるため、欠席・遅刻は演習内容や成績評価に影響する。 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動は、社会に出てからも大いに役に立ちます。知識・技能の修得だけでなく、どのようなことに対しても常に考えることを意識し、

多くの経験を身につけてください。ゼミへの自主的な参加と積極的な提案を期待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（栢木教授室） 

備考 

教科書については、演習の中で適宜紹介します。 

必要に応じて書籍を購入してもらう場合があります。 

また、演習の中で課した課題は適宜解説およびコメントを返します。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マーケティングのゼミである． 

 マーケティングの基礎的知識をしっかりと身に着けることが大切であり、その定着を目指す。 

 そのために、フィールドワークを行い、課題発見、解決方法の策定、実行などに取り組んでもらい、マーケティングの知識の不足部分を補

ってもらう。 

 これらを通じて、マーケティング的な視点で事象をとらえることができることを目的とする。 

 さらに学生自らが主体的にゼミを運営することでポジティブな姿勢を身に着けることを目的とする。 

 まちづくりの実践や中小企業の経営革新等の支援を行ってきた担当者により、課題解決にむけた実践的な指導を行う。 

到達目標 

 ①フィールドワークを通じて、マーケティングの知識を応用できる。 

 ②チームで活動することで、自分の役割を認識し果たすことで、チームの成果を最大化する力が身に付く。 

 ③コミュニケーション能力の向上を図り、主体性が身に付く。 

 ④下の学年のゼミ生をとりまとめ、リーダーシップを発揮できる 

授業方法と 

留意点 

グループワークが中心となる。年間計画をたてフィールドワークを行うための準備、実践、振り返りを繰り返しおこなっていく。2 年生の演

習Ⅰと合同でフィールドワークは行う。並行してマーケティング関連の講義を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

[授業テーマ]  

 マーケティング論の定着と応用 

 

[内容]  

 ゼミとしてのチームビルディングを行い、相互理解や自己理解・他者への配慮の大切さを学ぶ。 

 グループごとの作業を通じ、チームで目的を達成することの実際を体験し、その重要性を学ぶ。 

 マーケティングの知識を課題を通じて活用していく。 

 フィールドワークを通じて、マーケティング課題の把握と解決策の構築等を行う。 

 当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常の取組姿勢、学習状況，報告内容，レポートなどにより総合的に評価する． 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

 基本チームで動きますので、欠席をするとほかのメンバーに迷惑がかかります。そのためには必ずゼミやゼミで取り組むことには参加をし

てください。 

 ゼミ学習を有効なものにするのもしないのも、本人次第です。受け身ではなく、主体的にゼミに参画することで学ぶことの楽しさを知って

ほしいと思います。 

 さらにチームのなかのひとりに負担が偏らないように、他者への配慮を忘れず自分の役割を果たすことを心掛けてください。 

 これらができないと、ゼミ自体の運営に支障をきたしますので、自覚の上、授業を受けてください。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 山本 圭三 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、大きく 2 つのテーマに沿って学習していく。1 つは「仕事、労働、職業を主題とした社会学的研究」である。なぜ人は働くのか、

働くことは人々にとってどのような意味をもつのか、などについてじっくり考えていく。もう 1 つは「社会調査に関わる種々の知識・技術」

である。様々な場面で求められる「調査」の能力の獲得を目指す。 

到達目標 
 正確な知識に基づき、論理的な思考ができる。物事を多面的に理解し豊かな発想で議論できる。正確な文章が書ける。日常的な問題につい

て社会学の知識を用いた解釈ができる。 

授業方法と 

留意点 

テキスト等の読解を中心とする。受講生はテキストの指定された担当部分についてレジュメにまとめ、プレゼンをおこなう。他の受講生は報

告者に対し質疑応答をおこなうとともに、報告者を含め全体で内容をさらに展開させるためのディスカッションをおこなう。データ収集や分

析の実習もおこなうことになるが、基本的な形式は先のものに準ずる。また、論文やレポートの書き方についての指導は適宜行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【テーマ・内容】 

社会学一般および社会調査の知識獲得 

より専門的な分野の文献通読をとおして、卒業研究に活かされる知識の獲得を目指す 

（例：職業社会学的研究、古典研究） 

 

【方法】 

担当者によるプレゼンテーションと全体でのディスカッション 

 

【事前・事後課題】 

  （事前）プレゼン時の質疑応答を円滑にするために、テキスト以外の文献も通読する（0.5 時間） 

  （事後）プレゼン・質疑応答の内容のうち、自らの関心分野に関わる内容を文章としてまとめる（0.5 時間） 

 

【補足】 

社会科学分野に関連する不正防止のための研究倫理についても、演習Ⅰに継続して指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加状況（出席、発言、資料）50％、提出物（内容の正確さ、文章の論理性、内容をふまえた展開）50％ 

学生への 

メッセージ 
卒業研究において自らの関心に基づいた研究を存分におこなえるよう、十分な知識を獲得したい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 山本准教授室 

備考 提出されたレポートは、後の授業時に資料として使用する。その際には、教員および他の受講生よる講評に基づいた作業をおこなう。 

専
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 
授業概要・ 

目的 

牧野(幸)ゼミは経営に関する心理を学ぶゼミである。演習Ⅱでは，社会科学の研究手法と経営心理の専門知識を身につける。文献の内容をま

とめて，発表しながら，討論を行う。経営に関する消費者心理，マーケティングにおける心理的効果などの基礎を学ぶことを目的とする。 

到達目標 
演習Ⅱでは自分でテーマを決め，文献を購読し，科学的考察の意味を理解できるようになることができることを目標とする。その後，実際に

心理学の手法と専門知識を習得することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

PP による発表形式で行う。演習Ⅱでは，経営に関する心理の専門知識を身につける。前期は自分で文献を選んで購読し，プレゼンテーション

を行う。発表者以外は、ディスカッションに参加する。後期は経営と心理に簡単な研究計画を立て，実施してみる。 

グループワークや反転授業などを積極的に行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

授業テーマ・内容：経営における心理の専門知識とマーケティング実践 

方法：文献を購読し，その内容をまとめてプレゼンテーションを行う。科学的な研究手法についても学ぶ。 

事前学習課題：授業の下調べおよび学生同士のディスカッションをしておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること(2 時間) 

さらに，経営学，心理学分野に関連する不正防止のための研究倫理の習得にも引き続き務める。 

関連科目 「市場調査入門」，「市場調査」，「消費者行動論」などを受けていることが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習Ⅱへは遅刻せずに出席することを評価対象の最低条件とする。演習中のプレゼンテーション(50％)，授業での積極的活動(30％)，事前・

事後学習課題(20％)の評価などで総合的に判断する。遅刻、欠席は減点の対象となります。  グループワークや反転授業などを行います。 

学生への 

メッセージ 
演習Ⅱには必ず遅刻せずに，出席し，自主的・主体的に発言すること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 牧野(幸)准教授室 

備考 

牧野(幸)ゼミは，経営学部で心理学を学ぶゼミである。プレゼンテーションを行うことが多いため，Word, Excel, PowerPoint などが使える

必要がある。何よりも人としての心理を大切にするゼミであるので，“時間を守る，約束を守る，授業中私語をしない，寝ない，スマホを触ら

ない”など人としての最低限のマナーは必ず守ること。 

授業内で課された課題に対しては，その後のゼミの中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

専
門
科
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

高付加価値を目指す『IT サービス』ビジネスの提案に取り組む。ネットとリアルを効果的に組み合わせ、価値創造に向けた実践法を学習しま

す。テーマとして、①IoT（Internet of Things）& IoM（Internet of Me） ②FinTech ③位置情報とパーソナルデータのマーケティング利活

用 ④法人事業向け Instagram&Twitter の提案活動を試みる。 

       

進め方として、課題の設定、情報の収集・解釈、汎用的な問題解決の手法について、グループと個人の活動により、個人の『気づき』を導く。

自ら役割を進め、周りとのコミュニケーションや共創をとおして、提案およびその価値をいかに発信するのか、主体的な情報発信の行動を支

援する。企業、地域、個人等の課題を体感し、どのような叡智の集約を進めるのが効果的なのか、汎用手法の適用と柔軟な発想で取り組める

よう、グループディスカッションのコンスタントな活性化を図る授業運営を行う。 

到達目標 

本授業では、学生による主体的な学習活動を支援し、課題の発掘・解決等に取り組む実践的な基礎力の向上を目指す。インターネットやソー

シャルメディアの利活用を図る業界・企業等の事例研究をとおして、主体的な情報形成を支援するリテラシーとスキルを一定以上の品質を狙

って育成する。 

 

1. 課題の発見  汎用的な視点、自己の視点を識別してオリジナリティの伴う課題設定ができる。 

2. 情報の収集・解釈 課題を提案に結びつけるために必要な情報の調査・編集の方法論を身につける。 

3. 価値の生成 アウトプット（結果）を整理し、アウトカム（成果）としてまとめて、プレゼンテーションで価値を伴うメッセージをとして

表現する。 

授業方法と 

留意点 

個人ワークと課題分野ごとのグループワーク効果的にを組み合わせ、かつ授業外のグループフィールドワーク、個人の自主的な活動をエッセ

ンスとして加味した活動を進める。テーマとして、主要業界におけるビジネス IT や Web マーケティングに関する活動（前期）、個別企業にお

ける事業創造やインターネットの新しい利用事例調査（後期）を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1. 前後期共通テーマ コミュニケーション基礎力の向上を目指し、ビジネス IT や Web マーケティングに関する文献・新聞・発表資料等を題

材に、指定文献（1 冊）から汎用視点を学ぶ。 

2. 前期 経営情報のテーマを指定し、情報の収集・解釈、価値の生成（課題向け提案）について、グループ・個人発表（3～4 回）を行い、

かつ個人の『気づき』を導く。 

3. 後期 各自注力したいテーマ（候補）を探索し、今後の提案のために、ディスカションをとおして、グループ・個人発表（計 5 回）を行い、

個人の問題意識の視点を得る。 

 

経営情報に係るテーマとして、①e-commerce（ネット商取引）、②サービスデザイン、③ソーシャルマーケティング、④社会、組織、個人の課

題と ICT から新規性あるものを定める。卒業研究のテーマ候補・分野について。ディスカッションを行いつつ、先行研究（文献、論文等）の

情報収集を後期行う。また、授業外のグループフィールドワークにおいて、企業訪問や他大学ゼミとの交流等の機会も設定する。 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常の学習態度（30%）、課題の提出内容・準備状況（40%）、クラスへの貢献度（30%）による総合評価を行う。具体的には、出席状況、個人・

グループの発表（指定全回数）とプレゼンテーション資料等の提出、グループワークでの貢献度（自分の役割の遂行、同僚学生への意見発信

等の協力状況、発表等の準備状況）、ディスカッション、積極的・建設的な発言等の授業への参画内容で評価する。また、インターシップや就

職活動で外出する際、大学への連絡および進捗報告を行うことも学習態度の一項目として含まれる。 

学生への 

メッセージ 

受け身の授業参画は、十分得るものがなく、周りとのコミュニケーションを図り触発し合う重要性を認識すること。グループワークは、自分

のアイデアを主張すればいいことでもないことに留意し、自分のグループでの立ち位置、クラスでの相対的なポジショニングを考えながら、

主体的に課題に接しつつ、存在感が発揮できるように率先して問題の発見・解決に取り組んでください。 

 

自発的に取り組み、自分の取り組み状況・姿勢が、教員と周りのメンバーに伝わるように工夫を図ってください。具体的な方法については、

授業の中で、ガイダンスを実施するので、参考にすること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課

題発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席する

こと。また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行

う。 

専
門
科
目

33



摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、マーケティングを基本的なテーマとして扱います。 

前期には、演習Ⅰで習得したマーケティングやデータ分析に関する知識を元に、実際にデータを利用して分析を行いながら、知見を得る訓練

を積んでゆきます。 

また、後期には各自卒業論文のテーマを決定し、それに基づいた学習、データ分析などを実施する予定です。 

その他、学生の希望によりテーマなどを選択し、適宜扱います。 

到達目標 
卒業論文作成時に必要となる、マーケティング関連知識及び、各種の多変量解析手法の習得を目指します。 

また、卒業論文の完成に向け、適宜必要な知識を学びます。 

授業方法と 

留意点 

ゼミ生を中心として、多変量解析手法や卒業論文進捗について、演習・発表を実施します。そのため、出来る限り欠席は避けるようにしてだ

さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本ゼミでは、マーケティングおよび各種のデータ分析をテーマとして扱います。 

演習Ⅱでは、演習Ⅰにて習得した知識を基に、各種の多変量解析手法を習得します。前半では、パソコン演習を通してデータ分析方法を学び、

実際にデータを使って分析を行います。また、後半からは各自卒業論文のテーマを選定し、その構成を詰めながら必要なデータを収集してゆ

きます。 

随時ゼミ生中心にまとめや発表を行いますので、欠席を避け、発表などゼミ内で課した課題は必ず行うようにしてください。 

また、研究に関連する不正防止のための研究倫理の習得にも、引き続き努めます。 

関連科目 マーケティング情報解析、マーケティングサイエンス 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席率、授業態度、発表の内容などにより、総合的に判断します。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 樋口准教授室 

備考  

専
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 
授業概要・ 

目的 

演習Ⅰに引き続き、企業における ICT とその活用について学ぶ。興味を持った内容について、さらに掘り下げて探究する。また活用されてい

る業種や手法を分類して、傾向や問題点を探り、卒業研究のテーマにつなげる。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、①企業で ICT が活用されている現状や問題点、可能性について説明ができること、②卒業研究に向けたテーマを

絞ること、③パソコンを自由に活用して、レポートやプレゼンテーション資料を作成できること、④発表と質問、討論できることが期待され

る。 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンを使う実習形式で行う。発表とそれに対する質問ができるように、レポートと発表の機会を数回持つ。また、グループに分

けて、ディスカッションを行い、ICT の利活用について理解を深める機会を持つ。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

ビジネスにおける情報技術の事例に関する資料を用いて以下の手法を練習する 

 ・関連する資料の検索と整理 

 ・レポート作成のための構成検討 

 

全体を通して、目的に応じたパソコンの効率良い使い方を指導し、パソコンに慣れるようにする。 

 

 

（事前学習） 

その都度提示する 

 

（事後学習） 

授業の振り返りをして、新しい用語や新たに興味がわいた点をメモし、自分なりに調べてまとめる（30 分） 

関連科目 演習Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題提出状況、授業の取り組み姿勢などを総合して評価する。 

学生への 

メッセージ 
真面目に積極的に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（橋本講師室） 

備考 レポートは適宜、添削して返却し、発表はその都度コメントを返す。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 会社法 科目名（英文） Corporate Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 高田 尚彦 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS3052a0 

 

授業概要・ 

目的 

会社法（会社法Ⅰ）では、各種会社のうち株式会社を中心に会社法の講義を行います。株式会社の設立、株式、株式会社の機関について、その基

本的な制度および概念を理解することに主眼を置き、理解しやすいように具体例を示しながら解説します。もちろん、法律科目であるから、条文

についても適宜参照し、理解を深めることができるように説明を行います。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、会社法における各種会社の概念を理解し、その構成員たる社員の責任について異同点を理解し、とくに株式会社にお

ける株主の権利や会社の機関とその役割について理解するようになることが期待される。 

その際には、必ず条文を確認して、理解するように努めること。 

授業方法と 

留意点 
会社法の教科書に合わせて授業を進行します。必要に応じて補足資料を配布します。 

科目学習の 

効果（資格） 
会社就職後に必要な知識を習得できるとともに、各種試験（法学検定、法科大学院、公務員、公認会計士など）の対策となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション、会社法

総論 

授業内容、授業の進め方、評価方法につ

いての説明。 

会社法の概要、会社の概念、会社の種類、

会社法総則。 

教科書 p.1～p.19 を読んでおくこと。（約 60 分） 

2 株式会社の設立 
株式会社の設立総説、設立手続、設立の

無効。 
教科書 p.20～p.37 を読んでおくこと。（約 60 分） 

3 株式（１） 株式総説、株主名簿、株式の譲渡。 教科書 p.37～p.47 を読んでおくこと。（約 60 分） 

4 株式（２） 
自己株式、株式の併合・分割・無償割当

て、単元株式数、募集株式の発行、株券。 
教科書 p.47～p.60 を読んでおくこと。（約 60 分） 

5 新株予約権 
新株予約権の意義、新株予約権原簿、新

株予約権の譲渡。 
教科書 p.60～p.65 を読んでおくこと。（約４５分） 

6 株式会社の機関（１） 
株式会社の機関総説、株主総会、種類株

主総会。 
教科書 p.66～p.83 を読んでおくこと。（約 60 分） 

7 株式会社の機関（２） 

役員等の選任および終任、取締役、取締

役会、会計参与、監査役・監査役会、会

計監査人。 

教科書 p.83～p.115 を読んでおくこと。（約 60 分） 

8 株式会社の機関（３） 
指名委員会等設置会社、監査等委員会設

置会社。 
教科書p.115～p.122を読んでおくこと。（約４５分） 

9 
役員等の責任、株主による役

員等の責任追及訴訟 

役員等の責任、株主の差止請求権、株主

代表訴訟、多重代表訴訟。 
教科書 p.122～p.137 を読んでおくこと。（約 60 分） 

10 
計算、定款の変更、解散、清

算 

会計帳簿、計算書類、資本金と準備金、

剰余金の配当、定款の変更、解散原因、

解散の効果、通常清算、特別清算。 

教科書 p.137～p.156 を読んでおくこと。（約 60 分） 

11 持分会社 持分会社の設立、社員、計算等。 教科書 p.157～p.175 を読んでおくこと。（約 60 分） 

12 社債 
社債の種類、社債の発行、社債権者の権

利、社債権者集会。 
教科書 p.176～p.186 を読んでおくこと。（約 60 分） 

13 組織再編（１） 

組織再編総説、合併の手続き、簡易合併、

合併無効の訴え、合併対価の柔軟化、会

社分割の意義、吸収分割と新設分割、分

割手続、会社分割無効の訴え。 

教科書 p.187～p.205 を読んでおくこと。（約 60 分） 

14 組織再編（２） 

株式交換の意義、手続、株式交換の無効

の訴え、株式移転の意義、手続、株式移

転の無効の訴え、事業譲渡、事業の譲受

け、組織変更。 

教科書 p.205～p.213 を読んでおくこと。（約 60 分） 

15 
外国会社・雑則、会社法まと

め 

外国会社、会社の解散命令、公告、会社

法の総括。 

教科書 p.214～p.223 を読んでおくこと。 

会社法で学習したことを見直しておくこと。（約５

時間） 

 

関連科目 民法、商法。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 会社法の基礎 加藤徹・伊勢田道仁編 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

原則として、定期試験の結果によって評価する（７0％）。 

その他出席状況・講義中の発言・小テストなども加味する（３0％）。 

学生への 

メッセージ 

会社法は、条文が多く複雑な印象を受けますが、理解が進むにつれて経済に深く関わる新聞記事も理解できるようになってきます。積極的に授業

に参加し、基本的知識を習得してください。最新版六法を必携のこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階 法学部事務室 

備考 

授業内の小テストについては、当該授業か次の授業内で解説をする。 

授業時間外の質問はメールにて受け付けて、後日回答する。 

 n-takada@pp.iij4u.or.jp まで、件名に科目名・学籍番号・氏名を入れて送信すること。 

専
門
科
目
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科目名 会社法Ⅰ 科目名（英文） Corporate Law  I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 高田 尚彦 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

会社法（会社法Ⅰ）では、各種会社のうち株式会社を中心に会社法の講義を行います。株式会社の設立、株式、株式会社の機関について、その基

本的な制度および概念を理解することに主眼を置き、理解しやすいように具体例を示しながら解説します。もちろん、法律科目であるから、条文

についても適宜参照し、理解を深めることができるように説明を行います。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、会社法における各種会社の概念を理解し、その構成員たる社員の責任について異同点を理解し、とくに株式会社にお

ける株主の権利や会社の機関とその役割について理解するようになることが期待される。 

その際には、必ず条文を確認して、理解するように努めること。 

授業方法と 

留意点 
会社法の教科書に合わせて授業を進行します。必要に応じて補足資料を配布します。 

科目学習の 

効果（資格） 
会社就職後に必要な知識を習得できるとともに、各種試験（法学検定、法科大学院、公務員、公認会計士など）の対策となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション、会社法

総論 

授業内容、授業の進め方、評価方法につ

いての説明。 

会社法の概要、会社の概念、会社の種類、

会社法総則。 

教科書 p.1～p.19 を読んでおくこと。（約 60 分） 

2 株式会社の設立 
株式会社の設立総説、設立手続、設立の

無効。 
教科書 p.20～p.37 を読んでおくこと。（約 60 分） 

3 株式（１） 株式総説、株主名簿、株式の譲渡。 教科書 p.37～p.47 を読んでおくこと。（約 60 分） 

4 株式（２） 
自己株式、株式の併合・分割・無償割当

て、単元株式数、募集株式の発行、株券。 
教科書 p.47～p.60 を読んでおくこと。（約 60 分） 

5 新株予約権 
新株予約権の意義、新株予約権原簿、新

株予約権の譲渡。 
教科書 p.60～p.65 を読んでおくこと。（約４５分） 

6 株式会社の機関（１） 
株式会社の機関総説、株主総会、種類株

主総会。 
教科書 p.66～p.83 を読んでおくこと。（約 60 分） 

7 株式会社の機関（２） 

役員等の選任および終任、取締役、取締

役会、会計参与、監査役・監査役会、会

計監査人。 

教科書 p.83～p.115 を読んでおくこと。（約 60 分） 

8 株式会社の機関（３） 
指名委員会等設置会社、監査等委員会設

置会社。 
教科書p.115～p.122を読んでおくこと。（約４５分） 

9 
役員等の責任、株主による役

員等の責任追及訴訟 

役員等の責任、株主の差止請求権、株主

代表訴訟、多重代表訴訟。 
教科書 p.122～p.137 を読んでおくこと。（約 60 分） 

10 
計算、定款の変更、解散、清

算 

会計帳簿、計算書類、資本金と準備金、

剰余金の配当、定款の変更、解散原因、

解散の効果、通常清算、特別清算。 

教科書 p.137～p.156 を読んでおくこと。（約 60 分） 

11 持分会社 持分会社の設立、社員、計算等。 教科書 p.157～p.175 を読んでおくこと。（約 60 分） 

12 社債 
社債の種類、社債の発行、社債権者の権

利、社債権者集会。 
教科書 p.176～p.186 を読んでおくこと。（約 60 分） 

13 組織再編（１） 

組織再編総説、合併の手続き、簡易合併、

合併無効の訴え、合併対価の柔軟化、会

社分割の意義、吸収分割と新設分割、分

割手続、会社分割無効の訴え。 

教科書 p.187～p.205 を読んでおくこと。（約 60 分） 

14 組織再編（２） 

株式交換の意義、手続、株式交換の無効

の訴え、株式移転の意義、手続、株式移

転の無効の訴え、事業譲渡、事業の譲受

け、組織変更。 

教科書 p.205～p.213 を読んでおくこと。（約 60 分） 

15 
外国会社・雑則、会社法まと

め 

外国会社、会社の解散命令、公告、会社

法の総括。 

教科書 p.214～p.223 を読んでおくこと。 

会社法で学習したことを見直しておくこと。（約５

時間） 

 

関連科目 民法、商法。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 会社法の基礎 加藤徹・伊勢田道仁編 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

原則として、定期試験の結果によって評価する（７0％）。 

その他出席状況・講義中の発言・小テストなども加味する（３0％）。 

学生への 

メッセージ 

会社法は、条文が多く複雑な印象を受けますが、理解が進むにつれて経済に深く関わる新聞記事も理解できるようになってきます。積極的に授業

に参加し、基本的知識を習得してください。最新版六法を必携のこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階 法学部事務室 

備考 

授業内の小テストについては、当該授業か次の授業内で解説をする。 

授業時間外の質問はメールにて受け付けて、後日回答する。 

 n-takada@pp.iij4u.or.jp まで、件名に科目名・学籍番号・氏名を入れて送信すること。 

専
門
科
目
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科目名 会社法Ⅱ 科目名（英文） Corporate Law  II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 高田 尚彦 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

会社法Ⅱでは、各種会社のうち株式会社を中心に会社法の講義を行います。株式会社の設立、株式、株式会社の機関について、その基本的な制度

および概念を理解することに主眼を置き、理解しやすいように具体例を示しながら解説します。もちろん、法律科目であるから、条文についても

適宜参照し、理解を深めることができるように説明を行います。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、会社法における各種会社の概念を理解し、その構成員たる社員の責任について異同点を理解し、とくに株式会社にお

ける株主の権利や会社の機関とその役割について理解するようになることが期待される。 

その際には、必ず条文を確認して、理解するように努めること。 

授業方法と 

留意点 
会社法の教科書に合わせて授業を進行します。必要に応じて補足資料を配布します。 

科目学習の 

効果（資格） 
会社就職後に必要な知識を習得できるとともに、各種試験（法学検定、法科大学院、公務員、公認会計士など）の対策となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション、会社法

総論 

授業内容、授業の進め方、評価方法につ

いての説明。 

会社法の概要、会社の概念、会社の種類、

会社法総則。 

教科書 p.1～p.19 を読んでおくこと。（約 60 分） 

2 株式会社の設立 
株式会社の設立総説、設立手続、設立の

無効。 
教科書 p.20～p.37 を読んでおくこと。（約 60 分） 

3 株式（１） 株式総説、株主名簿、株式の譲渡。 教科書 p.37～p.47 を読んでおくこと。（約 60 分） 

4 株式（２） 
自己株式、株式の併合・分割・無償割当

て、単元株式数、募集株式の発行、株券。 
教科書 p.47～p.60 を読んでおくこと。（約 60 分） 

5 新株予約権 
新株予約権の意義、新株予約権原簿、新

株予約権の譲渡。 
教科書 p.60～p.65 を読んでおくこと。（約４５分） 

6 株式会社の機関（１） 
株式会社の機関総説、株主総会、種類株

主総会。 
教科書 p.66～p.83 を読んでおくこと。（約 60 分） 

7 株式会社の機関（２） 

役員等の選任および終任、取締役、取締

役会、会計参与、監査役・監査役会、会

計監査人。 

教科書 p.83～p.115 を読んでおくこと。（約 60 分） 

8 株式会社の機関（３） 
指名委員会等設置会社、監査等委員会設

置会社。 
教科書p.115～p.122を読んでおくこと。（約４５分） 

9 
役員等の責任、株主による役

員等の責任追及訴訟 

役員等の責任、株主の差止請求権、株主

代表訴訟、多重代表訴訟。 
教科書 p.122～p.137 を読んでおくこと。（約 60 分） 

10 
計算、定款の変更、解散、清

算 

会計帳簿、計算書類、資本金と準備金、

剰余金の配当、定款の変更、解散原因、

解散の効果、通常清算、特別清算。 

教科書 p.137～p.156 を読んでおくこと。（約 60 分） 

11 持分会社 持分会社の設立、社員、計算等。 教科書 p.157～p.175 を読んでおくこと。（約 60 分） 

12 社債 
社債の種類、社債の発行、社債権者の権

利、社債権者集会。 
教科書 p.176～p.186 を読んでおくこと。（約 60 分） 

13 組織再編（１） 

組織再編総説、合併の手続き、簡易合併、

合併無効の訴え、合併対価の柔軟化、会

社分割の意義、吸収分割と新設分割、分

割手続、会社分割無効の訴え。 

教科書 p.187～p.205 を読んでおくこと。（約 60 分） 

14 組織再編（２） 

株式交換の意義、手続、株式交換の無効

の訴え、株式移転の意義、手続、株式移

転の無効の訴え、事業譲渡、事業の譲受

け、組織変更。 

教科書 p.205～p.213 を読んでおくこと。（約 60 分） 

15 
外国会社・雑則、会社法まと

め 

外国会社、会社の解散命令、公告、会社

法の総括。 

教科書 p.214～p.223 を読んでおくこと。 

会社法で学習したことを見直しておくこと。（約５

時間） 

 

関連科目 民法、商法。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 会社法の基礎 加藤徹・伊勢田道仁編 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

原則として、定期試験の結果によって評価する（７0％）。 

その他出席状況・講義中の発言・小テストなども加味する（３0％）。 

学生への 

メッセージ 

会社法は、条文が多く複雑な印象を受けますが、理解が進むにつれて経済に深く関わる新聞記事も理解できるようになってきます。積極的に授業

に参加し、基本的知識を習得してください。最新版六法を必携のこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階 法学部事務室 

備考 

授業内の小テストについては、当該授業か次の授業内で解説をする。 

授業時間外の質問はメールにて受け付けて、後日回答する。 

 n-takada@pp.iij4u.or.jp まで、件名に科目名・学籍番号・氏名を入れて送信すること。 

専
門
科
目
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科目名 企業者史Ⅰ 科目名（英文） History of Entrepreneurs I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐藤 正志 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

日本経済・産業の発展過程をたどりながら、各時代を代表する企業と企業者（経営者）を取り上げ、その経営活動と経営理念を分析します。 

企業の形成過程を、経済の発展段階との関連をふまえて考察し、これからの企業・企業者像を考えていきます。 

到達目標 経営事象の本質を歴史的な視点から把握することができる力をつけます。 

授業方法と 

留意点 
学習内容の理解を深めるために、資料の配付や視聴覚教材（ビデオ等）を用いながら講義形式で実施します。ビデオはしっかり鑑賞してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営に関する基本的事項を歴史的観点から、また企業者の行動や考えを通して学びますので、他の専門科目の理解を深めるのに役立つと思い

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 都市化と企業家 

1920 年代の都市化について考え、その

なかで活躍した経営者阪急・小林一三を

取り上げる。 

都市化とは何か予習する（2 時間。講義後に小林一

三の経営理念をレポートにまとめる（2 時間）。 

2 消費社会の形成と経営者 

消費社会とは何か。そのなかで積極的な

マーケティング活動をおこなったサン

トリーを紹介する。 

消費社会論について調べる（2 時間）。講義後、サン

トリーの発展について、レポートにまとめる（2 時

間）。 

3 高度経済成長と企業（１） 家電メーカーの発展と生活の変化 

関西に家電メーカーが多く生まれた歴史的要因に

ついて事前に調べる（2 時間）、講義後に家電メーカ

ーの発展についてレポートを作成する（2 時間）。 

4 高度経済成長と企業（２） 
松下電器の発展と松下幸之助の経営哲

学 

松下の経営理念「水道哲学」とは何か、またそれは

現在のパナソニックに引き継がれているのか、事前

に調べる（2 時間）、講義後にレポートにまとめる（2

時間）。 

5 高度経済成長と企業（３） 二輪車メーカーの叢生とホンダ 

戦後、二輪車メーカーが多数誕生するが、最終的に

ホンダなど数社に集約された要因について事前に

調べる（2 時間）。講義内容をレポートにまとめる（2

時間） 

6 高度経済成長と企業（４） 
「二人三脚」経営：本田宗一郎と藤沢武

夫 

事前に本田宗一郎と藤沢の関係について調べる（2

時間）。講義後に「二人三脚」経営の他の事例を調

べ、なぜそれが有効なのかレポートにまとめる（2

時間）。 

7 高度経済成長と企業（５） SONY：井深大と盛田昭夫 
事前に SONY の歴史について予習する（2 時間）。講

義内容をレポートにまとめる（2 時間）。 

8 流通革命と企業経営（１） 
戦後流通業の変化：「繁盛店」からスー

パーそしてコンビニへ 

事前に流通業界の主役の移り変わりを調べる（2 時

間）、講義後に「繁盛店」の事例をレポートにまと

める（2 時間）。 

9 流通革命と企業経営（２） 中内・ダイエーの「流通革命」 
事前に中内の「流通革命」論について予習する（2

時間）。講義後にレポートにまとめる（2 時間）。 

10 流通革命と企業経営（３） ダイエーの挫折：多角化と消費者の変容 

ダイエーの経営の失敗について、その要因を事前に

調べる（2 時間）。中内の「流通革命」の成果は現在

どのような形で引き継がれているのかを考え、レポ

ートにまとめる（2 時間）。 

11 流通革命と企業経営（４） セブンイレブン・鈴木敏文の発想 

事前に、なぜセブンイレブンが成功したか調べる（2

時間）。鈴木による小売業の革新は、海外において

も通用するのか、考え、レポートにまとめる（2 時

間）。 

12 IT 革命と企業（１） インターネットの発展と企業経営 

事前に PC、インターネットの発展がもたらした企業

経営の変容を調べる。講義内容をレポートにまとめ

る（2 時間）。 

13 IT 革命と企業（２） 

孫正義の経営行動と理念：「マイノリテ

ィ」としての存在がいかなる経営を生ん

だか 

孫正義がどのような理念で経営行動を行っている

のか、事前に調べて（2 時間）、講義後に講義内容を

レポートにまとめる（2 時間）。 

14 ゲーム産業の発展と展望 
任天堂と SONY のテレビゲームの開発史

と任天堂の経営モデル 

日本のゲーム産業の歴史について、事前に調べる（2

時間）。講義後に任天堂の強さの要因をレポートに

まとめる（2 時間）。 

15 まとめ ――――― 練習問題を事前事後に行う（計 4 時間） 

 

関連科目 経営史、企業者史（Ｓ科科目） 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験結果(７0％）、レポート内容（２０％）、講義への積極的な取り組み姿勢・態度（10％）で評価。 

学生への 

メッセージ 
講義内容に対する不明点や疑問は遠慮なく質問してください。また、紹介する参考文献にはできる限り目を通してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階（佐藤研究室） 

備考  
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科目名 企業簿記 科目名（英文） Book keeping 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 呉 重和 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 
授業概要・ 

目的 

簿記とは、企業などの経済活動をお金の動きで捉え記録・整理する技術的な手法である。本講義では、簿記の基本的な仕組みから簿記一巡の

手続きまでわかりやすく解説し、練習問題を多く解くことによって受講者が容易に理解し、簿記の基礎的能力を身に付けることを目的とする。 

到達目標 簿記一巡の手続きを理解し、日商簿記 3 級試験に合格できる程度の知識を身に付ける。 

授業方法と 

留意点 

最初に講義形式で教科書に沿って説明し、練習問題を実際に各自で解いてみる。その後解答を確認しながら解説を行う。必要に応じて配布プ

リント等で補足説明する。学生の理解度に応じて進行を調整するので、授業計画を変更することがある。 

科目学習の 

効果（資格） 
日本商工会議所簿記検定、公認会計士試験、税理士試験を受験するためには必要不可欠な科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 簿記の基礎① 簿記の目的、貸借対照表、損益計算書 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

2 簿記の基礎② 取引と勘定 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

3 簿記の基礎③ 仕訳と転記 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

4 簿記の基礎④ 試算表 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

5 簿記の基礎⑤ 決算の意味と手続き 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

6 簿記の基礎⑥ 財務諸表の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

7 まとめ 第 1 回から第 6 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 

8 現金・預金① 現金・現金過不足 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

9 現金・預金② 当座預金・当座借越・小口現金 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

10 商品売買 三分法と売上原価の算定 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

11 商品有高帳 先入先出法、移動平均法 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

12 売掛金・買掛金 売掛金元帳、買掛金元帳 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

13 貸し倒れと貸倒引当金 貸倒引当金の処理 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

14 手形 手形の処理、手形の裏書・割引 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

15 その他の債権・債務① 
貸付金・借入金、未収金・未払金、前払

金・前受金 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

16 その他の債権・債務② 
立替金・預り金、仮払金・借受金、商品

券、他店商品券 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

17 有価証券、固定資産 
有価証券の購入・売却、固定資産の取得・

減価償却・売却 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

18 資本金・引出金、税金 資本金と引出金、税金の記帳 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

19 まとめ 第 8 回から第 18 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 

20 決算① 費用・収益の繰り延べ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

21 決算② 費用・収益の見越し 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

22 決算③ 試算表の作成１ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

23 決算④ 試算表の作成２ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

24 決算⑤ 精算表の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

25 財務諸表の作成① 貸借対照表、損益計算書の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

26 財務諸表の作成② 貸借対照表、損益計算書の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

27 伝票会計 伝票の起票、伝票の集計・管理 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

28 まとめ 第 20 回から第 27 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 
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29 日商簿記検定問題① 仕訳、帳簿の問題 
事前：教科書の仕訳、帳簿の問題を解く(60 分)。 

事後：間違えた問題を再度解く(30 分) 

30 日商簿記検定問題② 試算表、精算表の問題 
事前：教科書の試算表、精算表の問題を解く(60 分)。 

事後：間違えた問題を再度解く(30 分) 

 

関連科目 財務諸表論入門、財務会計論、管理会計論等。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 最新段階式 日商簿記検定問題集 3 級 三訂版 渡辺正直 ほか 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期末試験の結果により評価する。 

学生への 

メッセージ 

簿記は借方・貸方などの専門用語があって最初はややこしく感じるかもしれませんが、慣れれば足し算・引き算のみで決して難しいものでは

ありません。基本的な知識をしっかり身に付けて、簿記力を積み上げていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階(呉研究室) 

備考 回収した練習問題については，講義内で解答を解説し，必要に応じて解答を配布する。 

専
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科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ａ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｂ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 針尾准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｃ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 堀井教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｄ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 牧野准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｅ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 武居教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｆ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 樋口准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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科目名 基礎演習 科目名（英文） Reference Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｇ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1054a0 

 

授業概要・ 

目的 

基礎演習は、大学教育に入るための導入的な授業（reference studies）です。基礎演習では、経営学部における勉学のためのガイダンスを行

うとともに、経営学部の学生として身につけるべき基本的能力の修得と後続学年での専門的な学びへの学習意欲を高め、目的意識をもって有

意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。 

到達目標 

・毎回ディスカッションを行うので、自分の意見またはグループの代表としてディスカッションに参加すること。 

・与えられた課題をグループワークや個人で解決し、プレゼンテーションすることにより、協同する力、コミニケーション能力を修得する。 

・大学における学習、調査・研究活動の基礎・基本をしっかり身につけた自立した大学生となる 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、ディスッカション、資料収集・分析、レポートの作成・、討論プレゼンテーシ

ョンなどをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部における勉学のためのガイダンスを行う。前半では本学が作成した初年次教育ガイド冊子（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』)を用いて、

大学生が身につけるべきマナー、研究上の不正を防止するためのあるべき研究倫理、大学での授業の特徴や学習法、講義の受け方、ノートの

取り方やレポートの書き方等を学び、図書館やメディアセンター等大学の施設のサービスや利用方法に関して学ぶ。後半は、現代社会や経済・

経営の動きに関心をもち目的意識をもって充実した学生生活を送れるよう、雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。 

 

・授業後、課題を提示するので、図書館等で調べ、プレゼンテーションのための資料を作成し、プレゼンする。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、協同できているか、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容

等を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 橋本講師室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べる場として開講されている。実りある

大学生活を送るための基礎づくりの授業です。基礎演習が有意義な学生生活の第一歩となることを期待しています。 

専
門
科
目
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科目名 グローバルビジネス 科目名（英文） Global Business 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 畠山 俊宏 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 本講義の目的は、多国籍企業の経営活動を分析する能力を習得することである。本講義では、教員による講義と学生同士のグループディスカッ

ションを通じて国際経営論に関する理論の発展や経営機能の国際化要因について学習する。 

 企業の海外進出は活発に行われており、多国籍企業で活躍できる人材になるためには国際経営論に関する基礎的知識を習得することは不可欠で

ある。 

 授業担当者は、民間企業における経理業務の経験から多国籍企業の経営活動の実践的な分析方法を教授する。 

到達目標 

①海外直接投資の理論の概要を説明できる。 

②企業がマーケティング・生産・研究開発などの経営機能を国際化する論理を説明できる。 

③国際経営論の理論に基づいて多国籍企業の経営活動を分析できる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントによる解説を中心に授業を行う。学習内容に関連したグループディスカッションを適宜実施する。また、複数回の学習内容を踏ま

えた応用的なグループディスカッションやゲストスピーカーによる講義も行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
本講義のガイダンスと国際経営論の概

要、海外進出の理由について学習する。 

事前：シラバスと教科書の第 1 章を事前に読んでお

くこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

2 海外直接投資の理論 
海外直接投資の代表的な理論とその発

展の歴史について学習する。 

事前：教科書の第 2 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

3 多国籍企業の組織デザイン 
多国籍企業の経営組織の概要とその進

化について学習する。 

事前：教科書の第 4 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

4 トランスナショナル経営 
I-Rフレームワークとトランスナショナ

ル経営について学習する。 

事前：教科書の第 5 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

5 海外子会社の経営 
海外子会社の類型化や成長のプロセス

について学習する。 

事前：教科書の第 6 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

6 日本企業による海外進出 

第 2回から第 5回までの学習内容を踏ま

えて、日本企業の海外進出に関するビデ

オを視聴してグループディスカッショ

ンを行う。 

事前：第 2 回から第 5 回の講義資料を読み返してお

くこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

7 国際マーケティング（1） 
国際マーケティングのプロセスについ

て学習する。 

事前：教科書の第 7 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

8 国際マーケティング（2） 
新興国における国際マーケティングに

ついて学習する。 

事前：教科書の第 7 章と第 7 回の学習内容を読み返

しておくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

9 国際マーケティング（3） 

第 7 回と第 8 回の学習内容を踏まえて、

日本企業の新興国向け製品開発に関す

るビデオを視聴してグループディスカ

ッションを行う。 

事前：第 7 回、第 8 回の学習内容を読み返しておく

こと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

10 
ゲストスピーカーによる講

義 

金属製品の輸出入を行う商社の経営者

による講義を聴講する。講義を聞いた後

に、授業時間内にレポートを作成する。 

講師：アジアプランニング株式会社 代

表取締役 近藤淳様 

事前：これまでの学習内容を読み返しておくこと（1

時間） 

事後：講演資料を読み返しておくこと（1 時間） 

11 
ものづくりの国際拠点展開

（1） 

海外生産拠点の設立・運営や知識移転に

ついて学習する。 

事前：教科書の第 8 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時

間） 

12 
ものづくりの国際拠点展開

（2） 

第 11 回の学習内容を踏まえて、海外生

産拠点の設立と知識移転に関するビデ

オを視聴してグループディスカッショ

ンを行う。 

事前：教科書の第 8 章と第 11 回の講義資料を読み

返しておくこと（1 時間） 

事後：グループディスカッションの内容と解説につ

いて読み返しておくこと（1 時間） 

13 研究開発の国際化 
海外研究開発の要因や海外研究開発拠

点のマネジメントについて学習する。 

事前：教科書の第 9 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講演資料を読み返しておくこと（1 時間） 

14 国際的な人的資源管理 
海外駐在員や現地従業員のマネジメン

トについて学習する。 

事前：教科書の第 9 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講演資料を読み返しておくこと（1 時間） 

15 グローバル製品開発 

第 13 回と第 14 回の学習内容を踏まえ

て、グローバル製品開発に関するビデオ

を視聴してグループディスカッション

を行う。 

事前：第 13 回と第 14 回の講義資料を読み返してお

くこと。小テストに解答しておくこと（1.5 時間） 

事後：教科書と講義資料を読み返しておくこと（1

時間） 

 

関連科目 経営学Ⅰ・Ⅱ、経営戦略論、経営組織論、人的資源管理論Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 はじめての国際経営 

中川功一 ・林正・多田 和美・

大木清弘 
有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 
第 14 回の講義後に Moodle で実施する小テスト 20％、期末試験 80％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
予習・復習を行い、グループディスカッションに積極的に参加して欲しい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 畠山研究室 

備考 

①グループディスカッションを円滑に行うために、前から詰めて 2 人ずつで座ること。できていない場合は座席指定に変更する。 

②小テストは、第 14 回の講義終了後から第 15 回の講義の前日 23 時までに回答しなければならない。得点は、回答終了後に Moodle で表示される

ので各自で確認すること。 

③講義資料は配布しないので各自で印刷して持参すること。講義資料の保存場所は初回の講義で説明する。 

専
門
科
目
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科目名 経営学 科目名（英文） Business Administration 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 北 真収.畠山 俊宏 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

前期：本講義の目的は、経営学部で学習する各分野の基本的な知識を習得し、それらの知識に基づいて企業の活動を分析する能力を習得する

ことである。本講義では、教員による講義と経営学検定の過去問題の演習を通じて、経営学の基本的な内容について学習する。 

 本講義で学ぶ内容は、2 年生以降で受講する企業論、経営戦略論、経営組織論、グローバル経営論等を深く学習するための基礎となる。 

 授業担当者は、民間企業における経理業務の経験から企業の経営活動の実践的な分析方法を教授する。 

 

後期： 

経営学の基本について戦略論を中心に講義を行います。授業で紹介する代表的な事例を通じて、経営学への理解を深めます。 

到達目標 

前期：①企業論、経営戦略論、経営組織論、グローバル経営論の基礎的な内容を説明できる。 

②経営理論に基づいて企業の活動を分析できる。 

 

後期：経営とは何か、何が課題なのかなど、現実に即して経営への疑問を広く理解することが目標です。 

授業方法と 

留意点 

前期：授業の前半は、パワーポイントによる解説を行う。後半は、学習内容に関連した経営学検定の過去問題の演習を行う。 

 

後期：事例を紹介しながら経営知識を講義します。特に、学習課題については発言を求めて理解を促進します。 

科目学習の 

効果（資格） 

前期：経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

 

後期：経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
本講義のガイダンスと経営学の概要につ

いて学習する。 

事前：シラバスを事前に読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

2 企業と経営 企業と経営の概要について学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 1 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

3 
企業・会社の概念と諸形

態 
様々な企業の形態について学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 2 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

4 
所有・経営・支配と経営

目的 

株式会社の所有と経営の関係について学

習する。 

事前：教科書の第 1 部第 3 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

5 
会社機関とコーポレー

ト・ガバナンス 

株式会社の様々な機関とコーポレートガ

バナンスについて学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 4 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

6 経営戦略の体系と理論 
経営戦略の概念や経営戦略論の発展につ

いて学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 1 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

7 全社戦略（1） 
全社戦略の概要やドメインについて学習

する。 

事前：教科書の第 2 部第 2 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

8 全社戦略（2） 成長のための戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 2 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

9 事業戦略 事業戦略や競争戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 3 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

10 機能別戦略 
研究開発、生産、マーケティング、人事

等の機能別の戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 4 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

11 経営組織の基本形態 

ライン組織、ファンクショナル組織、ラ

イン・アンド・スタッフ組織等の経営組

織の基本形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 2 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

12 企業組織の諸形態（1） 
職能部門制組織、事業部制組織等の企業

組織の様々な形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 3 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

13 企業組織の諸形態（2） 
マトリックス組織等の企業組織の様々な

形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 3 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

14 
経営のグローバリゼー

ション 

経営の国際化、グローバリゼーションに

ついて学習する。 

事前：教科書の第 5 部第 2 章を読んでおくこと（1 時

間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

15 企業経営と情報化 
企業経営における情報化の進展、情報ビ

ジネスについて学習する。 

事前：教科書の第 5 部第 3 章を読んでおくこと。小テ

ストに解答しておくこと（1.5 時間） 

事後：教科書と講義資料を読み返しておくこと（1 時

間） 

16 ガイダンス 
授業の流れ、進め方、事例紹介、成績評

価について説明します 
シラバスを事前に読んでおくこと 

17 戦略とは何か 
経営戦略、企業ドメインについて説明し

ます 

事前 

自分自身の戦略は何ですか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

18 資源論 見えざる資産などについて説明します 事前 
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ブランド価値がどのように築かれるのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

19 基本戦略 
差異化、コストリーダーシップ、集中の

戦略を説明します 

事前 

差異化はなぜ行われるのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

20 戦略の失敗 シーズとニーズについて説明します 

事前 

失敗を防ぐにはどうするか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

21 スタートアップ 先発優位について説明します 

事前 

スターバックスはどのようにして創業し、成長したの

か 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

22 新市場創出 オープン化について説明します 

事前 

明太子と言えばなぜ福岡なのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

23 リユース市場創出 標準化について説明します 

事前 

古本がどのようにして身近なものになったのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

24 海外展開 普及のきっかけについて解説します 

事前 

きっかけは、偶然、訪れるのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

25 企業再生１ 意識改革について解説します 

事前 

意識をどのようにして変えればよいのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

26 企業再生２ 
外部からのトップリーダーについて解説

します 

事前 

赤字企業を黒字化するには何を見直せばよいのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

27 
サービスマネジメント

１ 
顧客満足について説明します 

事前 

旅館のおもてなしで重要なことは何か 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

28 
サービスマネジメント

２ 
サービスの種類について解説します 

事前 

銀行の顧客満足で重要なことは何か 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

29 組織文化 経営・製品理念について解説します 

事前 

理念はどんな働きをするのか 

事後 

講義内容を復習し、事前課題を振り返ること 

30 まとめ 学んできた内容の要約と補足を行います これまでの学習内容を復習しておくこと 

 

関連科目 
前期：企業論、経営戦略論、経営組織論、人的資源管理論、グローバル経営論 

後期：経営管理論、経営組織論、経営戦略論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 経営学検定試験公式テキスト 1 経営学の基本 経営能力開発センター 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストブック 経営戦略 北 真収 岡山大学出版会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

前期：第 14 回の講義後に Moodle で実施する小テスト 20％、期末試験 80％で評価する。 

 

後期：期末試験 60％、課題レポートなど 40％で評価します。 

学生への 

メッセージ 

前期：予習・復習を行い、問題演習に積極的に取り組んで欲しい。 

 

後期：代表的な事例を使って経営知識を解説します。事例に興味を持って取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 

前期：11 号館 8 階 畠山研究室 

 

後期：11 号館 8 階 北 真収研究室（相談時は事前に連絡してください） 

備考 

前期：①小テストは、第 14 回の講義終了後から第 15 回の講義の前日 23 時までに回答しなければならない。得点は、回答終了後に Moodle で

表示されるので各自で確認すること。 

②講義資料は配布しないので各自で印刷して持参すること。講義資料の保存場所は初回の講義で説明する。 

専
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科目名 経営学Ⅰ 科目名（英文） Introduction to Business Administration I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 畠山 俊宏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1001a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義の目的は、経営学部で学習する各分野の基本的な知識を習得し、それらの知識に基づいて企業の活動を分析する能力を習得することであ

る。本講義では、教員による講義と経営学検定の過去問題の演習を通じて、経営学の基本的な内容について学習する。 

 本講義で学ぶ内容は、2 回生以降で受講する企業論、経営戦略論、経営組織論、グローバル経営論等を深く学習するための基礎となる。 

 授業担当者は、民間企業における経理業務の経験から企業の経営活動の実践的な分析方法を教授する。 

到達目標 
①企業論、経営戦略論、経営組織論、グローバル経営論の基礎的な内容を説明できる。 

②経営理論に基づいて企業の活動を分析できる。 

授業方法と 

留意点 
授業の前半は、パワーポイントによる解説を行う。後半は、学習内容に関連した経営学検定の過去問題の演習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
本講義のガイダンスと経営学の概要に

ついて学習する。 

事前：シラバスを事前に読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

2 企業と経営 企業と経営の概要について学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 1 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

3 企業・会社の概念と諸形態 様々な企業の形態について学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

4 所有・経営・支配と経営目的 
株式会社の所有と経営の関係について

学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 3 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

5 
会社機関とコーポレート・ガ

バナンス 

株式会社の様々な機関とコーポレート

ガバナンスについて学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 4 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

6 経営戦略の体系と理論 
経営戦略の概念や経営戦略論の発展に

ついて学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 1 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

7 全社戦略（1） 
全社戦略の概要やドメインについて学

習する。 

事前：教科書の第 2 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

8 全社戦略（2） 成長のための戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

9 事業戦略 事業戦略や競争戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 3 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

10 機能別戦略 
研究開発、生産、マーケティング、人事

等の機能別の戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 4 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

11 経営組織の基本形態 

ライン組織、ファンクショナル組織、ラ

イン・アンド・スタッフ組織等の経営組

織の基本形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

12 企業組織の諸形態（1） 
職能部門制組織、事業部制組織等の企業

組織の様々な形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 3 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

13 企業組織の諸形態（2） 
マトリックス組織等の企業組織の様々

な形態について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 3 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

14 
経営のグローバリゼーショ

ン 

経営の国際化、グローバリゼーションに

ついて学習する。 

事前：教科書の第 5 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

15 企業経営と情報化 
企業経営における情報化の進展、情報ビ

ジネスについて学習する。 

事前：教科書の第 5 部第 3 章を読んでおくこと。小

テストに解答しておくこと（1.5 時間） 

事後：教科書と講義資料を読み返しておくこと（1

時間） 

 

関連科目 企業論、経営戦略論、経営組織論、人的資源管理論、グローバル経営論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 経営学検定試験公式テキスト 1 経営学の基本 経営能力開発センター 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 第 14 回の講義後に Moodle で実施する小テスト 20％、期末試験 80％で評価する。 
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（基準） 

学生への 

メッセージ 
予習・復習を行い、問題演習に積極的に取り組んで欲しい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 畠山研究室 

備考 

①小テストは、第 14 回の講義終了後から第 15 回の講義の前日 23 時までに回答しなければならない。得点は、回答終了後に Moodle で表示される

ので各自で確認すること。 

②講義資料は配布しないので各自で印刷して持参すること。講義資料の保存場所は初回の講義で説明する。 
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科目名 経営学Ⅱ 科目名（英文） Introduction to Business Administration II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 北 真収 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1002a0 

 

授業概要・ 

目的 

経営学の基本について全体を網羅して講義を行います。授業で紹介する代表的な事例を通じて、経営学への理解を深めます。企業での企画調査や

コンサルティングの実務経験を講義に取り入れます。 

到達目標 経営とは何か、何が課題なのかなど、現実に即して経営への疑問を広く理解することが目標です。 

授業方法と 

留意点 

事例を紹介しながら経営知識を講義します。理解を助けるために DVD なども活用します。 

学習課題への応答を求めるなど参加を重視します。 

科目学習の 

効果（資格） 
経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
授業の流れ、進め方、事例紹介、成績評

価について説明します 

事前：シラバスを読んでおく 

事後：講義内容を復習する 

2 日本型企業システム 日本型経営の特徴について説明します 
事前：教科書 1 部 5 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

3 人事管理と組織文化 
人事制度や文化、それらに及ぼす影響に

ついて説明します 

事前：教科書 3 部 4 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

4 動機づけとリーダーシップ 
組織のモチベーションと成果の点から

説明します 

事前：教科書 4 部 1 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

5 M&A と買収防衛策 目的や手法について説明します 
事前：教科書 5 部 1 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

6 社会的責任と企業倫理 
CSR の考え方、企業倫理について説明し

ます 

事前：教科書 5 部 4 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

7 環境経営 
環境経営、環境ビジネスについて説明し

ます 

事前：教科書 5 部 5 章を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

8 起業家 
事業のスタートで必要な起業家として

の条件について説明します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

9 イノベーション 
技術革新だけではないイノベーション

について説明します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

10 ビジネスモデル 
身近なところからビジネスモデルを取

り上げて説明します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

11 標準化と適応化 
それぞれの特徴、相違点について説明し

ます 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

12 見えざる資産 
有形資産にない特徴について説明しま

す 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

13 サービスマネジメント 
ものとの違いを中心にサービス特有の

特徴について説明します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

14 顧客満足 
サービスの顧客満足を中心にして説明

します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

15 非営利組織の経営 
NPO などの非営利組織、コミュニティビ

ジネスについて説明します 

事前：配付資料を読んでおく（1 時間） 

事後：講義内容を復習する（1 時間） 

 

関連科目 経営管理論、経営組織論、経営戦略論、グローバル経営論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 経営学の基本 経営能力開発センター編 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストブック 経営戦略 北 真収 岡山大学出版会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 70％、2 ウエイシートなど 30％で評価します。 

学生への 

メッセージ 
代表的な事例を使って経営知識を解説します。事例に興味を持って取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 北 真収研究室（相談時は事前に連絡してください） 

備考 2（two）ウエイシートを使用します。毎回記入し提出して下さい。翌週に返却します。 
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科目名 経営学特講Ⅰ 科目名（英文） Up-to-date Topics of Business Administration I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1048a0 

 

授業概要・ 

目的 

IoT 時代を迎え、経営情報学は新たな局面を迎えている。そこで本授業は、IoT 時代の経営情報学の本質や有効性を、実践例を交えながら学ぶ機

会を提供することを目的としている。 

IoT の到来により、企業経営だけでなく、まちづくりや教育現場などでも、効果的な ICT 利用が求められている。さらに企業経営においては、こ

れまで以上に IT、ICT を活かした戦略構築など、新たな課題が生まれており、経営情報学のさらなる発展が期待されるところである。 

上記のことをふまえて、本授業では、各界で活躍するビジネス・パーソンをお招きし、今後の IoT 時代について考察する。 

到達目標 

①IoT について理解を深める。 

②IoT が社会に与える影響を理解する。 

③IoT によって創出される可能性について理解する。 

授業方法と 

留意点 

この授業は、経営情報学科の教員が毎回交代し、ゲストスピーカーをお招きするなどして講義をするオムニバス授業である。 

ゲストスピーカー等の詳細は未定のため、確定次第通知する。 

科目学習の 

効果（資格） 
情報系各種資格 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン         

担当：高尾裕二 経営学部長 

この講義が登場した時代背景と本学部

の学生が卒業時に求められている IT 系

人材としての素養について示し、本講義

の中で学び取るべきことについて伝え

る。授業による学習効果を測定するため

に事前アンケートを実施する。 

【事前学習】ICT の現状を自分なりにまとめておく。

（30 分） 

【事後学習】学んだことをまとめる。（1 時間） 

2 未定   

3 未定   

4 未定   

5 未定   

6 未定   

7 未定   

8 未定   

9 未定   

10 未定   

11 未定   

12 未定   

13 未定   

14 未定   

15 未定   

 

関連科目 情報系科目、および、経営戦略系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点（毎回のレポート等）70％、グループワークなど 30％ 

学生への 

メッセージ 
経営情報学の最先端を学ぶための良い機会です。積極的に受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

鶴坂貴恵 11 号館 7 階 

久保貞也 11 号館 7 階 

備考  

専
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科目名 経営管理論 科目名（英文） Business Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 畠山 俊宏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1003a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義の目的は、企業のマネジメントを組織や戦略など様々な視点から分析する能力を習得することである。本講義では、教員による講義と経

営学検定の過去問題の演習を通じて、経営管理論の理論の発展について学習する。 

 経営管理論は、生産を対象とする科学的管理法から始まった。現在では、生産管理だけにとどまらず経営戦略や経営組織を含む経営学の重要な

分野として発展している。経営管理論は企業を効率的にマネジメントするために重要な役割を果たしている。企業で活躍するためには経営管理論

の知識を習得することが不可欠となっている。 

 授業担当者は、民間企業における経理業務の経験から企業の経営活動の実践的な分析方法を教授する。 

到達目標 
①経営管理論に関する主要な理論の概要を説明できる。 

②経営管理論の理論に基づいて企業のマネジメントを分析できる。 

授業方法と 

留意点 

授業の前半は、パワーポイントによる解説を行う。後半は、学習内容に関連した経営学検定の過去問題の演習を行う。また、学習内容に関連した

グループディスカッションを適宜実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
経営学検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
本講義のガイダンスと企業の特徴につ

いて学習する。? 

事前：シラバスと教科書の第 2 章を事前に読んでお

くこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

2 企業の分類 
企業にはどのような種類があるのかに

ついて学習する。 

事前：教科書の第 2 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

3 株式会社の特徴と仕組み 
所有と経営の分離などの株式会社に関

する主要な概念について学習する。 

事前：教科書の第 4 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

4 テイラーと科学的管理法 
科学的管理法の内容や誕生した背景に

ついて学習する。 

事前：教科書の第 6 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

5 
ヘンリー・フォードとフォー

ディズム 

自動車の大量生産を実現したフォー

ド・システムについて学習する。 

事前：教科書の第 7 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

6 ファヨールと管理過程論 
ファヨールの管理過程論について学習

する。 

事前：教科書の第 8 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

7 メイヨーと人間関係論 
メイヨーの人間関係論について学習す

る。 

事前：教科書の第 9 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

8 行動科学と統合理論 

フォレット、リッカート、アージリスの

理論、マズローの欲求段階説、マグレガ

ーの X 理論・Y 理論、ハーズバーグの動

機づけ・衛生理論について学習する。 

事前：教科書の第 10 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

9 
近代管理論からコンティン

ジェンシー理論へ 

バーナードの組織論、サイモンの意思決

定論、コンティンジェンシー理論、組織

間関係論について学習する。 

事前：教科書の第 11 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

10 組織とは何か 
組織の特徴、伝統的組織論、新古典的理

論、近代組織論について学習する。 

事前：教科書の第 12 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

11 基本的な組織形態 

ライン組織、ファンクショナル組織、ラ

イン・アンド・スタッフ組織について学

習する。 

事前：教科書の第 13 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

12 さまざまな組織形態 

職能部門制組織と事業部制組織、ブラン

ド・マネージャー制とプロジェクト組

織、マトリックス組織、戦略的事業単位、

情報革命について学習する。 

事前：教科書の第 14 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

13 経営戦略論（1） 

成長戦略、SWOT 分析、プロダクト・ポ

ートフォリオ・マネジメントについて学

習する。 

事前：教科書の第 15 章を読んでおくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

14 経営戦略論（2） 
競争戦略、創発型戦略について学習す

る。 

事前：第 13 回の内容を復習しておくこと（1 時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1 時間） 

15 経営戦略論（3） 

第 12回、第 13回の授業内容を踏まえて、

新規事業の立ち上げに関するビデオを

視聴してグループディスカッションを

行う。 

事前：第 13 回と第 14 回の講義資料を読み返してお

くこと。小テストに解答しておくこと（1.5 時間） 

事後：教科書と講義資料を読み返しておくこと（1

時間） 

 

関連科目 経営学Ⅰ・Ⅱ、経営組織論、経営戦略論、人的資源管理論 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキスト経営学[第 3 版] 井原久光 ミネルヴァ書房 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
第 14 回の講義後に Moodle で実施する小テスト 20％、期末試験 80％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
予習・復習を行い、問題演習に積極的に取り組んで欲しい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 畠山研究室 

備考 

①小テストは、第 14 回の講義終了後から第 15 回の講義の前日 23 時までに回答しなければならない。得点は、回答終了後に Moodle で表示される

ので各自で確認すること。 

②講義資料は配布しないので各自で印刷して持参すること。講義資料の保存場所は初回の講義で説明する。 

専
門
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科目名 経営史 科目名（英文） Business History 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐藤 正志 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1009a0 

 

授業概要・ 

目的 

日本経済・産業の発展過程をたどりながら、各時代を代表する企業と企業者（経営者）を取り上げ、その経営活動と経営理念を分析します。 

企業の形成過程を、経済の発展段階との関連をふまえて考察し、これからの企業・企業者像を考えていきます。 

到達目標 経営事象の本質を歴史的な視点から把握することができる力をつけます。 

授業方法と 

留意点 
学習内容の理解を深めるために、資料の配付や視聴覚教材（ビデオ等）を用いながら講義形式で実施します。ビデオはしっかり鑑賞してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営に関する基本的事項を歴史的観点から、また企業者の行動や考えを通して学びますので、他の専門科目の理解を深めるのに役立つと思い

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 都市化と企業家 

1920 年代の都市化について考え、その

なかで活躍した経営者阪急・小林一三を

取り上げる。 

都市化とは何か予習する（2 時間。講義後に小林一

三の経営理念をレポートにまとめる（2 時間）。 

2 消費社会の形成と経営者 

消費社会とは何か。そのなかで積極的な

マーケティング活動をおこなったサン

トリーを紹介する。 

消費社会論について調べる（2 時間）。講義後、サン

トリーの発展について、レポートにまとめる（2 時

間）。 

3 高度経済成長と企業（１） 家電メーカーの発展と生活の変化 

関西に家電メーカーが多く生まれた歴史的要因に

ついて事前に調べる（2 時間）、講義後に家電メーカ

ーの発展についてレポートを作成する（2 時間）。 

4 高度経済成長と企業（２） 
松下電器の発展と松下幸之助の経営哲

学 

松下の経営理念「水道哲学」とは何か、またそれは

現在のパナソニックに引き継がれているのか、事前

に調べる（2 時間）、講義後にレポートにまとめる（2

時間）。 

5 高度経済成長と企業（３） 二輪車メーカーの叢生とホンダ 

戦後、二輪車メーカーが多数誕生するが、最終的に

ホンダなど数社に集約された要因について事前に

調べる（2 時間）。講義内容をレポートにまとめる（2

時間） 

6 高度経済成長と企業（４） 
「二人三脚」経営：本田宗一郎と藤沢武

夫 

事前に本田宗一郎と藤沢の関係について調べる（2

時間）。講義後に「二人三脚」経営の他の事例を調

べ、なぜそれが有効なのかレポートにまとめる（2

時間）。 

7 高度経済成長と企業（５） SONY：井深大と盛田昭夫 
事前に SONY の歴史について予習する（2 時間）。講

義内容をレポートにまとめる（2 時間）。 

8 流通革命と企業経営（１） 
戦後流通業の変化：「繁盛店」からスー

パーそしてコンビニへ 

事前に流通業界の主役の移り変わりを調べる（2 時

間）、講義後に「繁盛店」の事例をレポートにまと

める（2 時間）。 

9 流通革命と企業経営（２） 中内・ダイエーの「流通革命」 
事前に中内の「流通革命」論について予習する（2

時間）。講義後にレポートにまとめる（2 時間）。 

10 流通革命と企業経営（３） ダイエーの挫折：多角化と消費者の変容 

ダイエーの経営の失敗について、その要因を事前に

調べる（2 時間）。中内の「流通革命」の成果は現在

どのような形で引き継がれているのかを考え、レポ

ートにまとめる（2 時間）。 

11 流通革命と企業経営（４） セブンイレブン・鈴木敏文の発想 

事前に、なぜセブンイレブンが成功したか調べる（2

時間）。鈴木による小売業の革新は、海外において

も通用するのか、考え、レポートにまとめる（2 時

間）。 

12 IT 革命と企業（１） インターネットの発展と企業経営 

事前に PC、インターネットの発展がもたらした企業

経営の変容を調べる。講義内容をレポートにまとめ

る（2 時間）。 

13 IT 革命と企業（２） 

孫正義の経営行動と理念：「マイノリテ

ィ」としての存在がいかなる経営を生ん

だか 

孫正義がどのような理念で経営行動を行っている

のか、事前に調べて（2 時間）、講義後に講義内容を

レポートにまとめる（2 時間）。 

14 ゲーム産業の発展と展望 
任天堂と SONY のテレビゲームの開発史

と任天堂の経営モデル 

日本のゲーム産業の歴史について、事前に調べる（2

時間）。講義後に任天堂の強さの要因をレポートに

まとめる（2 時間）。 

15 まとめ ――――― 練習問題を事前事後に行う（計 4 時間） 

 

関連科目 経営史、企業者史（Ｓ科科目） 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験結果(７0％）、レポート内容（２０％）、講義への積極的な取り組み姿勢・態度（10％）で評価。 

学生への 

メッセージ 
講義内容に対する不明点や疑問は遠慮なく質問してください。また、紹介する参考文献にはできる限り目を通してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階（佐藤研究室） 

備考  

専
門
科
目
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科目名 経営情報システムⅠ 科目名（英文） Management Information Systems I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2033a0 

 

授業概要・ 

目的 

組織の経営において、経営情報システムはもっとも重要な要素の一つである。現在の情報社会を構築し、また、発展させ続けているのは情報シス

テムを効果的に活用している組織や団体などである。 

本講義では、経営情報システムの利点に関する基本的な知識や発展の経緯を学ぶとともに、最新の技術動向についても紹介する。 

到達目標 

（１）経営情報システムの重要性を説明できる 

（２）経営情報システムを支える技術について知識を持っている 

（３）経営情報システムの構築と運用における課題について説明できる 

授業方法と 

留意点 

プロジェクターを使いながら、事例や理論について説明する。学生が講義中に最新動向を調べたり、グループによるディスカッション、ディベー

トなども行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営において情報技術がどのように活用されているかについての理解が深まる。 

IT パスポートをはじめとする情報処理技術者試験を受験する援助となる。 

中小企業診断士試験を受験する援助となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、情報社会と経

営情報システム 

予習：シラバスを読んでおく（３０分） 

復習：ディスカッションの準備（１時間） 

2 経営情報システムの知名度 

ディスカッション 

テーマ「情報システムを見たことありま

すか？」 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見のまとめ（３０

分） 

3 
ものづくりと経営情報シス

テム 
生産情報、生産管理システム、品質管理 

予習：なし 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

4 
「最強」の販売員と経営情報

システム 
POS、需要予測、在庫管理 

予習：最近の購買行動を振り返る（３０分） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

5 
生活の豊かさと経営情報シ

ステム 
医療情報、自治体情報システム、RESAS 

予習：RESAS を触る（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

6 経営情報システムの科学 シミュレーション、モデリング 

予習：シミュレーション、モデリングと名のつくも

のを調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

7 経営情報システムの限界 集合知、人工知能、ビッグデータ 

予習：IT の負の面を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

8 
ディベートに向けたディス

カッション 
グループワーク、発想支援、事例解説 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見の分類（１時間） 

9 
経営情報システムのこれか

らの価値 

ディベート 

テーマ「経営情報システムは必要か否

か？」 

実務者の解説やコメント（事例解説にな

る可能性あり） 

予習：ディベートの準備（１時間） 

復習：ディベートで出た意見の分 

類（１時間） 

10 
経営情報システムを活性化

させる組織 

ナレッジマネジメント、BPR、SNS、プロ

ジェクト管理 

予習：組織的な IT 利用の例を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

11 
経営情報システムの開発現

場 
開発事例の紹介、SE の役割、設計技法 

予習：SE の実態を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

12 
経営情報システムとお金の

関係 

会計情報システム、原価管理、ネットワ

ーク 

予習：会計システムの現状を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

13 
サイバー犯罪と経営情報シ

ステム 

サイバーテロ、情報セキュリティ、クラ

ウド 

予習：サイバー犯罪について調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

14 
経営情報システムを駆使で

きる人材へ 

CIO、e-ラーニング、資格情報、国の方

針など 

予習：経営情報に関する資格や職業を調べる（１時

間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

15 まとめ 講義に関する質問への回答 予習：これまでの授業内容をまとめる（２時間） 

 

関連科目 経営情報システムⅡ、プログラミング、ビジネスデータ分析、ビジネス IT 演習、ビジネスシミュレーション、流通情報システム 

教科書 
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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3    
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評価方法 

（基準） 

定期試験（60%）、課題やレポート（20%）、授業への参加度（20%）により総合的に評価する。 

私語、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく対処するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

学科の名称である「経営情報」が入った科目です。経営情報システムの重要性や面白さ、奥深さに触れて、多様な科目に興味を持ってもらいたい

と思っています。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（久保准教授室） 

備考 
必要に応じて資料を配布します。 

事前・事後の学習課題については授業冒頭に Moodle やミニペーパーなどで提出する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

専
門
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目
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科目名 経営情報システムⅡ 科目名（英文） Management Information Systems II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2034a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業経営において、情報システムの活用は業務遂行に欠かせない要素の一つとなっている。本科目では、経営情報システムⅠで学習した情報シス

テムに関する知識を活かしながら、コンピュータを使った実習を通して、簡単なデータベースの設計・開発を行う。 

到達目標 
データベースの設計・管理の基本について理解し、コンピュータを使用して簡単なリレーショナルデータベースを設計、開発するための知識・技

能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

配付資料を中心に演習形式で授業を行い、適宜プロジェクターを使用しながら解説する。パソコンを使って演習課題を解くことで理解を深める。

また、確認テストを行うことで学習内容の定着を図る。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営で情報技術がどのように活用されているかについての理解が深まると共に、システムの設計・開発に関する技能を修得できる。 

中小企業診断士試験を受験する援助となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、経営情報シス

テムⅠの復習、データベースの基本 
配付資料を読んでおく（30 分） 

2 システム開発の技術（１） 
システム開発のプロセス、システム開発

モデル 

開発のプロセスについて調べる（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

3 システム開発の技術（２） 要求分析と業務分析の手法 

要求分析および業務分析とはどのようなものかを

考える（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

4 システム開発の技術（３） 業務分析演習 
演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

5 情報システム設計演習（１） 
情報システムの開発環境、データベース

言語 

開発環境、SQL について調べる（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

6 情報システム設計演習（２） 
テーブルの作成、リレーションシップの

作成 

リレーショナルデータベースのテーブル、リレーシ

ョンシップについて調べ、演習課題に解答する（60

分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

7 
前半のまとめ・学力診断テス

ト１ 
前半のまとめ、確認テストと解説 前半の内容を復習しておく（90 分） 

8 情報システム設計演習（３） 
フォームの作成１、ユーザーインターフ

ェースの設計 

リレーショナルデータベースのフォームについて

調べ、演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

9 情報システム設計演習（４） フォームの作成２、フォームの応用 
演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

10 情報システム設計演習（５） クエリの作成１、クエリとは 

リレーショナルデータベースのクエリについて調

べ、演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

11 情報システム設計演習（６） クエリの作成２、SQL 実習 
演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

12 情報システム設計演習（７） レポートの作成 

リレーショナルデータベースのレポートについて

調べ、演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

13 情報システム設計演習（８） 
メニューフォームの作成、システム利用

マニュアルの作成 

演習課題に解答する（60 分） 

配付資料を読んでおく（30 分） 

14 情報システム設計演習（９） 
プレゼンテーション資料作成、システム

作業報告書の作成 

システムの問題点を自己分析する（60 分） 

作業報告書の作成（30 分） 

15 
全体のまとめ・学力診断テス

ト２ 
全体復習、確認テストと解説 全体復習の内容を整理しておく（120 分） 

 

関連科目 経営情報システムⅠ、プログラミング、ビジネスデータ分析 

教科書 
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評価方法 

（基準） 

演習による成果物（50%）、レポート課題（10%）、確認テスト（30%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となる。 

私語、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

システムの企画・設計・評価など、演習を中心に行うのでできるだけ欠席しないようにしてください。 

授業の中で生じた疑問等の自己解決に努めるなど、積極的な参加を心がけて下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（栢木教授室） 

備考 
必要に応じて資料を配布します。 

確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 
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科目名 経営統計学 科目名（英文） Business Statistics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1014a0 

 

授業概要・ 

目的 

「統計学」という言葉を聞くと、多くの学生は難しいのではないかという印象を持つであろうが、手元にあるデータからその特徴を見つけ出すた

めに必要となる学問で ある。統計学の考え方は、企業における意思決定支援のためのデータ解析手法として多くの場面で利用されている。本科

目では、初めて統計学を学ぶ学生を対象に、統計学の基本的な考え方を学び、統計データの解析に必要となる基礎的知識を身につける。 

到達目標 
統計データの整理の仕方や表・グラフでの表し方、基本統計量の求め方とその意味について理解し、実際のデータを客観的に解釈して活用するた

めの基礎的な知識と技術を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

配布資料をもとに説明を行い、パソコンを使った演習により理解を深める。配布資料に含まれる演習問題を、表計算ソフトの Excel を使って課題

を解くことで理解を深める。 

科目学習の 

効果（資格） 

実用的な学問であるため、将来様々な分野の仕事で生かすことができる。 

社会調査士資格の取得に必要となる科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、統計学とはど

のような学問か 
事前配付資料を読んでおく（30 分） 

2 統計学の基礎的発想（１） 変数、尺度水準 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

3 統計学の基礎的発想（２） 標本空間と事象、確率分布 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

4 統計資料の整理（１） 統計資料の収集と読み方 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

5 統計資料の整理（２） 統計資料のまとめ方、提示の方法 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

6 データの集計（１） 
代表値について、平均値、分散、標準偏

差 

授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

7 データの集計（２） 度数分布、ヒストグラム、標準化 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

8 
前半のまとめ・学力診断テス

ト１ 
前半部分のまとめ、確認テストと解説 前半部分の内容を見直しておく（60 分） 

9 データの集約（１） クロス表とクロス集計 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

10 データの集約（２） クロス集計の実践 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

11 データの相関関係（１） 散布図と相関関係、相関関係と因果関係 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

12 データの相関関係（２） 
共分散と相関係数、相関係数の解釈、擬

似相関 

授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

13 経営における統計学 経営分野で用いられる統計学の手法 
授業中に課した練習問題に解答（60 分） 

事前配布資料を読んでおく（30 分） 

14 
後半のまとめ・学力診断テス

ト２ 
後半部分のまとめ、確認テストと解説 後半部分の内容を見直しておく（60 分） 

15 統計学の応用 統計的検定・推定について、全体復習 全体復習の内容を整理しておく（120 分） 

 

関連科目 数学基礎 I、数学基礎 II、ビジネス情報処理Ⅱ、ビジネスデータ分析 

教科書 
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参考書 
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評価方法 

（基準） 

講義内の課題（40%）、確認テスト（50%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

私語、スマートフォンの使用など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

経営統計学は、数学を基礎とする学問ですので、数学が苦手な学生については、予習・復習が不可欠となります。積極的な講義への参加を心がけ

てください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（栢木教授室） 

備考 
必要に応じて資料を配布する。 

確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 
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科目名 経済学入門 科目名（英文） Introduction to Economics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1007a0 

 

授業概要・ 

目的 

日本を含め世界経済はダイナミックな変化の過程にある。例えば、先進国の経済成長率が鈍化する一方、新興国は世界経済の動力源として機能し

つつある。ここで重要なのは、これらは私たちのくらしと決して無縁ではなく、むしろ私たちはこれら経済問題を積極的に理解し、自らの力で対

処しなければならない、ということである。本講義では、経済に関する考え方や事例を私たちの身近なものから取り上げ説明し、できるだけ学生

と対話しながら進めたい。 

到達目標 経済問題を考えるための初歩的なスキルの修得 

授業方法と 

留意点 

教科書中心の講義形式で進める言うまでもなく教科書は必携である。私語への対処は、他の講義よりも厳しいと心得ておいて欲しい。また高校と

異なり、大学の講義では板書よりも口頭説明が多く、自分なりのノートの取り方を工夫しておくこと。 

科目学習の 

効果（資格） 

日々のくらしの中で遭遇する経営・経済問題を深く理解し、対処するスキルを身につけることができる。また多くの社会科学系専門科目をより深

く理解するための基礎となり、資格取得・公務員試験などにも役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

経済現象と日々のくらしとの結びつき

について概説し、「くらしと経済」で何

を考え学ぶのかを解説する。新聞の読み

方についても解説する。 

事後復習すること 

2 分業の利益 
分業、比較優位、機会費用について解説

する。 

事前、教科書第１章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

3 需要と供給 需要曲線、供給曲線について解説する。 

事前、教科書第２章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

4 価格メカニズム 
市場取引や価格決定のメカニズムにつ

いて解説する。 

事前、教科書第３章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

5 市場の効率性 
望ましい経済の基準として効率性につ

いて解説する。 

事前、教科書第４章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

6 市場の失敗 
市場は万能ではない。市場の失敗につい

て解説する。 

事前、教科書第５章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

7 市場の限界 

市場の失敗の原因の一つである情報の

非対称性や市場の限界について解説す

る。 

事前、教科書第６章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

8 中間試験 前回までの内容について試験を行う。 
これまでの授業の復習とテストの準備 

（６０分） 

9 労働市場 
学生にとって最も身に染みて感じるで

あろう労働市場について解説する。 

事前、教科書第７章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

10 ＧＤＰについて 
国の豊かさを測るＧＤＰにについて解

説する。 

事前、教科書第８，９章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

11 消費需要と投資需要 
ＧＤＰ構成要素の消費と投資について

解説する。 

事前、教科書第１０章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

12 貨幣と金融 
経済取引に欠かせない貨幣と経済取引

の大半を占める金融について解説する。 

事前、教科書第１１章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

13 政府の役割 

市場は万能ではなく、政府の存在意義の

一つもそこにある。政府の経済的な役割

について解説する。 

事前、教科書第１２章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

14 外国貿易と為替レート 

資源小国かつ技術立国日本は海外諸国

との貿易で生計を立てている。日本の貿

易の状況や為替レートの決定について

解説する。 

事前、教科書第１３章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

15 経済成長と国民生活 

経済の成長は豊かさの維持と密接に関

わる。経済成長率の表し方やその分析方

法について解説する。 

事前、教科書第１４章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

 

関連科目 ミクロ経済学、マクロ経済学など 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

中間試験(50%)＋期末試験(50%)+発言点をもとに評価する。中間・期末双方の試験を受験しなければ評価の対象とならない。私語は減点の対象と

なる。 

学生への 

メッセージ 

単位取得のためではなく、自身の能力向上のために受講するんだ、という姿勢であって欲しい。疑問点は積極的に質問して、一歩ずつ着実に前進

願いたい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館６階(杉本准教授室) 

備考  

専
門
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科目名 コンテンツビジネス 科目名（英文） Content Business 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2036a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、ICT の急速な発展と普及により、めまぐるしく変貌する現代のコンテンツ（クリエイティブ）業界（放送、映画、出版、音楽、ゲー

ム）の産業構造とビジネスモデル、およびメディア・コンテンツを自社のマーケティング政策に組み込む製造・サービス業界（飲料・飲料、コス

メ、外食等）の企業による取り組み事例について、経営学及び産業論の観点から解説する。本講義の目的は、情報通信ネットワーク技術とコンテ

ンツ技術の発展が、業界構造やビジネスのあり方に与える影響と変化を理解することである。 

授業担当者は、かつて情報通信分野の研究所に勤務し、大手通信キャリアのエンジニアらと共に次世代移動体情報通信技術・サービスの開発に携

わってきた。講義では、これらのサービス開発から市場普及に取り組む企業と現場の様子についても紹介していくつもりである。 

到達目標 
・各コンテンツ（クリエイティブ）産業の市場規模、産業構造について説明ができる。 

・各コンテンツ（クリエイティブ）産業のビジネスモデルについて説明ができる。 

授業方法と 

留意点 

・教材は配布プリントを使用する。指定の共有フォルダで配布するので受講生は各自印刷し、ファイルを作成しておくこと。 

・授業は概ね以下のように進める。 

 開始?10 分：復習および課題解答 

 10?50 分：前半解説 

 50?60 分：ディスカッション（前半解説内容からディスカッションテーマを与えます。） 

 60?85 分：後半解説 

 85?90 分：課題 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

主に以下について解説する。 

・コンテンツビジネスとは 

・本講義で取り上げるコンテンツ（クリ

エイティブ）産業について 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

2 放送業界（１） 

主に以下について解説する。 

・放送業界の市場と産業構造 

・放送業界のビジネスモデル 

・放送番組の制作過程 

・放送法ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

3 放送業界（２） 

主に以下について解説する。 

・放送のデジタル化 

・ネット配信事業者（Amazon、Hulu な

ど） 

・放送業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

4 映画業界（１） 

主に以下について解説する。 

・映画業界の市場と産業構造 

・映画業界のビジネスモデル 

・映画作品の制作過程 

・資金調達ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

5 映画業界（２） 

主に以下について解説する。 

・米国の映画産業 

・映画のデジタル配信 

・映画業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

6 グループディスカッション 
主に以下について解説する。 

・日米の映画コンテンツ比較 

予習：事前課題（世界と日本のコンテンツ比較につ

いて）について作成してくこと。 

復習：グループディスカッションの内容をまとめた

レポートを作成しておくこと。 

7 広告業界 

主に以下について解説する。 

・広告業界の市場と産業構造 

・ICT 広告の市場と動向 

・最新広告技術 

・広告業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

8 出版業界 

主に以下について解説する。 

・出版業界の市場と産業構造 

・出版業界のビジネスモデル 

・再販売価格維持制度 

・出版業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

9 音楽業界 

主に以下について解説する。 

・音楽業界の市場と産業構造 

・音楽業界のビジネスモデル 

・著作権（原盤権、著作隣接権等） 

・音楽業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

10 ゲーム業界 

主に以下について解説する。 

・ゲーム業界の市場と産業構造 

・ゲーム業界のビジネスモデル 

・ゲーム業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

11 時計業界の取り組み 

主に以下について解説する。 

・時計（時間計測器）の歴史 

・スマートウォッチ 

・時計業界の現状と今後ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

専
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12 金融業界の取り組み 

主に以下について解説する。 

・金融業界の現状 

・電子決済 

・決済アプリ 

・クラウドファンディングほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

13 自動車業界の取り組み 

主に以下について解説する。 

・自動車業界の現状 

・自動運転と ICT 

・自動車ビジネスへの新規参入企業 

・テスラ、トヨタ等の取り組みほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

14 コンテンツビジネスの課題 

主に以下について解説する。 

・知的財産権等関連法 

・著作権管理技術 

・人材育成など 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

15 まとめ 
主に以下について取り上げる 

・本講義のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

 

関連科目 ICT 概論、メディア戦略論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 デジタルコンテンツ白書 2018 

一般財団法人デジタルコンテン

ツ協会、 経済産業省商務情報政

策局 

一般財団法人デジタルコンテ

ンツ協会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（80%）、小テスト・レポート（20%）で評価する。 

私語、携帯の使用、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

経営学科、経営情報学科（マーケティングコース、ビジネス IT コース）の経営系、情報系の両分野学生のいずれもが関心を持つであろう産業・

業界・企業を取り上げ、それぞれの産業構造、ビジネスモデル、最新動向について解説する。就職活動に向けた業界研究を行うつもりで受講する

とよいでしょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（針尾准教授室） 

備考 講義で取り扱う業界とその内容については、受講生の関心や情勢にあわせて変更する場合もあります。 

専
門
科
目
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科目名 コンピュータサイエンス 科目名（英文） Computer Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2032a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュ－タサイエンスの基本概念『3 層（3 Tier）モデル』を学習する。システム構成要素として、①ユーザーインターフェース ②アプリケ

ーション ③データ の役割と相互関係を理解する。同モデルにかかわる、API（Application Programming Interface）開発、オープンデータ／ソ

ーシャルデータのアクセス等の実践を学ぶ。システム構成要素の役割、クラウドサービスのシステム環境（開発環境&実行環境）を理解し、アプ

リケーションやデータの利活用をどんな手順で進めるのかについて理解を図る。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた主要業界のの IT システム&サービス導入の推進実績をもとに、『3 層（3 Tier）モデル』構

築の企画・設計の技術ガイドについて、IT システム&サービスの役割と人間系の活動（業務）との関係を考えた視点・指針を示し、学生の主体的

かつ自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

クラウドサービス利用時に、オープンデータ／ソーシャルデータのアクセス方法、API アプリケーション開発の手順、ファイル等データの形式・

構造の基本が理解できる。言語データと非言語データ（音声・画像・動画）のアクセス利活用の手順が理解できる。また、マネジメント標準であ

る ITIL（IT サービスマネジメントのベストプラクティス（成功事例））の概観が理解できる。履修に際しては、Web ブラウザ利用、Office（特に、

Excel での各種演算）形式ファイルのアクセス、Windows システム操作、API の概観を理解していることが必須である。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②個人実習またはグループワーク（後半）から成る。個人実習は、指定課題を提供サンプルのカスタマイズ等により完

成させ、個々の理解度に応じて時間外に、システム環境（含自宅）確保の上、提出期限を厳守する。クラウドサービス（Google/Amazon/IBM 等）

環境での API 利用・開発は、英語データ対象のツールが一部あるが、指示に従うこと。グループワークは、指定ケーススタディの Web 調査・デ

ィスカッション等により、プレゼンテーション（グループまたは個人）で情報発信を行う。質問は、対面に加え、指定する Web フォーム・質問共

有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

履修生の主対象はビジネス IT 専攻で、「プログラミング」関連科目の履修済の者である。情報系分野の上位応用科目として、授業を進める。この

履修前提条件を満たさない、ソフトウェアやネットワークの基本操作を習熟していない者は、授業内容を精査した上で履修するかを判断すること。

（初学者の履修を推奨しない。） 

科目学習の 

効果（資格） 

・クラウドサービス（Google/Amazon/IBM 等）環境での API 利用・開発の概観が理解できる。 

・オープンデータ／ソーシャルデータの API アクセス手順の実践が理解できる。 

・ITIL（IT サービスマネジメントのベストプラクティス（成功事例））の概観・基本が理解できる。 

・業界実務者のエントリー資格（例. G 検定（ジェネラリスト検定）、AWS ソリューションアーキテクト）について、将来的に実務経験を積むこ

とで、視野に入れることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『3 層（3 Tier）モデル』の基礎 

・自宅システム環境の要件 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 
スタンドアロンのシステム

環境 

・システムの構成要素 

・『3 層（3 Tier）モデル』の役割 

・システム稼働環境 

・伝統型アプリケーション開発 

・実習課題 

事前学習：教科書の『システム構成』概観の章を読

んで、半ページに要約する。（標準学習時間：1.5

時間） 

3 アプリケーションとデータ 

・アプリケーション開発の概観 

・変数と演算子、関数と制御 

・データの形式・構造・単位 

・標準入出力の記述 

・実習課題 

事前学習：参考書の『コンパイラーとライブラリー』

概観の章を読んで、1 ページに要約する。（標準学習

時間：1.5 時間） 

4 
アプリケーション支援ツー

ル 

・IDE（統合開発環境） 

・C 言語 コンパイラーとライブラリー 

・バイナリーコード 

・『互換性』とは 

・実習課題 

事前学習：参考書の『IDE（統合開発環境）』概観の

章を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：

1.5 時間） 

5 
アプリケーションの要件定

義・設計 

・『要件定義』とは 

・ユーザー要求とシステム仕様 

・統一モデリング言語（UML）の記述 

・個人課題の提示 

事前学習：指定する業界・企業のシステム導入事例

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

6 オープンデータの概観 

・『オープンデータ』とは何か 

・データアクセスの方法・適用事例 

・データ種別（言語・非言語） 

・データ種別（構造化・非構造化） 

・グループワーク課題・発表 

事前学習：指定する公共機関・企業のオープンデー

タ利活用事例のネット検索・調査を行って、1 ペー

ジに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

7 オープンデータのアクセス 

・データ提供ポータル（省庁&自治体等

のアクセス・ダウンロード） 

・データ提供ポータル（企業） 

・グループワーク課題・発表 

事前学習：指定する業界・企業のクラウドサービス

適用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに

要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

8 
クラウドサービスのシステ

ム環境 

・システムの構成要素 

・『クラウドサービス』とは何か 

・クラウドサービスの標準規格 

・共創型アプリケーション開発 

・グループワーク課題・発表 

事前学習：教科書の『クラウドサービスのシステム

構成』概観の章を読んで、半ページに要約する。（標

準学習時間：1.5 時間） 

9 クラウドサービスの管理 

・商用クラウドアクセス 

・認証（ユーザー、アプリ） 

・クラウド利用の考慮点 

・個人課題のフィードバック 

・実習課題 

事前学習：指定するクラウドサービスの利用アカウ

ント作成を完了する。（標準学習時間：0.5 時間） 

事後学習：前述のアカウントによるクラウドサービ

スの表示画面を確認する。（標準学習時間：0.5 時間） 

10 クラウドサービスの利用 1 

・オ－プンデータ（社会統計・金融市場） 

・データマイニング（Watson Analytics 

利用） 

・実習課題 

事後学習：指定するオープンデータ・商用データの

条件抽出・分析を行う。（標準学習時間：1.5 時間） 
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11 クラウドサービスの利用 2 

・ソーシャルデータ（画像） 

・顔認証（Face API 利用）照合 

・実習課題 

事後学習：指定するソーシャルデータ・商用データ

の条件抽出・分析を行う。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 クラウドサービスの利用 3 

・ソーシャルデータ（文章） 

・ テ キ ス ト マ イ ニ ン グ （ Watson 

Analytics 利用） 

・実習課題 

事後学習：指定するソーシャルデータ・商用データ

の条件抽出・分析を行う。（標準学習時間：1.5 時間） 

13 クラウドサービスの利用 4 

・ソーシャルデータ（動画） 

・評判分析（Watson Analytics 等利用） 

・実習課題 

事後学習：指定するソーシャルデータ・商用データ

の条件抽出・分析を行う。（標準学習時間：1.5 時間） 

14 
クラウドアプリケーション

の開発 

・オ－プンデータ（地図、IoT データ） 

・Web 連携（Google Map 等利用） 

・クラウド統合開発環境 Node-RED 

・実習課題 

事後学習：指定するオープンデータ・商用データの

条件抽出・分析を行う。（標準学習時間：1.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目 
IT 実践スキルの基礎が身についていることが必須で、「プログラミング」、「ICT 概論」の履修を既に完了していることが、履修の前提条件である。

これらの条件を満たさず、学習を効果的に進めることは、極めて困難と考えられるため、履修登録に際しては冷静に判断すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 インターネットビジネス概論 第二版 

片岡 信弘・工藤 司・石野 正彦・

五月女 健治 
共立出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 初めての Watson API の用例と実践プログラミング 井上 研一 リックテレコム 

2 
～マシンコードからクラウドまで～ 必携 ICTガイド

ブック 
清野 克行 ラトルズ 

3 C の絵本 第 2 版 アンク 翔泳社 

 

評価方法 

（基準） 

平常点（25%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（60%）の累計による総合評価を行う。平常点は、個人実習の指定課題とグループワ

ークの指定ケーススタディ（毎回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業へ

の参画の程度で評価する。授業において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室

指示等で厳しく対処し、かつ成績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

最新のビジネス IT 手法に関する、講義、実習、グループワーク、プレゼンテーションを関係付けて総合的に学習します。クラウドサービス環境

での API 開発、オープンデータアクセスをとおして、コンピュ－タの『3 層（3 Tier）モデル』の理解を図ります。クラウドサービス下のソフト

ウェアや多形式データを利活用する実践機会を提供します。自助努力で課題作成を進め、自ら完成させることが基本です。（本授業は、SA:Student 

Assistan の配置がなく、操作支援の個別対応には限界があることを了解ください。）主体的に課題に接しつつ、自らの存在感が発揮できるように

率先して問題の発見・解決に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 財務諸表論入門 科目名（英文） Introduction to Accounting 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐井 英子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1005a0 

 

授業概要・ 

目的 

会計情報は、債権者や投資家など特定の人々にのみ有用なものではない。今日の経済社会においては、すべての人々が企業活動と何らかの関係を

持っている。企業は、地域社会をはじめ多くの関係者と利害関係を有しており、会計情報は、誰にとっても必要で有用な情報である。また、会計

はビジネスの言語といわれ、ビジネスに不可欠になっている。会計を知らずして、経済社会を理解することはできないといえる。本講義では、会

計の意義、目的、規範、会計情報開示制度等に関する基礎的知識・用語を初心者向けに分かり易く解説し、公表されている会計情報、財務諸表を

から企業の経営内容を読み取り、理解できるようになり、また、2 年生以降に履修することになる上級科目のより円滑な理解に結びつくことを目

的とする。 

到達目標 

・会計の目的、役割を理解する。 

・我が国の会計制度、会計情報開示制度の概要を理解する。 

・自ら必要な会計情報を入手できるようになる。 

・財務諸表の内容、作成ルールを理解し、会計情報から企業内容を推察することができる。 

授業方法と 

留意点 

・配布資料にに基づいて解説し、その後、講義内容を確認するために、グループワーク、または個人で、課題を解き、自分たちの解をプレゼンテ

ーションし、授業終了後に提出する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・ビジネスマンとして必要なビジネス言語である会計リテラシィーが修得できる。 

・組織（主として企業）に関する会計情報を読み取る力を修得することにより２年次以降の学びに有用できる。 

・経営学部に関連する一連の各種資格取得のための受験準備スタートのよい契機になる。 

・会計と資格、職業についての理解が得られる。（公認会計士、税理士、国税専門官、不動産鑑定士、中小企業診断士等） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 会計の意義と目的 
会計の意義、財務会計と管理会計、会計

の役割・機能 
配布資料の復讐と整理（1 時間） 

2 わが国の会計制度 
トライアングル体制、会社法会計、金融

商品取引法会計、税務会計 

事前学習（30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習（1 時間） 

当日の配布資料、練習問題 

の見直し 

3 会計情報開示制度 
ディスクロージャーとは、電子開示シス

テム 

事前学習（30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(1 時間） 

当日の配布資料、練習問題 

の見直し 

4 会計基準 企業会計原則、会計基準の国際的統合 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習（1 時間） 

当日の配布資料、練習問題 

の見直し 

5 会計情報の内容（１） 
会計情報の入手方法、個別財務諸表と連

結財務諸表 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習（90 分） 

当日の配布資料の見直しと提示された課題レポー

トの作成 

6 会計情報の内容（２） 
貸借対照表 

様式、基本原則、分類基準 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(1 時間） 

当日の配布資料、練習問題 

の見直し 

7 会計情報の内容（３） 
貸借対照表 

資産について 

事前学習（30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(90 分） 

当日の配布資料の見直しと提示された課題レポー

トの作成 

8 会計情報の内容（４） 
貸借対照表 

負債について 

事前学習（30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(1 時間） 

当日の配布資料、練習問題 

の見直し 

9 会計情報の内容（５） 
貸借対照表 

純資産について 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習（1 時間） 

当日の配布資料、練習問題の見直し 

10 まとめと確認テスト まとめと小テスト 

事前学習(９０分） 

今までの配付資料、練習問題の復習 

事後学習(３0 分） 

まとめテストの見直し 

11 会計情報の内容（６） 
損益計算書 

収益の認識と測定 

事前学習(30 分） 

まとめてストで理解できないところを調べる 

事後学習(1 時間） 

当日の配布資料、練習問題の見直し 

の見直し 

12 会計情報の内容（７） 
損益計算書 

費用の認識と測定 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(1 時間） 

当日の配布資料、練習問題の見直し 

13 会計情報の内容（８） 損益計算書 事前学習(30 分） 
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営業損益、経常損益、純損益 前回の講義、練習問題の復習 

事後学習(90 分） 

当日の配布資料の見直しと提示された課題レポー

トの作成 

14 会計と職業・資格 

日商簿記検定、ビジネス会計検定試験、

BATIC、公認会計士、税理士、国税専門

官、不動産鑑定士、中小企業診断士 

事前学習(30 分） 

前回の講義、練習問題の復習 

事後学習（1 時間） 

当日の配布資料、練習問題の見直し 

15 まとめ 
講義の復習とまとめ 

質問の受付 

事前学習（1 時間） 

今までの講義でどこが理解できていないか箇条書

きにする。 

事後学習（5 時間） 

試験に備え、今までの復習 

 

関連科目 経営学、企業簿記 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 アカウンティング 笹倉 淳史他 同分館出版 

2 1 からの会計 桜井 久勝 中央経済社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加と課題の提出（３０％）、確認テスト（２０％）、定期テスト（５０％） 

学生への 

メッセージ 
毎回授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
佐井研究室（１１号館８階） 

備考  
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科目名 市場調査実習Ⅰ 科目名（英文） Practice in Marketing Research I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山本 圭三.西岡 暁廣.樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3041a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義は、量的な社会調査の企画から報告書作成までの全過程を経験し、社会調査を実施する際に必要となる知識・技能を学習するものである。

受講生は、各自の関心に基づいた仮説を設定して質問項目を考え、質問項目をまとめて調査票を構成し、データの収集とデータセットの作成をお

こなう。その後、各自の仮説をもとにデータ分析をおこない、分析結果を報告書にまとめる。以上の作業を経験して受講生が独力で社会調査を実

施できるようになることが、本講義の目標である。調査のテーマは「大学生の社会生活と職業意識」を予定している。 

 市場調査実習Ⅰでは、各自の関心に基づいて仮説を設定し、調査票・コードブックを完成させるまでの作業が中心になる。 

到達目標  計量的調査をおこなう際に必要となる知識を獲得する。データ分析をおこなうためのスキルを獲得する。計量的なデータを用いた論文が書ける。 

授業方法と 

留意点 
授業は、学生が実際に作業をおこなう実習形式でおこなわれる。特に調査票作成時には、学生相互のディスカッションが頻繁におこなわれる。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査を実施する際の全過程を体験する。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（G 科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 授業の全体的な流れ、授業の進め方など 配布資料に基づく予習 

2 基本的な統計量 平均値・中央値・分散・標準偏差 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

3 2 変数間の関係を探る 相関係数・クロス表・平均の差 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

4 推測統計の考え方 推測統計の基本的な発想 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

5 統計的仮説検定 カイ 2 乗検定、相関係数の検定、Ｔ検定 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

6 多変量解析 1 分散分析、重回帰分析 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

7 多変量解析 2 主成分分析 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

8 
調査テーマ・サブテーマの検

討 1 
問いと仮説の設定 

（事前・事後）各自で問いや仮説を検討する（1 時

間） 

9 
調査テーマ・サブテーマの検

討 2 
問いと仮説の設定 

（事前・事後）各自で問いや仮説を検討する（1 時

間） 

10 調査項目・質問文案の検討 1 
各自の仮説に対応した質問項目、質問文

案の作成 

（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1 時間） 

11 調査項目・質問文案の検討 2 
各自の仮説に対応した質問項目、質問文

案の作成 

（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1 時間） 

12 調査項目・質問文案の検討 3 質問項目、質問文案の全体での調整 
（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1 時間） 

13 
データ収集方法・作業分担の

検討 
調査対象者・サンプリング方法の選定 

（事前）各自で実施案を検討する（0.5 時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

14 プリテスト 
仮調査票を用いたプリテストと調査票

の修正 

（事前）各自で調査票の問題点を確認しておく（0.5

時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

15 調査票・コードブックの作成 調査票・コードブックを完成させる 

（事前）各自で調査票の問題点を確認しておく（0.5

時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

 

関連科目 市場調査入門、市場調査法、経営統計学、ビジネスデータ分析、マーケティング情報解析、社会学Ⅰ、社会学Ⅱ、情報社会論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 
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3    
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評価方法 

（基準） 
授業への取り組み度 20％、課題等 80％ 

学生への 

メッセージ 

特定の単位を取得していないと履修できませんので注意してください。また、出席が大前提になるので、よほどの事情がない限り欠席は認めませ

ん。 

担当者の 

研究室等 

山本：11 号館 7 階 山本准教授室 

樋口：11 号館 8 階 樋口准教授室 

西岡：11 号館 6 階 非常勤講師控室 

備考  

専
門
科
目
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科目名 市場調査実習Ⅱ 科目名（英文） Practice in Marketing Research II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山本 圭三.西岡 暁廣.樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3042a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義は、量的な社会調査の企画から報告書作成までの全過程を経験し、社会調査を実施する際に必要となる知識・技能を学習するものである。

受講生は、各自の関心に基づいた仮説を設定して質問項目を考え、質問項目をまとめて調査票を構成し、データの収集とデータセットの作成をお

こなう。その後、各自の仮説をもとにデータ分析をおこない、分析結果を報告書にまとめる。以上の作業を経験して受講生が独力で社会調査を実

施できるようになることが、本講義の目標である。調査のテーマは「大学生の社会生活と職業意識」を予定している。 

 市場調査実習Ⅱでは、調査票の配布・回収、データセットの作成、データ分析、報告書の執筆といった作業が中心になる。 

到達目標 
 計量的調査をおこなう際に必要となる知識を獲得する。データ分析をおこなうためのスキルを獲得する。計量的なデータを用いた論文が書ける

ようになる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、学生が実際に作業をおこなう実習形式でおこなわれる。成果物に関して、学生相互にディスカッションを行い問題点の把握と改善をおこ

なう。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査を実施する際の全過程を体験する。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（G 科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実査 調査票の配布・回収 

（事前）各自で調査票配布時の注意点を確認してお

く（0.5 時間） 

（事後）実施時の問題点についてまとめておく（0.5

時間） 

2 データ入力・コーディング 1 データの入力とコーディング 

（事前）各自でデータ入力方法について復習してお

く（1 時間） 

（事後）入力時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

3 データ入力・コーディング 2 データの入力とコーディング 

（事前）各自でデータ入力に関する作業の確認をし

ておく（0.5 時間） 

（事後）入力時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

4 エラーチェック 
入力ミスのチェック、ロジカルエラーチ

ェック 

（事前）各自でエラーチェックの方法について復習

しておく（1 時間） 

（事後）作業時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

5 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 1 

SPSS を用いて単純集計、クロス表、カ

イ 2 乗検定をおこなう 

（事前）各自で分析方法について復習しておく（1

時間） 

（事後）分析をおこない、結果をまとめておく（1.5

時間） 

6 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 2 

SPSS を用いて相関係数の検定、Ｔ検定

をおこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

7 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 3 

SPSS を用いて分散分析、重回帰分析を

おこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

8 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 4 

SPSS を用いて主成分分析、尺度構成を

おこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

9 基礎集計 基礎集計項目の検討、基礎集計表の作成 基礎集計表の作成 

10 データ分析と仮説の再検討1 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

11 データ分析と仮説の再検討2 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

12 データ分析と仮説の再検討3 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

13 データ分析と仮説の再検討4 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1 時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

14 報告書執筆 1 分析結果をまとめた報告書の作成 

（事前）報告書執筆に関する問題点を確認しておく

（0.5 時間） 

（事後）報告書を執筆しておく（1.5 時間） 

15 報告書執筆 2 報告書の完成 

（事前）報告書執筆に関する問題点を確認しておく

（0.5 時間） 

（事後）報告書を執筆しておく（1.5 時間） 

 

関連科目 市場調査入門、市場調査法、経営統計学、ビジネスデータ分析、マーケティング情報解析、社会学Ⅰ、社会学Ⅱ、情報社会論 

教科書 
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参考書 
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3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への取り組み度 20％、期末レポート 80％ 

学生への 

メッセージ 

特定の単位を取得していないと履修できませんので注意してください。また、出席が大前提になるので、よほどの事情がない限り欠席は認めませ

ん。 

担当者の 

研究室等 

山本：11 号館 7 階 山本講師室 

樋口：11 号館 8 階 樋口准教授室 

西岡：11 号館 6 階 講師控室 

備考 分析、報告書執筆時には頻繁に担当者と学生間でのやりとりをおこなう。学生がおこなってきた作業に対し逐次担当者からコメントする。 

専
門
科
目
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科目名 市場調査入門 科目名（英文） Introduction to Marketing Research 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1015a0 

 

授業概要・ 

目的 

社会調査の意義やその歴史、調査倫理、調査類型など、社会調査全般に関して講義を行う。さまざまな種類の社会調査によってなされた代表的研

究を紹介しつつ、それぞれの調査の特徴や相違点について学んでいく。 

到達目標 社会調査の基礎知識を得ることができる。社会調査の基礎を知り、簡単な調査をすることができる。 

授業方法と 

留意点 

担当者が毎回パワーポイントによるプレゼンテーション形式で講義を行う。各自，ノートを取ること。 

授業中にグループワークや作業をすることもある。 

第 1 回授業で授業ルールなどについて説明をするので必ず参加すること。 

グループ・ワークやディスカッションなどのアクティブ・ラーニングを取り入れているので、授業中の課題には積極的に取り組むこと。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会調査士資格の取得に履修が必要な科目のうち「【 A 】 社会調査の基本的事項に関する科目」に対応。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

市場調査とは？ 
授業の概要について 

事前学習課題：市場調査とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

2 社会調査とは 
社会調査とは何か。なぜ社会調査が必要

なのか。 

事前学習課題：社会調査の必要性について事前に調

べておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

3 社会調査の歴史 
社会調査はいつからおこなわれ、どのよ

うに発展してきたか。 

事前学習課題：社会調査の歴史について調べまとめ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

4 社会調査の種類 
さまざまな社会調査の種類について。市

場調査、世論調査など。 

事前学習課題：社会調査の種類とその内容について

調べておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

5 調査倫理 
調査をおこなう際の心得について。ラポ

ールなど。 

事前学習課題：ラポールとは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

6 
量的調査と質的調査――そ

れぞれの特徴 

量的調査と質的調査の特徴と違いにつ

いて。 

事前学習課題：量的調査と質的調査の違いについて

まとめておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

7 
官庁統計1――官庁統計の利

用と統計法 

行政機関がおこなう社会調査には何が

あるか。統計法とは何か。 

事前学習課題：官庁統計とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

8 
官庁統計2――官庁統計によ

る諸研究 
官庁統計のデータを用いた研究の紹介。 

事前学習課題：官庁統計を使った研究の事例を調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

9 
量的調査1――統計学と質問

紙調査（1） 

質問紙調査の概要について。統計学との

関係。 

事前学習課題：質問紙調査とは何か？事前に調べて

おくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

10 
量的調査2――統計学と質問

紙調査（2） 

質問紙調査の方法について。 

統計的手法 

事前学習課題：調査で使う統計の知識について調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

11 
量的調査3――質問紙調査に

よる諸研究 

質問紙調査のデータを用いた研究を紹

介する。 

事前学習課題：質問紙調査を利用した研究を見つけ

て読むこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

12 質的調査1――聞き取り調査 
聞き取り調査の方法について。聞き取り

調査をおこなった研究の紹介。 

事前学習課題：聞き取り調査とは何か？事前に調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

13 質的調査 2――参与観察 
参与観察の方法について。参与観察をお

こなった研究の紹介。 

事前学習課題：参与観察とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

14 
質的調査3――ドキュメント

分析 

ドキュメント分析の方法について。ドキ

ュメント分析をおこなった研究の紹介。 

事前学習課題：ドキュメント分析の研究論文を探し

て読んでおくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(2 時間) 

15 まとめ 
社会調査の基礎的な知識を身につける

ことができたかを確認。 

事前学習課題：社会調査の基礎について総復習して

おくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題について最終

レポートを作成すること(2 時間) 

 

関連科目 .「市場調査法」，「市場調査実習Ⅰ・Ⅱ」 

専
門
科
目

74



摂南大学シラバス 2019 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 入門・社会調査法―2 ステップで基礎から学ぶ 轟亮・杉野勇 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業態度と授業内課題（上限 10 ％）と定期試験（90 ％）の割合で，総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 

市場調査を含む社会調査全般について学ぶ基礎的な講義です。 

グループワークなどのアクティブ・ラーニングを取り入れているので、課題に対しては積極的・主体的に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
.11 号館 7 階(牧野(幸)准教授室) 

備考 

他人の迷惑となる行為(遅刻，私語，居眠り，内職，不必要な教室への出入り、スマホ，携帯電話など電子機器の使用など)はすべて禁止とします。

遅刻は減点の対象となります。 

以上のことを承知して受講すること。 

事前学習には毎回 1 時間以上、事後学習には毎回 2 時間以上をかけること。 

授業内で課された課題については，授業中か次週の授業で解説してフィードバックを行う。 

専
門
科
目
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科目名 市場調査法 科目名（英文） Marketing Research 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山本 圭三 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2023a0 

 

授業概要・ 

目的 

ひとくちに社会調査といっても、その方法はさまざまである。この講義では調査目的にあわせて調査方法を決定し、調査を設計、実施し、分析し

うる形にまで整理していく具体的な手法を学ぶ。調査対象者の選定、全数調査と標本調査、標本調査に際してのさまざまな手法、調査票の作り方、

調査の配布回収方法、調査データの整理方法などについて、実践的な例をとりあげつつ解説していく。 

到達目標 
 調査研究の全体的な流れが説明できる。質問紙調査をおこなう際の諸問題について説明できる。標本調査の方法について、目的に応じた使い分

けができる。 

授業方法と 

留意点 

授業は主に講義形式でおこなわれる。ただし、授業で提示された内容をより理解するために、受講生どうしで実践例についてのディスカッション

をおこなう時間が頻繁に設けられる。また、グループワークによる課題も設定される。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査の全体的な流れが理解できる。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（B 科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 社会調査の目的と意義 
社会調査とは何か、なぜ調査が必要なの

か。 
配布資料を用いた復習 

2 社会調査の全体的な流れ 
研究の企画から報告書の執筆までの流

れ 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

3 調査を始める（1） 問いと仮説の設定、概念の明確化 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

4 調査を始める（2） 調査方法の種類 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

5 調査票を作成する（1） ワーディング 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

6 調査票を作成する（2） 回答選択肢の作成 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

7 調査票を作成する（3） 調査票全体の設計 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

8 調査の実施（1） 調査票の配布と回収の方法 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

9 調査の実施（2） 全数調査と標本調査、標本数の決定 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

10 調査の実施（3） サンプリングの諸方法 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

11 データの作成（1） コードブックの作成と入力作業 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

12 データの作成（2） 
コーディング・エディティング・データ

クリーニング 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

13 データ分析の基礎（1） 度数分布、代表値 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

14 データ分析の基礎（2） 変数間の関係の分析 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業時の説明について、一般的なテキスト

との整合性を確認する（0.5 時間） 

15 結果の報告 報告書作成に関する注意事項 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）配布資料全体の精読をする（2 時間） 

 

関連科目 社会学Ⅰ、社会学Ⅱ、市場調査入門、経営統計学、ビジネスデータ分析、マーケティング情報解析、市場調査実習 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

専
門
科
目
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2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加度 10％、提出物 30％（個別課題、グループワーク課題）、および定期試験 60％ 

学生への 

メッセージ 
社会調査の知識は、今やどこに行っても必要とされるものです。関心のある学生はぜひ受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 山本准教授室 

備考 グループワーク課題については、授業時にコメントをおこなう。 

専
門
科
目
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科目名 消費者行動論 科目名（英文） Consumer Behavior 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2017a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、マーケティングの中で、消費行動研究の重要性が高まっています。この講義では、マーケティングの視角から、消費行動について基本的知

識を身につけ体系的な理解を与えることを目的としています。日常の消費行動も、マーケティング的にみると新しい発見があるかもしれません。 

到達目標  消費者行動論の基本的知識を修得し、活用できることを目指します。 

授業方法と 

留意点 
講義が中心ですが、企業と消費行動の関連を追及していきます。 

科目学習の 

効果（資格） 
消費行動をマーケティング的発想で考えることができます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 消費者行動論の全体像を示します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費者行動に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

2 マーケティングとは 
マーケティングの内容について、説明し

ていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

3 マーケティング志向 
企業のマーケティング志向について、説

明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング志向に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

4 マーケティングと消費行動 
マーケティングにおける消費行動の位

置づけについて、説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと消費

行動に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

5 
消費行動の心理学的アプロ

ーチ 

消費者行動を心理学的に考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の心理学的ア

プローチに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

6 
消費行動の社会学的アプロ

ーチ 

消費者行動を社会学的に考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の社会学的ア

プローチに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

7 消費行動とプロセス 
消費者の購買意思決定過程について、考

えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動とプロセスに

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

8 マーケティング・リサーチ 
マーケティング・リサーチから、消費者

のニーズを探る方策を考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング・リサ

ーチに関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

9 顧客満足 
企業の顧客満足への対応について取り

上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、顧客満足に関連する内

容を読みましょう。（所要時間１時間） 

10 STP アプローチと消費行動 
消費者のニーズと STP アプローチにつ

いて、考察していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

11 高付加価値化と消費行動 
高付加価値化と消費行動の関連につい

て取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、高付加価値商品と消費

行動に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

12 市場細分化と消費行動 
市場細分化と消費行動の関係について

取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、市場細分化に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

13 
製品ライフサイクルと消費

行動 

製品ライフサイクルと消費行動の関係

について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品ライフサイクルに

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

14 消費行動の歴史的変遷 
消費行動の歴史的変遷過程をマクロの

視点から考察していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の歴史的変遷

に関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費者行動全般に関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

専
門
科
目
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評価方法 

（基準） 
期末テストの成績 70％、授業内課題 30％ 

学生への 

メッセージ 
授業で提示される問題・課題に真摯に取り組みましょう。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  

専
門
科
目
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科目名 情報社会論 科目名（英文） Information Society 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

メディアは、言葉、活字、映像の時代から、デジタル形式のマルチメディアが流通する現代にまで進展してきた。本授業は、IT（情報技術）によ

るメディアと社会との関係、ＩＴ進化に伴った新たに生じた課題を学習する。インターネットやデバイスの利用が浸透する中で、個人・組織の活

動に変化が生じ、新サービス創出などの効果やそれに伴う影響等にいかに向き合うかが重要である。メディアが取り巻く、多様な価値観からなる

社会と個人の共生について考える。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた主要業界向け情報メディア利活用の推進実績をもとに、B2C 市場でのデジタルエモーショ

ナル手法であるコグニティブ（ヒトの感性を考えた）コンピューティングの指針をとおして、ヒトの情報感性に働きかけるメディア効果を考えた

視点を示し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

履修時に、メディアは、どのような特性があり、個人・組織や様々なコミュニティにどんな効果や影響を及ぼすのかを理解する。インターネット

やデバイスの個人へ浸透する IT（情報技術）の進展の中で、情報メディアのもたらす価値を考察し、その利活用によって、社会課題の解決を支

援するのかについて理解することを目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、情報メディアのケーススタディの演習に取り組み、ディスカ

ッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の公私の活動で接することの多いメ

ディア事例に、グループワークで取り組み、情報メディアの概観と情報感性・リテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する

Web フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・情報メディアを介して、社会に関係する課題への関心を高め、より容易に理解できる。 

・多様なメディア（Web/SNS 等）の役割・特性の相違にもとづき、使い分ける判断力が養成できる。 

・同僚・先輩学生と意見交換を図るためのメディアリテラシーの基礎的な素養を身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『メディア』とは何か 

・情報とメディア 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 メディアの変遷 

・「メディアはメッセージ」か ?  

・メディア小史 

（活字/映像/アナログ/デジタル） 

・メディアと個人・社会の関係 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：日常接するメディアを列挙し、役割と特

徴を、1 ページに要約する。（標準学習時間：1 時間） 

3 メディアと IT（情報技術） 

・インターネット利用の進展 

・メディア特性の潮流 

（パーソナル/双方向/マルチ） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『情報とメディア』概観を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

4 メディアミックス 

・メディアミックス 

・B2C ビジネスのメディア戦略 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する B2C ビジネスのメディア事例の

ネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

5 リアルとヴァーチャル 

・リアルとヴァーチャル 

・伝統ビジネスのメディア戦略 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する伝統ビジネスのメディア事例の

ネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

6 
メディアと IT プラットフォ

ーマー 1 

・IT プラットフォーマーの役割 

・GAFA（Google/Apple/Facebook/Amazon） 

+ Microsoft/IBM 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する GAFA のメディア事例のネット

検索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

7 
メディアと IT プラットフォ

ーマー 2 

・IT プラットフォーマーと市場 

・Microsoft/IBM 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する Microsoft/IBM のメディア事例

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

8 
メディアとコミュニケーシ

ョン 

・伝達手段であるデバイスの進化 

・情報感性とコミュニティ 

・SNS（Social Network Services） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定するコグニティブコンピューティン

グ事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

9 言語データとメディア 

・言語データ（文字） 

・ネットワーク効果による情報拡散 

・Twitter 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の Twitter のビジネス適用

事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 

10 非言語データとメディア 1 

・非言語データ（音声・画像・動画） 

・クチコミ評判による情報拡散 

・Instagram&Facebook 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の Instagram のビジネス適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

11 非言語データとメディア 2 

・非言語データ（音声・画像・動画） 

・クチコミ評判による情報拡散 

・YouTube 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の YouTube のビジネス適用

事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 インターネットの法則 

・ヒトの情報感性と価値観 

・デジタルエモーショナル手法 

・コグニティブコンピューティング

（Cognitive Computing） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業のコグニティブコンピュー

ティング事例のネット検索・調査を行って、1 ペー

ジに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

13 IoT とメディア 基礎 

・IoT（Internet of Things） 

・マルチメディア・データ 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の IoT 事例のネット検索・

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

14 IoT とメディア 応用 ・IoM（Internet of Me） 事前学習：指定する企業の IoT 事例のネット検索・
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・メディアビジネスの現場 

・個人とメディアリテラシー 

・グループワーク&プレゼン 

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 なし   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 21 世紀メディア論 水越 伸 放送大学教育振興会 

2 ポスト情報メディア論 岡本 健・松井 広志 ナカニシヤ出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

メディアが個人の活動や社会との関係に、どのように効果と影響を及ぼしているのかを学習します。ヒトの情報感性に係る IT 利活用のケースを

多様な視点から考察します。グループワークで共創する機会を主体的かつ自律的に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認

識すること。グループでの自分の存在感が発揮できるように率先して問題の発見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 情報と職業 科目名（英文） Information and Career 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2038a0 

 

授業概要・ 

目的 

情報と職業の関係について、その動向変化、変化の背景、国・自治体の政策と企業の制度、職業観の変化等の多様な視点で学習する。IT（情報技

術）の進展に伴って、人工知能やサービスロボットがヒトの仕事を代替しつつ、人材市場の価値が再考されようとしている。また、柔軟な働き方

を企業にも従業員にも求める『働き方改革』が見通される中で、企業の取組だけではなく、個人の職業観も変化している。IT によるヒトの仕事

が大きく変わろうとする現代社会の職業や人材市場の理解を図る。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた当該業界の専門職種の人事プログラム施策の推進、顧客企業の業界（金融・製造・サービ

ス等）の人材育成の事業支援の活動実績をもとに、若手人材向けスキル養成や政策・制度の動向を考慮した視点・指針を示し、学生の主体的かつ

自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

履修時に、IT（情報技術）が組織の活動、ヒトの仕事をいかに変えてきたか、これからどのような職業の変化が考えられるのかについて、概観を

理解する。日本の人口構成の推移、雇用環境と『働き方改革』の法制化、有効求人倍率の数値評価、外国人就労者の増加傾向、新卒者向け就活ガ

イドラインの改訂、個人の職業観の変化等の重要語を理解し、多様な視点からの情報収集を自分で行うことができ、かつ社会課題の主要項目の意

見交換ができることを目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、情報メディアのケーススタディの演習に取り組み、ディスカ

ッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の企業等の情報系の業務、個別の職

種に関する事例に、グループワークで取り組み、職業と情報に関するリテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する Web フォー

ム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・対面および情報メディアを介して、情報と職業に関係する課題や業界・企業等への関心を高め、より容易に理解できる。 

・多様なメディア（Web/SNS 等）が提供する職業の変化を示すニュースの基礎的な思考力・判断力が養成できる。 

・教員免許（情報）取得のための必修科目として履修可。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・情報化社会のヒトの役割 

・企業の新卒採用ルール見直し 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 
情報化社会の進展とビジネ

ス人材の変化 

・情報化社会のビジネス人材の要件 

・ビジネス人材に期待されるスキル 

・就職活動の新しいチャネルの基礎 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『ヒトとシステムの未来』（前

半）の概観の章を読んで、1 ページに要約する。（標

準学習時間：1.5 時間） 

3 
新しい IT（情報技術）の台

頭と人材市場の変遷 

・インターネットによる新事業の変遷 

・人工知能/サービスロボットの浸透に

伴う人材市場の動向 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『ヒトとシステムの未来』（後

半）の概観の章を読んで、1 ページに要約する。（標

準学習時間：1.5 時間） 

4 変わるヒトの仕事 

・産業・業界の構造変化 

・人工知能/サービスロボットの適用に

よる『士業』・『仲介業』の変化 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界の求人状況（新卒・既卒）

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

5 
『将来なくなる仕事』と『代

替されるヒトの仕事』の考察 

・人口統計の就業者人口の推移 

・人材白書の読み方 

・国際研究 職業ランキング調査 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：指定する業界の求人状況（個別職種）の

ネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

6 『人手不足』と『人余り』 

・組織の人材配置ポートフォリオ 

・『人手不足』と『人余り』 

・有効求人倍率の読み方 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『AI で業務プロセスを再考する』

の概観の章を読んで、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

7 ヒトとシステムの関係性 

・仕事の量・質 

・ヒトとシステムの関係の再構築 

・職種の変化の動向 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『AI で業務プロセスを再考する』

の概観の章を読んで、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

8 
ヒトとシステムの競争と共

創 

・システムができること/ヒトしかでき

ないこと 

・職人技を再現する現代のシステム 

・ヒトとシステムの共創モデル 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業の職種動向のネット

検索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

9 
組織の価値観と個人の価値

観 

・組織の人材配置方針 

・個人の職業観 

・日本企業のメンバーシップ採用 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：教科書の『ヒトとシステムのコラボレー

ション』の概観の章を読んで、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

10 『働き方改革』の公的施策 

・『働き方改革』の政策 

・日本企業にみる働き方 

・働き方をめぐる公共機関の事例 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する公共機関の『働き方改革』実施

状況のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 

11 
『働き方改革』の企業での運

用 

・『働き方改革』以前からの改革 

（裁量型労働、フレックス勤務等） 

・経団連の指針と企業の運用状況 

・働き方をめぐる企業の事例 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の『働き方改革』実施状況

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

12 
『働き方改革』を支援する

IT（情報技術） 

・柔軟な働き方とテクノロジー 

・モバイルワーク 

・リモートワーク 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の『働き方改革』を支援す

る IT のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 
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13 
『働き方改革』を取り巻く内

外環境の動向 

・『働き方改革関連法』の施行 

・外国人就労（人数・職種）の動向 

・グロースハッカーの登場 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：指定する海外地域からの外国人就労（人

数・職種）の動向のネット検索・調査を行って、1

ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

14 
これからの個人の行動指針

とキャリアパス再考 

・ビジネス人材の行動指針 

・就職活動の新しいチャネルの実践 

・個人のキャリアパスの再考 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業への就職活動の新しい Web

等チャネルのネット検索・調査を行って、1 ページ

に要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 HUMAN+MACHINE 人間+マシン 

ポール・R・ドーアティ, H・ジェ

ームズ・ウィルソン 
東洋経済新報社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 人工知能が変える仕事の未来 野村 直之 日本経済新聞出版社 

2 
人工知能は人間を超えるか ディープラーニングの

先にあるもの 
松尾 豊 KADOKAWA/中経出版 

3 IT 人材白書 多様な文化へ踏み出す覚悟 
情報処理推進機構 IT人材育成本

部 
情報処理推進機構 

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

IT（情報技術）の進化に伴って、ヒトの仕事を人工知能やサービスロボットが代替することで、ヒトとシステム関係が再構築されようとしていま

す。また、時間・場所等にとらわれない、柔軟な働き方の実践に向けて、国策や企業の制度化が進む中、従業員の個人裁量の発揮が期待されます。

授業では、情報と職業にかかわるどんな課題があるのか、また、ヒトとシステムの関係のケーススタディを多様な視点から考察します。グループ

ワークで共創する機会を主体的かつ自律的に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認識すること。グループでの自分の存在

感が発揮できるように率先して問題の発見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 情報ネットワーク 科目名（英文） Information Networks 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2030a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義では、社会、産業の重要なインフラストラクチャーであり、さまざまな分野で欠かせないコンピュータネットワークについて学習する。

特に、ネットワークを構成する基本的な技術を整理し、どのようにして相互にデータのやりとりができるのか、それらの技術がどのように活用さ

れているのかについて平易に解説する。また、LAN やインターネットはもとより、携帯電話や衛星通信などについても、最新の技術動向やトピッ

クスを交え、ネットワークの面白さ、奥深さについて議論する。 

到達目標  ネットワークを構成する基本的な技術とその活用について学ぶことができる。 

授業方法と 

留意点 

 この授業は講義が中心であり、適宜演習形式を取り入れていく。資料はホームページを通じて PDF ファイルで毎回配布する。初回に授業の説明

を行うので、必ず出席すること。理由無く欠席した場合は受講する意思がないとみなす。私語等で授業の邪魔となる場合は退場並びにそれ以降の

受講を遠慮してもらうので注意すること。専門科目「ネットワーク運用管理」を履修する予定の場合は、必ずこの科目を予め受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
 IT パスポート試験、基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 データ通信の仕組み データ通信の種類とその利用方法 
事前学習：なし 

事後学習：練習課題(1)を解く(1 時間) 

2 伝送技術と伝送システム 
変調方式と多重化方式，データを伝送す

る代表的な手順 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(2)を解く(1 時間) 

3 交換システム 
交換システム(回線交換とパケット交

換) 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(3)を解く(1 時間) 

4 通信プロトコル 
通信プロトコルの役割，ネットワークア

ーキテクチャ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(4)を解く(1 時間) 

5 LAN のネットワーク構成 ネットワークの種類と特長 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(5)を解く(1 時間) 

6 LAN のプロトコル 
LAN を利用した通信の仕組み，OSI（Open 

Systems Interconnection）参照モデル 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(6)を解く(1 時間) 

7 LAN の構成要素 
ハブ，ルーター，Mac アドレス，Mac フ

レーム 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(7)を解く(1 時間) 

8 講義のまとめと小テスト 講義前半の復習と小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(8)を解く(1 時間) 

9 無線 LAN 無線 LAN の種類と特徴 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(9)を解く(1 時間) 

10 電子メール(1) 
電子メールの仕組み，メールクライアン

トとメールサーバ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(10)を解く(1 時間) 

11 電子メール(2) 
メールヘッダーの役割，ＤＮＳサーバ，

メールセキュリティ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(11)を解く(1 時間) 

12 情報社会のセキュリティ(1) 情報セキュリティの基本 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(12)を解く(1 時間) 

13 情報社会のセキュリティ(2) ハッキングとクラッキング 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(13)を解く(1 時間) 

14 コンピュータウィルス コンピュータウィルスの特徴と被害 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(14)を解く(1 時間) 

15 講義のまとめと小テスト 講義後半の復習と小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(15)を解く(1 時間) 

 

関連科目  ネットワーク運用管理、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（20%）、小テスト（20%）、期末試験（60%）により評価する。ただし、欠席または遅刻回数が全授業数の 1/3 回を超える場合は、

期末試験の点数に関わらず単位を得ることはできない。また、授業に参加しない者（寝る、喋る等）は欠席扱いとする。 

学生への 

メッセージ 

 ネットワークは、多くの技術的要素を含んでいるため難しいと思われるが、本講義では、ネットワークの仕組みやその使われ方を分かりやすく

説明する。前回までの授業内容をよく理解しておくこと。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目

84



摂南大学シラバス 2019 

科目名 情報倫理 科目名（英文） Information and Morals 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1013a0 

 

授業概要・ 

目的 

 社会における情報化は非常に速いスピードで浸透し、情報技術は我々の生活の中で欠かせないものとなっている。その一方で、インターネット

を使用した犯罪や事件は後を絶たたず、利用者は被害者となるだけでなく、巧妙な手口から意図しないまま加害者となってしまうことさえある。

こうした情報化社会における影の部分を踏まえて、さまざまなトラブル事例から組織や個人としてどのように情報倫理を考えるかを学び、インタ

ーネット犯罪に対して防止・対応できる能力を養っていく。 

到達目標 
 インターネットやソーシャルメディアなどを使用するなかで、情報に接する際の倫理的な思考を養い、組織や個人としての行動規範を修得する

ことができる。 

授業方法と 

留意点 

 この授業は、講義とグループワークをセットで行う。講義を受けた後に事例研究を行い、グループワークで課題を発見する。次に、この課題に

対する倫理観、防止・対応策を考え、レポートとしてまとめる。授業のなかでは、この内容を 2 回に分けて発表し、全体討論を行う。また，最終

回には、情報倫理についての理解度を確認するテストを実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 IT パスポート試験、基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
情報セキュリティとサイバ

ー犯罪 

・情報倫理の必要性 

・不正アクセス・なりすまし 

・情報の改ざん 

・クラウドサービスのリスク 

・ネットウィルス・マルウェア 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：なし 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

2 事例研究(1) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

3 ソーシャルメディアと情報 

・ネット時代のコミュニケーション 

・ブログ・SNS・電子メール 

・拡散と炎上 

・ネット依存・誹謗・中傷 

・ソーシャルゲーム 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

4 事例研究(2) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

5 
個人情報管理とプライバシ

ー保護 

・個人情報の漏えい 

・プライバシー侵害 

・組織と個人の守秘義務 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

6 事例研究(3) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

7 発表と全体討論 ・提示テーマの資料作成および発表 
事前学習：発表準備（2 時間） 

事後学習：なし 

8 E-commerce（電子商取引） 

・電子決済・取引 

・個人情報のためのネット認証 

・ネット広告 

・ネットオークション・ショッピング 

・売買トラブル（悪徳商法・詐欺） 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

9 事例研究(4) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

10 企業における情報倫理 

・コンプライアンスと法令遵守 

・事業と内部統制の両立 

・IT システムと企業倫理 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

11 事例研究(5) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

12 
科学技術と情報倫理・知的財

産権 

・知的財産の侵害 

・著作物と著作権 

・参考文献と引用 

・マルチメディアコンテンツの複製 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

13 事例研究(6) 

・グループワークによる課題発見、防

止・対応策の調査 

・レポート課題（グループワークによる

討論・まとめ） 

事前学習：グループワークに向けて要点を整理して

おく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

14 発表と全体討論 ・提示テーマの資料作成および発表 
事前学習：発表準備（2 時間） 

事後学習：なし 

15 まとめと理解の確認テスト ・総括 事前学習：レポート課題の復習（2 時間） 
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・確認テスト 事後学習：なし 

 

関連科目  情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 事例でわかる情報モラル 30 テーマ 実教出版編修部 実教出版(株) 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ネット炎上対策の教科書 小林 直樹 日経 BP 社 

2 情報倫理 ネット時代のソーシャル・リテラシー 高橋慈子、原田隆史ほか 技術評論社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

 平常点（出席態度、レポート課題）40%、発表(レジュメの達成度、プレゼンテーション、討論の内容)40%、理解の確認テスト 20%を総合的に評

価する。 

学生への 

メッセージ 

 この授業では、グループワークでの討論、提出課題の作成、発表など出席しなければ達成できないことが非常に多くあります。必ず、毎回授業

に参加すること。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 
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科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ａ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｂ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 針尾准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｃ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 堀井教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｄ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 牧野准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目

90



摂南大学シラバス 2019 

科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｅ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 武居教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｆ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 樋口准教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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科目名 専門基礎演習 科目名（英文） Information Seminar 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス Ｇ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3〇,DP4〇,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS1055a0 

 

授業概要・ 

目的 

専門基礎演習は、後続学年における専門教育に入るための導入的な授業です。専門基礎演習では、基礎教養としての文章力、読解力、コミュ

ニケーション能力などの基本的能力をさらに向上させるとともに後続学年での専門教育を具体的にイメージでき、興味・関心を高め、目的意

識をもって有意義な学生生活を送れるようさまざまな支援をすることを目的としています。２年次以降のゼミを選択する際に役立てるため、

各先生方の専攻分野などゼミの概要を紹介することも予定している。 

到達目標 
大学生としての基本的能力をさらに向上させ、また経営学科の先生方および先生方の専門領域、関心事、最近の研究テーマなどを知ることを

通じて、学科が提供する各科目の内容・特徴を概観し、自身の興味・関心を見出すことができる。 

授業方法と 

留意点 

少人数ゼミ形式での講義、グループワークによる課題の発見、資料収集・分析、レポートの作成・プレゼンテーション、ディスカッションな

どをクラス制で行う。 

演習には、毎回、必ず出席して、無断欠席・遅刻は謹んで下さい。やむを得ず欠席・遅刻するときには、できるだけ事前に担当教員まで連絡

して下さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営学部での専門教育に関心を高め、具体的なイメージが想起できるような雑誌・新聞記事、課題図書などを用いて、輪読、発表、討議など

を体験する。これらを通じて、読解力、作文能力を身につけるとともに、社会で役立つコミュニケーション技法や、多面的で柔軟な思考方法

を学習する。また、卒業後の進路と大学生活での目標とスケジュールなど各自が自覚し、有意義な学生生活を過ごせるよう支援する。例えば

公務員試験対策、税理士や会計士試験対策、就職への心構え、大学院進学など、早い段階から準備できるよう相談にのり、適切なアドバイス

を行う。 

なお、初回の授業において、初年次教育ガイド（『FIRST YEAR STUDY GUIDE』）を用いて、大学生が身につけるべき研究倫理についても改めて

指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点、すなわち授業への参加、課題へ取り組む姿勢、レポート・レジュメの達成度、プレゼンテーション、ディスカッションへのの内容等

を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 橋本講師室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

専門基礎演習は、大学における教育の目標を理解するとともに、多様な社会問題を捉え、考え、意見を述べ、さらに専門教育に進むための心

構えをする場であり、将来の進路を模索する場として開講されている。専門基礎演習は、教員が学生の皆さんの個々の希望にできるだけ対応

しながら実りある大学生活を送れるよう道筋を示すことをめざしています。必ず出席して下さい。 

専
門
科
目
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

 経営分野における情報技術をテーマとして取り組んできた演習 I および演習 II の内容を踏まえて、卒業研究では、高度情報化社会の実モデ

ルを研究テーマとして一つ取り上げ、このテーマを題材に情報収集(サーベイ)や問題解決の演習を行っていく。最終的にはこの結果を卒業論

文としてまとめ、プレゼンテーションやディスカッションの場を利用して情報発信能力を高めていく 

到達目標  演習Ｉおよび演習ＩＩを土台として卒業研究を実施し、この結果を卒業論文としてまとめる。 

授業方法と 

留意点 

 卒業論文の作成と就職活動について個別に指導していく。卒研生は不正防止のための研究倫理を十分に踏まえた上で卒業論文を作成するこ

と。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 演習 I および演習 II で取り組んだ問題をさらに専門的な視点から解析する。この結果を卒業論文としてまとめる。また、卒業論文の内容を

卒業研究報告会で発表する。卒業論文作成に当たっては、不正防止のための研究倫理について指導・教育する。 

 事前学習では、毎回必要となる知識の習得に努め、卒業論文の完成に向けて要点を整理しておくこと（各 30 分）。また、事後学習では、研

究の進捗内容をまとめておき、卒業論文の作成に備えること（各 1 時間）。 

関連科目  基礎演習、専門基礎演習、演習 I、演習 II 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 卒業論文(80%)および卒論発表(20%)の内容により総合的に評価する。ただし、卒業論文は経営学部のルーブリックに基づいて評価する。ま

た、卒業論文について中間提出に間に合わない者、担当教員の添削を受けない者については適宜減点する。 

学生への 

メッセージ 
 卒業研究は卒業要件に関係するため、卒業論文の制作や提出に遅れが生じないように注意すること。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題については実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

ゼミでは、研究活動を通じて、実践力の高い情報技術と専門知識の修得、グループでの取組みによる人間力の向上、ならびに、課題設定から

問題解決へとつなげる統合力の養成を目指す。また、総合的な研究・教育を目指すために、自治体、地元企業、団体などと積極的に交流を行

い、活動の場を広げる。 

卒業研究において、大学４年間で学んだ知識や技術に裏付けられた主張を示し、研究論文、または、卒業制作としてまとめる。 

ゼミでは、研究という最高の知的活動を通じて、人としての成長を遂げることを目的としている。 

到達目標 

卒業研究においては以下の到達目標を設定する。 

（１）研究テーマに対する説明責任を果たす 

（２）QCD を意識したプロジェクト管理を行える 

（３）研究倫理を十分に理解した研究活動の実施 

授業方法と 

留意点 
適宜、全員進捗状況を報告する。中間報告、経過報告での議論とブラッシュアップを重視すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

大学における学びの集大成として、卒業研究もしくは卒業制作をおこなう。演習 I・演習 II を通じて身に付けた専門知識を体系化し、自らが

定めたテーマに関して研究を進める。研究、制作の成果は、卒業研究発表会において報告し、卒業研究論文を作成する。なお、卒業論文の作

成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十分に踏まえて卒業論

文を作成すること。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業研究論文の内容（中間報告、発表会、報告書のすべてを満たしていることが条件） 

研究内容 70％、ルーブリックによる評価 10％、その他 20％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動においては、知識、技術、そして、心を鍛えていきます。自らが「経営情報」の最先端で学んでいる者として誇りを持って、課

題に挑んでください。 

担当者の 

研究室等 
久保准教授室（11 号館 7 階） 

備考  

専
門
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 
授業概要・ 

目的 
４年間の集大成である卒業論文を作成していくことを目的とします。 

到達目標 完成度の高い卒業論文の作成を目指します。 

授業方法と 

留意点 
進捗状況をゼミで発表してもらいます。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

卒業論文を作成し、提出するまでについて指導します。なお、卒業論文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導

する。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学部のルーブリック評価にしたがって卒業研究発表を行い、評価する。評価は、総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  

専
門
科
目
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

演習では、主に以下の２つの内容について学ぶ。 

１．企業のマーケティング活動におけるメディア戦略 

２．コンピュータとデータ解析ソフトを使った消費者行動・心理情報の分析 

これらの学習を通じて、インターネットや情報端末を使った企業の IT マーケティングに関する取り組み及びネットワーク技術に詳しくなり、

同時に，高度なデータ解析技術を習得していく。 

到達目標 ・卒業論文の作成 

授業方法と 

留意点 

【授業内容】 

１）各自が定めたテーマについて研究し、その発表を行う 

２）卒業論文を執筆する 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

各自の卒業研究テーマについて取り組む。 

＜前期＞ 

1 回：卒業研究の計画書提出 

2?8 回：調査等実施 

9?14 回：実施状況の報告・発表 

15 回：夏合宿準備 

 

＜後期＞ 

1 回：卒業研究中間報告 

2 回：卒業研究の課題整理 

3?10 回：卒業論文の執筆 

11 回：卒業論文（9 割執筆原稿）の提出 

12 回：卒業論文成果報告会の資料提出 

13 回：卒業研究成果報告 

14 回：卒業論文（完成原稿）の最終提出 

15 回：冬合宿準備 

 

なお卒業論文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は習得した不正防止のための研究倫理を踏ま

えて卒業論文を執筆すること。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ルーブリックおよび卒業研究成果報告会における発表内容をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
就職活動と合わせて計画的にすすめてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７F 針尾准教授室 

備考  

専
門
科
目
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 
授業概要・ 

目的 

経営情報学の分野に関するテーマでの研究活動をさらに突き詰め、卒業論文としてまとめる。テーマは個別に設定し、個人の責任のもとで研

究を進める。定期的にゼミの中で研究経過を相互に報告し、意見交換しながら卒業論文を完成させる。 

到達目標 

社会人になるための準備として、自らの判断で意思決定し行動できるようになることを目指す。また、研究内容について、知識・理解を深め、

論理的に説明できるようになることを目指す。活動では、他のゼミ生とも協力しながら、相互に高め合うことを目指す。並行して行う就職活

動では、自分の将来について目標を持って取り組む。 

授業方法と 

留意点 

研究経過を定期的に報告することで、進捗状況を自己管理しながら計画的に研究を進める。他のゼミ生の意見を参考にしながら、相互に協力

し合い、他のゼミ生の知識・経験を高めることにも協力する。配布資料などを使って解説し、ディスカッション、グループワーク、プレゼン

テーションを取り入れながら進める。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

各自が定めた研究テーマに基づいて、文献調査を行いながら研究内容を絞り込み、卒業論文にまとめる。その際、演習Ⅰ・Ⅱを通じて身につ

けた専門知識を取り入れながら、各自工夫しながら計画的に研究を進める。就職活動も伴うため、効率良い作業を求める。 

なお、卒業論文の作成に当たって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は習得した不正防止のための研究倫理を十

分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目 演習Ⅰ、演習Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート課題（10%）、卒業研究に関するルーブリック評価（60%）、プレゼンテーション（20%）、演習への取組姿勢（10％） 

演習が中心となるため、欠席・遅刻は演習内容や成績評価に影響します。 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動は、社会に出てからも大いに役に立ちます。知識・技能の修得だけでなく、どのようなことに対しても常に考えることを意識し、

多くの経験を身につけてください。ゼミへの自主的な参加と積極的な提案を期待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階（栢木教授室） 

備考 

教科書や参考書については、演習の中で適宜紹介します。 

必要に応じて書籍を購入してもらう場合もあります。 

また、演習の中で課した課題は適宜解説およびコメントを返します。 

専
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マーケティングのゼミである． 

 これまでの学びの集大成を、卒業研究を通じて行う。 

 プレゼンテーションを通じて、プレゼンテーション能力を養う。 

到達目標 

 卒業研究を通じて、調査研究の一連のステップを学ぶ。 

 自分の伝えたいことを、正しく伝える技術を身に着ける。 

 これまで学んだことの集大成とした卒業研究を仕上げる。 

授業方法と 

留意点 
個人指導及び卒業研究内容のゼミでの発表。発表に対する質疑応答を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

[授業テーマ]  

 マーケティング論を活用した卒業研究の制作 

 

[内容]  

  卒業研究テーマを設定し、適切な順序にもとづき卒業研究を進め、学士レベルの研究を行う 

  中間発表、および最終報告を行うにあたり、自分が行った卒業研究の内容を正しく伝える。 

  当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
卒業研究の取組み姿勢２０％、内容（学部共通のルーブリック評価を活用します）６０％、プレゼンテーション（中間・終了）２０％ 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考 

【学生へのメッセージ】 

  ゼミ学習を有効なものにするのもしないのも、本人次第です。受け身ではなく、主体的にゼミに参画することで学ぶことの楽しさを知っ

てほしいと思います。 
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 山本 圭三 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミにおける目標は、社会学に関するさまざまな知識を習得することと、各自で卒業論文を仕上げることである。 

本ゼミでは、3 年次までの学習内容をふまえて、各自の関心に基づいた研究テーマを選択する。それぞれの研究テーマに沿って、もっとも適

切な研究方法を選択し、それに基づいて分析をおこなう。分析を通して新たな知見を得て、それをまとめるかたちで論文を仕上げていく。 

到達目標  独力で論文がまとめられる。議論に必要なデータを独力で収集できる。正確な文章が書ける。 

授業方法と 

留意点 

受講生は、それぞれの研究の進捗状況を授業時間内に報告する。報告担当以外のゼミ生は、教員とともに報告に対し意見を述べ、全体でディ

スカッションを行う。報告者はその内容をふまえて研究の作業を進める方針を定める。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業内容】 

 3 年次までの学習内容などに基づき、卒業論文を完成させる。自身が設定した問題に関連する文献を幅広く参照すること、それをふまえ独

自の分析をおこない、得られた知見をまとめて論文に仕上げる。 

【事前・事後学習】 

  （事前）授業内での報告をおこなうために、事前に文献通読・資料収集をおこないそれを整理しておく（1 時間） 

  （事後）授業内でのコメントを精査し、事前資料とともに論文内の記述として文章にまとめる（1 時間） 

【その他】 

 なお、卒業論文の作成にあたっては、配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。受講生は修得した研究倫理を十分にふまえ

て卒業論文を作成する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

提出された論文（研究の着眼点、研究方法の適切さ、分析と成果のまとめ方の正確さ）、論文執筆に対する取り組み姿勢、報告時における姿勢、

ディスカッションに対する参加程度 

学生への 

メッセージ 
他の受講生の報告内容から自分自身の研究のヒントを得ることもあるので、発表担当以外の日にも参加すること。無断欠席は厳禁とする。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 山本准教授室 

備考 提出された論文に基づいた諮問をおこなう。その作業を通して論文についての評価と改善点も提示する。 
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 
授業概要・ 

目的 

牧野(幸)ゼミは経営に関する心理を学ぶゼミである。卒業研究では，各自の興味に応じて研究テーマを決定し，卒業研究を実施していく。研

究をまとめ，論文の書き方を学ぶことを目的とする。 

到達目標 

卒業研究では，経営における心理，消費者心理，人間関係などに関するテーマを自分で決め，前期は研究計画を立てることができることを目

標とする。後期は，テーマに関する研究を実験，調査，面接などの手法を用いて研究を実施することができることを目標とする。最終的に、

卒業論文を作成する。 

授業方法と 

留意点 

卒業研究は演習形式である。毎回担当者が卒業研究の途中経過のプレゼンテーションを行う。発表者以外の人はディスカッションに積極的に

参加する。6 月くらいにはテーマを決定し，9 月には中間発表を行う。そして、10 月より本文を作成し、11 月末には最終発表を行う。ディベ

ートなどを積極的に行う。 

各段階で締切があります。その締め切りを必ず守ること。 

授業は、毎回、プレゼンテーションやディスカッションなどアクティブ・ラーニングを用いて行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

授業テーマ・内容：経営における心理，人間関係、消費者心理，マーケティングなど 

方法：各自のテーマの文献を購読し，研究計画を立て，研究を実施する。途中経過を発表する。論文をまとめる。 

事前学習課題：設定したテーマについて文献を調べておく(1 時間) 

事後学習課題：当日指摘された箇所を改善しておく、次への課題をまとめておく(2 時間) 

なお，卒業論文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は習得した不正防止のための研究倫理を十

分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目 「消費者行動論」や「マーケティング」と関連する。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業論文は学部のルーブリック評価基準を用いて評価する。授業での積極的活動(30％)、卒業研究の中間発表(20％)，卒論発表会での発表の

評価(20％)、卒業研究の評価(30％)を総合的に判断する。 

自分の研究を計画的に行い、卒業研究をまとめ、中間発表と最終発表を行うこと。 

学生への 

メッセージ 
必ず出席し，卒業研究を着実に進めること。各締め切りを確実に守ること。中間報告と最終報告を必ず守ること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 牧野(幸)研究室 

備考 

牧野(幸)ゼミは，経営学部で心理学を学ぶゼミである。プレゼンテーションを行うことが多いため，Word, Excel, PowerPoint などが使える

必要がある。何よりも人としての心理を大切にするゼミであるので，“時間を守る，約束を守る，授業中私語をしない，寝ない，スマホを触ら

ない”など人としての最低限のマナーは必ず守ること。卒業研究はアクティブ・ラーニングの場でもあるので、積極的に主体的に活動するこ

と。 

授業内に課された課題に対しては，その後のゼミの中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 
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科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

卒業研究は、これまで経営学部の学習を総括する。自ら設定した課題について、新規で独自の提案を試み、解決へのアプローチを行うが、適

切な裏付けや検証、コミュニケーションにより、示唆に富んだ卒業論文を集大成としてまとめる。 

 

ゼミでは、課題を形にして、第三者にもつたわる表現を工夫し、新しい経営情報の動向を十分考察した適切な学習水準の確保のために、ゼミ

共通の重点テーマの自己啓発を支援したり、産学機関の課題に接する機会の利活用を図る等の活動を展開する。 

到達目標 

次の目標設定を目指す。 

1. 研究テーマの自己設定（自らの課題を発見、新しい提案）を行って、当事者として具体化・可視化を図る。 

2. 研究を推進するための方針・実施計画・関係者への働きかけ等のセルフマネジメントを実践する。 

3. 研究倫理の遵守、社会常識ある行動規範の徹底した実行を果たす。 

授業方法と 

留意点 

進捗と内容の報告の場をとおして、推進上の課題を明らかにしつつ、ゼミメンバーとのディスカションからヒントを得る機会を共有する。中

間報告、経過報告について、万全の準備、プレゼンによる情報発信で、活動推進を図る。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

これまでの学習成果の集大成として、卒業研究をおこなう。演習Ⅰ・演習Ⅱによる専門知識を体系化し、自らが設定した課題について、研究

を行う。活動成果として、研究発表会での報告、卒業研究論文を作成する。 

 

卒業研究論文の作成の際、配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。修得した不正防止のための研究倫理の指針・ガイドライ

ン等を十分理解して活動する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業研究論文として、次の総合評価を行う。（中間報告、発表会、報告書のすべてを満たしていることが条件） 

研究内容 70％、ルーブリック評価 10％、その他（ゼミ勉強会等）20％ 

学生への 

メッセージ 
自己設定した課題について、集大成の活動に積極的かつ自律的に取り組んで、一定以上の水準で成果発信できることを期待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（ルーブリック評価マトリクス）の説明、課題発表（プレゼンテー

ション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。また、授業の出

席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 

専
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科目名 知的財産管理論 科目名（英文） Intellectual Properties Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2037a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、知的財産の戦略的な創造と活用が企業経営の機能として占める意義がますます高まっています。効率的な企画・開発プロセスにより高収益

体質のビジネスモデルを作り上げるためには、知的財産を成長戦略の軸として活用することが必要不可欠となっています。 

戦略的且つ、組織的な研究開発の推進により創出される企業の新たな価値（知の潜在成長力）である知的財産権の活用方法、管理体系について学

びます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①監査法人（ベンチャー等、事業会社の無形資産価値評価：資産査定業務） 

②ベンチャー投資財団（株式公開準備企業における特許等無形資産の戦略的管理指導） 

③大学機関（知的財産本部副本部長 研究シーズ、特許等の出願、管理に係る業務） 

到達目標 
知的財産の代表格である特許権の他、著作権、製品企画・販売戦略に必要な商標権、コンテンツビジネスに係わる価値（知財権）の戦略的活用法

の基礎的知識を会得し、将来、企業内専門管理人材としての育成を目指します。 

授業方法と 

留意点 

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。 

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。 

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。 

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

文科系分野の人材であっても、技術、発明等による製品、商品の活用手法、および法令遵守による事業遂行に係る留意すべき点を認識し、将来の

企業での業務に役立てることができます。 

特に、身の回りにある製品や商品の販売戦略、海外への進出等に必要な管理手法を会得できます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

知的財産とは？ 

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

社会で活躍する知財人材とは？ 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認。 

＜事後＞授業内容の再確認と事例等の検索・学習

（30 分） 

2 
知的財産制度 

知的財産の種類と機能 

制度としての必要性と消費生活におけ

る知的財産の役割 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認。 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

3 
知的財産制度 

知財権の法的保護 

企業における知的財産の活用手法と企

業内戦略組織の組立 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

4 
知的資産の流出防止と企業

戦略 

ニーズ志向での知財戦略 

知的活用での知財戦略 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

5 
文科系色の知的財産権創出

の考え方 

ビジネスモデルと差別化知財戦略にお

ける留意点 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

6 
ノウハウの管理手法と企業

内知財の取扱法務 

営業秘密（不正競争防止法）と 

職務発明（事例研究）の考え方。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

7 
知的財産権の法的効力と活

用 

独占禁止法と知的財産法との関係性 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

8 
知的財産権創出における知

財市場調査手法 

知的財産権調査の考え方 

知的財産権調査の実践（目的別） 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

9 
企業財務における知的財産

権の位置づけ 

知財価値評価説明のための財務基礎知

識 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

10 知的財産の経済的価値評価 

知財価値評価のための考え方とその必

要意義 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

11 
知財ファイナンスのための

金融投資手法の基礎 

金融投資基礎知識と知財ファイナンス

の基礎 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等
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基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

の検索・学習（３０分）。 

12 
知的財産権の侵害行為と防

御手法 

侵害訴訟の考え方と法的対応策 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

13 知財出願実務と契約手法 

出願実務および契約実務の留意点 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

14 
国際ライセンス手法と法務 

国際標準規格の考え方 

国際ライセンス条約と国際標準化 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

15 
総論 

知財立国としての考え方 

知財立国としての知財の考え方（まと

め） 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

 

関連科目 産業社会と知的財産 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 知的創造活動と知的財産 工業所有権情報・研修館 工業所有権情報・研修館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合：50％） 

 授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価し 

 ます。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案 

 した場合は加点評価とします。なお、当該質問や要望については、次回授業時に解説文を付けて一覧表にして 

 学習者全員に資料配付します。 

②定期試験（評価割合：50％） 

 知的財産権の基本的な戦略的考え方を習得した知識から知恵として活用する学習効果を測定するため、総括 

 的評価として実施します。 

学生への 

メッセージ 

将来企業人の一員となるために必要な産業界（実務）の知識を習得してください。 

知的財産に関する政策ゆ企業活動等の記事は、日々、新聞等に掲載されていますので、普段より新聞を読む 

習慣を身に付けてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 
工業所有権情報・研修館のホームページ「知的財産人材の育成」カテゴリーにある「知的創造活動と知的財産」のテキスト（無料）をダウンロー

ドし、参考資料として活用してください。 
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科目名 ネットワーク運用管理 科目名（英文） Network Operations and Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3044a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義では、ネットワークの運用・管理に関する基礎知識を学び、社会にとって必要不可欠なインターネットを用いたコミュニケーション を

題材にクライアント/サーバシステムの仕組みやプロトコルなどについて理解を深めていく。更には、プログラミング演習を行い、動的なネット

ワークコミュニケーションを実現するための技術を習得する。 

到達目標  ネットワークを構成する基本的な技術とその活用について学ぶことができる。 

授業方法と 

留意点 

 この授業の前半は講義形式、後半は演習形式で行う。資料はホームページを通じて PDF ファイルで毎回配布する。初回に授業の説明を行うので、

必ず出席すること。理由無く欠席した場合は受講する意思がないとみなす。私語等で授業の邪魔となる場合は退場並びにそれ以降の受講を遠慮し

てもらうので注意すること。また、コンピュータの基本的な利用が困難な者は、授業の内容をよく確認してから受講を決めて欲しい。なお、この

科目を履修する際は必ず事前に「情報ネットワーク」を受講しておくこと。 

科目学習の 

効果（資格） 
 IT パスポート試験や基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ネットワーク管理の基本 
ネットワークコミニュケーション、ネッ

トワークの運用と管理の基本事項 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(1)を解く(1 時間) 

2 TCP(1) 
クライアント/サーバシステム、TCP の

特徴と役割 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(2)を解く(1 時間) 

3 TCP(2) TCP と UDP 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(3)を解く(1 時間) 

4 IP(1) IP の役割、ＩＰパケット 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(4)を解く(1 時間) 

5 IP(2) 
IP アドレス、IP ヘッダー、ICMP、チェ

ックサム 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(5)を解く(1 時間) 

6 Web ブラウザの仕組み 
Webクライアント/サーバシステム、HTTP

プロトコル 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(6)を解く(1 時間) 

7 Web ブラウザの拡張機能 
プラグイン・インタフェース、Cookie

管理、暗号化・認証 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(7)を解く(1 時間) 

8 講義のまとめと小テスト 講義前半の復習と小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(8)を解く(1 時間) 

9 ホームページの基礎知識 
HTML によるホームページ作成の基本技

術 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(9)を解く(1 時間) 

10 
JavaScript プログラミング

(1) 

プログラミング環境の設定、操作手順、

イベントハンドラ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(10)を解く(1 時間) 

11 
JavaScript プログラミング

(2) 
関数、条件分岐 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(11)を解く(1 時間) 

12 
JavaScript プログラミング

(3) 
繰り返し処理、クッキー情報の活用 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(12)を解く(1 時間) 

13 PHP プログラミング(1) PHP プログラミングの基本、フォーム 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(13)を解く(1 時間) 

14 PHP プログラミング(2) 配列関数、おみくじ機能 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(14)を解く(1 時間) 

15 講義のまとめと小テスト 講義後半の復習と小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(15)を解く(1 時間) 

 

関連科目  情報ネットワーク、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（20%）、小テスト（20%）、期末試験（60%）により評価する。ただし、欠席または遅刻回数が全授業数の 1/3 回を超える場合は、

期末試験の点数に関わらず単位を得ることはできない。また、授業に参加しない者（寝る、喋る等）は欠席扱いとする。 

学生への 

メッセージ 

 この授業は、情報関連分野の専門科目として情報処理の基礎科目やプログラミング演習を習得した中級者向けに授業を行っていく。このため、

コンピュータの基本的な利用が困難な者は、授業の内容をよく確認してから受講を決めて欲しい。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目

105



摂南大学シラバス 2019 

科目名 ビジネス IT 演習 科目名（英文） Practice in Business IT 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3046a0 

 

授業概要・ 

目的 

情報社会の重要なビジネススタイルである IT を駆使したビジネスについて、特にネットショップに着目して、その設計、構築、さらに運用に関

する演習を行う。具体的には、実際のネットショップの分析を行い、次に、仮想店舗のコンセプトの提案、商品ページの設計、ウェブサイト全体

のデザインを実習する。さらに、契約、決済などを現在の法制度に基づいて検討するとともに、コンテンツマネジメントシステムの利用を前提と

した構築実習を行う。 

到達目標 

この講義によって以下の事柄を達成することが目標です。 

（１）ネットショップを構成する技術の説明ができる 

（２）ネットショップの企画からページ作りまでを一貫して行うことができる 

（３）ネットショップの運営に際しての法的な課題について概説できる 

授業方法と 

留意点 

演習は毎時間、情報処理室で行う。演習課題を実行しながら、現在のネット環境の理解を進める。グループでの討論や協働作業、および発表も含

むため、積極的な授業参加を心がけて欲しい。 

科目学習の 

効果（資格） 
情報技術を活用した経営の総合的な理解 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 本演習の狙い、評価方法についてなど 

事前：シラバスを読んでおくこと（３０分） 

事後：興味のある回の内容についてキーワードを調

べる（１時間） 

2 
既存ネットショップの分析

（１） 

実在するネットショップを調査し、傾向

を分析する。 

事前：ネットショップの事例を探しておく（１時間） 

事後：事例を追加し傾向を確認する（１時間） 

3 
既存ネットショップの分析

（２） 
ネットショップの必要事項を把握する。 

事前：各自が構築を目指すネットショップのイメー

ジを考える（３０分） 

事後：経営の比較手法を確認する（１時間） 

4 コンセプトの検討 
構築するネットショップのコンセプト

を明確にする。 

事前：仮想店舗のラフイメージを作る（３０分） 

事後：既存のネットショップに対する位置付けを確

認する（３０分） 

5 商品群の企画 
ネットショップのコンセプトに適した

商品のデータを集める。 

事前：数多くの商品データの収集方法を検討する

（１時間） 

事後：授業中に得た収集方法を試す（１時間） 

6 商品ページのデザイン 
商品を提示する際の画面デザイン、説明

文の規定などを検討する。 

事前：商品ページのデザインを分析しておく（１時

間） 

事後：作成したデザインと実例を比べる（１時間） 

7 ウェブサイトの設計 
商品群を魅力的に見せるための構成方

法の検討を行なう。 

事前：使いやすいと思われるサイトの特徴を書き出

す（１時間） 

事後：情報のまとめ方、アクセスしやすいウェブサ

イトの要件を調べる（１時間） 

8 取引書類の検討 
免責事項、配送基準などの契約書類を作

成する。 

事前：実際の取引書類（ページ）を３つ読む（１時

間） 

事後：現在の法制度と契約書類の記載内容を見比べ

る（１時間） 

9 CMS 実習 
コンテンツマネジメントの利用方法を

学ぶ。 

事前：現在の CMS の利用可能性を把握する（１時間） 

事後：CMS を利用している実例を見る（１時間） 

10 構築実習（１） 
ネットショップの内容を CMS に登録す

る。 

事前：CMS の利用方法の予習（１時間） 

事後：CMS サービスの実例を見る（３０分） 

11 構築実習（２） 
ネットショップの内容を CMS に登録す

る。 

事前：CMS の利用方法の確認（１時間） 

事後：課題の修正（１時間） 

12 グループ発表 
各自が構築したネットショップを相互

評価する。 

事前：発表資料の作成（１時間） 

事後：既存のネットショップとの比較（１時間） 

13 キャンペーン計画 
ネットショップの活性化を考慮したイ

ベントの企画を行う。 

事前：実在のネットショップのキャンペーンを調べ

る（３０分） 

事後：他のグループの企画を分類する（１時間） 

14 最新技術動向 
これからのネットショップに用いられ

る技術動向の検討 

事前：インターネット技術の最新動向の調査（１時

間） 

事後：技術動向の分類（１時間） 

15 本演習のまとめ 本演習で学んだことの振り返り 
事前：本演習で作成した課題の見直し（１時間） 

事後：ノートをまとめる（１時間） 

 

関連科目 プログラミング、マルチメディア処理Ⅰ・Ⅱ、情報ネットワーク 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
定期テスト 50%、レポートや発表等 50%で評価する。 

学生への 

メッセージ 

この演習では、情報技術をいかに効果的に活用して新しいビジネスを立ち上げるかを体験しようと思っています。プログラミングが苦手でも大丈

夫ですので、楽しく受講してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階久保准教授室 

備考 事前・事後の学習課題については授業冒頭に Moodle やミニペーパーなどで提出する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

専
門
科
目
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科目名 ビジネスシミュレーション 科目名（英文） Business Simulation 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2026a0 

 

授業概要・ 

目的 

シミュレーションとはコンピュータを用いて現象をモデル化して実験する方法です。コンピュータの発展にともなって地球規模のシミュレーショ

ンも行えるようになってきました。 

この授業ではシミュレーションの基礎を学び、その上でビジネスの現場でシミュレーションがどのように使えるかについて学びます。 

到達目標 

この授業での到達目標は次のとおりです。 

（１）シミュレーションを構成する要素が説明できる 

（２）シミュレーションの有効性と限界を説明できる 

（３）ビジネスにおけるシミュレーションモデルの提案ができる 

授業方法と 

留意点 

毎回、コンピュータを用いた体験を含めた学習を行う。課題を多く出すため、授業への出席は必須である。 

授業内ではシミュレーションの活用についてのグループディスカッションやシミュレーション自体を製作する演習なども行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報処理技術者や中小企業診断士などの情報技術と経営の実践に関する知識 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
この授業の進め方、必要とする関連知識

の説明 

事前：シラバスを読む（３０分） 

事後：関連知識のキーワードを調べる（１時間） 

2 
身近にあるシミュレーショ

ン 

実は体験してきているシミュレーショ

ンの発見、何をシミュレートしているの

かを知る 

事前：シミュレーションの意味を調べる（１時間） 

事後：身近なシミュレーション例を探す（３０分） 

3 意思決定のプロセス 
分枝限定法による場合分けの手順を知

る 

事前：意思決定について過去に習った内容を見直す

（１時間） 

事後：購買行動について分枝限定法を試す（３０分） 

4 
確率分布とシミュレーショ

ン 
事象を確率分布で表す利点を知る 

事前：確率分布の例を探す（１時間） 

事後：他の授業で習った確率分布を確認する（３０

分） 

5 
顧客行動のシミュレーショ

ン 

顧客の購買を意思決定と確率でモデル

化する 

事前：顧客行動のパターン化の例を調べる（１時間） 

事後：データ分析からモデルを作る方法を考える

（３０分） 

6 人工知能は賢いのか？ 人工知能の仕組みを知る 

事前：人工知能に関連するニュースを調べる（１時

間） 

事後：AI 機能を実装しているものを試す（３０分） 

7 社会のシミュレーション 
社会の動きをモデル化する方法を知り、

分析できる限界について考える 

事前：社会の動きに関連する研究例を調べる（１時

間） 

事後：社会科学が対象としているものを確認する

（３０分） 

8 
自然現象のシミュレーショ

ン 

複雑系シミュレーションのグラフィッ

クスを体験する 

事前：複雑系の意味を調べる（１時間） 

事後：自然の世界に存在する複雑系モデルを探す

（３０分） 

9 システムダイナミクス 
プログラムを用いない社会実験の可能

性について学ぶ 

事前：システムダイナミクスの例を探す（１時間） 

事後：システムダイナミクスのソフトウェアを体験

してみる（３０分） 

10 モデリング演習 ビジネス上の現象をモデル化する 

事前：これまで習ったことを見直す（１時間） 

事後：モデリングを対象とした研究を調べる（３０

分） 

11 シミュレーション構築演習 任意の方法でシミュレーションを作る 

事前：シミュレートしたいものを複数用意する（２

時間） 

事後：シミュレーションを試す（１時間） 

12 グループ発表 作成したシミュレーションの説明 
事前：プレゼンテーションの準備を行う（１時間） 

事後：聴講した発表についてまとめる（３０分） 

13 グループ発表 作成したシミュレーションの説明 
事前：プレゼンテーションの準備を行う（１時間） 

事後：聴講した発表についてまとめる（３０分） 

14 
この世はシミュレーション

なのか？ 

この世の法則がなぜ数学で表されてし

まうのかについてディスカッション 

事前：ディスカッションのための資料を読む（３０

分） 

事後：ディスカッションで出てきた他者の意見をま

とめる（１時間） 

15 本授業のまとめ 授業で習ったことの体系化を行う 
事前：これまで習ったことの確認（２時間） 

事後：ノートをまとめる（１時間） 

 

関連科目 経営統計学、マネジメントサイエンス、経営情報システム I 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

定期試験 40％ 

授業中の課題 40％ 

発表などの成果物 20％ 

学生への 

メッセージ 

シミュレーションはビジネスでも日常生活でも使える有用な手法です。コンピュータの利便性を活かせるシミュレーションについて理解して、経

営情報学の面白さに触れて下さい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 久保准教授室 

備考 事前・事後の学習課題については授業冒頭に Moodle やミニペーパーなどで提出する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

専
門
科
目
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科目名 ビジネス情報処理Ⅰ 科目名（英文） Business Information Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1010a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュータとネットワークを利用して、課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を習得する。本科目では、Windows パソコン

とビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信する能力や情報セキュリティに関するさまざまな知識・技術を学び、ビジ

ネスの場面で求められる情報処理に関する実践力を身につけることを目指す。 

到達目標 

コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、コンピュータを目的に応じて利用できるようになるための基礎的な

知識と技術を修得することができる。本授業では、コンピュータの機能を知るとともに、情報セキュリティ、Word を用いた文書作成、PowerPoint

を用いたプレゼンテーション資料作成に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

パソコンを使った実習形式を中心とした授業を行い、適宜学生によるプレゼンテーション、相互評価を取り入れる。履修に際してパソコン活用に

関する予備知識は特に必要としないが、実習の習熟度にはかなりの個人差があるので、各自必ず復習すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
基礎的な技術の確認、パソコンの概要と

日本語変換 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 
インターネットの活用とセ

キュリティ（１） 
インターネット環境と情報検索 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 
インターネットの活用とセ

キュリティ（２） 
インターネットの光と影 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 パソコンの活用（１） 
ファイルとフォルダーの操作、フリーソ

フトの活用 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 パソコンの活用（２） アプリケーションの利用 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 文書作成（１） 
Word の基礎知識、文書作成・編集・保

存 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 文書作成（２） 文書のスタイル、図・表の挿入 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 
前半のまとめ、学力診断テス

ト 
前半のまとめ、確認テストと解説 

前半の内容を復習しておく（90 分） 

タイピング練習（5 分） 

9 文書作成応用（１） 
表現力アップのための応用技術１、オブ

ジェクトの処理 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

10 文書作成応用（２） 
表現力アップのための応用技術２、応用

操作 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

11 文書作成応用（３） 
論文やレポート作成に必要な技術、文書

作成のまとめ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

12 プレゼンテーション（１） 
PowerPoint の概要、スライド作成の基

本 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

13 プレゼンテーション（２） 
図表の挿入と編集、スライドの視覚効

果、テーマ別スライド作成１ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

14 プレゼンテーション応用 
テーマ別スライド作成２・相互評価、ス

ライド作成のまとめ 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

15 
前半のまとめ、学力診断テス

ト 
後半のまとめ、確認テストと解説 

後半の内容を復習しておく（90 分） 

タイピング練習（5 分） 

 

関連科目 ＩＣＴ概論、ビジネス情報処理Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Ｗindows10・Office2016 による情報処理入門 

監修：高橋敏夫 執筆：安積淳、

杉山靖彦、八野真弓 
実教出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（40%）、確認テスト（50%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階(栢木教授室) 

備考 確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 

専
門
科
目
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科目名 ビジネス情報処理Ⅰ 科目名（英文） Business Information Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 藤木 健史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1010a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュータとネットワークを利用して、課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を習得する。本科目では、Windows パソコン

とビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信する能力や情報セキュリティに関するさまざまな知識・技術を学び、ビジ

ネスの場面で求められる情報処理に関する実践力を身につけることを目指す。 

到達目標 

コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、コンピュータを目的に応じて利用できるようになるための基礎的な

知識と技術を修得することができる。本授業では、コンピュータの機能を知るとともに、情報セキュリティ、Word を用いた文書作成、PowerPoint

を用いたプレゼンテーション資料作成に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

パソコンを使った実習形式を中心とした授業を行い、適宜学生によるプレゼンテーション、相互評価を取り入れる。履修に際してパソコン活用に

関する予備知識は特に必要としないが、実習の習熟度にはかなりの個人差があるので、各自必ず復習すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
基礎的な技術の確認、パソコンの概要と

日本語変換 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 
インターネットの活用とセ

キュリティ（１） 
インターネット環境と情報検索 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 
インターネットの活用とセ

キュリティ（２） 
インターネットの光と影 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 パソコンの活用（１） 
ファイルとフォルダーの操作、フリーソ

フトの活用 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 パソコンの活用（２） アプリケーションの利用 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 文書作成（１） 
Word の基礎知識、文書作成・編集・保

存 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 文書作成（２） 文書のスタイル、図・表の挿入 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 
前半のまとめ、学力診断テス

ト 
前半のまとめ、確認テストと解説 

前半の内容を復習しておく（90 分） 

タイピング練習（5 分） 

9 文書作成応用（１） 
表現力アップのための応用技術１、オブ

ジェクトの処理 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

10 文書作成応用（２） 
表現力アップのための応用技術２、応用

操作 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

11 文書作成応用（３） 
論文やレポート作成に必要な技術、文書

作成のまとめ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

12 プレゼンテーション（１） 
PowerPoint の概要、スライド作成の基

本 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

13 プレゼンテーション（２） 
図表の挿入と編集、スライドの視覚効

果、テーマ別スライド作成１ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

14 プレゼンテーション応用 
テーマ別スライド作成２・相互評価、ス

ライド作成のまとめ 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

15 
前半のまとめ、学力診断テス

ト 
後半のまとめ、確認テストと解説 

後半の内容を復習しておく（90 分） 

タイピング練習（5 分） 

 

関連科目 ＩＣＴ概論、ビジネス情報処理Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Ｗindows10・Office2016 による情報処理入門 

監修：高橋敏夫 執筆：安積淳、

杉山靖彦、八野真弓 
実教出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（40%）、確認テスト（50%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階 経営学部非常勤講師室 

備考 確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 

専
門
科
目
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科目名 ビジネス情報処理Ⅱ 科目名（英文） Business Information Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1011a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュータとネットワークを利用して、Excel を用いたデータの加工、およびマクロを使った自動処理を習得する。本科目では、Windows パソ

コンとビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信するために必要で適切なデータの加工方法やマクロを使って処理を自

動化する方法を学び、ビジネスの場面で求められる情報処理に関する実践力を身につけることを目指す。 

到達目標 
コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、コンピュータを目的に応じて利用できるようになるための基礎的な

知識と技術を修得することができる。本科目では、Excel を用いた表計算の基本的な使い方から応用に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

ビジネス情報処理Ⅰ受講後の履修が望ましい。パソコンを使った実習形式を中心とした授業を行う。 

分析結果や Excel マクロをグループで共有するなど相互に評価する機会を持つ。 

パソコン活用に関する予備知識は特に必要としないが、実習の習熟度にはかなりの個人差があるので、各自必ず復習すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、Excel の基礎

知識、データの入力・編集 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容を復習しておく（30 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 表計算（１） 表の作成・編集、罫線の作成・編集 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 表計算（２） グラフの種類と作成 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 表計算（３） 印刷設定、基本的な関数の利用 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 表計算応用（１） 
相対参照と絶対参照、応用的な関数の利

用 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 表計算応用（２） Excel の応用利用１ 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 表計算応用（３） 
Excel の応用利用２（ピボットテーブル

など） 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 前半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
前半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5 分） 

9 データベースの利用 Excel データベース 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

10 データ分析（１） 代表値について、データの整理 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストおよび配付資料の該当箇所を読んでおく

（30 分） 

11 データ分析（２） Excel を活用した様々な分析 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストおよび配付資料の該当箇所を読んでおく

（30 分） 

12 
Excel によるマクロの利用

（１） 
マクロを使った自動処理 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

13 
Excel によるマクロの利用

（２） 
マクロの応用１ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

14 
Excel によるマクロの利用

（３） 
マクロの応用２ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

15 後半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5 分） 

 

関連科目 ICT 概論、ビジネス情報処理Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Ｗindows10・Office2016 による情報処理入門 

監修：高橋敏夫 執筆：安積淳、

杉山靖彦、八野真弓 
実教出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（40%）、確認テスト（50%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階(橋本講師室) 

備考 確認テストは回収後、解説する（場合によって、Moodle を使って解説を掲載することもある） 

専
門
科
目
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科目名 ビジネス情報処理Ⅱ 科目名（英文） Business Information Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧ 

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 藤木 健史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1011a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュータとネットワークを利用して、Excel を用いたデータの加工、およびマクロを使った自動処理を習得する。本科目では、Windows パソ

コンとビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信するために必要で適切なデータの加工方法やマクロを使って処理を自

動化する方法を学び、ビジネスの場面で求められる情報処理に関する実践力を身につけることを目指す。 

到達目標 
コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、コンピュータを目的に応じて利用できるようになるための基礎的な

知識と技術を修得することができる。本科目では、Excel を用いた表計算の基本的な使い方から応用に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

ビジネス情報処理Ⅰ受講後の履修が望ましい。パソコンを使った実習形式を中心とした授業を行う。 

分析結果や Excel マクロをグループで共有するなど相互に評価する機会を持つ。 

パソコン活用に関する予備知識は特に必要としないが、実習の習熟度にはかなりの個人差があるので、各自必ず復習すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、Excel の基礎

知識、データの入力・編集 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容を復習しておく（30 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 表計算（１） 表の作成・編集、罫線の作成・編集 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 表計算（２） グラフの種類と作成 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 表計算（３） 印刷設定、基本的な関数の利用 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 表計算応用（１） 
相対参照と絶対参照、応用的な関数の利

用 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 表計算応用（２） Excel の応用利用１ 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 表計算応用（３） 
Excel の応用利用２（ピボットテーブル

など） 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 前半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
前半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5 分） 

9 データベースの利用 Excel データベース 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

10 データ分析（１） 代表値について、データの整理 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストおよび配付資料の該当箇所を読んでおく

（30 分） 

11 データ分析（２） Excel を活用した様々な分析 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストおよび配付資料の該当箇所を読んでおく

（30 分） 

12 
Excel によるマクロの利用

（１） 
マクロを使った自動処理 

タイピング練習（5 分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

13 
Excel によるマクロの利用

（２） 
マクロの応用１ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

14 
Excel によるマクロの利用

（３） 
マクロの応用２ 

タイピング練習（5 分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

マクロに関する指定した教材を確認する（30 分） 

15 後半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5 分） 

 

関連科目 ICT 概論、ビジネス情報処理Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Ｗindows10・Office2016 による情報処理入門 

監修：高橋敏夫 執筆：安積淳、

杉山靖彦、八野真弓 
実教出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（40%）、確認テスト（50%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階 経営学部非常勤講師室 

備考 確認テストは回収後、解説する（場合によって、Moodle を使って解説を掲載することもある） 

専
門
科
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科目名 ビジネスデータ分析 科目名（英文） Business Data Analysis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2024a0 

 

授業概要・ 

目的 

統計学は、入手したデータから有用な情報を得るために量的データを要約する方法を学ぶ学問である。経営分野では、企業経営におけるリスクの

評価や意思決定を支援するためのデータ解析の手法として用いられており、生産、財務、マーケティングなど、その応用範囲は広い。本講義では、

統計学の基礎的知識を持つ学生を対象に、統計学の応用としてコンピュータを用いた統計解析に重点を置き学んでいく。 

授業担当者は、かつて民間企業及び情報通信分野の研究所に勤務し、そこでは顧客・消費者の行動・心理をとらえるための各種データの多角的な

分析技術を身につけてきた。講義では、これらの経験から経営学部生にとって有用と思われる分析メソッドについて丁寧に解説をしていくつもり

である。 

到達目標 

・基本統計量の意味を十分理解し、実際の統計分析において利用できる。 

・SPSS を使用して基本的な統計処理・分析ができる。 

具体的には、基本統計量の出力、散布図等グラフ類の作表、相関分析について 

・検定/推定の基本的な考え方を理解し、SPSS および手計算にて算出できる。 

授業方法と 

留意点 

・教材は配布プリントを使用する。指定の共有フォルダで配布するので受講生は各自印刷し、ファイルを作成しておくこと。 

・授業は概ね以下のように進める。 

 開始?10 分：復習および課題解答 

 10?85 分：解説と実習（コンピュータを操作し統計処理・分析に必要な操作解説を行ったのち練習問題を解きます） 

 85?90 分：課題 

科目学習の 

効果（資格） 
社会調査士 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 講義の概要、統計学の基礎力テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

2 記述統計（１） 
SPSS の基本操作 

グラフ・表作成 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

3 記述統計（２） 

標準統計量の算出 

変数の加工 

 

2 変数の関係を探る方法 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

4 相関と回帰（１） 
相関分析を使って２変数の関係を探る 

相関係数 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

5 相関と回帰（２） 

回帰分析を使って売り上げを予測する 

回帰係数 

R 二乗決定係数 

多重共線性の問題 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

6 確率分布（１） 確率と確率分布の基本的考え方 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

7 確率分布（２） 
離散的確率分布（正規分布、カイ二乗分

布、t 分布） 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

8 
前半内容のまとめと中間テ

スト 
前半内容のまとめとテスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

9 
前半内容のまとめと中間テ

スト 
 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

10 検定（１） 検定の考え方と手順 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

11 検定（２） 
分散、比率の検定、独立性の検定、適合

度の検定 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ
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る。（学習時間目安 40 分） 

12 推定（１） 推定の考え方と手順 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

13 推定（２） 平均、平均差、比率の推定 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

14 多変量解析に向けて 多変量解析と応用事例 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

15 後半内容のまとめと総復習 後半内容のまとめと総復習 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

 

関連科目 経営統計学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 文系のための SPSS 超入門 秋川卓也著 プレアデス出版 

2 44 の例題で学ぶ統計的検定と推定の解き方 上田拓治 オーム社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

中間・期末テストにて評価する。 

私語、携帯の使用など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意してください。 

学生への 

メッセージ 
社会調査士の資格取得に必要な科目です。この講義を理解するには経営統計学の知識が必要となります。しっかり勉強しておいて下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（針尾准教授室） 

備考 

本講義では、コンピュータの基本的使い方（起動、シャットダウン、ファイル保存等）と統計学の基礎については説明しません。そのため情報処

理系の講義、経営統計学といった関連講義で学ぶ程度の知識は身につけておく必要があります。各回で使用するデータは、基本的に前回において

受講生が加工したものを使用します。従って欠席した場合は、各自で欠席回の分析作業を進めておかなければなりません。 
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科目名 ビジネスプラン 科目名（英文） Business Plan 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

企業における戦略的経営手法、事業成長施策の基本的プロセスの考え方を学ぶと共に、チーム制による起業化シミュレーションを行います。 

 シミュレーション（成果物）は、「創業事業計画書」と「資金繰り計画表（４期分）の作成です。最終回にて各チームのプレゼン発表を開催し

ます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①金融機関（本部企画部経営企画・本店営業部融資与信審査業務） 

②ベンチャー投資財団（企業投資業務） 

③監査法人（株式上場コンサルティング） 

④ベンチャー企業監査役兼務（複数社） 

⑤文部科学省「EDGE-NEXT（ベンチャー創出）事業 実務担当者 

到達目標 
将来、企業におけるプロジェクトリーダー、プロジェクトデベロッパーを目指します。特に、昨今多く見られる企業内ベンチャーの創出、または

新規事業プロジェクトの企画業務、製品企画等のノウハウとして役立ちます。 

授業方法と 

留意点 

チームを編成し、チーム別にベンチャー企業設立シミュレーション（演習）を行ういます。 

各自、チーム内での役割に従い、チーム自治でディスカッションによる演習作業を進めてもらいます。したがって、欠席が多いと見込まれる学生

は、チームメンバーへ負荷が掛かりますので履修にあたっては留意してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

ニーズ嗜好での製品・商品企画力の養成。 

販売市場分析能力。 

組織の一員としての役割認識と遂行能力。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

事業プランニングとは？ 

講座ガイダンス（演習方法・評価方法） 

事業計画策定の留意点および考え方。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事後＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1 時間） 

2 
ビジネスアイデア、コアコン

ピタンスの選定 

チーム単位で検討するビジネスアイデ

ア、コアコンピタンスの決定とチーム編

成。 

チーム内での各自役割分担。 

＜事前＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1 時間） 

＜事後＞チーム内での自身の役割に基づく考え方

の整理（30 分） 

3 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

4 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

5 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

6 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

7 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

8 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

9 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

10 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

11 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

12 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

「創業事業計画書」・「資金繰り計画表」

の提出・修正 

＜事前＞チームでの成果物（創業事業計画書、資金

繰り表）の提出（１時間：チーム単位） 

＜事後＞プレゼンテーションデータの作成（１時

間：チーム単位） 

13 

事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

プレゼンテーション事前練

習 

チーム単位でのプレゼンテーションデ

ータの作成および修正 

＜事前＞プレゼンデータの確認（１時間） 

＜事後＞プレゼン発表練習（各自担当部分）（１時

間） 
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14 
プレゼン発表（１） 

（2～3 チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1 時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1 時間）］。 

15 
プレゼン発表（２） 

（2～3 チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1 時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1 時間）］。 

 

関連科目 ベンチャービジネス論、ビジネスインターンシップ I・II 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①プレゼン発表によるチーム単位での評価（評価割合：６0％） 

  「事業計画書」「資金繰り表」「プレゼンデータ」等の提出期限厳守を基準として評価します。 

  なお、他チームの発表後、積極的に質問し自らも理解を深める者は加点評価とします。 

②最終レポート（評価割合：４0％） 

  チーム単位での自身における役割の遂行度の自己評価、および当該演習（シミュレーション）により企業内人材 

  として何を得られたのか、など授業習得度に対する評価。 

学生への 

メッセージ 

通常の大学講義では得られない貴重な体験をしてもらいたい。 

就活の面接時における有効な武器（履修実績）として活用してもらいたい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 
必須ではありませんが、自身のノートパソコン持参での履修が可能な学生を望みます。 

「簿記」を履修した学生の参加を多く望みます。 
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科目名 ビジネスプランニング 科目名（英文） Business Planning 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3040a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業における戦略的経営手法、事業成長施策の基本的プロセスの考え方を学ぶと共に、チーム制による起業化シミュレーションを行います。 

 シミュレーション（成果物）は、「創業事業計画書」と「資金繰り計画表（４期分）の作成です。最終回にて各チームのプレゼン発表を開催し

ます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①金融機関（本部企画部経営企画・本店営業部融資与信審査業務） 

②ベンチャー投資財団（企業投資業務） 

③監査法人（株式上場コンサルティング） 

④ベンチャー企業監査役兼務（複数社） 

⑤文部科学省「EDGE-NEXT（ベンチャー創出）事業 実務担当者 

到達目標 
将来、企業におけるプロジェクトリーダー、プロジェクトデベロッパーを目指します。特に、昨今多く見られる企業内ベンチャーの創出、または

新規事業プロジェクトの企画業務、製品企画等のノウハウとして役立ちます。 

授業方法と 

留意点 

チームを編成し、チーム別にベンチャー企業設立シミュレーション（演習）を行ういます。 

各自、チーム内での役割に従い、チーム自治でディスカッションによる演習作業を進めてもらいます。したがって、欠席が多いと見込まれる学生

は、チームメンバーへ負荷が掛かりますので履修にあたっては留意してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

ニーズ嗜好での製品・商品企画力の養成。 

販売市場分析能力。 

組織の一員としての役割認識と遂行能力。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

事業プランニングとは？ 

講座ガイダンス（演習方法・評価方法） 

事業計画策定の留意点および考え方。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事後＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1 時間） 

2 
ビジネスアイデア、コアコン

ピタンスの選定 

チーム単位で検討するビジネスアイデ

ア、コアコンピタンスの決定とチーム編

成。 

チーム内での各自役割分担。 

＜事前＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1 時間） 

＜事後＞チーム内での自身の役割に基づく考え方

の整理（30 分） 

3 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

4 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

5 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

6 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

7 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

8 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

9 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

10 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

11 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1 時間）。 

12 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

「創業事業計画書」・「資金繰り計画表」

の提出・修正 

＜事前＞チームでの成果物（創業事業計画書、資金

繰り表）の提出（１時間：チーム単位） 

＜事後＞プレゼンテーションデータの作成（１時

間：チーム単位） 

13 

事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

プレゼンテーション事前練

習 

チーム単位でのプレゼンテーションデ

ータの作成および修正 

＜事前＞プレゼンデータの確認（１時間） 

＜事後＞プレゼン発表練習（各自担当部分）（１時

間） 
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14 
プレゼン発表（１） 

（2～3 チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1 時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1 時間）］。 

15 
プレゼン発表（２） 

（2～3 チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1 時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1 時間）］。 

 

関連科目 ベンチャービジネス論、ビジネスインターンシップ I・II 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①プレゼン発表によるチーム単位での評価（評価割合：６0％） 

  「事業計画書」「資金繰り表」「プレゼンデータ」等の提出期限厳守を基準として評価します。 

  なお、他チームの発表後、積極的に質問し自らも理解を深める者は加点評価とします。 

②最終レポート（評価割合：４0％） 

  チーム単位での自身における役割の遂行度の自己評価、および当該演習（シミュレーション）により企業内人材 

  として何を得られたのか、など授業習得度に対する評価。 

学生への 

メッセージ 

通常の大学講義では得られない貴重な体験をしてもらいたい。 

就活の面接時における有効な武器（履修実績）として活用してもらいたい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 
必須ではありませんが、自身のノートパソコン持参での履修が可能な学生を望みます。 

「簿記」を履修した学生の参加を多く望みます。 

専
門
科
目

117



 

摂南大学シラバス 2019 

科目名 プログラミング 科目名（英文） Programming 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 通年 授業担当者 塚田 義典 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 
授業概要・ 

目的 

この授業では、プログラミングに必要なアルゴリズムの基本と C 言語のプログラムを学習する。難易度は、プログラミングが初めての段階を

対象としている。アルゴリズムを考えて、フローチャートを理解し、C 言語で簡単なプログラムが作成できることを目的とする。 

到達目標 

（１）アルゴリズムを考えてフローチャートが書ける 

（２）C 言語の文法が理解できる 

（３）プログラミング言語を独習できる知識が身につく 

授業方法と 

留意点 

教材は、毎回 PDF ファイルで教材フォルダに用意する。 

授業の前半で解説を行い、後半は演習を行う。 

毎回の出席と課題提出が必須である（欠席したら自習して追いつく必要がある）。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 授業の進め方、評価について 
事前：シラバスを確認（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

2 
プログラミングの理解

（１） 
アルゴリズムを考える 

事前：「アルゴリズム」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

3 
プログラミングの理解

（２） 
フローチャートを作成する 

事前：「フローチャート」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

4 Cによるプログラミング 
プログラミングの準備、プログラムの書

き方 

事前：これまでの復習（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

5 整数の表示と計算 
数値・文字の表示、整数値のいろいろな

表示、整数の四則計算 

事前：「変換指定子」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

6 実数の表示と計算 
実数値の表示、実数値のいろいろな表示、

実数値の四則計算 

事前：「実数の表示」について予習する（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

7 変数 型、変数、代入、変数の初期化 
事前：「変数」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

8 代入 
小テストの実施、キーボードからの変数

入力 

事前：これまでの復習（30 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

9 条件分岐 
if 文、if 文の入れ子、条件を表す式、ブ

ロック 

事前：条件分岐「if 文」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

10 反復処理（１） 
while 文、while 文の特徴 

do 文、do 文の特徴 

事前：反復処理「while 文、do 文」について調べる（30

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

11 反復処理（２） for 文、for 文の特徴 
事前：反復処理「for 文」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

12 配列（１） 配列、配列要素、添字、配列の初期化 
事前：「配列」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

13 
テキストファイルの読

込（１） 

ファイルとストリーム、ファイルのオー

プン、ファイルのクローズ 

事前：「ファイルのオープンとクローズ」について調べ

る（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

14 
テキストファイルの読

込（２） 
ファイルの中身の表示 

事前：「ファイルの中身の表示」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

15 前半のまとめ これまでのまとめ 
事前：これまでの内容の確認（60 分） 

事後：テスト勉強（60 分） 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

 

関連科目 プログラミングⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 50％、授業中の課題 50％ 

学生への 

メッセージ 

事前学習については、授業計画を確認して、予習してください。 

事後学習では、わからないところを解決してください。欠席した場合は、必ず教材フォルダの PDF ファイルをダウンロードして自習して追い

ついてください。友達同士で教え合って、それでも解決できなければ遠慮なく質問に来てください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
Windows 操作（キーボード入力、テキストのコピー＆ペースト、ファイルの扱い）がスムーズにできると、授業に取り組みやすいのでパソコン

に慣れていない人は、「ミカタイプ」や「すし打」等でタイピング練習をしておいてください。 
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科目名 プログラミングⅠ 科目名（英文） Programming I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 塚田 義典 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2028a0 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、プログラミングに必要なアルゴリズムの基本と C 言語のプログラムを学習する。難易度は、プログラミングが初めての段階を対象

としている。アルゴリズムを考えて、フローチャートを理解し、C 言語で簡単なプログラムが作成できることを目的とする。 

到達目標 

（１）アルゴリズムを考えてフローチャートが書ける 

（２）C 言語の文法が理解できる 

（３）プログラミング言語を独習できる知識が身につく 

授業方法と 

留意点 

教材は、毎回 PDF ファイルで教材フォルダに用意する。 

授業の前半で解説を行い、後半は演習を行う。 

毎回の出席と課題提出が必須である（欠席したら自習して追いつく必要がある）。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 授業の進め方、評価について 
事前：シラバスを確認（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

2 プログラミングの理解（１） アルゴリズムを考える 
事前：「アルゴリズム」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

3 プログラミングの理解（２） フローチャートを作成する 
事前：「フローチャート」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

4 C によるプログラミング 
プログラミングの準備、プログラムの書

き方 

事前：これまでの復習（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

5 整数の表示と計算 
数値・文字の表示、整数値のいろいろな

表示、整数の四則計算 

事前：「変換指定子」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

6 実数の表示と計算 
実数値の表示、実数値のいろいろな表

示、実数値の四則計算 

事前：「実数の表示」について予習する（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

7 変数 型、変数、代入、変数の初期化 
事前：「変数」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

8 代入 
小テストの実施、キーボードからの変数

入力 

事前：これまでの復習（30 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

9 条件分岐 
if 文、if 文の入れ子、条件を表す式、

ブロック 

事前：条件分岐「if 文」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

10 反復処理（１） 
while 文、while 文の特徴 

do 文、do 文の特徴 

事前：反復処理「while 文、do 文」について調べる

（30 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

11 反復処理（２） for 文、for 文の特徴 
事前：反復処理「for 文」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

12 配列（１） 配列、配列要素、添字、配列の初期化 
事前：「配列」について調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

13 
テキストファイルの読込

（１） 

ファイルとストリーム、ファイルのオー

プン、ファイルのクローズ 

事前：「ファイルのオープンとクローズ」について

調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

14 
テキストファイルの読込

（２） 
ファイルの中身の表示 

事前：「ファイルの中身の表示」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

15 前半のまとめ これまでのまとめ 
事前：これまでの内容の確認（60 分） 

事後：テスト勉強（60 分） 

 

関連科目 プログラミングⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 50％、授業中の課題 50％ 

学生への 

メッセージ 

事前学習については、授業計画を確認して、予習してください。 

事後学習では、わからないところを解決してください。欠席した場合は、必ず教材フォルダの PDF ファイルをダウンロードして自習して追いつい

てください。友達同士で教え合って、それでも解決できなければ遠慮なく質問に来てください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
Windows 操作（キーボード入力、テキストのコピー＆ペースト、ファイルの扱い）がスムーズにできると、授業に取り組みやすいのでパソコンに

慣れていない人は、「ミカタイプ」や「すし打」等でタイピング練習をしておいてください。 

専
門
科
目

120



摂南大学シラバス 2019 

科目名 プログラミングⅡ 科目名（英文） Programming II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 塚田 義典 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2029a0 

 

授業概要・ 

目的 

プログラミングはコンピュータを有効に使うための重要な知識になります。また、アルゴリズムの設計は経営にも役立つ論理的思考力の養成につ

ながります。 

本授業では C 言語の基礎知識を持っていることを前提にして、グラフィカルインタフェースの利用やマルチメディア機能の活用を目指したプログ

ラミング演習を行います。 

到達目標 

この授業の到達目標は以下のとおりです。 

（１）プログラミングの構成要素を説明できる 

（２）アルゴリズムの設計方法を使うことができる 

（３）最近のプログラミング環境の利点を理解している 

授業方法と 

留意点 

毎回の授業は、前回までの授業内容の理解を前提として進めるため、欠席や遅刻はしないこと。欠席するとそれ以降の授業の理解は困難となる。 

授業の中でグループ単位でプログラムの制作実習を行います。お互いに助け合いながら楽しんでプログラムを作って下さい。 

プログラミングはアートでもあり、プロジェクトでもあります。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 授業の進め方、基礎知識の確認 
事前学習：シラバスを読む（30 分） 

事後学習：1 回目の復習（40 分） 

2 
プログラミングの基礎知識

（１） 

ヘッダファイル、変数宣言、返却値など

の復習 

事前学習：自習できる環境を整える（40 分） 

事後学習：学習内容のふりかえり（40 分） 

3 
プログラミングの基礎知識

（２） 
if、then、switch などの分岐の復習 

事前学習：if、then、switch などの分岐の復習（1

時間） 

事後学習：C 言語の復習（1 時間） 

4 
プログラミングの基礎知識

（３） 
for、do、while などのループの復習 

事前学習：for、do、while などのループの復習（1

時間） 

事後学習：C 言語の復習（1 時間） 

5 アルゴリズム設計の実習 動きをアルゴリズムで記述する練習 

事前学習：アルゴリズムの確認（1 時間） 

事後学習：授業中に指示されたサイトで復習する（1

時間） 

6 GUI プログラミング（１） 
ウィンドウシステムのプログラミング

の基礎を学ぶ 

事前学習：ウィンドウシステムのプログラミングに

ついて調べる（1 時間） 

事後学習：自習環境で試す（1 時間） 

7 GUI プログラミング（２） イベントドリブンの使い方を知る 

事前学習：イベントドリブンの使い方について調べ

る（1 時間） 

事後学習：自習環境で試す（1 時間） 

8 GUI プログラミング（３） 
オブジェクト指向のクラスの意味を知

る 

事前学習：オブジェクト指向のクラスの意味につい

て調べる（1 時間） 

事後学習：自習環境で試す（1 時間） 

9 API プログラミング API の仕組みを知る 

事前学習：API の仕組みについて概観を知る（1 時

間） 

事後学習：自習環境で試す（1 時間） 

10 
ビジュアルプログラミング

言語 

ビジュアルプログラミングの利点を学

ぶ 

事前学習：ビジュアルプログラミングについて概観

を知る（1 時間） 

事後学習：自習環境で試す（1 時間） 

11 制作課題の説明 
グループで取り組む課題について設計

を行う 

事前学習：これまでの復習（2 時間） 

事後学習：グループでの自習（1 時間） 

12 グループワーク（１） ペアプログラミングの実習を行う 
事前学習：自習環境での自習（1 時間） 

事後学習：グループでの自習（1 時間） 

13 グループワーク（２） デバッグの実習を行う 
事前学習：自習環境での自習（1 時間） 

事後学習：グループでの自習（1 時間） 

14 発表会 制作課題について情報共有する 

事前学習：発表の準備（3 時間） 

事後学習：他のグループの発表内容をまとめる（1

時間） 

15 本授業のまとめ 習ったことの体系化を行う 
事前学習：ノートをまとめる（2 時間） 

事後学習：試験の準備（4 時間） 

 

関連科目 プログラミング I 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 50％、授業中の課題 50％ 

学生への 

メッセージ 
プログラミングができるようになると経営情報の学びがさらに面白くなります。積極的に予習、復習をして自らが深く学んで下さい。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 事前・事後の学習課題は、授業冒頭にミニペーパーなどで配布する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

専
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科目名 プロジェクトマネジメント 科目名（英文） Project Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2035a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業等の組織が取り組むプロジェクトのマネジメント手法として、マネジメント体系の標準（PMBOK）、ＩＴサービスマネジメント（ＩＴＩＬ）の

国際標準準拠の方法論について、講義とグループ演習の実践課題を学習する。 

 

プロジェクトのケーススタディの演習に取り組み、ディスカションとグループ提案をとおして、実践面から理解を深める。提案を行うグループの

目的、構成メンバーの個人の役割をもとに、ロールプレイの手法を採用して、プロポーザル作成、プレゼンテーション等の演習の機会により、ス

キル育成を図る。プロジェクトマネジメント手法に加え、ステークホルダーの視点からの提案の検証を図り、経営学部生として考察すべき、効果

的な経営のためのプロジェクトとは何かを示す。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた国内・海外でのプロジェクトの推進実績をもとに、プロジェクトマネジメントの手順、Ｉ

Ｔサービスマネジメントの方法論の事例、適用ガイドについて、ヒト・モノ・カネ（組織・導入資源・資金）の優先順位を考えた視点・指針を示

し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。 

 

[注釈] 

PMBOK :  Project Management Body of Knowledge（プロジェクトマネジメント知識体系） 

ITIL  :  Information Technology Infrastructure Library（IT サービスマネジメントのベストプラクティス（成功事例）） 

到達目標 

履修時に、プロジェクトマネジメントの体系・標準（PMBOK）、ＩＴサービスマネジメント標準（ITIL）の標準のうち、プロジェクト計画・提案に

必要となる仕様の要約、これらにもとづくプロジェクトの計画書や提案書の構成・目次の本文への展開の要領が理解できる。ディスカションとグ

ループ提案の実践をとおして、ビジネス IT 提案活動の視点、方法と手順、実践プロジェクト活動（ポストセールス）の概観が理解できる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、プロジェクトのケーススタディの演習に取り組み、ディスカ

ッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、個人の役割を定めた共創（ロールプレイ)を

繰り返した提案活動を行う。グループの中で具体的な役割を定め、個人の責務を果たすロールプレイの体験をとおして、マネジメント手法をを実

践的に学ぶ。質問は、対面に加え、指定する Web フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎回運用する）にて記名式の

ものを対象に適宜回答する。 

 

履修生の主対象はビジネス IT 専攻で、「マネジメントサイエンス」の履修済の者で、本科目と同時期に開講される「コンピュータサイエンス」を

あわせて受講することで、より効果的な学習を進めることができる。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・プロジェクトマネジメント知識体系標準 PMBOK（Project Management Body of Knowledge）の概観・基本が理解できる。 

・業界標準の資格（PMP: Project Management Professional）について、将来的に実務経験を積むことで、視野に入れることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『プロジェクト』とは 

・『ロールプレイ』とは 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 
プロジェクトマネジメント

の概観 

・『プロジェクトマジメント』とは 

・プレイヤー 顧客（エンドユーザー企

業）、提案企業（プロジェクトメンバー）、

ステークホルダー 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『プロジェクトマネジメント』

概観の章を読んで、半ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

3 
プロジェクトマネジメント

の体系・標準 

・『PMBOK（Project Management Body of 

Knowledge）』の基礎 

・マネジメント体系の標準 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界のプロジェクトマネジメン

ト事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

4 プロジェクト・スコープ 

・プロジェクトの目的の理解・共有 

・プリセールスとポストセールス 

・提案活動の 5W1H 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『PMBOK』概観の章を読んで、1

ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

5 プロジェクト提案メニュー 

・提案するサービス 

・サービスの規模・品質 

・提案体制とメンバー構成・役割 

・グループワーク&プレゼン 

・個人課題の提示 

事前学習：指定する企業のプロジェクトマネジメン

ト事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

6 
プロジェクトマネジメント

視点の導入 

・『WBS（Work Breakdown Structure）』

の基礎 

・顧客要求の可視化 

・提案サービスの見積り 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：教科書の『WBS』概観の章を読んで、1

ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

7 プロジェクト提案プロセス 

・プロジェクト資源（ヒト、モノ、カネ、

情報）とマネジメント手法・体制 

・提案メニューの文書化 

・計画書&提案書の作成 

・グループワーク&プレゼン 

・個人課題のフィードバック 

事前学習：指定する Excel フォームでの練習用の見

積りを行う。（標準学習時間：0.5 時間） 

事後学習：指定する Excel フォームでのミニプロジ

ェクトの見積りを行う。（標準学習時間：1.0 時間） 

8 
経営マネジメント視点の導

入 

・経営方針と提案コンセプトの同期 

・『KPI（重要業績評価指標）』とは 

・ステークホルダーとの合意形成 

・グループワーク 

事前学習：指定する企業の KPI 管理の事例のネット

検索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

9 
プロジェクト計画のレビュ

ー 

・『ROI（投資対効果）』とは 

・リスクマネジメント リスクのインパ

クト分析と定量化（試算） 

・グループワーク 

事前学習：指定する企業の情報システム投資の事例

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 
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10 
プロジェクト提案顧客との

合意形成 

・顧客の期待～契約条項のギャップ 

・サービスレベル管理 

・『SLA（サービスレベル合意）』とは 

・グループワーク 

事前学習：指定する企業の IT サービスの事例のネ

ット検索・調査を行って、1 ページに要約する。（標

準学習時間：1.5 時間） 

11 
プロジェクト提案サービス

のマネジメント 

・ＩＴサービスマネジメント標準 

・『 ITIL （ Information Technology 

Infrastructure Library）』の基礎 

・グループワーク 

事前学習：教科書の『ITIL』概観の章を読んで、1

ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 提案活動の実践 

・プリセールス活動（契約前） 

・顧客企業向けＩＴ企業の提案 

・グループワーク 

事前学習：指定する業界の IT サービス提案（プリ

セールス）の事例のネット検索・調査を行って、1

ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

13 プロジェクト活動の実践 

・ポストセールス活動（契約後） 

・顧客企業プロジェクトでのプロジェク

トの進捗管理&問題管理 

・グループワーク 

事前学習：指定する業界の IT サービスプロジェク

ト（ポストセールス）の事例のネット検索・調査を

行って、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5

時間） 

14 
開発タイプとマネジメント

方法論 

・伝統的開発（ウォーターフォール・モ

デル） 

・近年の開発（アジャイルモデル） 

・マネジメントの視点 

・グループワーク 

事前学習：指定する企業の IT サービス開発の事例

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目 
主対象はビジネス IT 専攻の者で、「マネジメントサイエンス」の履修を既に完了していることが、履修の前提条件である。これらの条件を満たさ

ず、学習を効果的に進めることは、極めて困難と考えられるため、履修登録に際しては冷静に判断すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

プロジェクトマネジメント標準 PMBOK入門 第6版対

応版 
広兼 修 オーム社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
プロセスデザインアプローチ 誰も教えてくれない

「プロジェクトマネジメント」 
芝本 秀徳 日経 BP 社 

2 
ITIL 入門 IT サービスマネージメントの仕組みと活

用 

野村総合研究所システムコンサ

ルティング事業本部 
ソーテック社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

実践型のプロジェクトマネジメントについて、講義、グループワーク、ロールプレイの機会を共有します。IT ビジネスの仮想プロジェクトのケ

ーススタディに取り組み、プロジェクトリーダー・メンバーとして、グループ提案活動を行います。特に、提案体制の中で個人の役割を定め、責

務を果たすロールプレイの体験をとおして、マネジメントの方法論をマクロ&ミクロの両面から学びます。グループでの自分の存在感が発揮でき

るように率先して問題の発見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 ベンチャービジネス論 科目名（英文） Venture Business 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3039a0 

 

授業概要・ 

目的 

新規事業の着想から，ビジネスモデルの構築，そして実際の起業に至るまでの諸課題や実務についての講義，並びに各界における起業経験者の体

験談を聞き，起業の実際，事業の維持・継続と発展に不可欠な諸要素について学びます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①金融機関（本部企画部経営企画・本店営業部融資与信審査業務） 

②ベンチャー投資財団（企業投資業務） 

③監査法人（株式上場コンサルティング） 

④ベンチャー企業監査役兼務（複数社） 

到達目標 
「起業」そのものを自身の将来の照準として身近に捉えられるよう、新規ビジネスの必要性について学び、将来の選択肢として自身のアイデアを

ビジネスに転換するための知恵を習得する起業家育成を目指します。 

授業方法と 

留意点 

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。 

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。 

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。 

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

「起業」に必要な挑戦意欲の醸成と、起業アイデアの創出 

企業就職後における製品企画、商品アイデアなどの創出ノウハウ 

中小企業、ベンチャー企業の実態把握と自らの将来像の分析 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

起業家とは？ 

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

起業家教育を受ける理由 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

2 
起業家の目指すべき方向性

とその役割 

事業化に至るまでの指針 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

3 
起業家としての経営的視点

と意思決定 

トラブルシューターとしての起業家の

役割 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

4 参入市場の環境分析能力 

大手企業との関係と目指すべき市場の

選定 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

5 
ベンチャー企業における組

織体制 

起業から成熟企業に至るまでのガバナ

ンス体制の維持 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

6 
事業ドメインの設定と知財

戦略 

事業コアコンピタンスの重要性と科学

的見地での探索 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

7 
起業成長に必要な収益モデ

リング 

起業家としての管理会計の考え方と株

主対応 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

8 事業プランニングの考え方 

創業事業計画書作成の意義と構築の考

え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（各自）（1 時間） 

9 

起業家実体験談① 

 

【外部講師】 

マネックスグループ（株） 

福島 健太 氏 

ＩＴ系マーケティング調査企業の実態 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師企業についてネット等を活用した質

問事項の用意（30 分）。 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間） 

10 

起業家実体験談? 

 

【外部講師】 

（株）Laft 

代表取締役 CEO 

古田 紀之 氏 

サービス事業における起業。                

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師企業についてネット等を活用した質

問事項の用意（30 分） 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間） 

11 

起業家実体験談? 

 

【外部講師】 

株式会社Ｓ＆Ｆ PARTNERS 

代表取締役社長 

櫻木 翔太 氏 

教育ビジネス起業の実態談 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師企業についてネット等を活用した質

問事項の用意（30 分）。 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間） 

専
門
科
目

124



摂南大学シラバス 2019 

12 

起業支援機関業務の実態? 

 

【外部講師】 

日本政策金融公庫大阪創業

支援センター 

上席所長代理 

向笠 大樹 氏 

起業支援事業（金融支援） 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師機関についてネット等を活用した質

問事項の用意（30 分）。 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間） 

13 

起業支援機関業務の実態? 

 

【外部講師】 

【前】中小企業基盤整備機構 

【現】流通科学大学 商学部 

長坂 泰之 氏 

起業支援事業（行政支援） 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師機関（中小企業基盤整備機構）につい

てネット等を活用した質問事項の用意（30 分）。 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間） 

14 

起業支援機関業務の実態? 

 

【外部講師】 

大阪府商工労働部中小企業

支援室ものづくり支援課産

学官連携推進グループ 

総括主査 

椿野 将 氏 

起業支援事業（中小企業支援）配布資料

の「講義メモ」のキーワードに基づく授

業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞講師機関についてネット等を活用した質

問事項の用意（30 分）。 

＜事後＞授業で聴講したキーワードを調べること

による再認識（1 時間 

15 事業継続ノウハウ 

起業から成長段階に至るまでの事業継

続措置の考え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（各自）（1 時間） 

 

関連科目 ビジネスプランニング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合：50％） 

 授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価し 

 ます。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案し 

 た場合は加点評価とします。なお、当該質問や要望については、次回以降の授業時に解説文を付けて一覧表 

 にして学習者全員に資料配付します 

②定期試験（評価割合：50％） 

 授業全般にわたっての課題を提示します。 

学生への 

メッセージ 

自身の将来（やりたい事）が実現できるのか、自己分析を含め授業により認識してください。 

 

【注意：外部講師の授業回について】 

第９回～第１４回予定の外部講師の授業については、講師の都合等により開講回が変更となることがあります。 

また外部講師に失礼の無い態勢で授業に臨んでください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 学生のうちに起業を目指したいと考えている学生は、自身のアイデアについて個別に相談してください。 
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科目名 簿記入門 科目名（英文） Introduction to Bookkeeping 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 呉 重和 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1004a0 

 
授業概要・ 

目的 

簿記とは、企業などの経済活動をお金の動きで捉え記録・整理する技術的な手法である。本講義では、簿記の基本的な仕組みから簿記一巡の

手続きまでわかりやすく解説し、練習問題を多く解くことによって受講者が容易に理解し、簿記の基礎的能力を身に付けることを目的とする。 

到達目標 簿記一巡の手続きを理解し、日商簿記 3 級試験に合格できる程度の知識を身に付ける。 

授業方法と 

留意点 

最初に講義形式で教科書に沿って説明し、練習問題を実際に各自で解いてみる。その後解答を確認しながら解説を行う。必要に応じて配布プ

リント等で補足説明する。学生の理解度に応じて進行を調整するので、授業計画を変更することがある。 

科目学習の 

効果（資格） 
日本商工会議所簿記検定、公認会計士試験、税理士試験を受験するためには必要不可欠な科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 簿記の基礎① 簿記の目的、貸借対照表、損益計算書 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

2 簿記の基礎② 取引と勘定 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

3 簿記の基礎③ 仕訳と転記 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

4 簿記の基礎④ 試算表 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

5 簿記の基礎⑤ 決算の意味と手続き 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

6 簿記の基礎⑥ 財務諸表の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

7 まとめ 第 1 回から第 6 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 

8 現金・預金① 現金・現金過不足 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

9 現金・預金② 当座預金・当座借越・小口現金 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

10 商品売買 三分法と売上原価の算定 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

11 商品有高帳 先入先出法、移動平均法 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

12 売掛金・買掛金 売掛金元帳、買掛金元帳 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

13 貸し倒れと貸倒引当金 貸倒引当金の処理 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

14 手形 手形の処理、手形の裏書・割引 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

15 その他の債権・債務① 
貸付金・借入金、未収金・未払金、前払

金・前受金 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

16 その他の債権・債務② 
立替金・預り金、仮払金・借受金、商品

券、他店商品券 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

17 有価証券、固定資産 
有価証券の購入・売却、固定資産の取得・

減価償却・売却 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

18 資本金・引出金、税金 資本金と引出金、税金の記帳 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

19 まとめ 第 8 回から第 18 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 

20 決算① 費用・収益の繰り延べ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

21 決算② 費用・収益の見越し 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

22 決算③ 試算表の作成１ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

23 決算④ 試算表の作成２ 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

24 決算⑤ 精算表の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

25 財務諸表の作成① 貸借対照表、損益計算書の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

26 財務諸表の作成② 貸借対照表、損益計算書の作成 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

27 伝票会計 伝票の起票、伝票の集計・管理 
事前：教科書の該当箇所を読んでおく(45 分)。 

事後：教科書の該当箇所の練習問題を解く(45 分)。 

28 まとめ 第 20 回から第 27 回の授業内容の復習 

事前：今までの授業内容の中で苦手な部分を復習する

(45 分)。 

事後：今までやった練習問題で苦手な問題を再度解く

(45 分)。 
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29 日商簿記検定問題① 仕訳、帳簿の問題 
事前：教科書の仕訳、帳簿の問題を解く(60 分)。 

事後：間違えた問題を再度解く(30 分) 

30 日商簿記検定問題② 試算表、精算表の問題 
事前：教科書の試算表、精算表の問題を解く(60 分)。 

事後：間違えた問題を再度解く(30 分) 

 

関連科目 財務諸表論入門、財務会計論、管理会計論等。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 最新段階式 日商簿記検定問題集 3 級 三訂版 渡辺正直 ほか 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期末試験の結果により評価する。 

学生への 

メッセージ 

簿記は借方・貸方などの専門用語があって最初はややこしく感じるかもしれませんが、慣れれば足し算・引き算のみで決して難しいものでは

ありません。基本的な知識をしっかり身に付けて、簿記力を積み上げていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階(呉研究室) 

備考 回収した練習問題については，講義内で解答を解説し，必要に応じて解答を配布する。 
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科目名 マーケティング演習 科目名（英文） Practice in Marketing 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 田中 祥司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3043a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業を含む組織が直面する問題に関心をもち、その問題を解決するために必要な知識を身につけます。 

とりわけ、ケース課題に取り組むことで実践的なマーケティングを身に付けることを目的とします。 

グループでケース課題に取り組み、議論や発表を通してマーケティングへの理解を深めます。 

なお、授業担当者の旅行会社での経験から、近年、実務・研究両面から注目されている観光についても解説します。 

到達目標 

・企業あるいは消費者を中心とした複数のケースに取り組むことで、企業のマーケティング活動についてマーケティング・マネジメントの視点だ

けではなく、消費者の視点で説明することができる。 

・複数のケース課題に取り組むことで、企業間のマーケティング戦略を比較することができる。 

授業方法と 

留意点 

・4 つのケースについてグループワークを中心に授業を進めます(1 回目・2 回目はマーケティング全般に関する講義を行います)。 

・グループは初回の授業時に決定します。初回は必ず出席してください。 

・1 つのケースにつき、2 回の授業(180 分)で準備を行います。その後、各グループによる発表を行います。 

・ケース毎に個人によるレポートの提出を求めます。 

・授業時間外にグループ発表の準備等を行ってもらいます。グループのメンバーと協力して取り組んでください。 

科目学習の 

効果（資格） 
実践的なマーケティングを遂行する知識が身につきます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 講義Ⅰ 
マーケティングの概要についての復習

を行う。 

【事前学習】(30 分) 

マーケティング論の復習を行うこと。 

【事後学習】(30 分) 

マーケティング戦略構築から実行までの流れを説

明できるようにする。 

グループのメンバー間で連絡がとれるようにして

おくこと。 

2 講義Ⅱ 消費者行動の概要について復習を行う。 

【事前学習】(30 分) 

消費者行動論の復習を行うこと。 

【事後学習】(30 分) 

消費者の視点からマーケティング戦略について説

明できるようにする。 

3 
事例研究Ⅰ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

4 
事例研究Ⅰ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

5 
事例研究Ⅰ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

6 
事例研究Ⅱ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

7 
事例研究Ⅱ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

8 
事例研究Ⅱ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

9 
事例研究Ⅲ 

問題読解 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

10 
事例研究Ⅲ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

11 
事例研究Ⅲ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 
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12 
事例研究Ⅳ 

問題読解 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

13 
事例研究Ⅳ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

14 
事例研究Ⅳ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

15 まとめ 

これまでのグループ発表を振り返りな

がら、企業のマーケティングについて企

業視点・消費者視点で全体的なまとめを

行う。 

【事前学習】(30 分) 

これまでのグループの発表を振り返る。 

【事後学習】(30 分) 

全体を通しての成果と反省についてまとめる。 

 

関連科目 マーケティング、消費者行動論、リテールマーケティングなどマーケティングコース科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポート（50％）、グループワークの成果物・発表（50％） 

学生への 

メッセージ 
積極的にグループワークに参加することで力がつきます。そのためには授業時だけではなく、予習・復習に真摯に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
田中祥司研究室 11 号館 8 階 

備考 
予習・復習に少なくとも 1 時間はかけてください。 

また発表の準備にはそれ以上の時間がかかります。スケジュールを予め調整してください。 
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科目名 マーケティング概論 科目名（英文） Introduction to Marketing Manegement 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1006a0 

 

授業概要・ 

目的 

現在、いかなる組織においても、マネジメントを効果的に行い、目標を達成するにはマーケティング発想が不可欠である。本授業では、事例を交

えながらマーケティングの基礎知識を身につけることを目的とする。各々がマーケティング論的な視点で物事をとらえる事ができるようになるこ

とを到達目標とする。 

中小企業等の組織におけるマネジメントのコンサルティングの実践経験から、製品開発や販売など実践事例を紹介しながら解説を行う。 

到達目標 
 １）マーケティング論の基礎的な知識を習得する。 

 ２）マーケティング論的な視点で物事をとらえる事ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

講義が中心だが、一部ペアワークを行う。 

教科書にそって授業は進めるが、毎回、プリントを用意する。また授業の冒頭では、小テストを行う。授業中、練習問題をペアワーク等で考察・

検討・発表してもらう。 

科目学習の 

効果（資格） 

マーケティングの基礎知識を学習し、現実の問題について考えることで、世の中で行われているマーケティング活動を身近に理解できるようにな

る。マーケティング論的発想ができるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 マーケティングの本質とは 
マーケティングとは何か、基本的な用語

について解説する。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

2 マーケティングの４P 
マーケティングを考えるときの基本と

なる４P について学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

3 STP 
セグメンテーション、ターゲティング、

ポジショニングについて学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

4 顧客満足とは 
顧客満足とは何か。満足を得るための組

織とはどのようなものかを考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

5 
市場での競争と自社の存在

意義 

戦略構築のために自社の置かれている

状況を把握する意義、手法について学

ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

6 競合他社について考える 
競合他社と自社との関係から戦略構築

を考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する（1 時間）。 

【事後学習】 

次回の中間テストに備える（1 時間） 

7 
中間テスト 

製品のマネジメント 

製品開発プロセスやライフサイクルか

らマネジメントを考える 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。 

【事後学習】 

次回の小テストに備える 

8 ブランドとは ブランドの意義を考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

9 ブランドのマネジメント 
強いブランドを構築するための戦略に

ついて考える 

【【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

10 流通チャネルとは 
製品を顧客が手にするまでの流通チャ

ネルの果たす役割について解説する。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

11 
流通チャネルのマネジメン

ト 

流通チャネルをいかにコントロールし

ていくのかなど戦略について学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

12 営業とは 

日本特有の人的販売である営業の果た

す役割や、理想の営業とは何かを考え

る。 

【【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

13 価格設定の考え方 価格設定の基本的な考え方を学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

14 価格のマネジメント 価格に関する戦略について学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1 時間） 

15 
顧客とのコミュニケーショ

ン 

顧客との双方方向のコミュニケーショ

ンによって関係を構築する意義やそれ

を活用した戦略について考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1 時間） 

【事後学習】 

これまでの復習をし期末テストに備える（６時間） 

専
門
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関連科目 
経営学Ⅰ・Ⅱ、マーケティング戦略論、リテール・マーケティング、消費者行動論、 

マーケティング演習などマーケティングコース科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 マーケティング 恩蔵直人 日経文庫 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 マーケティングをつかむ 黒岩健一郎 有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義内課題４０%（小テスト、中間テスト、ミニッツペーパーなど）、期末試験６０% 

学生への 

メッセージ 

日常生活において企業がどのような製品をどのような手段で告知し、それをどのような価格でどのような方法で販売しているのかを関心を持って

講義に臨んでもらいたい。 

教科書は必ず購入すること。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考  

専
門
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科目名 マーケティングサイエンス 科目名（英文） Marketing Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2027a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、ビジネスにおいてマーケティングは欠かすことのできないツールとなった。商品を生産すれば売れた時代とは違い、現在では多様化する消

費者ニーズに的確に対応することが、企業にとって市場で生き残っていくためのカギとなっている。 

本講義では、マーケティング戦略を立案する上で必要不可欠となるデータの扱い方および分析手法を学習する。 

各種分析手法について、実際にデータを使いながら、より実践的に学んでゆく。 

また、講義内容についてより理解を深めるため、各自で分析テーマを計画し、分析を実行してもらう。 

市場の動向を読むための技術を身につけることは非常に重要である。 

到達目標 
マーケティングにおける各種の分析手法について学習し、分析を通して現実の問題について考えることで、世の中で行われているマーケティング

手法について身近に理解できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義が中心となるが、毎回の講義内容に関する応用問題を演習として各自で解くことにより、理解を深める。講義はレジュメを配布して

行う。? 

また、講義で身に着けた知識を生かして学生自身にも現実の諸問題について分析し、発表してもらう。これは、学生の発想力と創造力を伸ばすた

めでもある。 

科目学習の 

効果（資格） 

マーケティング意思決定を支えるデータ分析の手法を学習するため、これらの知識を生かして様々な角度からマーケティング上の諸問題を考える

ことができるようになる。? 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 授業の進め方など 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直し

ておくこと。 

2 
解析手法の位置づけと理解

度確認 
様々な分析手法の概説と確認 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

3 データ分析(1) 

二次データの整理方法とデータ読み取

り 

エクセルによる基礎分析 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

4 データ分析(2) 

相関分析 

無相関検定 

独立性の検定 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

5 データ分析(3) 
平均値差による検定 

分散分析 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

6 データ分析(4) 
回帰分析 

重回帰分析 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

7 データ分析(5) 

重回帰分析 

要因分析 

数量化Ⅰ類 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

8 データ分析(6) 
時系列分析 

指数平滑法 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

9 データ分析(7) 
判別分析 

数量化Ⅱ類 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

10 データ分析(8) 
クラスター分析 

コレスポンデンス分析 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

11 データ分析(9) 
移動平均法 

決定木分析 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：講義で使用したレジュメの内容を見直

し、演習問題についてよく考えること。 

12 分析演習(1) 
これまでの講義内容をふまえ、各自でデ

ータ分析を実行する 

事前学習：事前に配布する講義用のレジュメを読

む。 

事後学習：テーマを計画し、適切な分析手法を選択

することができるように、講義内容について復習

し、情報収集を心がけること。 

13 分析演習(2) 
設計した分析内容を発表資料としてま

とめる 

事前学習：引き続き、計画テーマについて分析 

事後学習：考案した分析テーマの内容について、プ

レゼンテーションができるように掘り下げて考え

る。また、分析に必要な情報を収集し、まとめるこ

と。 

14 
分析演習とプレゼンテーシ

ョン 

考案・設計したリサーチ内容をプレゼン

テーションする。また、他の学生の考案

したリサーチ内容について分析と考察

事前学習：プレゼンテーションの準備 

事後学習：半年間の復習 

専
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を行う。 

15 講義まとめ 授業に関する質問に回答します。 

事前・事後学習：半年間のレジュメを見直し、演習

問題を解きなおしておく。質問事項があればまとめ

ておくこと。 

 

関連科目 マーケティング情報解析 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の課題（演習問題）40%、最終発表 30％、期末試験 30%で評価 

学生への 

メッセージ 

各回の授業中に資料を配布する。講義にはパワーポイントを使用。 

課題作成や発表時にパソコンを使用する（WORD、PowerPoint、SPSS など）。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階、樋口研究室 

備考 

毎回の課題（演習問題）については次週の講義で解説を行う。 

理解できない場所を、理解できないままにしておかないこと。 

毎週の事前・事後学習にかける時間の目安は 4～5 時間程度とする。 

専
門
科
目
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科目名 マーケティング情報解析 科目名（英文） Marketing Information Analysis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2025a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、マーケティング戦略の立案などに際し、市場調査が頻繁に利用されている。市場調査により収集されたマーケティング・データは、企業の

意思決定において様々な形で利用される。ただし、これらのデータはそのままの形では有効に利用することが難しい。よって、種々の分析手法を

もって、まずは有益な情報に変換されることとなる。本講義では、このようなマーケティング・データを扱うためのデータ分析手法について、多

変量解析を中心に学習する。 

到達目標 マーケティング・リサーチの手法とデータの扱い方を習得することで、各種マーケティング上の課題に対処する力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

本講義では Excel、SPSS を利用する。この点を理解の上履修すること。 

また、毎回の講義中に、講義内容に関連する課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
「社会調査士」の資格取得のため必須科目。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
マーケティング・リサーチとデータ分析

の関係について 
事後学習：配布レジュメの見直し 

2 
リサーチの流れとデータの

役割 

マーケティング・リサーチの基本知識、

実行手順などについて 

事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

3 基礎統計 記述統計、グラフなど 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

4 仮説検定(1) 無相関検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

5 仮説検定(2) カイ二乗検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

6 仮説検定(3) 平均値の差による検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

7 多変量解析(1) 回帰・重回帰分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

8 多変量解析(2) 重回帰分析を使用した需要予測 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

9 多変量解析(3) 時系列解析手法 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

10 多変量解析(4) 分散分析・数量化理論Ⅰ類 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

11 多変量解析(5) SPSS を使用した多変量解析の計算手法 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

12 多変量解析(6) 判別分析・数量化理論Ⅱ類 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

13 多変量解析(7) クラスター分析・コレスポンデンス分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

14 多変量解析(8) 主成分分析・因子分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

15 講義まとめ 
半年間の講義のまとめと復習、質問への

対応など 

講義で扱った内容を見直し、しっかりと理解するこ

と。これまでの課題を解きなおす。質問したい事項

があればまとめておく。 

 

関連科目 市場調査入門、市場調査法、経営統計学、ビジネスデータ分析、市場調査実習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義内課題 70%、期末試験 30% 

学生への 

メッセージ 

各回の授業中に資料（レジュメ）を配布する。広義にはパワーポイントを使用。 

課題作成や発表時にパソコンを使用する（WORD,PowerPoint,SPSS など）。 

理解できないところを、理解できないままにしておかないこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階、樋口研究室 

備考 
毎回の課題（演習問題）については次週の講義で解説を行う。 

毎週の事前・事後学習にかける時間の目安は 4～5 時間程度とする。 

専
門
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科目名 マーケティング戦略論 科目名（英文） Marketing Strategy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2020a0 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング概論で学んだことをさらに発展させ、「戦略」という視点からマーケティングを捉え、学んでいきます。 

ビジネス社会で役立つマーケティング戦略論の考え方について学びます。 

中小企業の経営革新や創業の支援を行った担当教員の経験を活かして、事例を使った実践的教育を行います。 

到達目標 
・マーケティング戦略の考え方について理解する。 

・身近な事例をマーケティング戦略に結び付けて考えることができる。 

授業方法と 

留意点 

講義が中心です。教科書を利用し毎回プリントを配布します。また毎回、前回の授業内容から小テストを行います。さらに、事例をつかって、グ

ループワークも取り入れながら、授業を進めます。 

科目学習の 

効果（資格） 
リテール・マーケティング（販売士） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 競争環境をとらえる 
競争環境とは何か。いかに対処すべきか

を考察します 

【事前学習】マーケティング論の復習、教科書第 1

章の読解（２時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

2 市場環境をとらえる 消費者行動の理解を図ります。 

【事前学習】教科書第 2 章の読解（１時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

3 流通環境をとらえる 
小売業者や卸売業者の役割、インアーネ

ットの影響などを考えます。 

【事前学習】教科書第 3 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

4 市場機会の探索と評価 
事業機会を探し出し、評価するための枠

組みを紹介します。 

【事前学習】教科書第 4 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

5 需要多様性への対応 
探しだされた市場機会への対応方法に

ついて考察します。 

【事前学習】教科書第 5 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

6 価値提供と競争優位 

競争相手に対して有利な立場に立てる

ようなやり方で顧客に価値を提供する

ための枠組みについて考察します。 

【事前学習】教科書第 6 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

7 新製品開発戦略 
新製品開発課程とマーケティング戦略

構築とを関連づけて考察します。 

【事前学習】教科書第 7 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

8 
製品ライフサイクルとマー

ケティング戦略 

製品ライフサイクルの各段階でどのよ

うなマーケティング施策を必要とする

かを考えます。 

【事前学習】教科書第 8 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

9 製品戦略 

提供価値と提供方法をどのような製品

で実現し、どのようなサービスを付加す

るのかを考えます。 

【事前学習】教科書第 9 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

10 ブランド戦略 ブランディングについて考えます。 

【事前学習】教科書第 10 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

11 価格戦略 
価格設定に影響を与える要因や価格の

使い分けなどについて考えます。 

【事前学習】教科書第 11 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

12 プロモーション戦略 

消費者とのコミュニケーションを図る

方法であるプロモーション手段の組み

合わせなどを考察します。 

【事前学習】教科書第 12 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

13 流通チャネル戦略 

標的市場に提供価値を届けるための最

適な流通チャネルの選択と管理につい

て考察します。 

【事前学習】教科書第 13 章の読解（1 時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、次回小テストに備

える（1 時間） 

14 事例研究１ 
企業事例を通じて、マーケティング戦略

の実際を学びます。 

【事前学習】事例の読解（1 時間） 

【事後学習】事例を読み直し、事前に分からなかっ

た内容や用語が理解できているか確認をする（1 時

間） 

15 事例研究２ 
企業事例を通じて、マーケティング戦略

の実際を学びます。 

【事前学習】事例の読解（1 時間） 

【事後学習】学習範囲を復習し期末テストに備える

（２時間） 

 

関連科目 マーケティング概論、消費者行動論、リテールマーケティング、マーケティング演習 

教科書  

専
門
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 入門マーケティング戦略 池尾恭一 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 わかりやすいマーケティング戦略 沼上幹 有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（ミニッツペーパー、中間レポート、発表等）40％ 

期末テスト 60％ 

学生への 

メッセージ 

教科書の予習、復習を図ることで、マーケティング知識の定着が図れます。将来、仕事でマーケティングを活かしたい人はしっかりと学んでくだ

さい。 

担当者の 

研究室等 
鶴坂貴恵研究室 

備考  

専
門
科
目
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科目名 マクロ経済学 科目名（英文） Macro Economics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

現代経済学は体系化された科学としてマクロ経済学とミクロ経済学に大別されます。マクロ経済学では，国家レベルの経済問題や社会全体など大

きな動きについて論じます。なお，ミクロ経済学では，経済主体の意思決定プロセスや市場について議論することを目的とします。これによりビ

ジネスニュースや新聞の経済面をより深く読むことが出来るようになることを目指します。 

到達目標  マクロ経済学の理論を通して、日本経済の問題を理解、説明できる。 

授業方法と 

留意点 
教科書を中心にして行うが，適宜，新聞や TV で取り上げられたトピックも用いる。 

科目学習の 

効果（資格） 
公務員試験・経済学検定試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 経済学とは何か 
経済学とはどのような学問か？ 

マクロ経済学とミクロ経済学の違い 

経済記事や経済ニュースを普段から読んだり聞い

たりする習慣を付けてください。 

2 ＧＤＰとは何だろうか？ 

付加価値、三面等価の原則 

GDP の範囲、GNI（GNP)との違い、名目

値と実質値 

テキスト第 1 章を読んでおくこと。（6０分） 

3 
消費と貯蓄はどのようにし

て決まるか？（１） 
ケインズ型の消費関数 

テキスト第 2 章「ケインズ型の消費関数」を読んで

おくこと。（６０分） 

4 
消費と貯蓄はどのようにし

て決まるか？（２） 

ライフサイクル仮説、恒常所得仮説、流

動性制約、日本の貯蓄率の動向 

テキスト第２章「ライフサイクル仮説、恒常所得仮

設」「貯蓄の決定」を読んでおくこと。（６０分） 

5 設備投資と在庫投資（１） 
資本ストックと設備投資、投資の決定理

論、新古典派の投資理論 

テキスト第３章「投資の決定要因」「資本の限界生

産性と資本の使用者費用」を読んでおくこと。（６

０分） 

6 設備投資と在庫投資（２） 調整費用モデル、在庫投資 
テキスト第３章「調整費用モデル」を読んでおくこ

と。（６０分） 

7 金融と株価（１） 企業の資金調達手段、家計の資産選択 
テキスト第 4 章「企業の資金仲達手段」「家計の資

産選択」を読んでおくこと。（６０分） 

8 金融と株価（２） 株価の決定理論、トービンのｑ 
テキスト第４章｛株価の決定理論」「トービンのｑ

理論」を復習しておくこと。（６０分） 

9 貨幣の需要と供給（１） 貨幣の機能、貨幣ストックの概念、 
テキスト第５章「貨幣のの３つの機能」「貨幣の概

念「貨幣需要動機を読んでおくこと。（６０分） 

10 貨幣の需要と供給（２） 
貨幣需要関数、貨幣量のコントロール、

金融政策の手段、利子率の決定 

テキスト第５章「貨幣需要関数」「ハイパワードマ

ネーと貨幣の供給」「貨幣乗数」を読んでおくこと。

（６０分） 

11 乗数理論と IS-LM 理論（１） 有効需要の原理、乗数理論 
テキスト第６章「有効需要の原理」「乗数理論」を

予習しておくこと。（６０分） 

12 乗数理論と IS-LM 理論（２） 
財市場と IS 曲線、貨幣市場と LM 曲線、

IS-LM 分析 

テキスト第６章「IS 曲線と LM 曲線」「IS-LM 分析」、

７章「IS-LM 分析における金融政策の有効性」を読

んでおくこと。（６０分） 

13 経済政策、財政赤字と国債 
非伝統的金融政策、ルーカス批判、日本

の財政赤字、国債の中立命題 

テキスト第７「IS-LM 分析における金融政策の有効

性」、８章を読んでおくこと。（６０分） 

14 インフレと失業 
インフレとデフレ、失業率、フィリップ

ス曲線、自然失業率仮説 

テキスト第９章「ディマンドプル・インフレ」「予

想されないインフレのコスト」，１０章「フィリッ

プス曲線」「自然失業率仮説」を読んでおくこと。（６

０分） 

15 まとめ  これまでの復習、練習問題の予習（６０分） 

 

関連科目 ミクロ経済学、貿易と金融 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 マクロ経済学入門 福田慎一、照山博司 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験 75％ 

平常点（レポート提出,小テストなど） 25％ 

学生への 

メッセージ 

授業中は私語厳禁，携帯電話の利用禁止。 

テキストやノートでの復習は必ずすること。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 6 階(杉本研究室) 

sugimoto@kjo.setsunan.ac.jp 

備考  

専
門
科
目
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科目名 マネジメントサイエンス 科目名（英文） Management Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1016a0 

 

授業概要・ 

目的 

マネジメントサイエンス（経営科学、オペレーションズ・リサーチ）とは、経営活動にかかわる種々の課題をモデル化して数学的に解析を行うこ

とにより、経営の意思決定を科学的な方法で支援するための知識の体系である。本科目では、日程計画、線形計画法、待ち行列や意思決定理論を

中心とした基本的な知識と技法（解法）について修得することが目的である。 

到達目標 
数式、あるいはワークシート形式で定義された経営の諸問題についてのモデルを理解し、電卓等を用いた数値計算で最適解を見つけることができ

る。 

授業方法と 

留意点 

配布資料を中心に手法や理論を解説し、ゲームやシミュレーション形式の例題を用いた演習課題を解くことで理解を深める。課題に取り組む中で、

経営における問題の発見やその構造のあらましを把握する能力を養ってほしい。 

科目学習の 

効果（資格） 
ＩＴパスポート、基本情報技術者などの情報系の資格試験をはじめ、販売士や中小企業診断士などの経営関係の資格試験にも関連する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、マネジメント

サイエンスの概要 

次回の内容を確認し、配付資料の該当箇所を読んで

おく（60 分） 

2 在庫管理（１） 在庫管理の考え方、最適発注量 
授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

3 在庫管理（２） 
発注システム、将来を見据えた在庫管理

の方法 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

4 グラフ理論 
グラフ理論の考え方、最適な経路を見つ

ける方法 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

5 日程計画（１） 
日程計画の考え方、作業を効率よく進め

る方法 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

6 日程計画（２） PERT による日程計画、作業の進捗管理 
授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

7 待ち行列理論 
待ち行列の基礎、到着時間とサービス時

間の分布 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

8 
前半のまとめ、学力診断テス

ト 
前半のまとめ、確認テストと解説 テストの解説を見直しておく（60 分） 

9 線形計画法（１） 
線形計画法の考え方、問題の定式化と図

式解法 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

10 線形計画法（２） 
シンプレックス法による最適解法、出

荷・輸送計画を事例とした演習 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

11 整数計画法 
整数計画法の考え方、人員の最適配置計

画 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

12 決定理論（１） 
決定理論の考え方、複数候補からの意思

決定 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

13 決定理論（２） 
不確実性下の意思決定（ミニマックス原

理など） 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

14 決定理論（３） 
ゲーム理論（囚人のジレンマ、安定マッ

チングなど） 

授業中に課した練習問題に解答する（30 分） 

事前配付資料の該当箇所を読んでおく（60 分） 

15 全体のまとめ 
全体のまとめと経営学分野における実

用例 
全体の学習内容を見直しておく（60 分） 

 

関連科目 数学基礎 I、数学基礎 II、経営統計学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験（40%）、授業中の課題（20%）、確認テスト（30%）、授業への取組姿勢（10%）により総合的に評価する。 

私語、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

高度な数学は用いませんが、演習を中心とした授業を行いますので、８割以上の出席が必要です。毎回、数値を扱うので電卓（関数電卓でなくて

よい）を持参してください。また、授業の最初から聞かないと理解できませんので、遅れないようにしてください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階(栢木教授室) 

備考 
必要に応じて資料を配布します。 

確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 

専
門
科
目
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科目名 マルチメディア処理Ⅰ 科目名（英文） Multimedia Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2031a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マルチメディア技術は、教育、医療、経営など、我々の生活に関わるさまざまな分野で活用されている。本講義では、マルチメディアの基礎技

術となる「デジタル画像処理」と「コンピュータグラフィックス」をとりあげ、その利用技術と生成手法について学んでいく。さらに、プログラ

ミング演習を行うことで授業内容の理解を深める。 

到達目標 
 「デジタル画像処理」と「コンピュータグラフィックス」の利用技術と生成手法について学び、情報技術を駆使した多彩な表現力について修得

することができる。 

授業方法と 

留意点 

 初回に授業の説明を行うので、必ず出席すること。理由無く欠席した場合は受講する意思がないとみなす。私語等で授業の邪魔となる場合は退

場並びにそれ以降の受講を遠慮してもらうので注意すること。 

 マルチメディア処理ＩＩはマルチメディア処理Ｉを履修していないと合格しない。マルチメディア処理ＩＩの履修を予定している者は、必ずこ

の科目を履修すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
 ＣＧ検定，画像処理検定，マルチメディア検定のための基礎知識を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
マルチメディアを用いた応

用技術 

ガイダンス、CG 映画、ビデオゲーム、

マルチメディア通信応用システム、仮想

現実感 

事前学習：なし 

事後学習：練習課題(1)を解く(1 時間) 

2 
基本的なシーンファイルの

設定 
座標系、カメラと照明の設定 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(2)を解く(1 時間) 

3 CG の基本演習 
CG 作成手順、簡単な立体形状の作成、

CG 画像の実例紹介 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(3)を解く(1 時間) 

4 
マルチメディアと人間の知

覚特性 
恒常現象、図の認識、錯覚、図と地 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(4)を解く(1 時間) 

5 視覚特性と聴覚特性 
両眼立体視、図の動き、色の見え、聴覚

効果 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(5)を解く(1 時間) 

6 
物体の移動・回転・縮小・拡

大 
移動・回転・縮小・拡大の設定と見え方 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(6)を解く(1 時間) 

7 色彩表現 
加法混色、減法混色、RGB/XYZ 表示系、

マンセル表色系 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(7)を解く(1 時間) 

8 講義のまとめと小テスト 講義前半のまとめと小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(8)を解く(1 時間) 

9 色彩演習 立体の色彩表現 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(9)を解く(1 時間) 

10 ２次元画像処理の基礎 
画像の標本化と量子化、2 値化処理、濃

淡、陰線・陰面消去 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(10)を解く(1 時間) 

11 合成と変換 
平滑化、鮮鋭化、モザイク処理、コント

ラストの変換、特殊効果 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(11)を解く(1 時間) 

12 立体の表現方法 
ステレオ画像処理、時分割メガネ方式、

ステレオペア方式 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(12)を解く(1 時間) 

13 基本的な立体形状の作成 基本的な立体形状の作成方法 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(13)を解く(1 時間) 

14 物体の質感 さまざまな物体の質感 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(14)を解く(1 時間) 

15 講義のまとめと小テスト 講義後半のまとめと小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(15)を解く(1 時間) 

 

関連科目  マルチメディア処理 II、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（20%）、小テスト（20%）、期末試験（60%）により評価する。ただし、欠席または遅刻回数が全授業数の 1/3 回を超える場合は、

期末試験の点数に関わらず単位を得ることはできない。また、授業に参加しない者（寝る、喋る等）は欠席扱いとする。 

学生への 

メッセージ 

 この授業は、情報関連分野の専門科目として情報処理の基礎科目やプログラミング演習を習得した中級者向けに講義を行っていく。このため、

コンピュータの基本的な利用が困難な者は、授業の内容をよく確認してから受講して欲しい。授業の内容をよく確認してから受講して欲しい。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目
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科目名 マルチメディア処理Ⅱ 科目名（英文） Multimedia Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3045a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マルチメディア技術は、教育、医療、経営など、我々の生活に関わるさまざまな分野で活用されている。本講義では、マルチメディアの基礎技

術となる「デジタル画像処理」と「コンピュータグラフィックス」をとりあげ、その利用技術と生成手法について学んでいく。更に、プログラミ

ング演習を行うことで授業内容の理解を深める。 

到達目標 
  「デジタル画像処理」と「コンピュータグラフィックス」の利用技術と生成手法について学び、情報技術を駆使した多彩な表現力について修

得することができる。 

授業方法と 

留意点 

 マルチメディア処理ＩＩは、マルチメディア処理Ｉを修得していなければ合格できない。履修する際には必ず確認すること。またこの授業は、

情報関連分野の専門科目として情報処理の基礎科目やプログラミング演習を習得した中級者向けに講義を行っていく。このため、経営情報学科の

主要な情報処理科目を履修していない経営学科の学生は受講しないように。 

 初回に授業の説明を行うので、必ず出席すること。理由無く欠席した場合は受講する意思がないとみなす。私語等で授業の邪魔となる場合は退

場並びにそれ以降の受講を遠慮してもらうので注意すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
 ＣＧ検定，画像処理検定、マルチメディア検定のための基礎知識を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 模様と凹凸表現 質感とテクスチャ 
事前学習：なし 

事後学習：練習課題(1)を解く(1 時間) 

2 CG 演習(1) 
質感の変更、テクスチャマッピング、バ

ンプマッピング 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(2)を解く(1 時間) 

3 カメラとライティング 
ワールド座標とローカル座標、座標変

換、透視変換 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(3)を解く(1 時間) 

4 CG 演習(2) カメラや光源の種類の設定 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(4)を解く(1 時間) 

5 モデリング モデリング手法 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(5)を解く(1 時間) 

6 レンダリング レンダリング手法 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(6)を解く(1 時間) 

7 講義のまとめと小テスト 講義前半のまとめと小テスト 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(7)を解く(1 時間)、小テストの

復習(30 分) 

8 CG 演習(3) 複雑な立体形状の作成 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(8)を解く(1 時間) 

9 立体表現の応用 
スィープ表現、曲線表現（スプライン曲

線、ベジェ曲線） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(9)を解く(1 時間) 

10 CG 演習(4) 
正多面体、半多面体、トーラス図形、CG

文字の作成 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(10)を解く(1 時間) 

11 CG アニメーション 
アニメーションの原理、映画などで利用

されている CG の実例紹介 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(11)を解く(1 時間) 

12 CG 演習(5) CG アニメーションの作成 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題(12)を解く(1 時間) 

13 講義のまとめと小テスト 講義後半のまとめと小テスト 

事前学習：作品制作に必要な準備をしておく（30

分） 

事後学習：小テストの復習(30 分) 

14 作品制作(1) 作品制作とまとめ 

事前学習：作品制作に必要な準備をしておく（30

分） 

事後学習：最終課題の制作(2 時間) 

15 作品制作(2) 作品制作とまとめ 

事前学習：作品制作に必要な準備をしておく（30

分） 

事後学習：最終課題の制作(1 時間) 

 

関連科目 マルチメディア処理 I、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（10%）、小テスト（20%）、最終課題（10%）、期末試験（60%）により評価する。ただし、欠席または遅刻回数が全授業数の 1/3 回

を超える場合は、期末試験の点数に関わらず単位を得ることはできない。また、授業に参加しない者（寝る、喋る等）は欠席扱いとする。 

学生への 

メッセージ 

 マルチメディア処理ＩＩを履修する場合は、必ず事前にマルチメディア処理Ｉを履修していること。マルチメディア処理ＩＩだけを受講しても

合格できない。 

 またこの授業は、情報関連分野の専門科目として情報処理の基礎科目やプログラミング演習を習得した中級者向けに講義を行っていくため、他

学科の学生は授業の内容をよく確認してから受講すること。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 8 階 堀井教授室 

備考  課題やレポートについては，実施した次の授業で講評する。 

専
門
科
目
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科目名 ミクロ経済学 科目名（英文） Micro Economics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1008a0 

 

授業概要・ 

目的 

現代経済学の理論は、体系化された科学としてミクロ経済学とマクロ経済学に大別される。そのうち、ミクロ経済学は、皆が納得しうる仮定を起

点とした論理に基づく消費者と企業の行動原理を説明する理論である。本講義では、ミクロ経済学を現実事象と照らし合わせながら解説し、使え

るミクロ経済学の修得を目的とする。 

到達目標 
１．経済主体の意思決定や市場について理解すること 

２．経済学的思考の使い方が分かること 

授業方法と 

留意点 

講義は極力教科書に沿って行うので、必ず教科書を購入のこと。理解度を重視して進めるので、講義計画の変更もある。漠然と講義に出席するの

ではなく、予習・復習を行い、発言することを求める。発言は評価の対象である。 

科目学習の 

効果（資格） 

TV や新聞、インターネットから無造作に流される経済的事象を自らで整理し、自らで判断するための初歩的な能力が身につく。さらに、教員免

許状取得・公務員試験・中小企業診断士試験など資格取得に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ミクロ経済学で学ぶこと 

経済学を学ぶ理由、ミクロ経済学とマク

ロ経済学の違い、価格メカニズムの働

き、図とグラフ 

事前学習：教科書第１章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

2 需要の理論 
市場需要曲線、曲線のシフト要因、消費

者余剰 

事前学習：教科書第２章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

3 消費者行動の理論（１） 最適消費点 
事前学習：教科書第３章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

4 消費者行動の理論（２） 需要曲線の導出、曲線のシフト要因再考 
事前学習：教科書第３章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

5 供給の理論（１） 
限界費用、供給量の決定、供給曲線、生

産者余剰 

事前学習：教科書第４章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

6 供給の理論（２） 
右上がりの限界費用曲線、市場供給曲

線、供給曲線のシフト要因 

事前学習：教科書第４章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

7 限界概念と微分 
限界概念と微分との関係について説明

する。 
予習はできないが、復習をしっかりと行うこと。 

8 需給曲線と弾力性 
需要と供給の弾力性、弾力性を左右する

要因 

事前学習：教科書第５章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

9 
ここまでのまとめと中間テ

スト 
これまでのまとめと中間試験を行う 事前に復習を行っておくこと。 

10 市場の理論 
さまざまな市場構造、社会的余剰、効率

性、分配の公正性、市場の失敗 

事前学習：教科書第６章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

11 需要と供給で解く経済問題 需給曲線を用い経済問題を考える 
事前学習：教科書第７章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

12 余剰分析で解く経済問題 余剰を用い経済問題を考える 
事前学習：教科書第８章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

13 市場の失敗（１） 外部効果、公共財 
事前学習：教科書第９章を読み、理解する（６０分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

14 市場の失敗（２） 情報の非対称性 

事前学習：教科書第１０章を読み、理解する（６０

分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

15 市場の失敗（３） 独占市場 

事前学習：教科書第１１章を読み、理解する（６０

分） 

事後学習：教科書第 8 章の復習を行う（３０分） 

 

関連科目 くらしと経済、マクロ経済学、金融論、企業金融論 等 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ミクロ経済学の基礎 ベーシックプラス 小川光、家森信善 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間試験(40％)と期末試験(60％)で評価する。なお、詳細は初回講義で述べる。 

学生への 

メッセージ 

経済の基本的な考え方を身につけておくことは、社会人としてだけでなく日常生活においても“身を守る”という意味で極めて重要です。疑問点

は積極的に質問して、一歩ずつ着実に前進してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館（杉本研究室） 

備考  

専
門
科
目

142



摂南大学シラバス 2019 

科目名 民法 科目名（英文） Civil Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大川 謙蔵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS2051a0 

 

授業概要・ 

目的 

法律は、社会において生じる問題を解決するために使われるものある。そのような法律も、いくつかの形に分類がなされる。本講義で扱う民法と

は、私人の間の問題等を規律するための法律であり、特に財産問題と家族問題を扱っている。すなわち、財産と家族の問題を扱う一番基本となる

法律が民法である。 

本講義では、この民法を理解するために、まず概論として、法律学とはどのような学問であるのか、そして、その法律学の中で民法がどのように

扱われているのかなど、法学を概観し、その後に、具体的な民法の中身を簡単にではあるが把握していくことを予定している。 

到達目標 
この講義を通じて、学生には民法全般および民事法と呼ばれる私人間に問題について適用される法律の概観をつかむことができるようになるこ

と、ならびに社会における法的問題がいかなることであるかを理解できるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で行う予定である。レジュメおよび資料を配布する。 

法律科目であるので、六法（書籍の一種）が必要。六法を入手する予定のない方は受講しないこと（学習内容を理解することができないため）。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会生活の基本法である民法の学習方法を知ることができ、民事法（民法、民事訴訟法、破産法等）が出題科目となっている各種資格試験の基礎

となる知識を習得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 法律学および民法 

法律科目というもののガイダンス、法律

一般および民法の概要について確認す

る予定です。 

予習：新聞などから、目次も含め、教科書から興味

を持てる部分を見つけ、整理すること。 

復習：講義部分の教科書を確認すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

2 民法と財産法総論 

法律というものが対象としているもの

などを大きく捉え、その中で民法典の役

割を確認し、さらに財産法の内容を確認

していく予定です。 

予習：1 回目の内容から、自分の周りに存在する財

産法と関連する問題を考えること。 

復習：財産法と家族法の役割の違いを整理するこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

3 民法と契約という制度 
契約という制度を通して、社会における

法律関係を確認していく予定です。 

予習：現実の生活の中で、どのような契約をしてい

るのかなどを検討すること。 

復習：契約成立と申し込み・承諾お関係を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

4 民法における人という存在 

契約をすることができるのは誰なのか、

また単独では契約ができない人がいる

のかなどを確認する予定です。 

予習：これまでの経験から、法的に自分が置かれて

きた立場を整理すること。 

復習：親の同意を必要とする契約がいかなるもので

あるのかを見直すこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

5 代理・時効 

契約も単独でできない場合があります。

その場合に、代わりに契約を行ってくれ

る人などの代理についてを確認し、また

時効制度も確認する。 

予習：他人が自分のために契約をしてくれる場面を

確認すること。 

復習：法的な意味における代理と、日常用語に言う

代理の違いを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

6 契約の締結 
契約を締結するとはどのようなことな

のかを確認する予定です。 

予習：友達との約束についての法的意味を検討・議

論すること。 

復習：契約内容に違反した場合における損害の意味

を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

7 所有権を通しての物権 

人が物を所持すること、すなわち支配す

ることを、法律はどのように考えている

のかを見ていく予定です。 

予習：他人が自分の物を返さないという場合を法的

に考えてみること。 

復習：物的担保がいかなる意味を有し、どのような

種類があるのかを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

8 不法行為① 

他人に損害を与えてしまい、賠償をしな

ければならないことを、法的に見ていき

ます。 

予習：交通事故や約束違反によって生じた損害は、

いかなる賠償により回復することができるのかを

検討すること。 

復習：損害の意味を、判例を通じて整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

9 不法行為② 

現代社会は進歩が激しく、法律も新しい

局面に向かいあう必要が生じています。

そこで、不法行為の制度をより多角的に

見ていく予定です。 

予習：他人に損害賠償を請求するために必要となる

事情・要件を整理すること。 

復習：特別な場合における不法行為制度を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

10 事務管理・不当利得 

契約や不法行為とは異なった形で、他人

との間で法的な関係が生じる場合をみ

ます。 

予習：人情を法律でとらえることや、契約終了後の

関係について検討すること。 

復習：不当利得の形を判例を通じせて入りするこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

11 婚姻 婚姻がどのようにすると成立し、その結 予習：誰とでも婚姻できるのか、婚姻する意味を考
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果どのような義務が生じるのかなどを

見ていく予定です。 

えること。 

復習：婚姻とそれと類似する形を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

12 離婚 
離婚原因を確認し、離婚の際に生じる問

題を確認していく。 

予習：国家が認める婚姻関係を解消することの重大

性を今一度確認すること。 

復習：離婚の形と要件を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

13 親子関係 

親子は互いにどのような権利義務関係

があるのか、また、子の扱いが異なる現

状を確認する。 

予習：非嫡出子には法的にいかなる取扱いの違いが

あるのかを確認すること。 

復習：親子関係が形成される場面を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

14 相続 
相続の意義や誰が相続できるのかにつ

いて確認する。 

予習：法律がどのような範囲で相続を認めているの

かを確認すること。 

復習：相続できる範囲はいかなるものかを整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

15 遺言および講義のまとめ 
相続における被相続人の意思を遺す方

法やその問題点を確認する。 

予習：遺言の形を整理すること。 

復習：全体の確認を行うこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

 

関連科目 憲法、商法、会社法など、法律に関連する科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ロードマップ民法入門 小川・西内・大川 一学舎 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義数と時間の関係から、定期試験・期末試験で結果で評価を行う（100％）。 

学生への 

メッセージ 
民事法は日常生活に関する規範である。したがって、民事法を学習することは、日常生活を法的観点から検討することでもある。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 大川研究室 

備考 

大学の講義は、予習・講義・復習の３つから成り立っています。それぞれにつき、90 分を確保して学習をする必要がある。しかし、予習・復習

については、各講義の内容により多少の違いが出てくるため、必ず講義でそれらの対象を聞くこと。 

近年、受講態度のひどい学生が散見されることから、受講の登録後であっても、そのような学生に対しては採点対象から外す予定である。 
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科目名 民法Ⅰ 科目名（英文） Civil Law I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大川 謙蔵 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

法律は、社会において生じる問題を解決するために使われるものある。そのような法律も、いくつかの形に分類がなされる。本講義で扱う民法と

は、私人の間の問題等を規律するための法律であり、特に財産問題と家族問題を扱っている。すなわち、財産と家族の問題を扱う一番基本となる

法律が民法である。 

本講義では、この民法を理解するために、まず概論として、法律学とはどのような学問であるのか、そして、その法律学の中で民法がどのように

扱われているのかなど、法学を概観し、その後に、具体的な民法の中身を簡単にではあるが把握していくことを予定している。 

到達目標 
この講義を通じて、学生には民法全般および民事法と呼ばれる私人間に問題について適用される法律の概観をつかむことができるようになるこ

と、ならびに社会における法的問題がいかなることであるかを理解できるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で行う予定である。レジュメおよび資料を配布する。 

法律科目であるので、六法（書籍の一種）が必要。六法を入手する予定のない方は受講しないこと（学習内容を理解することができないため）。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会生活の基本法である民法の学習方法を知ることができ、民事法（民法、民事訴訟法、破産法等）が出題科目となっている各種資格試験の基礎

となる知識を習得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 法律学および民法 

法律科目というもののガイダンス、法律

一般および民法の概要について確認す

る予定です。 

予習：新聞などから、目次も含め、教科書から興味

を持てる部分を見つけ、整理すること。 

復習：講義部分の教科書を確認すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

2 民法と財産法総論 

法律というものが対象としているもの

などを大きく捉え、その中で民法典の役

割を確認し、さらに財産法の内容を確認

していく予定です。 

予習：1 回目の内容から、自分の周りに存在する財

産法と関連する問題を考えること。 

復習：財産法と家族法の役割の違いを整理するこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

3 民法と契約という制度 
契約という制度を通して、社会における

法律関係を確認していく予定です。 

予習：現実の生活の中で、どのような契約をしてい

るのかなどを検討すること。 

復習：契約成立と申し込み・承諾お関係を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

4 民法における人という存在 

契約をすることができるのは誰なのか、

また単独では契約ができない人がいる

のかなどを確認する予定です。 

予習：これまでの経験から、法的に自分が置かれて

きた立場を整理すること。 

復習：親の同意を必要とする契約がいかなるもので

あるのかを見直すこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

5 代理・時効 

契約も単独でできない場合があります。

その場合に、代わりに契約を行ってくれ

る人などの代理についてを確認し、また

時効制度も確認する。 

予習：他人が自分のために契約をしてくれる場面を

確認すること。 

復習：法的な意味における代理と、日常用語に言う

代理の違いを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

6 契約の締結 
契約を締結するとはどのようなことな

のかを確認する予定です。 

予習：友達との約束についての法的意味を検討・議

論すること。 

復習：契約内容に違反した場合における損害の意味

を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

7 所有権を通しての物権 

人が物を所持すること、すなわち支配す

ることを、法律はどのように考えている

のかを見ていく予定です。 

予習：他人が自分の物を返さないという場合を法的

に考えてみること。 

復習：物的担保がいかなる意味を有し、どのような

種類があるのかを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

8 不法行為① 

他人に損害を与えてしまい、賠償をしな

ければならないことを、法的に見ていき

ます。 

予習：交通事故や約束違反によって生じた損害は、

いかなる賠償により回復することができるのかを

検討すること。 

復習：損害の意味を、判例を通じて整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

9 不法行為② 

現代社会は進歩が激しく、法律も新しい

局面に向かいあう必要が生じています。

そこで、不法行為の制度をより多角的に

見ていく予定です。 

予習：他人に損害賠償を請求するために必要となる

事情・要件を整理すること。 

復習：特別な場合における不法行為制度を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

10 事務管理・不当利得 

契約や不法行為とは異なった形で、他人

との間で法的な関係が生じる場合をみ

ます。 

予習：人情を法律でとらえることや、契約終了後の

関係について検討すること。 

復習：不当利得の形を判例を通じせて入りするこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

11 婚姻 婚姻がどのようにすると成立し、その結 予習：誰とでも婚姻できるのか、婚姻する意味を考
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果どのような義務が生じるのかなどを

見ていく予定です。 

えること。 

復習：婚姻とそれと類似する形を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

12 離婚 
離婚原因を確認し、離婚の際に生じる問

題を確認していく。 

予習：国家が認める婚姻関係を解消することの重大

性を今一度確認すること。 

復習：離婚の形と要件を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

13 親子関係 

親子は互いにどのような権利義務関係

があるのか、また、子の扱いが異なる現

状を確認する。 

予習：非嫡出子には法的にいかなる取扱いの違いが

あるのかを確認すること。 

復習：親子関係が形成される場面を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

14 相続 
相続の意義や誰が相続できるのかにつ

いて確認する。 

予習：法律がどのような範囲で相続を認めているの

かを確認すること。 

復習：相続できる範囲はいかなるものかを整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

15 遺言および講義のまとめ 
相続における被相続人の意思を遺す方

法やその問題点を確認する。 

予習：遺言の形を整理すること。 

復習：全体の確認を行うこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

 

関連科目 憲法、商法、会社法など、法律に関連する科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ロードマップ民法入門 小川・西内・大川 一学舎 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義数と時間の関係から、定期試験・期末試験で結果で評価を行う（100％）。 

学生への 

メッセージ 
民事法は日常生活に関する規範である。したがって、民事法を学習することは、日常生活を法的観点から検討することでもある。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 大川研究室 

備考 

大学の講義は、予習・講義・復習の３つから成り立っています。それぞれにつき、90 分を確保して学習をする必要がある。しかし、予習・復習

については、各講義の内容により多少の違いが出てくるため、必ず講義でそれらの対象を聞くこと。 

近年、受講態度のひどい学生が散見されることから、受講の登録後であっても、そのような学生に対しては採点対象から外す予定である。 
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科目名 メディア戦略論 科目名（英文） Media Strategy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2022a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、企業のマーケティング政策における ICT 導入戦略（メディア戦略）の策定、各種広告技術、戦術的 ICT 運用、広告・集客・販売・顧

客維持に向けた企業の取り組み事例について解説を行っていく。その際、情報ネットワーク時代における消費者の購買行動様式や企業の競争環境

について理解しておくことが必要であることから、消費者行動論、競争戦略論の代表モデルについても取り上げる。講義の主な目的は、受講生が、

メディア戦略についての基本的な考え方、技術的な仕組み及び企業における最新の取り組みを理解することである。 

授業担当者は、かつて情報通信分野の研究所に勤務し、大手通信キャリアのエンジニアらと共に次世代移動体情報通信技術・サービスの開発に携

わり、そこでは主に次世代医療に必要とされる消費者行動データの分析・運用モデルの研究を行なっていた。この経験を踏まえて、講義では、ICT

広告やネット販売等で利用されている消費者データがどのように分析・運用されているのか、またその課題についても取り上げる予定である。 

到達目標 

・メディア戦略の基本類型とその目的について説明ができる。 

 具体的には、傾聴、会話、PR、活性化、支援、優良顧客、統合戦略について 

・企業のマーケティング活動における ICT 導入ケースを上記戦略類型に当てはめ、その目的、導入された ICT とその機能、効果測定方法について

考え説明ができる。 

授業方法と 

留意点 

・教材は配布プリントを使用する。指定の共有フォルダで配布するので受講生は各自印刷し、ファイルを作成しておくこと。 

・授業は概ね以下のように進める。 

 開始?10 分：復習および課題解答 

 10?50 分：前半解説 

 50?60 分：ディスカッション（前半解説内容からディスカッションテーマを与えます。） 

 60?85 分：後半解説 

 85?90 分：課題 

科目学習の 

効果（資格） 

身近な情報サービスを例に、それらがビジネスとして成り立つ仕組みについて理解することができる。 

IT パスポート試験・基本情報技術者試験など IT 系の資格を取得するのに関連する科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

主に以下について解説する。 

・現代消費市場と広告 

・マス市場とニッチ市場 

・広告の種類 

・メディア戦略など 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

2 ICT とマーケティング 

主に以下について解説する。 

・変化する消費者行動 

・パーチェスファネル 

・マスメディア広告と ICT 広告 

・身近な ICT 広告など 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

3 インターネット広告（１） 

主に以下について解説する。 

・バナー広告 

・検索連動型広告 

・アドワーズ 

・アフィリエイト広告ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

4 インターネット広告（２） 

主に以下について解説する。 

・リスティング広告 

・ターゲティング広告 

・広告効果測定 

・アクセスログほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

5 モバイル広告（１） 

主に以下について解説する。 

・モバイル広告市場 

・スマートフォン広告 

・GPS 広告 

・位置情報ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

6 モバイル広告（２） 
主に以下について解説する。 

・モバイル広告を支える各種技術ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

7 最新広告技術 

主に以下について解説する。 

・画像・音声認識 

・位置測定 

・顧客データベースほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

8 メディア戦略の理論（１） 

主に以下について解説する。 

・メディア戦略の基本類型と目的ほか 

・広報と PR の違い 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

9 メディア戦略の理論（２） 

主に以下について解説する。 

・競争戦略の基本的考え方 

・プロダクトライフサイクルほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

10 メディア戦略の理論（３） 

主に以下について解説する。 

・プロダクトライフサイクルと競争戦略 

・スキミング戦略 

・ペネトレーション戦略 

・フォロワー戦略ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

11 企業のメディア導入戦略の 主に以下について解説する。 予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ
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事例（１） ・最新事例紹介 穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

12 
企業のメディア導入戦略の

事例（２） 

主に以下について解説する。 

・最新事例紹介 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

13 
企業のメディア導入戦略の

事例（３） 

主に以下について解説する。 

・最新事例紹介 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

14 
メディア戦略における重要

課題 

主に以下について解説する。 

・炎上リスク 

・不正広告 

・顧客情報流出 

・リスクマネジメント、評判管理ほか 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

15 まとめ 
主に以下について取り上げる 

・本講義のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。（学習時間目安 40?60 分） 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。（学習時間目安 40 分） 

 

関連科目 ICT 概論、経営情報システム、コンテンツビジネスなど 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

グランズウェル~ソーシャルテクノロジーによる企

業戦略 
シャーリーン・リー 翔泳社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（80%）、小テスト・レポート（20%）で評価する。 

私語、携帯の使用、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく評価するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

経営情報学科の学生である以上、企業経営における情報システムの最新動向については、常に関心を向けておく姿勢が必要です。特に本講義では、

君たちに身近なウェブサービス、ソーシャルメディアを取り上げます。受講にあたっては、事前に講義資料で取り上げられる予定のメディアサー

ビスを体験しておいてください。それを前提として講義を進めます。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（針尾准教授室） 

備考  
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科目名 メディアと社会 科目名（英文） Media and Sociaty 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2021a0 

 

授業概要・ 

目的 

メディアは、言葉、活字、映像の時代から、デジタル形式のマルチメディアが流通する現代にまで進展してきた。本授業は、IT（情報技術）によ

るメディアと社会との関係、ＩＴ進化に伴った新たに生じた課題を学習する。インターネットやデバイスの利用が浸透する中で、個人・組織の活

動に変化が生じ、新サービス創出などの効果やそれに伴う影響等にいかに向き合うかが重要である。メディアが取り巻く、多様な価値観からなる

社会と個人の共生について考える。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた主要業界向け情報メディア利活用の推進実績をもとに、B2C 市場でのデジタルエモーショ

ナル手法であるコグニティブ（ヒトの感性を考えた）コンピューティングの指針をとおして、ヒトの情報感性に働きかけるメディア効果を考えた

視点を示し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

履修時に、メディアは、どのような特性があり、個人・組織や様々なコミュニティにどんな効果や影響を及ぼすのかを理解する。インターネット

やデバイスの個人へ浸透する IT（情報技術）の進展の中で、情報メディアのもたらす価値を考察し、その利活用によって、社会課題の解決を支

援するのかについて理解することを目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、情報メディアのケーススタディの演習に取り組み、ディスカ

ッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の公私の活動で接することの多いメ

ディア事例に、グループワークで取り組み、情報メディアの概観と情報感性・リテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する

Web フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・情報メディアを介して、社会に関係する課題への関心を高め、より容易に理解できる。 

・多様なメディア（Web/SNS 等）の役割・特性の相違にもとづき、使い分ける判断力が養成できる。 

・同僚・先輩学生と意見交換を図るためのメディアリテラシーの基礎的な素養を身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『メディア』とは何か 

・情報とメディア 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 メディアの変遷 

・「メディアはメッセージ」か ?  

・メディア小史 

（活字/映像/アナログ/デジタル） 

・メディアと個人・社会の関係 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：日常接するメディアを列挙し、役割と特

徴を、1 ページに要約する。（標準学習時間：1 時間） 

3 メディアと IT（情報技術） 

・インターネット利用の進展 

・メディア特性の潮流 

（パーソナル/双方向/マルチ） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『情報とメディア』概観を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

4 メディアミックス 

・メディアミックス 

・B2C ビジネスのメディア戦略 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する B2C ビジネスのメディア事例の

ネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

5 リアルとヴァーチャル 

・リアルとヴァーチャル 

・伝統ビジネスのメディア戦略 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する伝統ビジネスのメディア事例の

ネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

6 
メディアと IT プラットフォ

ーマー 1 

・IT プラットフォーマーの役割 

・GAFA（Google/Apple/Facebook/Amazon） 

+ Microsoft/IBM 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する GAFA のメディア事例のネット

検索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学

習時間：1.5 時間） 

7 
メディアと IT プラットフォ

ーマー 2 

・IT プラットフォーマーと市場 

・Microsoft/IBM 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する Microsoft/IBM のメディア事例

のネット検索・調査を行って、1 ページに要約する。

（標準学習時間：1.5 時間） 

8 
メディアとコミュニケーシ

ョン 

・伝達手段であるデバイスの進化 

・情報感性とコミュニティ 

・SNS（Social Network Services） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定するコグニティブコンピューティン

グ事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

9 言語データとメディア 

・言語データ（文字） 

・ネットワーク効果による情報拡散 

・Twitter 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の Twitter のビジネス適用

事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 

10 非言語データとメディア 1 

・非言語データ（音声・画像・動画） 

・クチコミ評判による情報拡散 

・Instagram&Facebook 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の Instagram のビジネス適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

11 非言語データとメディア 2 

・非言語データ（音声・画像・動画） 

・クチコミ評判による情報拡散 

・YouTube 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の YouTube のビジネス適用

事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要約

する。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 インターネットの法則 

・ヒトの情報感性と価値観 

・デジタルエモーショナル手法 

・コグニティブコンピューティング

（Cognitive Computing） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業のコグニティブコンピュー

ティング事例のネット検索・調査を行って、1 ペー

ジに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

13 IoT とメディア 基礎 

・IoT（Internet of Things） 

・マルチメディア・データ 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する企業の IoT 事例のネット検索・

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

14 IoT とメディア 応用 ・IoM（Internet of Me） 事前学習：指定する企業の IoT 事例のネット検索・
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・メディアビジネスの現場 

・個人とメディアリテラシー 

・グループワーク&プレゼン 

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 なし   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 21 世紀メディア論 水越 伸 放送大学教育振興会 

2 ポスト情報メディア論 岡本 健・松井 広志 ナカニシヤ出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

メディアが個人の活動や社会との関係に、どのように効果と影響を及ぼしているのかを学習します。ヒトの情報感性に係る IT 利活用のケースを

多様な視点から考察します。グループワークで共創する機会を主体的かつ自律的に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認

識すること。グループでの自分の存在感が発揮できるように率先して問題の発見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 リテールマーケティング 科目名（英文） Retail Marketing 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2018a0 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティングとは、企業の対市場活動です。このようにマーケティングを捉えると、マーケティングの領域は幅広くなります。この講義では、

その中でも、小売業に焦点を当て、リテールマーケティングの基本的知識を身につけ、基本的概念・分析枠組みについて理解を深めることを目的

とします。 

到達目標  リテールマーケティングの基本的知識を修得し、活用できることを目指します。 

授業方法と 

留意点 
講義形式で進めます。 

科目学習の 

効果（資格） 

小売業をマーケティングの視点から考察することができます。 

リテールマーケティング（販売士）検定 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
リテールマーケティングの全体像を示

します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、リテールマーケティン

グに関連する内容を読みましょう。（所要時間１時

間） 

2 マーケティングとは？ 
マーケティングについて、説明していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングについ

て関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

3 流通とは（１） 
流通の役割について、考察していきま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通の役割に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

4 流通とは（２） 
流通の役割について、企業の具体的事例

を取り上げて考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通の役割に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

5 小売業とは（１） 
小売業の内容と役割について考えてい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の内容と役割に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

6 小売業とは（２） 
小売業の役割について、企業の具体的事

例を取り上げて考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の役割に関連す

る内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

7 小売業の革新 
小売業の革新的行動について、考えてい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の革新的行動に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

8 百貨店のマーケティング 
百貨店のマーケティング戦略について

考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店のマーケティン

グ戦略に関連する内容を読みましょう。（所要時間

１時間） 

9 
スーパーマーケットのマー

ケティング（１） 

スーパーマーケットのマーケティング

戦略について、取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、スーパーマーケットの

戦略に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

10 
スーパーマーケットのマー

ケティング（２） 

スーパーマーケットのマーケティング

戦略の具体的な事例を取り上げて、検討

していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、スーパーマーケットの

取り組みに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

11 
コンビニエンス・ストアのマ

ーケティング 

コンビニエンス・ストアのマーケティン

グ戦略について、考察してきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、コンビニエンス・スト

アのマーケティング戦略に関連する内容を読みま

しょう。（所要時間１時間） 

12 中小小売商問題 
中小小売商問題について、考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、中小小売商問題に関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

13 
ナショナルブランドとプラ

イベートブランド 

ナショナルブランドとプライベートブ

ランドの相違点について、考えていきま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ナショナルブランドや

プライベートブランドに関連する内容を読みまし

ょう。（所要時間１時間） 

14 流通系列化 
流通系列化の現実的問題について考え

ていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通系列化に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、リテールマーケティングの総復習をし

ておきましょう。（所要時間１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 現代商業学 新版 高嶋克義 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 
期末テストの成績７０％、授業内課題 30％ 

学生への 

メッセージ 
授業で提示される問題・課題に真摯に取り組みましょう。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  

専
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科目名 流通システム論 科目名（英文） Distribution Systems 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

流通は消費と生産を結びつける活動であり、流通によって社会経済の動きが活性化する。以前は企業の生産活動と販売活動の周辺にある物流活動

は支援的な業務と見られていた。しかし、情報社会の進展と合わせて物流活動の重要性が高まり、現在ではモノやサービスを届ける活動や戦略が

経営活動で大きな意味を持つようになった。 

 

本講義では重要性を増している流通システムとそれを支える情報システムについて、基礎的な理論から実際の実例までを取り扱う。そして、地域

活性化や情報社会でのモノ以外の流通についても解説を行う。 

到達目標 

（１）身近にある流通システムの概要を説明できる 

（２）経営戦略としての流通の重要性を理解できる 

（３）物流システムの要素を説明できる 

（４）流通システムにおける情報技術の必要性を理解できる 

授業方法と 

留意点 

授業では受講生が主体的に学ぶために質問力の養成を図る。サブテーマ３回のうち１回を反転授業として受講生の予習を前提としたグループディ

スカッションを計画している。積極的な授業参加と主体的な学習を期待します。 

科目学習の 

効果（資格） 
・販売士検定３級試験の流通関連の知識 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
・授業の進め方 

・受講者の自己紹介 

事前：シラバスを読んでくる（３０分） 

事後：課題提出日の確認（３０分） 

2 身近にある流通（１） 
・コンビニエンスストア 

・ファーストフード 

事前：授業内容に関連するストアを調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

3 身近にある流通（２） 
・ショッピングセンター 

・アウトレットパーク 

事前：授業内容に関連するショッピングセンターを

調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

4 身近にある流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

5 人が動く流通（１） 
・購買行動 

・出店計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

6 人が動く流通（２） 
・町おこし（観光政策） 

・都市計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

7 人が動く流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

8 物流システム（１） 
・物流センタ 

・配送計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

9 物流システム（２） 
・共同配送 

・個別配送 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

10 物流システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

11 情報と流通システム（１） 
・情報技術と流通システム 

・流通システムの情報インフラ 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

12 情報と流通システム（２） 
・ロジスティクスシステム 

・Web 流通システム 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

13 情報と流通システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

14 ケーススタディ 
・事例紹介 

・外部講師（調整によって変更あり） 

事前：事例に関する予習（１時間） 

事後：事例に関する復習（３０分） 

15 本講義のまとめ 総復習 
事前：ノートのまとめ（２時間） 

事後：必要な部分の復習（１時間） 

 

関連科目 「経営情報システムⅠ」、「経営情報システムⅡ」、「ビジネスシミュレーション」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

専
門
科
目

153



摂南大学シラバス 2019 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（５０％）、授業中の課題やレポート（２０％）、反転授業やグループディスカッションでの発表（３０％） 

学生への 

メッセージ 

流通情報システムは「経営情報」によって大きく飛躍した分野です。身近にもたくさんの事例がありますから、興味を持って楽しみながら学びま

しょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室 

備考 事前・事後学習課題について授業の冒頭に Moodle やミニッツペーパーなどで確認を行うので、遅刻せずに出席すること。 
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科目名 流通情報システム論 科目名（英文） Distribution Information Systems 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2019a0 

 

授業概要・ 

目的 

流通は消費と生産を結びつける活動であり、流通によって社会経済の動きが活性化する。以前は企業の生産活動と販売活動の周辺にある物流活動

は支援的な業務と見られていた。しかし、情報社会の進展と合わせて物流活動の重要性が高まり、現在ではモノやサービスを届ける活動や戦略が

経営活動で大きな意味を持つようになった。 

 

本講義では重要性を増している流通システムとそれを支える情報システムについて、基礎的な理論から実際の実例までを取り扱う。そして、地域

活性化や情報社会でのモノ以外の流通についても解説を行う。 

到達目標 

（１）身近にある流通システムの概要を説明できる 

（２）経営戦略としての流通の重要性を理解できる 

（３）物流システムの要素を説明できる 

（４）流通システムにおける情報技術の必要性を理解できる 

授業方法と 

留意点 

授業では受講生が主体的に学ぶために質問力の養成を図る。サブテーマ３回のうち１回を反転授業として受講生の予習を前提としたグループディ

スカッションを計画している。積極的な授業参加と主体的な学習を期待します。 

科目学習の 

効果（資格） 
・販売士検定３級試験の流通関連の知識 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
・授業の進め方 

・受講者の自己紹介 

事前：シラバスを読んでくる（３０分） 

事後：課題提出日の確認（３０分） 

2 身近にある流通（１） 
・コンビニエンスストア 

・ファーストフード 

事前：授業内容に関連するストアを調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

3 身近にある流通（２） 
・ショッピングセンター 

・アウトレットパーク 

事前：授業内容に関連するショッピングセンターを

調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

4 身近にある流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

5 人が動く流通（１） 
・購買行動 

・出店計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

6 人が動く流通（２） 
・町おこし（観光政策） 

・都市計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

7 人が動く流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

8 物流システム（１） 
・物流センタ 

・配送計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

9 物流システム（２） 
・共同配送 

・個別配送 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

10 物流システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

11 情報と流通システム（１） 
・情報技術と流通システム 

・流通システムの情報インフラ 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

12 情報と流通システム（２） 
・ロジスティクスシステム 

・Web 流通システム 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

13 情報と流通システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

14 ケーススタディ 
・事例紹介 

・外部講師（調整によって変更あり） 

事前：事例に関する予習（１時間） 

事後：事例に関する復習（３０分） 

15 本講義のまとめ 総復習 
事前：ノートのまとめ（２時間） 

事後：必要な部分の復習（１時間） 

 

関連科目 「経営情報システムⅠ」、「経営情報システムⅡ」、「ビジネスシミュレーション」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

専
門
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（５０％）、授業中の課題やレポート（２０％）、反転授業やグループディスカッションでの発表（３０％） 

学生への 

メッセージ 

流通情報システムは「経営情報」によって大きく飛躍した分野です。身近にもたくさんの事例がありますから、興味を持って楽しみながら学びま

しょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室 

備考 事前・事後学習課題について授業の冒頭に Moodle やミニッツペーパーなどで確認を行うので、遅刻せずに出席すること。 

専
門
科
目
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科目名 労働法 科目名（英文） Labor Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 川谷 道郎 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS3053a0 

 

授業概要・ 

目的 

労働法は労働者と使用者との契約関係を規律する「労働保護法」と労働組合の団体行動を規律する「労働団体法」の 2 分野に大きく分けられます

が、この授業では労働保護法をその対象とします。具体的には労働契約法、労働基準法を中心として、必要に応じて雇用機会均等法、派遣労働者

法といった周辺の法律の規定にも触れていきます。 

契約関係の基本となるのは「民法」ですが、民法が個人の自由・独立、契約自由の原則といった市民法の原理に貫かれているのに対し、労働法は

労働者の保護を基調とした社会法としての性格を持っています。そのような労働法の性格を実際の法規定に照らして実感してもらうことがこの講

義の目的です。 

到達目標 

この授業を通じて学生は労働者の保護という法律の目的が、具体的にどのような規定によって実現されているのかを理解し、低賃金労働、長時間

労働、労働災害、外国人労働者問題といった現実の社会で生起している問題を法律の観点からとらえ、問題の解決の方向を見出すことができるよ

うになることが期待されます。 

授業方法と 

留意点 

講義は後記教科書を使用するほか、適宜レジュメを配布して行います。また、関連する判例や資料を指定することもあります。授業には教科書お

よび六法を必ず携行してください。少なくとも 1 度は、授業中に確認のためのテストを行います。 

科目学習の 

効果（資格） 

労働基準監督官や公務員試験での出題が考えられます。学生の多くは卒業後に就職することになるでしょうが、労働法の知識は社会生活を送るう

えで極めて有用なものであるはずです。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 労働法の意義と体系 

・労働法の全体像、規律構造 

・法の中で労働法がどのような位置を占

めるのかについて述べる。 

教科書第１編の第１、２章（２頁－１４頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

2 労働法の基本構造 ・労働者が持つ憲法上の権利 
教科書第１編第３章（１５頁－２２頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

3 労働者保護の一般原則 
・労働者、使用者の概念 

・労働基準法の適用範囲 

教科書第２編第１、２章（２４頁-６３頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

4 労働契約の成立 
・労働契約の基本 

・採用の意味 

教科書第２編第３章の１、２（64 頁-79 頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

5 労働契約の規制 
・労働契約の法的規制 

・労働契約における権利と義務 

教科書第２編第３章の３、４（79 頁-96 頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

6 使用者の業務命令権と配転 

・配転、出向、転籍 

・使用者の業務命令権 

・人事考課 

教科書第２編第３章の５、６（96 頁-109 頁）を予

め読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

7 賃金 

・賃金と退職金 

・賃金支払の原則 

・休業手当 

教科書第２編第４章（110 頁-131 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

8 労働時間 
・労働時間の意味 

・労働時間規制の原則と例外 

教科書第２編第５章の１から６（132 頁-154 頁）を

予め読み、事後には配布資料を検討すること（１時

間） 

9 
休憩・休日 

年次有給休暇 

・休憩に関する規制 

・年休権の内容 

教科書第２編第５章の７から第６章まで（154 頁

-174 頁）を予め読み、事後には配布資料を検討する

こと（１時間） 

10 年少者と女性労働者の保護 ・年少者と女性労働者の労働規制 
教科書第２編第７章（175 頁-184 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

11 安全衛生と災害補償 
・使用者の安全配慮義務 

・労働災害の補償 

教科書第２編第８章（185 頁-204 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

12 就業規則 ・就業規則の意義とその効果 
教科書第２編第９章（205 頁-223 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

13 懲戒 
・使用者の懲戒権の法的根拠 

・懲戒処分の内容 

教科書第２編第１０章（224 頁-242 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

14 解雇・定年・退職 ・解雇の法理 
教科書第２編第１１章（243 頁-271 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

15 まとめ・追補 
これまでのまとめと、あまり触れられな

かった問題の補足 

今まで学んだことで自分がわかりにくかった部分

がどこかを確認しておくこと（1 時間） 

 

関連科目 日本国憲法、民法Ⅰ、民法Ⅱ、労働法Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働法 [第１２版] 安枝英訷・西村健一郎 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働判例百選[第 9 版]  有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（７割）、授業中の小テスト（2 割）、出席状況（1 割）を総合して評価します。受講者が少ない場合、学期末テストに代えてレポート

を実施する可能性があります。 

学生への 

メッセージ 
労働法は近い将来の皆さんの生活に極めて身近なものとなる法律です。意識的・主体的に学習に取り組んで下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 川谷研究室 

備考 小テストを行った場合、次回講義時にその解説をします。 

専
門
科
目
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科目名 労働法Ⅰ 科目名（英文） Labor Law I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 川谷 道郎 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

労働法は労働者と使用者との契約関係を規律する「労働保護法」と労働組合の団体行動を規律する「労働団体法」の 2 分野に大きく分けられます

が、この授業では労働保護法をその対象とします。具体的には労働契約法、労働基準法を中心として、必要に応じて雇用機会均等法、派遣労働者

法といった周辺の法律の規定にも触れていきます。 

契約関係の基本となるのは「民法」ですが、民法が個人の自由・独立、契約自由の原則といった市民法の原理に貫かれているのに対し、労働法は

労働者の保護を基調とした社会法としての性格を持っています。そのような労働法の性格を実際の法規定に照らして実感してもらうことがこの講

義の目的です。 

到達目標 

この授業を通じて学生は労働者の保護という法律の目的が、具体的にどのような規定によって実現されているのかを理解し、低賃金労働、長時間

労働、労働災害、外国人労働者問題といった現実の社会で生起している問題を法律の観点からとらえ、問題の解決の方向を見出すことができるよ

うになることが期待されます。 

授業方法と 

留意点 

講義は後記教科書を使用するほか、適宜レジュメを配布して行います。また、関連する判例や資料を指定することもあります。授業には教科書お

よび六法を必ず携行してください。少なくとも 1 度は、授業中に確認のためのテストを行います。 

科目学習の 

効果（資格） 

労働基準監督官や公務員試験での出題が考えられます。学生の多くは卒業後に就職することになるでしょうが、労働法の知識は社会生活を送るう

えで極めて有用なものであるはずです。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 労働法の意義と体系 

・労働法の全体像、規律構造 

・法の中で労働法がどのような位置を占

めるのかについて述べる。 

教科書第１編の第１、２章（２頁－１４頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

2 労働法の基本構造 ・労働者が持つ憲法上の権利 
教科書第１編第３章（１５頁－２２頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

3 労働者保護の一般原則 
・労働者、使用者の概念 

・労働基準法の適用範囲 

教科書第２編第１、２章（２４頁-６３頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

4 労働契約の成立 
・労働契約の基本 

・採用の意味 

教科書第２編第３章の１、２（64 頁-79 頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

5 労働契約の規制 
・労働契約の法的規制 

・労働契約における権利と義務 

教科書第２編第３章の３、４（79 頁-96 頁）を予め

読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

6 使用者の業務命令権と配転 

・配転、出向、転籍 

・使用者の業務命令権 

・人事考課 

教科書第２編第３章の５、６（96 頁-109 頁）を予

め読み、事後には配布資料を検討すること（２時間） 

7 賃金 

・賃金と退職金 

・賃金支払の原則 

・休業手当 

教科書第２編第４章（110 頁-131 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

8 労働時間 
・労働時間の意味 

・労働時間規制の原則と例外 

教科書第２編第５章の１から６（132 頁-154 頁）を

予め読み、事後には配布資料を検討すること（１時

間） 

9 
休憩・休日 

年次有給休暇 

・休憩に関する規制 

・年休権の内容 

教科書第２編第５章の７から第６章まで（154 頁

-174 頁）を予め読み、事後には配布資料を検討する

こと（１時間） 

10 年少者と女性労働者の保護 ・年少者と女性労働者の労働規制 
教科書第２編第７章（175 頁-184 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

11 安全衛生と災害補償 
・使用者の安全配慮義務 

・労働災害の補償 

教科書第２編第８章（185 頁-204 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

12 就業規則 ・就業規則の意義とその効果 
教科書第２編第９章（205 頁-223 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

13 懲戒 
・使用者の懲戒権の法的根拠 

・懲戒処分の内容 

教科書第２編第１０章（224 頁-242 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

14 解雇・定年・退職 ・解雇の法理 
教科書第２編第１１章（243 頁-271 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

15 まとめ・追補 
これまでのまとめと、あまり触れられな

かった問題の補足 

今まで学んだことで自分がわかりにくかった部分

がどこかを確認しておくこと（1 時間） 

 

関連科目 日本国憲法、民法Ⅰ、民法Ⅱ、労働法Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働法 [第１２版] 安枝英訷・西村健一郎 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働判例百選[第 9 版]  有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（７割）、授業中の小テスト（2 割）、出席状況（1 割）を総合して評価します。受講者が少ない場合、学期末テストに代えてレポート

を実施する可能性があります。 

学生への 

メッセージ 
労働法は近い将来の皆さんの生活に極めて身近なものとなる法律です。意識的・主体的に学習に取り組んで下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 川谷研究室 

備考 小テストを行った場合、次回講義時にその解説をします。 

専
門
科
目
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科目名 労働法Ⅱ 科目名（英文） Labor Law II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 川谷 道郎 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

労働法は労働者と使用者との契約関係を規律する「労働保護法」と労働組合の団体行動を規律する「労働団体法」の 2 分野に大きく分けられます

が、この授業では双方の分野を含めて労働法を概観します。 

到達目標 

この授業を通じて、学生は労働者の保護という法律の目的が具体的にどのような規定によって実現されているのかを理解し、低賃金労働、長時間

労働、労働災害、外国人労働者問題といった現実の社会で生起している問題を法律の観点からとらえ、問題の解決の方向を見出すことができるよ

うになることが期待されます。 

授業方法と 

留意点 

講義は後記教科書を使用するほか、適宜レジュメを配布して行います。また、関連する判例や資料を指定することもあります。授業には教科書お

よび六法を必ず携行してください。期間中に小テストを行うことがあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

労働基準監督官や公務員試験での出題が考えられます。学生の多くは卒業後に就職することになるでしょうが、労働法の知識は社会生活を送るう

えで極めて有用なものであるはずです。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 労働法の意義と基本構造 
・労働法の全体像、規律構造 

・労働者の権利について 

教科書第１編（2 頁－22 頁）を予め読み、事後には

配布資料を検討すること（１時間） 

2 
労働者保護の一般原則 

労働契約 

・労基法の適用範囲 

・労働契約の基本 

教科書第２編第１章から第 3章の 2まで（２４頁-79

頁）を予め読み、事後には配布資料を検討すること

（２時間） 

3 
労働契約の当事者の権利義

務 

・労働契約の法的規制 

・労働契約における権利と義務 

・配転と使用者の業務命令権 

教科書第２編第３章の３から６まで（79 頁-109 頁）

を予め読み、事後には配布資料を検討すること（２

時間） 

4 賃金 

・賃金と退職金 

・賃金支払の原則 

・休業手当 

教科書第２編第４章（110 頁-131 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

5 労働時間 
・労働時間の意味 

・労働時間規制の原則と例外 

教科書第２編第５章の１から６（132 頁-154 頁）を

予め読み、事後には配布資料を検討すること（１時

間） 

6 

休憩・休日 

年次有給休暇 

年少者と女性労働者の保護 

・休憩に関する規制 

・年休権の内容 

・年少者と女性労働者の労働規制 

教科書第２編第５章の７から第７章まで（154 頁

-184 頁）を予め読み、事後には配布資料を検討する

こと（１時間） 

7 安全衛生と災害補償 
・使用者の安全配慮義務 

・労働災害の補償 

教科書第２編第８章（185 頁-204 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

8 就業規則 ・就業規則の意義とその効果 
教科書第２編第９章（205 頁-223 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

9 懲戒 
・使用者の懲戒権の法的根拠 

・懲戒処分の内容 

教科書第２編第１０章（224 頁-242 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

10 
解雇・定年・退職 

多様な働き方 

・解雇の法理 

・パート労働、派遣労働 

教科書第２編第１１、１２章（243 頁-286 頁）を予

め読み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

11 労働組合の基本 労働組合の意義と目的 
教科書第４編第１、２章（312 頁-329 頁）を予め読

み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

12 団体交渉と労働協約 
・団体交渉権の保障とその範囲 

・労働協約の効力 

教科書第４編第３、４章（330 頁-354 頁）を予め読

み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

13 労働争議 ・争議行為の意義と限界 
教科書第４編第５章（355 頁-379 頁）を予め読み、

事後には配布資料を検討すること（１時間） 

14 組合活動と不当労働行為 
・就業時間中の組合活動 

・不当労働行為の意義と救済 

教科書第４編第６、７章（380 頁-418 頁）を予め読

み、事後には配布資料を検討すること（１時間） 

15 まとめ・追補 
これまでのまとめと、あまり触れられな

かった問題の補足 

今まで学んだことで自分がわかりにくかった部分

がどこかを確認しておくこと（1 時間） 

 

関連科目 日本国憲法、民法Ⅰ、民法Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働法 [第１２版] 安枝英訷・西村健一郎 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 労働判例百選[第 9 版]  有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（7 割）、授業中の小テスト（2 割）、授業への参加状況（1 割）を総合して評価します。受講者が少ない場合、学期末テストに代えて

レポートを実施する可能性があります。 

学生への 

メッセージ 

現実社会では、労働の場面において、様々な問題が生じています。そして、それは、経営者側からも、労働者側からも、問題解決の必要性があり

ます。労働関係に関する法律を学ぶことは、企業経営に不可欠といえますので、意識的・主体的に学習に取り組んでいただければと思います。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 川谷研究室 

備考 小テストを実施した場合、次回講義で問題の解説を行います。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業や成績評価等についての説明 

自己紹介 
 

2 Unit 1. Please to Meet You. 
be 動詞 

単語・音読・内容理解 
テキストの予習 

3 Unit 1. Please to Meet You. 
文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

4 Unit 2. Do You Remember? 
一般動詞現在 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

5 Unit 2. Do You Remember? 
文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての復習 

6 
Unit 3. I Spoke to Ms. 

Hayashi Yesterday. 

一般動詞過去 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

7 
Unit 3. I Spoke to Ms. 

Hayashi Yesterday. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

中間テストに向けての予習 

8 中間テスト Unit 1-3 次回に向けての予習 

9 
Unit 4. When Does the 

Meeting Start? 

疑問詞 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

10 
Unit 4. When Does the 

Meeting Start? 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

11 
Unit 5. Can You Meet Me at 

the Airport? 

助動詞１ 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

12 
Unit 5. Can You Meet Me at 

the Airport? 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

13 
Unit 6. Feel Free to Ask Me 

Anytime. 

文の種類 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

14 
Unit 6. Feel Free to Ask Me 

Anytime. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

15 まとめテスト Unit1-6 後期全範囲の復習 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Le's Read Aloud & Learn English! 角山昭彦 成美堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A       20% 

全学共通英語課題 B       10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等含む）   70% 

学生への 

メッセージ 
中高で学習した英文法を復習しながら、オフィスで使う英語に慣れていきましょう。また TOEIC 形式の問題にも挑戦してみましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 

授業の進め方、予習・復習の内容、成績

の基準、受講にあたっての心構えなどに

ついて説明する。また、教科書の構成を

紹介する。 

教科書前文 

2 

Unit 1: Study:Microwave 

ovens are cooking the 

environment 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P.1-6 

    単語：NO.1-30 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

3 
Unit 2: Truck damages 

Peru's ancient Nazca Lines 
単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 7-12 

    単語：NO.21-50 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

4 
Unit 3: Firms struggle to 

secure IT workers 
単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 13-19 

    単語：NO.41-70 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

5 

Unit 4: Oxfam: Global 

automakers to speed up 

electrified vehicle 

rollout 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 20-24 

    単語：NO.61-90 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

6 

Unit 5: Pharmacists in Oita 

create guidebook for 

drinkable spa water 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 25-30 

    単語：NO.81-110 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

7 教科書 Unit 1-5 テスト 
Unit 1～5 までの内容について小テスト

を行う。 
Unit 1-5 テスト勉強 

8 中間試験解説及び評 演習 

事前：単語：NO.101-130 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

9 

Unit 6: SpaceX's rocket 

blasts off, puts sports car 

in space 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 31-36 

    単語：NO.121-150 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

10 

Unit 7: Single-person 

households expected to hit 

40% in 2040 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 37-42 

    単語：NO.141-170 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

11 

Unit 8: Govt plans to 

implement 'EdTech' for 

schools 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 43-48 

    単語：NO.161-190 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

12 

Unit 9: Universities help 

run cafeterias for 

low-income kids 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 49-54 

    単語：NO.181-210 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

13 

Unit 10: Tunisian 

schoolgirls rebel against 

uniforms 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書：P. 55-60 

    単語：NO.201-230 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

14 教科書 Unit 6-10 復習 単語小テスト及び教科書復習 

事前：Unit 6-10 復習 

    単語：NO.221-248 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

15 教科書 Unit 6-10 テスト 
Unit 6～10 までの内容について小テス

トを行う。 

事前：Unit 6-10 テスト勉強 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書  

基
礎
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摂南大学シラバス 2019 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Meet the World : English through Newspaper 2019 Yasuhiko Wakaari SEIBIDO 

2 The 1500Core Vocabulary for the TOEIC Test NISHIYA Koji 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

この授業では幅広い話題に触れます。身近な話題でも、じっくりと英語で読むと新しい発見があるはずです。予習・復習を欠かさず、積極的に取

り組んでくれることを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 松木園 久子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション、プリン

ト教材 

授業の進め方についての説明、プリント

教材を使った課題 
テキストの予習 

2 
Unit 1 In Your Free Time

日常生活 (1) 
基本的な数字の聞き取り テキストの予習と単語の学習 

3 
Unit 1 In Your Free Time

日常生活 (2) 
be 動詞と一般動詞 テキストの予習と単語の学習 

4 

Unit 2 Communication 

Skills 人間関係・コミュニ

ケーション (1) 

時間・日付・年号の聞き取り テキストの予習と単語の学習 

5 

Unit 2 Communication 

Skills 人間関係・コミュニ

ケーション (2) 

代名詞 テキストの予習と単語の学習 

6 
Unit 3 World Languages and 

Cultures 言葉・文化 (1) 
聞き分けにくい音の聞き取り テキストの予習と単語の学習 

7 
Unit 3 World Languages and 

Cultures 言葉・文化 (2) 
否定文 テキストの予習と単語の学習 

8 小テスト、復習 小テスト及びこれまでの内容の復習 テキストのこれまでの内容の復習 

9 

Unit 4 Healthy Body, 

Healthy Mind 健康・医療 

(1) 

カタカナ語とのギャップ テキストの予習と単語の学習 

10 

Unit 4 Healthy Body, 

Healthy Mind 健康・医療 

(2) 

疑問文の基本 テキストの予習と単語の学習 

11 
Unit 5 Careers Nowadays 職

業・キャリア (1) 
短縮形の聞き取り テキストの予習と単語の学習 

12 
Unit 5 Careers Nowadays 職

業・キャリア (2) 
過去形の基本 テキストの予習と単語の学習 

13 
Unit 6 Fashion Trends ファ

ッション (1) 
つながる音 テキストの予習と単語の学習 

14 
Unit 6 Fashion Trends ファ

ッション (2) 
進行形の基本 テキストの予習と単語の学習 

15 まとめテスト、復習 
まとめテスト及びこれまでの内容の復

習 
テキストのこれまでの内容の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

TARGET! Elementary 総合英語のターゲット演習【初

級】 
森田彰 金星堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
辞書を持参して毎回出席すること、指定された個所を必ず予習しておくことを心がけてください。積極的な参加を期待しています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 山本 尚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション、プリン

ト教材 

授業の進め方を説明した後、プリント教

材を使った学習を行う。 
テキストの予習と単語の学習 

2 That's Ashley Brown! 様々な be 動詞の使い方の確認 テキストの予習と単語の学習 

3 Ashley, Where Are You? 命令文を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

4 Sorry Tom 現在形、現在進行形の使い分け テキストの予習と単語の学習 

5 Talk to You Later 様々な代名詞の使い方 テキストの予習と単語の学習 

6 Lunch at Karen's Place 過去形、過去進行形の使い分け テキストの予習と単語の学習 

7 I'm Really Excited 過去形、現在完了形を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

8 Here I Am 様々な時を表す前置詞の使い分け テキストの予習と単語の学習 

9 What Did You Make? 可算名詞、不可算名詞の確認 テキストの予習と単語の学習 

10 I'm So Tired! 未来についての表現 テキストの予習と単語の学習 

11 Just Relax and Have Fun (1) 様々な助動詞の使い分け テキストの予習と単語の学習 

12 Just Relax and Have Fun (2) 様々な助動詞の使い分け テキストの予習と単語の学習 

13 I'll Have Water 様々な接続詞の使い分け テキストの予習と単語の学習 

14 A Hot Dog Would Be Great! 様々な疑問文 テキストの予習と単語の学習 

15 まとめテスト、復習 
これまでの内容の復習およびまとめテ

ストを行う。 
前期の内容の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 English Upload .Robert Hickling 他 金星堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

辞書を持参して毎回出席するように心がけること。積極的に授業に参加し、課題に取り組むこと、しっかりメモをとることが大切です。解らない

ことがあれば、必ず質問して下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 永冨 真梨 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の運営と評価基準の説明 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：教科書の購入を済ませる。次のチャプタ

ーの単語を調べる 

2 
Unit 1 

Travel 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

3 
Unit 2 

College Life 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

4 
Unit 3 

Shopping 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

5 
Unit 4  

College Life 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

6 
Unit 5  

Hotel 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

7 
Unit 6 

Train 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

8 中間の確認テスト 授業で扱った内容のまとめ 
事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

9 
Unit 7 

Restaurant 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

10 
Unit 8 

College Life 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

11 
Unit 9 

Leisure 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

12 
Unit 10 

Traffic 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

13 
Unit 11  

Business 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

14 
Unit 12 

Clinic 

語彙の確認、リスニング、発音、リーデ

ィング、ロールプレイ 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

15 まとめテスト 
授業で扱った内容の総合的な確認テス

ト 
 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Listening Steps 米山明日香 他 金星堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

基
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評価方法 

（基準） 

出席                                                                         40% 

授業への参加、貢献（プレゼンテーション、宿題を含む） 30% 

期末テスト                      30％ 

学生への 

メッセージ 
リスニングと発音を主に扱ったテキストを使いながら、簡単な英語のリーディングも鍛えます。一緒に頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 皆本 智美 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

シラバスの説明 

UNIT 1 の導入 

英語の文 

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など 

英単語集の学習 

UNIT 1 の予習 

英単語復習、予習 

2 

College Life 1 

文強勢とポーズ 

品詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT 1 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

3 

College Life 2 

英語のリズム 

自動詞・他動詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT 2 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

4 

Hobbies 

イントネーション 

5 文型 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ３ 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

5 

Romance  

消える音 1 

現在形・過去形 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ４ 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

6 

Transportation  

消える音 2 

未来を表す表現 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ５ 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

7 

Business  

消える音 3 

進行形 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ６ 既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

8 前半のまとめ 

前半を復習するための問題演習を行う。 

前半で扱った内容に関する質疑応答を

行う。 

既習範囲の復習、予習 

英単語復習、予習 

9 

Society  

つながる音 1 

完了形 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ７ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

10 

Health  

つながる音 2 

助動詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ８ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

11 

The Environment 

つながる音 3 

助動詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT ９ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

12 

Medicine  

音の同化 1 

不定詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT １０ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

13 

Finance  

音の同化 2 

分詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT １１ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

14 

Shopping  

弱形と強形 

動名詞 

英単語のチェックを行う。 

リスニング問題演習を行う。 

リーディング・グラマーの問題演習を行

う。 

UNIT １２ 既習範囲の復習、予習 

英単語の復習、予習 

15 前期範囲の総復習 

既習範囲を復習するための問題演習を

行う。 

授業で扱った内容に関する質疑応答を

前期範囲の総復習 

英単語復習 
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行う。 

 

関連科目 他の英語関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Power-up English <Pre-Intermediate> (総合英語パ

ワーアップ<初級編> 
JACET リスニング研究会 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC  成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 英和辞典・和英辞典   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業への取り組み（課題提出・授業への積極的な参加）（60%） 

小テスト（40%） 

原則、出席率８０％以上の学生を成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 

There is no royal road to English learning. (英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（easy way)などありません。英語に触れる

絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。Slow and (or but) steady wins the race. (急がば回れ）を心に留め、ゆっくり

でも着実に学習を続けることです。そうすれば英語の力は必ず上達します。諦めずに頑張ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階 皆本研究室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、小テストの準備等に要する事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。授業前に各自

で指定された部分の問題に取り組み、授業内での解説の後、リスニングやリーディングの問題演習と質疑応答を行う。さらなる質問等はスチュー

デントアワーに対応する。 
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科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ｸﾞﾗﾝﾄ ﾊﾞｰﾐﾝﾊﾑ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 

Through English activities, students will become familiar and confident using English and learn reading and listening comprehension 

skills so that performance on English qualification tests such as TOEIC or Eiken can be improved. 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction. 

Course overview, objectives, 

learning outcomes, and explanation of 

assessment 

Before class students make sure they have the 

textbook. After class review. 

2 Occupations and duties. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook. After class students should review the 

unit and complete the homework review sheet. 

3 
Introductions, positions 

and responsibilities. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

4 
Finding your way around an 

office building. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

5 
Instructions and 

processes. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

6 
Invitations and 

preferences. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

7 Review 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

8 Quizz and review. Listening, reading and writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

9 Media 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

10 Travel arangements. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

11 
Requests for information 

and assistance. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

12 Sales Figures. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 

and on their desk. After class students should 

review the unit and complete the homework review 

sheet. 

13 Review 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students make sure they have the 

textbook and review/homework sheets completed 
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and on their desk. After class students should 

review all the units  for the quiz. 

14 Quiz & Review. Listening, reading and writing. After class students should review the units. 

15 Issues Dealing with any issues. 
Make sure all your work is up to date  and has 

been seen by the teacher. 

 

関連科目 他の英語関係科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Passport to Work Angela Buckingham OXFORD 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Short quizzes 30%,  

Homework and Preparation for class 20%  

Written work in class 15% 

Lisening in class  20% 

Clear accurate Speaking in class 15% 

学生への 

メッセージ 

Plan for your future, study English now.  

Business English will be very useful in the future. 

(1) 教科書と宿題を授業が始まるまでに必ず用意し、時間を厳守すること。  

(2) 講義に積極的に参加すること。 

 

Students will be able to have a basic predictable business conversation. 

Understand basic announcements and business conversations. 

Understand basic office english. 

The students can: (1) improve reading skills in English; (2) learn English pronunciation; (3) improve communication skills in English; 

and (4) improve listening skills in English. 

Regular attendance and active participation are the two basic requirements for success in this course. Students will be given reading 

and writing review exercises. These review exercises must be completed a brought to the the next class. Bring your textbook to every 

class. 

担当者の 

研究室等 
７号館２階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目

173



摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

Introduction 

オリエンテーション 

テキスト Getting to Know 

You, 

Class Rules, Evaluation, 

etc. 

Introduction exercises 

Getting to Know You 

Students should study the content of the day's 

lesson 

2 

単語テスト 

Exercises - Getting to Know 

You Pt 2 

次回の単語テストの予習 

テキスト Getting to Know You 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

3 
単語テスト 

Exercises - Food & Drink 

次回の単語テストの予習 

テキスト Eating Habits 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

4 

単語テスト 

Exercises - Your 

Neighbourhood 

テキスト Living Conditions 
Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

5 Exercises - Daily Routines 
次回の単語テストの予習 

テキスト Personal Schedules 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

6 
単語テスト 

Exercises - Daily Routines 

次回の単語テストの予習 

テキスト Personal Schedules 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

7 
単語テスト 

Exercises - Entertainment 

次回の単語テストの予習 

テキスト Movies, TV, Music 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

8 

単語テスト 

Exercises - Friends & 

Dating 

テキスト Relationships, Going Out 
Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

9 Exercises - Fashion & Style 
次回の単語テストの予習 

テキスト Dress for Success 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

10 

単語テスト 

Exercises - University 

Life 

次回の単語テストの予習 

テキスト Education, Club Activities 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

11 

単語テスト 

Exercises - University 

Life 

テキスト Student Life 
Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

12 Exercises - Shopping 

次回の単語テストの予習 

テ キ ス ト  Clothes, Supermarket, 

On-line 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson・test 

13 
単語テスト 

Exercises - Travel 

次回の単語テストの予習 

テキスト Travel Experience 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

14 

単語テスト 

Exercises - Summer 

Vacation 

テキスト Summer Activities 
Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

15 
Review Test and Feedback 

Session 
Feedback session Students should prepare for review test 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 The English Gym Jon Charles 

Oak Hills Press ISBN 

978-4-9909741-0-7 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 25% of Grade on class participation, attendance and attitude 
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（基準） 25% of Grade on end-of-unit quizzes 

50% of Grade on Review Test (in-class Final Test) 

学生への 

メッセージ 

興味のもてる内容のテキストを選びました。言葉とは文化と密接な関係にあるもの。文化的知識を楽しみながらリスニング、や音読を練習しまし

ょう。語彙も増やして行きましょう。 

Regular attendance and active participation are the two basic requirements for success in this course. 

単語のテスト又は何らかのテストが毎回あります。出席していなければ受けられない物もあります。英語が苦手でも努力次第で成績がとれる科目

です。辞書を必ず持参し、配布物をしっかり整理してよく復習する事。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 
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科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 授業や成績評価等についての説明  

2 
Unit 7. I'm Thinking about 

Quitting My Job. 

進行形 

単語・音読・内容理解 
テキストの予習 

3 
Unit 7. I'm Thinking about 

Quitting My Job. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

4 
Unit 8. I'll Call Give Her 

Your Message. 

未来形 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

5 
Unit 8. I'll Call Give Her 

Your Message. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての復習 

6 
Unit 9. I haven't Received 

the latest figures. 

現在完了形 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

7 
Unit 9. I haven't Received 

the latest figures. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

中間テストに向けての予習 

8 中間テスト Unit 7-9 次回に向けての予習 

9 
Unit 10. The Cafeteria Is 

Closed today. 

受動態 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

10 
Unit 10. The Cafeteria Is 

Closed today. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

11 
Unit 11. We Expect Higher 

Sales in China. 

比較 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

12 
Unit 11. We Expect Higher 

Sales in China. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

13 
Unit 12. I's Like to Check 

in. 

助動詞２ 

単語・音読・内容理解 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

14 
.Unit 12. I's Like to Check 

in. 

文法問題 

TOIEC 形式問題 

テキストの復習 

次回に向けての予習 

15 まとめテスト Unit 7-12 後期全範囲の復習 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Le's Read Aloud & Learn English! 角山昭彦 成美堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

※2019 年度 11 月下旬に実施される TOEIC Bridge の受験が本科目の単位取得要件となる。必ず受験すること。 

学生への 

メッセージ 
中高で学習した英文法を復習しながら、オフィスで使う英語に慣れていきましょう。また TOEIC 形式の問題にも挑戦してみましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
Unit 11: English added to 

more school entrance exams 
単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.61-66 

    単語： NO.387-416 

2 

Unit 12: International 

body OK's Japanese names 

for undersea features 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.67-72 

    単語： NO.397-426 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

3 

Unit 13: Language schools 

eyed to prep Asian workers 

for Japan 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.73-78 

    単語： NO.407-436 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

4 
Unit 14: Shopping app 

tested to reduce food loss 
単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.79-84 

    単語： NO.417-446 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

5 

Unit 15: Saudi women score 

right to watch soccer in 

stadium 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.85-90 

    単語： NO.427-456 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

6 Unit 11-15 総復習 単語小テスト及び教科書演習 

事前：単語： NO.437-466 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

7 中間テスト Unit 11～15 までの内容についてテスト 

事前：単語： NO.447-476 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

8 中間試験解説及び評 中間試験の詳しい解説 

事前：単語： NO.457-486 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

9 

Unit 16: Oxfam to focus on 

wealth gap at upcoming 

economic 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P. 91-96 

    単語： NO.467-496 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

10 

Unit 17: Lack of oxygen 

hurting corals in world's 

oceans 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.97-102 

    単語： NO.477-506 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

11 

Unit 18: Translation 

system eyed for '20 reads 

facial expressions 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.103-108 

    単語： NO.487-516 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

12 
Unit 19: NASA seeks skiers 

to measure snowpack 
単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.109-114 

    単語： NO.497-526 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

13 

Unit 20 : U.S. states 

promoting civil rights 

tourism 

単語小テスト及び教科書演習 

事前：教科書： P.115-120 

    単語： NO.507-523 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

14 Unit16-20 総復習 Unit16-20 総復習 

事前：教科書 Unit 16～20 までの    復習 

事後：前回単語不合格者 

    再提出 

15 Unit 16-20 テスト 
Unit 16～20 までの内容についてテスト

を行う 
Unit16-20 テスト勉強 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Meet the World: English through Newspaper 2019 Yasuhiko Wakaari SEIBIDO 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test NISHIYA Koji SEIBIDO 

3    

基
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摂南大学シラバス 2019 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

※2019 年度 11 月下旬に実施される TOEIC Bridge の受験が本科目の単位取得要件となる。必ず受験すること。 

学生への 

メッセージ 

この授業では幅広い話題に触れます。身近な話題でも、じっくりと英語で読むと新しい発見があるはずです。予習・復習を欠かさず、積極的に取

り組んでくれることを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 松木園 久子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
前期の内容の再確認、夏休み

についての作文 

授業の進め方についての説明、プリント

教材を使った課題 
テキストの予習 

2 
Unit 7 Planning a Trip 

Abroad 旅行・観光 (1) 
消える音 テキストの予習と単語の学習 

3 
Unit 7 Planning a Trip 

Abroad 旅行・観光 (2) 
未来を表す表現 テキストの予習と単語の学習 

4 
Unit 8 Are You into Sports? 

スポーツ (1) 
イントネーション（上昇・下降） テキストの予習と単語の学習 

5 
Unit 8 Are You into Sports? 

スポーツ (2) 
現在完了 テキストの予習と単語の学習 

6 

Unit 9 Parties Are a Lot of 

Fun! レジャー・エンタメ 

(1) 

写真や絵を見ながらの聞き取り テキストの予習と単語の学習 

7 

Unit 9 Parties Are a Lot of 

Fun! レジャー・エンタメ 

(2) 

助動詞の基本 テキストの予習と単語の学習 

8 小テスト、復習 小テスト及びこれまでの内容の復習 テキストのこれまでの内容の復習 

9 
Unit 10 Art in Our Life ア

ート (1) 
挨拶文の聞き取り テキストの予習と単語の学習 

10 
Unit 10 Art in Our Life ア

ート (2) 
動名詞の基本 テキストの予習と単語の学習 

11 
Unit 11 What Shall We Eat?  

食 (1) 
誘う時の表現 テキストの予習と単語の学習 

12 
Unit 11 What Shall We Eat?  

食 (2) 
不定詞（名詞的用法） テキストの予習と単語の学習 

13 
Unit 12 What Makes a Good 

Company? ビジネス (1) 
依頼する時の表現 テキストの予習と単語の学習 

14 
Unit 12 What Makes a Good 

Company? ビジネス (2) 
不定詞（形容詞 / 副詞的用法） テキストの予習と単語の学習 

15 まとめテスト、復習 
まとめテスト及びこれまでの内容の復

習 
テキストのこれまでの内容の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

TARGET! Elementary 総合英語のターゲット演習【初

級】 
森田彰 金星堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

※2019 年 11 月下旬に実施される TOEIC Bridge の受験が本科目の単位取得要件となる。必ず受験すること。 

学生への 

メッセージ 
辞書を持参して毎回出席すること、指定された個所を必ず予習しておくことを心がけてください。積極的な参加を期待しています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 山本 尚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
前期の内容の復習、プリント

教材 

前期の内容の復習をした後、プリント教

材を使った学習を行う。 
テキストの予習と単語の学習 

2 Did You Bring the DVD? 場所と移動を表す前置詞 テキストの予習と単語の学習 

3 
Meat, Corn, Fruit and 

Drinks 
様々な Wh-疑問文 テキストの予習と単語の学習 

4 We Look Pretty Silly 冠詞、one, ones の使い方 テキストの予習と単語の学習 

5 It Was Professor Goodman 他動詞と自動詞の使い分け テキストの予習と単語の学習 

6 Are You Free on Monday? 能動態と受動態 テキストの予習と単語の学習 

7 I Think I'll Buy It 様々な形容詞を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

8 For Your Legs and Heart (1) 動名詞と不定詞 テキストの予習と単語の学習 

9 For Your Legs and Heart (2) 動名詞と不定詞 テキストの予習と単語の学習 

10 My Dad's Old Desktop 形容詞の比較級、最上級を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

11 Ladies First 様々な副詞を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

12 I Just Hope We Get There 従位接続詞を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

13 
Let's Get Over There, 

Quick! 
関係詞を使った表現 テキストの予習と単語の学習 

14 Let's Do That! So do I や Neither do I 等の表現 テキストの予習と単語の学習 

15 まとめテスト、復習 
これまでの内容の復習およびまとめテ

ストを行う。 
後期の内容の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 English Upload Robert Hickling 他 金星堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

２０１９年１１月に実施される TOEIC Bridge の受験が本科目の単位取得要件となる。必ず受験すること。 

学生への 

メッセージ 

辞書を持参して毎回出席するように心がけること。積極的に授業に参加し、課題に取り組むこと、しっかりメモをとることが大切です。解らない

ことがあれば、必ず質問して下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 永冨 真梨 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の運営と評価基準の説明 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：教科書の購入を済ませる。次のチャプタ

ーの単語を調べる 

2 
Unit 1 イエローストーン国

立公園 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

3 Unit 2 カカドゥ国立公園 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

4 Unit 3 ベネチア 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

5 
Unit 4 モン・サン・ミシェ

ル 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

6 Unit 5 広島平和記念碑 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

7 Unit 6 昌徳宮 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

8 中間の確認テスト 授業で扱った内容のまとめ 
事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

9 
Unit 7 エジプトのピラミッ

ド 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

10 Unit 8 ガラパゴス諸島 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

11 Unit 9 ガウディの作品群 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

12 
Unit 10  セレンゲティ国立

公園 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

13 Unit 11 イスタンブール 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

14 Unit 13 フエの建造物群 

語彙の確認、リスニング、リーディング、

文法、ライティング 

確認テスト 

事後学習：確認テストの準備 

事前学習：次のチャプターの単語を調べる 

15 まとめテスト 
授業で扱った内容の総合的な確認テス

ト 
 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 DVD でめぐる世界遺産 塚野壽一 他 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

出席                                                                         40% 

授業への参加、貢献（プレゼンテーション、宿題を含む） 30% 

期末テスト                      30％ 

学生への 

メッセージ 
世界遺産を扱ったテキストを使用し、DVD を視聴しながら楽しく英語を学びます。一緒に頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 廣野 允紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

TOEIC400 を目標とする。基本的な文法項目の理解や文の構成を意識することを目標とする。 

毎授業の単語テストの実施により、語彙力の向上を目指す。 

また自らスピーチを作成することで、ライティングやスピーキング力を向上させる。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 授業内容・方法説明など 

授業内容の復習 

Unit1 

Unit2 の予習 

2 
Unit1 

Unit2 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit3 

Unit4 の予習 

3 
Unit3 

Unit4 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit5 

Unit6 の予習 

4 
Unit5 

Unit6 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

スピーチ作成 

5 
スピーチ作成・添削・発表 1

回目 

グループでのスピーチ作成・添削その後

発表 

授業内容の復習 

Unit7 

Unit8 の予習 

6 
Unit7 

Unit8 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit9 

Unit10 の予習 

7 
Unit9 

Unit10 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit11 

Unit12 の予習 

8 
Unit11 

Unit12 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit13 

Unit14 の予習 

9 
Unit13 

Unit14 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

スピーチ作成 

10 
スピーチ作成・添削・発表２

回目 

グループでのスピーチ作成・添削その後

発表 

授業内容の復習 

Unit15 

Unit16 の予習 

11 
Unit15 

Unit16 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit17 

Unit18 の予習 

12 
Unit17 

Unit18 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit19 

Unit20 の予習 

13 
Unit19 

Unit20 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

Unit21 

Unit22 の予習 

14 
Unit21 

Unit22 
リスニング・リーディング演習 

授業内容の復習 

期末テストに向けて 

15 全体の総復習 リスニング・リーディング演習 授業内容の復習 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

English Edge Basic English Practice for College 

Students 

Robert Hickling / 本多吉彦 / 

Barry McKenzie 
金星堂 

2 
学校語彙で学ぶ TOEICテスト[単語集]（The 1500 Core 

Vocabulary for the TOEIC Test） 
西谷恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業への取り組み（単語テスト・スピーチ・授業への積極的な参加）（50%） 

期末テスト（50%） 

原則、出席率８０％以上の学生を成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
日々の積み重ねが英語力向上につながります。コツコツ頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
毎時間単語テストを行うので、必ず勉強してくること。 

グループワーク・ペアワークでの積極性を重要視します。 

基
礎
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ｸﾞﾗﾝﾄ ﾊﾞｰﾐﾝﾊﾑ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 

Through English activities, students will become familiar and confident using English and learn reading and listening comprehension 

skills so that performance on English qualification tests such as TOEIC or Eiken can be improved. 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class make sure you have your text book. 

After class students should review the unit and 

complete the homework review sheet. 

2 Telephoning & emailing. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class make sure you have your text book 

and review/homework sheets on their desk. After 

class students should review the unit and 

complete the homework review sheet. 

3 Plans for the future. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

4 Review. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

5 
Your work and personal 

history. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

6 
Making arrangements for 

meeting and conferences. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

7 Review 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

8 Arts and media. Listening and reading. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

9 Promotional campaigns. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

10 
Locations, directions and 

arranging meeting places. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

11 
Congratulating team 

members and well wishing. 

Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

12 Review 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class students have their text book and 

review sheets on their desk. After class review 

the unit and complete the homework review sheet. 

13 The festive season. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class make sure your work is up to date. 

After class students should prepare for the 

review quiz. 

14 Quizz and review. 
Listening, speaking, reading and 

writing. 

Before class prepare the quiz by reviewing the 

units covered in class and the review sheets. 

15 Issues Dealing with any issues. 
Make sure all you work is up to date and is ready 

to be seen been seen by the teacher. 

 

関連科目 他の英語関係科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Passport to Work Angela Buckingham OXFORD 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

基
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評価方法 

（基準） 

Short quizzes 30%,  

Homework and Preparation for class 20%  

Written work in class 15% 

Lisening in class including following instructions given in English  20% 

Clear accurate Speaking in class 15% 

学生への 

メッセージ 

Plan for your future, study English now.  

Business English will be very useful in the future. 

(1) 教科書と宿題を授業が始まるまでに必ず用意し、時間を厳守すること。  

(2) 講義に積極的に参加すること。 

 

Students will be able to have a basic predictable business conversation. 

Understand basic announcements and business conversations. 

Understand and use basic office English. 

The students can: (1) improve reading skills in English; (2) learn English pronunciation; (3) improve communication skills in English; 

and (4) improve listening skills in English. 

Regular attendance and active participation are the two basic requirements for success in this course. Students will be given reading 

and writing review exercises. These review exercises must be completed a brought to the the next class. Bring your textbook to every 

class. 

担当者の 

研究室等 
７号館２階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた４技能統合型の演習授業を行う。４技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
First semester final test 

review 
Review of First semester final test 

Students should study the content of the day's 

lesson 

2 
単語テスト 

Exercises - Family & Home 

次回の単語テストの予習 

テキスト Family Life 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

3 
単語テスト 

Exercises - Eating Out 

次回の単語テストの予習 

テキスト Restaurant Culture 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

4 
単語テスト 

Exercises - Work 
テキスト Part-time, Career 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

5 Exercises - Work Future 
次回の単語テストの予習 

テキスト Part-time, Career 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

6 

単語テスト 

Exercises - Marriage, 

Family Life 

次回の単語テストの予習 

テキスト Future Plans 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

7 
単語テスト 

Exercises - People 

次回の単語テストの予習 

テキスト Appearances 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

8 

単語テスト 

Exercises - Sightseeing in 

Japan 

テキスト Where to Visit in Japan 
Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

9 Exercises - Holidays 

次回の単語テストの予習 

テキスト Japanese & North American 

Holidays Comparison 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

10 
単語テスト 

Exercises - Big Issues 

次回の単語テストの予習 

テキス ト  Global Warming, Natural 

Disasters, etc. 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

11 
単語テスト 

Exercises - Big Issues 

テキス ト  Global Warming, Natural 

Disasters, etc. 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

12 Exercises - Future Plans 
次回の単語テストの予習 

テキスト Future Work 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson・test 

13 
単語テスト 

Exercises - Future Plans 

次回の単語テストの予習 

テキスト Post Graduation 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

14 
単語テスト 

Exercises - Class Review 
テキスト Text Review 

Students should study the vocabulary and grammar 

for the lesson 

15 

Review Test (in-class 

final test) and Feedback 

Session 

Feedback session Students should prepare for final test 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 The English Gym Jon Charles 

Oak Hills Press ISBN 

978-4-9909741-0-7 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

25% of Grade on class participation, attendance and attitude 

25% of Grade on end-of-unit quizzes 

50% of Grade on Review Test (in-class final test) 

学生への 

メッセージ 

興味のもてる内容のテキストを選びました。言葉とは文化と密接な関係にあるもの。文化的知識を楽しみながらリスニング、や音読を練習しまし

ょう。語彙も増やして行きましょう。 

Regular attendance and active participation are the two basic requirements for success in this course. 

単語のテスト又は何らかのテストが毎回あります。出席していなければ受けられない物もあります。英語が苦手でも努力次第で成績がとれる科目

です。辞書を必ず持参し、配布物をしっかり整理してよく復習する事。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 植村 真未 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方の詳細な説明。扱う映画

The Devil Wears Prada を紹介。 

予習：シラバスを読む。 

復習：教科書を入手し、i,ii ページにあたる Who's 

who in The Devil Wears Prada を読む。 

2 Unit1 Job Interview (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

3 Unit1 Job Interview (2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

4 
Unit2 First Day on the Job 

(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

5 
Unit2 First Day on the Job 

(2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

6 
Unit3 Hurricane on the 

Weekend (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

7 
Unit3 Hurricane on the 

Weekend (2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

8 中間課題 

Unit1～3 で扱った場面の中から、受講

者が一場面を選び、その場面をペアで実

演する（中間課題）。これまでの映画の

内容についても議論を進める。 

予習：演じる場面を選び、滑らかに台詞が言えるよ

うになるまで訓練する。時間を見つけ、ペアの人と

練習すること。 

復習：予習に時間を使って欲しいので不要。 

9 Unit4 Andy's Makeover (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

10 Unit4 Andy's Makeover (2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

11 
Unit5 Andy Meets Christian 

(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

基
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で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

12 
Unit5 Andy Meets Christian 

(2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

13 
Unit6 Miranda's Request 

(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

14 
Unit6 Miranda's Request 

(2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

15 総括 
学期中で扱った全範囲の試験を行い、そ

の解説をする。 
予習：まとめテストの準備。 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

『プラダを着た悪魔』で学ぶコミュニケーション英

語 
角山 照彦ほか編著 松柏社 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む)  70% 

学生への 

メッセージ 

詳細な授業の進め方を説明するので、初回の授業には必ず出席してください。 

 

原則、出席率 80%以上の学生を成績評価の対象とする。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 2 階非常勤講師室 

連絡先：mami.uemura@edu.setsunan.ac.jp 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 山本 尚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

授業についての注意事項や進め方の説

明をした後プリント教材を使った授業

を行う。 

テキストを購入して、目を通しておくこと。以下、

具体的な内容については、備考欄を参照すること。 

2 College Sports (1) 
アメリカの大学スポーツについて読む。

現在時制の使い方をチェックする。 
テキストの予習 

3 College Sports (2) 
アメリカの大学スポーツについて読む。

現在時制の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

4 Hip Hop Music (1) 

ヒップホップミュージックの成り立ち

について読む。過去時制の使い方をチェ

ックする。 

テキストの予習・復習 

5 Hip Hop Music (2) 

ヒップホップミュージックの成り立ち

について読む。過去時制の使い方をチェ

ックする。 

テキストの予習・復習 

6 Travel (1) 
人がなぜ旅に出るのかについて読む。進

行形の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

7 Travel (2) 
人がなぜ旅に出るのかについて読む。進

行形の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

8 Video Games (1) 
テレビゲームの功罪について読む。完了

形の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

9 Video Games (2) 
テレビゲームの功罪について読む。完了

形の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

10 Recycling (1) 

リサイクルによる環境保全について読

む。冠詞、代名詞の使い方をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

11 Recycling (2) 

リサイクルによる環境保全について読

む。冠詞、代名詞の使い方をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

12 Fast Food (1) 

ファーストフードの問題点について読

む。可算名詞、不可算名詞をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

13 Fast Food (2) 

ファーストフードの問題点について読

む。可算名詞、不可算名詞をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

14 TOEIC の練習 
プリント教材を使って、TOEIC の練習問

題を行う。 
テキストの復習 

15 復習、まとめテスト 
前期の内容の復習をし、まとめテストを

行う。 
前期の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 English Indicator 3 (Intermediate) Joshua Cohen 他 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

毎回予習復習をして、積極的に授業に参加することを心がけてください。授業中はしっかりメモを取り、わからないことがあれば必ず質問するよ

うにしてください。予習をチェックする課題提出を求めますので、長文は事前に必ず読んで内容を把握しておいてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。事前事後学習の内容は、毎回の授業に出てきた単語、熟語をノートなどにまとめて書き出し覚えること、および指定された箇所を予習する

こと。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷脇 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 授業の進め方の説明、初回クイズ 
授業配布のプリント(初回クイズ)復習 

次回学習のプリント(肯定文と否定文)予習 

2 肯定文と否定文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(肯定文と否定文)復習 

次回学習のプリント(平叙文と疑問文)予習 

3 平叙文と疑問文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(平叙文と疑問文)復習 

次回学習のプリント(特殊疑問文)予習 

4 特殊疑問文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(特殊疑問文)復習 

次回学習のプリント(命令文と感嘆文)予習 

5 命令文と感嘆文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(命令文と感嘆文)復習 

次回学習のプリント(名詞の用法１)予習 

6 名詞の用法(1) 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(名詞の用法１)復習 

次回学習のプリント(名詞の用法２)予習 

7 名詞の用法(2) 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(名詞の用法２)復習 

中間テストに向けた復習 

8 
１～7 回目の授業の復習 

中間テスト 

１～７回目の授業の復習 

テスト実施 
中間テストに向けた復習 

9 冠詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

中間テストの復習 

授業配布のプリント(冠詞の用法)復習 

次回学習のプリント(自動詞と他動詞)予習 

10 自動詞と他動詞 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(自動詞と他動詞)復習 

次回学習のプリント(まちがえやすい動詞の用法)

予習 

11 まちがえやすい動詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(まちがえやすい動詞の用法)

復習 

次回学習のプリント(完了相)予習 

12 完了相 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(完了相)復習 

次回学習のプリント(進行相)予習 

13 進行相 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(進行相)復習 

次回学習のプリント(受け身文)予習 

14 受け身文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(受け身文)復習 

まとめのテストに向けた復習 

15 
９～１４回目授業の復習 

まとめのテスト 

９～１４回目の授業の復習 

テスト実施 

まとめのテストに向けた復習 

まとめのテストの確認 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 プリント教材   

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
授業はテンポよくリズミカルに進行します。集中力を切らさず一生懸命ついてきてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 中本 明子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、評価方法などに関する説

明 
教科書全体に目を通しておくこと 

2 Unit 1 Fashion 名詞 Unit 1 の単語の確認と予習・復習 

3 Unit 2  Companies 代名詞 

Unit 2 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

4 Unit 3  Business Trips 自動詞・他動詞・リンキング動詞 

Unit 3 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

5 
Unit 4  Transportation and 

commuting 
助動詞 

Unit 4 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

6 
Unit 5  Marketing, Sales 

and Products 
不定詞・動名詞 

Unit 5 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

7 
Unit 1 から Unit 5 までの復

習 

名詞、代名詞、動詞、助動詞と不定詞・

動名詞（構文と語彙を中心として） 

Unit 1 から Unit 5 までの復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

8 
Unit 6  Offices and 

Supplies 
場所・動きを表す前置詞 

Unit 6 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

9 
Unit 7  Meetings and 

Presentations 
時間を表す前置詞 

Unit 7 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

10 Unit 8  Art 形容詞・副詞 

Unit 8 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

11 
Unit 9  Restaurants and 

Food 
原級・比較級・最上級 

Unit 9 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

12 Unit 10  Housing 接続詞（１） 

Unit 10 の単語の確認と予習・復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

13 
Unit 11  The Environment 

and Recycling 
現在時制と現在進行形 

Unit 11 の単語の確認と予習・復習 

ATR-CALL 課題 

14 前期の総括 前期まとめテストと解説 
テスト範囲の復習 

ATR-CALL 課題 

15 
前期の総括 Unit 6 から Unit 

11 までの復習 

前置詞、形容詞・副詞、比較、接続詞と

現在形（構文と語彙を中心として） 

前期の総復習 

ATR-CALL 課題 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 
English Grip - Essential English Skills for 

College Students - 
本多吉彦 金星堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、レポート、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
単語集の単語だけでなく、テキストの各ユニットにおける単語は、英和辞書を使って予習しておくこと。また英和辞書は毎回携帯すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

シラバスの説明 

Chapter 1: Personnel - 

Job-hunting 

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など 
Chapter 1 を予習 

2 
Chapter 2: Payroll - 

Insurance - Pension 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 2 を予習 

3 Chapter 3: Office Routine 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 3 を予習 

4 
Chapter 4: Conferences / 

Meetings 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 4 を予習 

5 Chapter 5: Presentations 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 5 を予習 

6 Chapter 6: Management 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 6 を予習 

7 Chapter 7: Sales 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 7 を予習 

8 Chapter 8: Manufacturing 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 8 を予習 

9 Chapter 9: Shipping 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 9 を予習 

10 
Chapter 10: Customer 

Service 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 10 を予習 

11 

Chapter 11: Making 

Contracts - Making 

Arrangements - 

Negotiations 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 11 を予習 

12 

Chapter 12: Real Estate - 

Investments - Market 

Trends 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 12 を予習 

13 
Chapter 13: Foreign 

Currency 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 13 を予習 

14 Chapter 14: Advertisements 内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 14 を予習 

15 Chapter 15; Accounting 
既習範囲の総復習 

定期試験（後期末）の準備 
クイズの準備・Chapter 15 を予習 

 

関連科目 他の英語関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

TOEICR Test: Down to Business TOEICR テスト形式

で学ぶビジネス英語入門 
本多 吉彦 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 英和辞典・和英辞典   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 
教科書と辞書を持参する 

2 
人 種 間 の 対 立  first 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

3 
人 種 間 の 対 立  second 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

4 国語の教師 first viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

5 国語の教師 second viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

6 縄張り first viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

7 縄張り second viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備 

9 国境線 first viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

10 国境線 second viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

11 
知 ら な い の に ？  first 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

12 
知 ら な い の に ？  second 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

13 
ラ イ ン ・ ゲ ー ム  first 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

14 
ラ イ ン ・ ゲ ー ム  second 

viewing 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 Freedom Writers O. Tanaka 他 鶴見書店 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 
失敗を重ねて成長してください！ 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 松井 信義 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
シラバスの説明 

１．手紙（導入） 

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など 
次回講義（１．手紙）の予習 

2 １．手紙 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（１．手紙）の復習及び予習（２．ファッ

クス） 

3 ２．ファックス 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（２．ファックス)の復習及び予習(３．電

子メール） 

4 ３．電子メール 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（３．電子メール）の復習及び予習（４．

電話） 

5 ４．電話 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（４．電話）の復習及び予習（５．面会の

申し入れ） 

6 ５．面会の申し入れ 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（５．面会の申し入れ）の復習及び予習（６．

ホテルの予約） 

7 ６．ホテルの予約 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（６．ホテルの予約）の復習及び予習（７．

オフィスの移転通知） 

8 ７．オフィスの移転通知 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（７．オフィスの移転通知）の復習及び予

習（８．支店の開設案内） 

9 ８．支店の開設案内 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（８．支店の開設案内）の復習及び予習（９．

レセプションへの招待） 

10 ９．レセプションへの招待 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（９．レセプションへの招待）の復習及び

予習（10．アンケートの回答依頼） 

11 10．アンケートの回答依頼 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（10．アンケートの回答依頼）の復習及び

予習（11．資料の送付依頼） 

12 11．資料の送付依頼 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（11．資料の送付依頼）の復習及び予習（12．

慶弔） 

13 12．慶弔 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（12．慶弔）の復習及び予習（13．会議の

通知） 

14 13．会議の通知 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（13．会議の通知）の復習及び予習（１．

手紙～13．会議の通知） 

15 １．手紙～13．会議の通知 
既習範囲の総復習 

定期試験の準備 
定期試験の準備 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 Essentials of Global Business English 豊田暁 他 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

定期試験                       40% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 30% 

学生への 

メッセージ 

There is no royal road to English learning.（英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（＝ easy way)などありません。英語に触

れる絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。Slow and steady wins the race.（急がば回れ）を心に留め、ゆっくりでも着

実に学習を続けることです。予習、復習、只管筆写、英語多読を含め英語に触れる絶対量を増やせば、英語の力は必ず上達します。頑張りましょ

う！Keep your chin up! 

 

原則、出席率 80%以上の学生を成績評価の対象とする。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 有本 好一郎 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス、TOEIC の説明、

英語クロスワードパズルな

ど 

授業の進め方、評価方法、企業が要求す

るスコアなどを説明 

教科書の予習（次週のユニット）、クロスワードパ

ズルの暗記 

2 

自己紹介についての文章を

通して名詞の学習（固有名

詞、複数形など） 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

3 
家族、ペットについての文章

を通して動詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

4 
趣味についての文章を通し

て主語＋動詞～の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

5 
大学生活についての文章を

通して人称代名詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

6 
食物についての文章を通し

て疑問詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

7 

コンサートについての文章

を通して How＋形容詞、副詞

の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

8 中間試験 試験後、答え合わせを行い弱点を復習 
教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

9 
道案内についての文章を通

して助動詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

10 
日本文化についての文章を

通して助動詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

11 
ジェスチャーについての文

章を通して前置詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

12 
観光案内についての文章を

通して時制の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

13 

ネットショッピングについ

ての文章を通して進行形の

学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

14 
E-mail についての文章を通

して数字の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

15 
9－14回のまとめテストと復

習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 
まとめテストの準備 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 Forerunner to Power-Up English JACET リスニング研究会 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト 30％、まとめテスト 40％） 70% 

学生への 

メッセージ 

英語習得には普段の努力が大切である、通学時に i-Pod 等の録音機、ラジオ番組、コンピューターなどを積極的に活用し学習すること。 英語

が得意なら未来が明るくなります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 植村 真未 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

授業の進め方の詳細な説明。扱う映画

The Devil Wears Prada を紹介。 

前期から引き続き受講する者には、映画

の概要説明をしてもらう。 

予習：シラバスを読む。 

復習：教科書を入手し、i,ii ページにあたる Who's 

who in The Devil Wears Prada を読む。 

2 Unit7 Nate's Birthday (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

3 Unit7 Nate's Birthday (2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

4 Unit8 Andy's Decision (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

5 Unit8 Andy's Decision (2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

6 Unit9 Breakup with Nate(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

7 Unit9 Breakup with Nate(2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

8 中間課題 

Unit7～9 で扱った場面の中から、受講

者が一場面を選び、その場面をペアで実

演する（中間課題）。これまでの映画の

内容についても議論を進める。 

予習：演じる場面を選び、滑らかに台詞が言えるよ

うになるまで訓練する。時間を見つけ、ペアの人と

練習すること。 

復習：予習に時間を使って欲しいので不要。 

9 Unit10 The Dream Job(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

10 Unit10 The Dream Job(2) 
Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

11 
Unit11 Announcement at the 

Party (1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 
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場面を字幕なしで観る。 復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

12 
Unit11 Announcement at the 

Party (2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

13 
Unit12 Andy's Final Choice 

(1) 

Previewing Activities 、 Viewing 

Activities を補助教材とし、映画の一

場面を字幕なしで観る。 

予習：Vocabulary Checkup を英和・英英辞典等を用

いて解く。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

14 
Unit12 Andy's Final Choice 

(2) 

Post-viewing Activities を補助教材と

し、映画の理解を深める。 

予習：Discussion Topics に挙げられている質問の

答えを英語で書いてくる。 

復習：授業内で扱った英語で分からないものは辞書

で調べる。映画の場面の中で、登場人物の行動や、

背景等で分からないことがあれば、辞書やインター

ネットを駆使して調べる。 

15 総括 
学期中で扱った全範囲の試験を行い、そ

の解説をする。 
予習：まとめテストの準備。 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

『プラダを着た悪魔』で学ぶコミュニケーション英

語 
角山 照彦ほか編著 松柏社 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む)  70% 

学生への 

メッセージ 

詳細な授業の進め方を説明するので、初回の授業には必ず出席してください。 

 

原則、出席率 80%以上の学生を成績評価の対象とする。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 2 階非常勤講師室 

連絡先：mami.uemura@edu.setsunan.ac.jp 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 山本 尚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 前期の内容の復習 
前期の内容の復習をした後プリント教

材を使った授業を行う。 

テキストの復習 

以下、具体的な内容については備考欄を参照するこ

と。 

2 Extreme Weather (1) 
異常気象について読む。形容詞、副詞の

使い方をチェックする。 
テキストの予習 

3 Extreme Weather (2) 
異常気象について読む。形容詞、副詞の

使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

4 Medical Tourism (1) 
医療ツーリズムのリスクについて読む。

比較表現の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

5 Medical Tourism (2) 
医療ツーリズムのリスクについて読む。

比較表現の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

6 Advertising (1) 
広告の影響について読む。前置詞、接続

詞をチェックする。 
テキストの予習・復習 

7 Advertisingl (2) 
広告の影響について読む。前置詞、接続

詞をチェックする。 
テキストの予習・復習 

8 Business Travel (1) 
出張の準備とコツについて読む。不定

詞、動名詞をチェックする。 
テキストの予習・復習 

9 Business Travel (2) 
出張の準備とコツについて読む。不定

詞、動名詞をチェックする。 
テキストの予習・復習 

10 Coffee Shop (1) 
コーヒーチェーン店について読む。受動

態の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

11 Coffee Shops (2) 
コーヒーチェーン店について読む。受動

態の使い方をチェックする。 
テキストの予習・復習 

12 E-Commerce (1) 

オンラインショッピングの利便性につ

いて読む。助動詞の使い方をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

13 E-Commerce (2) 

オンラインショッピングの利便性につ

いて読む。助動詞の使い方をチェックす

る。 

テキストの予習・復習 

14 SNS 
様々な SNS について読む。関係詞の使い

方をチェックする。 
テキストの復習 

15 復習、まとめテスト 
後期の内容の復習をし、まとめテストを

行う。 
前期の復習 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 English Indicator 3 (Intermediate) Joshua Cohen 他 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

毎回予習復習をして、積極的に授業に参加することを心がけてください。授業中はしっかりメモを取り、わからないことがあれば必ず質問するよ

うにしてください。予習をチェックする課題提出を求めますので、長文は事前に必ず読んで内容を把握しておいてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。事前事後学習の内容は、毎回の授業に出てきた単語、熟語をノートなどにまとめて書き出し覚えること、および指定された箇所を予習する

こと。 

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 谷脇 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 授業の進め方の説明、初回クイズ 
授業配布のプリント(初回クイズ)復習 

次回学習のプリント(不定詞の用法)予習 

2 不定詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(不定詞の用法)復習 

次回学習のプリント(動名詞と分詞の用法)予習 

3 動名詞と分詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(動名詞と分詞の用法)復習 

次回学習のプリント(関係詞の用法)予習 

4 関係詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(関係詞の用法)復習 

次回学習のプリント(形容詞の用法)予習 

5 形容詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(形容詞の用法)復習 

次回学習のプリント(副詞の用法)予習 

6 副詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(副詞の用法)復習 

次回学習のプリント(前置詞の用法)予習 

7 前置詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(前置詞の用法)復習 

中間テストに向けた復習 

8 
１～7 回目の授業の復習 

中間テスト 

１～７回目の授業の復習 

テスト実施 

中間テストに向けた復習 

次回学習のプリント(接続詞の用法)予習 

9 接続詞の用法 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(接続詞の用法)復習 

次回学習のプリント(間接疑問文)予習 

10 間接疑問文 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(間接疑問文)復習 

次回学習のプリント(仮定法１)予習 

11 仮定法(1) 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(仮定法１)復習 

次回学習のプリント(仮定法２)予習 

12 仮定法(2) 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(仮定法２)復習 

次回学習のプリント(まちがえやすい語順)予習 

13 まちがえやすい語順 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(まちがえやすい語順)復習 

次回学習のプリント(まちがえやすい否定表現)予

習 

14 まちがえやすい否定表現 
プリント演習 

発表と解説 

授業配布のプリント(まちがえやすい否定表現)復

習 

まとめのテストに向けた復習 

15 
９～１４回目授業の復習 

まとめのテスト 

９～１４回目の授業の復習 

テスト実施 

まとめのテストに向けた復習 

まとめのテストの確認 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 プリント教材   

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
授業はテンポよくリズミカルに進行します。集中力を切らさず一生懸命ついてきてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目

199



摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 中本 明子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,、英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
前期の重要ポイントの復習（品詞、5 文

型など） 

事前学習課題：教科書全体に目を通しておくこと 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：教科書全体に目を通しておくこと 

2 Unit 12  Business Profile 過去時制 

事前学習課題：Unit 12 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 12 の単語の復習 

3 Unit 13  Schedules 未来 

事前学習課題：Unit 13 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 13 の単語の復習 

4 
Unit 14  Computers and the 

Internet 
現在完了時制・過去完了時制 

事前学習課題：Unit 14 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 14 の単語の復習 

5 
Unit 15  Industry and 

Manufacturing 
能動態と受動態 

事前学習課題：Unit 15 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 15 の単語の復習 

6 
Unit 16  Making 

Arrangements 
接続詞（２） 

事前学習課題：事後学習課題：Unit 16 の単語の確

認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 16 の単語の復習 

7 
Unit 12 から Unit 16 までの

復習 

過去形・未来形、完了形、態と接続詞（構

文と語彙を中心として） 

事前学習課題：Unit 12 から unit 16 までの復習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 12 から unit 16 までの復習 

8 Unit 17  Business Culture 否定文 

事前学習課題：事後学習課題：Unit 17 の単語の確

認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 17 の単語の復習 

9 Unit  18  Recruitment 疑問文・疑問詞・付加疑問文 

事前学習課題：Unit 18 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 18 の単語の復習 

10 
Unit 19  Entertaining and 

Socializing 
関係代名詞・関係副詞 

事前学習課題：Unit 19 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 19 の単語の復習 

11 Unit 20  Education 後置修飾 

事前学習課題：Unit 20 の単語の確認と予習 

リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 20 の単語の復習 

12 Unit 21 Banking 仮定法 事前学習課題：Unit 21 の単語の確認と予習 

基
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リンガポルタ課題 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 21 の単語の復習 

13 Unit 22 Health 話法 

事前学習課題：Unit 22 の単語の確認と予習 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：Unit 22 の単語の復習 

14 後期の総括 後期まとめテストと解説 

事前学習課題：テスト範囲の復習 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：テストの復習 

15 
Unit 17 から Unit 22 までの

復習 

否定文、疑問文、関係詞、後置修飾、仮

定法と話法（構文と語彙を中心として） 

事前学習課題：後期の総復習 

ATR-CALL 課題 

 

事後学習課題：後期の総復習 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
English Grip - Essential English Skills for 

College Students - 
本多吉彦 金星堂 

2 
The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test (指

定の単語集) 
西谷恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                               20% 

全学共通英語課題 B                                               10% 

授業への参加、貢献（小テスト、レポート、まとめテスト等も含む）   70% 

学生への 

メッセージ 
語集の単語だけでなく、テキストの各ユニットにおける単語は、英和辞書を使って予習しておくこと。また英和辞書は携帯すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階  非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
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科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

授業の概要説明と評価方法

について 

①教科書：Unit 1 Restaurant 

②Handouts 

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など 
Chapter 1 を予習 

2 

① 教 科 書 ： Unit 2 

Entertainment 

②Handouts 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 2 を予習 

3 
①教科書：Unit 3 Business 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 3 を予習 

4 
①教科書：Unit 4 Office 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 4 を予習 

5 
①教科書：Unit 5 Telephone 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 5 を予習 

6 

①教科書：Unit 6 Letter & 

E-mail 

②Handouts 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 6 を予習 

7 
①教科書：Unit 7 Health 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 7 を予習 

8 

①教科書：Unit 8 Bank & Post 

Office 

②Handouts 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 8 を予習 

9 

① 教 科 書 ： Unit 9 New 

Products 

②Handouts 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 9 を予習 

10 
①教科書：Unit 10 Travel 1 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 10 を予習 

11 
①教科書：Unit 11 Travel 2 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 11 を予習 

12 

① 教 科 書 ： Unit 12 Job 

Applications 

②Handouts 

内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 12 を予習 

13 
①教科書：Unit 13 Shopping 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 13 を予習 

14 
①教科書：Unit 14 Education 

②Handouts 
内容把握、語彙・発音、練習問題 クイズの準備・Chapter 14 を予習 

15 Final Review 
既習範囲の総復習 

定期試験（後期末）の準備 
定期試験（後期末）の準備 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 
BEST PRACTICE FOR THE TOEIC LISTENING AND READING 

TEST 
吉塚 弘、Michael Schauerte 成美堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 英和辞典・和英辞典   

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 
教科書と辞書を持参する 

2 戦争 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

3 許可 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

4 寛容の博物館 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

5 ここが僕の家 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

6 アンネの日記 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

7 Review 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備 

9 ヒーロー 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

10 証言 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

11 どっちを選ぶ 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

12 仕事に祝福されている 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

13 自分の声 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

14 Review 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 Freedom Writers O. Tanaka 他 鶴見書店 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 
たくさん失敗し、たくさん学んでください！ 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 松井 信義 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
シラバスの説明 

14．議事録（導入） 

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など 
次回講義（14．議事録）の予習 

2 14．議事録 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（14．議事録）の復習及び予習（15．物品

の購入） 

3 15．物品の購入 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（15．物品の購入）の復習及び予習（16．

社内研修の案内） 

4 16．社内研修の案内 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（16．社内研修の案内）の復習及び予習（17．

社外研修の報告） 

5 17．社外研修の報告 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（17．社外研修の報告）の復習及び予習（18．

日程の中間報告） 

6 18．日程の中間報告 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（18．日程の中間報告）の復習及び予習（19．

引合い（１）） 

7 19．引合い（１） 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（19．引合い（1））の復習及び予習（20．

引合い（2）） 

8 20．引合い（２） 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（20．引合い（２））の復習及び予習（21．

注文） 

9 21．注文 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（21．注文）の復習及び予習（22．代金の

回収） 

10 22．代金の回収 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（22．代金の回収）の復習及び予習（23．

クレームと調整） 

11 23．クレームと調整 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（23．クレームと調整）の復習及び予習（24．

履歴書） 

12 24．履歴書 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（24．履歴書）の復習及び予習（25．応募

の手紙） 

13 25．応募の手紙 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（25．応募の手紙）の復習及び予習（26．

推薦状） 

14 26．推薦状 内容把握、語彙・発音、練習問題 
既習範囲（26．推薦状）の復習及び予習（14．議事

録～26．推薦状） 

15 14．議事録～26．推薦状 
既習範囲の総復習 

定期試験の準備 
定期試験の準備 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 Essentials of Global Business English 豊田暁 他 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

定期試験                       40% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 30% 

学生への 

メッセージ 

There is no royal road to English learning.（英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（＝ easy way)などありません。英語に触

れる絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。Slow and steady wins the race.（急がば回れ）を心に留め、ゆっくりでも着

実に学習を続けることです。予習、復習、只管筆写、英語多読を含め英語に触れる絶対量を増やせば、英語の力は必ず上達します。頑張りましょ

う！Keep your chin up! 

 

原則、出席率 80%以上の学生を成績評価の対象とする。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目

204



摂南大学シラバス 2019 

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 有本 好一郎 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対な

ど、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複数の英

文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス、TOEIC の説明、

英語クロスワードパズルな

ど 

授業の進め方、評価方法、企業が要求す

るスコアなどを説明 

教科書の予習（次週のユニット）、クロスワードパ

ズルの暗記 

2 

機内放送についての文章を

通して、天候や時の表現の学

習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

3 
空港で放送される文章を通

して接続詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

4 
ホテルで使われる文章を通

して不定詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

5 
レストランで使われる文章

を通して形容詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

6 
買い物で使われる文章を通

して頻度を表す副詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

7 
野球についての文章を通し

て比較級の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

8 中間試験 
読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

9 

ミュージカル鑑賞について

の文章を通して完了形の学

習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

10 
旅行案内についての文章を

通して受動態の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

11 
問題解決についての文章を

通して受動態の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

12 
体調不良についての文章を

通して分詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

13 
電話の会話についての文章

を通して動名詞の学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

14 
別れの手紙の文章を通して

センスグループの学習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記 

15 
9－14回のまとめテストと復

習 

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して 
まとめテストの準備 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Forerunner to Power-up English JACET リスニング研究会 南雲堂 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 西谷 恒志 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題 A                                   20% 

全学共通英語課題 B                                   10% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 70% 

学生への 

メッセージ 

英語習得には普段の努力が大切である、通学時に i-Pod 等の録音機、ラジオ番組、コンピューターなどを積極的に活用し学習すること。 英語

が得意なら未来が明るくなります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語コミュニケーションⅠ 科目名（英文） English Conversation I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 ｱｰｻｰ ﾛﾘﾝｸﾞｽﾝ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3311c1 

 

授業概要・ 

目的 

海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への対応など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手

を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

到達目標 
（１）実践的な英文の暗唱とその応用練習という学習技法により、単文にとどまらず複数の文を発話することができるようになる。 

（２）前期は CEFR-J[A2.1]、後期は CEFR-J[A2.2]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
総合的な英語力の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Class introducation ガイダンス 課題、小テスト対策 

2 Cerf Topic #1 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

3 Cerf Topic #2 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

4 Cerf Topic #3 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

5 Cerf Topic #4 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

6 Presentation Prep リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

7 Cerf Topic #5 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

8 Presentation Presentation 課題、小テスト対策 

9 Group Game Activity リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

10 Cerf Topic #6 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

11 Cerf Topic #7 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

12 Cerf Topic #8 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

13 Presentation Prep prep 課題、小テスト対策 

14 Cerf Topic #9 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

15 Presentation presentation 試験対策 

 

関連科目 英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Presentations 30 

Attendance 50 

Participation 20 

学生への 

メッセージ 

語学学習は「継続は力なり」です。苦手な人も多いかもしれませんが、就職活動の際にも英語は重要な科目です。こつこつ続けることによって徐々

にスコアアップを狙いましょう。 

また、授業には辞書を持参するようにして下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 (非常勤講師室) 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 英語コミュニケーションⅡ 科目名（英文） English Conversation II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 ｱｰｻｰ ﾛﾘﾝｸﾞｽﾝ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3312c1 

 

授業概要・ 

目的 

海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への対応など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手

を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

到達目標 
（１）実践的な英文の暗唱とその応用練習という学習技法により、単文にとどまらず複数の文を発話することができるようになる。 

（２）前期は CEFR-J[A2.1]、後期は CEFR-J[A2.2]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
総合的な英語力の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Class introducation ガイダンス 課題、小テスト対策 

2 Cerf Topic #1 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

3 Cerf Topic #2 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

4 Cerf Topic #3 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

5 Cerf Topic #4 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

6 Presentation Prep リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

7 Cerf Topic #5 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

8 Presentation Presentation 課題、小テスト対策 

9 Group Game Activity リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

10 Cerf Topic #6 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

11 Cerf Topic #7 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

12 Cerf Topic #8 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

13 Presentation Prep prep 課題、小テスト対策 

14 Cerf Topic #9 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

15 Presentation presentation 試験対策 

 

関連科目 英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Presentations 30 

Attendance 50 

Participation 20 

学生への 

メッセージ 

語学学習は「継続は力なり」です。苦手な人も多いかもしれませんが、就職活動の際にも英語は重要な科目です。こつこつ続けることによって徐々

にスコアアップを狙いましょう。 

また、授業には辞書を持参するようにして下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 (非常勤講師室) 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

基
礎
科
目
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科目名 海外語学研修 科目名（英文） Overseas Language Training 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鳥居 祐介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2313c1 

 

授業概要・ 

目的 

外国語の運用能力（語学力）と、異文化環境で適切なコミュニケーションと行動をとる力（異文化間能力）の向上を目的とする。募集ガイダ

ンスへの参加からはじまる事前学習、海外研修先での実地学習、帰国後の成果報告を含む事後学習で構成される。研修先での授業は月曜日か

ら金曜日に開講され、語学力別に分けたクラス内で行われる。宿泊・費用等の詳細は募集ガイダンスで周知する。 

到達目標 

・語学力については、基礎的な会話への不安を解消し、TOEIC スコア等の客観的指標の自己ベストを更新すること。また、事前学習と現地で

の実践、そして帰国後の反省を通じて、自らにとって最も効果的な自学自習の方法と教材を発見し、自律的な語学学習を継続できるようにな

ることを目標とする。 

 

・異文化間能力については、渡航先の社会事情、歴史、文化についての基礎的な知識と理解を身につけ、現地で出会う人々と積極的に交流し、

交流の成果と反省点を客観的に整理して報告できるようになること。さらには帰国後も国際社会と異文化への好奇心を高め、広く多様な国・

地域の人々と積極的に協力し合う姿勢と適応力を身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

参加学生は教員およびスタッフの指導を受けながら事前学習、実地学習、事後学習を行う。講義を聞いてメモをとるだけで完結する授業はな

く、常に自発的な語学学習と現地事情の情報収集に励む必要がある。また、現地において安全で効果的な実習を行うためには参加学生同士の

協同が不可欠であるので、事前授業の段階からチームとして情報を共有し、学び合う姿勢が求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

次のスケジュールと内容が予定されている。（8 月出発の場合。春出発の場合の日程は、ガイダンスで確認のこと。） 

 

４月  

募集ガイダンス（日時等の詳細はポータルおよび掲示で連絡する）、事前学習としては事前のガイダンス出席、指示された学習課題が義務付け

られている。また、事後には成果報告会における発表とレポート提出が求められる。 

 

 

５月 

申込書の提出 

 

 

５月下旬 

派遣学生の決定および履修申請 

 

 

６月～８月 

事前ガイダンスを実施（全３回） 

 

 

８月上旬 

結団式 

 

 

＜研修スケジュール＞ 

[２週間コース] 

８月中旬～８月下旬（予定） 

 

 

[３週間コース] 

８月中旬～９月上旬（予定） 

 

 

9 月下旬～10 月上旬（予定） 

成果報告会 

 

 

事前学習 

・海外研修の目的と安全管理に関するガイダンスの受講と内容理解の確認 

・多読、会話演習など、学内の教材や設備を使った語学演習、ICT を活用した自主練習（ガイダンス時に説明） 

・渡航先の社会事情、歴史、文化に関する情報収集（ガイダンス時に説明） 

・研修中の目標と行動計画の策定。漠然と「語学力を上げたい」「話せるようになりたい」ではなく、「滞在中に・・・をする」という具体的

な行動目標を立てること。 

 

海外研修中 

・目標と行動計画に従い、授業に真摯に取り組むことはもちろん、授業外でも積極的に講師、スタッフ、ホストファミリーなど周囲の人々に

話しかけ、コミュニケーションを進めること。 

・事前に情報収集して得た知識を活用して目標に向けて行動し、日々の成果と反省点について記録をつけながら過ごすこと。 

 

事後学習課題 

・同時期に開催される他の研修参加者と合同での成果報告会が開催されるので、そこで研修の成果と反省点についてのプレゼンテーションを

行う。 

・成果と反省点をまとめたレポート（報告書）を作成して提出する。 

関連科目 英語その他外国語科目、研修先の地域に関する科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書  

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前・事後学習と成果報告会のプレゼン・レポートの評価（３０％） 

研修先での成績（７０％） 

学生への 

メッセージ 
大学生になったら早い段階で一度は海外に出ましょう。少しでも興味があれば、まずは国際交流センターへ足を運んで下さい。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター 

備考 

・参加学生は事前ガイダンスに必ず出席すること。やむを得ない事情で出席できない場合は事前に国際交流センターへ連絡し相談すること。 

・事前に参加申込みを行い許可を得た者に限り履修できる科目であり、通常の履修申請とは手続きが異なるので注意。 

・各学部の期末試験等のスケジュールを確認の上で履修を検討すること。学部・学年によって、また個々の学生の事情よって当該年度は受講

できない場合がある。 

基
礎
科
目
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科目名 生涯スポーツ実習（ゴルフ） 科目名（英文） Lifetime Sports 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期集中 授業担当者 近藤 潤 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH2328a1 

 

授業概要・ 

目的 

ゴルフというスポーツを通して生涯スポーツへの参加意識向上と自信を深めることを目的にする。 

短期間の練習で最後に実際にコースに出てラウンドするという、ハードスケジュールではあるが、コースでラウンドする経験は、テレビなどで見

るだけのゴルフとは違う楽しさや、難しさを体験できる。 

また、社会人になってもコミュニケーションツールとしてゴルフをするための基礎となる。 

ゴルフを通じて、打つ技術だけではなく、人と人とのコミュニケーションや社会人としてのルール・マナーを身につける。 

外部講師の大東将啓は、日本プロゴルフ協会のティーチングプロ A 級、また日本ゴルフ協会で初の博士プロとして活動し、最高レベルの指導を学

生に提供できる。 

到達目標 

①健康の保持増進ができる 

②運動技能を向上させることができる 

③競技ルール、ラウンドマナーを理解することができる 

④学生相互のコミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる 

 

学科の学習・教育目標との対応：[A] 

授業方法と 

留意点 

事前ガイダンス（９０分）と集中授業４日間（午前、午後、最終日は午後のみ）合わせて５日間で行う。 

日程は、７月に事前ガイダンスを予定（詳細はポータルで連絡）、９月９日（月）～１２日（木） 

５日間すべて受講できること。 

事前の申し込みが受け付けられることが必要。 

申込用紙は履修ガイダンス時に配布。 

科目学習の 

効果（資格） 

ゴルフを実践する最低限の打球技術、ルール、マナーを習得できる。 

ゴルフを通じて人と人のコミュニケーションを図ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 事前ガイダンス 
目的、内容、準備について 

ゴルフの概要 
事後：ゴルフの概要を確認(１時間） 

2 ゴルフの基礎知識 ゴルフのルール、マナーについて 
事前：ルールの再確認（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

3 ゴルフの基礎技術（１） グリップ、スウィング 

事前：午前中のルール・マナーについて確認（１時

間） 

事後：技術の反復練習 タオルスイングなど 授業

内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

4 ゴルフの基礎技術（２） 
打球練習場での練習 

アイアン 

事前：前日の技術練習のポイント再確認（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

5 ゴルフの基礎技術（３） アプローチ、パター練習 
事前：前日の技術練習のポイント再確認（１時間） 

事後：技術の反復練習 ルールの再確認（１時間） 

6 ゴルフの応用技術（１） 
打球練習場での練習 

ドライバー 

事前：前日までの技術練習のポイント再確認（１時

間） 

事後：技術の反復練習 ルールの再確認（１時間） 

7 ゴルフの応用技術（２） ミニラウンド 

事前：前日までの技術練習のポイント再確認（１時

間） 

事後：ラウンド時のルール・マナーの再確認 

授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

8 ゴルフの実践 ラウンド（９Ｈ） 
事前：ラウンドのイメージトレーニング（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 スポーツ科学実習Ⅰ，Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 
態度点５０％、技能点２５％および実習ノート２５％を総合評価する。 

学生への 

メッセージ 
履修までの質問は、総合体育館のスポーツ振興センター事務室に来てください。 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１階 近藤研究室 

備考 

ラウンド時の服装は襟付きポロシャツ、スラックス（半ズボンの場合はハイソックス着用）、運動靴（スパイク類は禁止） 

ゴルフクラブは大学が用意しますが、ラウンド用のボール、ゴルフ用手袋は各自で用意してください。 

雨天でも行いますので、着替えは多めに準備することと、体育館内でも行うことがあるので体育館シューズも用意してください。 

基
礎
科
目
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科目名 生涯スポーツ実習 科目名（英文） Lifetime Sports 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 横山 喬之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH2328a1 

 

授業概要・ 

目的 

スポーツの基礎知識をベースに、より応用的な内容に発展させ、スポーツライフ形成の大切さを学ぶ。スポーツ活動の楽しさや身体活動の重要性

を自覚するとともに、生涯スポーツ参加への意識向上と自信を深めることを目的とする。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。     

開講種目は、以下のとおりである。     

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）   

  

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）  

   

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス 
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け） 
 

2 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る 

3 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく 

事後：内容の振り返り 

4 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

5 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

6 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

7 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

8 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

9 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

15 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：全授業の総括 

 

関連科目 

スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、

ヘルスエクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、武道論、フィットネストレーニングの理論

と実際、スポーツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。 

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 

学生への 

メッセージ 

本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日程出席すること。 

授業への質問などは授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１F 体育館事務室に来ること。 

担当者の 

研究室等 
体育館１Ｆ 体育館事務室 

備考 
【準備物】 

トレーニングウエア、スポーツシューズ（コースに適したもの） 

基
礎
科
目
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科目名 数学基礎Ⅰ 科目名（英文） Basic Mathematics I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ①② 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 早石 典史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1324a1 

 

授業概要・ 

目的 

高校でのカリキュラムの多岐化、大学入学以前の教育課程の多面化、さらに入学選抜試験も様々にわたることから、入学時点での数学習熟度には

かなりのバラツキが認められる。 一方で経営・経済系科目、情報系科目の多くでは、かなりの数学的知識、力量を前提にして授業が進められる。

この間隙を埋めるため、最低限必要な数学的素養を大学初年度前期で確実に身につけることをこの授業の目標とする。 

到達目標 基礎的な問題、具体的には指定教科書に掲載されている程度の難易度の問題を、自力で解けるようになること。 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
問題を定式化すること、定式化できれば論理的に解けることを体得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 整式の計算(1) 
・計算の法則 

・因数分解 

事前に第 1 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

2 整式の計算(2) 
・整式の割り算 

・剰余，因数の定理 

事前に第 1 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

3 分数式・無理式(1) ・通分の規則 
事前に第 2 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

4 分数式・無理式(2) 
・平方根，立方根 

・有理化の計算 

事前に第 2 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

5 1 次方程式(1) ・等式の基本法則 
事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

6 1 次方程式(2) 
・方程式の導き方 

・解き方 

事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

7 1 次不等式(1) ・不等式の基本法則 
事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

8 1 次不等式(2) 
・不等式の導き方 

・解き方 

事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

9 連立 1 次方程式(1) ・連立方程式の導き方 
事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

10 連立 1 次方程式(2) 
・解き方 

・基本法則 

事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

11 連立 1 次方程式(3) ・消去法 
事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

12 場合の数(1) ・数え上げの原則 
事前に第 5 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

13 場合の数(2) 
・並べ方，選び方 

・順列，組み合わせ 

事前に第 5 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

14 確率(1) ・確率の計算 
事前に第 6 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

15 確率(2) ・くりかえす試行の確率 
事前に第 6 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

 

関連科目 数学基礎 II、経営統計学、ビジネス数学基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
演習、小テスト 30 点及び期末テスト 70 点として、総合的に判断、評価する。 

学生への 

メッセージ 

数学については各自様々な思いを持っているでしょうが、あらためて出発する新鮮な気分で授業に参加して下さい。どのような些細なことでもか

まいませんから、遠慮することなくいつでも質問してください。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階(数学準備室) 

備考 事前事後学習は毎回 30 分以上の時間をかけてください。課題は採点して返却し、重要な箇所は講義中に解説します。 

基
礎
科
目
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科目名 数学基礎Ⅰ 科目名（英文） Basic Mathematics I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③④ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 神 貞介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1324a1 

 

授業概要・ 

目的 

高校でのカリキュラムの多岐化、大学入学以前の教育課程の多面化、さらに入学選抜試験も様々にわたることから、入学時点での数学習熟度には

かなりのバラツキが認められる。 一方で経営・経済系科目、情報系科目の多くでは、かなりの数学的知識、力量を前提にして授業が進められる。

この間隙を埋めるため、最低限必要な数学的素養を大学初年度前期で確実に身につけることをこの授業の目標とする。 

到達目標 高校の初年度級の数学的知識の復習を出発点として、経営系の学生にとって、最低限必要な数学的素養を確実に身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
問題を定式化すること、定式化できれば論理的に解けることを体得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 整式の計算(1) 
・計算の法則 

・因数分解 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

2 整式の計算(2) 
・整式の割り算 

・剰余，因数の定理 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

3 分数式・無理式(1) ・通分の規則 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

4 分数式・無理式(2) 
・平方根，立方根 

・有理化の計算 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

5 1 次方程式(1) ・等式の基本法則 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

6 1 次方程式(2) 
・方程式の導き方 

・解き方 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

7 1 次不等式(1) ・不等式の基本法則 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

8 1 次不等式(2) 
・不等式の導き方 

・解き方 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

9 連立 1 次方程式(1) ・連立方程式の導き方 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

10 連立 1 次方程式(2) 
・解き方 

・基本法則 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

11 連立 1 次方程式(3) ・消去法 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

12 場合の数(1) ・数え上げの原則 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

13 場合の数(2) 
・並べ方，選び方 

・順列，組み合わせ 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

14 確率(1) ・確率の計算 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

15 確率(2) ・くりかえす試行の確率 事後：レポート課題を解く(1 時間) 

 

関連科目 数学基礎 II、経営統計学、ビジネス数学基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト・レポート：30% 

期末テスト：70% 

学生への 

メッセージ 

数学については各自様々な思いを持っているでしょうが、あらためて出発する新鮮な気分で授業に参加して下さい。どのような些細なことでもか

まいませんから、遠慮することなくいつでも質問してください。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階(数学準備室) 

備考 小テスト・レポートを毎回返却するので、きちんと確認すること。 

基
礎
科
目
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科目名 数学基礎Ⅱ 科目名（英文） Basic Mathematics II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ①② 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 早石 典史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1325a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業では, １次関数, 2 次関数のグラフの復習を出発点として, 様々な関数の変化の様子をとらえられることを目標にする。 

到達目標 基礎的な問題、具体的には指定教科書に掲載されている程度の難易度の問題を、自力で解けるようになること。 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学基礎 I に引き続き, 筋道をたてた論理的思考と計算技量を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とグラフ 
・座標平面 

・点の表し方 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

2 1 次関数 
・グラフの書き方 

・傾き，切片 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

3 2 次関数(1) 
・グラフの書き方 

・頂点，対称軸 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

4 2 次関数(2) 
・最大値，最小値 

・応用例 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

5 無理関数 
・逆関数 

・定義域 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

6 数列(1) 
・等差数列 

・和の公式 

事前に第 8 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

7 数列(2) 
・等比数列 

・和の公式 

事前に第 8 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

8 整関数の微分(1) 
・変化率 

・微分係数，接線 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

9 整関数の微分(2) 
・導関数 

・極大値，極小値 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

10 整関数の微分(3) 
・関数の増加，減少 

・関数のグラフ 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

11 整関数の微分(4) 
・最大値，最小値 

・応用問題 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

12 積分(1) 
・不定積分                              

・原始関数 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

13 積分(2) 
・区分求積法 

・定積分 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

14 積分(3) 
・微積分の基本定理                         

・定積分の計算 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

15 積分(4) 
・面積，体積 

・応用問題 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

 

関連科目 数学基礎Ⅰ、統計学、経営数学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
演習、小テスト 30 点及び期末テスト 70 点として、総合的に判断、評価する。 

学生への 

メッセージ 

どのような些細なことでもかまいませんから，遠慮することなくいつでも質問してください。数学の学習は積み重ねである一方で，後になって以

前不明だったことが理解できることもよくあります。続けることで充実した初年度にしましょう。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階(数学準備室) 

備考 事前事後学習は毎回 30 分以上かけてください。課題は採点して返却し、重要な箇所は講義中に解説します。 

基
礎
科
目
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科目名 数学基礎Ⅱ 科目名（英文） Basic Mathematics II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③④ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 神 貞介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1325a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業では, １次関数, 2 次関数のグラフの復習を出発点として, 様々な関数の変化の様子をとらえられることを目標にする。 

到達目標  １次関数、２次関数の復習を出発点として、数列、簡単な微積分の計算などを習得することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学基礎 I に引き続き, 筋道をたてた論理的思考と計算技量を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とグラフ 
・座標平面 

・点の表し方 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

2 1 次関数 
・グラフの書き方 

・傾き，切片 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

3 2 次関数(1) 
・グラフの書き方 

・頂点，対称軸 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

4 2 次関数(2) 
・最大値，最小値 

・応用例 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

5 無理関数 
・逆関数 

・定義域 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

6 数列(1) 
・等差数列 

・和の公式 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

7 数列(2) 
・等比数列 

・和の公式 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

8 整関数の微分(1) 
・変化率 

・微分係数，接線 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

9 整関数の微分(2) 
・導関数 

・極大値，極小値 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

10 整関数の微分(3) 
・関数の増加，減少 

・関数のグラフ 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

11 整関数の微分(4) 
・最大値，最小値 

・応用問題 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

12 積分(1) 
・不定積分                              

・原始関数 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

13 積分(2) 
・区分求積法 

・定積分 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

14 積分(3) 
・微積分の基本定理                         

・定積分の計算 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

15 積分(4) 
・面積，体積 

・応用問題 
事後：レポート課題を解く(1 時間) 

 

関連科目 数学基礎Ⅰ、統計学、経営数学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト・レポート：30% 

期末テスト：70% 

学生への 

メッセージ 

どのような些細なことでもかまいませんから，遠慮することなくいつでも質問してください。数学の学習は積み重ねである一方で，後になって以

前不明だったことが理解できることもよくあります。続けることで充実した初年度にしましょう。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階(数学準備室) 

備考 小テスト・レポートを毎回返却するので、きちんと確認すること。 

基
礎
科
目

215



摂南大学シラバス 2019 

科目名 スポーツ科学実習Ⅰ 科目名（英文） Practice of Sports Science I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 横山 喬之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1326a1 

 

授業概要・ 

目的 

生涯を通じて明るく活力のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、スポーツ活動を通じて基礎的

な運動技術の修得を目指し、規律・規範を重んじる心を修養し、スポーツの楽しさを理解することを目的としている。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。    

開講種目は、以下のとおりである。    

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）    

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）  

  

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス 
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け） 

事前：授業概要・目的などを学習する（30 分） 

事後：本実習の理解を深める（30 分） 

2 ・体力測定① ・屋外種目 
事前：運動を行い体力測定に備える（30 分） 

事後：自身の体力についての振り返り（30 分） 

3 ・体力測定② ・屋内種目 
事前：運動を行い体力測定に備える（30 分） 

事後：自身の体力についての振り返り（30 分） 

4 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく（30 分） 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る（30

分） 

5 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

6 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

7 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

8 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

9 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

15 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：全授業の総括（30 分） 

 

関連科目 

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。 

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 

学生への 

メッセージ 

授業内容は、種目毎の例であり、それ以外を行うこともある。また本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日

程出席すること。授業への質問などは、授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１F 体育館事務室へ来ること。 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１F 体育館事務室 

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの） 

基
礎
科
目

216



摂南大学シラバス 2019 

科目名 スポーツ科学実習Ⅱ 科目名（英文） Practice of Sports Science II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 横山 喬之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1327a1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目では、スポーツ科学実習Ⅰで培った基礎的な技術を応用し、高度なスポーツ技術の獲得を目指す。またスポーツを通じてさらなる人間力の

向上を目指し、自らの生活行動の中にスポーツ・身体運動を実践する能力を育成することを目的としている。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。     

開講種目は、以下のとおりである。     

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）   

  

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）  

   

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス 
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け） 

事前：授業概要・目的などを学習する（30 分） 

事後：本実習の理解を深める（30 分） 

2 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく（30 分） 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る（30

分） 

3 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

4 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

5 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

6 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

7 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

8 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

9 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

15 
・ゲーム 

・2 年次ガイダンス等 

・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

・2 年次ガイダンス等を行う 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：全授業の総括（30 分） 

 

関連科目 

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。 

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 

学生への 

メッセージ 

授業内容は、種目毎の例であり、それ以外を行うこともある。また本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日

程出席すること。授業への質問などは、授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１F 体育館事務室へ来ること。 

担当者の 

研究室等 
総合体育館 １F 体育館事務室 

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの） 

基
礎
科
目
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科目名 専門日本語ＦⅠ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1322a1 

 

授業概要・ 

目的 
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。 

到達目標 
・相手との関係に応じて話せる／書ける。 

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、E メールの書き方、自己 PR の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用 
様々なコミュニケーションの形式の復習 

2 E メールの書き方１ E メールの基本 E メールで使われる形式、表現等の復習 

3 E メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習 

4 E メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習 

5 E メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習 

6 E メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習 

7 話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習 

8 話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習 

9 話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習 

10 自己 PR１ 自己 PR とは何か 自己 PR で必要な項目を復習 

11 自己 PR２ 自己 PR 例の検討、修正１ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

12 自己 PR３ 自己 PR 例の検討、修正２ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

13 自己 PR４ 自分の自己 PR を書く１ 自己 PR で必要な形式、書き方の復習 

14 自己 PR５ 自分の自己 PR を書く２ 自己 PR の書き方の復習 

15 総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

基
礎
科
目
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科目名 専門日本語ＦⅡ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2323a1 

 

授業概要・ 

目的 

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができるようになることを目指す。 

ビジネス場面で使用する日本語表現、異文化ビジネスコミュニケーションについて学ぶ。 

到達目標 

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができる。 

ビジネス場面で使用する日本語表現を理解し、使用することができる。 

異文化ビジネスコミュニケーションについて理解できる。 

授業方法と 

留意点 
教師が準備した資料及びタスクシートをもとに講義、ディスカッション等を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

ビジネス日本語・ビジネスマナー・日本の会社についての知識を得ることによって 

日本での就職活動及び就職に必要な知識やスキルを身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語のレベルチェック 
授業の説明 授業で確認した語彙、表現の復習 

2 
ビジネス日本語１ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

3 
ビジネス日本語２ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

4 
ビジネス日本語３ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

5 
ビジネス日本語４ 

読む 

速読、精読 

内容理解 

文章に出てきた語彙、表現の復習 

授業で提示した課題 

6 
ビジネス日本語５ 

読む 

速読、精読 

内容理解 

文章に出てきた語彙、表現の復習 

授業で提示した課題 

7 
ビジネス日本語６ 

書く 
ビジネス文書の書き方 

ビジネス文書の形式、表現の復習 

授業で提示した課題 

8 
ビジネス日本語７ 

書く 
E メールの書き方 

ビジネスにおける E メールに必要な形式、書き方の

復習 

授業で提示した課題 

9 ビジネス日本語８ 履歴書の書き方 
履歴書を書く時に必要な表現の復習 

授業で提示した課題 

10 ビジネスマナー 異文化ビジネスコミュニケーション 

異文化ビジネスコミュニケーションで必要な項目、

表現の復習 

授業で提示した課題 

11 日本の会社１ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

12 日本の会社２ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

13 日本の会社３ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

14 日本の会社と仕事 
仕事に関するドラマを視聴し、内容をま

とめる。また、内容について話し合う。 
授業で確認した語彙、表現等の復習 

15 総復習・確認テスト 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業の参加度（10%）、課題（30％）、テスト（60％）により総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 
授業では積極的に発言することが求められます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 
(1)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

(2)授業進度及び参加学生のニーズによって授業内容が多少変更することがある。 

基
礎
科
目
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科目名 専門日本語Ｒ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1332a1 

 

授業概要・ 

目的 
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。 

到達目標 
・相手との関係に応じて話せる／書ける。 

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、E メールの書き方、自己 PR の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用 
様々なコミュニケーションの形式の復習 

2 E メールの書き方１ E メールの基本 E メールで使われる形式、表現等の復習 

3 E メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習 

4 E メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習 

5 E メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習 

6 E メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習 

7 話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習 

8 話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習 

9 話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習 

10 自己 PR１ 自己 PR とは何か 自己 PR で必要な項目を復習 

11 自己 PR２ 自己 PR 例の検討、修正１ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

12 自己 PR３ 自己 PR 例の検討、修正２ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

13 自己 PR４ 自分の自己 PR を書く１ 自己 PR で必要な形式、書き方の復習 

14 自己 PR５ 自分の自己 PR を書く２ 自己 PR の書き方の復習 

15 総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

基
礎
科
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科目名 中国語を聞くａ 科目名（英文） Chinese Listening a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小都 晶子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2318e1 

 

授業概要・ 

目的 

前年度に学んだ中国語を基礎に、読む・聞く・話す・書くの四つの力をさらに総合的にバランスよく学習する。中国語の運用能力の準中級レベル、

中国語検定試験４級レベルに達することを目指す。 

到達目標 中国語の基礎的な能力を身につけ、正しい発音で簡単な日常会話ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

授業では、聞く・話すの練習に力を入れる。日本語訳や語句・文法を覚えるなどの予習と復習は毎回必ず行ってください。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験４級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 第 1 課 重逢 
1．反語文“不是～?” 

2．積極的な姿勢を示す“来” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

2 第 2 課 入学手? 
1．兼語文 

2．介詞“跟～” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

3 第 3 課 听力? 
1．形容詞の重ね型 

2．助動詞“会”（2） 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

4 第 4 課 ?早市 
1．存現文 

2．複文“除了 A，?B” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

5 
第 1 回単元テスト 

第 5 課 ?物? 

第 1～4 課の単元テスト 

1．様態補語 

2．副詞“再”と“又” 

テスト範囲の語句・文法を復習し、しっかりと習得

する（2～4 時間）。 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

6 第 6 課 中秋? 
1．“快要～了” 

2．複文“一?A，一?B” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

7 第 7 課 国?? 
1．複文“因?A，所以 B” 

2．可能補語（1） 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

8 第 8 課 看京? 
1．“没想到～” 

2．動詞“像” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

9 第 9 課 借? 
1．副詞“??” 

2．複文“一 A，就 B” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

10 
第 2 回単元テスト 

第 10 課 互相?助 

第 5～9 課の単元テスト 

1．動詞“?得” 

2．指示代名詞“那?” 

テスト範囲の語句・文法を復習し、しっかりと習得

する（2～4 時間）。 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

11 第 11 課 找?? 
1．量詞“～宿” 

2．複合方向補語“～出来” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

12 第 12 課 端午? 
1．複文“?然 A，但是 B” 

2．助詞“什?的” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

13 第 13 課 看日出 
1．動詞“打算” 

2．複文“即使 A，也 B” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

14 第 14 課 志愿者 
1．複文“如果 A（的?），（就）B” 

2．助動詞“愿意” 

事前に本文を予習（日本語訳）し、事後に語句とポ

イントを復習してしっかり覚える（各 1 時間）。 

15 
授業のまとめ 

第 3 回単元テスト 

授業で学習した文法の復習と確認 

第 10～14 課の単元テスト 

テスト範囲の語句・文法を復習し、しっかりと習得

する（2～4 時間）。 

 

関連科目 「中国語を話す a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 たのしくできる We Can!中国語 中級 徐送迎 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業への参加度と小テスト：30％ 

単元テスト：70％ 

学生への 

メッセージ 
継続は力なり。事前・事後の学習に各 60 分を要する。 

担当者の 

研究室等 

７号館 3 階 小都研究室 

質問に対しては授業時間内、または担当教員の研究室でフィードバックを行う。 

備考 
一年生の「ビジネス中国語基礎 aｃ」あるいは「ビジネス中国語基礎ｂｄ」を履修したうえで、「中国語を聞く a」を履修するのが望ましい。 

単元テストは返却時（あるいは実施後）に、間違いの多かったところを復習する。 

基
礎
科
目

221



摂南大学シラバス 2019 

科目名 中国語を聞くｂ 科目名（英文） Chinese Listening b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 中西 正樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2319e1 

 

授業概要・ 

目的 

前年次の中国語入門科目の学習に続き，前期の「中国語を聞く a」を学んだうえで，読む・聴く・話す・書くの四つの力をさらに総合的にバラン

スよく学習する。中国語の運用能力の中級レベル，中国語検定試験４級レベルに達することを目指す。 

到達目標 「中国語を聞く a」で学んだ事項を定着させるとともに発展させ，比較的優しい新聞記事などを辞書を使って読めるレベルを目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で行い、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

日本語を見て中国語を話す練習もする。授業時間内に質疑応答の時間を設ける。事前・事後の学習に各 60 分要する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験４級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 第 15 課 ??会 
1. 介詞“?了～”と“?～” 

2. 助動詞“??”" 

事後に語句とポイントを1時間程度かけて復習して

しっかり覚える。 

2 第 16 課 参拜孔子? 
1. 複文“既是 A，又是 B” 

2. 挿入語“据?～” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

3 第 17 課 演?比? 
1. 受身文“被～” 

2. 接続詞“可是” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

4 第 18 課 ???家 
1. “把”構文 

2. “?A 都（也）B” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

5 

第 1 回単元テスト(第 15~18

課) 

第 19 課 考? 

1. 複合方向補語“～起来” 

2. 助詞“地” 

テスト範囲の語句・文法を復習し、しっかりと習得

する。事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳

など）、事後には語句とポイントを 1 時間程度かけ

て復習してしっかり覚える。 

6 第 20 課 ?大衣 
1. 複文“既 A，又 B” 

2. 動量補語“一下儿” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

7 第 21 課 ??会 
1. 副詞“早就” 

2. 介詞“向～” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

8 第 22 課 ?路 
1. “去～怎?走？” 

2. 介詞“往～” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

9 第 23 課 九寨? 
1. “就像～一?” 

2. 助動詞“得” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

10 

第 2 回単元テスト(第 20~23

課) 

第 24 課 兵?俑 

1. 動詞“建?” 

2. 介詞“通?～” 

テスト範囲の語句・文法を復習し、しっかりと習得

する。事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳

など）、事後には語句とポイントを 1 時間程度かけ

て復習してしっかり覚える。 

11 第 25 課 找工作 
1. 指示代名詞“??” 

2. “不知道～” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

12 第 26 課 ?拉 OK 
1. 複文“先 A，然后 B” 

2. “?是～好” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

13 第 27 課 ?祝 
1. 副詞“才” 

2. 動詞“??” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

14 第 28 課 送行 
1. 可能補語（2） 

2. “?～来?” 

事前に本文を 1 時間かけて予習し（日本語訳など）、

事後には語句とポイントを1時間程度かけて復習し

てしっかり覚える。 

15 

授業のまとめ 

第 3 回単元テスト(第 25~28

課) 

授業で学習した文法の復習と確認 

テスト範囲の語句・文法を1時間程度かけて復習し、

しっかりと習得する。事後にはこの授業のまとめを

1 時間かけて復習する。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」「中国語を話す b」 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 たのしくできる We Can!中国語 中級 徐送迎 朝日出版社 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

評価方法 

（基準） 

授業への参加度と小テスト：30％ 

単元テスト：70％ 

学生への 

メッセージ 
継続は力なり。予習と復習の学習に１時間ずつ要する。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階 中西研究室 

質問に対しては授業時間内、または担当教員の研究室でフィードバックを行う。 

備考 
一年生の「ビジネス中国語基礎 a/c」あるいは「ビジネス中国語基礎 b/d」を履修し，さらに「中国語を聞く a」を履修済みであることが望まし

い。単元テストは返却時(あるいは実施後)に、間違いの多かったところを復習する。 

基
礎
科
目
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科目名 中国語を話すａ 科目名（英文） Chinese Speaking a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 段 飛虹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2320e1 

 

授業概要・ 

目的 

基礎中国語科目で学習した内容を復習しつつ、日頃の会話でよく見られるワンランク上の表現を習得する。話す訓練を中心に、他の読む、聴く、

書くと言う総合的な学習をバランスよく行います。 

到達目標 中国語を使って日常会話ができるレベルを目指します。 

授業方法と 

留意点 

中国語を「話す」、「使う」ことを重視する。大体、前の週に新しい文法と語彙を習い、次の週に完全に覚えるように指導する。毎回、単語小テス

トを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第１課 

友達になる① 

文法 

・助動詞「会」（1） 

・介詞「在～」 

・動量補語 

・「是?的」構文 

・助動詞「想」 

事前に、第１課の単語を覚える。 

授業後、p.9～p.11 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

2 友達になる② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.12～p.13 を解答する。 

第１課の会話文を覚える。 

3 
第 2 課 

行きたいところは沢山?① 

文法 

・介詞「給～」 

・複文「除了 A、?（也）B」 

・動詞「打算」 

・反語文「不是??」 

・「?A 都（也）B」 

事前に、第 2 課の単語を覚える。 

授業後、p.15～p.17 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

4 行きたいところは沢山?② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.18～p.19 を解答する。 

第 2 課の会話文を覚える。 

5 
第 3 課 

久しぶり① 

文法 

・動態助詞「了」 

・複文「一?A、一?B」 

・様態補語 

・使役文 

・二重目的語 

事前に、第 3 課の単語を覚える。 

授業後、p.21～p.23 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

6 久しぶり② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.24～p.25 を解答する。 

第 3 課の会話文を覚える。 

7 復習課 
・第１?第３課の復習 

・単元テスト１ 

第１?第３課の復習すること。 

音声を聴いて書き取りをすること。 

8 
第４課 

愛い子に旅をさせる① 

文法 

・複文「因?A、所以 B」 

・助動詞「要」 

・助動詞「??」 

・複文「如果 A（的?）、就 B」 

・助動詞「会」（2） 

事前に、第４課の単語を覚える。 

授業後、p.27～p.29 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

9 愛い子に旅をさせる② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.30～p.31 を解答する。 

第 4 課の会話文を覚える。 

10 

第５課 

外国人はみなラーメンが好

きだよ① 

文法 

・複文「先 A、然后 B」 

・複文「A 是 A、不?B」 

・可能補語 

・複文「不管 A、都 B」 

・複文「既 A、又 B」 

事前に、第 5 課の単語を覚える。 

授業後、p.33～p.35 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

11 
外国人はみなラーメンが好

きだよ② 

・練習問題 

・会話を覚える 

問題 p.36～p.37 を解答する。 

第 5 課の会話文を覚える。 

12 
第６課 

今日僕がおごる① 

文法 

・複文「不但 A、而且 B」 

・複文「要?A、要?B」 

・「提?」の使い方 

・語気助詞「了」 

・結果補語 

事前に、第 6 課の単語を覚える。 

授業後、p.39～p.41 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

13 今日僕がおごる② 
・練習問題 

・会話を覚える 

問題 p.42～p.43 を解答する。 

第 6 課の会話文を覚える。 

14 復習課 
・第４?６課の既習語彙、文法や語順、

基本文型を復習する 

第４?６課の練習問題に出ている文や文法などを覚

えているかどうか再度確認する。 

15 単元テスト２ 

・会話文を熟読の上、日本語訳文を見な

がら中国語を思い出して言う事で、訳す

力、話す力を高める。 

事前に、第４?６課の復習すること。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 仲間で話そう中国語 徐 送迎 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書  

基
礎
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典 第 3 版 北京商務印書館・小学館 小学館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点 40％、単元テスト 60％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
口から自然と中国語が出てくるように、頑張りましょう。事前・事後学習に 1 時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室（７号館２階） 

備考 

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」 

講義前の予習（テキストを読む。1 時間 x13 回）、 

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。1.5 時間 X13 回）、 

 自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。) 

基
礎
科
目
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科目名 中国語を話すｂ 科目名（英文） Chinese Speaking b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 段 飛虹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2321e1 

 

授業概要・ 

目的 

基礎中国語科目で学習した内容を復習しつつ、日頃の会話でよく見られるワンランク上の表現を習得する。話す訓練を中心に、他の読む、聴く、

書くと言う総合的な学習をバランスよく行います。 

到達目標 中国語を使って日常会話ができるレベルを目指します。 

授業方法と 

留意点 

中国語を「話す」、「使う」ことを重視する。大体、前の週に新しい文法と語彙を習い、次の週に完全に覚えるように指導する。毎回、単語小テス

トを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 7 課 

私達の夢① 

文法 

・介詞「作?～」 

・「想好了」と「 ?没想好」 

・禁止を表す「?」と「不要」 

・動態助詞「着」 

・複文「?然 A、但是 B」 

事前に、第７課の単語を覚える。 

授業後、p.45～p.47 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

2 私達の夢② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.48～p.49 を解答する。 

第 7 課の会話文を覚える。 

3 
第８課 

僕は一つ願いがある① 

文法 

・挿入語「据?～」と「听??」 

・複文「只要 A、就 B」 

・複語方向補語「?出来」 

・複文「不?A、?B」」 

・兼語文 

事前に、第 8 課の単語を覚える。 

授業後、p.51～p.53 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

4 僕は一つ願いがある② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.54～p.55 を解答する。 

第 8 課の会話文を覚える。 

5 

第９課 

プライペートなお話をして

もいいですか？① 

文法 

・介詞「向?」 

・助動詞「可以」と「能」 

・比較文「A 比 B?」 

・複文「即使 A、也 B」 

・時量補語 

事前に、第 9 課の単語を覚える。 

授業後、p.57～p.59 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

6 
プライペートなお話をして

もいいですか？② 

・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.60～p.61 を解答する。 

第 9 課の会話文を覚える。 

7 復習課 
・第７?９課の復習 

・単元テスト１ 

第 7?9 課の復習すること。 

音声を聴いて書き取りをすること。 

8 
第１０課 

連絡方法① 

文法 

・「快?了」 

・助動詞「得」 

・「把」構文 

・副詞「就」と「才」 

・複文「一 A、就 B」 

事前に、第 10 課の単語を覚える。 

授業後、p.63～p.65 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

9 連絡方法② 
・練習問題 

・会話を覚える 

練習問題 p.66～p.67 を解答する。 

第 10 課の会話文を覚える。 

10 
第１１課 

北京で楽しく集う① 

文法 

・「越来越?」 

・動作の進行を表わす「在」 

・構造助詞「地」 

・動態助詞「?」 

・受身文「被」 

事前に、第 11 課の単語を覚える。 

授業後、p.69～p.71 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

11 北京で楽しく集う② 
・練習問題 

・会話を覚える 

問題 p.72～p.73 を解答する。 

第 11 課の会話文を覚える。 

12 
第１２課 

我が家にご招待① 

文法 

・介詞「跟～」 

・副詞「再」と「又」 

・複文「既然 A、（就）B」 

・介詞「?～」 

・「有点儿」と「一点儿」 

事前に、第 12 課の単語を覚える。 

授業後、p.75～p.77 の語彙練習問題を解くことで、

語彙力を高める。 

13 我が家にご招待② 
・練習問題 

・会話を覚える 

問題 p.78～p.79 を解答する。 

第 12 課の会話文を覚える。 

14 復習課 
・第１０?１２課の既習語彙、文法や語

順、基本文型を復習する 

第10?12課の練習問題に出ている文や文法などを覚

えているかどうか再度確認する。 

15 単元テスト２ 

・会話文を熟読の上、日本語訳文を見な

がら中国語を思い出して言う事で、訳す

力、話す力を高める。 

事前に、第 10?12 課の復習すること。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 仲間で話そう中国語 徐 送迎 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書  

基
礎
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典 第 3 版 北京商務印書館・小学館 小学館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点 40％、単元テスト 60％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
口から自然と中国語が出てくるように、頑張りましょう。事前・事後学習に 1 時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室（７号館２階） 

備考 

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」 

講義前の予習（テキストを読む。1 時間 x13 回）、 

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。1.5 時間 X13 回）、 

 自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。) 

基
礎
科
目
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科目名 日本語会話ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Conversation FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1324a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語会話ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Conversation FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2325a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語会話Ｒ 科目名（英文） Japanese Conversation R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1333a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語総合ＦⅠ 科目名（英文） Comprehensive Japanese FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1320a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業では特定のテーマに関する資料を用い、以下の 4 点を行う。 

 

１．資料で使用されている語彙や表現を学ぶ 

２．資料の内容を理解する 

３．資料の内容について意見交換を行う 

４．必要に応じて資料の要約や意見文を書く 

 

日本語の語彙力、読解力、口頭コミュニケーション能力、ライティング力を総合的に養うことを目的とする。 

到達目標 

１．論説文に特徴的な表現や語彙を理解することができる。 

２．社会的・専門的テーマに関する資料を読んで理解することができる。 

３．特定のテーマについて他者と議論・対話を行うことができる。 

４．適切な文体・表現を用いて文章を書くことができる。 

授業方法と 

留意点 

社会的・専門的テーマに関する資料を読んでいくが、内容理解にとどまらず、内容を踏まえた上で自身の考えを深めることが求められる。したが

って、授業では語彙・表現等の説明も行うが、意見交換を重視する。また、自分の考えを一方的に述べるだけでなく、異なる意見をもつ他者とど

のように話し合いを進めていくかということにも意識的に取り組んでいく。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
自己紹介 

授業の概要説明 
自己紹介文を書く 

2 テーマ１ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

3 テーマ２ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

4 テーマ３ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

5 確認 
テーマ１から３の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 1 から３のうち１つ選んで、意見文を書く 

6 テーマ４ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

7 テーマ５ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

8 テーマ６ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

9 確認 
テーマ 4 から 6 の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 4 から 6 のうち１つ選んで、意見文を書く 

10 テーマ７ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

11 テーマ８ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

12 テーマ９ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

13 確認 
テーマ 7 から 9 の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 7 から 9 のうち１つ選んで、意見文を書く 

14 レポート作成準備 レポートの書き方 
これまで扱ったテーマの中から1つ選びレポートを

作成する 

15 発表・フィードバック レポート内容の発表および話し合い 返却されたレポートの訂正箇所について確認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への取り組み 30％、小テスト 30％、レポート 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講者の日本語レベルにより授業内容を調整・変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター講師控室（3 号館 4 階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

授業では学生同士の話し合いを観察し、教師が適宜フィードバックを行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語総合ＦⅡ 科目名（英文） Comprehensive Japanese FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2321a1 

 

授業概要・ 

目的 
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。 

到達目標 
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。 

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。 

授業方法と 

留意点 

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。 

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 トピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

2 トピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

3 トピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

4 トピック④ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

5 トピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

6 トピック⑥ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

7 トピック⑦ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

8 トピック⑧ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

9 学生持ち寄りのトピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

10 学生持ち寄りのトピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

11 学生持ち寄りのトピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

12 学生持ち寄りのトピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

13 学生持ち寄りのトピック⑥ 議論 
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集 

14 発表準備 
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する 
発表練習 

15 発表 

口頭発表 

質疑応答 

振り返り 

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業で課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター（３号館４階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。 

基
礎
科
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科目名 日本語総合Ｒ 科目名（英文） Comprehensive Japanese R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1331a1 

 

授業概要・ 

目的 
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。 

到達目標 
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。 

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。 

授業方法と 

留意点 

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。 

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 トピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

2 トピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

3 トピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

4 トピック④ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

5 トピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

6 トピック⑥ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

7 トピック⑦ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

8 トピック⑧ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

9 学生持ち寄りのトピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

10 学生持ち寄りのトピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

11 学生持ち寄りのトピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

12 学生持ち寄りのトピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

13 学生持ち寄りのトピック⑥ 議論 
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集 

14 発表準備 
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する 
発表練習 

15 発表 

口頭発表 

質疑応答 

振り返り 

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業で課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター（３号館４階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Reading FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1314a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

3 フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

4 「科学」の定義① 読解、内容理解 復習 

5 「科学」の定義② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習 

7 現代の若者のマナー② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習 

9 言語と文化① 読解、内容理解 復習 

10 言語と文化② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

11 ローソクの進化① 読解、内容理解 復習 

12 ローソクの進化① 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

13 「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習 

14 「割り勘」は当然？② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Reading FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2315a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 統計と数字① 読解、内容理解 復習 

3 統計と数字② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

4 背理法① 読解、内容理解 復習 

5 背理法② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 「待つ」こと① 読解、内容理解 復習 

7 「待つ」こと② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 ついでに何をする？① 読解、内容理解 復習 

9 ついでに何をする？② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

10 ウイルス発見！① 読解、内容理解 復習 

11 ウイルス発見！② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

12 大学で学ぶこと① 読解、内容理解 復習 

13 大学で学ぶこと② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

14 何のために「学ぶ」のか 読解、内容理解 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解Ｒ 科目名（英文） Japanese Reading R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1328a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

3 フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

4 「科学」の定義① 読解、内容理解 復習 

5 「科学」の定義② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習 

7 現代の若者のマナー② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習 

9 言語と文化① 読解、内容理解 復習 

10 言語と文化② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

11 ローソクの進化① 読解、内容理解 復習 

12 ローソクの進化① 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

13 「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習 

14 「割り勘」は当然？② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本語表現作文ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1318a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・読んだ内容を要約できる。 

・段落分けして書ける。 

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。 

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語の文体 

授業についての説明 

日本語の文体について学ぶ 
復習 

2 レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習 

3 記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習 

4 段落① 段落構成について学ぶ 復習 

5 段落② 実践練習 
復習 

作文課題 

6 経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習 

7 経過説明② 実践練習 
復習 

作文課題 

8 分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習 

9 定義 定義の書き方を学ぶ 復習 

10 分類・定義 実践練習 
復習 

作文課題 

11 引用 引用の書き方を学ぶ 復習 

12 要約① 要約の書き方を学ぶ 復習 

13 要約② 実践練習 
復習 

作文課題 

14 資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現作文ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2319a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業では、実際にレポートを作成することを通し、レポート・論文の書き方を守ってレポートが作成できるようになることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・レポート・論文の書き方を守って書ける。 

・アウトラインに沿って書ける。 

・信頼性の高い資料を集められる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、テーマを決め、実際にレポートを作成していく。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートが書けるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

前期の復習 

授業についての説明 

前期の学習内容についての復習 
復習 

2 レポートの言葉と表現 
レポート・論文に使われる文、言葉、表

現を学ぶ 
復習 

3 レポートの構成 レポートの構成を学ぶ 復習 

4 テーマ決め・資料収集 
テーマの決め方・絞り方、資料の集め方

を学ぶ 

復習 

資料を集める 

5 資料を整理する 集めた資料を整理する 復習 

6 アウトライン レポートのアウトラインを作成する 復習 

7 序論① 
序論の内容と書き方（課題、目的の提示）

を学ぶ 
復習 

8 序論② 序論を書く 復習 

9 本論① 
本論の内容と書き方（データ、意見提示）

を学ぶ 
復習 

10 本論② 
本論の内容と書き方（考察、結論提示）

を学ぶ 
復習 

11 本論③ 本論を書く 復習 

12 結論① 
結論の内容と書き方（全体のまとめ、今

後の課題）を学ぶ 
復習 

13 結論② 結論を書く 復習 

14 まとめ① レポートを推敲し、完成稿を作成する 復習 

15 まとめ② 作成したレポートを元に発表を行う 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、レポート（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現作文Ｒ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1330a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・読んだ内容を要約できる。 

・段落分けして書ける。 

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。 

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語の文体 

授業についての説明 

日本語の文体について学ぶ 
復習 

2 レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習 

3 記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習 

4 段落① 段落構成について学ぶ 復習 

5 段落② 実践練習 
復習 

作文課題 

6 経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習 

7 経過説明② 実践練習 
復習 

作文課題 

8 分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習 

9 定義 定義の書き方を学ぶ 復習 

10 分類・定義 実践練習 
復習 

作文課題 

11 引用 引用の書き方を学ぶ 復習 

12 要約① 要約の書き方を学ぶ 復習 

13 要約② 実践練習 
復習 

作文課題 

14 資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現法Ⅰ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1322a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、1000 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

授業方法と 

留意点 

教科書を使って、文章作成の練習をする。文章表現の基本を再確認し、身につけた上で課題作成を行う。数回の課題を提出し、最後にはレポート

を提出する。 

毎回、語彙力・表現力を養成するテストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
文章作成の能力が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 
事前・教科書・資料の見直し（１時間） 

5 構成 レポートなどの文章構成を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

6 要約 要旨の要約の作成方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

7 フィードバック 課題１のフィードバック 課題１を見直す（３０分） 

8 文章を引用する 文章を引用する方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

9 図表を引用する 図表を引用する方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

10 
引用の復習 

意見を述べる 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

11 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 
事前・教科書・資料の見直し（１時間） 

12 レポートの書き方 1・２ 
レポートの体裁について学ぶ 

レポート課題の説明 
教科書・資料の復習（３０分） 

13 フィードバック 課題２のフィードバック 課題２を見直す（３０分） 

14 【 レポート 】 レポートを提出する レポートを作成する（２時間） 

15 
レポートの講評 

小テストの復習 

レポートについて講評する 

小テストの復習テスト 
小テストの復習（４０分） 

 

関連科目 ゼミ、卒業研究など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 2 回（20％×2）、レポート（30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により評価する。 

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 
総学習時間の目安は 60 時間。 

提出課題については、授業中にフィードバックをします。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現法Ⅰ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 上島 誠司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1322a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 
大学生活、社会人生活で必要となる論理的な文章（特にレポート・論文）の書き方を習得する。 

適切な方法を用いて、１０００字程度の論理的な文章を書くことができる。 

授業方法と 

留意点 

文章表現の基本を再確認し、身につけた上で、文章作成を行う。数回の課題を提出し、最後にはレポートを提出する。 

毎回、語彙力・表現力を養成するテストを行う。 

毎回の授業は教科書に沿って講義を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
文章作成の能力が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
１時間 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 

前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

5 構成 レポートなどの文章構成を学ぶ 
これまでの復習 

事前事後あわせて２時間 

6 要約 要旨の要約の作成方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

7 フィードバック 課題１のフィードバック 
課題１を見直す 

事前事後あわせて２時間 

8 文章を引用する 文章を引用する方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

9 図表を引用する 図表を引用する方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

10 
引用の復習 

意見を述べる 

文章と図表の引用の復習 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

11 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 

これまでの復習 

事前事後あわせて２時間 

12 レポートの書き方１ 

レポート作成の方法と体裁について学

ぶ 

レポート課題の説明 

前回の復習 

事前事後あわせて２時間 

13 
レポートの書き方２ 

フィードバック１ 

レポート作成の補足 

課題２のフィードバック 

課題２を見直す 

事前事後あわせて２時間 

14 
フィードバック２ 

資料収集の方法 

課題２のフィードバック 

文献の検索について学ぶ 

課題２を見直す 

事前事後あわせて２時間 

15 
レポート提出 

小テストの復習テスト 
レポートを提出する 

小テストの復習 

事前事後あわせて２時間 

 

関連科目 ゼミ、卒業研究など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 大学生の日本語文章表現 
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

課題２回(２０％×２)、レポート(３０％)、授業に取り組む姿勢・小テスト(３０％)により評価する。 

 

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

 

※授業中は教員を含む他人に迷惑をかける行為はやめてください。たとえば、私語や携帯電話は厳禁、寝るなどというのはもってのほかです。真

面目に学ぼうとする人の学習権を侵害する行為はやめてください。注意してもやめない場合はそれなりの措置をとることがあります。他人に迷惑

をかけない、という最低限の大人のマナーは守ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室）  学習支援センター 

備考 
そう学習時間の目安は６０時間。 

課題提出については、授業中にフィードバックをします。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現法Ⅱ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久田 行雄 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1323a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

 大学生活、就職活動、社会生活で必要な表現力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

グループで話し合い発表した内容を整理して、論理的に表現することができる。 

授業方法と 

留意点 

文章表現の基本を再確認し、身につけた上で、グループディスカッションやプレゼンテーション、文章作成を行う。 

プリントを配布し、それに基づいて授業を行う。 

毎回、授業の冒頭で、語彙力を養う小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

大学生活、社会人生活に必要な書く・話す能力が身につく。 

日本語に関する関心と知識が深まる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 導入 授業の目的、進め方の説明 ――――― 

2 レポートの書き方① 
資料の引用と考察、意見の述べ方を再確

認する 
教科書「文章を引用する」を復習する 

3 レポートの書き方② 
グラフ・図表を説明する方法を再確認す

る 
教科書「図表を引用する」を復習する 

4 レポートの書き方③ レポートの構成について再確認する 教科書「構成」を復習する 

5 課題① 
資料を引用して、意見を述べる文章を書

く 
これまでの復習 

6 敬意表現 敬語表現の基本を復習する プリントを読み、敬語の基本を復習する 

7 電子メールの書き方 電子メールの基本とマナーを学ぶ プリントを読み、メールの書き方を復習する 

8 ディスカッション① 
グループ分けとディスカッションを行

う 
ディスカッションを踏まえ、自らの考えを深める 

9 
ディスカッション② 

課題② 

グループディスカッションを行う 

ディスカッションの経過と結論を文書

で報告する 

ディスカッションを踏まえ、自らの考えを深める 

10 プレゼンテーション① 
グループ分けをし、プレゼンテーション

のテーマを決める 
発表のテーマについて調べる 

11 プレゼンテーション② 
グループ単位でパワーポイントを作成

する 

パワーポイントの準備 

発表の練習 

12 プレゼンテーション③ プレゼンテーションを行う 報告文の準備 

13 課題③ プレゼンテーションの内容を報告する 他のグループの発表を踏まえ、自らの考えを深める 

14 復習テスト 小テストの復習テスト 小テストの復習 

15 授業の総括 これまでの授業の再確認 
文章の書き方・グループディスカッション・プレゼ

ンテーションの要点を復習する 

 

関連科目 日本語表現Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 3 回（20％、20％、30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。 

課題を一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 
私たちが普段、当たり前のように使っている「日本語」と、あらためてじっくり向き合ってみましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 

総学習時間の目安は 60 時間。 

事前事後学習には、毎回 1 時間以上かけること。 

提出課題については、授業中にフィードバックをします。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語文法ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Grammar FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1316a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 文法項目の解説と練習 復習 

3 フリーズする脳 文法項目の解説と練習 復習 

4 「科学」の定義① 文法項目の解説と練習 復習 

5 「科学」の定義② 文法項目の解説と練習 復習 

6 現代の若者のマナー① 文法項目の解説と練習 復習 

7 現代の若者のマナー② 文法項目の解説と練習 復習 

8 親孝行な男の子 文法項目の解説と練習 復習 

9 言語と文化① 文法項目の解説と練習 復習 

10 言語と文化② 文法項目の解説と練習 復習 

11 ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習 

12 ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習 

13 「割り勘」は当然？① 文法項目の解説と練習 復習 

14 「割り勘」は当然？② 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅡ、日本語読解 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語文法ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Grammar FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2317a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習 

3 統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習 

4 背理法① 文法項目の解説と練習 復習 

5 背理法② 文法項目の解説と練習 復習 

6 「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習 

7 「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習 

8 ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習 

9 ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習 

10 ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習 

11 ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習 

12 大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習 

13 大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習 

14 何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅠ、日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語文法Ｒ 科目名（英文） Japanese Grammar R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1329a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習 

3 統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習 

4 背理法① 文法項目の解説と練習 復習 

5 背理法② 文法項目の解説と練習 復習 

6 「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習 

7 「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習 

8 ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習 

9 ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習 

10 ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習 

11 ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習 

12 大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習 

13 大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習 

14 何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅠ、日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Culture and Society FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1312a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（11 章 2 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「職業」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「家族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「ジェンダー」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Culture and Society FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2313a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（2 ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「民族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「教育」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「高齢化社会」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＲⅠ 科目名（英文） Japanese Culture and Society RI 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1326a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（11 章 2 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「職業」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「家族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「ジェンダー」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目

250



摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本事情ＲⅡ 科目名（英文） Japanese Culture and Society RII 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE2327a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（2 ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「民族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「教育」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「高齢化社会」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 ビジネスイングリッシュⅠ 科目名（英文） Business English I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 李 孝聖 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3309c1 

 

授業概要・ 

目的 

経済は決して専門分野ではなく、日常生活と密接に結びついているのです。 企業の海外進出、海外企業との合弁、海外での子会社設立などビジ

ネス英語のニーズも高まっています。 

この授業では面白いエピソードを交えた文章を読むことによって、お金の役割から経済のシステムまでのビジネス英語の基本的知識を得られ、役

に立つ英語表現も無理なく学習できます。 

授業計画は進度によって変わる場合がある。 

到達目標 

この授業を通して短い文章を読解する能力と文法の基礎を習得できます。 

毎回行う英単語の小テストによって大学生にとって必要不可欠な英語の語彙力が強化されます。 

リスニングとライティングを中心に日常生活に必要な英語の語彙力、表現力、理解力をつける事を目標とする。 

又、並行して英語の資格、検定の練習問題を用いて文法事項の復習及び弱点補強も行う。 

これらの能力を習得することによってコミュニケーションスキルに念頭を置いた実用的な英語基礎能力が期待されます。 

授業方法と 

留意点 

授業を効果的に遂行するため、学生の予習を期待しています。また、学生同士が教え教えられることで active learning にしていきたいと考え

ています。原則として、4 回以上休んだ場合（正式な証明が可能な公休および大学指定の伝染病による欠席は除く）単位が取得できる見込みはあ

りません。 

テキスト（教科書）を忘れた場合、また私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当該の授業を欠席したものと

して扱います。 

その他の詳細は、第 1 回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず出席してください。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本的文法の復習、リスニング、語彙力、英検や TOEIC 等の検定・資格試験にも役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

導入。コース全体の組み立

て。授業の進め方。成績のつ

け方。出席・欠席への注意な

ど。 

どうしてこのコースを選択したか。キャ

リアデザインとの関係。英語はどう役立

つか。 

Chapter I: Money: The Basics の  Chapter I: 

Money: The Basics を読んでくる。 

2 お金の機能について I-1 Money has three functions. 
Chapter I: Money: The Basics の When you borrow 

money, you have to pay interest. を読んでくる。 

3 お金を借りたら利息がつく。 
When you borrow money, you have to pay 

interest. 

Chapter I: Money: The Basics の What happens to 

money you deposit in a bank? を読んでくる。 

4 
銀行に預けたお金はどうな

るのか。 

What happens to money you deposit in 

a bank? 

Chapter I: Money: The Basics の Banks aren't the 

only financial institutions. 

5 
銀行が唯一の金融機関では

ない。 

Banks aren't the only financial 

institutions. 

Chapter II: The Value of Money Constantly Changes 

の Prices are set according to the principle of 

supply and demand. を読んでくる。 

6 
価格は需要と供給によって

決まる。 

Prices are set according to the 

principle of supply and demand. 

Chapter II: The Value of Money Constantly Changes 

の Foreign trade is a two-way street. を読んで

くる。 

7 海外貿易は二方向。 Foreign trade is a two-way street. 

Chapter II: The Value of Money Constantly Changes 

の Exchange rates also vary according to supply 

and demand. を読んでくる。 

8 為替レートも需要と供給。 
Exchange rates also vary according to 

supply and demand. 

Chapter II: The Value of Money Constantly Changes 

の  Currencies continuously strengthen and 

weaken against one another. を読んでくる。 

9 通貨の強弱。 
Currencies continuously strengthen 

and weaken against one another. 

Chapter III: How Companies Work の Joint-stock 

companies: how they came about を読んでくる。 

10 株式会社はどう生まれたか。 
Joint-stock companies: how they came 

about? 

Chapter III: How Companies Work の Companies 

share their profits among their shareholders. を

読んでくる。 

11 
企業は株主と利益を分配す

る。 

Companies share their profits among 

their shareholders. 

Chapter III: How Companies Work の Trading in 

Stocks has beome a full-fledged market. を読ん

でくる。 

12 
株式の取引は本物の市場に

なった。 

Trading in Stocks has beome a 

full-fledged market. 

Chapter III: How Companies Work の E-trading has 

changed the nature of stock trading 

dramatically. を読んでくる。 

13 
E-trading は株式の取引を

根本的に変えた。 

E-trading has changed the nature of 

stock trading dramatically. 

Chapter III: How Companies Work の A company 

doesn't belong only to its shareholders. を読

んでくる。 

14 
企業は株主のものだけでは

ない。 

A company doesn't belong only to its 

shareholders. 
これまでのまとめ。 

15 総復習。 これまでのまとめ。 期末テストへの注意と解説。 

 

関連科目 他の英語関係科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 All About Money and the Economy 池上 彰 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 
The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test WORD 

BOOK (学校語彙で学ぶ TOEIC テスト) 
西谷恒志 成美堂 

2    

基
礎
科
目
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3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験 60％、小テスト 10％、課題レポート 10%、授業態度 10％（授業中の発表）、出席 10%の割合で評価する。 

学生への 

メッセージ 

出席と予習を含む宿題を重視。 

授業態度を重んじるので受講生はきちんと授業に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階非常勤講師室 

備考 

【事前事後学習について】 

・特に単語は e-learning 学習など、毎日、平均 1 時間は学習してください。 

・授業の 13 回目までに、単語番号 201～400 までを最低一巡は終わるようにしてください。 

 

【授業中の注意点について】 

・ 辞書を必ず持参してください。 

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」 

基
礎
科
目
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科目名 ビジネスイングリッシュⅡ 科目名（英文） Business English II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 李 孝聖 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3310c1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では面白いエピソードを交えた文章を読むことによって、お金の役割から経済のシステムまでのビジネス英語の基本的知識を得られ、役

に立つ英語表現も無理なく学習できます。 

大学生にとって必要不可欠な英語の語彙力が強化されます。 

これらの能力を習得することによってコミュニケーションスキルに念頭を置いた実用的な英語基礎能力が期待されます。 

 

 

到達目標 

 この授業ではリスニングとライティングを中心に、英語の 4 技能の強化を図ります。 

 到達目標：日常生活で必要とする基礎的な英語の理解力・表現力を身につける。 

 ビジネスの場で必要とされる読解力、語彙力をつけ、TOEIC のスコアアップを目指します。 

授業方法と 

留意点 

授業を効果的に遂行するため、学生の予習を期待しています。また、学生同士が教え教えられることで active learning にしていきたいと考え

ています。原則として、4 回以上休んだ場合（正式な証明が可能な公休および大学指定の伝染病による欠席は除く）単位が取得できる見込みはあ

りません。 

テキスト（教科書）を忘れた場合、また私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当該の授業を欠席したものと

して扱います。 

その他の詳細は、第 1 回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず出席してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

 リスニング・ライティングの訓練を継続的に行えば、半年でかなりの実力が付きます。 

 最初は難しいと感じても、根気よく続けてください。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

後期にあたって、新たな気持

ちで英語に取り組む姿勢を

喚起する。 

各レッスンの訳、要約。自発的で積極的

な授業への取り組み方を考える。 

Chapter III: The State of the Economy の The 

economy fluctuates in cycle. を読んでくる。 

指定単語の学習 

2 経済は周期的に変動する。 The economy fluctuates in cycle. 

Chapter III: The State of the Economy の There 

are two basic ways conutries can stimulate their 

economics. を読んでくる。 

指定単語の学習 

3 経済を活性化する２方法。 
There are two basic ways conutries can 

stimulate their economics. 

Chapter III: The State of the Economy の 

Sometimes an economy can become too robust. を

読んでくる。 

指定単語の学習 

4 経済はときには強すぎる。 
Sometimes an economy can become too 

robust. 

Chapter III: The State of the Economy の  In 

extrem casas, the economy can grow like a bubble. 

を読んでくる。 

指定単語の学習 

5 経済は泡のように膨らむ。 
In extrem casas, the economy can grow 

like a bubble. 

Chapterⅴ: Economic Systems の There are two 

main economic systems in operation today. を読

んでくる。 

指定単語の学習 

6 今日の２つの経済システム。 
There are two main economic systems in 

operation today. 
これまでの復習。 

7 Review, Midterm Exam 復習、期間外試験１ 

Chapter ⅴ : Economic Systems の  Socialism 

largely ended in failure. を読んでくる。 

指定単語の学習 

8 社会主義の失敗。 Socialism largely ended in failure. 

Chapterⅴ: Economic Systems の Globalization 

has its good points and its bad. を読んでくる。 

指定単語の学習 

9 
グローバリゼーションの良

い点と悪い点。 

Globalization has its good points and 

its bad. 

Chapterⅴ: Economic Systems の Neo-liberalism 

is changing the way business done. を読んでく

る。 

指定単語の学習 

10 
新自由主義はビジネスを変

える。 

Neo-liberalism is changing the way 

business done. 

Chapter ⅴ : Economic Systems の  Economic 

policies can serve to protect the natural 

environment. を読んでくる。 

指定単語の学習 

11 
経済政策は自然環境の保護

に役立つ。 

Economic policies can serve to 

protect the natural environment. 

プリントを用意する。 

指定単語の学習 

12 食物アレルギー Food allergies 
Food allergies を読んでくる。 

指定単語の学習 

13 食物アレルギー Food allergies 
プリントを用意する。 

指定単語の学習 

14 青色発光ダイオード Blue LED 
Blue LED を読んでくる。 

指定単語の学習 

15 青色発光ダイオード Blue LED 期末テストの注意と重点項目。 

 

関連科目  英語関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 All About Money and the Economy 池上 彰 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  

基
礎
科
目
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1 
The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test WORD 

BOOK (学校語彙で学ぶ TOEIC テスト) 
西谷恒志 成美堂 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 定期試験 60％、小テスト 10％、課題レポート 10%、 

 授業態度 10％（授業中の発表）、出席 10%の割合で評価する。 

 

 ※授業態度に問題のある場合（遅刻、居眠り、飲食、私語、携帯電話の使用など）は、教室に来ていても 

 「欠席」扱いとします。 

学生への 

メッセージ 

 英語を効果的にマスターしたい人は、少しずつでも必ず毎日英語に触れましょう。 

 週に一日だけ 1 時間勉強するよりも、毎日 15 分勉強するほうがはるかに効果が上がります。 

 英語の力は学習時間に比例して伸びてゆきます。 

 授業以外にも、自分の興味ある分野の英文をどんどん読んでみましょう。 

 全員参加で活気ある授業を創り上げましょう。 

担当者の 

研究室等 
 7 号館 2 階 (非常勤講師室) 

備考 

【事前事後学習について】 

・特に単語は e-learning 学習など、毎日、平均 1 時間は学習してください。 

・授業の 13 回目までに、単語番号 600～800 までを最低一巡は終わるようにしてください。 

 

【授業中の注意点について】 

・ 辞書を必ず持参してください。 

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」 

基
礎
科
目

256



摂南大学シラバス 2019 

科目名 ビジネス中国語基礎ａ 科目名（英文） Basic Chinese for Business a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 曹 櫻 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1314e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。1 年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

中国語の発音に慣れるように、口語練習を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4 級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
発音編 

第１課 発音１ 

ピンインと四声，単母音，子音①，複母

音①。 

事前にテキストを目を通す。 

授業後、習った発音を練習し、ピンインを書く、復

習をすること。 

2 第２課 発音２ 複母音②，鼻母音，子音②。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、習った発音を練習し、ピンインを書く、復

習をすること。 

3 第３課 発音３ 複母音③④，子音③。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、習った発音を練習し、ピンインを書く、復

習をすること。 

4 第４課 発音４ 
子音④⑤。 

あいさつ言葉の復習。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、習った発音を練習し、ピンインを書く、復

習をすること。 

5 
本文編 

第１課 お名前は？ 

☆単元テスト１ 

人称代名詞，形容詞述語文，疑問文，副

詞「也」、「都」、「很」。 

事前に、テスト（第 2～4 課のあいさつ）の準備。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

6 第１課 お名前は？ 
副詞「不」，疑問詞疑問文，名前の言い

方。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

7 第２課 僕は日本人だ 「是」構文，疑問詞「?」，副詞「都」。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

8 第２課 僕は日本人だ 
助詞「的」，反復疑問文，疑問詞「誰」，

指示代名詞。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

9 
第３課  君は大阪人だよ

ね？ 

☆単元テスト２ 

動詞述語文，終助詞「?」，省略疑問文。 

事前に、テスト（第１～2 課）の準備。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

10 
第３課  君は大阪人だよ

ね？ 
同時進行の表現，二重目的語。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

11 第４課 おいくら？ 
単位の言葉「張」「個」，動詞の重ね型，

お金の言い方。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

12 第４課 おいくら？ 「二」と「両」，「不太～」，所有の「有」。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

13 第５課 どの先生が好き？ 
☆単元テスト３ 

前置詞「和」，名詞述語文。 

事前に、テスト（第 3～4 課）の準備をすること。 

授業後、練習問題を解答し、会話文を繰り返して読

むこと。 

14 第５課 どの先生が好き？ 時間の言い方，前置詞「跟」。 
練習問題を解答し、会話文を読み、覚えること。 

テスト（第 5 課）の準備をすること。 

15 おさらい 

第 1～5 課までの復習 

 

☆単元テスト 4 

事前にテスト（第 5 課）の準備。 

授業後、前期の総復習をすること。 

 

関連科目 「ビジネス中国語基礎 b」（前期）、「ビジネス中国語基礎 c」（後期） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 摂南大学 中国語入門 摂南大学外国語学部編  

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

基
礎
科
目
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2 日中辞典   

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト：30％ 

単元テスト：70％ 

学生への 

メッセージ 
教室でも家でも声を出してたくさん読みましょう。事前・事後学習に 1 時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階 兪研究室 

備考  

基
礎
科
目
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科目名 ビジネス中国語基礎ｂ 科目名（英文） Basic Chinese for Business b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 曹 櫻 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1315e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

中国語の発音に慣れるように、口語練習を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4 級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 発音篇 
発音１ 中国語の音節，声調 

   2 単母音 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

2 発音篇 
発音 3 複母音 

   4 鼻母音 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

3 発音篇 発音 5 子音 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

4 発音篇 
発音復習・練習 

発音テスト 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

5 第 1 課 お名前は何ですか 

動詞「是」の使い方。 

姓の言い方と尋ね方，フルネームの言い

方と尋ね方。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読む。 

6 
第 2 課 これは私のパソコ

ンです 

指示代名詞 

疑問詞・副詞「也」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

7 
第 3 課 こちらの冬は寒い

です」 

場所代名詞 

形容詞述語文 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

8 
第 4 課 私は毎日七時に起

きます 

☆単元テスト① 

動詞述語文 

事前に、テスト１の準備をする。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

9 
第 5 課 私の家は学校から

遠いです 

動詞「在」・介詞「?」 

反復疑問文 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

10 
第 6 課 あなたは週に何コ

マの授業がありますか 

量詞・動詞「有」 

疑問詞「几」「多少」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

11 
第 7 課 あなたは今年いく

つですか 

☆単元テスト② 

年齢の聞き方・親族の名称 

事前に、テスト 2 の準備をする。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

12 
第 8 課 私たちは図書館で

勉強しています 

連動文 1 疑問詞「怎?」 

介詞「在」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

13 
第 9 課 あなたは昨日どこ

に行きましたか 

完了の「了」・原因の「怎?」 

「A 跟 B 一?」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

14 
第 10 課 私はパンを食べた

いです 

☆単元テスト③ 

助動詞「想」 

選択疑問文 

事前に、テスト 3 の準備をする。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

15 おさらい 
第 1～10 課の復習 

☆単元テスト④ 
授業後、いままで習った部分の総復習をすること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  

基
礎
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目
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30％ 

単元テスト 70％ 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

事前・事後学習に 1 時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室（７号館 2 階） 

備考 
授業時間外に質問したい場合、担当教員の授業曜日に非常勤講師室で問い合わせること。 

不在の場合は専任教員を通じて問い合わせることもできる。 

基
礎
科
目
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科目名 ビジネス中国語基礎ｃ 科目名（英文） Basic Chinese for Business c 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 欒 玉璽 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1316e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。1 年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

前期の「ビジネス中国語基礎 a」で学んだ発音要領・基礎文法を復習し、しっかりと理解できるようにする。また、会話文の朗読やプレーズの活

用などのさまざまな練習を通じて、読む・聴く・話す・書くという四つの力をさらに総合的にバランスよく習得できるようにする。 

 

授業に積極的に参加すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4 級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 第６課 今は３時５分前だ 
「有」と「在」 

時間詞の語順 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

2 第６課 今は３時５分前だ 

不定の数量を表す「些」 

時刻の言い方 

意見を求める言い方 

第 6 課小テスト 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

3 
第７課 この前の土曜日映

画を見に行った 

時間に使う「上/下」 

連動文 

前置詞「在」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

4 
第７課 この前の土曜日映

画を見に行った 

標点符号「，」と「、」 

文型「是・・・還是・・・」 

第 7 課小テスト 

練習問題を解答し、会話文を読み、覚えること。 

テスト（第 6-7 課）の準備をすること。 

5 第８課 小説は好きなの？ 

☆単元テスト１ 

前置詞「従」と「到」 

時量補語とその語順 

文型「快～了」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

6 第８課 小説は好きなの？ 

前置詞「離」 

強調の「是」 

副詞「又」 

第 8 課小テスト 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

7 
第９課 ファーストフード

店は家から近い 

副詞「就」、「才」 

動詞の「要」 

前置詞「給」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

8 
第９課 ファーストフード

店は家から近い 

結果補語「完」 

文型「一・・・就・・・」 

未完成の「没有～」 

第 9 課小テスト 

練習問題を解答し、会話文を読み、覚えること。 

テスト（第 8-9 課）の準備をすること。 

9 
第 10 課 北京ダックを食べ

たことある？ 

☆単元テスト２ 

経験を表す「～過」 

助動詞「要」、「想」、「得」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

10 
第 10 課 北京ダックを食べ

たことある？ 

助動詞「応該」 

副詞「別」、「再」 

第 10 課小テスト 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

11 
第 11 課 一緒に中国語を勉

強した方がいいね 

「把」構文 

助動詞「会」 

構造助詞「得」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

12 
第 11 課 一緒に中国語を勉

強した方がいいね 

助動詞「可以」 

比較の「没有」 

禁止表現「不要」 

第 11 課小テスト 

練習問題を解答し、会話文を読み、覚えること。 

テスト（第 10-11 課）の準備をすること。 

13 
第 12 課 もし彼と知り合い

になりたいなら 

☆単元テスト 3 

仮定表現「要是～」 

助動詞「能」 

可能性の「会」 

比較表現「比」 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

14 
第 12 課 もし彼と知り合い

になりたいなら 

使役動詞「叫」 

方向補語「～来/去」 

複合補語「～進来/進去」 

第 12 課小テスト 

練習問題を解答し、会話文を読み、覚えること。 

テスト（第 12 課）の準備をすること。 

15 おさらい 
☆単元テスト 4 

第 6 課～第 12 課の復習 

教科書の該当部分を 60 分かけて予習すること。ま

た、この授業で学んだ内容を 60 分かけて復習する

こと。 

 

関連科目 「ビジネス中国語基礎 a」（前期）、「ビジネス中国語基礎 b」（後期） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 摂南大学 中国語入門 摂南大学外国語学部編  

2    

3    

 

基
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

2 日中辞典   

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト： 30％、単元テスト： 70％ 

学生への 

メッセージ 
継続は力なり、事前・事後の学習に各 60 分要する。 

担当者の 

研究室等 

非常勤講師室(７号館２階) 

質問に対しては授業時間内、または専任教員を通じてフィードバックを行う。 

備考 

「ビジネス中国語基礎 a」を履修したうえ、「ビジネス中国語基礎 c」を履修するのが望ましい。 

教科書「中国語入門」の第 6 課からスタートなので、目的意識をしっかり持って授業に臨んでほしい。 

 

授業時間外に質問したい場合，担当教員の授業曜日に非常勤講師室で問い合わせること。 

基
礎
科
目
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科目名 ビジネス中国語基礎ｄ 科目名（英文） Basic Chinese for Business d 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 曹 櫻 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1317e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。 

授業方法と 

留意点 

授業は演習形式で、学生と教師のインタラクティブな活動を中心に進める。 

中国語の発音に慣れるように、口語練習を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4 級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 11 課  

母は私より背が高い 

比較表現 

「越 A 越 B」 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

2 

第 12 課  

彼女は中国に行ったことが

ある 

「?」「打算」 

変化の「了」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

3 
第 13 課  

私は手紙を書いている 

進行形「在」 

連動文 2 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

4 11～13 課のまとめ 
読む・書く復習 

☆単元テスト① 
事前に、テスト１の準備をすること。 

5 
第 14 課  

私は英語を話せます 

助動詞「会」「能」「可以」 

動詞の重ね方 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

6 
第 15 課  

あなたはいつ来たのですか 

「是......的」の構文 

人民元の数え方 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

7 
第 16 課  

十五課を習い終えました 

兼語文・結果補語 

介詞「用」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

8 14～16 課のまとめ 
読む・書く復習 

☆単元テスト② 
事前に、テスト 2 の準備をすること。 

9 

第 17 課  

母が私に生活用品を送って

くれました 

方向補語・介詞「給」 

「从 A 到 B」の使い方 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

10 

第 18 課  

私は中国語を聞いて分かり

ます 

可能補語 

「先 A，然后 B」の使い方 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

11 
第 19 課  

兄が走るのが早い 

様態補語・時量の表現 

数量表現 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

12 17～19 課のまとめ 
読む・書く復習 

☆単元テスト③ 
事前に、テスト 3 の準備をすること。 

13 

第 20 課  

鈴木先生は私たちにフラン

ス語を教えています 

完了の「了」・原因の「怎?」 

「A 跟 B 一?」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

14 

第 21 課  

先生は私たちに本をたくさ

ん読ませる 

使役文 

「挺.....的」の構文 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

15 おさらい 
第 11～21 課の復習 

☆単元テスト④ 
授業後、いままで習った部分の総復習をすること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

小テスト 30％ 

単元テスト 70％ 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

事前・事後学習に 1 時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 

非常勤講師室（７号館 2 階） 

質問に対しては授業時間内、または専任教員を通じてフィードバックを行う。 

備考 
授業時間外に質問したい場合、担当教員の授業曜日に非常勤講師室で問い合わせること。 

不在の場合は専任教員を通じて問い合わせることもできる。 基
礎
科
目
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科目名 保健論 科目名（英文） Theory of Health 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 吉川 万紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH2329a1 

 

授業概要・ 

目的 

健康に関する問題や情報が溢れる現代社会において、正しい情報を選択ことが重要である。 

そのため本講義では、受講者が生涯にわたって自らの健康の維持増進を実行するための知識を学ぶ。 

到達目標 

①現代の健康問題について理解できる。 

②様々な健康に関する情報を知り、自身の健康に対する考えを持つことができる。 

③健康づくりのための知識を習得し、実践することができる。 

授業方法と 

留意点 
講義形式で授業を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
健康維持・増進に関する知識が身につき、受講者自身の健康管理ができるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 保健論とは 
ガイダンス 

課題・評価について 
なし 

2 健康とは 
健康の定義 

平均寿命・健康寿命 
健康の定義について復習すること 

3 体の構造と機能 
骨格筋・脳・神経系などの構造や機能に

ついて 

骨格筋・脳・神経系などの構造や機能についての復

習をしておくこと 

4 肥満とは 
肥満の要因 

ダイエット 
肥満の要因について復習すること 

5 生活習慣病① 
メタボリックシンドローム 生活習慣

病、内臓脂肪、診断基準 

メタボリックシンドロームの診断基準について復

習すること 

6 生活習慣病② 
高血圧症、糖尿病、脂質異常症、コレス

テロール、心疾患、脳卒中 

高血圧症、糖尿病、脂質異常症などの疾患について

復習すること 

7 高齢者の健康問題 

サルコペニア 

ロコモティブシンドローム 

寝たきり 

現在問題となっている、高齢者の健康問題について

理解する 

8 
健康づくりのための運動基

準 

身体活動量 

メッツ 

健康日本 21 

健康づくりのための運動基準について復習するこ

と 

9 自身の健康チェック 

除脂肪体重 

体脂肪 

BMI 

自身の身長・体重を測定してくること 

健康診断の結果を持参すること 

10 運動トレーニング 

運動・スポーツ 

トレーニングの原理・原則 

筋力トレーニング 

トレーニング方法について復習すること 

11 健康に関わる食事 
健康な食生活の形成 

朝食の必要性 
適切な食事について復習すること 

12 睡眠と健康 

レム睡眠・ノンレム睡眠 

睡眠障害 

不眠症 

健康づくりのための睡眠について、復習すること 

13 健康増進計画作成 

受講者自身の運動維持・増進のための運

動計画を、今までの知識を活用して作成

する． 

運動計画を実際に実施すること． 

14 
健康増進計画の実施 

保健論まとめ 

健康増進計画の実施状況についての確

認． 

1 回から 10 回までの授業内容の復習 

1 回から 10 回までの授業内容を復習してくること． 

15 
保健論まとめ 

確認テスト 
11 回から 13 回までの授業内容の復習 これまでの授業の復習をすること 

 

関連科目 
スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ 

生涯スポーツ実習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点評価 30％、確認テスト 70％の割合で評価を行う 

学生への 

メッセージ 
質問等がある場合は、事前にアポイントメントをとり、研究室あるいは総合体育館事務室に来ること 

担当者の 

研究室等 
総合体育館 1 階 内部講師室 

備考 

平常点は，毎回の授業のワークシートの内容を評価する． 

欠席を 5 回以上した際の単位取得は認めない． 

事前事後学習の総時間の目安は６０時間。 

基
礎
科
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科目名 海外ビジネスインターンシップ 科目名（英文） Overseas Business Internship 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 西之坊 穂 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 本学では、将来グローバル、あるいは地域で活躍する力を身につけた知的職業人の育成を目指している。 

そのためには、他者と自分の違いを理解し、相手を尊重するという姿勢が必要である。このような態度は国内においても修得可能であるが、

日本とは異なる文化、経済事情、生活習慣、価値観などもつ海外においてインターンシップを体験することにより、相手を正しく理解し、尊

重する姿勢、柔軟な発想力の必要性を実感し修得できる。この海外インターンシップでは、ダイバーシティ社会の中で、自分の考えを相手に

伝え、また相手の考えを理解できるコミュニケーション能力と自己の責任で自ら考え行動する自律心を育成する。 

 なお、授業担当者の一人は企業で人事経験を持ち、もう一人は旅行会社での実務経験を持ちます。パラダイス・バリ（旅行会社）の運営責

任者は日本人であり、現地人をマネジメントしているため、授業担当者の実務視点から学生に教授する。また、旅行会社の実務視点からも学

生に教授する。、 

到達目標 

・日本と相手国（インドネシア・バリ島）の歴史、文化、経済等の違いを正しく理解する。 

・異なる文化、価値観等を尊重する姿勢を修得する。 

・他国を理解することにより、日本についての理解を深め、日本が抱えている問題について深く考察する。 

・将来、グローバルに活躍するために、自分に欠けているものは何か、大学生活で何を学ぶべきか、体得する。 

授業方法と 

留意点 

研修先としてサラスワティ大学、ウプド第一高校、パラダイス・バリ（旅行会社）等を予定している。 

研修先により研修内容は異なり、求められる資質、英語能力が異なります。事前学習において各研修先について 

説明しますが、受講生自身も調査し、研修先を選択します。有意義なインターンシップにするためには、学生の希 

望と相手先の要望とのマッチングが非常に重要になります。そのため学生の希望は配慮しますが、学生が最初に 

希望した研修先に配属されるとは限りません。事前に充分面談を行い、話し合いの上決定します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前学習は１０日を予定している。具体的には、ガイダンス、研修先の研修内容の解説、受け入れ先とのマッチング、バリ島の歴史、習慣、

経済状況などを各自調べ発表する。 

本事前学習では、グループ学習、ディスカッション、プレゼンテーションを繰り返し行う。最終的には、現地での各自の研修内容の事前準備

が完了するまで行う。 

  

 

現地実習 １０日（移動日含む） 

 1 日目      移動 

 2 日目      環境学習  マングローブセンターにて 

 3 日目      サラスワティ大学で国際交流会 

 4 日目～6 日目 各研修先にて各々インターンシップ研修実施 

  7 日目～8 日目 ウブド第一高校にてインターンシップ研修実施 

 9 日目      現地視察 

 １０日目     移動 

 

 研修内容は、研修先により環境問題に対する取り組み、日本語授業の SA、課外活動のサポート、の取り組みなど異なります。なお、研修先

のリクエストにより、環境問題、日本の歴史や文化紹介（茶道、書道、空手等）、旅行会社のパッケージツアーの企画など、内容が異なります。 

 

 

事後学習  ３日（資料の作成が間に合わない場合は、追加する） 

 報告書の作成、指導、報告会に向けたプレゼンテーション資料の作成、指導、全体報告会 

関連科目 外国語関連科目、世界の歴史、日本の歴史等 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

実習前の事前学習（10%)、海外現地研修 60%（実習記録 10%、実習態度 50%（研修先からの評価を勘案し、引率教員が 

評価する）、実習報告書（20%）、全体報告会のプレゼン(10%)で評価する。 

ただし、災害やテロ等により海外現地に行けなかった場合は単位を認定しない。 

 

学生への 

メッセージ 
参加を迷っている方は、遠慮なく田中先生や私の研究室に訪問して質問をしてください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館８階   西之坊研究室 

11 号館８階   田中研究室 

備考 事前学習は、全体で 10 時間程度行うこと。 

教
養
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科目名 科学技術教養（Ｖ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 居場 嘉教 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

新聞やテレビが病気・くすりについてのニュースを取り上げることは珍しくないが，その内容を理解することは容易ではない。本講義では，病気・

くすりの発見や原因解明の歴史，生命現象との関係などを個体レベルから遺伝子レベルにわたって幅広く平易に概説する。この講義の到達目標は，

病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになることである。 また，病気の原因解明や治療法・くすりの

開発における生命科学研究の意義を理解できるようになることを目指す。 

到達目標 
（1）病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになる。 

（2）病気の原因解明や治療法・くすりの開発における生命科学研究の意義を理解できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

一話完結型のオムニバス形式で講義を行い，配付する資料とパワーポイントを用いて解説する。講義ごとに講義メモの提出を求める。その他，レ

ポート，小論文，演習問題などの課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
生命科学に関するニュースがより身近になり，明確に理解できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 不妊のしくみ 

日本人夫婦（カップル）は 10 組のうち

1 組は不妊と言われており，実際に治療

を受けている人が多い。しかし，なぜ不

妊になるのかはっきりしない場合も多

い。本講義では受精の仕組みから考えら

れる不妊の原因と現在の治療法につい

て概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

2 病気と遺伝子 

我々が持つ DNA は日常生活で頻繁に「傷

（変異）」を受けている。しかしながら、

ヒトの体内には傷を発見して治療する

安全システムが備わっており、「がん」

を未然に防いでいる。本講義では、がん

の発症に密接に関わる「遺伝子の傷」と

体を守る安全システムの仕組みについ

て概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

3 なぜ肥満は問題なのか？ 

肥満そのものは病気とは言えない。しか

し，糖尿病，高脂血症，高血圧，脳血管

障害など様々な「生活習慣病」と呼ばれ

る疾患のリスクファクターになること

が知られている。なぜ肥満が様々な疾患

の原因になってしまうのか，そのメカニ

ズムと予防・治療法について解説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

4 
免疫が引き起こす病気のし

くみ 

外敵や内なる敵から自らを守るために

つくられた免疫システムの概要と，が

ん，ウイルス感染(インフルエンザ，HIV，

肝炎)，アレルギー疾患などとの関連に

ついて紹介する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

5 がんの発生とその予防法 

死因別死亡率のトップはがんであり，約

3 人に 1 人ががんで亡くなっている。自

分の意思で調節可能なはずの危険因子

である喫煙が，がんの原因の 30%を占め

ており，単因子要因としては最大であ

る。本講義では，がんの発生機序やその

予防法について説明する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

6 ミトコンドリアと病気 

太古の昔にヒトの細胞に侵入した細菌

が由来のミトコンドリアであるが，我々

の生と死はそのミトコンドリアに支配

されている。本講義では，ミトコンドリ

アの特徴，役割およびミトコンドリアに

関連した病気について概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

7 くすりと遺伝子工学 

ある生物から分離した遺伝子を別の細

胞または生物体に導入して，遺伝子産物

（タンパク質）を生産したり，新しい形

質を作り出すなど，遺伝子を人工的に操

作する技術，遺伝子工学について紹介す

る。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

8 くすりと組換え生物 

生物が持つ遺伝情報に改変を施した「遺

伝子組換え生物」は、再生医療やヒト疾

患の治療法を開発するための重要なツ

ールとして利用されていることに加え、

バイオ医薬品の開発などにも役立って

いる。本講義では、遺伝子組換え生物や

クローン生物の作製に関する技術と応

用について概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

9 
くすりとバイオインフォマ

ティクス 

遺伝子やタンパク質の配列情報を例に

バイオインフォマティクスの概要につ

いて説明し，病気と遺伝子，ゲノム創薬

への応用について述べる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

10 
くすりとタンパク質のかた

ち 

タンパク質構造決定の意義と構造決定

法のひとつである X 線結晶構造解析の

概要から，インフルエンザ治療薬を例に

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 
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医薬品開発への応用について述べる。 

11 くすりとゲノム 

ゲノムとは，創薬とは，遺伝子診断など

を解説し，生命倫理，歴史的な背景や将

来の課題と発展方向をさぐる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

12 薬物乱用と依存性薬物 

社会のルールからはずれた方法や目的

で，薬物を使うことを薬物乱用という。

薬物依存というと，その人の性格や人格

の問題と思われがちであるが，脳内報酬

系の異常という生物学的基盤があるこ

とを理解する必要がある。本講義では，

薬物依存の形成機構および各種の依存

性薬物について説明する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

13 遺伝子治療の最前線 

遺伝子により治療はできるか，遺伝性疾

患，科学・技術の概要，基本的な原理，

を解説．生命倫理や関連した話題のトピ

ックについても触れる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

14 認知症～その原因と治療法 

我が国は超高齢化社会へと進行し続け

おり，2025 年には高齢者の 5 人に 1 人

が認知症患者になると推定されている。

そのため，認知症の発症率の低下や進行

抑制のための有効な手立てが見つから

なければ，社会的な負担が著しく増加す

ると懸念されている。認知症の原因や治

療薬の開発など最新の知見を踏まえて

解説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

15 iPS 細胞研究の最前線 

京都大学の山中伸弥教授によって作り

出された iPS 細胞の基礎・臨床研究は今

や国家プロジェクトであり，新聞やテレ

ビでもたびたび登場する。本講義で iPS

細胞の発見から現在までの研究状況を

概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

 

関連科目 科学技術教養 V2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義メモ 50%およびレポート・小論文・演習問題などの課題 50%の総合点で評価する。なお，30 分未満の遅刻は欠席 0.5 日，30 分以上の遅刻は欠

席 1 日とする。 

学生への 

メッセージ 

病気やくすりはみなさんの身近な問題で，関心も大きいと思います．本講義では病気やくすりについて，生命科学の観点から具体例を挙げて分か

りやすく解説します。本講義は生物・薬を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回出席して各自の

専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。 

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。 

担当者の 

研究室等 
1 号館 9 階 川崎，尾山，西村，中嶋，宮崎，船越，井尻，居場研究室 

備考 事前事後学習に要する総時間の目安は 15 時間 

教
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科目名 科学技術教養（Ｖ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 長田 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、微生物の単離・殺菌技術や化粧品の開発、繊維加工に利用されている遺伝子組換え技術など、我々のくらしを豊かにするバイオテク

テクノロジーから、環境リスクの評価、ヒトの健康を守る知識や技術まで、生命科学の分野における最新の研究事例を取り上げ、幅広く解説する。 

到達目標 醗酵・腐敗の歴史、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について説明できる。 

授業方法と 

留意点 

講義内容について資料を配付し、パワーポイントを用いて解説する。講義ごとに受講メモの提出を求める。その他、レポート、小論文、演習問題

などの課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
遺伝子組換え技術などのバイオテクテクノロジーと、我々のくらしや健康との関わりが理解できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
機能性食品などの新しい食

品の形態 

食品の一次機能(栄養素)，二次機能(味，

触感など)および三次機能(生体機能の

調節などの新規機能)について解説し，

保健機能食品制度，特定保健用食品，栄

養機能食品など新しい食品の形態を講

述する． 

配布資料を復習する。 

2 
化粧品とバイオテクノロジ

ー 

バイオテクノロジーを化粧品開発に応

用した事例を紹介し，実際の商品をとり

上げてバイオテクノロジーのメリット

を解説する． 

配布資料を復習する。 

3 繊維とバイオテクノロジー 

繊維に反応する酵素を紹介し，これらを

用いた繊維加工の応用例および今後の

可能性について解説する． 

配布資料を復習する。 

4 
遺伝子組換え植物とその将

来 

代表的な遺伝子組換え植物の創生方法

について簡単に紹介し，世界における遺

伝子組換え植物の実際，遺伝子組換え作

物の環境への影響，また，日本における

組換え作物の安全審査について説明す

る．さらに，遺伝子組換え賛成派と反対

派の主な意見についても触れる． 

配布資料を復習する。 

5 
バイオレメディエーション

の可能性 

過去，日本であった重金属汚染について

簡単に復習し，特に水銀に焦点を合わせ

て水銀浄化法を説明する．物理化学的浄

化法と微生物を用いた生物学的浄化法

を対比しながら，適宜遺伝子組換え技術

について補足を加え概説し，植物を用い

た生物学的浄化法についても説明する． 

配布資料を復習する。 

6 
エネルギーの創生と生物・環

境に及ぼす影響 

近年，エネルギーの枯渇化問題や生物と

これを取りまく環境との共生の問題を

解決する新規エネルギーの創生が強く

望まれている．本講義では，これまでに

使用されてきたエネルギーから最先端

のエネルギーまでの特徴を，生物と環境

へ及ぼす影響といった観点から解説す

る． 

配布資料を復習する。 

7 バイオエネルギー技術 

21 世紀に入り，エネルギー枯渇問題，

環境負荷低減の要請から，生物の持つエ

ネルギーを新しい代替エネルギーとし

て利用する試みが急速に発展している．

本講義では，バイオエネルギーの概要か

ら最先端のバイオエネルギー技術まで，

現在のエネルギーとの比較や生態系・環

境との共生の立場から解説する． 

配布資料を復習する。 

8 
食品の健康障害リスクと対

策 

微生物，アレルギー性物質，残留農薬な

どの食品に存在するヒトの健康障害リ

スクについて具体的な事例を取り上げ，

解説する． 

配布資料を復習する。 

9 
動く分子とバイオテクノロ

ジー 

ATP合成酵素や細菌のべん毛モーターな

どの動く分子を紹介し、生物がもつ運動

機能を生体分子モーターなどへ応用す

るバイオテクノロジーについて解説す

る。 

配布資料を復習する。 

10 
モデル生物を用いたバイオ

テクノロジー 

近年の生命科学ではヒトの遺伝子機能

や生体機能、遺伝性疾患のメカニズムの

解析の方法として様々なモデル生物が

盛んに用いられている。それらの応用例

を実際の写真等を示しながら、実際の研

究例や今後に期待される展望を紹介す

る。 

配布資料を復習する。 

11 

微生物酵素を用いる物質生

産システム 

～バイオテクノロジーを支

える酵素利用技術～ 

酵素は優れた機能を有するタンパク質

性の触媒であるが、産業で利用されてい

る酵素の殆どは、加水分解酵素、転移酵

素、異性化酵素などであり、反応に補酵

素やエネルギーを要する酵素の利用に

配布資料を復習する。 

教
養
科
目

272



摂南大学シラバス 2019 

遅れが見られる。かかる酵素の産業への

応用を可能にする酵素利用技術（固定化

酵素など）と酵素改変技術（分子進化工

学、逆進化工学、タンパク質工学など）

の現状と将来について概観する。 

12 

遺伝子工学からゲノム工学

へ  

～バイオテクノロジーを支

える微生物の形質転換法～ 

微生物の遺伝子交換法として、形質導

入、接合、及び形質転換の 3 つが知られ

ている。ここでは、真核微生物であり、

遺伝子発現などの分子機構において高

等動植物と共通性が高い出芽酵母にお

ける形質転換法の発展の経緯、方法、及

び DNA 取り込み機構を概観する。近年、

進展の著しい巨大ゲノム DNA を扱う合

成生物学やゲノム工学も展望する。 

配布資料を復習する。 

13 
植物を用いた有用タンパク

質生産 

植物は、安全性、低コスト、分離精製の

容易さなどの点から外来タンパク質の

生産系として優れている。本講義では、

植物を宿主とした生理活性タンパク

質・ペプチドや抗体、ワクチン、医療用

タンパク質などの生産について解説す

る。 

配布資料を復習する。 

14 環境リスクの評価方法 

環境汚染物質や食品添加物などの合成

化学物質などのヒトに対する安全性評

価すなわちリスクアセスメントの考え

方を講述し，水道水質基準や環境基準の

策定に関する基本的な考え方を述べる． 

配布資料を復習する。 

15 
地球規模の環境破壊と人体

への影響 

主にオゾン層の破壊，地球の温暖化およ

び酸性雨に関して発生原因，発生機構，

人への影響およびその防止対策に関し

て述べる． 

配布資料を復習する。 

 

関連科目 科学技術教養Ｖ１ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義メモ 50%およびレポート・小論文・演習問題などの課題 50%の総合点で評価する。30 分未満の遅刻は欠席 0.5 日、30 分以上の遅刻は欠席 1 日

とする。 

学生への 

メッセージ 

本講義では、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について、具体的な事例を取り

上げ、分かりやすく解説します。本講義は、生物・環境を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回

出席して各自の専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。 

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。出席および遅刻・欠席の扱いは、一回目の講義で説明します。 

担当者の 

研究室等 
１号館８階 長田講師室 

備考 事後学習に要する総時間の目安は 15 時間 

教
養
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科目名 科学技術教養（Ｒ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 岩田 三千子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

古来より人間は、自然の力をかりてこの地球上に暮らしてきたが、祖先が自然と共生するために凝らしたさまざまな工夫は、それぞれの場所での

気候風土、地形、材料を活用したものであり、そこには多くの知恵と技術の歴史を見ることができる。このような背景にもとづく、住環境の成り

立ちについて、さまざまな事例を紹介しながら講義する。また、それらを踏まえて、具体的な空間やもののデザインに応用するための工夫や実践

につながる知識を学ぶ。 

到達目標 
住環境の成り立ち、空間やもののデザインの実践的な技法を理解し、建築都市インテリアなどの空間を対象とする住環境デザイン全般の基礎を理

解できる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。 

15 回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

（オリエンテーション） 

自然の力をかりた住宅デザ

イン 

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。） 

古代より人間は自然と共生するために

さまざまな工夫をこらした。世界各地に

おけるそれらの住まいの事例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

2 
エコ技術と住宅デザイン-近

代の住宅事例 

新しい素材、技術、理論の進展に伴い、

エコ技術を駆使した近代の住宅デザイ

ン例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

3 
エコ技術と住宅デザイン-現

代の住宅事例 

自然の力をかりるといった古来の知恵

を、最新の科学によって融合させた現代

の住宅デザイン例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

4 
環境配慮型デザインプロセ

ス 

環境配慮型建築・設備設計のデザインプ

ロセスと、住宅のパッシブ・アクティブ

技術を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

5 住環境における換気 

換気の考え方の歴史や法などの基準の

はなしを基に、住宅における換気の重要

性について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

6 
健康で快適な生活とにおい

対策 

心身ともに健康に過ごすための、住宅内

でのにおい問題やにおい対策の考え方

について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

7 
生活の中における香りの活

用 

屋内外の香りと人との関わりのはなし

から、香りの人への心理生理的影響や香

りの積極的な利用方法について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

8 
いのちを守るあかりとサイ

ン 

大規模災害時に避難・誘導を助けるあか

りやサインの存在を知り、その有用性と

デザイン上の注意点を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

9 安全・快適な照明環境 

照明環境のユニバーサルデザイン手法

について、基礎的な知識と、最近の調査、

デザイン事例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

10 
暮らしの中のさまざまな寸

法 

身近なモノの寸法がどの様に決められ

ているかを知り、住まいや暮らしをより

豊かにするデザインの視点を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

11 地域と景観 

地域に居住・生活する人間と景観との関

係を、日本の伝統的コミュニティ、景観

保護の事例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

12 
野生動物との共存のデザイ

ン 

近年獣害が増加する獣害問題及び野生

動物と人間が共存するための方策を，具

体的事例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

13 CG と空間デザイン 

インテリアや住宅デザインで用いられ

る CG のしくみと基本知識、その有用性

について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

14 かたちとデザイン 

身の周りにある家具や住宅などのかた

ちをコンピュータを用いて表現する方

法を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

15 
解説 

まとめテスト 
まとめテストを実施する。 

講義内容の復習をして、 

まとめテストを受けること。 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

科学技術教養（Ｒ１） 住環境デザイン学科 教科

書 

摂南大学理工学部住環境デザイ

ン学科 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

教
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3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の課題 15％、まとめテスト 85％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
12 号館 6・７階 各教員研究室 

備考 事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題やテストの学習時間も含め，毎回１.5 時間程度とする． 

教
養
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科目名 科学技術教養（Ｒ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 岩田 三千子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

日本の伝統的な住宅は、気候風土、地形、材料などに影響を受けて地方色が豊かであり、歴史的、文化的な相違からも地域性が認められる。現代

の住まいや暮らしはそれらの影響を受けて、さまざまな技術の発達、社会の変化とともに、かつての住まいや暮らしの形は変容しつつある。この

ような身近な住まい、まち、暮らしについての知識を得て、今後の持続可能な社会の創造に関わる知識を学ぶ。 

到達目標 
到達目標：建築都市インテリアなどの空間における歴史的文化的背景による地域性を理解し、持続可能な社会を創造するためのまちづくりや住宅

建築など、住環境の未来に向けたデザインの基礎を理解できる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。  

15 回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
（オリエンテーション） 

住まいと生活 

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。） 

住まいと何か。家庭生活や社会生活が複

雑に多様化する中での住まいの本来の

機能や役割について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

2 日本の住まいの地域性 

気候風土や歴史、文化などを背景に、地

方色豊かな伝統的日本住宅について学

ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

3 住環境とパッシブデザイン 
住環境におけるパッシブデザインの変

遷を建築家の作品を通して学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

4 住環境と考現学 

私たちの身の回りにある住環境を観

察・記録することから新しい環境デザイ

ンをつくりだす方法を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

5 
大規模災害時の避難生活環

境 

阪神淡路大震災・東日本大震災など大規

模災害時の避難生活状況と支援活動を

知ることから未来への備えを学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

6 
様々な人に配慮した住宅・施

設設備 

ユニバーサルデザインの観点からの住

宅設備や施設設備について学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

7 高齢者のための生活空間 

高齢者の外出行動、生活環境の広がり

と、求められる支援の仕組みについて事

例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

8 
高齢者の生活環境の広がり

と支援 

高齢者の心身機能の特性を踏まえて、高

齢者をめぐる住宅行政や、様々な高齢者

居住について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

9 学びと遊びの環境デザイン 

発達段階にある子どもたちが多くの時

間を過ごす学校の新しいデザイン事例

を知り、人と空間との密接な関係を学

ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

10 地球共生建築のすすめ 
地球共生建築および構造、コンポーネン

トデザインについて学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

11 
バイオミメティックデザイ

ン 

自然界における形態と構造とその応用

デザインについて学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

12 次世代の住環境を考える 

私たちの住環境はどのように進化すべ

きか、地球共生から宇宙共生についてを

考える。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

13 
省エネルギーとパッシブデ

ザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のパッシブ

デザイン技術を学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

14 
省エネルギーとアクティブ

デザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のアクティ

ブデザイン技術を学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

15 
解説 

まとめテスト 
まとめテストを実施する。 

講義内容の復習をして、 

まとめテストを受けること。 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

科学技術教養（Ｒ２） 住環境デザイン学科 教科

書 
理工学部住環境デザイン学科  

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の課題 15％、まとめテスト 85％で評価する。 

期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
12 号館 6・７階 各教員研究室 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。  

事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題や小テストの学習時間も含めて、毎回 1.5 時間程度とすること。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養（Ａ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 宮本 征一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

広範な社会や人間生活の場面における現状と課題から、建築学に関わる学問体系のおおよそについて紹介し、社会や人間生活環境のあり方を考え

る基本的な教養を身につける。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、

受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 卒業してからの社会生活のための有用な科学技術に関する教養が身に付きこれからの社会を生き抜くことができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題・演習・小テストを毎回行う。講義を集中して聴く態度が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な建築と生活や環境、都市環境に関するデザインの知識と手法が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 建築とは何か 
建築の考え方、 

建築家の果たす役割 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

2 建築と人間生活 

建築の種類と計画空間、 

ライフスタイルからみた多様性、民族・

地域からみた多様性 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

3 建築と都市環境 
建築と都市の関係、 

都市環境のデザイン 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

4 建築の歴史 
建築の歴史的変遷から建築における多

様な「技術」について学ぶ 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

5 建築物のかたちと力の流れ 

目に見える建築と目に見えない力がど

のように関係しているのかを理解する

視点を養います。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

6 建築の内装 
インテリア、 

家具・内装 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

7 建築の外装・外構 
外装材とは 

エクステリア、造園 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

8 建築のＵＤ 
こどもと建築、 

バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

9 建築の保存活用 

建築と社会の結びつきについて、建築の

ストック活用事例、保存手法、コンバー

ションといった建築保存の視点から見

る。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

10 建築の温熱環境 
建築空間における温熱環境を理解する

視点を培います。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

11 建築における設備 

採光・照明・通風・熱環境・給排水・騒

音・エネルギー、 

エレベーター、エスカレーター 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

12 建築の骨組み 構造と力の流れ、構造材料の性能 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

13 建築の材料 構造と仕上げ材料 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

14 建築と防災 災害、避難、防災教育 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

15 建築をつくる新技術 構造、材料、施工の新技術 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

計 15 回の課題（各回、課題レポート・講義メモ・小テスト・課題・グループワークディスカッションの成果により構成され、それぞれの割合の

合計が１００%となる）により評価する。期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
受講希望者数が定数を超えた場合は、成績などで選択順位を決めることがある。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部における出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

事前あるいは事後学習として、教科書（配布予定）の当該回の範囲を読み、関連する情報収集を行うなどし、授業 1 回あたり 1.5 時間以上をかけ

る必要がある。 

教
養
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科目名 科学技術教養（Ａ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 宮本 征一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

広範な社会や人間生活の場面における現状と課題から、建築の代表的な計画デザインや実施の事例、およびその手法について紹介し、社会や人間

生活環境のあり方を考える基本的な教養を身につける。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を有す

る。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 卒業後の社会生活において必要な科学技術の教養を身に付けてこれからの社会を生き抜くことができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題・演習・小テストを毎回行う。講義を集中して聴く態度が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な建築と生活や環境、都市環境に関するデザインの知識と手法が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 住む建築 住宅、住むことの工夫 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

2 集まって住む建築 
集まって住む楽しさ、集まって住むカタ

チ 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

3 福祉医療の建築 建築と福祉医療 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

4 公共の建築 

公共の建築、パブリックスペース、公共

性のある都市施設等に着目し、建築の公

共性について考える。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

5 商業の建築 商業建築、商店街の歴史と再生 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

6 文化の建築 
建築に象徴された様々な文化を読み取

る。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

7 交通の建築 
陸・海・空の交通 

交通建築の特徴 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

8 高層の建築 

五重塔と超高層、 

超高層建築の性能と設計、耐震要素と構

造技術 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

9 地下空間の建築 
地下空間のメリット、地下空間の利用、 

大深度地下、地下都市 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

10 環境共生と建築 環境と共生する建築について考える。 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

11 木造の建築 
木匠、伝統技術と最新技術 

木造建築、木材の使用 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

12 プレハブ建築 

種類と概要、 

プレハブ化の普及、設計と生産、 

災害仮説住宅 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

13 建築とロボット 

ロボット導入の経緯、 

ロボット化の現状と技術、 

今後のロボット 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

14 街並みの建築 
ランドスケープと建築、 

街並みと要素 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

15 将来の建築 

空間条件と心理、ヒューマンスケール、 

人はどこに住むか、 

近代建築の問題、将来の建替 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

 

関連科目 専門科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

計 15 回の課題（各回、課題レポート・講義メモ・小テスト・課題・グループワークディスカッションの成果により構成され、それぞれの割合の

合計が１００%となる）により評価する。期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
受講者希望者数が定数と超えた場合は、成績などで選択順位を決めることがある。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部における出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

事前あるいは事後学習として、教科書（配布予定）の当該回の範囲を読み、関連する情報収集を行うなどし、授業 1 回あたり 1.5 時間以上をかけ

る必要がある。 

教
養
科
目

278



摂南大学シラバス 2019 

科目名 科学技術教養（Ｍ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀江 昌朗 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問の体系である。本講義では，ヒトはなぜモノ

を作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづく

り」の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。 

到達目標 機械技術およびものづくり技術全般の基礎知識を身につけ，機械工学と社会・生活との関わりを理解できる。 

授業方法と 

留意点 

・各テーマごとにその歴史，基本原理，最先端の話題を 2 回もしくは 3 回にわたって提供する。 

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。 

科目学習の 

効果（資格） 

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 機械工学とは？ 

・機械工学の発展の歴史を概観する。 

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。 

テキスト第 1 章に目を通しておくこと。 

2 
道具を作る(1) - ヒトと道

具 

・道具の歴史：ヒトの手の動作を補う道

具から労働としての道具へ 

・農具 漁具 大工道具 手動工具 電動工

具 

テキスト第 2 章 2.1-2.3 に目を通しておくこと。 

3 道具を作る(2) - 作り方 

・鋳造，塑性加工，粉末冶金，材料加工，

生産加工 

・刀鍛冶，セラミックス，溶接・切断 

テキスト第 2 章 2.4-2.5 に目を通しておくこと。 

4 
モノの材料を知る(1) - 金

属材料 

・金属材料はなぜ素材たり得るか？ 

・鉄鋼の製造方法 

テキスト第 3 章（鉄つくりの変遷）に目を通してお

くこと。 

5 
モノの材料を知る(2) - セ

ラミックス・ポリマー 

・セラミックス・ポリマーの構造（金属

と何が異なるか？） 

・高強度・機能性材料の話 

テキスト第 4 章（非金属材料）に目を通しておくこ

と。 

6 
モノの材料を知る(3) - 新

素材 

・新素材と高度産業化社会 

・形状記憶，超伝導，ナノ材料 
テキスト第 5 章（新素材）に目を通しておくこと。 

7 
ものづくり(1) - 母なる機

械 

・機械部品を作る機械（工作機械の歴史） 

・機械時計，工具と運動，機械部品 

テキスト第 6 章（母なる機械）に目を通しておくこ

と。 

8 
ものづくり(2) - 精密に加

工する 

・精度を追求する（コンピュータと工作

機械） 

・精密加工，マシニングセル，ナノ加工 

テキスト第 7 章（精密に加工する）に目を通してお

くこと。 

9 
ものづくり(3) - 工場（ファ

クトリー） 

・世界が学ぶ・日本が誇る製造システム 

・無人化工場，デジタル屋台，トヨタ生

産方式 

テキスト第 8 章（ファクトリー）に目を通しておく

こと。 

10 大きな力を得る(1) - 車輪 
・作業を補助する機械の歴史 

・車輪，滑車，てこ，歯車 

テキスト第 9 章（人間の作業を補助する機械）に目

を通しておくこと。 

11 
大きな力を得る(2) - 建設

運搬機械 

・巨大な力を得るためのアクチュエータ 

・油圧・水圧・空気圧機器，電動機 

テキスト第 10 章（力を伝える・増幅する機械）に

目を通しておくこと。 

12 
大きな力を得る(3) - パワ

ーアシスト 

・アクチュエータの知能化とパワーアシ

スト 

・パワードスーツ，電動アシスト自転車，

人工筋肉 

テキスト第 11 章（機械の知能化）に目を通してお

くこと。 

13 
ミクロの機械(1) - 精密機

械 

・小さくなることで変わる使い方 

・時計，携帯電話，計算機，テレビカメ

ラ，情報機器 

テキスト第 12 章（精密機械）に目を通しておくこ

と。 

14 
ミクロの機械(2) - 小さく

作る 

・小さくすることで変わる物理の法則，

加工法・アクチュエータ 

・微細加工，ナノテク，半導体製造，カ

ーボンナノチューブ，微細気泡 

テキスト第 13 章（小さくつくる）に目を通してお

くこと。 

15 
ミクロの機械(3) - 小さく

て広大な世界 

・半導体製造技術を用いた微細構造を持

つ機械 

・カプセル内視鏡，鞭毛モーター 

テキスト第 14 章（小さくて広大な世界）に目を通

しておくこと。 

 

関連科目 産業技術史 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養Ｍ１   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回，講義メモとレポートを提出する。 

講義全体にわたるメモ（50%），講義内容に対する理解と考察に関するレポート（50%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 

機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

教
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講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館の 3 階・4 階・5 階〕 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。 

・出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

・30 分以上の遅刻は欠席扱いとする。 

・遅刻は 2 回で欠席 1 回とみなす。 

※詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 M1・M2」受講の際の注意』を熟読すること。 

 

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却します。 

教
養
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科目名 科学技術教養（Ｍ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 諏訪 晴彦 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問体系である。本講義では，ヒトはなぜモノを

作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづくり」

の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。 

到達目標 人の活動に貢献し生活を豊かにする機械技術を理解するとともに，機械システムと社会や経済活動，生活・生命との関わりを理解する． 

授業方法と 

留意点 

・各テーマごとに，歴史，基本原理，最先端の話題を 2 回もしくは 3 回にわたって提供する。 

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。 

科目学習の 

効果（資格） 

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 機械工学とは？ 

・機械工学の発展の歴史を概観する。 

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。 

テキスト第 1 章（機械工学とは）に目を通しておく

こと（60 分） 

2 
活動の源(1) - 動力・エネル

ギーの世界 

・身近なエネルギー利用と動力の歴史 

・人力，蓄力，水力，風力，蒸気力 

テキスト第 2 章（動力）に目を通しておくこと（60

分） 

3 活動の源(2) - 発電 
・エネルギー利用と発電 

・水力，風力，火力，地熱，原子力発電 

テキスト第 3 章（電力）に目を通しておくこと（60

分） 

4 乗り物(1) - エンジン 

・熱工学とエンジンシステム 

・種々のエンジン（ガソリン等），電気

モータ 

テキスト第 4 章（エンジン）に目を通しておくこと

（60 分） 

5 乗り物(2) - 輸送する 
・交通と物流 

・自動車交通，船舶，鉄道 

テキスト第 5 章（輸送する）に目を通しておくこと

（60 分） 

6 
空間を移動する(1) - 空を

飛ぶ 

・空中を飛ぶことができる機械の機能，

種類，歴史と原理 

・飛行機，ヘリコプター，飛行船，揚力 

テキスト第 6 章（空を飛ぶ）に目を通しておくこと

（60 分） 

7 
空間を移動する(2) - 高速

移動 

・深海に潜ることができる機械の機能，

種類，歴史と原理 

・しんかい 6500，深海探査，水圧，チ

タン合金，生命維持システム 

テキスト第 7 章（深海に潜る）に目を通しておくこ

と（60 分） 

8 
空間を移動する(3) - 宇宙

へ飛び立つ 

・宇宙空間に飛んでいける機械の機能，

種類，歴史と原理 

・ロケット，スペースシャトル，宇宙ス

テーション，高真空，ロケットエンジン 

テキスト第 8 章（宇宙へ飛び立つ）に目を通してお

くこと（60 分） 

9 物を測る 

・測り方を共通にすることで広がる世界 

・度量衡と政治の関係，原器，ものさし，

機械的測定 

テキスト第 9 章（物を測る）に目を通しておくこと

（60 分） 

10 センサで測る 
・センサの発達と誤差との戦い 

・センサ，センシング技術，計測と誤差 

テキスト第 10 章（センサで測る）に目を通してお

くこと（60 分） 

11 制御する 

・制御の成り立ちと発展，自動制御と

は？ 

・調速機，結果を見て制御する（フィー

ドバック） 

テキスト第 11 章（制御するとは？）に目を通して

おくこと（60 分） 

12 操る・抑える 

・サーボ機構とプロセス制御 

・ロボットアーム，ロケット，原子力発

電，鉄鋼プラント 

テキスト第 12 章（操る・抑える）に目を通してお

くこと（60 分） 

13 
生命・生体に倣う機械(1) バ

イオエンジニアリング 

・バイオエンジニアリング，生体工学の

世界 

・生体の模倣と設計，鳥と飛行機，ハコ

フグと低燃費自動車，サソリと多足ロボ

ット 

テキスト第 13 章（バイオエンジニアリング）に目

を通しておくこと（60 分） 

14 
生命・生体に倣う機械(2) - 

医療と健康 

・人間を援ける医用工学，人間を癒す福

祉工学の世界 

・人工臓器，福祉機器，健康機器，スポ

ーツ機器 

テキスト第 14 章（医療と健康）に目を通しておく

こと（60 分） 

15 
生命・生体に倣う機械(3) - 

ヒューマノイド 

・人間を測る，診る，まねる世界 

・生体計測，生体力学，医用診断装置，

ヒューマノイドロボット 

テキスト第 15 章（ヒューマノイド）に目を通して

おくこと（60 分） 

 

関連科目 産業技術史 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

毎回，講義メモとレポートを提出する。 

講義全体にわたるメモ（50%），講義内容に対する理解と考察を問うレポート（50%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 

機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館の 3 階・4 階・5 階〕 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。 

・出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

・30 分以上の遅刻は欠席扱いとする。 

・遅刻は 2 回で欠席 1 回とみなす。 

※ 詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 M1・M2」受講の際の注意』を熟読すること。 

 

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却する。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養（Ｅ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 片田 喜章 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の簡単な基礎理論を紹介しながら、身の回りにある電気製品を題材として電

気電子工学から通信情報分野までの多岐にわたる応用技術を学習させることを目的とする。 

到達目標 
電気を作る電池の話や電気を力に変えるモータ、半導体や太陽電池の構造、携帯電話やパソコン、インターネットのしくみまで、電気を使った最

新技術がどの様なしくみで暮らしの中で活用されているかを理解できることを到達目標とする。 

授業方法と 

留意点 

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。 

授業はスライドを用いて行う。 

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。 

授業の最後に小テストを行う。 

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。 

科目学習の 

効果（資格） 

計測装置・電気設備など電気工学以外の分野でも電気を使った機器はいたるところで使われている。 

これらの原理や特性を知ることで、その性能をフルに引き出すことができる。 

また，身近な電気製品のしくみを知ることで、より有効活用することができる。 

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には、その基礎勉強にもなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
電気の歴史と電気回路の基

礎 

科学技術教養の意義 

電磁気学の歴史、電気回路の基礎、 

抵抗と電気エネルギーの利用、消費電

力、交流と直流 

電気に関するニュースに注意する。１時間 

2 電池の構造と応用技術 

交流と直流、電池の種類と電圧発生原

理、 

１次電池と２次電池 

テキストを復習する。１時間 

3 モータのしくみと応用 
磁石と力、電磁石、 

直流モータと交流モータ 
テキストを復習する。１時間 

4 半導体のお話 
半導体とは何か、p 形と n 形、 

大規模集積回路、LED 照明とは 
テキストを復習する。１時間 

5 
太陽電池の構造と家庭での

利用 

半導体で光エネルギーを電気に変換す

る。 

売電のしくみ。 

テキストを復習する。１時間 

6 様々な電子回路 

電子回路の歴史、 真空管と半導体・集

積回路、 

代表的なアナログ電子回路 

テキストを復習する。１時間 

7 電波応用技術の変遷 

電波と光、マクスウェル理論とヘルツの

実験 

変調方式、ラジオとテレビ 

テキストを復習する。１時間 

8 
モールス通信から携帯電話

へ 

モールス電信からベルの電話へ、 

電話機と交換機のしくみ、アナログから

ディジタルへ、 

携帯電話とネットワークのしくみ 

テキストを復習する。１時間 

9 アナログからデジタルへ 
アナログとデジタル、２進数とは、論理

回路入門 
テキストを復習する。１時間 

10 
パソコン・スマートフォンの

内部構造 

構成要素と機能、ハードウェアの構成、

ソフトウェアの役割、パソコン・スマー

トフォンの進化 

テキストを復習する。１時間 

11 
マイコンで制御される家電

製品 

電気制御の重要性、温度制御、圧力制御 

電子レンジやＩＨのしくみ 
テキストを復習する。１時間 

12 音響機器のしくみ 

マイクとスピーカ、録音技術の歴史 

ＣＤのしくみ、アナログ録音とデジタル

録音、人工音の合成 

テキストを復習する。１時間 

13 画像表示のしくみ 

画像表示の歴史と原理、各種表示デバイ

スのしくみ、 

立体映像表示の原理と実例 

テキストを復習する。１時間 

14 インターネットのつなぎ方 
インターネットのしくみ、ルータとハブ 

無線ＬＡＮ、ネットワークセキュリティ 
テキストを復習する。１時間 

15 医療分野への貢献 
ガルバノの実験、義手の制御 

電気工学の医療への応用 
テキストを復習する。１時間 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストを配付する   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%、小テスト 50%の総合点で評価する。 
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学生への 

メッセージ 

身の回りの電気製品は日々進化しています。これらを便利な道具としてブラックボックス的に使うのではなく、そのしくみを知って使うことでさ

らに活用することができます。そういったしくみに興味を持って受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階・５階の電気電子工学教員室 

責任者： 片田（１号館４階） 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

原則として出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

就職活動中の 4 年生はとくに注意すること。 

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養（Ｅ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 片田 喜章 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の歴史と簡単な基礎理論を説明した後、電気を発生する発電のしくみとその

方法を手始めに、現代社会において応用されている電気電子工学、通信情報工学の最新科学技術について講述する。 

到達目標 
電車のしくみや放送技術、携帯電話やレーザー光線の原理、最新のナノテクノロジーやロボット工学、また宇宙規模の電気の話などもあり、最終

的には電気を使った科学技術がどの様なしくみで我々の暮らしに関わっているかを理解できることを到達目標とする。 

授業方法と 

留意点 

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。 

授業はスライドを用いて行う。 

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。 

授業の最後に小テストを行う。 

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。 

科目学習の 

効果（資格） 

現代社会を支えている電気エネルギーとその応用について総合的に学ぶことにより、電気への理解を深め、これにより原子力発電も含めた電力供

給系と節電に対する正しい考え方を身につけることができる。 

また、携帯電話やスマートフォンでどこでも通信ができる社会のしくみ等も知ることができる。 

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には，その基礎勉強にもなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 電気の歴史 

科学技術教養の意義 

磁石の利用、クーロンの法則、アンペー

ルの法則、ファラデーの電磁誘導、マク

スウェル理論と電磁波の予言 

電気に関するニュースに注意する。１時間 

2 発電の原理と発電所 

電気エネルギーを発生させるしくみ、発

電機、水力、火力 

交流発生か直流か、50Hz と 60Hz 

テキストを復習する。１時間 

3 原子力発電 

核エネルギーの発生、原子力発電のしく

み、事故と防災対策、 

放射線の性質と測定 

テキストを復習する。１時間 

4 再生可能エネルギー 

太陽光発電、風力発電 

地熱発電、海洋エネルギー、宇宙発電、

エネルギー効率 

テキストを復習する。１時間 

5 送電・配電 

電気を安定に送る、交流送電か直流送

電、周波数変換 

送電電圧と家庭電圧への変換、スマート

グリッド 

テキストを復習する。１時間 

6 モータのしくみと電車 

磁石と電流による力の発生、モータのし

くみ 

電車、リニア新幹線、電気ブレーキと電

力回生 

テキストを復習する。１時間 

7 電波と放送 
電波の利用と電波法、ラジオ放送、テレ

ビ放送、衛星放送、放送の進化 
テキストを復習する。１時間 

8 携帯電話のしくみ 

固定電話から携帯電話へ、セルラーシス

テム、携帯電話のつながるしくみ、音声

通信からデータ通信へ、携帯電話の進化 

テキストを復習する。１時間 

9 
私たちの生活をささえる電

気照明 

エジソンによる電灯の発明、蛍光灯のし

くみ、青色ＬＥＤの発明、ＬＥＤ照明 
テキストを復習する。１時間 

10 レーザーの発明 

物質からの光放射、線スペクトルと誘導

放射 

メーザーからレーザーへ、レーザーの特

徴 

テキストを復習する。１時間 

11 光デバイス 
さまざまな光デバイスの原理と応用な

ど 
テキストを復習する。１時間 

12 進化するナノテクノロジー 

半導体の動作原理、半導体集積回路の構

造、 

集積回路技術の歴史と現状、 

スマートフォンからウェアラブル計算

機へ、今後の発展 

テキストを復習する。１時間 

13 
プログラマブル高速計算機

の発達 

チューリング機械、手回し計算機と計算

尺、最初の電算機 ENIAC 

弾道ミサイルの計算、金融計算から天気

予報まで 

テキストを復習する。１時間 

14 ロボット工学 ロボット工学の過去・現在・未来を解説 テキストを復習する。１時間 

15 電気と宇宙 

第４の状態ープラズマ、放電の原理と応

用、雷の発生原理、 

太陽プラズマと黒点の関係、オーロラの

発光メカニズム 

テキストを復習する。１時間 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストを配付する   

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%、小テスト 50%の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

我々の暮らしに電気は不可欠です。しかも原子力発電の問題が出てきて、エネルギー問題への関心は節電対策も含め高まっていると思います。し

かし、単純に噂などを鵜呑みにするのではなく、電気の発生から伝達までのしくみを詳しく知れば、風評に惑わされることなく、対策を考えるこ

とができます。常に様々な電気関連のニュースに注意を払いながら受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階・５階電気電子工学科教員室 

責任者： 片田（１号館４階） 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

原則として出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

就職活動中の 4 年生はとくに注意すること。 

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。 
教
養
科
目
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科目名 科学技術教養（Ｃ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 伊藤 譲 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

授業の目的は，受講者に私たちの生活を支える土木技術に対する興味を持つとともに技術の基本原理を知ってもらうことである．第 1 回目の授業

では，身の回りの土木技術の例を取り上げ，それらが技術者によってどのように守られているのかを説明する．第 2・3 回目は現在にまでつなが

る国土開発の歴史をそれに従事した人々にも注目して講義する．第 4～7 回は「土木」の由来となる基本的な材料，第 8～11 回は設計方法，第 12

～15 回は計画と環境問題について講義する． 

到達目標 土木技術全般の基礎知識を有し，土木技術と社会や経済活動，生活との関りを理解できる． 

授業方法と 

留意点 

・基本的にパワーポイントを用いた講義形式．授業中はメモを取らせ授業終了時もしくは終了後に提出する． 

・歴史と人物と基本原理をセットとして取り扱う．第 4 回以降は材料や設計の基本原理を扱う．基本的に古くからの基礎的な技術と現在の技術を

セットで取り扱う． 

・講義だけではイメージを伝えることが困難な場合には，サンプルや簡単な実験を併用する． 

科目学習の 

効果（資格） 

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設に関する基礎的な知識が得られ，安全安心な社会システム構築

への興味関心が深まる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
私たちの日常生活と土木技

術 

私たちの身の回りの土木技術：・鉄道・

道路網，上下水道，エネルギー施設，防

災施設，憩い．・私たちの生活にどう関

わっているのか？・技術を支える人たち

（建設会社，設計コンサルタント，公務

員，メーカー・・・） 

配布資料講義部分の予習と復習 

2 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か① 

国土建設の歴史 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

3 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か② 

国土建設を行った人々 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

4 

都市をつくる材料の話① 

-土木技術は土から始まった

- 

最も古い材料，土と人類，土と木 

締固めて使う，事例 1（古くからの技術），

事例 2（近代以降の技術） 

配布資料講義部分の予習と復習 

5 

都市をつくる材料の話② 

-セメントコンクリートの発

明- 

セメントの発見・発明 

耐久性，品質管理 
配布資料講義部分の予習と復習 

6 
都市をつくる材料の話③ 

-鋼は文明を支える- 

産業革命による鉄利用の拡大 

鋼構造 
配布資料講義部分の予習と復習 

7 
都市をつくる材料の話④ 

-循環型社会と土木材料- 

新材料，リサイクル材料 

産業廃棄物の利用 
配布資料講義部分の予習と復習 

8 国土を測る技術 
広い国土をどうやって測るのか． 

歩測から GPS まで，原理，応用 
配布資料講義部分の予習と復習 

9 
都市の造り方① 

-橋を設計する- 

橋はなぜ必要か？橋はどうやって重力

に抵抗しているのか． 

構造力学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

10 
都市の造り方② 

-川を設計する- 

治水は国を治める．水と波の力を計算す

る．川，ダムと港の設計へ． 

水理学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

11 

都市の造り方③ 

-地盤とトンネルを設計する

- 

都市を支える地盤の役割，地下空間． 

地盤力学の基礎 
配布資料講義部分の予習と復習 

12 
安全で安心な都市へ① 

-未来の都市を計画する- 

都市地域計画 

（計画学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

13 
安全で安心な都市へ② 

-命の水を守る- 

衛生工学 

（上下水道学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

14 
安全で安心な都市へ③ 

-持続可能な都市を- 

地球規模環境問題，循環型社会 

（環境工学） 
配布資料講義部分の予習と復習 

15 
安全で安心な都市へ④ 

-都市の生命線- 
ライフラインと防災 配布資料講義部分の予習と復習 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 配布資料：科学技術教養 C1 都市環境工学科全教員  

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 特になし   

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%，レポート 50%の総合点で評価する．※レポートは，授業のまとめとして毎回提出すること．期末試験は行わない． 

学生への 

メッセージ 

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設に関する基礎知識を身につけていただければ幸いです． 

担当者の 

研究室等 
講義担当者居室 1 号館 3 階および４階 

備考 事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含めは，毎回 1 時間程度としてください． 

教
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科目名 科学技術教養（Ｃ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 伊藤 譲 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：いくつかのプロジェクトを例に，建設事業の流れに沿って，社会的な位置づけ，市民生活との関わりを解説する．第 1 回目の授業では，事

業主体別にプロジェクトの流れを説明する．第 2～3 回目は，高速道路建設を例に地形の調査・土質の調査，環境の調査を解説する．第 4～7 回は

高速道路を構成する橋，トンネル，道路の設計と施工の考え方を解説する．第 8～15 回は，安全で潤いのある社会を築く観点からダム・堰，堤防，

浸水対策，ライフライン，公園・まちづくり，地震防災など身近なテーマを概説する． 

到達目標 土木構造物の計画から施工管理までの流れの概要を理解し土木構造物と社会や経済活動，生活との関りを理解できる． 

授業方法と 

留意点 

授業はパワーポイントを用いた講義形式とする．私たちの生活を支える社会基盤がどのようにして計画され，設計・施工されているかを事業の流

れに沿って解説する．代表的な構造物や身近なテーマを取り上げ，安全で安心な社会を築くため，何が重要かを理解できるように講義を進める． 

科目学習の 

効果（資格） 

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているかなどの知識が得ら

れ，安全安心な社会システム構築への興味関心が深まる 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
社会基盤をつくる建設事業

の流れ 

国家プロジェクト，地域プロジェクト，

民間主導プロジェクトなど事業主体別

の建設の流れ，計画（意思決定）～調査

～設計～施工の概要 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

2 
高速道路建設の計画・調査・

設計 

国土開発や都市計画・地域計画との関

連，一般道路や鉄道との関連，需要予測，

予算，資本回収の考え方 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

3 
建設に必要な調査①（地形の

調査・土質の調査） 

測量計測技術（地形測量・平板測量・水

準測量・写真測量・GPS 測量），地盤の

調査 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

4 
建設に必要な調査②（環境の

調査） 

生態系・環境への影響，負荷の軽減策、

排ガス規制と大気汚染など環境アセス

メント 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

5 橋の設計と施工 
コンクリート橋と鋼橋，橋の形式と適用

支間長，景観設計，施工法 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

6 トンネル，半地下開削工法 

山岳トンネル・都市地下トンネルの設計

と施工，地山の強度と工法，半地下開削

工法 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

7 道路の設計と施工 
盛土形式と高架形式，道路の構造，道路

舗装 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

8 ダム・堰の計画と施工 

洪水への備え（治水、防災），発電・灌

漑・上水などの多目的ダム，ダムの構造

と種類 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

9 堰・堤防の計画と設計・施工 
洪水・土砂災害への備え（治山・治水、

防災），計画雨量，遊水池，親水施設 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

10 都市型洪水への備え 

透水性舗装，都市大型地下貯槽，屋上緑

化，排水と下水道設計，地下道・地下鉄

の浸水対策 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

11 
市民の日常生活を支えるラ

イフライン 

上下水道，水質管理，水質浄化，下水処

理，電気，通信設備 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

12 
市民の生活に潤いを与える

公園・まちづくり 

まちづくりとは，実現するものは，人と

のかかわり，技術とのかかわり 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

13 市民の生活環境を守る 

地球環境と生態系，人口増加と都市化・

食糧生産，・自然エネルギーの問題点，

火力発電所と大気汚染・温暖化，原子力

発電と放射能問題，温排水問題 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

14 震災から市民を守る 

地震の種類と特性，地震に備える構造と

は？制震構造と免震構造，ライフライン

の耐震，避難体制，緊急地震速報 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

15 
津波や台風・高潮から市民を

守る 

港湾施設・防波堤，津波，避難施設，避

難誘導 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 配布資料：科学技術教養 C2 都市環境工学科全教員  

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 特になし   

2    

 

評価方法 

（基準） 

受講メモ 50%，レポート・小論文 50%の総合点で評価する．※レポート・小論文は，授業のまとめとして毎回あるいは 2～3 回に一回程度実施する

予定．期末試験は行わない． 

学生への 

メッセージ 

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているか知り理解を深めていただければ幸いです． 

担当者の 

研究室等 
講義担当者居室 1 号館 3 階および４階 

備考 
出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする． 

事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含め，毎回 1 時間程度としてください． 

教
養
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科目名 科学技術教養（T１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 東 武大 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いられ

ていた。「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが出来

た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。数や形状を正確に記述するため

のさまざまな手法を概観し，それが最新技術にどのように用いられているかを知る。 

到達目標 
科学の歴史的な流れを，基礎的事項を踏まえながら説明できる。 

科学という学問の背景にある考え方について，各自が意見を持つことができる。 

授業方法と 

留意点 
初回に配布するテキスト及び毎回の配布プリントを用いる。各回の最後には講義メモを提出すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学・物理の発展に関する幅広い知識を得て知見を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 人類にとっての数(1) 

太古の昔、物を数えるための道具として

「自然数」は生まれた。やがて「自然数」

から「分数」へと数の世界は広がってい

ったが、どのような経緯を経たのか？人

類の歴史と共に探る。 

教科書 1 章の予習復習(1 時間) 

2 人類にとっての数(2) 

「小数」、「無理数」、「ゼロの数」、「負の

数」と数の世界は更に広がっていった。

これらの歴史を当時の文化や考え方を

交えながら紹介する。 

教科書 1 章の予習復習(1 時間) 

3 人類にとっての数(3) 

更に「実数」から「虚数」、「複素数」へ

と広がった数の世界。ガウス平面、オイ

ラーの公式など「複素数」に関する先人

たちの功績。また「複素数」の登場によ

って発展した科学について紹介する。 

教科書 1 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

4 三角形から始める幾何学 

ピタゴラスの定理や三角形の合同と相

似、三角比について振り返ることから始

め、それらを用いて、私達の身の回りの

ものを測ってみる。 

教科書 2 章の予習復習(1 時間) 

5 平行線の公理 

高校までの幾何では扱われていない平

行線の公理について、その内容と意義を

紹介し、平面とは異なる世界はどのよう

なものか、想像してみる。 

教科書 2 章の予習復習(1 時間) 

6 身近にある曲面 

平行線の公理を検討することにより現

れてきた、平面とは異なる曲面は結構身

近にある。そのような曲面を通して、曲

がっている世界を体験してもらう。 

教科書 2 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

7 
波の数理 

(音と光の基礎) 

身近な「波」を表現するために、「振幅」、

「波長」、「位相」という新たな概念を導

入し、波の現象について紹介する。さら

に、波の性質をもつ音波と光についても

概観する。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

8 波としての光 

光は粒子の性質と波の性質をあわせ持

つ。しかし、この認識は科学者達の長年

の研究と論争を経て得られたものであ

る。本講では光が波であることの根拠を

示す。そして写真やホログラフィーなど

の、波の性質を利用した光の記録方法に

ついて述べる。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

9 電磁波 

光は波である．弦を伝わる波は，弦の振

れが大きいところと小さいところが繰

り返し現れて波になっている．光が波な

らば，いったい何の振動なのだろうか．

マックスウェルは理論的に電磁波とい

う波の存在を予言し、さらに光が電磁波

の一種であることをつきとめた。本講で

は電磁波、そして光の正体について述べ

る。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

10 レーザー光 

光を発するもの（光源）には様々なのが

ある。太陽は最も明るい光源である。人

口の光源としては、電球、蛍光灯がある。

近年では省エネルギーな発光ダイオー

ド（LED）が急速に普及している。本講

では人が創りだした「最も高機能な光」

を発生するレーザーについて、発振の原

理及び応用について述べる。 

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

11 X 線の発見から利用 

X 線の発見から発生の原理、さらに X 線

の利用について概観する。医療機器とし

てよく知られているレントゲンや X 線

CT がなぜ体内を見透かすことができる

のかなどについても説明する。また、X

線の欠点と安全性についても簡単に紹

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 
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介する。 

12 放射光と未来の光 

科学技術の発展によりシンクロトロン

放射光という次世代の光を生み出した。

放射光の発生原理と科学等への利用を

紹介する。さらに、近年の利用されてき

ている次世代の放射光である自由電子

レーザーの特性についても簡単に紹介

する。 

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

13 コペルニクス以前の天動説 

惑星の運動の法則を考えるうえで、コペ

ルニクス以前の天動説に ついて概観す

る。 

教科書 5 章の予習復習(1 時間) 

14 コペルニクスの地動説 

天動説から地動説へ、惑星運行の法則、

実験で物理法則を実証す る近代自然科

学の萌芽を考える。 

教科書 5 章の予習復習(1 時間) 

15 ガリレオの天文学 

望遠鏡を発明した技術が自然観察であ

る天体観測を精密化し宇宙 を理解した

い知的好奇心が科学革命を導く過程を

考える。 

教科書 5 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

 

関連科目 数学・物理の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養 T1 基礎理工学機構  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義メモ 50%、レポート 50%の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

科学は現代社会で不可欠な学問の一つです。周囲を見渡せば、皆さんの生活が科学抜きには成立しないことがわかるでしょう。科学は近代になっ

て急速に発展しましたが、古くから人々が自然現象や数に興味を持って考察を進めたことが基礎になっています。本講義で科学の歴史や重大な発

見・発明の概要を学び、科学という学問をどう考えるか、さらに、これから科学や人間の活動はどう進んでいくべきか、各自で意見を持てるよう

になりましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館 2 階，3 号館 3 階，8 号館 2 階〕 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、毎回 1 時間以上かけること。講義メモは毎

回採点して返却する。 

教
養
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科目名 科学技術教養（T２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 島田 伸一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2421a2 

 

授業概要・ 

目的 

 「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いら

れていた。 「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが

出来た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。 

到達目標 
時間や位置とともに変化する量をどのように表すのか，そして，その変化の割合がいったい何を意味し，現代科学につながっていくのかを, 歴史

的背景も込めて, 知る。 

授業方法と 

留意点 
座学・説明中心の講義となるので, 遅刻・私語は厳禁である。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
微積分学が成立するまでの

話 

ニュートンとライプニッツという２つ

異なる個性が微積分学の成立にどう影

響したか, その歴史を概観する。 

課題・レポート 

2 
文字式から単位のない実数

の世界へ 

微積分の厳密化の過程で, 記号法・単位

の問題から実数概念をどう獲得してい

ったか振り返る。 

課題・レポート 

3 
ヒルベルトのテーゼ：無矛盾

ならば存在する 

微積分学が挑んだ無限を無矛盾・選択公

理をキーワードにして述べる。 
課題・レポート 

4 
現代科学は力（ちから）F か

ら始まった 

ニュートンの運動の法則 F=ma は，なん

だか良くわからない力 F を使って，なん

だか良くわからない質量 m を定めた。ど

ちらもわかっていないのに，大丈夫なの

だろうか。 

課題・レポート 

5 
万有引力の法則の美しいス

ケール不変性は偶然か 

ニュートンが発見した「万有引力の法

則」は，巨大なサイズをもった惑星の運

動から導き出されたにもかかわらず，人

工衛星や，飛行機，果ては雨粒にまで適

用できることが分かった。これは，自然

科学において貴重な「スケール不変性」

をもつといい，人類の科学の発展にとっ

て，計り知れないほど幸運であった。 

課題・レポート 

6 
破壊力，衝撃力はどちらも同

じ意味か 

物体がもつ「運動の勢い」を考えると，

２つの新しい概念が生まれた。一つを運

動量といい，他方をエネルギーという。

どちらの量が「運動の勢い」を正しく表

している尺度なのか人々は５０年間議

論した。その結論はどうだったのか。 

課題・レポート 

7 蒸気機関と熱力学の誕生(1) 
18 世紀イギリス産業革命と熱機関。蒸

気機関の改良・熱効率・熱素説。 
課題・レポート 

8 蒸気機関と熱力学の誕生(2) 

カルノー登場。カルノーサイクルとそれ

を用いる思考実験。カルノーの定理の発

見。 

課題・レポート 

9 蒸気機関と熱力学の誕生(3) 

カルノーからケルビン, そしてクラウ

ジウスに至る道。エネルギー保存則(熱

力学第一法則)v.s.不可逆性。熱力学第

二法則とその表現。熱力学的エントロピ

ー。 

課題・レポート 

10 角の 3 等分について(1) 

歴史的背景, 方程式と結びつける, ユ

ークリッド作図, 作図できる数・できな

い数 

課題・レポート 

11 角の 3 等分について(2) 60 度は 3 等分できない, 体の考え方 課題・レポート 

12 角の 3 等分について(3) 体の拡大と作図できる数, 定理の証明 課題・レポート 

13 
ニュートンからアインシュ

タインへ 

慣性系、ガリレイ変換、マイケルソン・

モーレーの実験等々アインシュタイン

登場前に何が謎だったのかを説明する。 

課題・レポート 

14 
特殊相対論--- 

原理はたったの 2 つだけ 

２つの基本的な原理を出発点にして、従

来の時間や空間に対する考え方がどの

ように変更されたのか、高校レベルの数

学を使って解説する。 

課題・レポート 

15 
一般相対論 

---重力の謎 

ニュートンの万有引力の法則はアイン

シュタインの相対論ではどのように記

述されるのか？ 

課題・レポート 

 

関連科目 数学・物理の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養 T2   

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義メモ 50%, レポート 50%で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、テキストの該当部分を、毎回 1 時間以上か

けること。 講義メモの講評・補足は次回の講義で行う。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｖ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 居場 嘉教 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

新聞やテレビが病気・くすりについてのニュースを取り上げることは珍しくないが，その内容を理解することは容易ではない。本講義では，病気・

くすりの発見や原因解明の歴史，生命現象との関係などを個体レベルから遺伝子レベルにわたって幅広く平易に概説する。この講義の到達目標は，

病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになることである。 また，病気の原因解明や治療法・くすりの

開発における生命科学研究の意義を理解できるようになることを目指す。 

到達目標 
（1）病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになる。 

（2）病気の原因解明や治療法・くすりの開発における生命科学研究の意義を理解できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

一話完結型のオムニバス形式で講義を行い，配付する資料とパワーポイントを用いて解説する。講義ごとに講義メモの提出を求める。その他，レ

ポート，小論文，演習問題などの課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
生命科学に関するニュースがより身近になり，明確に理解できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 不妊のしくみ 

日本人夫婦（カップル）は 10 組のうち

1 組は不妊と言われており，実際に治療

を受けている人が多い。しかし，なぜ不

妊になるのかはっきりしない場合も多

い。本講義では受精の仕組みから考えら

れる不妊の原因と現在の治療法につい

て概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

2 病気と遺伝子 

我々が持つ DNA は日常生活で頻繁に「傷

（変異）」を受けている。しかしながら、

ヒトの体内には傷を発見して治療する

安全システムが備わっており、「がん」

を未然に防いでいる。本講義では、がん

の発症に密接に関わる「遺伝子の傷」と

体を守る安全システムの仕組みについ

て概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

3 なぜ肥満は問題なのか？ 

肥満そのものは病気とは言えない。しか

し，糖尿病，高脂血症，高血圧，脳血管

障害など様々な「生活習慣病」と呼ばれ

る疾患のリスクファクターになること

が知られている。なぜ肥満が様々な疾患

の原因になってしまうのか，そのメカニ

ズムと予防・治療法について解説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

4 
免疫が引き起こす病気のし

くみ 

外敵や内なる敵から自らを守るために

つくられた免疫システムの概要と，が

ん，ウイルス感染(インフルエンザ，HIV，

肝炎)，アレルギー疾患などとの関連に

ついて紹介する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

5 がんの発生とその予防法 

死因別死亡率のトップはがんであり，約

3 人に 1 人ががんで亡くなっている。自

分の意思で調節可能なはずの危険因子

である喫煙が，がんの原因の 30%を占め

ており，単因子要因としては最大であ

る。本講義では，がんの発生機序やその

予防法について説明する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

6 ミトコンドリアと病気 

太古の昔にヒトの細胞に侵入した細菌

が由来のミトコンドリアであるが，我々

の生と死はそのミトコンドリアに支配

されている。本講義では，ミトコンドリ

アの特徴，役割およびミトコンドリアに

関連した病気について概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

7 くすりと遺伝子工学 

ある生物から分離した遺伝子を別の細

胞または生物体に導入して，遺伝子産物

（タンパク質）を生産したり，新しい形

質を作り出すなど，遺伝子を人工的に操

作する技術，遺伝子工学について紹介す

る。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

8 くすりと組換え生物 

生物が持つ遺伝情報に改変を施した「遺

伝子組換え生物」は、再生医療やヒト疾

患の治療法を開発するための重要なツ

ールとして利用されていることに加え、

バイオ医薬品の開発などにも役立って

いる。本講義では、遺伝子組換え生物や

クローン生物の作製に関する技術と応

用について概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

9 
くすりとバイオインフォマ

ティクス 

遺伝子やタンパク質の配列情報を例に

バイオインフォマティクスの概要につ

いて説明し，病気と遺伝子，ゲノム創薬

への応用について述べる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

10 
くすりとタンパク質のかた

ち 

タンパク質構造決定の意義と構造決定

法のひとつである X 線結晶構造解析の

概要から，インフルエンザ治療薬を例に

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

教
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医薬品開発への応用について述べる。 

11 くすりとゲノム 

ゲノムとは，創薬とは，遺伝子診断など

を解説し，生命倫理，歴史的な背景や将

来の課題と発展方向をさぐる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

12 薬物乱用と依存性薬物 

社会のルールからはずれた方法や目的

で，薬物を使うことを薬物乱用という。

薬物依存というと，その人の性格や人格

の問題と思われがちであるが，脳内報酬

系の異常という生物学的基盤があるこ

とを理解する必要がある。本講義では，

薬物依存の形成機構および各種の依存

性薬物について説明する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

13 遺伝子治療の最前線 

遺伝子により治療はできるか，遺伝性疾

患，科学・技術の概要，基本的な原理，

を解説．生命倫理や関連した話題のトピ

ックについても触れる。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

14 認知症～その原因と治療法 

我が国は超高齢化社会へと進行し続け

おり，2025 年には高齢者の 5 人に 1 人

が認知症患者になると推定されている。

そのため，認知症の発症率の低下や進行

抑制のための有効な手立てが見つから

なければ，社会的な負担が著しく増加す

ると懸念されている。認知症の原因や治

療薬の開発など最新の知見を踏まえて

解説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

15 iPS 細胞研究の最前線 

京都大学の山中伸弥教授によって作り

出された iPS 細胞の基礎・臨床研究は今

や国家プロジェクトであり，新聞やテレ

ビでもたびたび登場する。本講義で iPS

細胞の発見から現在までの研究状況を

概説する。 

予習として V1 テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（1 時間） 

 

関連科目 科学技術教養 V2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義メモ 50%およびレポート・小論文・演習問題などの課題 50%の総合点で評価する。なお，30 分未満の遅刻は欠席 0.5 日，30 分以上の遅刻は欠

席 1 日とする。 

学生への 

メッセージ 

病気やくすりはみなさんの身近な問題で，関心も大きいと思います．本講義では病気やくすりについて，生命科学の観点から具体例を挙げて分か

りやすく解説します。本講義は生物・薬を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回出席して各自の

専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。 

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。 

担当者の 

研究室等 
1 号館 9 階 川崎，尾山，西村，中嶋，宮崎，船越，井尻，居場研究室 

備考 事前事後学習に要する総時間の目安は 15 時間 

教
養
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｖ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 長田 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、微生物の単離・殺菌技術や化粧品の開発、繊維加工に利用されている遺伝子組換え技術など、我々のくらしを豊かにするバイオテク

テクノロジーから、環境リスクの評価、ヒトの健康を守る知識や技術まで、生命科学の分野における最新の研究事例を取り上げ、幅広く解説する。 

到達目標 醗酵・腐敗の歴史、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について説明できる。 

授業方法と 

留意点 

講義内容について資料を配付し、パワーポイントを用いて解説する。講義ごとに受講メモの提出を求める。その他、レポート、小論文、演習問題

などの課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
遺伝子組換え技術などのバイオテクテクノロジーと、我々のくらしや健康との関わりが理解できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
機能性食品などの新しい食

品の形態 

食品の一次機能(栄養素)，二次機能(味，

触感など)および三次機能(生体機能の

調節などの新規機能)について解説し，

保健機能食品制度，特定保健用食品，栄

養機能食品など新しい食品の形態を講

述する． 

配布資料を復習する。 

2 
化粧品とバイオテクノロジ

ー 

バイオテクノロジーを化粧品開発に応

用した事例を紹介し，実際の商品をとり

上げてバイオテクノロジーのメリット

を解説する． 

配布資料を復習する。 

3 繊維とバイオテクノロジー 

繊維に反応する酵素を紹介し，これらを

用いた繊維加工の応用例および今後の

可能性について解説する． 

配布資料を復習する。 

4 
遺伝子組換え植物とその将

来 

代表的な遺伝子組換え植物の創生方法

について簡単に紹介し，世界における遺

伝子組換え植物の実際，遺伝子組換え作

物の環境への影響，また，日本における

組換え作物の安全審査について説明す

る．さらに，遺伝子組換え賛成派と反対

派の主な意見についても触れる． 

配布資料を復習する。 

5 
バイオレメディエーション

の可能性 

過去，日本であった重金属汚染について

簡単に復習し，特に水銀に焦点を合わせ

て水銀浄化法を説明する．物理化学的浄

化法と微生物を用いた生物学的浄化法

を対比しながら，適宜遺伝子組換え技術

について補足を加え概説し，植物を用い

た生物学的浄化法についても説明する． 

配布資料を復習する。 

6 
エネルギーの創生と生物・環

境に及ぼす影響 

近年，エネルギーの枯渇化問題や生物と

これを取りまく環境との共生の問題を

解決する新規エネルギーの創生が強く

望まれている．本講義では，これまでに

使用されてきたエネルギーから最先端

のエネルギーまでの特徴を，生物と環境

へ及ぼす影響といった観点から解説す

る． 

配布資料を復習する。 

7 バイオエネルギー技術 

21 世紀に入り，エネルギー枯渇問題，

環境負荷低減の要請から，生物の持つエ

ネルギーを新しい代替エネルギーとし

て利用する試みが急速に発展している．

本講義では，バイオエネルギーの概要か

ら最先端のバイオエネルギー技術まで，

現在のエネルギーとの比較や生態系・環

境との共生の立場から解説する． 

配布資料を復習する。 

8 
食品の健康障害リスクと対

策 

微生物，アレルギー性物質，残留農薬な

どの食品に存在するヒトの健康障害リ

スクについて具体的な事例を取り上げ，

解説する． 

配布資料を復習する。 

9 
動く分子とバイオテクノロ

ジー 

ATP合成酵素や細菌のべん毛モーターな

どの動く分子を紹介し、生物がもつ運動

機能を生体分子モーターなどへ応用す

るバイオテクノロジーについて解説す

る。 

配布資料を復習する。 

10 
モデル生物を用いたバイオ

テクノロジー 

近年の生命科学ではヒトの遺伝子機能

や生体機能、遺伝性疾患のメカニズムの

解析の方法として様々なモデル生物が

盛んに用いられている。それらの応用例

を実際の写真等を示しながら、実際の研

究例や今後に期待される展望を紹介す

る。 

配布資料を復習する。 

11 

微生物酵素を用いる物質生

産システム 

～バイオテクノロジーを支

える酵素利用技術～ 

酵素は優れた機能を有するタンパク質

性の触媒であるが、産業で利用されてい

る酵素の殆どは、加水分解酵素、転移酵

素、異性化酵素などであり、反応に補酵

素やエネルギーを要する酵素の利用に

配布資料を復習する。 
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遅れが見られる。かかる酵素の産業への

応用を可能にする酵素利用技術（固定化

酵素など）と酵素改変技術（分子進化工

学、逆進化工学、タンパク質工学など）

の現状と将来について概観する。 

12 

遺伝子工学からゲノム工学

へ  

～バイオテクノロジーを支

える微生物の形質転換法～ 

微生物の遺伝子交換法として、形質導

入、接合、及び形質転換の 3 つが知られ

ている。ここでは、真核微生物であり、

遺伝子発現などの分子機構において高

等動植物と共通性が高い出芽酵母にお

ける形質転換法の発展の経緯、方法、及

び DNA 取り込み機構を概観する。近年、

進展の著しい巨大ゲノム DNA を扱う合

成生物学やゲノム工学も展望する。 

配布資料を復習する。 

13 
植物を用いた有用タンパク

質生産 

植物は、安全性、低コスト、分離精製の

容易さなどの点から外来タンパク質の

生産系として優れている。本講義では、

植物を宿主とした生理活性タンパク

質・ペプチドや抗体、ワクチン、医療用

タンパク質などの生産について解説す

る。 

配布資料を復習する。 

14 環境リスクの評価方法 

環境汚染物質や食品添加物などの合成

化学物質などのヒトに対する安全性評

価すなわちリスクアセスメントの考え

方を講述し，水道水質基準や環境基準の

策定に関する基本的な考え方を述べる． 

配布資料を復習する。 

15 
地球規模の環境破壊と人体

への影響 

主にオゾン層の破壊，地球の温暖化およ

び酸性雨に関して発生原因，発生機構，

人への影響およびその防止対策に関し

て述べる． 

配布資料を復習する。 

 

関連科目 科学技術教養Ｖ１ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義メモ 50%およびレポート・小論文・演習問題などの課題 50%の総合点で評価する。30 分未満の遅刻は欠席 0.5 日、30 分以上の遅刻は欠席 1 日

とする。 

学生への 

メッセージ 

本講義では、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について、具体的な事例を取り

上げ、分かりやすく解説します。本講義は、生物・環境を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回

出席して各自の専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。 

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。出席および遅刻・欠席の扱いは、一回目の講義で説明します。 

担当者の 

研究室等 
１号館８階 長田講師室 

備考 事後学習に要する総時間の目安は 15 時間 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｒ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 岩田 三千子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

古来より人間は、自然の力をかりてこの地球上に暮らしてきたが、祖先が自然と共生するために凝らしたさまざまな工夫は、それぞれの場所での

気候風土、地形、材料を活用したものであり、そこには多くの知恵と技術の歴史を見ることができる。このような背景にもとづく、住環境の成り

立ちについて、さまざまな事例を紹介しながら講義する。また、それらを踏まえて、具体的な空間やもののデザインに応用するための工夫や実践

につながる知識を学ぶ。 

到達目標 
住環境の成り立ち、空間やもののデザインの実践的な技法を理解し、建築都市インテリアなどの空間を対象とする住環境デザイン全般の基礎を理

解できる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。 

15 回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

（オリエンテーション） 

自然の力をかりた住宅デザ

イン 

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。） 

古代より人間は自然と共生するために

さまざまな工夫をこらした。世界各地に

おけるそれらの住まいの事例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

2 
エコ技術と住宅デザイン-近

代の住宅事例 

新しい素材、技術、理論の進展に伴い、

エコ技術を駆使した近代の住宅デザイ

ン例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

3 
エコ技術と住宅デザイン-現

代の住宅事例 

自然の力をかりるといった古来の知恵

を、最新の科学によって融合させた現代

の住宅デザイン例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

4 
環境配慮型デザインプロセ

ス 

環境配慮型建築・設備設計のデザインプ

ロセスと、住宅のパッシブ・アクティブ

技術を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

5 住環境における換気 

換気の考え方の歴史や法などの基準の

はなしを基に、住宅における換気の重要

性について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

6 
健康で快適な生活とにおい

対策 

心身ともに健康に過ごすための、住宅内

でのにおい問題やにおい対策の考え方

について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

7 
生活の中における香りの活

用 

屋内外の香りと人との関わりのはなし

から、香りの人への心理生理的影響や香

りの積極的な利用方法について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

8 
いのちを守るあかりとサイ

ン 

大規模災害時に避難・誘導を助けるあか

りやサインの存在を知り、その有用性と

デザイン上の注意点を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

9 安全・快適な照明環境 

照明環境のユニバーサルデザイン手法

について、基礎的な知識と、最近の調査、

デザイン事例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

10 
暮らしの中のさまざまな寸

法 

身近なモノの寸法がどの様に決められ

ているかを知り、住まいや暮らしをより

豊かにするデザインの視点を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

11 地域と景観 

地域に居住・生活する人間と景観との関

係を、日本の伝統的コミュニティ、景観

保護の事例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

12 
野生動物との共存のデザイ

ン 

近年獣害が増加する獣害問題及び野生

動物と人間が共存するための方策を，具

体的事例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

13 CG と空間デザイン 

インテリアや住宅デザインで用いられ

る CG のしくみと基本知識、その有用性

について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

14 かたちとデザイン 

身の周りにある家具や住宅などのかた

ちをコンピュータを用いて表現する方

法を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

15 
解説 

まとめテスト 
まとめテストを実施する。 

講義内容の復習をして、 

まとめテストを受けること。 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

科学技術教養（Ｒ１） 住環境デザイン学科 教科

書 

摂南大学理工学部住環境デザイ

ン学科 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の課題 15％、まとめテスト 85％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
12 号館 6・７階 各教員研究室 

備考 事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題やテストの学習時間も含め，毎回１.5 時間程度とする． 

教
養
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｒ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 岩田 三千子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

日本の伝統的な住宅は、気候風土、地形、材料などに影響を受けて地方色が豊かであり、歴史的、文化的な相違からも地域性が認められる。現代

の住まいや暮らしはそれらの影響を受けて、さまざまな技術の発達、社会の変化とともに、かつての住まいや暮らしの形は変容しつつある。この

ような身近な住まい、まち、暮らしについての知識を得て、今後の持続可能な社会の創造に関わる知識を学ぶ。 

到達目標 
到達目標：建築都市インテリアなどの空間における歴史的文化的背景による地域性を理解し、持続可能な社会を創造するためのまちづくりや住宅

建築など、住環境の未来に向けたデザインの基礎を理解できる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。  

15 回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
（オリエンテーション） 

住まいと生活 

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。） 

住まいと何か。家庭生活や社会生活が複

雑に多様化する中での住まいの本来の

機能や役割について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

2 日本の住まいの地域性 

気候風土や歴史、文化などを背景に、地

方色豊かな伝統的日本住宅について学

ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

3 住環境とパッシブデザイン 
住環境におけるパッシブデザインの変

遷を建築家の作品を通して学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

4 住環境と考現学 

私たちの身の回りにある住環境を観

察・記録することから新しい環境デザイ

ンをつくりだす方法を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

5 
大規模災害時の避難生活環

境 

阪神淡路大震災・東日本大震災など大規

模災害時の避難生活状況と支援活動を

知ることから未来への備えを学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

6 
様々な人に配慮した住宅・施

設設備 

ユニバーサルデザインの観点からの住

宅設備や施設設備について学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

7 高齢者のための生活空間 

高齢者の外出行動、生活環境の広がり

と、求められる支援の仕組みについて事

例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

8 
高齢者の生活環境の広がり

と支援 

高齢者の心身機能の特性を踏まえて、高

齢者をめぐる住宅行政や、様々な高齢者

居住について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

9 学びと遊びの環境デザイン 

発達段階にある子どもたちが多くの時

間を過ごす学校の新しいデザイン事例

を知り、人と空間との密接な関係を学

ぶ。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

10 地球共生建築のすすめ 
地球共生建築および構造、コンポーネン

トデザインについて学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

11 
バイオミメティックデザイ

ン 

自然界における形態と構造とその応用

デザインについて学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

12 次世代の住環境を考える 

私たちの住環境はどのように進化すべ

きか、地球共生から宇宙共生についてを

考える。 

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

13 
省エネルギーとパッシブデ

ザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のパッシブ

デザイン技術を学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

14 
省エネルギーとアクティブ

デザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のアクティ

ブデザイン技術を学ぶ。 
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。 

15 
解説 

まとめテスト 
まとめテストを実施する。 

講義内容の復習をして、 

まとめテストを受けること。 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

科学技術教養（Ｒ２） 住環境デザイン学科 教科

書 
理工学部住環境デザイン学科  

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の課題 15％、まとめテスト 85％で評価する。 

期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
12 号館 6・７階 各教員研究室 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。  

事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題や小テストの学習時間も含めて、毎回 1.5 時間程度とすること。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ａ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 宮本 征一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

広範な社会や人間生活の場面における現状と課題から、建築学に関わる学問体系のおおよそについて紹介し、社会や人間生活環境のあり方を考え

る基本的な教養を身につける。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、

受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 卒業してからの社会生活のための有用な科学技術に関する教養が身に付きこれからの社会を生き抜くことができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題・演習・小テストを毎回行う。講義を集中して聴く態度が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な建築と生活や環境、都市環境に関するデザインの知識と手法が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 建築とは何か 
建築の考え方、 

建築家の果たす役割 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

2 建築と人間生活 

建築の種類と計画空間、 

ライフスタイルからみた多様性、民族・

地域からみた多様性 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

3 建築と都市環境 
建築と都市の関係、 

都市環境のデザイン 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

4 建築の歴史 
建築の歴史的変遷から建築における多

様な「技術」について学ぶ 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

5 建築物のかたちと力の流れ 

目に見える建築と目に見えない力がど

のように関係しているのかを理解する

視点を養います。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

6 建築の内装 
インテリア、 

家具・内装 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

7 建築の外装・外構 
外装材とは 

エクステリア、造園 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

8 建築のＵＤ 
こどもと建築、 

バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

9 建築の保存活用 

建築と社会の結びつきについて、建築の

ストック活用事例、保存手法、コンバー

ションといった建築保存の視点から見

る。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

10 建築の温熱環境 
建築空間における温熱環境を理解する

視点を培います。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

11 建築における設備 

採光・照明・通風・熱環境・給排水・騒

音・エネルギー、 

エレベーター、エスカレーター 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

12 建築の骨組み 構造と力の流れ、構造材料の性能 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

13 建築の材料 構造と仕上げ材料 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

14 建築と防災 災害、避難、防災教育 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

15 建築をつくる新技術 構造、材料、施工の新技術 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

計 15 回の課題（各回、課題レポート・講義メモ・小テスト・課題・グループワークディスカッションの成果により構成され、それぞれの割合の

合計が１００%となる）により評価する。期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
受講希望者数が定数を超えた場合は、成績などで選択順位を決めることがある。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部における出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

事前あるいは事後学習として、教科書（配布予定）の当該回の範囲を読み、関連する情報収集を行うなどし、授業 1 回あたり 1.5 時間以上をかけ

る必要がある。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ａ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 宮本 征一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

広範な社会や人間生活の場面における現状と課題から、建築の代表的な計画デザインや実施の事例、およびその手法について紹介し、社会や人間

生活環境のあり方を考える基本的な教養を身につける。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を有す

る。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 卒業後の社会生活において必要な科学技術の教養を身に付けてこれからの社会を生き抜くことができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントや板書による講義を行う。 

講義の内容に沿った課題・演習・小テストを毎回行う。講義を集中して聴く態度が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な建築と生活や環境、都市環境に関するデザインの知識と手法が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 住む建築 住宅、住むことの工夫 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

2 集まって住む建築 
集まって住む楽しさ、集まって住むカタ

チ 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

3 福祉医療の建築 建築と福祉医療 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

4 公共の建築 

公共の建築、パブリックスペース、公共

性のある都市施設等に着目し、建築の公

共性について考える。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

5 商業の建築 商業建築、商店街の歴史と再生 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

6 文化の建築 
建築に象徴された様々な文化を読み取

る。 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

7 交通の建築 
陸・海・空の交通 

交通建築の特徴 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

8 高層の建築 

五重塔と超高層、 

超高層建築の性能と設計、耐震要素と構

造技術 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

9 地下空間の建築 
地下空間のメリット、地下空間の利用、 

大深度地下、地下都市 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

10 環境共生と建築 環境と共生する建築について考える。 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

11 木造の建築 
木匠、伝統技術と最新技術 

木造建築、木材の使用 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

12 プレハブ建築 

種類と概要、 

プレハブ化の普及、設計と生産、 

災害仮説住宅 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

13 建築とロボット 

ロボット導入の経緯、 

ロボット化の現状と技術、 

今後のロボット 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

14 街並みの建築 
ランドスケープと建築、 

街並みと要素 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

15 将来の建築 

空間条件と心理、ヒューマンスケール、 

人はどこに住むか、 

近代建築の問題、将来の建替 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

 

関連科目 専門科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

計 15 回の課題（各回、課題レポート・講義メモ・小テスト・課題・グループワークディスカッションの成果により構成され、それぞれの割合の

合計が１００%となる）により評価する。期末試験は行わない。 

学生への 

メッセージ 
受講者希望者数が定数と超えた場合は、成績などで選択順位を決めることがある。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部における出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

事前あるいは事後学習として、教科書（配布予定）の当該回の範囲を読み、関連する情報収集を行うなどし、授業 1 回あたり 1.5 時間以上をかけ

る必要がある。 

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｍ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀江 昌朗 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問の体系である。本講義では，ヒトはなぜモノ

を作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづく

り」の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。 

到達目標 機械技術およびものづくり技術全般の基礎知識を身につけ，機械工学と社会・生活との関わりを理解できる。 

授業方法と 

留意点 

・各テーマごとにその歴史，基本原理，最先端の話題を 2 回もしくは 3 回にわたって提供する。 

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。 

科目学習の 

効果（資格） 

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 機械工学とは？ 

・機械工学の発展の歴史を概観する。 

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。 

テキスト第 1 章に目を通しておくこと。 

2 
道具を作る(1) - ヒトと道

具 

・道具の歴史：ヒトの手の動作を補う道

具から労働としての道具へ 

・農具 漁具 大工道具 手動工具 電動工

具 

テキスト第 2 章 2.1-2.3 に目を通しておくこと。 

3 道具を作る(2) - 作り方 

・鋳造，塑性加工，粉末冶金，材料加工，

生産加工 

・刀鍛冶，セラミックス，溶接・切断 

テキスト第 2 章 2.4-2.5 に目を通しておくこと。 

4 
モノの材料を知る(1) - 金

属材料 

・金属材料はなぜ素材たり得るか？ 

・鉄鋼の製造方法 

テキスト第 3 章（鉄つくりの変遷）に目を通してお

くこと。 

5 
モノの材料を知る(2) - セ

ラミックス・ポリマー 

・セラミックス・ポリマーの構造（金属

と何が異なるか？） 

・高強度・機能性材料の話 

テキスト第 4 章（非金属材料）に目を通しておくこ

と。 

6 
モノの材料を知る(3) - 新

素材 

・新素材と高度産業化社会 

・形状記憶，超伝導，ナノ材料 
テキスト第 5 章（新素材）に目を通しておくこと。 

7 
ものづくり(1) - 母なる機

械 

・機械部品を作る機械（工作機械の歴史） 

・機械時計，工具と運動，機械部品 

テキスト第 6 章（母なる機械）に目を通しておくこ

と。 

8 
ものづくり(2) - 精密に加

工する 

・精度を追求する（コンピュータと工作

機械） 

・精密加工，マシニングセル，ナノ加工 

テキスト第 7 章（精密に加工する）に目を通してお

くこと。 

9 
ものづくり(3) - 工場（ファ

クトリー） 

・世界が学ぶ・日本が誇る製造システム 

・無人化工場，デジタル屋台，トヨタ生

産方式 

テキスト第 8 章（ファクトリー）に目を通しておく

こと。 

10 大きな力を得る(1) - 車輪 
・作業を補助する機械の歴史 

・車輪，滑車，てこ，歯車 

テキスト第 9 章（人間の作業を補助する機械）に目

を通しておくこと。 

11 
大きな力を得る(2) - 建設

運搬機械 

・巨大な力を得るためのアクチュエータ 

・油圧・水圧・空気圧機器，電動機 

テキスト第 10 章（力を伝える・増幅する機械）に

目を通しておくこと。 

12 
大きな力を得る(3) - パワ

ーアシスト 

・アクチュエータの知能化とパワーアシ

スト 

・パワードスーツ，電動アシスト自転車，

人工筋肉 

テキスト第 11 章（機械の知能化）に目を通してお

くこと。 

13 
ミクロの機械(1) - 精密機

械 

・小さくなることで変わる使い方 

・時計，携帯電話，計算機，テレビカメ

ラ，情報機器 

テキスト第 12 章（精密機械）に目を通しておくこ

と。 

14 
ミクロの機械(2) - 小さく

作る 

・小さくすることで変わる物理の法則，

加工法・アクチュエータ 

・微細加工，ナノテク，半導体製造，カ

ーボンナノチューブ，微細気泡 

テキスト第 13 章（小さくつくる）に目を通してお

くこと。 

15 
ミクロの機械(3) - 小さく

て広大な世界 

・半導体製造技術を用いた微細構造を持

つ機械 

・カプセル内視鏡，鞭毛モーター 

テキスト第 14 章（小さくて広大な世界）に目を通

しておくこと。 

 

関連科目 産業技術史 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養Ｍ１   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回，講義メモとレポートを提出する。 

講義全体にわたるメモ（50%），講義内容に対する理解と考察に関するレポート（50%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 

機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

教
養
科
目

302



摂南大学シラバス 2019 

講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館の 3 階・4 階・5 階〕 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。 

・出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

・30 分以上の遅刻は欠席扱いとする。 

・遅刻は 2 回で欠席 1 回とみなす。 

※詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 M1・M2」受講の際の注意』を熟読すること。 

 

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却します。 

教
養
科
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｍ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 諏訪 晴彦 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問体系である。本講義では，ヒトはなぜモノを

作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづくり」

の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。 

到達目標 人の活動に貢献し生活を豊かにする機械技術を理解するとともに，機械システムと社会や経済活動，生活・生命との関わりを理解する． 

授業方法と 

留意点 

・各テーマごとに，歴史，基本原理，最先端の話題を 2 回もしくは 3 回にわたって提供する。 

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。 

科目学習の 

効果（資格） 

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 機械工学とは？ 

・機械工学の発展の歴史を概観する。 

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。 

テキスト第 1 章（機械工学とは）に目を通しておく

こと（60 分） 

2 
活動の源(1) - 動力・エネル

ギーの世界 

・身近なエネルギー利用と動力の歴史 

・人力，蓄力，水力，風力，蒸気力 

テキスト第 2 章（動力）に目を通しておくこと（60

分） 

3 活動の源(2) - 発電 
・エネルギー利用と発電 

・水力，風力，火力，地熱，原子力発電 

テキスト第 3 章（電力）に目を通しておくこと（60

分） 

4 乗り物(1) - エンジン 

・熱工学とエンジンシステム 

・種々のエンジン（ガソリン等），電気

モータ 

テキスト第 4 章（エンジン）に目を通しておくこと

（60 分） 

5 乗り物(2) - 輸送する 
・交通と物流 

・自動車交通，船舶，鉄道 

テキスト第 5 章（輸送する）に目を通しておくこと

（60 分） 

6 
空間を移動する(1) - 空を

飛ぶ 

・空中を飛ぶことができる機械の機能，

種類，歴史と原理 

・飛行機，ヘリコプター，飛行船，揚力 

テキスト第 6 章（空を飛ぶ）に目を通しておくこと

（60 分） 

7 
空間を移動する(2) - 高速

移動 

・深海に潜ることができる機械の機能，

種類，歴史と原理 

・しんかい 6500，深海探査，水圧，チ

タン合金，生命維持システム 

テキスト第 7 章（深海に潜る）に目を通しておくこ

と（60 分） 

8 
空間を移動する(3) - 宇宙

へ飛び立つ 

・宇宙空間に飛んでいける機械の機能，

種類，歴史と原理 

・ロケット，スペースシャトル，宇宙ス

テーション，高真空，ロケットエンジン 

テキスト第 8 章（宇宙へ飛び立つ）に目を通してお

くこと（60 分） 

9 物を測る 

・測り方を共通にすることで広がる世界 

・度量衡と政治の関係，原器，ものさし，

機械的測定 

テキスト第 9 章（物を測る）に目を通しておくこと

（60 分） 

10 センサで測る 
・センサの発達と誤差との戦い 

・センサ，センシング技術，計測と誤差 

テキスト第 10 章（センサで測る）に目を通してお

くこと（60 分） 

11 制御する 

・制御の成り立ちと発展，自動制御と

は？ 

・調速機，結果を見て制御する（フィー

ドバック） 

テキスト第 11 章（制御するとは？）に目を通して

おくこと（60 分） 

12 操る・抑える 

・サーボ機構とプロセス制御 

・ロボットアーム，ロケット，原子力発

電，鉄鋼プラント 

テキスト第 12 章（操る・抑える）に目を通してお

くこと（60 分） 

13 
生命・生体に倣う機械(1) バ

イオエンジニアリング 

・バイオエンジニアリング，生体工学の

世界 

・生体の模倣と設計，鳥と飛行機，ハコ

フグと低燃費自動車，サソリと多足ロボ

ット 

テキスト第 13 章（バイオエンジニアリング）に目

を通しておくこと（60 分） 

14 
生命・生体に倣う機械(2) - 

医療と健康 

・人間を援ける医用工学，人間を癒す福

祉工学の世界 

・人工臓器，福祉機器，健康機器，スポ

ーツ機器 

テキスト第 14 章（医療と健康）に目を通しておく

こと（60 分） 

15 
生命・生体に倣う機械(3) - 

ヒューマノイド 

・人間を測る，診る，まねる世界 

・生体計測，生体力学，医用診断装置，

ヒューマノイドロボット 

テキスト第 15 章（ヒューマノイド）に目を通して

おくこと（60 分） 

 

関連科目 産業技術史 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

毎回，講義メモとレポートを提出する。 

講義全体にわたるメモ（50%），講義内容に対する理解と考察を問うレポート（50%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 

機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館の 3 階・4 階・5 階〕 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。 

・出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

・30 分以上の遅刻は欠席扱いとする。 

・遅刻は 2 回で欠席 1 回とみなす。 

※ 詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 M1・M2」受講の際の注意』を熟読すること。 

 

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却する。 

教
養
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｅ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 片田 喜章 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の簡単な基礎理論を紹介しながら、身の回りにある電気製品を題材として電

気電子工学から通信情報分野までの多岐にわたる応用技術を学習させることを目的とする。 

到達目標 
電気を作る電池の話や電気を力に変えるモータ、半導体や太陽電池の構造、携帯電話やパソコン、インターネットのしくみまで、電気を使った最

新技術がどの様なしくみで暮らしの中で活用されているかを理解できることを到達目標とする。 

授業方法と 

留意点 

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。 

授業はスライドを用いて行う。 

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。 

授業の最後に小テストを行う。 

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。 

科目学習の 

効果（資格） 

計測装置・電気設備など電気工学以外の分野でも電気を使った機器はいたるところで使われている。 

これらの原理や特性を知ることで、その性能をフルに引き出すことができる。 

また，身近な電気製品のしくみを知ることで、より有効活用することができる。 

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には、その基礎勉強にもなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
電気の歴史と電気回路の基

礎 

科学技術教養の意義 

電磁気学の歴史、電気回路の基礎、 

抵抗と電気エネルギーの利用、消費電

力、交流と直流 

電気に関するニュースに注意する。１時間 

2 電池の構造と応用技術 

交流と直流、電池の種類と電圧発生原

理、 

１次電池と２次電池 

テキストを復習する。１時間 

3 モータのしくみと応用 
磁石と力、電磁石、 

直流モータと交流モータ 
テキストを復習する。１時間 

4 半導体のお話 
半導体とは何か、p 形と n 形、 

大規模集積回路、LED 照明とは 
テキストを復習する。１時間 

5 
太陽電池の構造と家庭での

利用 

半導体で光エネルギーを電気に変換す

る。 

売電のしくみ。 

テキストを復習する。１時間 

6 様々な電子回路 

電子回路の歴史、 真空管と半導体・集

積回路、 

代表的なアナログ電子回路 

テキストを復習する。１時間 

7 電波応用技術の変遷 

電波と光、マクスウェル理論とヘルツの

実験 

変調方式、ラジオとテレビ 

テキストを復習する。１時間 

8 
モールス通信から携帯電話

へ 

モールス電信からベルの電話へ、 

電話機と交換機のしくみ、アナログから

ディジタルへ、 

携帯電話とネットワークのしくみ 

テキストを復習する。１時間 

9 アナログからデジタルへ 
アナログとデジタル、２進数とは、論理

回路入門 
テキストを復習する。１時間 

10 
パソコン・スマートフォンの

内部構造 

構成要素と機能、ハードウェアの構成、

ソフトウェアの役割、パソコン・スマー

トフォンの進化 

テキストを復習する。１時間 

11 
マイコンで制御される家電

製品 

電気制御の重要性、温度制御、圧力制御 

電子レンジやＩＨのしくみ 
テキストを復習する。１時間 

12 音響機器のしくみ 

マイクとスピーカ、録音技術の歴史 

ＣＤのしくみ、アナログ録音とデジタル

録音、人工音の合成 

テキストを復習する。１時間 

13 画像表示のしくみ 

画像表示の歴史と原理、各種表示デバイ

スのしくみ、 

立体映像表示の原理と実例 

テキストを復習する。１時間 

14 インターネットのつなぎ方 
インターネットのしくみ、ルータとハブ 

無線ＬＡＮ、ネットワークセキュリティ 
テキストを復習する。１時間 

15 医療分野への貢献 
ガルバノの実験、義手の制御 

電気工学の医療への応用 
テキストを復習する。１時間 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストを配付する   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%、小テスト 50%の総合点で評価する。 

教
養
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学生への 

メッセージ 

身の回りの電気製品は日々進化しています。これらを便利な道具としてブラックボックス的に使うのではなく、そのしくみを知って使うことでさ

らに活用することができます。そういったしくみに興味を持って受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階・５階の電気電子工学教員室 

責任者： 片田（１号館４階） 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

原則として出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

就職活動中の 4 年生はとくに注意すること。 

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。 

教
養
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｅ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 片田 喜章 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の歴史と簡単な基礎理論を説明した後、電気を発生する発電のしくみとその

方法を手始めに、現代社会において応用されている電気電子工学、通信情報工学の最新科学技術について講述する。 

到達目標 
電車のしくみや放送技術、携帯電話やレーザー光線の原理、最新のナノテクノロジーやロボット工学、また宇宙規模の電気の話などもあり、最終

的には電気を使った科学技術がどの様なしくみで我々の暮らしに関わっているかを理解できることを到達目標とする。 

授業方法と 

留意点 

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。 

授業はスライドを用いて行う。 

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。 

授業の最後に小テストを行う。 

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。 

科目学習の 

効果（資格） 

現代社会を支えている電気エネルギーとその応用について総合的に学ぶことにより、電気への理解を深め、これにより原子力発電も含めた電力供

給系と節電に対する正しい考え方を身につけることができる。 

また、携帯電話やスマートフォンでどこでも通信ができる社会のしくみ等も知ることができる。 

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には，その基礎勉強にもなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 電気の歴史 

科学技術教養の意義 

磁石の利用、クーロンの法則、アンペー

ルの法則、ファラデーの電磁誘導、マク

スウェル理論と電磁波の予言 

電気に関するニュースに注意する。１時間 

2 発電の原理と発電所 

電気エネルギーを発生させるしくみ、発

電機、水力、火力 

交流発生か直流か、50Hz と 60Hz 

テキストを復習する。１時間 

3 原子力発電 

核エネルギーの発生、原子力発電のしく

み、事故と防災対策、 

放射線の性質と測定 

テキストを復習する。１時間 

4 再生可能エネルギー 

太陽光発電、風力発電 

地熱発電、海洋エネルギー、宇宙発電、

エネルギー効率 

テキストを復習する。１時間 

5 送電・配電 

電気を安定に送る、交流送電か直流送

電、周波数変換 

送電電圧と家庭電圧への変換、スマート

グリッド 

テキストを復習する。１時間 

6 モータのしくみと電車 

磁石と電流による力の発生、モータのし

くみ 

電車、リニア新幹線、電気ブレーキと電

力回生 

テキストを復習する。１時間 

7 電波と放送 
電波の利用と電波法、ラジオ放送、テレ

ビ放送、衛星放送、放送の進化 
テキストを復習する。１時間 

8 携帯電話のしくみ 

固定電話から携帯電話へ、セルラーシス

テム、携帯電話のつながるしくみ、音声

通信からデータ通信へ、携帯電話の進化 

テキストを復習する。１時間 

9 
私たちの生活をささえる電

気照明 

エジソンによる電灯の発明、蛍光灯のし

くみ、青色ＬＥＤの発明、ＬＥＤ照明 
テキストを復習する。１時間 

10 レーザーの発明 

物質からの光放射、線スペクトルと誘導

放射 

メーザーからレーザーへ、レーザーの特

徴 

テキストを復習する。１時間 

11 光デバイス 
さまざまな光デバイスの原理と応用な

ど 
テキストを復習する。１時間 

12 進化するナノテクノロジー 

半導体の動作原理、半導体集積回路の構

造、 

集積回路技術の歴史と現状、 

スマートフォンからウェアラブル計算

機へ、今後の発展 

テキストを復習する。１時間 

13 
プログラマブル高速計算機

の発達 

チューリング機械、手回し計算機と計算

尺、最初の電算機 ENIAC 

弾道ミサイルの計算、金融計算から天気

予報まで 

テキストを復習する。１時間 

14 ロボット工学 ロボット工学の過去・現在・未来を解説 テキストを復習する。１時間 

15 電気と宇宙 

第４の状態ープラズマ、放電の原理と応

用、雷の発生原理、 

太陽プラズマと黒点の関係、オーロラの

発光メカニズム 

テキストを復習する。１時間 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 テキストを配付する   

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  

教
養
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%、小テスト 50%の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

我々の暮らしに電気は不可欠です。しかも原子力発電の問題が出てきて、エネルギー問題への関心は節電対策も含め高まっていると思います。し

かし、単純に噂などを鵜呑みにするのではなく、電気の発生から伝達までのしくみを詳しく知れば、風評に惑わされることなく、対策を考えるこ

とができます。常に様々な電気関連のニュースに注意を払いながら受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階・５階電気電子工学科教員室 

責任者： 片田（１号館４階） 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。 

原則として出席率 80%以上を成績評価の対象とする。 

就職活動中の 4 年生はとくに注意すること。 

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。 
教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｃ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 伊藤 譲 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

授業の目的は，受講者に私たちの生活を支える土木技術に対する興味を持つとともに技術の基本原理を知ってもらうことである．第 1 回目の授業

では，身の回りの土木技術の例を取り上げ，それらが技術者によってどのように守られているのかを説明する．第 2・3 回目は現在にまでつなが

る国土開発の歴史をそれに従事した人々にも注目して講義する．第 4～7 回は「土木」の由来となる基本的な材料，第 8～11 回は設計方法，第 12

～15 回は計画と環境問題について講義する． 

到達目標 土木技術全般の基礎知識を有し，土木技術と社会や経済活動，生活との関りを理解できる． 

授業方法と 

留意点 

・基本的にパワーポイントを用いた講義形式．授業中はメモを取らせ授業終了時もしくは終了後に提出する． 

・歴史と人物と基本原理をセットとして取り扱う．第 4 回以降は材料や設計の基本原理を扱う．基本的に古くからの基礎的な技術と現在の技術を

セットで取り扱う． 

・講義だけではイメージを伝えることが困難な場合には，サンプルや簡単な実験を併用する． 

科目学習の 

効果（資格） 

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設に関する基礎的な知識が得られ，安全安心な社会システム構築

への興味関心が深まる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
私たちの日常生活と土木技

術 

私たちの身の回りの土木技術：・鉄道・

道路網，上下水道，エネルギー施設，防

災施設，憩い．・私たちの生活にどう関

わっているのか？・技術を支える人たち

（建設会社，設計コンサルタント，公務

員，メーカー・・・） 

配布資料講義部分の予習と復習 

2 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か① 

国土建設の歴史 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

3 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か② 

国土建設を行った人々 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

4 

都市をつくる材料の話① 

-土木技術は土から始まった

- 

最も古い材料，土と人類，土と木 

締固めて使う，事例 1（古くからの技術），

事例 2（近代以降の技術） 

配布資料講義部分の予習と復習 

5 

都市をつくる材料の話② 

-セメントコンクリートの発

明- 

セメントの発見・発明 

耐久性，品質管理 
配布資料講義部分の予習と復習 

6 
都市をつくる材料の話③ 

-鋼は文明を支える- 

産業革命による鉄利用の拡大 

鋼構造 
配布資料講義部分の予習と復習 

7 
都市をつくる材料の話④ 

-循環型社会と土木材料- 

新材料，リサイクル材料 

産業廃棄物の利用 
配布資料講義部分の予習と復習 

8 国土を測る技術 
広い国土をどうやって測るのか． 

歩測から GPS まで，原理，応用 
配布資料講義部分の予習と復習 

9 
都市の造り方① 

-橋を設計する- 

橋はなぜ必要か？橋はどうやって重力

に抵抗しているのか． 

構造力学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

10 
都市の造り方② 

-川を設計する- 

治水は国を治める．水と波の力を計算す

る．川，ダムと港の設計へ． 

水理学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

11 

都市の造り方③ 

-地盤とトンネルを設計する

- 

都市を支える地盤の役割，地下空間． 

地盤力学の基礎 
配布資料講義部分の予習と復習 

12 
安全で安心な都市へ① 

-未来の都市を計画する- 

都市地域計画 

（計画学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

13 
安全で安心な都市へ② 

-命の水を守る- 

衛生工学 

（上下水道学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

14 
安全で安心な都市へ③ 

-持続可能な都市を- 

地球規模環境問題，循環型社会 

（環境工学） 
配布資料講義部分の予習と復習 

15 
安全で安心な都市へ④ 

-都市の生命線- 
ライフラインと防災 配布資料講義部分の予習と復習 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 配布資料：科学技術教養 C1 都市環境工学科全教員  

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 特になし   

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%，レポート 50%の総合点で評価する．※レポートは，授業のまとめとして毎回提出すること．期末試験は行わない． 

学生への 

メッセージ 

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設に関する基礎知識を身につけていただければ幸いです． 

担当者の 

研究室等 
講義担当者居室 1 号館 3 階および４階 

備考 事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含めは，毎回 1 時間程度としてください． 

教
養
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目
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｃ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 伊藤 譲 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

概要：いくつかのプロジェクトを例に，建設事業の流れに沿って，社会的な位置づけ，市民生活との関わりを解説する．第 1 回目の授業では，事

業主体別にプロジェクトの流れを説明する．第 2～3 回目は，高速道路建設を例に地形の調査・土質の調査，環境の調査を解説する．第 4～7 回は

高速道路を構成する橋，トンネル，道路の設計と施工の考え方を解説する．第 8～15 回は，安全で潤いのある社会を築く観点からダム・堰，堤防，

浸水対策，ライフライン，公園・まちづくり，地震防災など身近なテーマを概説する． 

到達目標 土木構造物の計画から施工管理までの流れの概要を理解し土木構造物と社会や経済活動，生活との関りを理解できる． 

授業方法と 

留意点 

授業はパワーポイントを用いた講義形式とする．私たちの生活を支える社会基盤がどのようにして計画され，設計・施工されているかを事業の流

れに沿って解説する．代表的な構造物や身近なテーマを取り上げ，安全で安心な社会を築くため，何が重要かを理解できるように講義を進める． 

科目学習の 

効果（資格） 

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているかなどの知識が得ら

れ，安全安心な社会システム構築への興味関心が深まる 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
社会基盤をつくる建設事業

の流れ 

国家プロジェクト，地域プロジェクト，

民間主導プロジェクトなど事業主体別

の建設の流れ，計画（意思決定）～調査

～設計～施工の概要 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

2 
高速道路建設の計画・調査・

設計 

国土開発や都市計画・地域計画との関

連，一般道路や鉄道との関連，需要予測，

予算，資本回収の考え方 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

3 
建設に必要な調査①（地形の

調査・土質の調査） 

測量計測技術（地形測量・平板測量・水

準測量・写真測量・GPS 測量），地盤の

調査 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

4 
建設に必要な調査②（環境の

調査） 

生態系・環境への影響，負荷の軽減策、

排ガス規制と大気汚染など環境アセス

メント 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

5 橋の設計と施工 
コンクリート橋と鋼橋，橋の形式と適用

支間長，景観設計，施工法 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

6 トンネル，半地下開削工法 

山岳トンネル・都市地下トンネルの設計

と施工，地山の強度と工法，半地下開削

工法 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

7 道路の設計と施工 
盛土形式と高架形式，道路の構造，道路

舗装 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

8 ダム・堰の計画と施工 

洪水への備え（治水、防災），発電・灌

漑・上水などの多目的ダム，ダムの構造

と種類 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

9 堰・堤防の計画と設計・施工 
洪水・土砂災害への備え（治山・治水、

防災），計画雨量，遊水池，親水施設 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

10 都市型洪水への備え 

透水性舗装，都市大型地下貯槽，屋上緑

化，排水と下水道設計，地下道・地下鉄

の浸水対策 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

11 
市民の日常生活を支えるラ

イフライン 

上下水道，水質管理，水質浄化，下水処

理，電気，通信設備 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

12 
市民の生活に潤いを与える

公園・まちづくり 

まちづくりとは，実現するものは，人と

のかかわり，技術とのかかわり 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

13 市民の生活環境を守る 

地球環境と生態系，人口増加と都市化・

食糧生産，・自然エネルギーの問題点，

火力発電所と大気汚染・温暖化，原子力

発電と放射能問題，温排水問題 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

14 震災から市民を守る 

地震の種類と特性，地震に備える構造と

は？制震構造と免震構造，ライフライン

の耐震，避難体制，緊急地震速報 

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

15 
津波や台風・高潮から市民を

守る 

港湾施設・防波堤，津波，避難施設，避

難誘導 
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う． 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 配布資料：科学技術教養 C2 都市環境工学科全教員  

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 特になし   

2    

 

評価方法 

（基準） 

受講メモ 50%，レポート・小論文 50%の総合点で評価する．※レポート・小論文は，授業のまとめとして毎回あるいは 2～3 回に一回程度実施する

予定．期末試験は行わない． 

学生への 

メッセージ 

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているか知り理解を深めていただければ幸いです． 

担当者の 

研究室等 
講義担当者居室 1 号館 3 階および４階 

備考 
出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする． 

事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含め，毎回 1 時間程度としてください． 

教
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｔ１） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 東 武大 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いられ

ていた。「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが出来

た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。数や形状を正確に記述するため

のさまざまな手法を概観し，それが最新技術にどのように用いられているかを知る。 

到達目標 
科学の歴史的な流れを，基礎的事項を踏まえながら説明できる。 

科学という学問の背景にある考え方について，各自が意見を持つことができる。 

授業方法と 

留意点 
初回に配布するテキスト及び毎回の配布プリントを用いる。各回の最後には講義メモを提出すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学・物理の発展に関する幅広い知識を得て知見を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 人類にとっての数(1) 

太古の昔、物を数えるための道具として

「自然数」は生まれた。やがて「自然数」

から「分数」へと数の世界は広がってい

ったが、どのような経緯を経たのか？人

類の歴史と共に探る。 

教科書 1 章の予習復習(1 時間) 

2 人類にとっての数(2) 

「小数」、「無理数」、「ゼロの数」、「負の

数」と数の世界は更に広がっていった。

これらの歴史を当時の文化や考え方を

交えながら紹介する。 

教科書 1 章の予習復習(1 時間) 

3 人類にとっての数(3) 

更に「実数」から「虚数」、「複素数」へ

と広がった数の世界。ガウス平面、オイ

ラーの公式など「複素数」に関する先人

たちの功績。また「複素数」の登場によ

って発展した科学について紹介する。 

教科書 1 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

4 三角形から始める幾何学 

ピタゴラスの定理や三角形の合同と相

似、三角比について振り返ることから始

め、それらを用いて、私達の身の回りの

ものを測ってみる。 

教科書 2 章の予習復習(1 時間) 

5 平行線の公理 

高校までの幾何では扱われていない平

行線の公理について、その内容と意義を

紹介し、平面とは異なる世界はどのよう

なものか、想像してみる。 

教科書 2 章の予習復習(1 時間) 

6 身近にある曲面 

平行線の公理を検討することにより現

れてきた、平面とは異なる曲面は結構身

近にある。そのような曲面を通して、曲

がっている世界を体験してもらう。 

教科書 2 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

7 
波の数理 

(音と光の基礎) 

身近な「波」を表現するために、「振幅」、

「波長」、「位相」という新たな概念を導

入し、波の現象について紹介する。さら

に、波の性質をもつ音波と光についても

概観する。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

8 波としての光 

光は粒子の性質と波の性質をあわせ持

つ。しかし、この認識は科学者達の長年

の研究と論争を経て得られたものであ

る。本講では光が波であることの根拠を

示す。そして写真やホログラフィーなど

の、波の性質を利用した光の記録方法に

ついて述べる。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

9 電磁波 

光は波である．弦を伝わる波は，弦の振

れが大きいところと小さいところが繰

り返し現れて波になっている．光が波な

らば，いったい何の振動なのだろうか．

マックスウェルは理論的に電磁波とい

う波の存在を予言し、さらに光が電磁波

の一種であることをつきとめた。本講で

は電磁波、そして光の正体について述べ

る。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

10 レーザー光 

光を発するもの（光源）には様々なのが

ある。太陽は最も明るい光源である。人

口の光源としては、電球、蛍光灯がある。

近年では省エネルギーな発光ダイオー

ド（LED）が急速に普及している。本講

では人が創りだした「最も高機能な光」

を発生するレーザーについて、発振の原

理及び応用について述べる。 

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

11 X 線の発見から利用 

X 線の発見から発生の原理、さらに X 線

の利用について概観する。医療機器とし

てよく知られているレントゲンや X 線

CT がなぜ体内を見透かすことができる

のかなどについても説明する。また、X

線の欠点と安全性についても簡単に紹

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 
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介する。 

12 放射光と未来の光 

科学技術の発展によりシンクロトロン

放射光という次世代の光を生み出した。

放射光の発生原理と科学等への利用を

紹介する。さらに、近年の利用されてき

ている次世代の放射光である自由電子

レーザーの特性についても簡単に紹介

する。 

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

13 コペルニクス以前の天動説 

惑星の運動の法則を考えるうえで、コペ

ルニクス以前の天動説に ついて概観す

る。 

教科書 5 章の予習復習(1 時間) 

14 コペルニクスの地動説 

天動説から地動説へ、惑星運行の法則、

実験で物理法則を実証す る近代自然科

学の萌芽を考える。 

教科書 5 章の予習復習(1 時間) 

15 ガリレオの天文学 

望遠鏡を発明した技術が自然観察であ

る天体観測を精密化し宇宙 を理解した

い知的好奇心が科学革命を導く過程を

考える。 

教科書 5 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

 

関連科目 数学・物理の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養 T1 基礎理工学機構  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義メモ 50%、レポート 50%の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

科学は現代社会で不可欠な学問の一つです。周囲を見渡せば、皆さんの生活が科学抜きには成立しないことがわかるでしょう。科学は近代になっ

て急速に発展しましたが、古くから人々が自然現象や数に興味を持って考察を進めたことが基礎になっています。本講義で科学の歴史や重大な発

見・発明の概要を学び、科学という学問をどう考えるか、さらに、これから科学や人間の活動はどう進んでいくべきか、各自で意見を持てるよう

になりましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1 号館 2 階，3 号館 3 階，8 号館 2 階〕 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、毎回 1 時間以上かけること。講義メモは毎

回採点して返却する。 

教
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科目名 科学技術教養Ⅰ～Ⅳ（Ｔ２） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 島田 伸一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いら

れていた。 「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが

出来た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。 

到達目標 
時間や位置とともに変化する量をどのように表すのか，そして，その変化の割合がいったい何を意味し，現代科学につながっていくのかを, 歴史

的背景も込めて, 知る。 

授業方法と 

留意点 
座学・説明中心の講義となるので, 遅刻・私語は厳禁である。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
微積分学が成立するまでの

話 

ニュートンとライプニッツという２つ

異なる個性が微積分学の成立にどう影

響したか, その歴史を概観する。 

課題・レポート 

2 
文字式から単位のない実数

の世界へ 

微積分の厳密化の過程で, 記号法・単位

の問題から実数概念をどう獲得してい

ったか振り返る。 

課題・レポート 

3 
ヒルベルトのテーゼ：無矛盾

ならば存在する 

微積分学が挑んだ無限を無矛盾・選択公

理をキーワードにして述べる。 
課題・レポート 

4 
現代科学は力（ちから）F か

ら始まった 

ニュートンの運動の法則 F=ma は，なん

だか良くわからない力 F を使って，なん

だか良くわからない質量 m を定めた。ど

ちらもわかっていないのに，大丈夫なの

だろうか。 

課題・レポート 

5 
万有引力の法則の美しいス

ケール不変性は偶然か 

ニュートンが発見した「万有引力の法

則」は，巨大なサイズをもった惑星の運

動から導き出されたにもかかわらず，人

工衛星や，飛行機，果ては雨粒にまで適

用できることが分かった。これは，自然

科学において貴重な「スケール不変性」

をもつといい，人類の科学の発展にとっ

て，計り知れないほど幸運であった。 

課題・レポート 

6 
破壊力，衝撃力はどちらも同

じ意味か 

物体がもつ「運動の勢い」を考えると，

２つの新しい概念が生まれた。一つを運

動量といい，他方をエネルギーという。

どちらの量が「運動の勢い」を正しく表

している尺度なのか人々は５０年間議

論した。その結論はどうだったのか。 

課題・レポート 

7 蒸気機関と熱力学の誕生(1) 
18 世紀イギリス産業革命と熱機関。蒸

気機関の改良・熱効率・熱素説。 
課題・レポート 

8 蒸気機関と熱力学の誕生(2) 

カルノー登場。カルノーサイクルとそれ

を用いる思考実験。カルノーの定理の発

見。 

課題・レポート 

9 蒸気機関と熱力学の誕生(3) 

カルノーからケルビン, そしてクラウ

ジウスに至る道。エネルギー保存則(熱

力学第一法則)v.s.不可逆性。熱力学第

二法則とその表現。熱力学的エントロピ

ー。 

課題・レポート 

10 角の 3 等分について(1) 

歴史的背景, 方程式と結びつける, ユ

ークリッド作図, 作図できる数・できな

い数 

課題・レポート 

11 角の 3 等分について(2) 60 度は 3 等分できない, 体の考え方 課題・レポート 

12 角の 3 等分について(3) 体の拡大と作図できる数, 定理の証明 課題・レポート 

13 
ニュートンからアインシュ

タインへ 

慣性系、ガリレイ変換、マイケルソン・

モーレーの実験等々アインシュタイン

登場前に何が謎だったのかを説明する。 

課題・レポート 

14 
特殊相対論--- 

原理はたったの 2 つだけ 

２つの基本的な原理を出発点にして、従

来の時間や空間に対する考え方がどの

ように変更されたのか、高校レベルの数

学を使って解説する。 

課題・レポート 

15 
一般相対論 

---重力の謎 

ニュートンの万有引力の法則はアイン

シュタインの相対論ではどのように記

述されるのか？ 

課題・レポート 

 

関連科目 数学・物理の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養 T2   

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義メモ 50%, レポート 50%で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、テキストの該当部分を、毎回 1 時間以上か

けること。 講義メモの講評・補足は次回の講義で行う。 

教
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科目名 株式投資と企業家育成 科目名（英文） Investment & Entrepreneurship 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

『「投資」とは何か』、個人投資に必要な基本的な金融・経済知識と投資手法にについて学び、シミュレーションによる資産運用演習を体験します。

更に、投資対象として注目度が高い新興企業（ベンチャー企業）について、新規事業の着想から，ビジネスモデルの構築，そして実際の起業に至

るまでの諸課題や起業の実際，事業の維持・継続と発展に不可欠な諸要素について学びます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①ベンチャー投資財団（企業投資業務担当） 

②監査法人（株式上場コンサルティング担当） 

到達目標 

将来、就職してからの確定拠出型年金制度への対応として、各種投資金融商品の特徴と運用リスク、リターンに対する税務処理を習得し、個人投

資家の育成を目指します。 

また、将来の選択肢として自身のアイデアをビジネスに転換するための知恵を習得する起業家育成を目指します。 

授業方法と 

留意点 

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。 

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。 

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。 

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

自身の将来に向けた資産形成に必要な基本的ノウハウの習得 

学生時代に自身のアイデアをビジネスに活かす挑戦意欲の醸成と将来の就くべき職業の選択肢を増やす（視野を拡げる） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

講座ガイダンス 

個人投資とは？ 

起業家とは？ 

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

投資を学ぶ理由（確定拠出型年金制度へ

の対応、老後の資金需要への対応） 

起業家教育を受ける理由 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

2 
経済、財政の基本知識と投資

との関係 

投資のために必要とされる消費生活に

おける経済動向 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

3 
家計と国の財政動向による

投資環境への影響 

雇用と所得、財政の役割 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

4 
海外の動向による影響と経

済指標との関係 

景気動向指数、為替動向による投資環境

への影響と対応 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

5 株式市場の役割と株式価値 

株式市場、発行市場、流通市場による株

式の役割と価値 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

6 
銘柄選択の考え方と投資シ

ミュレーションの説明 

投資情報に基づく株価評価の考え方と

投資シミュレーション 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

7 
債券市場の役割と投資の考

え方 

債券の基礎情報と債券投資の仕組み。金

利の決定方法。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

8 株式市況先読みの捉え方 

株式投資の基本的分析手法と投資テク

ニック 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

9 
チャート分析と銘柄選定の

考え方 

株価下降局面、景気低迷期における投資

リスクヘッジの考え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

10 投資信託の仕組み 

グローバル投信を含む投資信託商品選

定の考え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

11 
外貨預金・ＦＸ・金投資の仕

組みと投資の考え方 

外貨預金・ＦＸ・金投資の魅力とリスク

判定 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ
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設問による授業内容の再確認 ョン開始（各自）（1 時間） 

12 企業組織と上場市場 

ベンチャー企業組織組成の考え方と株

式公開の意義。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

13 
事業構想におけるドメイン

設定の考え方 

起業準備としての事業構想の立て方と

事例によるディスカッション 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

14 経営機能構造の設計と税務 

ビジネスモデル設計の考え方と会社設

立および税務手続き。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

15 
投資シミュレーション結果

検証 

各自投資シミュレーションの結果報告

と銘柄変動の要因についてのディスカ

ッション。 

＜事後＞投資シミュレーション結果と分析の再確

認（30 分） 

 

関連科目 ベンチャービジネス論、経営管理論、ビジネスプランニング（演習） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合：50％） 

 授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価しま 

 す。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案した場 

 合は加点評価とします。 

 なお、当該質問や要望については、次回授業時に解説文を付けて一覧表にして学習者全員に資料配付します。 

②最終課題レポート（評価割合：50％） 

 投資手法および銘柄選定（経済指標分析）に関する知識度を判定するため、総括的評価としてのレポート課題と 

 します。 

学生への 

メッセージ 

■「投資」はギャンブルではありません。将来の資産形成のための金融手段です。 

■「儲かる／儲からない」を競うものでもありません。 

■法令を遵守した投資スタンスが必要です。 

■投資は、あくまでも自己責任で行うものです。 

この点を理解できる学生は参加してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 実際の株式銘柄の動きを反映した「投資シミュレーション」を行う予定です。 

教
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科目名 環境と現代社会 科目名（英文） Environment and Modern Sociaty 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 井上 尚之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2419a2 

 

授業概要・ 

目的 

日本における環境経営を歴史的に辿ると、「環境経営」⇒「ＣＳＲ経営」⇒「サステナビリティ経営」という系譜である。本講義では、この歴史

的流れを追うと共に、サステナビリティ経営とは何かを探る。 

到達目標  サステナビリティ経営に関して自分なりの意見が言え、プレゼンテーションするレベルを目指す。 

授業方法と 

留意点 
授業中に教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカッションを行う双方向の授業を目指す。 

科目学習の 

効果（資格） 
サステナビリティ経営を学ぶことによって、経営の基礎及び企業の CSR 部門における必須知識の獲得を目指す。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 1 回 日米の環境政策の

歴史 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

2 

第 2 回 日本における環境

経 営 の 本 格 開 始 ―

ISO14001:1996 発行 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

3 第 3 回 トヨタの環境経営 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

4 
第 4 回 ３Ｒからゼロエミ

ッションへ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

5 
第 5 回 環境経営とサステ

ィナビリティ経営の相違 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

6 

第 6 回 社会的な影響に配

慮するとはどういうことか

―トリプルボトムラインの

登場 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

7 
第 7 回 2003 年は日本のＣ

ＳＲ元年 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

8 

第 8 回 ISO26000 とサステ

ナビリティ経営―ＣＳＲの

国際規格 ISO26000 の発行 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

9 

第 9 回 ISO26000 の社会的

責任を果たすための 7 つの

原則 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

10 
第 10 回 社会的責任の 7 つ

の中核主題 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

11 

第 11 回 組織にとっての

ISO26000 を順守するメリッ

トは何か？ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

12 第 12回 ISO26000の具体例 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

13 

第 13 回  中 小 企 業 に

ISO26000 を広め、定着させ

る企業市民制度 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

14 第 14 回 ＧＲＩとは何か？ 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

15 
第 15 回 国連主導のＣＳＲ 

―ＳＤＧｓ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する（９０分）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 サステナビリティ経営 井上尚之 大阪公立大学共同出版会 

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
積極的授業参加・発表・レポートが４５％、定期試験が５５％ 

学生への 

メッセージ 
サステナビリティ経営・環境経営は今や企業の常識となっています。この講義で環境経営の概要を知ることが重要です。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 レポートは採点して返却。 
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科目名 北河内を知る 科目名（英文） Introduction to Kita-kawachi Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 
荻田 喜代一.尾山 廣.喜多 大三.久保 貞也.鶴坂 貴

恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1436a2,L 科：LLO1417a2,D 科・S 科：ILO1423a2,P 科：YLO1418a2,J 科：JLO1434a2,W 科：WLO1419a2,N

科：NLO1415a2 

 

授業概要・ 

目的 

 摂南大学と大学が立地する「北河内」に焦点をあて、この地域の歴史・文化・産業・ライフライン、地方自治体の現状と課題、「北河内」に関

係する各分野で活躍している団体や機関の人びとの活動状況などをテーマに、外部講師の講演とグループディスカッションを中心に、この地域に

住む人々の暮らしや特徴、現在の問題と今後の課題を知ることにより、摂南大生として、この地域とどのようにかかわるかを考える。 

 この授業は、「地域をつくる」「地域を考える」「地域をまなぶ」の３つのテーマからなり、地域貢献活動の動機づけを目的とする。授業担当者

として、北河内７市および和歌山県すさみ町の「行政実務者」が担当する。 

到達目標 

北河内地域の歴史、文化、産業、街づくりを知り、地域に対する愛着を醸成し、社会の一員として地域とのかかわりの大切さを認識する。この認

識を踏まえて、地域おける摂南大学の役割を考え、積極的に地域にかかわる態度を示すとともに、活気ある地域の創生に向けたアイデアを立案し、

行動できる。 

授業方法と 

留意点 

北河内地域の各分野で活躍されている方々を学外講師とするオムニバス講義である。授業は、土曜日に集中的に実施し、毎回の授業で「自己学習・

グループ学習」「講演の聴講」「グループワーク・成果物のプレゼンテーション」を行う。 

情報収集ツールとしてスマートフォン、タブレット、ノートパソコン等を持参すること 

科目学習の 

効果（資格） 

ソーシャルイノベーション副専攻の必須科目である。「北河内を知る」を通じて、地域の課題を発見して解決する能力を身につけることに努力す

る。さらに、外部講師の方々と交流を深め、地域貢献活動に参画し、自ら考え行動することで、生涯にわたり学習する基盤が培われる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション・グルー

プワークのアイスブレイク 

９月２8 日（土）２限 

授業の進め方、成績評価方法 

グループワークの進め方等を学ぶ 

事前課題：北河内について調べる（３０分） 

事後課題：グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

2 
北河内地域に関する講演 

１０月５日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

3 
北河内地域に関する講演 

１０月５日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

4 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１０月５日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

5 
北河内地域に関する講演 

１０月１９日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）の

情報を収集して地域課題を発見する 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

6 
北河内地域に関する講演 

１０月１９日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

7 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１０月１９日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

8 
北河内地域に関する講演 

１１月２日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

9 
北河内地域に関する講演 

１１月２日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

10 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１１月２日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

11 
北河内地域に関する講演 

１１月１６日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

12 
北河内地域に関する講演 

１１月１６日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

13 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１１月１６日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

14 
最終発表会 

１２月７日（土）１限 

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間） 

15 
最終発表会 

１２月７日（土）２限 

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間） 
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関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

個人レポートの評価（４０％）、グループごとの講演聴講および討議の態度のルーブリック評価（３０％）、グループワークの成果物（３０％）。

欠席・遅刻の場合には当該項目の評価は「０」とする。 

学生への 

メッセージ 
地域創生の第一歩を踏み出してみませんか？ 

担当者の 

研究室等 

荻田喜代一（薬学部・副学長室）、鶴坂貴恵（経営学部・経営情報学科）、尾山廣（理工学部・生命科学科）、久保貞也（経営学部・経営情報学科）、

喜多大三 

備考 
学外講師のご都合により、授業計画の内容や実施日、順序等を変更すること、学外の方が聴講すること、授業の様子をカメラ・ビデオで撮影する

ことがあります。ご了解下さい。 

教
養
科
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科目名 近代文学から学ぶ 科目名（英文） Modern Literature 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 正俊 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

日本の近代文学の短編を読む。なお、明治から敗戦までの作品を近代文学と位置づける。 

文学作品を読むことは、それだけで我々の心を豊かにしてくれる。作品を読むことで、近代の日本人が何を考え、発見し、何に悩んでいたのか、

ともに考えたい。 

文学作品への抵抗をなくし、作品を読んで考える習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 
作品を鑑賞し、その文学的特徴を説明できる。  

近代文学の流れについて概説できる。 

授業方法と 

留意点 

毎回、1 編の短編作品を取り上げて、講義する。 

受講生は事前に作品を読んで授業に臨む。講義を受けたのち、作品に対するコメント、考察を書く。 

科目学習の 

効果（資格） 
文学に対する関心と知識が深まる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 近代文学史概説 
近代文学の始まりと、言文一致運動につ

いて 
事後：日本の近代史について調べる（2 時間） 

2 
明治の文学１ 

夏目漱石の短編を読む 
夢と心理の表現について考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：夏目漱石の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

3 
明治の文学２ 

谷崎潤一郎の短編を読む 
近代が失った美意識について考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：谷崎潤一郎の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

4 
明治の文学３ 

森鴎外の短編を読む 
歴史小説のはじまり 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：森鴎外の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

5 
大正の文学１ 

佐藤春夫の短編を読む 
メルヘンと近代 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：佐藤春夫の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

6 
大正の文学２ 

志賀直哉の短編を読む 
ヒューマニズムについて考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：志賀直哉の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

7 
大正の文学３ 

菊地寛の短編を読む 
大衆文学の流行 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：菊池寛の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

8 
大正の文学４ 

小川未明の短編を読む 
児童文学の登場 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：小川未明の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

9 
大正の文学５ 

芥川龍之介の短編を読む 
人間心理と短編 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：芥川龍之介の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

10 
昭和前期の文学 

横光利一の短編を読む 
新しい表現技法 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：横光利一の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

11 
戦時下の文学１ 

中島敦の短編を読む 
漢文世界の表現 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：中島敦の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

12 
戦時下の文学２ 

太宰治の短編を読む 
芸術の不在 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：太宰治の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

13 
戦争の文学 

原民喜の短編を読む 
原爆小説が伝えるもの 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：戦争小説を読む 

（2 時間） 

14 
現代文学へ 

安部公房の短編を読む 
新しい時代と不安・孤独 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：戦後の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

15 

近代の詩を読む 

高村光太郎・萩原朔太郎・三

好達治らの詩を読む 

日本の近代史の流れをたどる 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：近代詩を読む 

（2 時間） 

 

関連科目 歴史や言葉に関する授業 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業時のコメント・考察（100％） 

場合によっては、課題を出す。 

学生への 

メッセージ 

活字嫌いでも、少しがんばれば読み切れる短編を選びます。 

この機会に、小説好きになりましょう。 

専門の授業で疲れた脳を、文学で休ませてください。 

担当者の 

研究室等 
橋本研究室（7 号館 4 階） 

備考 
授業時のコメントに対しては、次回にフィードバックを行う。 

事前事後学習時間は、上記が最低時間。計 60 時間を目安とする。 

教
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科目名 くらしと経済 科目名（英文） Life and Economy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

日本を含め世界経済はダイナミックな変化の過程にある。例えば、先進国の経済成長率が鈍化する一方、新興国は世界経済の動力源として機能し

つつある。ここで重要なのは、これらは私たちのくらしと決して無縁ではなく、むしろ私たちはこれら経済問題を積極的に理解し、自らの力で対

処しなければならない、ということである。本講義では、経済に関する考え方や事例を私たちの身近なものから取り上げ説明し、できるだけ学生

と対話しながら進めたい。 

到達目標 経済問題を考えるための初歩的なスキルの修得 

授業方法と 

留意点 

教科書中心の講義形式で進める言うまでもなく教科書は必携である。私語への対処は、他の講義よりも厳しいと心得ておいて欲しい。また高校と

異なり、大学の講義では板書よりも口頭説明が多く、自分なりのノートの取り方を工夫しておくこと。 

科目学習の 

効果（資格） 

日々のくらしの中で遭遇する経営・経済問題を深く理解し、対処するスキルを身につけることができる。また多くの社会科学系専門科目をより深

く理解するための基礎となり、資格取得・公務員試験などにも役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

経済現象と日々のくらしとの結びつき

について概説し、「くらしと経済」で何

を考え学ぶのかを解説する。新聞の読み

方についても解説する。 

事後復習すること 

2 分業の利益 
分業、比較優位、機会費用について解説

する。 

事前、教科書第１章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

3 需要と供給 需要曲線、供給曲線について解説する。 

事前、教科書第２章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

4 価格メカニズム 
市場取引や価格決定のメカニズムにつ

いて解説する。 

事前、教科書第３章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

5 市場の効率性 
望ましい経済の基準として効率性につ

いて解説する。 

事前、教科書第４章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

6 市場の失敗 
市場は万能ではない。市場の失敗につい

て解説する。 

事前、教科書第５章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

7 市場の限界 

市場の失敗の原因の一つである情報の

非対称性や市場の限界について解説す

る。 

事前、教科書第６章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

8 中間試験 前回までの内容について試験を行う。 
これまでの授業の復習とテストの準備 

（６０分） 

9 労働市場 
学生にとって最も身に染みて感じるで

あろう労働市場について解説する。 

事前、教科書第７章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

10 ＧＤＰについて 
国の豊かさを測るＧＤＰにについて解

説する。 

事前、教科書第８，９章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

11 消費需要と投資需要 
ＧＤＰ構成要素の消費と投資について

解説する。 

事前、教科書第１０章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

12 貨幣と金融 
経済取引に欠かせない貨幣と経済取引

の大半を占める金融について解説する。 

事前、教科書第１１章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

13 政府の役割 

市場は万能ではなく、政府の存在意義の

一つもそこにある。政府の経済的な役割

について解説する。 

事前、教科書第１２章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

14 外国貿易と為替レート 

資源小国かつ技術立国日本は海外諸国

との貿易で生計を立てている。日本の貿

易の状況や為替レートの決定について

解説する。 

事前、教科書第１３章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

15 経済成長と国民生活 

経済の成長は豊かさの維持と密接に関

わる。経済成長率の表し方やその分析方

法について解説する。 

事前、教科書第１４章をよんでおくこと 

事後、練習問題の解答と復習 

（各６０分） 

 

関連科目 ミクロ経済学、マクロ経済学など 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

中間試験(50%)＋期末試験(50%)+発言点をもとに評価する。中間・期末双方の試験を受験しなければ評価の対象とならない。私語は減点の対象と

なる。 

学生への 

メッセージ 

単位取得のためではなく、自身の能力向上のために受講するんだ、という姿勢であって欲しい。疑問点は積極的に質問して、一歩ずつ着実に前進

願いたい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館６階(杉本准教授室) 

備考  

教
養
科
目
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科目名 現代韓国事情 科目名（英文） Contemporary Korean Society 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 田中 悟 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

日本社会に生きる者にとって、似通っているようで異なる、また異なっているようで似通っている、そんな存在である韓国。そのような隣国に関

して、大きな歴史的流れを検討し、近現代の韓国社会における変化を長期的な視点から理解することを目指す。 

到達目標 

この講義を通じて、韓国社会についての理解を深めていく。具体的には、次の各項目を目標とする。 

・韓国近現代史を概観できるようになる。 

・「解放」前後における朝鮮半島の政治状況について理解する。 

・「民主化」前後における韓国の政治状況について理解する。 

授業方法と 

留意点 
韓国近現代史の基礎を踏まえた上で、関連する映画作品を鑑賞し、それらの解説なども交えながら講義を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
韓国近現代史および現代韓国社会に関する基礎的な理解 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の目指すところ、テキストの内容に

ついて概説する。 

テキストについて指示するので、次回講義までに入

手しておくこと 

2 近現代韓国の基礎知識（１） 
韓国近現代史概説： 1945 年以前と以

後 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

3 近現代韓国の基礎知識（２） 
韓国近現代史概説： 軍事政権の時代と

民主化後の時代 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

4 
映画作品に見る「韓国現代

史」（前編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

5 
映画作品に見る「韓国現代

史」（後編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

6 
近現代韓国社会への理解

（１） 
解放・建国に始まる韓国現代史概説 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

7 
近現代韓国社会への理解

（２） 
解放・建国に始まる韓国現代史概説 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

8 
映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（前編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

9 
映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（後編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

10 
近現代韓国社会への理解

（３） 
民主化と、民主化以後の現代韓国 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

11 
近現代韓国社会への理解

（４） 
民主化と、民主化以後の現代韓国 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

12 

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（前

編） 

関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

13 

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（後

編） 

関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

14 現代韓国に向き合う（１） 韓国現代史と現代韓国社会 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

15 現代韓国に向き合う（２） 韓国現代史と現代韓国社会 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

 

教
養
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関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 韓国現代史 木村幹 中公新書 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

提出レポートに基づく評価を行なう。（100％） 

詳細については授業内で指示する。 

学生への 

メッセージ 
韓国語の能力は不要です。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4 階 田中研究室 

備考 授業のスケジュール・進行形式については、出席者の状況によって調整する可能性もある。 

教
養
科
目
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科目名 現代ビジネス論 科目名（英文） Modern Business 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 牧 美喜男 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では組織行動論の中心テーマであるリーダーシップや日本企業の直面するマネジメントの国際化時代における人的資源管理を学習する。本

講義の特色は将来のビジネスリーダーを目指す皆さんが考える基盤や目標の提供を目指す。 

両分野の基礎知識の学習に加えて、豊富な事例を紹介する。企業の倒産や再建事例におけるリーダーの行動、皆さんが属する若者の行動や意識の

特徴、日本的経営の特色や日本が生み出したビジネスリーダー実例を学習する。私たち日本人の心の奥底に存する企業観・倫理観や労働観につい

て再検討し、グローバル化・価値観の多様化が進展する中、将来のわが国ビジネスの在り方について、皆さんと一緒に考える。 

到達目標 

本講義では、以下の 3 つの目標を設定する。 

①組織を管理するマネージャーに求められる資質やスキルを理解する。 

②日本的経営の特色および、マネジメントの国際化時代におけるその進化の方向性を理解する。 

③組織で働くとは何かを考え、自分が目指すリーダーとは何かを理解する。 

授業方法と 

留意点 

可能な限り双方向（interactive）の講義を目指す。単に教科書を読んで内容を理解するというだけでなく、レクチャーを通じて身につけた基礎

的な知識に基づきながら、現実世界の経営上の諸問題についての対応策を皆さんが考え、答えを追求する。わからない点や難しい点については補

足的に説明しながら、必要に応じて応用的なディスカッションを実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 

資格等の取得はありませんが、本講義終了時には以下が身に付きます。今後のビジネス社会の方向性を理解し、ビジネスリーダーとは何か、自身

はどのようなビジネスリーダーを目指すかを考える基盤を取得出来ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
現在のビジネス環境 

及びリーダーの重要性 

オペレーションの国際化とマネジメン

トの国際化の違いを説明しリーダーの

役割を述べる。ビジネスマンの職場職場

の現実の雰囲気を知る。 

働くとは何かをを考える。 

日本企業の戦後の海外展開の歴史や現状を調べて

みよう。 

2 マネジャーとマネジメント 人材を管理するとは何かを学ぶ。 
マネジャーはどんな仕事をしているのか、またなぜ

マネジメントを学ぶ必要があるか考えてみる。 

3 個人行動の原点 

人はどのようなときに最もよく働くの

かを考える。 

個人行動の起点を知る。 

組織行動論の目的は何かを考えてみる。 

4 リーダーシップと信頼 各種リーダー論を紹介する。 
自身のリーダー体験および今までに出会った素晴

らしいーダーの特徴を考えてみる。 

5 
変革型リーダーがなぜ求め

られるか 

マネジメントの国際化時代の変革型リ

ーダーの重要性を各種事例をもとに説

明する。（1～5 回までのレポート提出） 

なぜリーダーシップに信頼が強調されるのか自己

の体験に照らして考えてみる。 

6 国際人的資源管理とは何か 
各国人材・マネジメント方式の差異。 

各国企業文化を知る。 

海外展開をする企業は、本国の或いは出身国の労務

管理制度のどちらを採用しようとしてしているの

か考えてみる。 

7 日本企業国際化の軌跡 

オペレーションの国際化・マネジメント

国際化時代の日本企業の対応。 

多国籍従業員の意識。 

トヨタ自動車・GM との合弁企業 NUMMI がなぜ設立さ

れたのか調べてみよう。 

最近、日本本社で外国人が多数採用されているがそ

の理由を考えてみよう。 

8 コミュニケーションと情報 

高コンテクスト文化・社内言語とコミュ

ニケーション外国人社員は何で苦労す

るのかを考える。 

日本人は自己主張をしないと言われいます。あなた

が発揮する日本人らしさとは何でしょうか？ 

9 
日本人の特性と日本的経営

の本質 

歴史や地勢的観点から日本人独特の経

営が生み出されたことを学ぶ。 

有史以来他民族の侵略を受けてこなかった国が世

界に一つだけあります。その特異性を考えましょ

う。 

10 自身を考える 

日米中韓 4 か国の若者調査の紹介・12

人の有識者による若者の実像。人材育成

のモデルの紹介・提案 

（6～10 回までのレポート提出） 

あなたは偉くなり社会に貢献したいですか？ 

自身の能力をどう評価していますか？ 

11 

自分はどのようなビジネス

リーダーになるか 

事例１．平生釟三郎 

日本的経営の原点・心も金も豊かにする

実学を学ぶ。人生 3 分論（成長・働く・

奉仕（奉公）を実践 

以下2回にわたり偉大なビジネスの先人の話をしま

す。2 人に関する本はたくさん出版されているので

図書館やインターネットで調べてみよう。 

12 
事例２ パナソニック創業

者 松下幸之助 

経営の神様が追求し実践した指導者の

条件。 
第 11 回参照 

13 地方創生 

「やりたい仕事がない」［若者が地方に

魅力を持たなくなっている」地方の現状

を如何に解決するか 

外部講師を呼ぶ予定です 

14 国際企業を経営する 
マネジメントの国際化時代です。国際企

業の経営者が実情を語ります。 
外部講師を呼ぶ予定です 

15 まとめ 
全 14 回の講義の中で浮かび上がってき

たことを総括する。 
 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国際人的資源管理 関口倫紀ほか 中央経済社 

教
養
科
目
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2 マネジメント入門 スティーブン P.ロビンス ダイヤモンド社 

3 世界が称賛する日本の経営 伊勢雅臣 育鵬社 

 

評価方法 

（基準） 
第５回時のレポート（２０％）、第 10 回時のレポート（２０％）、定期試験（６０％） 

学生への 

メッセージ 

自身を知り自身の特性を生かしマネジメントの国際化時代のリーダーとして活躍する。そのモデルである企業やリーダーに巡り合えると思いま

す。紹介するリーダー事例より、自身がどのようなリーダーになりたいか自分に置き換えて考えてください。 

担当者の 

研究室等 
教務課（11 号館１階） 

備考 
事前事後学習には、毎回 1 時間以上かけること。 

「質問等は出講時に教務課にて対応する」 

教
養
科
目
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科目名 公衆衛生学 科目名（英文） Public Health Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小堀 栄子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2420a2 

 

授業概要・ 

目的 

授業では、公衆衛生の歴史、人口の現在と将来からはじまり、集団の健康をはかるための健康指標、および集団の健康を守るための予防医学の考

え方、それに基づいて行われている感染症や慢性疾患の罹患の現状と対策などについて学ぶ。また、人の健康が環境から受ける影響などについて

も取り上げる。 

到達目標 私たちの健康に影響を与える環境や社会を理解し、公衆衛生の取り組みを有機的に理解する． 

授業方法と 

留意点 
講義を中心とするが、各回の最新の話題に関する視聴覚教材や時事ニュースなどを随時活用し、身近な話題から専門的な話へとつなげていく。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 公衆衛生とは 公衆衛生の歴史と概要 

・第 1 回学習内容について教科書の該当箇所を読む

こと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

2 人口転換と疫学転換 人類史と健康 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

3 保健統計（1） 日本の人口 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

4 保健統計（2） 健康指標 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

5 疫学（１） 疫学の歴史と考え方 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

6 疫学（２） 集団の疾病をとらえる方法 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

7 疾病予防 予防医学の考え方 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

8 感染症（1） 感染症の疫学 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

9 感染症（2） 感染症と予防 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

10 慢性疾患（1） 慢性疾患の疫学 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

11 慢性疾患（2） 慢性疾患と予防 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ
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と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

12 環境保健（1） 環境が健康に及ぼす影響 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

13 環境保健（2） 地球規模の環境問題と取り組み 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

14 国際保健 世界の健康・日本の健康 

・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

・次回学習内容について教科書の該当箇所を読むこ

と（30 分） 

・わからない点を次回までに解決しておくこと（適

宜） 

15 移民と健康 日本在住外国人の健康 
・前回学習内容について授業資料および教科書の該

当箇所を読むこと（30 分） 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 シンプル衛生公衆衛生学 2019 鈴木庄亮 南江堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国民衛生の動向 2018/2019 厚生労働統計協会 厚生労働統計協会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 20％、試験 80％で評価し、60％以上を合格とする。授業全 15 回出席が前提．出席の扱いは学生便覧のとおり（「出席状況が好ましくない場

合は、単位を認めないことがあります」学生便覧より）。 

学生への 

メッセージ 

・授業では、公衆衛生学を学んでいくうえで最低限必要な理解の枠組みと、その枠組みを理解するうえで最低限必要な知識について講義する。教

科書を用意して、毎回の授業に真剣に臨むこと． 

・授業中の私語、教室の出入りは厳禁． 

・授業中にあてられたとき教室にいなかった場合は欠席扱いとする． 

担当者の 

研究室等 
枚方キャンパス 看護学部 3 階 24 

備考 提出された課題内容をまとめたものを授業で取り上げ、解説する。 
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科目名 自然地理学 科目名（英文） Physical Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 手代木 功基 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

自然地理学は地球環境問題や自然災害と深い関わりを持つとともに、私たちの日々の生活とも密接に関わっています。 

本授業では、身近な場所から辺境の地まで、さまざまな地域の自然環境を理解するための基礎を学びます。 

具体的には、1．プレート運動や気候といった地球規模のシステム、２．日本や世界で観察される景観の形成要因やその形成過程、３．自然災害

や地球環境問題、といった内容を扱います。講義では各地の写真や映像などを数多く使って解説し、初学者にもイメージがつかみやすい内容にす

る予定です。授業を通して、自然現象を様々な時間・空間スケールに位置づけて理解する基礎を身につけ、それを将来様々な形で活かしていくこ

とを期待します。 

到達目標 
日本・世界各地の自然環境の実態とそのシステムを学ぶことを通して自然環境の見方の基礎力を養い、日常で目にする自然景観の形成要因や災害

の発生等について論理的に理解できるようになること 

授業方法と 

留意点 

プリントの配布および投影資料を利用した講義形式。理解を深めるため、映像資料やバーチャル地球儀等を利用します。Moodle やウェブブラウ

ザ利用するため、スマートフォン・タブレット等を持ち込むことを推奨します。 

科目学習の 

効果（資格） 
地震等自然災害に対する認識の強化、環境に対する意識の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、テキスト、評価方法等に

ついて説明 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

2 I. 日本の自然を知る 1 
プレートテクトニクスと日本列島の形

成 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

3 I. 日本の自然を知る 2 地震のメカニズム 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

4 I. 日本の自然を知る 3 地震災害 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

5 I. 日本の自然を知る 4 火山と日本列島 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

6 II. 多様な日本の自然 1 気候環境 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

7 II. 多様な日本の自然 2 植生 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

8 II. 多様な日本の自然 3 山地の隆起と侵食 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

9 II. 多様な日本の自然 4 河川と平野・海岸 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

10 II. 多様な日本の自然 5 大阪の自然・関西の自然 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

11 III. 世界の自然を知る 1 熱帯から極地 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

12 III. 世界の自然を知る 2 砂漠や高山 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

13 III. 世界の自然を知る 3 自然と人々の暮らしの関係性 事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ
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ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

14 IV. 環境と私たち 1 地球温暖化や砂漠化 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

15 IV. 環境と私たち 2/総括 
自然災害への対処について・授業全体の

まとめ 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内で複数回の理解度確認テストを実施し、その結果をもとに評価する(授業内の理解度確認テスト：100%) 

学生への 

メッセージ 
高校地理・高校地学を学んでいない人でも理解できるような内容を扱い、難しい部分はフォローアップしながら授業を進めていく予定です。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 

備考 
事前・事後の学習は、全体で 60 時間を目安とします。理解度確認テストとは、講義内容に関する小テストです。理解度確認テストは、終了後に

問題の解説を実施する形でフィードバックをおこないます。 

教
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科目名 社会学Ⅰ 科目名（英文） Sociology I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武田 祐佳 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO1410a2 

 

授業概要・ 

目的 

身近な例をあげながら、社会学の基礎的な概念（＝キーワード）と社会学的なものの見方について解説します。それらを通して、人が「社会的な

存在」－他者から影響をうけ、また他者に対して影響を与える存在であることを理解するとともに、社会の仕組みについて学んでいきます。 

到達目標 社会学の基礎的な概念を理解し、学んだ概念を使って人間関係や社会現象を解読する「社会学的思考力」を身につける。 

授業方法と 

留意点 

講義は１回完結のオムニバス形式でおこないます。毎回、レジュメを配布し、時には視聴覚資料を用いることもあります。なお、講義の内容・順

序が若干変更されることがあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会学的なものの見方を学ぶことによって、これまであたりまえだだと感じていた日常生活や社会現象に対する見方が多少なりとも変わるように

なります。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 講義をはじめるにあたって オリエンテーション 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

2 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的存在としての人間（１）―社会化 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

3 
社会学における基礎的知識

と発想 

社会的存在としての人間（２）―ジェン

ダー 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

4 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的存在としての人間（３）―役割 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

5 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的存在としての人間（４）―自己 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

6 
社会学における基礎的知識

と発想 

社会的存在としての人間（５）―再社会

化 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

7 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的存在としての人間（６）―感情 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

8 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的存在としての人間（７）―小括 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

9 
社会学における基礎的知識

と発想 
集団のなかの個人 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

10 
社会学における基礎的知識

と発想 
組織のなかの個人 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

11 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会的逸脱 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

12 
社会学における基礎的知識

と発想 

行為の意図せざる結果（１）－予言の自

己成就 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

13 
社会学における基礎的知識

と発想 

行為の意図せざる結果（２）－社会的ジ

レンマ 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

14 
社会学における基礎的知識

と発想 
社会学の古典から－自殺と社会 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

15 講義を終えるにあたって まとめ 

配布レジュメにあるキーワードを中心に、キーワー

ドの意味、授業で紹介した具体例などについて、30

分程度の復習を行う。 

 

関連科目 社会学Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
定期試験…80％、提出物…20％ 

学生への 

メッセージ 

「社会学」は小中高にはないカリキュラムなので、学問のイメージが浮かびにくいと思います。社会学では普段私たちがあたりまえと思っていた

り、気にもとめないことがらを「見よう」「理解しよう」とするので、難しいことばが出てきますが、授業では身近な例をあげ、できるだけ平易

に解説していきます。 

なお、授業中の私語には厳しく対処します。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
提出物のフィードバックは授業中に行う。 

質問などについては、授業終了後に対応する。 

教
養
科
目
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科目名 社会学Ⅱ 科目名（英文） Sociology II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山本 圭三 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO1411a2 

 

授業概要・ 

目的 

私たちの生きる社会は、どのような仕組みで動いているのか。社会にはどのような問題があり、それはなぜ生じているのか。本講義では、受講生

自身がこれらの問いに向きあえるようになるために、社会学の基本的な認識枠組みについて解説する。具体的には、家族と子ども、政治、宗教、

社会意識といったテーマをとりあげ、それにかかわる社会学の諸研究を解説していく。 

到達目標 
 授業で説明した社会学の基本的な知識・考え方が説明できる。自らが直面する問題について社会学的な発想に基づいて考察できる。日常生活に

おける種々の問題について、社会学の知識に基づいた解釈ができる。 

授業方法と 

留意点 

 授業は主に講義形式でおこなわれる。ただし、授業で提示された内容をより理解するために、受講生どうしで実践例についてのディスカッショ

ンをおこなう時間が頻繁に設けられる。なお、適宜映像資料も用いる。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会生活を送る上で何かと直面することになるであろう「人と人」「人と集団」「集団と集団」に関わる問題に対する、幅広い視点を養う。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 講義をはじめるにあたって 講義へのオリエンテーション 授業内容に関する復習 

2 1 家族と子どもの社会学 家族は危機に陥ったのか（1） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

3 1 家族と子どもの社会学 家族は危機に陥ったのか（2） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

4 1 家族と子どもの社会学 家族は危機に陥ったのか（3） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

5 2 宗教の社会学 人はなぜ宗教に惹かれるのか（1） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

6 2 宗教の社会学 人はなぜ宗教に惹かれるのか（2） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

7 2 宗教の社会学 人はなぜ宗教に惹かれるのか（3） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

8 中テスト 
まとめと授業内容の理解度を問う記述

式のテスト 

（事前）授業レジュメを精読し復習しておく（2 時

間） 

（事後）試験で十分できなかったところについてま

とめ、レジュメをもとに復習しておく（2 時間） 

9 3 政治の社会学 平和と共存の作法を求めて（1） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

10 3 政治の社会学 平和と共存の作法を求めて（2） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

11 3 政治の社会学 平和と共存の作法を求めて（3） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

12 4 社会意識 社会に生きるわれわれの「意識」（1） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

13 4 社会意識 社会に生きるわれわれの「意識」（2） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

14 4 社会意識 社会に生きるわれわれの「意識」（3） 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

15 講義を終えるにあたって まとめ 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

 

関連科目 社会学Ⅰ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

教
養
科
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2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業態度 10％、試験（中間、期末）90％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
やや厳しい授業ですが、テーマに関心をもったやる気のある学生は受講してください。大事なのは「正解のない問題」に向きあう際の姿勢です。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 山本准教授室 

備考 中間試験について、結果とポイントについて解説する時間を設ける。 
教
養
科
目
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科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Preparation Program for Employment Examination 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。 

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。Input 量が多いので、予習・復習が

大切です。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力を獲得する 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的意義の確認・実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 方程式の活用 
方程式について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

3 数的思考② 割合の活用① 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

4 数的思考③ 割合の活用② 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

5 数的思考④ 分数の活用 
分数問題について復習しておく(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

6 中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方① 
2～5 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

7 数的思考⑥ 速度の考え方② 
速度算を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

8 数的思考⑦ 場合の数と確率 
場合の数・確率を復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

9 数的思考⑧ 集合の概念 
集合について復習しておく(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

10 中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り 
6～9 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

11 論理推論① 順序推理 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

12 論理推論② 内訳・表・位置 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

13 論理推論③ その他論理推論 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

14 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

15 テスト 最終テスト 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：5 時

間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

オリジナル教材を使用します。 また適宜 Smart SPI

の活用を指示します。 
  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その他 SPI や玉手箱関連の問題集   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30%、中間テスト・最終テスト 55%、SmartSPI 15% 

その他授業態度などで加減します。 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 キャリア教育推進室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Preparation Program for Employment Examination 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 亀田 峻宣.寺内 睦博 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。 

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。Input 量が多いので、予習・復習が

大切です。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力を獲得する 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的意義の確認・実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 方程式の活用 
方程式について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

3 数的思考② 割合の活用① 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

4 数的思考③ 割合の活用② 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

5 数的思考④ 分数の活用 
分数問題について復習しておく(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

6 中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方① 
2～5 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

7 数的思考⑥ 速度の考え方② 
速度算を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

8 数的思考⑦ 場合の数と確率 
場合の数・確率を復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

9 数的思考⑧ 集合の概念 
集合について復習しておく(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

10 中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り 
6～9 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

11 論理推論① 順序推理 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

12 論理推論② 内訳・表・位置 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

13 論理推論③ その他論理推論 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

14 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

15 テスト 最終テスト 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：5 時

間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

オリジナル教材を使用します。 また適宜 Smart SPI

の活用を指示します。 
  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その他 SPI や玉手箱関連の問題集   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30%、中間テスト・最終テスト 55%、SmartSPI 15% 

その他授業態度などで加減します。 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 キャリア教育推進室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 人文地理学 科目名（英文） Human Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 麻生 将 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU2408a2 

 

授業概要・ 

目的 

現代世界・社会の諸問題に地理学がどのように向き合っているかを考えるにあたり、具体的な事例を通して主要な人文地理学の研究成果とアプロ

ーチを紹介する。 

到達目標 ＜地理学的なものの見方・考え方＞について理解し、それをふまえ、身近な問題を捉え直すことができる。 

授業方法と 

留意点 
配付資料を用いて、講義形式で行う。授業中に何度か課題を出す。それらの課題に取り組むことで、授業内容をしっかりと復習をしてほしい。 

科目学習の 

効果（資格） 

＜地理学的なものの見方・考え方＞の学習・理解を通じて、ひととは違った視点から身近な問題を捉えられるようになる。なお、中学社会・高等

学校地理歴史の教員免許取得を目指す学生にとっては必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス：地理学を学ぶ意

義、地理学から見える世界・

現象 

授業の進め方、授業全体の参考書の紹介

など 

中学校（高校での地理選択者は高校地理）までの「地

理」の学習内容を振り返る（事後学習）（2 時間） 

2 地図から見た世界 地図の歴史と原理について 

紹介した参考文献を読む（事後学習） 

テーマに沿った地図（身近な地域の地図またはメン

タルマップ）作成の課題に取り組む（事後学習）（2

時間） 

3 都市の空間現象 
都市の歴史、現代の都市で生じる様々な

現象と課題について 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

4 農村の現状と課題 
農業地理学の基礎と農村の成り立ちと

現状、課題について 
紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間） 

5 経済地理学①工業 
工業立地の歴史と現状、将来の変化につ

いて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

6 経済地理学②農業 
日本と世界の農業の現状と課題につい

て 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

7 経済地理学③商業・流通 
事業所の立地と流通システム、および経

済のグローバル化について 

身近な地域の事業所（コンビニや喫茶店、スーパー

マーケットや書店など）の分布を調べる（事後学習）

（2 時間） 

8 環境問題と地理学 
様々なスケールから見た環境問題につ

いて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

9 災害と地理学 災害と人間活動との関わりについて 

自然環境と人間活動の関係を理解するための課題

（関西のいくつかの地域の地形図の読図作業）に取

り組む（事後学習）（2 時間） 

10 社会問題と地理学 
日本と世界の主な社会問題の空間現象

について 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

11 ジェンダーの地理学 ジェンダーをめぐる空間現象について 

身の周りにある「ジェンダー化された空間」（授業

で紹介した事例を中心に）を探してみる（事後学習）

（2 時間） 

12 空間と政治 
都市における空間の管理と政治的背景

について 

身の回りにある「管理された空間」（授業で紹介し

た事例を中心に）を探してみる（事後学習）（1 時間） 

13 文化の広がり 文化と社会の関わりについて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

14 生活世界の認識 メンタルマップ、時間地理学について 紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

15 地図の読解 様々な地図の読解と理解について 期末レポートを作成する（事後学習）（3 時間） 

 

関連科目 「自然地理学」「地誌学」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 人文地理学への招待 竹中克行編 ミネルヴァ書房 

2 地理学概論 上野和彦ほか編 朝倉書店 

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末レポート 60%、授業中課題 40% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
授業内で課した課題の解説とコメントを次回の授業の冒頭で行う。その際、課題の目的・ねらい等について具体的に解説する。 

授業外の質問等については、授業後 1 時間以内とする。それ以外はメールにて対応する。メールアドレスは授業中に知らせる。 

教
養
科
目
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科目名 心理学Ⅰ 科目名（英文） Psychology I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山本 雅代 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1401a2 

 

授業概要・ 

目的 

心理学とは、我々が周囲のさまざまな環境とのかかわりの中で行う行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。 

授業では人間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的とす

る。特に心理学Ⅰでは、個人に焦点をあて、かつ社会的現実と対比した日常での問題を取り上げ人間の理解を目指す。 

到達目標 
 １）心理学についての基礎知識を習得する。２）人間の行動を理解する。３）社会の中の自己を確認する。４）実生活と心理学のかかわりを理

解し、日常生活に生かす。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義形式。より理解を深めるため必要に応じて VTR を使用する。簡単な心理学実験や自己分析などを行い、ディスカッション、課題の提

出やレポートの提出を求める場合がある。 

また、授業の中で、課題の回答や、意見を求める場合は、QR コードを用いる。リアルタイムでの回答を回収した上で、心理学の問題について解

説、授業内容を確認する課題の提出を行う場合がある。その際、携帯のカメラから QR コードを読み取る。携帯を忘れたり、充電が切れている場

合は、紙での回答ができる。 

科目学習の 

効果（資格） 

教養としての心理学を学ぶ。 

人間の行動を科学的に理解することによって現実社会でおこる問題に適応的に行動できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
心理学とはどのような学問

か 

授業の進め方、注意点について説明す

る。心理学、心理学研究の考え方、今ま

での歩みについて概説する。 

事前：心理学の印象について自分なりの考えをまと

めておくこと 

学期末に向けての注意点は覚えておく（1 時間） 

事後：課題作成（1 時間） 

2 生物学的基礎 

他の動物が行う行動と比較しながら、生

得的行動とは何か、初期経験が人間に与

える影響について説明する。 

前回の授業での VTR について課題を提出する。 

事前：実験手続き・関連文献・を紹介するので読ん

でおくこと（1 時間） 

事後：授業についてまとめ、ノートを作成（1 時間） 

3 初期学習 
人間はいかに学ぶのか、また愛着につい

て説明する。 

前回の授業の課題を提出する。 

事前：実験手続き・関連文献を紹介するので読んで

おくこと（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

4 条件づけ 
条件づけとは何か、古典的条件づけ、オ

ペラント条件づけについて説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

5 社会的学習（１） 

学習とは学校での勉強のことではなく、

経験のことをいう。人間における経験

や、環境がいかに大切であるかまた学習

効果について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

6 社会的学習（２） 

子どもたちは様々な社会・環境から影響

を受け経験を積んでいく。事実に基づい

た出来事を紹介し、社会的学習について

考察する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

7 
ポジティブな学習とネガテ

ィブな学習 

実験結果から読み取れる問題、人間の傾

向についての検討。学習全般のまとめを

行なう。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する 

実験結果についてレポート作成する（２時間） 

8 動機づけ（１） 
人間が行動に駆り立てられる状況、様々

な動機、動機の階層について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

9 動機づけ（２） 
生物的動機、内発的動機の違いについて

説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成すること 

授業の中で紹介した人物の動機について自分なり

の考えをまとめ提出する。（2 時間） 

10 動機づけ（３） 

社会的動機について説明する。人間がど

のような動機を持つか、社会環境に影響

受ける動機について事例や実験を通し

て解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

11 パーソナリティ（１） 
パーソナリティがどのようなものであ

るのか概説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

12 パーソナリティ（２） 
パーソナリティのとらえ方。パーソナリ

ティの形成について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

13 パーソナリティ（３） 
実際に使用されている様々なパーソナ

リティテストについて解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

14 パーソナリティ（４） 
パーソナリティについて自己分析を行

う。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

15 まとめ 授業全体のまとめを行う。 

事前：授業全般、分からない部分についてまとめて

おくこと（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

 

関連科目 心理学Ⅱと併せて履修することが望ましい。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

教
養
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2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験、講義内で行う小テスト・課題・レポート等を総合的に評価する。 

【定期試験 50％、小テスト・課題・レポート等 50％】 

学生への 

メッセージ 

心理学は、みなさんが大学で初めて学ぶ学問の一つです。講義では、今まで想像していた心理学へのイメージとは違う印象を持たれることでしょ

う。 

心理学は科学であり、扱う研究対象は様々です。その中から、理解を深められるようできるだけ実例をあげて解説していきます。 

講義を通じ、自己の行動を振り返り、取り巻く社会と自己を結びつけ、適応的に社会で生きていく手段について理解を深めて下さい。 

私語、他の授業の勉強、授業への回答以外で携帯を触る、他の学生へ迷惑が及ぶような場合、教員がそのように判断した場合は退出を求める場合

があります。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階(経営学部非常勤控室) 

備考 

授業内で QR による回答、意見を求める場合、また、後日 QR により課題を提出する場合などがあります。文章が多くなりそうな問題には、紙によ

るレポート提出を行います。その都度、指示に従い回答、提出して下さい。それらの課題やレポートは評価の対象となります。 

携帯の充電は十分行っておいてください。もし、動かない場合は、授業の最初にその旨、申し出てください。 

教
養
科
目
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科目名 心理学Ⅱ 科目名（英文） Psychology II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山本 雅代 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1402a2 

 

授業概要・ 

目的 

心理学とは、我々が周囲のさまざまな環境とのかかわりの中で行う行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。講義では人

間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的とする。特に心

理学Ⅱでは、社会的現実と対比した日常での問題を多く取り上げ現実社会における対人間、集団関係でおこる心理状況の理解を目指す。 

到達目標 
 １）心理学の知識を幅広く習得する。２）社会と個人の関係を理解する。３）集団におけるコミュニケーションの特質を理解する。４）状況に

左右される人間の心理や意思決定について理解する。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義形式。より理解を深めるため必要に応じて VTR を使用する。簡単な心理学実験や自己分析などを行い、ディスカッション、課題の提

出やレポートの提出を求める場合がある。 

また、授業の中で、課題の回答や、意見を求める場合は、QR コードを用いる。リアルタイムでの回答を回収した上で、心理学の問題について解

説、授業内容を確認する課題の提出を行う場合がある。その際、携帯のカメラから QR コードを読み取る。携帯を忘れたり、充電が切れている場

合は、紙での回答ができる。 

科目学習の 

効果（資格） 

教養としての心理学を学ぶ。 

人間の行動を科学的に理解することによって現実社会でおこる問題に適応的に行動できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
心理学とは何か、社会、集団

の中でおこる心理 

授業の進め方、注意点について説明す

る。心理学、心理学研究についての考え

方について説明する。後期において取り

扱うトピックの概要説明。 

事前：心理学はどのような学問かまとめておく（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

2 知覚（１） 
人間理解につながる「見えのしくみ」に

ついて概説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

3 知覚（２） 
知覚の種類や見えに及ぼす社会的影響

について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

4 知覚（３） 

心理学の基礎実験の１つである「ミュー

ラリヤーの錯視」実験を実施する。心理

学におけるデータの取り扱い方、考え方

や人間の知覚行為についての理解を深

める。 

事前：実験について事前に紹介するので関連文献を

読んでおくこと（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する 

実験についてまとめる（２時間） 

5 対人関係（１） 

人はどのように他者を認知し自分を呈

示していくものなのか、対人認知や印象

形成について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

6 対人関係（２） 

人はどのような事をきっかけに親しく

なっていくのか、実験によって科学的に

証明された「対人魅力」について説明す

る。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

7 対人関係（３） 

「対人魅力」について説明する。親しく

なっていく要因について更に解説する。

また好きと愛の行動パターン、自己の愛

のタイプについて実際に考えてみる。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

8 集団（１） 

集団について説明する。 

集団の理解を深めるため、小集団でのデ

ィスカッションを行う。リーダシップに

ついて説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：ディスカッションについてまとめること 

授業全体についてまとめノート作成する（２時間） 

9 集団（２） 

集団について理解を深める。集団のもつ

持つ影響力として「同調」について説明

する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

10 集団（３） 

集団について理解を深める。集団のもつ

持つ影響力として「服従」について説明

する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

11 集団（４） 
ジンバルド―が行った「監獄実験」につ

いて説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

12 うわさ 

うわさによるパニック行動、うわさの分

類、社会的機能、発生、消滅のメカニズ

ム等について、実際に世界でおきた事件

を例に説明する。 

事前：うわさの実験について紹介するのでよんでお

くこと（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

13 援助行動（１） 

援助行動の形成や発達の仕方について、

また援助行動が行われる状況、行われな

い状況とはどのような状況か、意思決定

はどのように行われるのか、実際のニュ

ースなどを例に説明する。 

事前：どのような援助が考えられるか考えておくこ

と（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

14 援助行動（２） 

援助行動と対人ネットワークの重要性

について説明する。ソーシャルサポート

の重要性について解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

15 まとめ 授業全体のまとめを行う。 
事前：疑問点がどこにあるのか考えておく（1 時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1 時間） 

 

関連科目 心理学Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験、講義内で行う小テストやレポート課題等を総合的に評価する。 

【定期試験 50％、小テスト・課題・レポート等 50％】 

学生への 

メッセージ 

心理学は、みなさんが大学で初めて学ぶ学問の一つです。講義では、今まで想像していた心理学へのイメージとは違う印象を持たれることでしょ

う。 

心理学は科学であり、扱う研究対象は様々です。その中から、理解を深められるようできるだけ実例をあげて解説していきます。講義を通じ、自

己の行動を振り返り、取り巻く社会と自己を結びつけ、適応的に社会で生きていく手段について理解を深めて下さい。 

私語、他の授業の勉強、授業への回答以外で携帯を触る、他の学生へ迷惑が及ぶような場合、教員がそのように判断した場合は退出を求める場合

があります。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6 階(経営学部非常勤控室) 

備考 

授業内で QR による回答、意見を求める場合、また、後日 QR により課題を提出する場合などがあります。文章が多くなりそうな問題には、紙によ

るレポート提出を行います。その都度、指示に従い回答、提出して下さい。それらの課題やレポートは評価の対象となります。 

携帯の充電は十分行っておいてください。もし、動かない場合は、授業の最初にその旨、申し出てください。 

教
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科目名 住まいとデザイン 科目名（英文） Design and Living Environment 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大髙 和香 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA1417a2 

 

授業概要・ 

目的 

最も身近な空間である住居について、その歴史の中で生み出された住まいの工夫と文化を知り、快適な住生活と、特にデザインとのかかわりを考

察する。また、「リノベーション」の実習を体験し、初歩的な知識と技術を修得する。 

到達目標  将来、住み手の立場で必要となる基礎知識を身につけることが目標である。 

授業方法と 

留意点 
パワーポイントや板書による講義を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・住まいとデザイ

ンのトピックス 

授業の進め方や受講上の注意点などの

ガイダンスと、住まいとデザインのトピ

ックスについて説明する。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

2 インテリアの常識 
身近なインテリアの用語、法規について

学ぶ。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

3 インテリアの構成要素 
住空間を構成する主な要素について学

び、知識を深める。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

4 デザインスタイルの基礎 

第 5回目から第 7回目までの授業の前段

としてデザインスタイル全般について

学ぶ。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

5 
デザインスタイルの分類

（１） 

モダン系デザインについて、インテリア

エレメントを例に学ぶ。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

6 
デザインスタイルの分類

（２） 

ナチュラル系デザインについて、インテ

リアエレメントを例に学ぶ。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

7 
デザインスタイルの分類

（３） 

クラシック系デザインについて、インテ

リアエレメントを例に学ぶ。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

8 
j実習：ビフォーアフター「団

地のリノベーション」（１） 

中古住宅のリノベーションを、二週に渡

りプランし、プレゼンテーションを作成

する。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

9 
実習：ビフォーアフター「団

地のリノベーション」（2） 

中古住宅のリノベーションを、二週に渡

りプランし、プレゼンテーション作成す

る。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

10 
「団地のリノベーション」作

品講評会（1） 

作品のコンセプト、プランを発表する。

聞き手は、それらについてコメントをす

る。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

11 
「団地のリノベーション」作

品講評会（2） 

作品のコンセプト、プランを発表する。

聞き手は、それらについてコメントをす

る。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

12 
「団地のリノベーション」作

品講評会（3） 

作品のコンセプト、プランを発表する。

聞き手は、それらについてコメントをす

る。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

13 住まいの色彩計画 
色彩計画の基礎を学び、インテリアにお

ける手法と効果を考える。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

14 住まいの照明計画 
照明計画の基礎を学び、インテリアにお

ける手法と効果を考える。 

講義で知り得た内容について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう。 

15 講義のまとめテストと解説 
講義のまとめテスト及びその解説を行

う 
試験に備えて、これまでの復習をしておくこと 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義まとめテスト：60% 、受講態度（出席・講義メモ・課題・小テストなど）：40％を、合わせて評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の周りにある色々な住宅や建物、街並みなどを興味を持って眺めて下さい。きっと新しい発見があることでしょう。 

担当者の 

研究室等 
12 号館 7 階、8 号館 3 階 大谷教授室 

備考 出欠・遅刻に関する規定は、理工学部に準ずる。 
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科目名 政治学概論Ⅰ 科目名（英文） Introduction to Politics I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2415a2 

 

授業概要・ 

目的 

人間が集団で生活している限り、法や条例、公共事業、景気の影響を避けて生きることはできません。それらを決定・介入するのが政治であり、

皆さんは政治参加することによって自分自身の生活をより善いものに作りかえることができます。しかし逆に、政治参加しないことによってより

悪いものになってしまう可能性も否定できません。こうしたことは、企業経営に関わろうとする経営学部の皆さんにはより深刻な事実として突き

つけられる事柄でしょう。 

この授業では、有権者である学生の皆さんに政治と政治学についての基本的な知識・技能を与えることを一番大きな目的にしています。政治学の

中でも、政治体制論、政治過程論、国際政治にあたる内容を授業する予定です。また皆さんが最近のニュースを理解できるように、政治的な時事

問題についても紹介し、解説します。 

到達目標 
この授業を通じて学生は、政治・政治学についての基本的な知識・技能を獲得し、いかなる法・政策・立候補者が望ましいか理性的・論理的に判

断し、政治に積極的に参加する中でそれを表明していくという政治・政治学に関する思考力・判断力・表現力を育成することができます。 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーに政治問題に関する意見を論理的に書いてもらうこともあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、政治や政治学の内容が一般常識として問われる場合があります。また現在でも一人の有権者として政治参加する

さいに、判断材料として政治的な事柄について知っておく必要があります。そうした事柄に対応し、身の回りで起こっている政治・社会の出来事

に造詣の深い人物になるべく、基本的な政治的知識・技能を獲得し、そのメリット・デメリットを判断し、政治的意見として表明することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション～政治

とは何か？ 

イントロダクションとして、講義の内容

と政治・政治参加の必要性について授業

します。 

事前学習：政治・政治学について文献を収集し、、

授業に積極的に参加するモチベーションを高める。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

2 
政治と権力①～政治の条件

とは何か？ 

身近な日常生活で現れる政治について

授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

3 
政治と権力②～正当な権力

とは何か？ 

マックス・ウェーバーの権力観を理解

し、政治・経済における近代性とは何か

を考えます。 

事前学習：教科書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

4 
国家と政治システム～シス

テムとは何か？ 

政治システムとはどういう構造になっ

ているのか考えます。 

事前学習：教科書の該当箇所（第六章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

5 
デモクラシー～デモクラシ

ーの条件とは何か？ 

さまざまな政治システムがあるなかで、

デモクラシーとはいかなる政治システ

ムなのか考えます。 

事前学習：教科書の該当箇所（第十八章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

6 
マスメディアと世論①～政

治文化と初期の世論研究 
世論と政治文化について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第二十一章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

7 
マスメディアと世論②マス

メディアの役割とは何か？ 

マスメディアの役割とそのさまざまな

効果について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第二十一章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

8 

選挙と政党～中選挙区制か

ら小選挙区比例代表並立制

へ 

日本の選挙制度を中心に、選挙と政党制

について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第二十二章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

9 
国会と内閣～議院内閣制と

今世紀の行政改革 

行政改革による内閣の権限強化を中心

に、日本の国会と内閣について授業しま

す。 

事前学習：教科書の該当箇所（第十一章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

10 
国際政治の二つの観点①～

アイデアリズム 

国際連盟から国際連合への経過につい

て授業します。また国際連盟から離脱し

たときの日本の状況について映像資料

を見て考えます。 

事前学習：教科書の該当箇所（第七章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

11 
国際政治の二つの観点②～

リアリズム 

東西冷戦の基盤となるリアリズムの考

え方について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第八章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

12 
冷戦終結後の日本外交①～

湾岸戦争とその結果 

冷戦終結後の新しい国際秩序を開くこ

とになった湾岸戦争と日本政府の対応

事前学習：教科書の該当箇所（第八章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

教
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について授業します。 する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

13 

冷戦終結後の日本外交②～

米国同時多発テロとアフガ

ニスタン戦争、イラク戦争 

米国同時多発テロをきっかけに生じた

アフガニスタン戦争と後のイラク戦争

と日本の新法作成について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第八章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

14 
冷戦終結後の日本外交③～

安全保障体制の転換 

集団的自衛権の行使の閣議決定を中心

に、近年の日本外交の転換について授業

します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第八章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく。 

 

関連科目 中学・高校の現代社会、政治・経済、日本史、世界史など。大学の政治学概論Ⅱ、社会学、国際政治など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治学 久米郁男・川出良枝ほか 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで― 仲正昌樹編 法律文化社 

2 18 歳から考える日本の政治 五十嵐仁 法律文化社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（80％）とリアクションペーパー（20％）で評価します。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、政治・政治学についての関心を高めてください。またわからない点

や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 10 階 和田講師室 

備考 
予習・復習テストについては次回の授業で解説します。提出してもらったリアクションペーパーについてもいくつか匿名で紹介し、短評を与えま

す。 
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科目名 政治学概論Ⅱ 科目名（英文） Introduction to Politics II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2416a2 

 

授業概要・ 

目的 

人間が集団で生活している限り、法や条例、公共事業、景気の影響を避けて生きることはできません。それらを決定・介入するのが政治であり、

皆さんは政治参加することによって自分自身の生活をより善いものに作りかえることができます。しかし逆に、政治参加しないことによってより

悪いものになってしまう可能性も否定できません。こうしたことは、企業経営に関わろうとする経営学部の皆さんにはより深刻な事実として突き

つけられる事柄でしょう。 

この授業では、有権者である学生の皆さんに政治と政治学についての基本的な知識・技能を与えることを一番大きな目的にしています。政治学の

中でも、日本政治史、地方自治、政治哲学にあたる内容を授業する予定です。また皆さんが最近のニュースを理解できるように、政治的な時事問

題についても紹介し、解説します。 

到達目標 
この授業を通じて学生は、政治・政治学についての基本的な知識・技能を獲得し、いかなる法・政策・立候補者が望ましいか理性的・論理的に判

断し、政治に積極的に参加する中でそれを表明していくという政治・政治学に関する思考力・判断力・表現力を育成することができます。 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーに政治問題に関する意見を論理的に書いてもらうこともあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、政治や政治学の内容が一般常識として問われる場合があります。また現在でも一人の有権者として政治参加する

さいに、判断材料として政治的な事柄について知っておく必要があります。そうした事柄に対応し、身の回りで起こっている政治・社会の出来事

に造詣の深い人物になるべく、基本的な政治的知識・技能を獲得し、そのメリット・デメリットを判断し、政治的意見として表明することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
戦前日本の政治体制①～大

日本帝国憲法の問題点 

戦前の日本の政治システムを考えるう

えで必要な、大日本帝国憲法の重要箇所

について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第六章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

2 
戦前日本の政治体制②～軍

部の台頭 

映像資料を見ながら、日本が日中戦争・

太平洋戦争へと向かっていった原因の

一つである軍部を考えます。 

事前学習：教科書の該当箇所（第六章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

3 

戦後日本の政治体制①～GHQ

による占領と日本国憲法の

成立 

GHQによる日本占領政策の開始と日本国

憲法の成立過程について授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第三回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

4 
戦後日本の政治体制②～戦

後復興の諸問題 

激しいインフレと食糧難に苦しむ戦後

日本の経済状況と政府の経済政策につ

いて授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第四回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

5 
戦後日本の政治体制③～イ

ンフレ対策と逆コース 

冷戦の激化と激しいインフレにともな

い、GHQ の日本占領政策が転換していっ

た過程について授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第五回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

6 
戦後日本の政治体制④～独

立と 55 年体制の成立 

吉田政権の外交政策と 55 年体制につい

て授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第六回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

7 
戦後日本の政治体制⑤～岸

内閣と安保闘争 

岸内閣における 60 年安保闘争と新日米

安全保障条約の内容について授業しま

す。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第七回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

8 
戦後日本の政治体制⑥～沖

縄編化問題と田中派の隆盛 

佐藤内閣の沖縄返還、ならびに自民党の

派閥政治の特徴と田中派が勢力を拡大

していく過程について授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第八回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

9 
戦後日本の政治体制⑦～80

年代の日本政治 

「戦後日本の総決算」と豪語した中曽根

政権を中心に、80 年代の日本政治の経

過について授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第九回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

10 
戦後日本の政治体制⑧～政

治改革と 55 年体制の崩壊 

90 年代の政治改革、ならびに 55 年体制

が崩壊していった背景や理由、その結果

について授業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第十回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

11 

戦後日本の政治体制⑨～自

公連立政権から民主党政権

へ 

村山談話や行政改革、郵政民営化など、

55 年体制崩壊から現在の安倍政権まで

の各政権の重要政策の特徴について授

業します。 

事前学習：レジュメの該当箇所（第十一回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

12 地方自治～地方自治の本旨 日本の地方自治の特徴と今世紀の地方 事前学習：教科書の該当箇所（第十三回）を読み、
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と地方分権改革 分権計画について授業します。 マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

13 
古代の政治学～プラトンと

アリストテレス 

古代の政治学の目的とその特徴につい

て授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第十八回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

14 
社会契約論～ホッブズ、ロッ

ク、ルソー 

古代の政治学のテーゼに反論しつつ展

開された社会契約論者の基本的な特徴

について授業します。 

事前学習：教科書の該当箇所（第十八回）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、予習・復習テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく。 

 

関連科目 中学・高校の現代社会、政治・経済、日本史、世界史など。大学の政治学概論Ⅰ、社会学、国際政治など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治学 久米郁男・川出良枝ほか 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで 仲正昌樹編 法律文化社 

2 18 歳から考える日本の政治 五十嵐仁 法律文化社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（80％）とリアクションペーパー（20％）で評価します。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、政治や政治学についての関心を高めてください。またわからない点

や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 10 階 和田講師室 

備考 
予習・復習テストについては次回の授業で解説します。提出してもらったリアクションペーパーについてもいくつか匿名で紹介し、短評を与えま

す。 
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科目名 青少年育成ファシリテーター養成講座 科目名（英文） Facilitator Training Program 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

教養特別講義「青少年育成ファシリテータ養成講座」は、サービスラーニングの授業であり、青少年育成活動のファシリテーターとして、知

識・野外活動の方法を習得し実習を通して学びと成長を得ることができる実践型学習プログラム。実践は単なる擬似的体験ではなく、人々の

ために役立ったという現実的な体験を得ることを目的としている。 

到達目標 
到達目標として自己の振り返りと自己発見、責任感、価値観・技能や知識の獲得、リスクマネジメント、社会問題の理解を果たす体験を同時

に得るものである。 

授業方法と 

留意点 

大学の授業後や、授業の無い日を利用して学外活動する。週に 1 度、90 分の活動が基本となっているが、夏休み・冬休みなど長期の休み期間

中に集中して活動することも可能。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

活動場所は、寝屋川市、交野市役所、すさみ町役場、共学センター、南農園等の主催・共催事業。第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、

1134 教室で行う。 

--------------------------  

事前教育①～⑨回分： 

①活動についての心構え、授業内容の徹底周知、ファシリテーターについて 

②守秘義務：活動に伴って知った情報を漏らしてはならない義務を学ぶ 

③安全管理スキル：活動に伴って発生しうる事故を未然に防ぐ方法を学ぶ 

④救命救護スキル：命の大切さ、命を助ける方法、ＡＥＤの使用法を学ぶ 

⑤安全対策スキル：安全。衛生管理、危険予知、責任について学ぶ 

⑥コミュニケーションスキル A：対象者理解、人とのかかわり方を学ぶ 

⑦コミュニケーションスキル B：報告、連絡、相談（ホウ・レン・ソウ）の重要性を学ぶ 

⑧コミュニケーションスキル C：アイスブレーキング手法を学ぶ 

⑨コミュニケーションスキル D：指導者のあるべき姿、リーダーシップの取り方 

 

活動（90 分×20 回分）： 

受入機関において青少年育成ファシリテーター活動実践 

 

事後教育（90 分）： 

青少年育成ファシリテーター活動実践のふりかえり 

 

--------------------------- 

履修上の注意： 

学外団体との連携と信頼関係構築が必要であることから、履修希望者は事前に授業担当者から、説明を受け、活動内容を確認し履修許可を受

けた学生のみ履修可能となる。 

 

事前・事後学習課題： 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
①参加日数、②実習報告書、③最終報告書、④受入機関からの調書、以上の４点を総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 
青少年育成活動を通して、責任感・忍耐力・協調性・創造力を養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 （浅野研究室） 

備考 第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、1134 教室で行う。 

教
養
科
目
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科目名 世界遺産論 科目名（英文） Rethinking World Heritage 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北條 ゆかり 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

ユネスコの「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（1972 年採択、1975 年発効）に謳われる理念に基づき、世界には人類と地球にと

ってかけがえのない価値をもつ記念建造物や遺跡、自然環境、伝統文化などを人類共通の財産として守るための「世界遺産」がある。その理念と

具体的な世界遺産に関する学びを通じて、宗教・文化の多様性、地理、芸術・建築などを深く知る知識編（前半 7 回）と、それぞれに異なるアプ

ローチと研究対象地域の観点から前半の学びをさらに掘り下げて考える考察編から構成する。後半では、地域に根付く人々の暮らしや信仰を遺産

化する意義、自然保護と環境保全、人類の負の歴史、行き過ぎた観光地化がもたらす問題などについて考える。 

到達目標 
世界遺産を通し、グローバル社会において活躍するための知識や教養を身につけるとともに、世界の動きに対する関心を深め、批判の目と自分の

意見を持てるようになる。 

授業方法と 

留意点 

前半 7 回で世界各地の「世界遺産」について講師の体験に基づく解説を通じて知識を培い、後半は 4 名の教員が 2 回ずつ、具体的な世界遺産を窓

口としてその歴史をわかりやすく説き起こし、現代世界に占める意味を問題提起する。 

科目学習の 

効果（資格） 

世界遺産検定 3 級 

旅行・観光業、ホテル業等への就職に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

世界遺産を「学ぶ」意義はなにか。 

ユネスコの理念と世界遺産理念誕生の

背景について関 g 萎える。 

「世界遺産」の種類（自然、文化、複合）について

理解しておく。 

2 世界遺産誕生までの流れ 
世界遺産条約誕生の背景と登録後の流

れを知る。 

前回のユネスコの理念を復習し、世界遺産条約につ

いて調べておく。 

3 登録基準 
世界遺産がもつ「顕著な普遍的価値」と

登録基準について学ぶ。 

京都と奈良の世界遺産について調べ、違いについて

考えておく。 

4 日本の産業遺産 
日本で登録されている石見、富岡、明治

日本の産業革命遺産について学ぶ。 
日本の近代化について調べておく。 

5 世界で最初の世界遺産 
1978 年に登録された世界で最初の世界

遺産 12 件について学ぶ。 

世界で最初に登録された遺産の保有国について調

べておく。 

6 文化的景観 
文化遺産と自然遺産の接点を登録する

文化的景観について学ぶ。 

日本で登録されている文化的景観の世界遺産につ

いて調べておく。 

7 

中間テスト 

シリアル・ノミネーションと

トランスバウンダリー・サイ

ト 

第 6 回までの理解度確認を行った後、登

録の多様性を目指すシリアル・ノミネー

ションとトランスバウンダリー・サイト

について学ぶ。 

第2回目で扱ったグローバル・ストラテジーを含め、

第 6 回までに学んだことを復習しておく。 

8 日本の文化遺産１ 

平泉の遺産、長崎の教会群とキリスト教

関連遺産などを事例に日本における信

仰の多様性について考える。 

日本におけるキリスト教伝来およびその展開につ

いて書籍や web で調べておく。 

9 日本の文化遺産２ 

白川郷・五箇山の合掌造り集落を事例に

人びとの生業や暮らしが遺産化される

ことについて考える。 

白川郷、五箇山について書籍や web で調べておく。 

10 自然遺産の重要性と課題１ 

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特に日本に存在

する自然遺産や複合遺産を事例として

考察する。 

日本における自然遺産の分布や歴史的な背景につ

いて書籍や web で調べておく。 

11 自然遺産の重要性と課題２ 

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特にアフリカの

ケニア山やキリマンジャロ山、セレンゲ

ティ・ンゴロンゴロなどの自然遺産を事

例として考察する。 

アフリカの自然遺産の実態や問題点について書籍

や web で調べておく。 

12 負の世界遺産１ 

アウシュヴィッツ＝ヴィルケナウ強制

絶滅収容所を例に、「負の世界遺産」の

意義と問題点について考える。 

ア第二次世界大戦中にアウシュヴィッツ＝ヴィル

ケナウ強制絶滅収容所がどのように用いられたの

か調べておく。 

13 負の世界遺産２ 

海商都市リヴァプールを例に、奴隷貿易

という負の歴史が世界遺産を通してど

のように伝えられているか考える。 

リヴァプールと奴隷貿易の関係について調べてお

く。 

14 文明の衝突の記憶１ 

スペイン・コルドバのメスキータ大聖堂

を例に、イスラム文明がカトリック圏の

イベリア半島に与えた影響と異教徒間

の共存について考える。 

イベリア半島の歴史と世界遺産について調べてお

く。 

15 文明の衝突の記憶２ 

ラテンアメリカの古代先住民文明の遺

跡を例に、インディヘニスモ（先住民擁

護）の歴史と先住民統合政策、観光開発

とオーバー・ツーリズムがもたらす問題

について考える。 

中米のマヤ文明、アンデスのインカ文明について調

べておく。 

 

関連科目 エリアスタディーズ、多文化共生論,、エコツーリズム論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

きほんを学ぶ世界遺産 100＜第 2版＞世界遺産検定 3

級公式テキスト 
世界遺産検定事務局 マイナビ出版 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  

教
養
科
目
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

第 7 回目までの学習に関する中間テスト（40％）、後半 8 回で取り上げられた個別の世界遺産に基づくテーマのうち、最も関心を抱いたことに関

するレポート（40％）、毎回の質問・コメント票（20％）によって総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
講師控室（7 号館 2 階）、赤澤研究室（7 号館 4 階）、手代木研究室（7 号館 5 階）、林田研究室（7 号館 4 階）、北條研究室（7 号館 5 階） 

備考 
事前・事後学習に要する総時間数は約 60 時間。 

第 7 回目に行う中間テストに関するフィードバックは第 8 回目に行う。 

教
養
科
目
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科目名 世界の歴史 科目名（英文） History of the World 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 村上 司樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1406a2 

 

授業概要・ 

目的 

「都市」と聞いて私たちが思い浮かべるのは、経済・産業の中心であり、自由な活動の場といったイメージではなかろうか。経済と自由、この２

つの特徴の歴史的ルーツをたどっていけば、ヨーロッパ中世都市に行き着く。高校世界史において、商業の復活がヨーロッパ中世都市を生み出し、

市民の自治がこれを発展させたと教わった人も少なくないだろう。中国を代表として他の地域の都市の歴史もあわせてみることで、このような通

説を疑い考えなおす。そのようにして、都市を窓に歴史を展望する。以上が本講義の目的である。支配と消費の中心ではなく、周辺の自然環境や

地域社会と共存できる都市のあり方など、現代的な問題を解決するためのヒントも探りたい。 

到達目標 
学んだことを結論・理由・具体例に分けて、簡潔に説明できるようにする。 

 

授業方法と 

留意点 

暗記は必要ない。教科書も必要ない。こちらでプリントを用意し、参考書は各単元ごとに紹介する。また図や表を多く使って説明する。だから受

講生の側でも、以下３点のことをしてほしい。①授業前には、プリントにあらかじめ目を通しておくこと。②授業後には、プリントを読み返すこ

と。③プリントを読む際は、線を引くなり印をつけるなり、必ず手を動かすこと。なぜなら授業は教員と受講生のキャッチボールであり、どちら

か一方の努力だけでは内容理解につながらないからである。 

科目学習の 

効果（資格） 

商業や市民に限られない、中世都市の多様なあり方とダイナミズムを中心として、経営を学ぶための基礎体力となる幅広い教養と具体的思考の習

慣を身に付ける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 歴史を学ぶにあたって（1） 
授業のルール、すべては表裏一体、現代

中心主義から脱け出す 
必ず出席するよう予定を調整する。 

2 歴史を学ぶにあたって（2） 
成績評価の基準、具体的に書く必要と方

法、単純な善悪二元論は捨てよう 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

3 歴史を学ぶにあたって（3） 
論理的に書く必要と方法、学ぶことの意

義、「進んだ西洋」は思い込み 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

4 都市を窓に世界史をみる（1） 
視点をしぼる必要性、人間社会の焦点、

魅力と危険が背中合わせ 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

5 都市を窓に世界史をみる（2） 
都市は文明とともにあった、世界史的な

共通性、歴史の大きな流れがみえる 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

6 都市を窓に世界史をみる（3） 

都市とは壁で囲まれているもの、西洋で

も中東でも中国でも、世界史からみえて

くる日本史の個性 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

7 中国都市（1） 
「止まっている」「同じことのくり返し」

という偏見、都市ができて国家ができる 

同上の課題に加えて「レポートの手引き」を熟読す

る。 

8 中国都市（2） 1000 年前の大転換、防衛から経済へ 
同上の課題に加えて「レポートの手引き」を熟読す

る。 

9 中国都市（3） 

近現代を先取りしたウオーターフロン

ト型の都市、世界の先端を行った貨幣経

済の発展 

同上の課題に加えて小レポート。 

10 中国都市（4） 
近現代を先取りした都市的生活、流通の

発展と試験・芸能・ファーストフード 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

11 中国都市（5） 
近現代を先取りした都市的生活、流通の

発展と試験・芸能・ファーストフード 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

12 ヨーロッパ都市 

アジア都市は大きくヨーロッパ都市は

小さかった、農業中心の経済、「肉食＝

豊か」ではない 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

13 ヨーロッパ都市 
政治の分裂と自治の発展、宗教と経済の

結びつき 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

14 ヨーロッパ都市 
巨大化したのは 200 年前、「産業革命」

は何が「革命」なのか 

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

15 ヨーロッパ都市 小さな都市への回帰、歴史に学ぶ 
授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

ポイントは以下３点。 第１に暗記は必要ない。テストも論述１題で持ち込み可であり、この他にレポートとレスポンス・ペーパーで採点するか

ら。第２に消極的姿勢でプラス評価になることはないが、積極的に受講してマイナス評価されることも絶対にない。例えば、出席点はない。しか

し誤字や脱字のために減点、ということもない。つまり減点主義ではなく加点主義。また配点は、①テスト（40 点）、②レポート（30 点）、③レ

スポンスペーパー（30 点＋α）。第３に 60 点に達するなら、①②③すべてを提出する必要はない。その点では、各自のスタイルに合わせて受講

してほしい。 

学生への 

メッセージ 

歴史が教えてくれるのは、「すべては表裏一体」ということです。この授業も例外ではありません。テストにレポート、レスポンス・ペーパーと、

3 つの論述課題がありますが、「やることが多い」とのみ考えるのは一面的。裏返せば「単位取得のチャンスが多い」とも言えるからです。また

みなさんが「何かを分かっている」かどうかを判定するには、結局「それが何なのかを説明できる」かどうかを見る以外にありません。しかし、

このように説明し、伝える力は、文系・理系に関係なく学問研究すべてに欠かせないだけでなく、大学卒業後の長い人生でも、あらゆる場面で必

要とされる力です。テスト終了と同時に忘れてしまうような、「暗記科目としての歴史」を教えるつもりはありません。この授業で学ぶのは「具

体的・論理的に考える歴史」であり、みなさんには、それを通して「単位以上のもの」を得てほしいと思います。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階 非常勤講師室 

備考  

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、PBL に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、Active Book Dialog（ABD）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。 

到達目標 

【到達目標】 

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。 

【プロセス】 

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。 

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。 

３． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。 

４． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。 

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。 

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。 

授業方法と 

留意点 

大学での学びの主役は PBL の受講者である。教員は、PBL の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。 

具体的には、ABD 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、B5 用紙 5 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。 

ABD 読書会については、以下の URL を参照のこと。http://www.abd-abd.com/  

講義内容については、Moodle を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。 

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて ABD の手法を用いてグループ学習する。 

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。 

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。 

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。 

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。  

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。 

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。 

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。 

２月 学内研修：成果報告書の作成。 

 

事前、事後学習課題 について 

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 1 単位あたり週 2 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。 

関連科目 教養系、キャリア系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 人を伸ばす力 : 内発と自律のすすめ 
エドワード・L・デシ, リチャー

ド・フラスト 
新曜社 

2 フロー体験 喜びの現象学 
M. チクセントミハイ [著] ; 今

村浩明訳 
世界思想社 

3 
モチベーション 3.0 : 持続する「やる気!(ドライ

ブ!)」をいかに引き出すか 

ダニエル・ピンク著 ; 大前研一

訳 
講談社 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
グロービス MBAで教えているプレゼンの技術 : 人を

動かす勝利の方程式 
グロービス ダイヤモンド社 

2 教え上手になる! : 教えと学びのワークブック 関根雅泰 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

3 

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「2 ステージ、6 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想! 

吉田雅裕 東洋経済新報社 

 

評価方法 

（基準） 

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（70％）、学内・学外発表会等への貢献度（30％） 

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。? 

学生への 

メッセージ 

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。 

担当者の 

研究室等 
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階） 

備考  

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

Ⅰ 授業概要 

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。 

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、TV 等でも

紹介された。 

・2018 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。 

 

Ⅱ 目的 

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。 

到達目標 

Ⅰ 到達目標（共通） 

  本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。 

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。 

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。 

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。 

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。 

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。 

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。 

（７）企画・運営・振り返り資料作成による PPT のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。 

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による PDCA 活用スキルを修得すること。 

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。 

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。 

授業方法と 

留意点 

Ⅰ 授業方法 

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。 

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。 

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。 

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。 

 

Ⅱ 留意点 

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生 

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画 

 

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題 

（１）事前・事後学習 

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。 

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。 

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会） 

 

（２）参画する課外活動例 

・４月頃：WEB 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（JR 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。） 

 

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。） 

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ 

 

・７月頃：吹田祭推進、応援 

 

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席-吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 16 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。） 

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店?スタバ）による商店街連携検討。 

 

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。） 

 

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加 

 

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての WEB 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。 

 

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。 

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社 
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2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

【テーマ】 

 社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動支援プロジェクト 

 

【概 要】 

 枚方市に所在する社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。 

 また、２月には摂南大学×FC ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。 

 

【目的】 

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う 

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示 

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加 

到達目標 

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する 

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる 

・連携先に企画提案ができる 

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する 

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる 

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる 

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる 

・プレゼンテーションの準備を通し、PPT の作成スキルが向上する 

授業方法と 

留意点 

「FC TIAMO 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。 

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

 ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。 

 

【方法】 

 ・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察 

 ・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出 

 ・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施） 

 ・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案 

  

【年間計画（予定）】 

 ４月    マーケティング基礎講座の実施 

       連携先との顔合わせ 

 ５月    ホームゲーム観戦体験 

                     ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施 

 ６月    アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案 

 ７月    枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施 

                     域内商店街での広報活動の実施 

 ８月    ホームゲームでのイベントの実施 

 ９月    枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施     

   10 月     ホームゲーム運営補助 

       中間報告会 

 12 月     最終報告会とその準備 

   ２月            Sports Festival 

関連科目 全ての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。 

学生への 

メッセージ 
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「FC TIAMO 枚方」を盛り立てていきましょう。 

担当者の 

研究室等 

吉田佐治子（７号館３階） 

水野武（７号館３階） 

備考 
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ 5?10 時間は必要です。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、PBL に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、Active Book Dialog（ABD）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。 

到達目標 

【到達目標】 

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。 

【プロセス】 

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。 

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。 

３． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。 

４． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。 

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。 

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。 

授業方法と 

留意点 

大学での学びの主役は PBL の受講者である。教員は、PBL の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。 

具体的には、ABD 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、B5 用紙 5 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。 

ABD 読書会については、以下の URL を参照のこと。http://www.abd-abd.com/  

講義内容については、Moodle を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。 

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて ABD の手法を用いてグループ学習する。 

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。 

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。 

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。 

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。  

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。 

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。 

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。 

２月 学内研修：成果報告書の作成。 

 

事前、事後学習課題 について 

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 1 単位あたり週 2 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。 

関連科目 教養系、キャリア系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 人を伸ばす力 : 内発と自律のすすめ 
エドワード・L・デシ, リチャー

ド・フラスト 
新曜社 

2 フロー体験 喜びの現象学 
M. チクセントミハイ [著] ; 今

村浩明訳 
世界思想社 

3 
モチベーション 3.0 : 持続する「やる気!(ドライ

ブ!)」をいかに引き出すか 

ダニエル・ピンク著 ; 大前研一

訳 
講談社 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
グロービス MBAで教えているプレゼンの技術 : 人を

動かす勝利の方程式 
グロービス ダイヤモンド社 

2 教え上手になる! : 教えと学びのワークブック 関根雅泰 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

3 

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「2 ステージ、6 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想! 

吉田雅裕 東洋経済新報社 

 

評価方法 

（基準） 

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（70％）、学内・学外発表会等への貢献度（30％） 

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。? 

学生への 

メッセージ 

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。 

担当者の 

研究室等 
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階） 

備考  

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

Ⅰ 授業概要 

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。 

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、TV 等でも

紹介された。 

・2018 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。 

 

Ⅱ 目的 

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。 

到達目標 

Ⅰ 到達目標（共通） 

  本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。 

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。 

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。 

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。 

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。 

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。 

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。 

（７）企画・運営・振り返り資料作成による PPT のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。 

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による PDCA 活用スキルを修得すること。 

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。 

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。 

授業方法と 

留意点 

Ⅰ 授業方法 

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。 

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。 

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。 

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。 

 

Ⅱ 留意点 

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生 

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画 

 

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題 

（１）事前・事後学習 

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。 

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。 

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会） 

 

（２）参画する課外活動例 

・４月頃：WEB 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（JR 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。） 

 

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。） 

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ 

 

・７月頃：吹田祭推進、応援 

 

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席-吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 16 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。） 

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店?スタバ）による商店街連携検討。 

 

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。） 

 

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加 

 

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての WEB 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。 

 

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。 

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社 

教
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2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

【テーマ】 

 社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動支援プロジェクト 

 

【概 要】 

 枚方市に所在する社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。 

 また、２月には摂南大学×FC ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。 

 

【目的】 

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う 

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示 

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加 

到達目標 

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する 

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる 

・連携先に企画提案ができる 

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する 

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる 

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる 

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる 

・プレゼンテーションの準備を通し、PPT の作成スキルが向上する 

授業方法と 

留意点 

「FC TIAMO 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。 

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

 ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。 

 

【方法】 

 ・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察 

 ・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出 

 ・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施） 

 ・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案 

  

【年間計画（予定）】 

 ４月    マーケティング基礎講座の実施 

       連携先との顔合わせ 

 ５月    ホームゲーム観戦体験 

                     ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施 

 ６月    アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案 

 ７月    枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施 

                     域内商店街での広報活動の実施 

 ８月    ホームゲームでのイベントの実施 

 ９月    枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施     

   10 月     ホームゲーム運営補助 

       中間報告会 

 12 月     最終報告会とその準備 

   ２月            Sports Festival 

関連科目 全ての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。 

学生への 

メッセージ 
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「FC TIAMO 枚方」を盛り立てていきましょう。 

担当者の 

研究室等 

吉田佐治子（７号館３階） 

水野武（７号館３階） 

備考 
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ 5?10 時間は必要です。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
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科目名 ソーシャル・イノベーション実務総論 科目名（英文） Social Innovation Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1437a2,L 科：LLO1418a2,D 科・S 科：ILO1424a2,P 科：YLO1419a2,J 科：JLO1435a2,W 科：WLO1420a2,N

科：NLO1416a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、 

１）ICT 部門が急速な発展を遂げているビジネス社会にあって、ビジネスパーソン自身のあり方も大きく変わってきていることを理解する。 

２）ライフスタイルの変化は、単にキャリアパスを視野に入れるのではなく、個として生きる視点を組み込む必要性を意識せざるを得ないことを

理解する。 

３）グローバル社会において必要とされるビジネス実務なならびにビジネス実務能力とは何かを学ぶ。 

４）変化するビジネス環境の現状と課題について考察し、社会に貢献し、革新を起こすクリエイティビティを発揮する自らの職業観を確立する。 

ようになることが期待される。 

 

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、NPO 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。 

到達目標 

１）ビジネスに必要なビジネス実務能力を理解し、計画的に身に付ける必要性を学ぶ。 

２）社会に貢献するためのビジネスという概念から、「異世代・異文化（多様性）を主体的に理解する力」、「地域社会の課題を主体的に発見する

力」、「主体的に課題を解決し、新しい価値を生み出す力」（３つの力）を理解できる。 

授業方法と 

留意点 

第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

また、毎回の座学の後、グループワークを通して課題を議論し、もしくは事前に与えた課題に関してのプレゼンテーションを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・ソーシャル・イノベーション実務総論

の概要を説明する。 

・グループワークならびにプレゼンテー

ションに関して説明する。 

・自己紹介後、グループ形成をする。 

・事前学修：自己紹介の原案を考えること（２時間） 

・事後学修：プレゼンテーション資料を熟読するこ

と（２時間） 

2 ビジネスの定義 

・ビジネスとは何かを考察する。 

・イノベーションが繰り返し唱えられる

理由について考察する。 

・事前学修：テキストの指定個所を熟読し、ノート

にまとめること（２時間） 

・事後学修：企業の事例を調べること（２時間） 

3 
組織の種類 －営利組織と

非営利組織－ 

・阪神淡路大震災後、急速に進化した

NPO 組織について考える。 

・営利組織と非営利組織について、ディ

ベートを行う。 

・事前学修：NPO について調べること（２時間） 

・事後学修として、営利・非営利組織の対照表を作

成すること（２時間） 

4 

ビジネス環境をとらえる① 

－経済のグローバル化と高

度情報化－ 

・グローバル化の明暗について考察す

る。 

・事前学修：グローバル化とは何か、新聞記事等の

情報を集めること（２時間） 

・事後学修：日本のグローバル化に関する小レポー

トを作成すること（２時間） 

5 

ビジネス環境をとらえる②

－地球環境問題と少子高齢

社会－ 

・地球環境問題とジェンダーエンパワー

メント指数について考察する。 

・事前学修：ジェンダーエンパワーメント指数を調

べ、そこから考えたことをまとめること（２時間） 

・事後学修：地球市民として考えたことをまとめる

こと（２時間） 

6 

ビジネス現場をとらえる 

－オフィスからワークプレ

イスへ－ 

・「四角いオフィスから無限大の空間」

というテーマで自由に考える。 

・事前学修：将来の働き方をイメージし、まとめる

こと（２時間） 

・事後学修：グループで話し合ったことを主に、個

人の意見をまとめたレポートを作成すること（２時

間） 

7 ビジネス実務能力 

・企業等のビジネス組織で必要とされて

いる「ビジネス実務能力」とは何かを理

解する。 

・事前学修：働くために必要な知識・スキルはどの

ようなもので、どのように身に付けるかをまとめる

こと（２時間） 

・事後学修：自分に必要な「ビジネス実務能力」を

まとめること（２時間） 

8 
ビジネス実務の基本① －

仕事の進め方－ 

・優先順位の付け方等、具体的な進め方

や対応の科学的対処法を学ぶ。 

・事前学修：問題プリント①を解くこと（２時間） 

・事後学修：問題プリント②を解くこと（２時間） 

9 
ビジネス実務の基本②－ビ

ジネスと諸活動－ 

・自己を取り巻く環境の中で、企業等の

ビジネス組織が展開している諸活動を

理解する。 

・事前学修：CSR について調べ、まとめること（２

時間） 

・事後学修：一企業の CSR を選び、レポートを作成

すること（２時間） 

10 
ビジネス実務の基本③－ビ

ジネスと経営資源－ 

・経営資源としての人的資源を中心に学

ぶ。 

・事前学修：男女共同参画社会に関して調べ、まと

めてくること（２時間） 

・事後学修：、ワークライフバランスに関してレポ

ートを作成すること（２時間） 

11 

ビジネス実務の基本④－ビ

ジネスと PDCA サイクル／マ

ーケティング活動とコスト

パフォーマンス（経理財務）

－ 

・PDCA サイクルを理解する。 

・マーケティングとコストの関係につい

て理解する。 

・事前学修：業界内の 2 社 CM を比較し、その特徴

をまとめること（２時間） 

・事後学修：CM の必要性の有無に関してレポートを

作成すること（２時間） 

12 

自己実現とキャリアプラン

ニング －セルフマネジメ

ントと自己啓発－ 

・自己啓発の必要性を理解し、ライフデ

ザインの中のキャリアデザインを考え

る。 

・社会の中における自己を位置づける。 

・事前学修：自己振り返りシートを作成すること（２

時間） 

・事後学修：再度自己振り返りシートを作成し、職

業を通した自己意識をまとめること（２時間） 

13 
ビジネスプラン①－起業へ

の意識－ 

・日常生活での不便な点、改善すべき点

を挙げ、提案をするためのグループワー

クを行う。 

・事前学修：各自がテーマを見つけること（２時間） 

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時
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・CM 比較をイノベーションの観点から

行う（とくに CSR に関するもの）。 

間） 

14 ビジネスプラン② 

・CM 比較プレゼンテーションを準備す

る。 

・実際に企画を考える。 

・事前学修：グループのビジネスプランを発展させ

ること（２時間） 

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時

間） 

15 
ビジネスプラン・プレゼンテ

ーション 

・作成したビジネスプランに基づいて発

表する。 

・事前学修：プレゼンテーション準備を行うこと（２

時間） 

・事後学修：最終レポートを作成すること（２時間） 

 

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ビジネス実務総論 全国大学実務教育協会 紀伊国屋書店 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 20 歳のときに知っておきたかったこと ティナ・シーリグ 阪急コミュニケーションズ 

2 イノベーションと企業家精神 P.F.ドラッカー ダイヤモンド社 

3 「デザイン思考」を超えるデザイン思考 
DIAMOND ハーバード・ビジネス・

レビュー編集部 
ダイヤモンド社 

 

評価方法 

（基準） 

・グループワーク（30%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（40％）を総合的に評価する。 

・毎回、座学ののち、グループワークとプレゼンが繰り返される予定であるので、準備を怠ることがないように注意する。 

学生への 

メッセージ 

私たちが生きている社会を「ビジネス」という視点で見つめなおしたとき、異なったものが見えてきます。私たちの生活を豊かにしてくれる企業

等のビジネス組織へただ何となく参加するのではなく、その実態を理解し、自ら参画することを選びませんか。さまざまな組織ではさまざまな働

き方がありますが、基本はビジネス実務能力が求められています。それを理解したうえで、従来の社会の上に新しい視点を作り上げていきましょ

う。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 

教
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科目名 大学教養応用 科目名（英文） Applied Learning of Liberal Arts 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大塚 正人.伊藤 譲.越 希美江.原 由紀子.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 この科目は，プロジェクトベースドラーニング形式で学ぶ，学部の枠を越えた教養応用科目です．初年次の大学教養入門と大学教養実践のステ

ップアップの講座としての位置づけです． 

本科目の目的は，自分の未来のためには「学び」を実践していくことが大切であることを知ることにあります．そして，今後の大学での学びにお

いても社会との接点を考えながら学ぶ姿勢を持ってもらうため，大学生として必要な，SDGs(2030 年までの世界の目標)などを中心とした教養（社

会、経済、環境等）を身に付けます．また，身につけた知識をもとに考え、未来に向けての実践行動に活かすため、シナリオプランニングを活用

します． 

  なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得意と

する． 

到達目標 

(1)社会課題を考えるための教養として，SDGs(2030 年までの世界の目標)について知り，討議することができる．   

(2)読書により教養を身につけ，さらに自分が知りたいと思うことについて「テーマ設定」をすることができる．  

  

(3)シナリオプランニングを通して，情報収集の方法を知り，実践できる．論理的思考を知り，実践できる．  

   

(4)論理的でわかりやすく、効果的なプレゼンテーションをすることができる．      

(5)ファシリテーション力を身につけ、合意形成を促進するなどチームへの貢献ができる．    

  

(6)チームの中でリーダーシップを発揮し，成果が上がる協働作業に貢献ができる． 

授業方法と 

留意点 

 授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．学修法として ABD（アクテ

ィブ・ブック・ダイアログ），テーマ設定のための QFT，未来を検討するためのシナリオプランニング等の協働学習による学びを体験します．こ

の科目では，教員が知識を伝えるのではなく，チームの一員として協働学習に取り組むことにより，人間関係のつくり方，チームワークの仕方，

リーダーシップ，ものごとに対する柔軟な対応力を身につけます．諸君が積極的に参加することが大切となります． 

科目学習の 

効果（資格） 

社会課題を議論するための教養として SDGs（2030 年までの世界の目標）を知る．自分たちが未来を創る主体であると感じられるようになる．多

様なメンバーと意見を交わしながらシナリオを作成することで，違いを活かし合い新しいものを共創する力を育むことができる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 

アイスブレイク 

事前アンケート 

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る 

シナリオプランニング体験 

振り返りシート 

SDGs を調べる（3 時間以上） 

2 
世界を知る教養： 2030SDGs

を体感する 

2030SDGs カードゲームを実施する．入

門編でも行っているが，そのときとの違

いを知る。 

振り返り、振り返りシート 

SDGｓ前文を読み、サマリーの下書きをする（3 時間

以上） 

3 
世界を知る教養： SDGs 前

文 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

4 

世界を知る教養： SDGs 前

文＋アカデミックインパク

ト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

振り返り、振り返りシート 

教科書の P32-97 を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（3 時間以上） 

5 
世界を知る教養： SDGs（ア

ジェンダ 1-10） 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

6 

世界を知る教養： SDGｓ（ア

ジェンダ 1-10）+アカデミッ

クインパクト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

振り返り、振り返りシート 

教科書の p98-159 を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（3 時間以上） 

7 
世界を知る教養： SDGs（ア

ジェンダ 11-17） 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

8 

世界を知る教養： SDGｓ（ア

ジェンダ 11-17）+アカデミ

ックインパクト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

シナリオプランニングとは講義 

振り返りレポート 

外部環境リサーチ（3 時間以上） 

9 
未来を考える教養： ほぼ確

実な未来を考える 

解説、 

課題の共有，提出 

協働学習 

振り返り、振り返りシート 

外部環境リサーチシート作成（3 時間以上） 

10 
未来を考える教養： 不確実

な未来を考える① 

課題の共有，提出 

協働学習 

10 年後の未来シナリオづくり 

外部環境リサーチシート作成（3 時間以上） 
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振り返り、振り返りシート 

11 
未来を考える教養： 不確実

な未来を考える② 

課題の共有，提出 

協働学習 

10 年後の未来シナリオ完成 

振り返り、振り返りシート 

グループでシナリオ完成（3 時間以上） 

12 
未来を考える教養： 不確実

な未来を考える③ 

課題の共有，提出 

協働学習、プレゼンテーション講義 

10 年後の機会、脅威、対応策検討 

振り返り、振り返りシート 

ポスター作成，プレゼンテーション準備（3 時間以

上） 

13 
未来を考える教養： プレゼ

ンテーション 

プレゼンテーション実施，質疑応答 

プレゼンテーション相互評価 

振り返り、振り返りシート 

自己の行動計画案作成（3 時間以上） 

14 
未来を考える教養：未来に向

けての行動計画作成 

課題の共有，協働学習，対話 

ワールドカフェ実施、行動計画完成 

振り返り、振り返りシート 

振り返りレポート 2 回目（3 時間以上） 

15 全体振り返り 
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り 
振り返りレポート 2 回目（3 時間以上） 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて? 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 SDGs アジェンダ前文  国連 

2 未来を変える目標 SDGs アイデアブック 蟹江憲史 紀伊國屋書店 1,800円（税別） 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・取り組み姿勢（チーム：20％） 

・新聞作り／発表（チーム：20％） 

・振り返りレポート 2 回（個人：20％）  ・振り返りシート（個人：10％）  

・理解度確認クイズ（個人： 10％） 

・外部環境リサーチ 3 回（20%） 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，成績評価の対象は原則として出席率 80%以上の学生とする． 

学生への 

メッセージ 

 この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

として未来を創っていくための教養，コミュニケーション力，ファシリテーション力，学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさん

の友人をつくることもできるでしょう．? 

担当者の 

研究室等 

大塚正人（薬学部 1 号館 5F)，伊藤譲（1 号館 3F），柳沢学（8 号館 3F），喜多大三（7 号館 8F），水野武（7 号館 3F），原由紀子（非常勤講師室），

越希美江（非常勤講師室） 

備考 
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目はアクティブラーニング入学式～キックオフセミナー～大学教養入門～大学教養実践Ⅰからつ

ながる科目です．教養を身につけながら学習法を修得することを期待しています．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください． 

教
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科目名 大学教養実践 科目名（英文） Practical Learning of Liberal Arts 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 伊藤 譲.越 希美江.原 由紀子.藤林 真美.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 この科目は，チームで協働し，対話を通し学びを深める形式で学ぶ学部の枠を越えた教養実践科目です．前期の大学教養入門のステップアップ

講座としての位置づけです． 

本科目の目的は，大学生として必要な教養として，文学，社会学や経済学の基礎知識を身につけ，その知識をもとに協働学習により社会課題の解

決を体験します．そうすることで，教養としての知識を実社会での実践にむすびつけることを目指します． 

 なお，,授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大

切さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができ

る．原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得

意とする． 

到達目標 

(1)大学生として必要な教養レベルを身につけ，実践的に討議することができている． 

(2)ABD による読書法を身に付けている. 

(3)QFT により，自分が知りたいと思うことのテーマ設定ができるようになる． 

(4)人間関係のつくり方，チームワーク能力，リーダーシップを身に付けることができる． 

(5)論理的でわかりやすいプレゼンテーションをすることができる． 

(6)ファシリテーションの基礎能力を身に付け，協働学習を進めることができる． 

授業方法と 

留意点 

 授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．大学生として必要な教養を

身につけ，身につけた教養，知識をもとに，社会課題の解決策を協働学習により検討します．この科目では，これまでの授業とは異なり，教員が

知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積極的に参加することが大

切です．? 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生に必要な教養の知識が身につき,それを元に社会課題について討議できる．ABD,QFT 法等の協働学習の方法が身につく． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 

アイスブレイク 

事前アンケート 

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る 

チームづくり＋振り返りの大切さ 

「星の王子さま」1 章?12 章を読み、サマリーの下

書き(3 時間以上） 

2 
教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」 

教科書の紹介，概要 

ABD による学習の進め方の説明 

ABD にチャレンジ 

振り返り、振り返りシート 

「星の王子さま」13 章?24 章を読んでサマリーの下

書き(3 時間以上） 

3 
教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」 

解説 

協働学習，プレゼン，対話 

振り返り、振り返りシート 

「星の王子さま」25 章?27 章を読んでサマリーの下

書き(3 時間以上） 

4 
教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」 

解説 

協働学習，プレゼン，対話 

QFT により、探求テーマだし 

振り返り、振り返りシート 

探求テーマのリサーチ，検討(3 時間以上） 

5 
教養としての文学に触れ

る：中間成果発表 

解説 

前回課題の共有、対話 

ポスター作成 

プレゼン，質疑応答 

振り返り、振り返りシート 

振り返りレポート 1 回目 

「未来の年表」P3-79 を読み、サマリーの下書きを

する(3 時間以上） 

6 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

教科書の紹介 

解説 

協働学習，プレゼン，対話， 

理解度確認クイズ，振り返りシート 

「未来の年表」P3-79 から、重要なキーワードとキ

ーセンテンスを抜き出し調べてくる(3 時間以上） 

7 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

キーワードの共有、解説 

QFT による探求テーマだし 

大切な質問作り 

振り返り、振り返りシート 

探求テーマの調査(3 時間以上） 

8 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

探求テーマの調査の共有、提出 

テーマ別ポスター作り 

プレゼンテーションを実施する 

相互評価、振り返り、振り返りシート 

「未来の年表」P80-146 を読み、サマリーの下書き

をする(3 時間以上） 

9 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

解説、 

協働学習，プレゼン，対話， 

理解度確認クイズ，振り返り 

振り返り、振り返りシート 

「未来の年表」p80-146 から、重要なキーワードと

キーセンテンスを抜き出し、調べてくる(3 時間以

上） 

10 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

キーワードの共有、解説 

QFT による探求テーマだし 

大切な質問作り 

振り返り、振り返りシート 

探求テーマの調査(3 時間以上） 

11 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

探求テーマの調査の共有、提出 

テーマ別ポスター作り 

プレゼンテーションを実施する 

振り返り、振り返りレポート 

「未来の年表」第２部を読む(3 時間以上） 

12 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

自分たちで解決策を考えたい社会課題

テーマを決める 

理解度確認クイズ，振り返り 

振り返り、振り返りレポート 

解決策の検討(3 時間以上） 

教
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13 
教養として社会課題を知

る：「未来の年表」 

解決策を検討、ポスター作成 

プレゼンテーション準備 

振り返り、振り返りレポート 

ポスター作成、プレゼンテーション準備(3 時間以

上） 

14 
教養として社会課題を知

る：最終発表 

ポスター作成 

発表・質疑応答 

振り返り、振り返りレポート 

振り返りレポート 2 回目(3 時間以上） 

15 全体振り返り 
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り 
振り返りレポート 2 回目(3 時間以上） 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて? 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 星の王子さま サン＝テグジュペリ 新潮文庫 476 円 

2 未来の年表 河合雅司 講談社現代新書 760 円 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・取り組み姿勢（チーム：30％） 

・ポスター／発表（チーム：20％） 

・振り返りレポート 2 回（個人：20％）  ・振り返りシート（個人：10％）  

・理解度確認クイズ（個人：20％） 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，成績評価の対象は原則として出席率 80%以上の学生とする． 

学生への 

メッセージ 

 この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

としてふさわしい教養の基礎，コミュニケーション力，ファシリテーション力，と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさんの友

人をつくることもできるでしょう．? 

担当者の 

研究室等 

伊藤譲（1 号館 3F），柳沢学（8 号館 3F） 大塚正人（薬学部 1 号館 5F)，喜多大三（7 号館 8F），藤林真美（総合体育館 1F)，水野武（7 号館 3F)，

原由紀子（非常勤講師室），越希美江（非常勤講師室） 

備考 
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目は前期の大学教養入門と同じスタイルの教養を学びながら学習法を身につけることを期待した

科目です．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください．? 

教
養
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科目名 大学教養入門 科目名（英文） Introduction to Liberal Arts 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 荻田 喜代一.伊藤 譲.大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目は学部の枠を越えた教養入門科目です．本科目の目的は，大学生としての教養を身に付けるスタートラインに立つことにあり，自らが主体

的に知識を獲得し，対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得することです．授業では教養の入門書を用いて ABD（アクティブ・ブ

ック・ダイアログ）読書法や協働学習の習慣を身に付けるとともに，チームワーク能力，コミュニケーション能力等を身に付けることを目指しま

す． 

  なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

藤林真美は医療機関での運動指導の業務に従事した実務経験から，対話力を学生に伝えることができる． 

  授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切さを学

生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．石井

は企業，自治体，NPO の運営等の実務経験から社会人基礎力全般の教育を専門としている． 

到達目標 

(1)大学生に必要な教養の基礎知識を身に付けている. 

(2)ABD による読書法を身に付けている. 

(3)チームワーク能力を身に付け，対話を通じた協働学習をすることができる. 

(4)SDGｓと UNAI について基礎的な知識を身に付けている. 

(5)読書の意義を理解して読書習慣を身に付けている. 

(6)コミュニケーション能力を身に付け，自分の考えを相手に伝え，相手の考えを理解することができる. 

授業方法と 

留意点 

 授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．教養の入門書を用いて ABD

（アクティブ・ブック・ダイアログ）学修法を中心として，読書，対話，発表等の協働学習による学びを体験します．この科目では、これまでの

授業とは異なり、教員が知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積

極的に参加することが大切です． 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生に必要な教養の基礎知識が身につく．ABD 法等の協働学習の方法が身につく． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス 

 

「大人の教養」序章 私たち

はどこから来て、何処へ行く

のか 

アイスブレイク 

事前アンケート 

科目の特徴，どのような力が身につくの

か 

「教養とは何か？」 

ABD の体験 

「おとなの教養」第二章を読むこと(1.5 時間以上） 

2 
教養入門：「大人の教養」 

    第二章 宇宙 

教科書の紹介，概要 

チーム作り，授業の約束事 

ABD による学習の進め方の説明 

ABD 法に挑戦「第二章 宇宙」 

「おとなの教養」第六章を読むこと(1.5 時間以上） 

3 教養入門：第六章 歴史 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

「おとなの教養」第四章を読むこと(1.5 時間以上） 

4 
教養入門：第四章 人間と病

気 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

「おとなの教養」第一章を読むこと(1.5 時間以上） 

5 教養入門：第一章 宗教 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

中間発表テーマの決定 

中間発表の下調べ、ポスターの案（3 時間以上） 

6 教養入門：中間成果発表 

ポスター作成の説明 

プレゼン、質疑応答 

振り返り 

ポスターの改善、プレゼンの改善 

振り返りレポート 1 回目（3 時間以上） 

7 教養入門：中間成果発表 

ポスター改善 

発表・質疑応答 

振り返り 

SDGｓとは何か調べる（3 時間以上） 

8 

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ? 

SDGs の概要 

SDGｓゲーム 

理解度確認クイズ，振り返り 

チーム学習の振り返り（1.5 時間以上） 

9 

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ? 

SDGｓとは何か 

ワールドカフェ方式対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

UNAI とは何かを調べる（3 時間以上） 

10 
世界を知る教養：国連アカデ

ミックインパクト? 

国連の役割と歴史 

本学の取り組み 

理解度確認クイズ，振り返り 

振り返り学習：割り当て個所全体の読み返し（2 時

間以上） 

11 

自分を知る教養：岸見著「ア

ドラー心理学入門」 

第二章 アドラー心理学の育

児と教養? 

教科書の紹介、はじめに 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

「アドラー心理学」第二章まで読むこと(2 時間以

上） 

12 

自分を知る教養： 

第四章 アドラー心理学の基

礎理論? 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

「アドラー心理学」第四章を読むこと(1.5 時間以

上） 

13 

自分を知る教養： 

第五章 人生の意味を求め

て? 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

中間発表テーマの決定 

「アドラー心理学」第五章を読むこと(1.5 時間以

上） 

14 自分を知る教養：中間成果発 ポスター作成 振り返りレポート２回目 

教
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表 発表・質疑応答 

振り返り 

（3 時間以上） 

15 大学教養入門：まとめ 
グループワーク「教養とは何か？」 

事後アンケート 

振り返りレポート３回目 

（3 時間以上） 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 おとなの教養 池上彰 NHK 出版 

2 アドラー心理学入門 岸見一郎 KK ベストセラーズ 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・取り組み姿勢（チーム：30％） 

・ポスター／発表（チーム：30％） 

・振り返りレポート 3 回（個人：30％） 

・理解度確認クイズ（個人：10％） 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，成績評価の対象は原則として出席率 80%以上の学生とする． 

学生への 

メッセージ 

 この科目は全国に先駆けて実施する摂南大学独自の教養科目です．授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつ

くり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生としてふさわしい教養の基礎と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたた

くさんの友人をつくることもできるでしょう． 

担当者の 

研究室等 

荻田喜代一（7 号館 8F，副学長室），伊藤譲（1 号館 3F），柳沢学（8 号館 3F） 大塚正人（薬学部 1 号館 5F)，藤林真美（総合体育館１F)，久保

貞也（11 号館 7F），寺内睦博（11 号館 10F），石井三恵（7 号館 5F） 

備考 
この科目は，入学式～キックオフセミナーからつながる科目です．教養を身につけながら学習法を身につけることを期待しています．また，学部

や学科を越えた多くの友人を見つけてください． 

教
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科目名 ダイバーシティとコミュニケーション 科目名（英文） Diversity and Communication 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、 

１）グローバル社会では、日本人の従来の常識では予測のつかない疑問点が溢れていることを知る。 

２）「境界線」も一つの視野では理解できないことをわかる。 

３）さまざまな差異を理解するためには、ダイバーシティ（多様性）を尊重し、受け入れ、積極的に活かすことが大切であることを事例を通して

学ぶ。 

４）ジェンダーの基本的理解はもちろん、ビジネスにおけるダイバーシティマネジメントをジェンダー視点で俯瞰する。 

容認ることが期待される。 

 

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、NPO 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。 

到達目標 
ダイバーシティ理解に欠かせないコミュニケーション手法の一つであるアサーティブネス理論を中心に理解を促進させ、そのスキルを学ぶことに

よって社会生活に活かすことを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 

・ダイバーシティマネジメントにおける社員教育の在り方を理解することができる。 

・「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・ダイバーシティの世界へようこそ 

・政策提言へ向けて 

・事前学修：ダイバーシティに関して、調べること

（１時間） 

・事後学修：身近なダイバーシティに対する気づき

に関してレポートを作成すること（３時間） 

2 ダイバーシティと境界線 ・ウチとソトの感覚 

・事前学修：私たちの周りにある伝統や習慣につい

て考えること（２時間） 

・事後学修：「ウチとソト」に関するレポートを作

成をすること（２時間） 

3 ジェンダー視点 

・フェミニズム×女性学＋男性学＝人間

学 

・時代を生きた女性たち 6 名に関して調

査 

・事前学修：フェミニズムの歴史的背景を理解し、

近年話題のエコフェミニズムについて調べること

（２時間） 

・事後学修：活躍した女性たちに関してグループで

文献調査し、まとめること（２時間） 

4 日本の近代化 

・明治の落とし物 

・グループで時代を生きた女性たちに関

するプレゼンテーション 

・事前学修：明治・大正・昭和の歴史年表を作成す

ること（２時間） 

・事後学修：明治・大正・昭和の世相と時代を文学

の世界から垣間見ることによって、現代にも残存し

ている慣習に関してレポートを作成すること（２時

間） 

5 国際統計比較 
・ジェンダーギャップ 

・ジェンダーエンパワーメント指数 

・事前学修：国際的統計から、日本の置かれた位置

を確認し、何が問題であるか考えること（２時間） 

・事後学修：国際的統計から理解できたことに関し

てレポートを作成すること（２時間） 

6 性役割の形成① 
・発達段階における「刷り込み」 

・DV/デート DV 

・事前学修：性役割を理解し、幼児期から振り返る

こと（２時間） 

・事後学修：自らの「刷り込み」体験に関するレポ

ートを作成すること（２時間） 

7 性役割の形成② 

・結婚と母性信仰 

・妊娠と出生前診断 

・優生保護法と母体保護法 

・「親になること」と「親であること」

の相違 

・事前学修：共同作業である結婚の意味を見直すと

同時に、親役割に関して考えること（２時間） 

・事後学修：自らの結婚観に関するレポートを作成

すること（２時間） 

8 
「らしさ」とセクシャル・ポ

リティクス 

・M 字型労働力率曲線とビジネスマイン

ドの形成 

・格差と二極分化 

・事前学修：日本と世界を比較しながら、女性労働

について考えること（２時間） 

・事後学修：M 字型労働力率曲線の底を上げるため

の提言レポートを作成すること（２時間） 

9 
男女共同参画社会とワーク

ライフバランス 

・ジェンダーマネジメント 

・働き方改革 

・事前学修：ワークライフバランスとは何か、政府

の見解を調べること（２時間） 

・事後学修：ワークライフバランスが必要な理由を

まとめ、レポートを作成すること（２時間） 

10 中間プレゼンテーション 
・各自決めたテーマに関して調査考察し

た結果を発表する 

・事前学修：調査考察し、発表準備をすること（２

時間） 

・事後学修：議論した結果などを加筆し、最終プレ

ゼンに向けて練習すること（２時間） 

11 アサーティブネス理論① 

・世界中でアサーティブネスが用いられ

る理由 

・政策提言へ向けての中間レポート提出 

・事前学修：アサーティブネスについて調べること

（２時間） 

・事後学修：アサーティブに話す練習をすること（２

時間） 

12 アサーティブネス理論② 
・スキルの必要性を理解し、身に付ける

ことを試みる 

・事前学修：アサーティブネス理論を実生活に活か

す事例を考えること（２時間） 

・事後学修：アサーティブネス理論を使うことによ

る自身の変化についてレポートを作成すること（２

時間） 
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13 
ダイバーシティマネジメン

ト① 
・企業比較から政策提言へ 

・事前学修：企業が必ず取り入れているダイバーシ

ティマネジメントについて、事例研究すること（２

時間） 

・事後学修：興味のある企業のダイバーシティマネ

ジメントに関してダイバーシティの視点からの政

策提言に関するレポートを作成すること（２時間） 

14 
ダイバーシティマネジメン

ト② 

・政策提言プレゼンテーション 

・自由討議 

・事前学修：事例研究した内容をプレゼンテーショ

ンできるよう練習すること（２時間） 

・事後学修：事例研究した内容をより上手くプレゼ

ンテーションできるよう練習すること（２時間） 

15 まとめ 
・最終レポート提出 

・まとめ 

・事前学修：ダイバーシティ・マネジメントについ

て述べられるようまとめること（２時間） 

・事後学修：ダイバーシティ・マネジメントが必要

である理由について述べられるようまとめること

（２時間） 

 

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンス科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 共に学ぶ女性学 石井三恵 泉文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ジェンダーで学ぶ社会学 伊藤公男 世界思想社 

2 よくわかるジェンダー・スタディーズ 木村 涼子 他 ミネルヴァ書房 

3 性と法律 角田 由紀子 岩波新書 

 

評価方法 

（基準） 
ロールプレイ（20%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

皆さんの身近に存在している不思議を解き明かすカギが女性学、フェミニズム、ジェンダー論、そしてダイバーシティにあります。私たちは生ま

れも育ちも異なることから考え方も異なるように、外国の方にもにそれが当てはまり、みな同じ問題を抱えています。社会的弱者と呼ばれる私た

ちの身近な事例を通して、人としての生きる権利とは何かを考えてみませんか。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 

教
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科目名 地域貢献実践演習 科目名（英文） Practical Training for Social Innovation 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鶴坂 貴恵.石井 三恵.上野山 裕士.藤林 真美.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO3440a2,L 科：LLO3421a2,D 科・S 科：ILO3427a2,P 科：YLO3422a2,J 科：JLO3438a2,W 科：WLO3423a2,N

科：NLO3419a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業は、ソーシャルイノベーション副専攻課程における総仕上げ科目です。 

これまで、講義やフィールドワークで見つけた学びを総合的に活かして、地域の課題により深く関与し、課題の解決を導くための計画策定か

ら、実施、検証にいたるまでを、学生が主体的に取り組みます。 

その過程のなかで、理論と実践を結び付け方を体験を通じて学び、新たな成長につなげていくことが目的です。 

具体的にはグループ単位で地域担当者と密に連携しながら、課題の抽出から解決までの年間計画を立て、現地で実践と振り返りをくりかえし

ながら、当初立てた目的達成にチャレンジしていきます。 

到達目標 

①これまで学んだ理論を実践に結び付けて、考察し行動することができる。 

②課題発見から解決までの PDCA サイクルを回すことができる。 

③チームで活動することができる。 

④チーム内ので役割行動ができる。 

⑤地域の多様性、独自性などを理解した上で、解決策を提示することができる。 

授業方法と 

留意点 

この授業はグループワークで行います。 

・学生が主体的に地域の課題を解決するため、フィールドに赴き活動を行います。 

・中間発表会、最終報告会での発表（チーム単位）、個人別レポートの作成が課せられます。 

・チームで活動を行うため、コミュニケーションを密にし、役割行動ができることが求められます。 

・社会に出れば、必ず求められる「報告、連絡、相談」を実践し、チームで情報共有しながら連携先との相互理解を図り、課題解決のための、

計画策定から実施、振り返りまで、途中で投げ出すことなく取り組むことが求められます。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 この授業は学生がチームごとに主体的にフィールドワークを行っていきますが、月に１度程度、共有を図り、進捗状況の確認を行います。 

 チームで活動したときには、必ず日誌を作成し、担当教員、連携先、チームメンバーに共有をしてください。 

 また、課題や問題が発生した時には、必ず担当教員に相談をしてください。 

  

 月に１度程度のミーティングの年間スケジュールは第１回目に提示します。 

 

 

 第 1 回 4 月 18 日（木） 6 時間目 オリエンテーション ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容や進め方の説明を行います 

 履修者は必ず出席してください。 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻課程関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動の取組（自己評価、相互評価、連携先からの評価等）50％、発表会での発表（中間、最終）20％、レポート 30％ 

学生への 

メッセージ 
PBL より、さらに踏み込んだ活動を行い、応用力や実践力をつけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
 

備考 

【事前学習】活動を実施するまでには、チームで議論し役割分担を決め準備を行います。またミーティング等活動をしたときは活動記録を作

成ください。そのためには 1 時間～４時間程度の自主学習時間が必要となります。 

【事後学習】活動を行った後は、結果をまとめ、チームでミーティングを行い振り返りをしてください。また全体ミーティングに備えて、ス

ライドの作成をしてください。この場合も活動記録を作成してください。これらの活動に１～4 時間程度の自主学生時間が必要となります。 

教
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科目名 地域と私 科目名（英文） Introduction to Regional Science 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 
鶴坂 貴恵.石井 三恵.稲地 秀介.上野山 裕士.久保 

貞也.田中 結華.藤林 真美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1435a2,L 科：LLO1416a2,D 科・S 科：ILO1422a2,P 科：YLO1417a2,J 科：JLO1433a2,W 科：WLO1418a2,N

科：NLO1414a2 

 

授業概要・ 

目的 

「地域」に焦点を当てて学ぶ意義を理解し、地域ではどのような課題が存在しているかを学ぶために、テーマごとに学習をします。その後、体験

学習では過疎地域である由良町を対象として、由良町の現状と課題を知った上で、現地に赴いて、グループ単位で調査の上、解決策を考え発表し

ます。 

この授業は、講義のテーマによって担当教員が変わるオムニバス授業です。 

また由良町役場の行政担当者や地元事業者などの実務経験者より、由良町の現状や課題、現在取り組んでいる対応策について講義があります。 

到達目標 

・地域のことを学ぶ意義を理解する。 

・地域の課題を理解する。 

・地域の課題について解決策を提案できる。 

・グループ内で相互理解を図りながら活動できる。 

・グループの中で自分の役割を理解しながら活動できる。 

授業方法と 

留意点 

グループで議論等をした上で、グループごとに発表、レポートの作成といったグループワークが中心の授業です。 

第２回目、３回目は外部講師による体験型の研修となります。 

第 11 回目は和歌山県由良町での体験学習となります。 

グループワークで学習を進めて行きますので、グループのメンバーに迷惑がかからないよう責任のある行動をしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

4 月１３日（土）2 時間目 

到達目標や授業方法、成績評価方法等に

ついて説明します。 

地域のことを学ぶ意義を解説します。 

（鶴坂） 

【事前学習】 

シラバスをみて、内容を確認する。 

地域のことを学ぶことについて自分なりに考える

（1 時間） 

【事後学習】 

地域という視点で新聞等のニュースを探し、読み、

自分なりの意見を考える（1 時間） 

2 
自己の探求 

4 月２０日（土） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

(外部講師・鶴坂） 

体験型セミナーでの気づきをまとめる（1 時間） 

3 
自己の探求 

4 月２１日（日） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

（外部講師・鶴坂） 

体験型セミナーでの気づきを今後、どのように活か

すかを考え、レポートをまとめる（２時間） 

4 
今、地域で何が起きているか 

５月１８日（土）１限 

人口減少時代の都市・地域の問題や課題

について解説し、地域貢献活動の重要性

について考えます。 

（鶴坂） 

【事前学習】 

キーワード「消滅可能性都市」について調べる（1

時間）。 

【事後学習】由良町の現状と人口減少等の地域の問

題を結びつける。その上で由良町での人口減少の理

由を考え、グループでレポートをまとめる（2 時間） 

5 
由良町関係者の講演 

５月１８日（土）２限 

和歌山県由良町役場の方に来学いただ

き、観光、環境・防災、スポーツ・文化、

地域医療の各領域の現状や課題をお聞

きします。（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

和歌山県由良町の概要を調べる（1 時間） 

【事後学習】 

和歌山県由良町の課題をまとめグループでレポー

トをまとめる（2 時間） 

6 

地域経済・経営 

－地域の観光・ブランディン

グ－ 

５月１８日（土）３限 

観光資源を活用した地域経済の活性化

と地域のブランディングについて学習

し、都市部と過疎地域での取組の違いを

議論します。 

（鶴坂・久保） 

【事前学習】 

地域資源を活用した観光によるまちおこしの事例

を調べる（1 時間） 

【事後学習】 

由良町の観光の目玉を考え、グループでレポートを

まとめる（2 時間） 

7 

地域環境・防災 

－空き家の現状と課題－ 

６月１日（土）１限 

大都市周辺市街地と地方農山村部とで

は空き家を取り巻く状況は異なります。 

地域特性ごとに異なる空き家の現状と

課題を学習し、寝屋川市や和歌山県下の

市町村などを対象とした空き家対策な

どについて議論します。 

（稲地） 

【事前学習】 

授業前に国内の空き家問題を概観するために、国土

交通省や自治体などが行っている調査結果、対策、

制度など情報をインターネットなどで収集・整理し

ておくこと（1 時間） 

【事後学習】 

授業後は議論した内容をふまえ、由良町における空

き家対策について検討し、グループでレポートをま

とめる（2 時間） 

8 

地域政策・文化 

－地域とスポーツ－ 

６月１日（土）２限 

地域とスポーツとの関連；「トップスポ

ーツ（プロ野球やプロサッカー、ラグビ

ーのトップリーグ、都道府県対抗駅伝な

ど）との循環による郷土愛的な地域性」

および「地域スポーツクラブにおける住

民のスポーツ参加」について理解・議論

します。 

（藤林） 

【事前学習】 

事前に提示するキーワードについて予習しておく

こと（1 時間） 

【事後学習】 

授業ノート等で復習の上、由良町にける地域スポー

ツを振興するための方策を検討しグループでレポ

ートをまとめる（2 時間） 

9 

地域医療 

－地域で健康な生活を送る

には？－ 

６月 15 日（土）１限 

民が活用できる、組織、サービス、専門

職について理解し、地域で健康な生活を

送るための課題を多様な視点から話し

合います。 

【事前学習】事前に提示するキーワードについて各

自調べておくこと(1 時間） 

【事後学習】 

授業で発表された内容について整理し、由良町の地

教
養
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（田中・上野山） 域医療の課題についてまとめグループでレポート

にまとめる（2 時間） 

10 

事前学習 

グループワーク 

６月１５日（土）２、３限 

由良町を対象として、地域経済・経営、

地域政策・文化、地域環境・防災、地域

医療のどの切り口で課題発見や解決策

に取組むかをグループで検討します。ま

た、グループ内での分担を決めます。（鶴

坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

グループでどの領域の問題を取り扱うか決めてお

く（1 時間） 

【事後学習】 

由良町でのフィールドワークの準備を行う（2 時間） 

11 

体験学習 

（和歌山県由良町） 

６月２９日（土）終日 

由良町に出かけ、フィールドワーク（調

査）を行います。（鶴坂、稲地、藤林、

上野山） 

【事前学習】 

現地で調べることについて予備調査しておく（1 時

間） 

【事後学習】 

現地で得られた情報をまとめておく（２時間） 

12 
プレゼンテーション講座 

７月６日（土）１限 

プレゼンテーションについての解説、パ

ワーポイントによる資料作成方法の解

説をします。 

（石井、鶴坂） 

【事前学習】 

現地で得た情報をまとめておく（1 時間） 

【事後学習】 

スライドをつくってみる（２時間） 

13 

事後学習① 

グループワーク 

７月６日（土）２限 

現地で得た情報の整理をもちより、発表

できる形にしていきます。 

（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

グループで情報を共有化しておく（2 時間） 

【事後学習】 

発表できるよう準備をする（４時間） 

14 

事後学習② 

成果発表会 

７月２０日（土）１、２限 

作成したスライドを使い、成果発表を行

います。 

（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

発表の練習を行う（４時間） 

【事後学習】 

他のグループの取組内容の整理をする（1 時間） 

発表したときのコメントや質問を自分たちのグル

ープの発表内容に反映させ、レポート作成に役立た

せる。 

15 

事後学習③ 

ふりかえり 

７月２１日（土）３限 

「地域と私」全体の総括、ふりかえりを

行います。（鶴坂） 

【事前学習】 

これまでのプリントや副専攻課程ガイドブック等

を整理する（1 時間） 

【事後学習】 

副専攻課程ガイドブックの完成、レポート作成（3

時間） 

 

関連科目 ソーシャル・イノベーション副専攻科目群 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

グループワークの成果物  40％ 

グループの成果発表    20％（ルーブリック評価） 

最終レポート         40％   ６０％で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

地域で起きていることを自分ごとにしていくための基礎を形成する授業です。また、副専攻科目を履修していくうえでの、基本的な学びができる

科目でもあります。基本をしっかり身につけ、さらに学びを深めるためにも、主体的な学びの姿勢を期待します。 

担当者の 

研究室等 
鶴坂研究室 11 号館７階 

備考  

教
養
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科目名 地域連携教育活動Ⅰ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities I 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
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科目名 地域連携教育活動Ⅱ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities II 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
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科目名 チームビルディング 科目名（英文） Team Building 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

成熟社会においては個人の力を集合させてプロジェクトを作り上げる「チームビルディングの思考や技術」を学ぶことが重要である。 

本科目はチームビルディングの理論を学び、様々なアクティビティを通してチームに貢献する方法を考えられるようになるための授業である。 

２回生以降に摂南大学 PBL プロジェクトを履修する際にも役立つ。 

なお、講義は担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。 

 

学科の学習・教育目標との対応：工学部[A]，理工学部［II］ 

到達目標 チームで物事を進める際に必要な知識が理解出来るようになり、技能を身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義は受講生によるアクティビティ・プレゼンテーション・グループワークなどを織り交ぜて進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
チームで物事を進める際の基礎知識が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・講義の進め方 

・なぜチームが必要なのかを知る 

・チームビルディングとは何か を理解

する 

事前学習：本科目のシラバスを精読すること。(１

時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

2 
チームビルディングとは何

か 

・自己紹介ワーク 

・チームビルディングの理論を学ぶ 

・チームビルディングのための技能を知

る 

事後学修：チームにどのように貢献できるかを考え

る。(１時間) 

3 チームビルディング体験 

・ペーパータワーワーク（予定） 

・チームの 10 カ条 

などに取り組み、チームビルディングを

体験する 

事後学修：チームでの取り組みを振り返る。(１時

間) 

4 
チームにおけるリーダーと

フォロワーの役割 

・リーダーシップとフォロワーシップを

学ぶ 

・メンバーを支援するための質問術、傾

聴術を身につける 

事前学修：講義３で出る課題に取り組むこと(１時

間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

5 
学習するためのチームづく

り 

・チームを機能させるために必要な要素

を学ぶ 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(1.5

時間) 

6 話し合う技術 ・チーム話し合う際の技術を学ぶ 
事後学修：講義で配布された資料を見直すこと(1.5

時間) 

7 
ビジネス記事を活用したデ

ィスカッション 

記事を活用して情報の読み取りと活用、

自分ならどうするかを考える 

事後学修：講義で身につけた読解技術を日常生活で

試してみること(1.5 時間) 

8 

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ① 

・ペアワークに取り組み、情報の読み取

りと活用、提案することを学ぶ 

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること(１時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

9 

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ② 

・グループでニッポンの課題の解決策を

考える 

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること(１時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

10 
チームでプロジェクトを企

画する 

・講義の中間おさらい 

・チームでプロジェクトを企画する 
事後学修：チームで課題に取り組むこと(4 時間) 

11 
摂南大学 PBL プロジェクト

の紹介① 

本学で開講されている摂南大学 PBL プ

ロジェクトの紹介 

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること(1.5 時間) 

12 
摂南大学 PBL プロジェクト

の紹介② 

本学で開講されている摂南大学 PBL プ

ロジェクトの紹介 

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること。(1.5 時間) 

13 
プロジェクトのプレゼンテ

ーション 

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション 

事後学修：チームで発表をする準備をすること(2

時間) 

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること(１時間) 

14 
プロジェクトのプレゼンテ

ーション 

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション 

事後学修：チームで発表をする準備をすること(２

時間) 

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること(１時間) 

15 講義のまとめと振り返り 講義のおさらいと振り返りを行う 

事前学修提出物などの出し忘れがないか確認する。

(1.5 時間) 

事後学修：講義全体を振り返ること。(１時間) 

 

関連科目 
・「ソーシャル・イノベーション副専攻科目過程」の科目 

・キャリアデザインⅠ・Ⅱ、摂南大学 PBL プロジェクト、ソーシャルイノベーション実務総論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
チームでの提出物 20％、チームへの貢献度とワーク後の振り返りシート 30％、個別課題 10%、最終レポート 40％ で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
ワークやアクティビティを織り交ぜる授業となるので、主体性を持って講義に挑むこと。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野研究室） 

備考 ・参考とする書籍、文献は適宜提示する。 

教
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科目名 地誌学 科目名（英文） Regional Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 渡邉 英明 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1407a2 

 

授業概要・ 

目的 

地誌学は，地域を構成する諸要素を体系的に捉え，その特色を解明しようとする分野で，系統地理学（人文地理学・自然地理学）とともに地理学

の根幹を成す。本講義では，世界各地における自然環境と人間生活との関わりを通して，地域の特色を学習する。 

到達目標 地誌学の基本的な考え方について，具体的な事例を通して理解できるようになる。 

授業方法と 

留意点 
最新の教科書を用いて講義形式で進める。簡単な理解度チェックを適宜行う。期末試験とは別に，授業内で小試験を実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中学社会・高校地理歴史教員免許 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 講義の進め方 講義ノートを復習しておくこと（事後学習 3 時間） 

2 熱帯気候と住民生活（1） タンザニアのコーヒー生産 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

3 熱帯気候と住民生活（2） 熱帯雨林の狩猟採集民（1） 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

4 熱帯気候と住民生活（3） 熱帯雨林の狩猟採集民（2） 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

5 熱帯気候と住民生活（4） 発展途上国の都市問題 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

6 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（1） 
砂漠ゾウと地域住民 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

7 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（2） 
乾燥地帯で生きる人々（1） 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

8 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（3） 
乾燥地帯で生きる人々（2） 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

9 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（1） 
氷河と人々の暮らし 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

10 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（2） 
極北の狩猟民・イヌイット 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

11 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（3） 
山岳地帯の牧畜 

教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

12 温帯気候と住民生活（1） 先進国の都市問題 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

13 温帯気候と住民生活（2） 日本の自然と住民生活（1） 
教科書の該当ページを復習しておくこと（事後学習

1.5 時間） 

14 温帯気候と住民生活（3） 日本の自然と住民生活（2） 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

15 まとめ 総括と期末試験の説明 
教科書の該当ページを読んでおくこと（事前学習

1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

 

関連科目 人文地理学、自然地理学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 世界がわかる地理学入門 水野一晴 筑摩書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 75%，平常点 25% 

学生への 

メッセージ 

高校で地理（A・B）を履修していない人も問題なく受講できます。授業内容を正しく理解するため，毎回きちんと出席し，ノートを取りながら集

中して受講してください。 

担当者の 

研究室等 
７号館 2 階 （非常勤講師室） 

備考 質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。授業内で実施する小試験については，翌週以降の授業で解説を行います。 

教
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科目名 地理学Ⅰ 科目名（英文） GeographyI 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 手代木 功基 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

自然地理学は地球環境問題や自然災害と深い関わりを持つとともに、私たちの日々の生活とも密接に関わっています。 

本授業では、身近な場所から辺境の地まで、さまざまな地域の自然環境を理解するための基礎を学びます。 

具体的には、1．プレート運動や気候といった地球規模のシステム、２．日本や世界で観察される景観の形成要因やその形成過程、３．自然災害

や地球環境問題、といった内容を扱います。講義では各地の写真や映像などを数多く使って解説し、初学者にもイメージがつかみやすい内容にす

る予定です。授業を通して、自然現象を様々な時間・空間スケールに位置づけて理解する基礎を身につけ、それを将来様々な形で活かしていくこ

とを期待します。 

到達目標 
日本・世界各地の自然環境の実態とそのシステムを学ぶことを通して自然環境の見方の基礎力を養い、日常で目にする自然景観の形成要因や災害

の発生等について論理的に理解できるようになること 

授業方法と 

留意点 

プリントの配布および投影資料を利用した講義形式。理解を深めるため、映像資料やバーチャル地球儀等を利用します。Moodle やウェブブラウ

ザ利用するため、スマートフォン・タブレット等を持ち込むことを推奨します。 

科目学習の 

効果（資格） 
地震等自然災害に対する認識の強化、環境に対する意識の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、テキスト、評価方法等に

ついて説明 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

2 I. 日本の自然を知る 1 
プレートテクトニクスと日本列島の形

成 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

3 I. 日本の自然を知る 2 地震のメカニズム 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

4 I. 日本の自然を知る 3 地震災害 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

5 I. 日本の自然を知る 4 火山と日本列島 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

6 II. 多様な日本の自然 1 気候環境 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

7 II. 多様な日本の自然 2 植生 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

8 II. 多様な日本の自然 3 山地の隆起と侵食 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

9 II. 多様な日本の自然 4 河川と平野・海岸 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

10 II. 多様な日本の自然 5 大阪の自然・関西の自然 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

11 III. 世界の自然を知る 1 熱帯から極地 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

12 III. 世界の自然を知る 2 砂漠や高山 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

13 III. 世界の自然を知る 3 自然と人々の暮らしの関係性 事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

教
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ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

14 IV. 環境と私たち 1 地球温暖化や砂漠化 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

15 IV. 環境と私たち 2/総括 
自然災害への対処について・授業全体の

まとめ 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

事後：授業で紹介した参考文献などを読み、理解を

深める。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内で複数回の理解度確認テストを実施し、その結果をもとに評価する(授業内の理解度確認テスト：100%) 

学生への 

メッセージ 
高校地理・高校地学を学んでいない人でも理解できるような内容を扱い、難しい部分はフォローアップしながら授業を進めていく予定です。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 

備考 
事前・事後の学習は、全体で 60 時間を目安とします。理解度確認テストとは、講義内容に関する小テストです。理解度確認テストは、終了後に

問題の解説を実施する形でフィードバックをおこないます。 

教
養
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科目名 地理学Ⅱ 科目名（英文） Geography II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 麻生 将 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

現代世界・社会の諸問題に地理学がどのように向き合っているかを考えるにあたり、具体的な事例を通して主要な人文地理学の研究成果とアプロ

ーチを紹介する。 

到達目標 ＜地理学的なものの見方・考え方＞について理解し、それをふまえ、身近な問題を捉え直すことができる。 

授業方法と 

留意点 
配付資料を用いて、講義形式で行う。授業中に何度か課題を出す。それらの課題に取り組むことで、授業内容をしっかりと復習をしてほしい。 

科目学習の 

効果（資格） 

＜地理学的なものの見方・考え方＞の学習・理解を通じて、ひととは違った視点から身近な問題を捉えられるようになる。なお、中学社会・高等

学校地理歴史の教員免許取得を目指す学生にとっては必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス：地理学を学ぶ意

義、地理学から見える世界・

現象 

授業の進め方、授業全体の参考書の紹介

など 

中学校（高校での地理選択者は高校地理）までの「地

理」の学習内容を振り返る（事後学習）（2 時間） 

2 地図から見た世界 地図の歴史と原理について 

紹介した参考文献を読む（事後学習） 

テーマに沿った地図（身近な地域の地図またはメン

タルマップ）作成の課題に取り組む（事後学習）（2

時間） 

3 都市の空間現象 
都市の歴史、現代の都市で生じる様々な

現象と課題について 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

4 農村の現状と課題 
農業地理学の基礎と農村の成り立ちと

現状、課題について 
紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間） 

5 経済地理学①工業 
工業立地の歴史と現状、将来の変化につ

いて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

6 経済地理学②農業 
日本と世界の農業の現状と課題につい

て 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

7 経済地理学③商業・流通 
事業所の立地と流通システム、および経

済のグローバル化について 

身近な地域の事業所（コンビニや喫茶店、スーパー

マーケットや書店など）の分布を調べる（事後学習）

（2 時間） 

8 環境問題と地理学 
様々なスケールから見た環境問題につ

いて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

9 災害と地理学 災害と人間活動との関わりについて 

自然環境と人間活動の関係を理解するための課題

（関西のいくつかの地域の地形図の読図作業）に取

り組む（事後学習）（2 時間） 

10 社会問題と地理学 
日本と世界の主な社会問題の空間現象

について 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

11 ジェンダーの地理学 ジェンダーをめぐる空間現象について 

身の周りにある「ジェンダー化された空間」（授業

で紹介した事例を中心に）を探してみる（事後学習）

（2 時間） 

12 空間と政治 
都市における空間の管理と政治的背景

について 

身の回りにある「管理された空間」（授業で紹介し

た事例を中心に）を探してみる（事後学習）（1 時間） 

13 文化の広がり 文化と社会の関わりについて 

紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

紹介した事例と関連するニュースを確認する（事後

学習）（1 時間）。 

14 生活世界の認識 メンタルマップ、時間地理学について 紹介した参考文献を読む（事後学習）（2 時間）。 

15 地図の読解 様々な地図の読解と理解について 期末レポートを作成する（事後学習）（3 時間） 

 

関連科目 「自然地理学」「地誌学」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 人文地理学への招待 竹中克行編 ミネルヴァ書房 

2 地理学概論 上野和彦ほか編 朝倉書店 

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末レポート 60%、授業中課題 40% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
授業内で課した課題の解説とコメントを次回の授業の冒頭で行う。その際、課題の目的・ねらい等について具体的に解説する。 

授業外の質問等については、授業後 1 時間以内とする。それ以外はメールにて対応する。メールアドレスは授業中に知らせる。 

教
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科目名 哲学Ⅰ 科目名（英文） Philosophy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 貫井 隆 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU2403a2 

 

授業概要・ 

目的 

【授業全体のあらまし】 

 「哲学」と聞くと、皆さんはどんなことを思い浮かべるでしょうか。「難しそうだな」と思うでしょうか。それとも「面白そう」とか、「深い話

が聞けるかもしれない」と思う人もいるでしょうか。 

 辞書で「哲学」と調べると、たいてい、次の二つの意味が載っています。 

 一つ目は「自分自身の経験などから作り上げた人生観・世界観」というものです。このような意味での「哲学」は、「人生哲学」といったほう

が正確かもしれません。何かの分野で成功した人や、興味深い人生観を持つ人が、このような意味での「哲学」について講演したり、本を出版す

ることがあります。このような「哲学」を、この授業に期待してくれている人もいるかもしれません。 

 もう一つの意味は「世界や人間の究極の根本原理を理性的に追求する学問」というものです。これはたとえば、「タレス」という哲学者は、世

界の「根本原理」を「水」と考えたとか、「プラトン」という哲学者にとっては、「根本原理」は「善のイデア」である、とか、そのような仕方で

説明されることがあります。こちらの「哲学」は、もしかすると、私たちの日常生活からかけ離れた、空想めいた話のように聞こえてしまうこと

もあるかもしれません。「タレス」という人が、根本原理は「水」だと言ったからといって、それと自分の人生に一体何の関係があるのだ、私た

ちがそのことを学ぶメリットが一体どこにあるのか、と疑問に思う人もいるかもしれません。 

 今挙げた「哲学」の様々な特徴ーー難しそうだとか、でも何か深いことを言っているのではないかとか、人生の大事な指針になるのではないか

とか、いや、単に空想めいた、日常生活からかけ離れたことにすぎないのではないか、ということーーは、おそらく、すべて当たっているところ

があると思います。その中で、私としては、できるだけ哲学の「日常生活からかけ離れた」要素は少なくして、皆さんの人生に深くかかわる可能

性がある部分を集中的に扱いたいと思います。 

 歴史上、現代まで伝えられてきた哲学者がいます。その人たちは、死後何百年、人によっては何千年も経っているのに、まだ忘れ去られること

なく、「その人の考えは今生きている私たちの参考になる」と、ずっと思われ続けてきた人たちです。どこかの時代の人が「もうこの人は何の参

考にもならない」と思ったとしたら、現代にまで伝わっていないかもしれません。 

 この授業では、このような人々の何人かを選んで、その人たちが言っていることのなかで、現代を生きる私たちの参考になりそうなことを、皆

さんと一緒に探っていきたいと思います。このような人たちの哲学は、世界の根本原理の説明から、人生どのように生きるべきか、他者や自己と

どのように付き合うべきか等、様々な要素を含んでおり、しかもそれらが密接に繋がり合って、一つの大きな、言わば〈世界の見方〉を作ってい

ます。皆さんは、その中で「これはなかなかいいな」とか「これはどうだろうか」などと、自由な感性で考えてほしいと思います。ただし、その

際に、「なぜ自分はそう思ったのだろうか」とさらに踏み込んで考えてもらうと、これらの人々のことも、自分自身のことも、さらに深く理解で

きるようになるのではないでしょうか。 

 授業では、西洋哲学史上の著名な哲学者を十数名扱う予定です。しかし、一部変更がある可能性がありますので、その際はご承知願いたいと思

います。 

 

【各学部・学科の教育目的に基づいた位置づけ】 

 本授業は、本学経営学部経営学科のＤＰ（ディプロマ・ポリシー）１における「社会人として必要な教養」と、ＣＰ（カリキュラム・ポリシー）

①における「企業社会で活躍し、また貢献・奉仕することができる幅広い教養とグローバルな視野」の涵養の一環に位置付けられます（経営学部

経営学科のＤＰ、ＣＰについての詳細は http://www.setsunan.ac.jp/aboutus/policy/keiei/keiei.html を参照してください）。 

到達目標 
授業で扱う西洋哲学史上の人物について、①彼らの置かれた時代的背景 ②彼らの考えの要点 ③後の時代に与えた影響 の３点を理解するこ

と。 

授業方法と 

留意点 

【授業形式】 

講義を中心とする。しかし、特定のテーマについてピア・ディスカッション（机の隣の人との議論）をしてもらうことがある。また、授業内容に

関する小問題を授業中に解いてもらうことがある。 

 

【講義時間内のスケジュール（予定）】 

 前回のコメントシートへの返答、前回の小問題の解説（１０-２０分） 

 コメントシート（小問題が付く場合がある）配布、今回の講義のポイント解説（１０分-２０分） 

 講義（５０分程度） 

 コメントシート（小問題が付く場合がある）提出（５分） 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 講義の説明 特になし 

2 古代ギリシアの哲学（１） 
ソクラテス、プラトン、アリストテレス

の思想の概要を扱う予定である（１） 

予習：配布資料（古代ギリシア哲学に関するもの）

を読んでくること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

3 古代ギリシアの哲学（２） 
ソクラテス、プラトン、アリストテレス

の思想の概要を扱う予定である（２） 

予習：配布資料（古代ギリシア哲学に関するもの）

を読んでくること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

4 古代ギリシアの哲学（３） 
ストア派の思想の概要を扱う予定であ

る 

予習：配布資料（古代ギリシア哲学に関するもの）

を読んでくること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

5 中世の哲学（１） 

キリスト教と哲学のかかわりと、アウグ

スティヌスの思想の概要を扱う予定で

ある 

予習：配布資料（中世哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

6 中世の哲学（２） 
キリスト教と哲学のかかわりと、トマ

ス・アクィナスの思想の概要を扱う予定

予習：配布資料（中世哲学に関するもの）を読んで

くること 
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である（２） 復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

7 近代の哲学（１） 
デカルトの思想の概要を扱う予定であ

る 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

8 近代の哲学（２） 
スピノザ、ライプニッツの思想の概要を

扱う予定である 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

9 近代の哲学（３） 
ヒュームの思想の概要を扱う予定であ

る 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

10 近代の哲学（４） カントの思想の概要を扱う予定である 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

11 近代の哲学（５） 
ヘーゲルの思想の概要を扱う予定であ

る 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

12 近代の哲学（６） 
キルケゴールの思想の概要を扱う予定

である 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

13 近代の哲学（７） 
ニーチェの思想の概要を扱う予定であ

る 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

14 近代の哲学（８） 
ハイデガーの思想の概要を扱う予定で

ある 

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

15 まとめ  

予習：配布資料（近代哲学に関するもの）を読んで

くること 

復習：配布した穴埋めプリント（A3 両面で 2 枚程度）

を読み直すこと 

（予習と復習合わせて、2 時間程度の作業時間を想

定しています） 

 

関連科目 哲学ＩＩ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末試験 55% 

授業中の課題 45% 

※ 出席は評価方法には入らない 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師控室 

備考 
参考書等は授業時に適宜紹介します。質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。 

非常勤講師室等における相談可能時間についての相談や、授業に関連する相談等がある場合は、メールでお問い合わせください。 
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連絡先： 

貫井隆 

nukui.takashi.54n★kyoto-u.jp 

★は@に変えてください 

 

評価基準の 45%である「授業中の課題」について： 

「授業内容に関する小問題」を授業中に出題しますので、それによって評価します。 

「授業内容に関する小問題」を実施する日時は授業中に連絡します。 

教
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科目名 哲学Ⅱ 科目名（英文） Philosophy II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 濱 良祐 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU2404a2 

 

授業概要・ 

目的 

 「哲学」と聞くとひどく難しい学問であると感じられるかもしれないし、ひとによっては役に立たない、自分には関係ない、と思うかもしれな

い。しかし、私たち人間は人生において誰もが必ず「私とは何か」，「他者とは何か」，「幸せとは何か」など，人間存在・人間関係に根本的に関わ

る難問に出会うことになる。 

 

この授業は，そうした人生における難問に自ら向き合えるようになるための準備である。そのためにこの授業では西洋哲学の諸思想を通して人間

存在や社会に関わる諸問題に取り組み，さらに現代という時代を生きる私たち自身のあり方について考察していく。 

到達目標 

（１）哲学に関する基礎的な知識を習得すること。 

（２）人間存在や社会の問題に対する哲学的な洞察力と、主体的な思考力を身につけること。 

（３）自らの思考を適切に伝えるための論理的表現力を高めること。 

授業方法と 

留意点 

講義形式 

 

授業時に講義内容に関するレジュメを配布する。参考文献は必要に応じて授業中に適宜紹介する。 

 

 

受講者には、授業で紹介される哲学思想を単に学習するだけではなく、それらについて自らで思考し、批判的に吟味するように求めたい。 

 

前の回までの内容をふまえて講義することになるので、各授業後にしっかりと復習を行い、ノートや資料の整理をしておくこと。病気などやむを

えない事情で欠席した場合には、その回の資料を入手し、目を通しておくこと。 

 

授業期間中に授業の理解度を試す小テスト、小レポートを実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
現代社会の一員として主体的に生きるための、思考力と幅広い見識と教養を身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーションとイン

トロダクション 

授業の進め方、目的について説明する。

「哲学」することの意義について考察す

る。 

〈復習〉ノート・資料の整理。 

2 
「知」の可能性――哲学の端

緒（１） 

古代ギリシアの思想を通して「知」の可

能性について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

3 
「知」の探求――哲学の端緒

（２） 

ソクラテスの思想を通して「知」の探求

の意義について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

4 近代科学の方法と哲学（１） 

西洋近代における自然観・人間観の変化

と、それに基づく近代科学の発生などに

ついて考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

5 近代科学の方法と哲学（２） 
近代科学の方法論とその限界を、哲学的

視点から考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

6 
近代的自我の確立――デカ

ルト（１） 

デカルトの思想を紹介し、近代的自我の

意義について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

7 
合理主義の世界観――デカ

ルト（２） 

デカルトの思想から、哲学における「神」

と「世界」の意義について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

8 経験主義の認識論（１） 
ロックの思想から、確実な「知識」と蓋

然的な「信念」の違いについて考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

9 経験主義の認識論（２） 

ヒュームの認識論を取り上げ、人間はな

ぜ不確実なものを確実だと信じるのか、

という問題について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

10 啓蒙と理性 
啓蒙主義における人間の理性への確信

と、その限界について 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

11 
経験主義と合理主義の綜合

――カント（１） 

カントによる認識論の「コペルニクス的

転回」を紹介し、人間の認識の限界につ

いて考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

12 
理性の二律背反――カント

（２） 

カント哲学における自然と自由の二元

論と、それに基づく人間観について考察

する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

13 「ことば」とは何か（１） 
ソシュールの思想を通して、言語の創造

的機能について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

14 「ことば」とは何か（２） 言語と認識の関係について考察する。 
〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

15 総括と展望 

これまでの学習内容を概観し、その成果

を確認すると同時に残された課題につ

いての展望を示唆する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。〈復習〉授業後

のノート・資料の整理。 

 

関連科目 哲学 II、社会学、経済倫理、社会と人権 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での小レポート等を４０％、期末レポートを６０％として、総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
授業中の私語、携帯の使用などで授業を妨害した者には退席を命じ、欠席扱いとします。大学生にふさわしい態度で授業に臨んでください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師控室（授業日のみ在室） 

備考 

授業担当者メールアドレス： 

xhamaryo@edu.setsunan.ac.jp 

 

提出物についての全体的な講評は授業内で行う。具体的な評価に関する問い合わせには、授業時間の前後に対応することができる。授業時間外で

の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応することができる。 

 

授業外学習の目安は、予習復習を合わせて毎回 1 時間程度とする。 
教
養
科
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科目名 日本国憲法 科目名（英文） The Japanese Constitutional Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 大仲 淳介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO1414a2 

 

授業概要・ 

目的 

 日本国憲法をおおまかに理解できるように、基本的人権を中心に、授業テーマと関連する憲法に関わる問題をとりあげ、これに関わる基本的な

事項、判例、学説を説明していきます。この授業の目的は、身近に生じる憲法に関わる問題を通して、憲法の基本的な内容と考え方を理解しても

らうことです。 

到達目標 
 この授業を通じて学生には、憲法の基本的な知識を習得し、「首相の靖国神社参拝」や「一票の格差」などの身近で話題になっている問題を憲

法を通して考え説明できるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

教科書と配布プリントを用いて講義形式で行います。小テストは授業中に、適宜、行います。なお小テストを実施した回に欠席した者のための再

試験は行いませんので注意して下さい。 

科目学習の 

効果（資格） 
各種公的資格試験の法学科目の基礎知識の取得になると思います。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 憲法とは 
憲法の意味、憲法の最高法規性、違憲審

査制などについて説明します。 

事前に教科書 11頁から 20頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。(１時間程度） 

2 国民主権 

国民主権の意味、国民主権を具体化する

制度、国民主権が人権の解釈にどのよう

に関わるかなどについて説明します。 

事前に教科書 243頁から 249頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

3 基本的人権の保障１ 
人権の歴史、人権の分類、人権の限界、

人権の享有主体について説明します。 

事前に教科書 21 頁から 30 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。(１時間程度） 

4 基本的人権の保障２ 

外国人にも日本国憲法が保障する人権

の享有が認められか、認めえるとしてそ

の人権は何かなどについて説明します。 

事前に教科書 31 頁から 40 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。(１時間程度） 

5 幸福追求権 
幸福追求権の意味と範囲、新しい人権に

ついて説明します。 

事前に教科書 49頁から 58頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。(１時間程度） 

6 法の下の平等 

憲法 14 条の定める平等の意味、差別の

許される合理的根拠かどうかの判断基

準などについて説明します。 

事前に教科書 60頁から 70頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 

7 信教の自由と政教分離 
信教の自由の内容と限界、国家と宗教の

関わりなどについて説明します。 

事前に教科書 71頁から 82頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。(１時間程度） 

8 表現の自由 
表現の自由の保障の範囲、限界、検閲な

どについて説明します。 

事前に教科書 83 頁から 104 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

9 経済的自由権 
職業選択の自由とその規制をなどにつ

いて説明します。 

事前に教科書 105頁から 114頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。（1 時間程度） 

10 社会権 
生存権を中心に社会権について説明し

ます。 

事前に教科書 115頁から 134頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

11 刑罰と刑事手続 
犯罪と刑罰、憲法と罪刑法定主義などに

ついて説明します。 

事前に教科書 135頁から 144頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

12 国会 
国会の地位、国会の組織と活動、国会の

権能などについて説明します。 

事前に 161 頁から 172 頁を読んでおいてください。

事後においては、配付プリントの問題を解いて下さ

い。(１時間程度） 

13 内閣 
議院内閣制、内閣の組織と権能などにつ

いて説明します。 

事前に教科書 173頁から 184頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

14 裁判所 
司法権の定義、司法権の範囲、司法権の

独立などについて説明します。 

事前に教科書 185頁から 206頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

15 平和主義 
戦争の放棄の意味、憲法 9 条と自衛隊の

存在などについて説明します。 

事前に教科書 217頁から 229頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。(１時間程度） 

関連科目 法学入門 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 はじめての憲法学（第 3 版） 

中村睦男・岩本一郎・大島佳代

子・木下和朗・齊藤正彰・佐々木

雅寿・寺島壽一 

三省堂 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
期末試験の点数（60％）、小テストの点数（40％）の合計によって評価します。 

学生への 

メッセージ 
授業で生じた疑問は必ず質問して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 5 階 法学部資料室（法学部非常勤講師室） 

備考 
①小テストの返却は 11 号館 6 階キャリアルームで行い、その正解は次回の授業で解説します。 

②授業時間外の質問等に対しては、水曜日 12 時 30 分から 13 時 20 分に 11 号館 5 階法学部資料室において応対できます。 

教
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科目名 日本の歴史 科目名（英文） History of Japan 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 高木 純一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1405a2 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、日本の歴史を概観しつつ、とくに現代の私たちが“伝統的”と観念しているような日本の諸要素について、その形成過程や歴史的実

態を提示する。その際、私たちがそれらに対して抱いているイメージとのギャップに注意し、何となく“日本の伝統（的なもの）”だと思われて

いる諸要素が、その歴史的実態において、私たちの認識とは相当程度かけ離れたものであったことを明らかにする。 

半期という限られた期間であるため、ある程度日本通史を兼ねることが可能で、かつ最も重要な要素として、とくに【天皇・宗教・武士・村社会・

景観】という五つのテーマを取り上げる。基本的にはテーマごとに時系列に沿って講義を進めるが、各時代の比重は必ずしも同等ではなく、テー

マに応じて異なってくるはずである。 

到達目標 

・日本史の大まかな流れを理解し、最低限の認識・知識を身につける。 

・現代とは相当異質な社会がかつて存在したことを知ることで、現代社会を相対化する。 

・“日本の伝統（的なもの）”だと思われていた諸要素が、その歴史的実態において、私たちの認識とは相当程度異なるものであったことを理解し、

そうした無理解はときに大きな危険性をもはらむことを学ぶ。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義形式。レジュメとパワーポイントを主に使用する。 

教科書はとくになし。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

本講義の進め方、評価方法などについて

説明する。併せて、単なる基礎教養・知

識にとどまらない歴史を学ぶことの意

義や、「日本史学」という学問の特質を

提示する。 

シラバスを一読してくること。 

2 
天皇(１)：天皇と「日本」の

起源 

日本における国家形成とその特質につ

いて、とくに大陸との関係性を意識しつ

つ、天皇制や「日本」という国号の成立

を中心に概観する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の古代の「天皇」

に該当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、

一読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

3 
天皇(２)：創られた近代天皇

制 

前回講義をふまえつつ、近代の天皇制に

ついて、前期代とは相当程度断絶した

「創られた伝統」という性格に注目して

考察する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の近代の「天皇」

に該当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、

一読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

4 
宗教(１)：仏教伝来と神仏習

合 

日本における諸宗教の成立・伝来や相互

の関係について、とくに「神仏習合」と

いう観点からその特質を述べる。 

予習：高校・中学校日本史教科書の古代中世の仏教

及び「神仏習合」に該当する記述・コラムを索引等

を用いて検出し、一読しておくこと（所要時間 60

分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

5 
宗教(２)：キリシタンと葬式

仏教 

現代に続いていくような日本的な宗教

のあり方の起源や、「無宗教」と自認し

て顧みることのない現代の我々の心性

の淵源について考える。 

予習：高校・中学校日本史教科書の「キリシタン」

「寺檀制」に該当する記述・コラムを索引等を用い

て検出し、一読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

6 宗教(３)：国家神道とは何か 

とくに国家神道を取り上げ、戦争への道

を歩んでいく近代日本の宗教的・思想的

状況を概観する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の「国家神道」に

該当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一

読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

7 武士(１)：「武士」の成立 

武士と貴族の意外な親近性、「武士」の

身分的性格などの指摘により、従来型の

武士の成立論に再検討を加える。 

予習：高校・中学校日本史教科書の「武士」に関係

する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一読し

ておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

8 武士(２)：戦国大名の実像 

とくに織田信長・今川義元を取り上げ、

今でも絶大な人気を誇る「戦国大名」な

る存在の歴史的実像に迫る。 

予習：高校・中学校日本史教科書の「戦国大名」に

該当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一

読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

9 武士(３)：武士道という幻想 

「武士道」と言われて現代の私たちが想

起する思想の淵源、歴史の諸段階におけ

る「武士道」なる思想の内容を概観する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の近世思想史に該

当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一読

しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

10 
村社会(１)：「村社会」日本

の成立 

現代に続くような村落（永続的な村、自

律的・自立的な村）の成立について、中

世の時代環境からのそれを説明する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の「惣村」に該当

する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一読し

ておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

11 村社会(２)：日本の家と村 

成立した村を構成する家や、日本人の名

前について、氏・姓・苗字といったもの

の違いにも留意しつつ概観する。 

予習：高校・中学校日本史教科書の氏姓制度に関係

する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一読し

ておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

12 村社会(３)：刀狩りと百姓一 「竹槍蓆旗」に代表される武器を剥奪さ 予習：高校・中学校日本史教科書の「刀狩り」に該
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揆 れた近世民衆イメージを問い直し、日本

社会の非暴力化・平和化への歴史的道の

りを示す。 

当する記述・コラムを索引等を用いて検出し、一読

しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

13 景観(１)：里山・棚田・松原 

「日本の原風景」として語られる里山・

棚田・松原（いわゆる「白砂青松」）の

歴史的形成過程や実態や、前近代の植生

景観について考察を加える。 

予習：高校・中学校日本史教科書の日本列島の景観

に関係する記述・コラムを索引等を用いて検出し、

一読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

14 景観(２)：「鎮守の森」 

同じく「日本の原風景」とされる「鎮守

の森」について、とくに近代的改変を意

識しつつその歴史的成立や実態を明ら

かにする。 

予習：高校・中学校日本史教科書の森林及びその景

観に関係する記述・コラムを索引等を用いて検出

し、一読しておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

15 本講義のまとめ 
本講義で述べてきたことを時系列に即

しつて再構成しつつ、全体を総括する。 

予習：これまでのレジュメ・ノートをもとに、講義

をふり返っておくこと（所要時間 60 分）。 

復習：レジュメ・ノートによって講義を振り返って

おくこと（所要時間 60 分）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点 30％ 

期末テスト 70％ 

学生への 

メッセージ 
主体的に学習する意志を持つ学生の受講を期待します。 

担当者の 

研究室等 
連絡先：jun01.tkg@gmail.com 

備考 

授業内でとくに課題を課すことはしない。 

レポートのフィードバックはポータルサイトにおいて行う。 

 

私語・携帯電話の使用等は厳禁。これを守れない場合には受講を認めない場合がある。 

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 

教
養
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科目名 犯罪被害者の支援と法的救済 科目名（英文） Legal Remedies for Victims of Crime 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 小野 晃正 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

・日常的な人間関係や医療過誤を通じて、何らかの犯罪の被害者となった場合、犯罪被害者はどのような対処をとることができるだろうか。 

 

・たとえば、医療機関における医療ミス、交友関係をめぐって生じるストーカーやデート DV の被害、近親者からの精神的・肉体的な虐待、学生

をカモにする巧妙な儲け話から起因する詐欺被害（マルチ商法）、とりわけ男子学生が陥りやすい出会い系を通じた美人局被害、あるいは、家族

が犯罪に遭うことによる経済的損失ないし被害など、事例を挙げればきりがない。 

 

・近年、わが国でも犯罪被害に遭った者を支援する制度が構築されつつある。 

しかし、わが国ではこうした支援ないし救済策が講じられてこなかった期間が長すぎたため、多くの国民にその内容が浸透していない。そのため、

依然として被害者は泣き寝入りするか、何も打つ手をとらずに最悪の結果を招来することもある。 

 

・本講義では、自身や家族が犯罪被害者となってしまった場合、どのような救済策があるのかをわかりやすく解説し、被害を最小限度にとどめ、

さらには犯罪被害者に対する理解を深めることを目的とする。 

 

・犯罪被害者を論ずる前に、講義の数回を用いて、まず「加害者」の法的責任、「犯罪者」刑事責任、「犯罪者」の処遇、刑罰の正当化根拠、厳罰

化をめぐる諸問題など、犯罪被害者を講じる前提となる伝統的な刑事学の講義を行う。 

 

・法的知識は、時代を生き抜く上での一種の「転ばぬ先の杖」（教養）でもあるため、文系や理系を問わず、幅広い学生を履修対象とする。 

到達目標 

この講義を通じて学生には、 

「・「被害者」概念について説明できる 

 ・犯罪被害者の救済制度を挙げ、これを説明できる 

 ・犯罪被害者の支援制度について理解できる」 

ようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

・原則として講義形式で行うが、教員からの一方通行的な講義にならぬよう、学生と教員双方の理解を深めるため、質疑応答をミニッツペーパー

を通じて行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

・万が一に犯罪の被害に遭ったとしても、泣き寝入りすることなく、正当な手法による被害回復や救済手段を身につけることができる。 

・公務員や法律事務所などへの就職に役立ちうる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス 

「加害者」と「犯罪者」 

「被害者」と「犯罪被害者」 

・授業の進め方と文献紹介 

・「加害者」の法的責任 

・「加害者」と「犯罪者」 

・「被害者」の意義 

・「犯罪被害者」の意義 

・教科書の入手  

事前：教科書第 1 章をあらかじめ読むこと（2 時間） 

事後：「犯罪被害者」とは何かについてノートにま

とめること（2 時間） 

2 少年犯罪の被害者 ・少年法と被害者救済 

事前：教科書第 6 章「少年犯罪」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「少年犯罪からの被害者救済」についてノー

トにまとめること（2 時間） 

3 性犯罪の被害者 ・性犯罪被害特有の問題点 

事前：教科書第 6 章「性犯罪」をあらかじめ読むこ

と（2 時間） 

事後：「性犯罪被害の特殊性」についてノートにま

とめること（2 時間） 

4 
ドメスティックバイオレン

ス（ＤＶ）の被害者 
・ＤＶ被害の特殊性 

事前：教科書第 6 章「ＤＶ」をあらかじめ読むこと

（2 時間） 

事後：「ＤＶ被害の特殊性」についてノートにまと

めること（2 時間） 

5 ストーカー犯罪の被害者 ・ストーカーへの対抗手段 

事前：教科書第 6 章「ストーカー犯罪」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 

事後：「ストーカー被害の特殊性」についてノート

にまとめること（2 時間） 

6 

インターネット犯罪の被害

者 

 

刑事公判と被害者 

・インターネット犯罪被害の特殊性 

事前：教科書第 6 章「インターネット犯罪」をあら

かじめ読むこと（2 時間） 

事後：「インターネット犯罪被害の特殊性」につい

てノートにまとめること（2 時間） 

7 児童虐待の被害者救済 ・児童虐待の意義 

事前：教科書第 6 章「児童虐待」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「児童虐待被害の特殊性」についてノートに

まとめること（2 時間） 

8 触法精神障害者からの被害 ・精神障害者の加害行為と対処法 

事前：教科書第 6 章「触法精神障害者」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 

事後：「触法精神障害者からの被害の特殊性」につ

いてノートにまとめること（2 時間） 

9 犯罪被害救済総論① 

・被害届と告訴・告発の効果 

・加害者との示談交渉 

・マスコミ対策 

・検察審査会 

・検察審査員 

・審査申立手続 

・検察審査会と被害者 

・起訴議決制度 

事前：教科書第 2 章「刑事手続きの流れ」をあらか

じめ読むこと（2 時間） 

事後：「刑事手続きの流れ」についてノートにまと

めること（2 時間） 

10 犯罪被害救済総論② 
・被害者による裁判傍聴と参加 

・被害者による記録の閲覧と謄写 

事前：教科書第 3 章「被害者参加制度」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 

教
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・被害者における心情陳述 

・被害者等特定事項の非公開 

・遺影の持ち込みと公正なる刑事裁判 

事後：「被害者参加制度」についてノートにまとめ

ること（2 時間） 

11 犯罪被害救済総論③ ・損害賠償命令制度 

事前：教科書第 4 章「損害賠償命令制度」をあらか

じめ読むこと（2 時間） 

事後：「損害賠償命令制度の長所と短所」について

ノートにまとめること（2 時間） 

12 犯罪被害救済総論④ ・被害回復給付金制度 

事前：教科書第 4 章「被害回復給付金制度」をあら

かじめ読むこと（2 時間） 

事後：「被害回復給付金制度の長所と短所」につい

てノートにまとめること（2 時間） 

13 犯罪被害救済総論⑤ ・犯罪被害者等給付金支給制度 

事前：教科書第 7 章「犯罪被害者等給付金支給制度」

をあらかじめ読むこと（2 時間） 

事後：「犯罪被害者等給付金支給制度」についてノ

ートにまとめること（2 時間） 

14 犯罪被害救済総論⑥ 
・加害者情報へのアクセス 

・法テラス 

事前：教科書第 7 章「法テラス」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「法テラス」についてノートにまとめること

（2 時間） 

15 
重要事項のまとめと確認テ

スト 
重要事項のまとめ 

事前：教科書で取り扱った箇所をあらかじめ読むこ

と（2 時間） 

事後：重要事項についてノートにまとめること（2

時間） 

 

関連科目 
各学部開講の教養科目・・・法学入門、現代社会と法、日本国憲法 

法学部開講の専門科目・・・刑事法概論、刑法総論、刑法各論、経済刑法、刑事訴訟法、刑事政策、少年法、民法、民事訴訟法ほか 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 補訂版 犯罪被害者支援実務ハンドブック 

第一東京弁護士会犯罪被害者に

関する委員会 
東京法令出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 開講時に指示する。   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
・定期試験（95％）および講義の理解を試すミニッツペーパー（5％）の合計によって評価する。 

学生への 

メッセージ 

・事件報道やその後の話、あるいは社会の問題に関心のある学生が受講することをおすすめします。知って得をすることがあっても、損はさせな

い内容です。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 10 階 小野准教授室 

備考 講義の理解を試すミニッツペーパーに対するコメントは次回講義の冒頭で行う。 

教
養
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科目名 プロポーザル・デザイン 科目名（英文） Design and Proposal 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

新しい商品・サービスを共創型でいかに創造するか、企画の提案&設計（プロポーザル・デザイン）の方法論を学習する。特に、企業・消費者等

のアイデア・感性を融合する『デザイン思考（Design Thinking）』の手法により、多様なメンバーから成るグループ型の提案をどのように進める

のかを実践する。 

 

デザイン思考は、学部・専攻の枠を超えた汎用的な課題解決プロセスを提供し、多くの産官学で実践されている米国発の方法論で、新サービス有

形化の手段として、新市場の開拓を狙う関係者から注目を集めている。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた国内・海外での多数の顧客企業向けのプロポーザル（提案書）の企画・デザインの推進実

績をもとに、課題解決を支援する視点・指針を示し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

インターネットやソーシャルメディアの利活用を図り、新サービスを提供する業界・企業等の事例研究、提案活動の体験をとおして、提案を支援

するデザインに関するリテラシーとコミュニケーション力を育成する。主な目標は次の通り。 

 

1. サービス思考  どのようなサービスを提案し、いかにつくるのか（試作化）を試みる。 

2. 共創（コラボレーション） 異分野や立場の異なる人達と思考ベクトルを合わせ、新しい価値の創出を狙う。 

3. サービス提案 共創することで、アウトカム（成果）としてまとめて、プレゼンテーションで発信する。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、デザイン思考を適用したサービスデザインのケーススタディ

の演習に取り組み、ディスカッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の公私

の活動で接することの多い IT サービスデザイン事例に、グループワークで取り組み、デザイン思考の方法論による課題解決のプロポーザル（提

案）のリテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する Web フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎

回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・サービスデザインの方法論の手順、グループワークによる共創活動の概観を理解することができる。 

・モノのデザインとサービスデザインの違いを理解して、後者への基礎的な素養を身につけることができる。 

・他学部の異分野・専攻者とのグループワークによる意見交換と創造の機会に慣れ親しむことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『デザイン思考（Design Thinking）』

とは何か 

・デザインファームの役割 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 サービスデザイン 

・サービスデザイン 

・人間中心のデザイン 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：日常接する IT サービスを列挙し、役割

と特徴を、1 ページに要約する。（標準学習時間：1

時間） 

3 ヒトの視点の適用デザイン 

・サービスの人間の感性 

・IT サービスデザイン 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（前半）概

観を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：

1.5 時間） 

4 市場とプロポーザルの視点 

・市場におけるプロポーザルの意味 

・プロポーザルの視点 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する IT サービス事例のネット検索・

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

5 デザイン思考の概観 

・デザイン思考とシステム思考 

・デザイン思考の位置づけ 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：指定する対面サービス事例のネット検

索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習

時間：1.5 時間） 

6 顧客体験デザイン 

・顧客体験デザイン（カスタマーエクス

ペ リ エ ン ス デ ザ イ ン ： Customer 

Experience Design） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（後半）概

観を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：

1.5 時間） 

7 デザイン思考の手順 

・デザイン思考の手順 

・発見・定義・発想・実証 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

8 
デザイン思考のプロトタイ

ピング 

・サービスのプロトタイピング（試作） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

9 
プロローザルのステークホ

ルダー 

・ステークホルダー 顧客、取引先、CMO

（chief marketing officer）、利益団体

（Interest Group） 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：参考文献の『デザインの誤解』を読んで、

1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

10 プローザル（提案書） 

・プロポーザルの構成と目次 

・顧客の課題解決の提案 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の誤解』を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

11 B2C/B2B とデザイン思考 

・B2C とデザイン思考 

・B2B とデザイン思考 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 デザイン思考の個別手法 

・思考の発散と収束 

・演繹法と帰納法 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の実践』を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

13 オープンデザイン 

・オープンデザイン 

・ビジネス実践事例  

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の社会実装』

を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5

時間） 

14 デザイン思考ビジネスの紹 ・デザインファーム企業の講演 事後学習：講演をとおして、何が理解でき、またど
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介 ・トークセッション んな疑問が生じたのかをWebフォーム入力する。（標

準学習時間：0.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

デザイン思考の先を行くもの ファン・ブイエン，ア

ネミック/ダールハウゼン，ヤープ/ザイルストラ，

イェル/ファンデル・スコール，ロース 

各務 太郎 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 デザイン思考が世界を変える ティム・ブラウン 早川書房 

2 IBM の思考とデザイン 山崎 和彦 丸善出版 

3 
オープンデザイン ―参加と共創から生まれる「つく

りかたの未来」 

ヴァン・アベル，バス/エバーズ，

ルーカス/クラーセン，ロエル/

トロクスラー，ピーター 

オライリージャパン 

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

新サービスの発想を形にする方法論として、市場から注目を集めているデザイン思考を学習します。多様な視点で考察・提案を進め、異なる価値

観を有する人達との情報交流をとおして成果を導き出すアプローチに慣れ親しんでください。グループワークで共創する機会を主体的かつ自律的

に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認識すること。グループでの自分の存在感が発揮できるように率先して問題の発

見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 文学から学ぶ 科目名（英文） Literature 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 正俊 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU2409a2 

 

授業概要・ 

目的 

日本の近代文学の短編を読む。なお、明治から敗戦までの作品を近代文学と位置づける。 

文学作品を読むことは、それだけで我々の心を豊かにしてくれる。作品を読むことで、近代の日本人が何を考え、発見し、何に悩んでいたのか、

ともに考えたい。 

文学作品への抵抗をなくし、作品を読んで考える習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 
作品を鑑賞し、その文学的特徴を説明できる。  

近代文学の流れについて概説できる。 

授業方法と 

留意点 

毎回、1 編の短編作品を取り上げて、講義する。 

受講生は事前に作品を読んで授業に臨む。講義を受けたのち、作品に対するコメント、考察を書く。 

科目学習の 

効果（資格） 
文学に対する関心と知識が深まる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 近代文学史概説 
近代文学の始まりと、言文一致運動につ

いて 
事後：日本の近代史について調べる（2 時間） 

2 
明治の文学１ 

夏目漱石の短編を読む 
夢と心理の表現について考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：夏目漱石の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

3 
明治の文学２ 

谷崎潤一郎の短編を読む 
近代が失った美意識について考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：谷崎潤一郎の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

4 
明治の文学３ 

森鴎外の短編を読む 
歴史小説のはじまり 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：森鴎外の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

5 
大正の文学１ 

佐藤春夫の短編を読む 
メルヘンと近代 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：佐藤春夫の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

6 
大正の文学２ 

志賀直哉の短編を読む 
ヒューマニズムについて考える 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：志賀直哉の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

7 
大正の文学３ 

菊地寛の短編を読む 
大衆文学の流行 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：菊池寛の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

8 
大正の文学４ 

小川未明の短編を読む 
児童文学の登場 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：小川未明の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

9 
大正の文学５ 

芥川龍之介の短編を読む 
人間心理と短編 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：芥川龍之介の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

10 
昭和前期の文学 

横光利一の短編を読む 
新しい表現技法 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：横光利一の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

11 
戦時下の文学１ 

中島敦の短編を読む 
漢文世界の表現 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：中島敦の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

12 
戦時下の文学２ 

太宰治の短編を読む 
芸術の不在 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：太宰治の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

13 
戦争の文学 

原民喜の短編を読む 
原爆小説が伝えるもの 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：戦争小説を読む 

（2 時間） 

14 
現代文学へ 

安部公房の短編を読む 
新しい時代と不安・孤独 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：戦後の（短編）作品を読む 

（2 時間） 

15 

近代の詩を読む 

高村光太郎・萩原朔太郎・三

好達治らの詩を読む 

日本の近代史の流れをたどる 

事前：配布したプリントを読み、理解しておく 

事後：近代詩を読む 

（2 時間） 

 

関連科目 歴史や言葉に関する授業 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 

授業時のコメント・考察（100％） 

場合によっては、課題を出す。 

学生への 

メッセージ 

活字嫌いでも、少しがんばれば読み切れる短編を選びます。 

この機会に、小説好きになりましょう。 

専門の授業で疲れた脳を、文学で休ませてください。 

担当者の 

研究室等 
橋本研究室（7 号館 4 階） 

備考 
授業時のコメントに対しては、次回にフィードバックを行う。 

事前事後学習時間は、上記が最低時間。計 60 時間を目安とする。 
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科目名 法学入門 科目名（英文） Jurisprudence 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小島 俊朗 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO1413a2 

 

授業概要・ 

目的 

法は私たちの日常生活と密接な関係にあり、私たちが普段あまり意識しないで行動していても、その行為の裏には法律関係若しくは法律的問題の

あるものが沢山あります。法を学ぶことは世の中を知ることにもつながります。この講義では、現実の社会と法の世界がどのように関係しあって

いるかということについて理解してもらいたいと思います。法についての基本的な知識と考え方を身につけ、世の中の動きに関心を持ってもらえ

たらと思います。内容としては、国の基本法である憲法と私生活を規律する民法が中心となります。 

到達目標 

 この授業を通じて学生には、次の目標を達成することが期待されます。 

  ①憲法が守ろうとしているものが何であるかを概ね理解できるようになること。 

  ②民法の枠組みと基本事項を理解できるようになること。 

授業方法と 

留意点 
講義方式を採ります。決まった教科書は使用しませんが、レジュメと参考資料を随時配付します。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や教員免許の取得等に参考になると思います。 

また、法律や政治に関する時事問題が理解し易くなります。 

さらに、法律的なものの考え方が理解できるようになります。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 法とは何か 法規範と道徳の違い、法源とは何かなど 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

2 法の解釈 法令解釈の基本 配布資料を見直すこと（約 1.5 時間） 

3 国家と法 国家と憲法、国民主権、三権分立 配布資料を見直すこと（約 1.5 時間） 

4 平和と法 平和主義 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

5 人権と法（Ⅰ） 基本的人権の保障（自由権） 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

6 人権と法（Ⅱ） 基本的人権の保障（社会権） 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

7 政治と法 統治機構 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

8 国と地方 地方自治 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

9 財産と法 所有権の絶対性 配布資料を見直すこと（約 1.5 時間） 

10 契約と法（Ⅰ） 契約自由の原則 配布資料を見直すこと（約 1.5 時間） 

11 契約と法（Ⅱ） 契約各論 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

12 契約と法（Ⅲ） 契約各論（続き） 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

13 行政と法 行政機関の仕事 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

14 紛争解決と法 争訟制度 配布資料を見直すこと（約 1 時間） 

15 まとめ 授業全体のまとめ ノート及び配付資料等を見直すこと（約５時間） 

 

関連科目 憲法、民法など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 民事法入門 野村豊弘 有斐閣アルマ 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験の点数（１００％）で評価します。ただし、期中に理解度テストを実施することがあります（実施する場合は、定期試験の点数ｘ70％と

理解度テストの点数ｘ30％の合計で評価）。 

学生への 

メッセージ 

学生時代には、いろいろなことに興味を持ち、専門分野以外の勉強をすることも、将来何かの役に立つと思います。法の世界もその一つです。授

業が進めば新たな世界が見えてくると思います。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 10 階 小島研究室 

備考 

講義の内容は、憲法と民法を中心とする基本的なものですから、ご自分に合った入門書を適宜選んで、講義内容に相当するところを講義の前後に

読み、予習・復習を心がけるようにして下さい。これらに要する時間は通算 20 時間を目途として下さい。ただし、講義は入門書に書いていない

事柄も少なからず含まれますので、特に講義内容の復習を欠かさずに行って下さい。 

レジュメの穴埋めは講義において説明します。また、理解度テストは、解答の回収後に板書などの方法により正解を伝えます。 
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科目名 マーケティングと歴史 科目名（英文） Marketing and History 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

この講義では、マーケティングを歴史的に考察することを目的としています。特にマーケティングの発想を踏まえ、呉服商の経営活動について説

明していきます。 

到達目標  マーケティングと歴史に関する基本的知識を修得し、活用できることを目指します。 

授業方法と 

留意点 
講義形式を基本とします。 

科目学習の 

効果（資格） 
マーケティング的発想で社会を見る眼が養えます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
マーケティングについて解説していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

2 製品政策 
ヒット商品はどのようにして作られる

のかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

3 価格政策 価格の設定方法について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、価格政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

4 流通チャネル政策 
商品はどのような経路をたどって販売

されるのかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通チャネル政策に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

5 販売促進政策 
商品のアピールの仕方について考えま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、販売促進政策に関連す

る内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

6 
マーケティングのＳＴＰア

プローチ 
市場細分化について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

7 消費行動 
消費者の購買意思決定過程について考

えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

8 
マーケティングの歴史的研

究と三井越後屋 

マーケティングにおける歴史的研究と

三井越後屋の商法について説明してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、三井越後屋に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

9 呉服商の流通機構 
呉服商の流通機構について、概説してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、呉服商の流通機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

10 越後屋の仕入機構（１） 
三井越後屋の絹の仕入機構について、説

明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

11 越後屋の仕入機構（２） 
三井越後屋の木綿の仕入機構について、

説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

12 
いとう松坂屋、大丸屋の仕入

機構 

いとう松坂屋や大丸屋の仕入機構につ

いて、概説していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、いとう松坂屋・大丸屋

の仕入機構に関連する内容を読みましょう。(所要

時間１時間) 

13 呉服商から百貨店へ 
呉服商から百貨店への変遷について概

説します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店化に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

14 百貨店業態の成立 百貨店について、説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店業態に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと歴史

の総復習をしておきましょう。(所要時間１時間) 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

大規模呉服商の流通革新と進化ー三井越後屋におけ

る商品仕入れ体制の変遷ー 
武居 奈緒子 千倉書房 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 史料が語る三井のあゆみ 三井文庫編 吉川弘文館 

2 消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房 

評価方法 

（基準） 
期末テストの成績 70％、授業内課題 30％ 

学生への 

メッセージ 
授業で提示される問題・課題に真摯に取り組みましょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館８階 武居教授室 

備考  

教
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科目名 身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 科目名（英文） Neighborhood Crime Prevention 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 中沼 丈晃 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

私は、地域における防犯を研究し、自分自身も、研究室の学生とともに、青パト（青色回転灯をつけた自主防犯パトロールカー）で毎日、子ども

の見守り活動を行っている。そうした研究者として、普段一番接する学生に、犯罪の実態を知ってもらい、少しの注意と手間で犯罪から身を守れ

ることをわかってほしくて、この講義を開講することとした。加えて、それほど気負わなくても、防犯ボランティアとして社会貢献できる方法が

あることも紹介したいと考えている。 

学科の学習・教育目標との対応：工学部[A]，理工学部［II］ 

到達目標 
この授業を通じて学生には、自分と家族の身近でどんな犯罪が起きているか知り、どのような対策が必要かわかるようになることが期待される。

防犯ボランティアへの参加の動機づけが大きくなればなおよい。 

授業方法と 

留意点 

とにかく実際の事件を取り上げて、加害者の視点、被害者の視野、発生した場所・時間の特徴、警察や行政、学校、ボランティアの動きを具体的

に説明する。そして、いま推奨されている防犯対策を紹介する。警察の防犯実務者や、活躍する防犯ボランティア団体の世話役の方をお招きした

インタビュー講義も交えていく。 

科目学習の 

効果（資格） 

各自が自分で、家庭で防犯対策をして、犯罪から身を守れるようになってもらうのが第一である。防犯ボランティア参加の動機づけにもなるだろ

う。職業では、当然、警察官の仕事の視点がわかる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
昨年起きた犯罪はどのよう

な特徴があったのか？ 

昨年起きた具体的な犯罪例を取り上げ

て、どのような人・物が、どういう理由

でねらわれているのか探る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

2 

犯罪にはどのような種類が

あり、どうやって数えるの

か？ 

刑法上は同じ窃盗でも、ひったくり、自

転車盗、車上ねらいなどさまざまな手口

がある。１件の窃盗でも、起きた数、警

察に届けられた数、検挙された数があ

る。こうした手口の分け方や数の数え方

を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

3 
犯罪はなぜ起こるのか？ど

うやって減らすのか？ 

悪い人がいるから犯罪が起こるのか、す

きがある人がいるから犯罪が起こるの

か、犯罪が起きやすい場所・時間がある

から犯罪が起こるのか、それぞれの理屈

を確かめてみる。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

4 

大阪の治安はどのくらい悪

いのか？どのように防犯対

策を進めているのか？ 

大阪府は、他の都道府県に比べてどのよ

うな犯罪が多いのか、人口の多さを考慮

するとどうなのか説明する。「オール大

阪」で街頭犯罪ワースト１を返上する取

り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

5 

街頭犯罪－－ひったくり、自

転車盗、車上・部品ねらいを

中心に 

一番身近な街頭犯罪について、どういう

人・物が、どういった状況でねらわれて

いるのか、どういう人が犯罪を行ってい

るのか説明する。ついで、ひったくり防

止カバー、シリンダー錠などの防犯対策

の効果について紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

6 
住宅への空き巣、忍び込み、

居空き 

泥棒は、空き巣に入る家をどのように物

色し、どうやって侵入し、何を盗んでい

くのか解説する。最近の防犯住宅、防犯

マンションの取り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

7 
性犯罪－－街頭での強制わ

いせつ、痴漢、公然わいせつ 

大阪府は性犯罪が深刻な自治体である。

犯罪者は、どんな人・場所をねらって性

犯罪に及ぶのか説明する。女性の学生が

今日からすべき防犯対策を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

8 子どもをねらった犯罪 

子どもに対する犯罪について、過去に大

きな社会問題になった殺傷事件から、日

常的に起きているわいせつ、声かけ、つ

きまといまで、実態を具体的に説明す

る。そして、子どもの安全を守るために

各地で行われている取り組みを紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

9 
ストーカー、DV（配偶者から

の暴力） 

ストーカーや DV は、個人間の問題に関

わるので、対応の判断が難しい。しかし、

大きな事件につながれば、対応の遅さ、

まずさが批判されやすい。過去の事件の

経緯を紹介して、深刻な問題への展開を

防ぐために現在行われている対策を説

明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

10 

詐欺－－高齢者をねらった

振り込め、オレオレ、リフォ

ーム詐欺など 

昨年、急激に増え、手口が次々と変わる

高齢者をねらった詐欺を取り上げる。背

景にどのような組織があるのか、どうし

て防犯が難しいのか、実例に即して説明

する。若い私たちにできる協力も紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

11 

サイバー犯罪－－子どもや

学生が巻き込まれるネット

犯罪 

子どもが巻き込まれる出会い系サイト

やネットゲームでのなりすまし、大学生

も被害を受けている偽サイトでのショ

ッピング詐欺、ネットバンクでの ID、

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

教
養
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パスワード盗難など、身近なサイバー犯

罪を取り上げる。 

12 違法ドラッグの実態と対策 
違法ドラッグについて、その危険性、販

売の実態、取締の方法を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

13 防犯カメラの普及と効果 

急速に普及した防犯カメラについて、普

及の背景と経緯、技術の進歩、個人情

報・プライバシーとの関係、防犯効果の

考え方を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

14 防犯ボランティアの活動 

近年の犯罪対策の最大の特徴は、民間の

ボランティア団体の活性化である。地域

での子ども見守り隊、青パト活動、学生

防犯ボランティアなど、最近の各地、各

世代の防犯ボランティアの活動を紹介

する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

15 警察官の仕事の実際 

犯罪が起きれば捜査し検挙する。犯罪が

起きないように市民や企業に防犯をう

ながす。それを職業とする警察官の仕事

の実際を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

 

関連科目 法学部「刑事政策」「経済刑法」「地域防犯政策」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験(70％)、講義毎回の確認ペーパー(30％)の合計によって評価する。 

学生への 

メッセージ 

勉強以前に、自分、家族、まちを身近な犯罪から守るために、ぜひこの講義を受講してほしいと願っている。そして、できるところからでよいの

で、講義で知った防犯対策をしてもらいたい。警察官志望者には、近年、警察でも人気の仕事になりつつある防犯の実務がわかるという意味で、

興味を持ってもらえると思う。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 中沼研究室 

備考 講義毎回の確認ペーパーの正解の提示や、そこに書かれた意見の紹介はポータルサイトを通じて行う。 

教
養
科
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文） Internship for Manufacturing Basics 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

これから就職活動を始める学生（大学３年）を対象に、社会人として必要とされる規律やマナー、製造業など企業で働く上での基礎知識、課題を

発見して解決する方法などを習得することを目的とする。履修後には、社会人・企業人としての役割および責任、仕事への情熱、創造的態度、自

己の能力向上意欲が喚起されることを期待する。 

なお，本授業では、パナソニック（株）より講師を招き、社会人・企業人としての基礎である知識と心がまえについて、パナソニック（株）の新

入社員研修の方式に従い、講義に加えて具体事例演習を通じて体得させる。 

到達目標 
(1)社会人としてのマナーを身につける。(2)仕事の基本に関する知識を修得する。(3)企業における品質問題を体験する。(４)原価管理の基礎知

識を修得する。(５)PDCA サイクルによる課題解決を体験する。 

授業方法と 

留意点 

前半では、グループワーク、Think-Pair-Share などアクティブラーニングを主体に授業を進める。また授業テーマ毎に，授業内容についてのレ

ポートを作成する。摂大教員も教室に常駐し、授業の補助と成績評価を分担する。授業は挨拶に始まり、挨拶で終わるので遅刻は厳禁。なお、1

～8 回目までは 120 分授業とする。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会が学生に何を求めているのかを体得し、職業意識を高め、自発的に能力向上を行えるようになる。就職後ただちに、社会人・企業人としての

適切な行動が取れるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

企業・製造業・仕事の基本と

は① 

4 月 11 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

2 

企業・製造業・仕事の基本と

は② 

4 月 18 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

3 

企業・製造業・仕事の基本と

は③ 

4 月 25 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

4 

企業・製造業・仕事の基本と

は④ 

5 月９日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

5 

企業・製造業・仕事の基本と

は⑤ 

5 月 16 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

6 

企業・製造業・仕事の基本と

は⑥ 

5 月 23 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

7 
品質教育① 

5 月 30 日（木） 

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ7 つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する 

----- 

8 
品質教育② 

6 月 6 日（木） 

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ7 つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する 

品質教育①～②の講義終了後、レポートを提出する

（書式は別途） 

9 
原価・コスト教育① 

6 月 13 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

----- 

10 
原価・コスト教育② 

6 月 20 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

----- 

11 
原価・コスト教育③ 

6 月 27 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

原価・コスト教育①～③の講義終了後、レポートを

提出する（書式は別途） 

12 
課題解決教育① 

7 月 4 日（木） 

PDCA サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する 

----- 

13 
課題解決教育② 

7 月 11 日（木） 

PDCA サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する 

課題解決教育①～②の講義終了後、レポートを提出

のこと（書式は別途） 

14 
プレゼンテーションの方法 

7 月 18 日（木） 

プレゼンテーションの基礎知識を習得

する 

これまでの講義を総括して、全体討議・質疑応答で

のプレゼン資料作成を行うこと 

15 
全体討議・質疑応答 

7 月 25 日（木） 

14 回の講義を総括しての討議・質疑応

答を実施する 
最終報告として受講レポートを提出する。 

 

関連科目 『ものづくりインターンシップ実践』を履修する学生は、必ずこの科目を履修すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 

課題レポート（6 回）と受講レポート 50％、授業姿勢（積極性）20％、全体討議（プレゼンテーション）10％、期末試験 20％にて総合評価を行

う。 

学生への 

メッセージ 

日本を代表する企業であるパナソニック（株）と共同で実施する研修を受講して、社会と企業は学生に何を求めているのかを知り、職業人として

の基礎知識を身につけ、社会人になるための意識転換をしましょう。この科目を履修する学生は、この科目と「ものづくりインターンシップ実践」

を同時に受講することが前提です。 

担当者の 

研究室等 
12 号館６階 坂本教授室 

備考 

毎回の講義内容を振り返りのための学習毎回 1 時間程度。 レポート各回 3 時間程度，プレゼン準備と期末試験のための学習 20 時間程度。全体

討議におけるプレゼンテーション資料作成のため，2 回 実習前指導を実施する（7/11(木), 7/18(木)6 限目）。 

 

パナソニック講師：佐藤哲志、山下秀行、斎藤遵、町田秀人 

教
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文） Internship for Manufacturing Basics 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 楢橋 祥一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」で実際に海外に渡航し、海外で実習を受けるために必要な英語力やマナー、現地の予備知

識（社会・文化等）、協同作業能力などを身につけるための講義である。日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に

付けた人材はますます必要となっている。本科目では、将来グローバルに活躍できる人材の育成を視野に入れ、海外事情や企業のグローバル化の

実態、持続可能な開発の在り方を学ぶほか、英語によるコミュニケーション力や海外での企業や大学の人たちと交流・研究する際の社会人として

のマナーなどについて養成する。これらの各項目の要点について、企業での業務・海外渡航経験を有する授業担当者により講義する。 

到達目標 
(1)海外事情が理解できる。(2)海外渡航の手順や手続きが理解できる。(3)グローバル企業の現状が理解できる。(4)海外インターンシップ先の事

情が理解できる。(5)英語による基本的なコミュニケーションができる。(6)社会人としてのマナーが身につく。 

授業方法と 

留意点 

講義名称が「ものづくり」であるが、専門知識は特に必要としないので参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。

本講義は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」の準備のための講義とする。夏期の実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数

の場合は理工学部インターンシップ委員会において受講者を選定する。講義室内ではできるだけ、日本語を使わないようにする。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語による基本的なコミュニケーション力が身につく。TOEIC や英検などを受験する契機となる。また、社会人としてのマナーが身につく。海外

における実体験ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス、海外渡航手続き

概要、英語コミュニケーショ

ン 1 

パスポート、チケット予約（航空機、ホ

テル）、保険、海外渡航準備、英語によ

る自己紹介 

事前：海外渡航手続き調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

2 

海外事情、日系企業のグロー

バル化、英語コミュニケーシ

ョン 2 

英語による自己紹介発表、海外の文化、

経済、グローバル化事情 

事前：英語での自己紹介準備（1 時間）事後：課題

レポート作成（1 時間） 

3 
研修先 事前調査、英語コミ

ュニケーション 3 

英字新聞記事の調査、文化、歴史、経済

事情，企業・大学 

事前：研修先の英字新聞調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

4 格差社会の問題 
これからのグローバル人材として必要

な素養を考える、ビデオ鑑賞など 

事前：格差社会の調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

格差社会の問題について、レポート提出 

5 
社会人基礎力、英語コミュニ

ケーション 4 

社会人として必要な基礎力、英語による

日本の紹介発表 

事前：英語での日本紹介準備（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

6 英語コミュニケーション 5 
海外渡航、海外生活、大学紹介、専門科

目の紹介 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

7 英語コミュニケーション 6 
研修先企業、大学の調査、英語による発

表、英語によるワークショップなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

8 英語コミュニケーション 7 
海外研修を想定したグループ実習 1、テ

クノセンター見学、ヒヤリングなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

9 英語コミュニケーション 8 
海外研修を想定したグループ実習 2、テ

クニカルニュースのリスニングなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

10 英語コミュニケーション 9 
海外研修を想定したグループ実習 3、テ

クニカルニュースの発表など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

11 英語コミュニケーション 10 
海外研修を想定したグループ実習 4、英

語フレーズ集の作成など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

12 英語コミュニケーション 11 
海外研修を想定したグループ実習 5、英

語フレーズ集の作成など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

13 マナー実習 
挨拶、礼儀、服装、ミーティング、質疑、

懇親会、感謝、気配り、機転 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

14 海外渡航、海外生活 
渡航準備、入出国、習慣、食生活、健康

管理 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

15 英語による成果発表 まとめ 
事前：成果発表の準備（1 時間） 

事後：成果発表の反省（1 時間） 

 

関連科目 ものづくり海外インターンシップ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題レポート 60%、取組み姿勢 20%、成果発表 20%として評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

これまでに「ものづくり海外インターンシップ」を受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので大いにチャレンジしてほしい。授

業方法、留意点にも記載のとおり、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。 

担当者の 

研究室等 
1 号館 4 階 楢橋教授室 

備考 【共同担当者】 楢橋教授（E 科）、原教授（M 科）、木多教授（A 科）、白鳥准教授（R 科）、理工学部インターンシップ委員会委員 

教
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科目名 ものづくりインターンシップ実践 科目名（英文） Internship for Manufacturing Practice 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

『ものづくりインターンシップ基礎』 の実践コースである。 『ものづくりインターンシップ基礎』 で学んだ内容をパナソニックのモノづく

り現場で具体実習・実践することにより、 更なる理解を進め、習得して自らの強みとすることを目的とする。 

なお，本授業は，パナソニック人材開発カンパニーの講師陣による生産，製造の実践を通して，企業における目標達成のプロセスを体得する

ものである． 

到達目標 
(1)生産革新・改善を体験，理解することができる。(2)製造業の成り立ち・仕組みを体験，理解することができる．(3)チームワーク・ＱＣＤ

問題を体験，理解することができる。(4)パナソニックの工場を見学する。(5)研修成果を発表する。 

授業方法と 

留意点 

『ものづくりインターンシップ基礎』で学んだ内容を体験するため、パナソニック（株）人材開発カンパニーで、計７日間の宿泊実習を行な

う。また、事前指導として『ものづくりインターンシップ基礎』のまとめを行い、事後指導として実習で得られた成果の定着をはかるために

プレゼンテーションによる報告を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

・1 回目 ものづくりインターンシップ基礎のまとめ，ものづくりインターンシップ実践の準備 7/18（木） 6 限目 

・2 回目 ものづくりインターンシップ基礎全体討議プレゼンテーション指導 7/25（木） 6 限目 

 

宿泊実習（パナソニック人材開発カンパニー） 

・1～3 日目 

【授業テーマ】 

生産革新演習 

【内容・方法等】 

1 個流しセル生産のロールプレイを通じて、生産革新実践・方法等を体得する。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】 

モノづくりシュミレーション演習 

【内容・方法等】 

四角錐製作を通じて、製造業の成り立ち・しくみを習得（設計～生産）し、目標達成のためのチームワーク・QCD 問題意識の重要性を体得す

る。（グループ演習） 

【事前・事後学習】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・6 日目 

【授業テーマ】 

工場見学 

【内容・方法等】 

パナソニックのモノづくりを工場見学を通じて体得する。（2 工場） 

【事前・事後学習課題】 

見学終了後、レポートを提出のこと 

 

・7 日目 

【授業テーマ】 

研修成果報告会 

【内容・方法等】 

研修成果報告会の実施。（グループ単位） 

【事前・事後学習課題】 

グループ単位でプレゼン資料をまとめておくこと 

 

実習中指導 

・8 月 31 日（土） 1～4 限目 プレゼンテーション指導 

 

実習後指導 

・1 回目 体験報告書の添削指導 

・2 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・4 回目 研修成果報告会（2 回目） 

・5 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・6 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 実習成果 40%、研修成果報告会（2 回）20%、実習最終レポート 10%、体験報告書 10%、実習・授業態度 20%とした総合評価を行なう。 

教
養
科
目

419



摂南大学シラバス 2019 

（基準） 

学生への 

メッセージ 
この科目は「ものづくりインターンシップ基礎」を同時に受講することが前提です。 

担当者の 

研究室等 
坂本教授室（12 号館 6 階） 

備考 

期間：2019 年 8 月 26 日（月）～8 月 30 日（金）、9 月 2 日（月）～9 月 3 日（火） パナソニック（株）人材開発カンパニーでの宿泊研修で

す。8 月 31 日（土）には摂南大学でプレゼン資料を作成します。その間、パナソニック㈱社員の、朝礼、ランニングにも参加します。ジーン

ズ、スリッパは禁止。ランニングできる履物、着替えが必要です。学生負担金・食費等は別途徴収します。 

 

【事前事後学習】 

レポート作成，プレゼン準備としての学習時間：20 時間程度。 

 

 【担当者】 

パナソニック講師：佐藤哲志、高岡清、熊本義久、西尾幹夫 
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科目名 ものづくり海外インターンシップ 科目名（英文） International Internship for Manufacturing 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 楢橋 祥一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に付けた人材はますます必要となる。本科目は、「ものづくり海外イン

ターンシップ」と呼び、世界展開をしている「ものづくり企業」の海外工場において具体的に実習体験をすることにより、グローバル企業の

現状を理解するとともに、自らの視野と経験を広げることを目的とする。研修先は東南アジアおよび北米とする。研修先によっては、海外の

大学でワークショップ体験も含める。企業での業務経験を有する授業担当者により、ものづくりおよび英語によるコミュニケーションの要点

を講義する。 

到達目標 
(1)グローバル企業の現状が理解できる。(2)英語による基本的なコミュニケーションができる。(3)海外でのものづくりの工程を体験できる。

(4)チームワークを体験できる。(5)国際的視野を広げられる。(6)研修成果が発表できる。 

授業方法と 

留意点 

東南アジアは、タイ、フィリピン、ベトナムを、北米は、アメリカを予定している。受講者はいずれかの企業において、本学の夏休み中に往

復を含めて約１０日間（予定）の現場実習を行う。実習後にレポート作成および海外実習の成果報告会を行う。講義名称が「ものづくり」で

あるが、専門知識を特に必要としないので、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また男女も問わない。実習先の受け入れ人数に

制限があるため、希望者多数の場合は理工学部インターンシップ委員会において選定する。なお、本講義を受講する学生は、前期の「ものづ

くりインターンシップ基礎（海外班）」の受講を必須とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

 ものづくり海外インターンシップ基礎の全体報告会に向けたプレゼンテーションの指導、海外実習の準備など 

 

海外実習 

・1～2 日目 

【授業テーマ】移動、オリエンテーション 

【内容・方法等】研修先の概要、オリエンテーション、語学（英語）研修など 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・3 日目 

【授業テーマ】企画・設計部門実習／ワークショップ 

【内容・方法等】ものづくり工程の上流である企画・設計部門。 

【事前・事後学習】実習終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】製造工場見学 

【内容・方法等】関連工場、施設、建築、デザイン作品の見学、現地協同プロジェクト、現地現地従業員・大学生との交流会に参加する。交

流会では、英語によるコミュニケーションを行う。 

【事前・事後学習課題】交流会終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・6～8 日目 

【授業テーマ】製造系実習 

【内容・方法等】製造系の加工、組立、検査・品質管理など。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・9～10 日目 

【授業テーマ】研修成果報告会、移動 

【内容・方法等】グループ単位でパワーポイントによるプレゼンテーション、または部分模型やその他手法を用いてプレゼンテーションして

もよい。 

【事前・事後学習課題】実習終了後、最終レポート、または各グループで研究成果ポスター、または梗概作成を提出すること。 

 

実習後指導 

・1 回目 最終レポート（体験報告書）の添削指導 

・2 回目 成果報告会に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・4 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

海外現地研修 60%（実習記録簿 20%、実習・授業態度 20%、実習成果プレゼン 20%）、実習前後の学習 5%、実習最終レポート 10%、体験報告書

10%、成果報告会（2 回）15%として評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

これまでに受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので、大いにチャレンジしてほしい。授業方法、留意点にも記載のとおり、

参加学生は専門分野も文系・理系も問わない。また、男女も問わない。実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数の場合は、理工

学部インターンシップ委員会において参加者を選定する。本講義を受講する学生は、前期の「ものづくりインターンシップ基礎（海外班）」の

受講を必須とする。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階 楢橋教授室 

１号館５階 原教授室 

８号館３階 木多教授室 

12 号館 7 階 白鳥准教授室 

備考 

【注意事項】研修予定期間：2019 年 8 月中旬（研修先の都合により変更する場合があります。） 

航空運賃、宿泊費、保険代などは自己負担となります。 

【事前事後学習】レポート作成、復習の学習時間：20 時間程度 

【共同担当者】 楢橋教授、原教授、木多教授、白鳥准教授、理工学部インターンシップ委員会委員 

教
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科目名 役立つ金融知力 科目名（英文） Financial Literacy 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 陸川 富盛 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 諸君は大学生になるまでは、「これまでに既に起きたこと」を学んできました。「既に起きたこと」はもう変わることはありませんから必ず正解

があり、それらを覚えておけば済みました。つまり、たかだか「正解を教えてもらって要領良く覚える」ということをやってきただけに過ぎませ

ん。 

 

 しかし、諸君がこれから歩を進めていく実社会は「明日を創っていく社会」ですから、最初から決まり切った正解なんかどこにもありません。

自分で自分の答えを創り出して行くしかないのです。そこで最も必要となるのは、他人の話や文章を正確に理解し、自分の考えを的確に表現する

能力です。 

 

 実社会で諸君が自ら成長し自分の人生を築き上げていくことは、企業がより良い企業となることを目指して経営していくことと同じです。つま

り、諸君のこれからの人生は「自分株式会社を経営していくこと」に他なりません。それには、自ら考えて決断し行動する「賢い経済主体」とな

る、という大きな方向転換が必要なのです。具体的には、市場経済や契約社会の仕組みを実感覚として理解し、自分の人生を切り拓いていく力を

身に着ける、ということです。 

 

 金融や投資などファイナンスに関する実戦的な知識を得てそれらを日常的に活用していくことは、単に目先のお金の問題に役立つだけでなく、

より良い人生や社会の実現に欠かせません。これは諸君の専門科目が何であっても同じです。 

 

 本講義の目的は、諸君が人生のさまざまな局面で的確に決断し行動できるよう、ファイナンスの知識や考え方に根差した実戦的なビジネスイン

テリジェンスの基本を身に着けることです。 

到達目標 

 主としてファイナンスの観点から、実戦的なビジネスインテリジェンスの基本を身に着けること、これが諸君の到達目標です。 

 

 具体的には、諸君が将来直面する経済生活やキャリアライフで、諸君自身が「賢い経済主体」として適宜的確に行動できるようになることを目

指します。 

授業方法と 

留意点 

 本講義は１５回全体を通して次の三つのステップで構成し、各回とも教科書を使用した講義形式で進めます。 

 

① 先ずは経済主体としての視点で、社会の仕組みの全体観を把握し、様々な課題や対処法を認識します。 

② 次に、ファイナンスの基礎知識を、大学で学ぶ様々な専門知識と関連付けながら、実戦的に学んでいきます。 

③ 更に、それらを統合し活用する能力をインテリジェンスとして身に着け、社会生活に応用する方法を学びます。  

 

 本講義では毎回必ず教科書をベースに講義を進めるため、レジュメ等の資料を配布することは一切ありません。受講者は指定された教科書を必

ず持参してください。但し、講義の内容は教科書通りではなく、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎません。このため、毎回

きちんと聴講しなければ成果は得られません。 

 

 講義中や講義に関連した e-Learning として、スマホアプリの利用や検索等を適宜指示します。これらは諸君の成績評価に直結するので指示に

従って必ず実施し、ビジネスに役立つ IT 活用を身に付けてください。 

科目学習の 

効果（資格） 

 経済・社会生活やキャリアライフに必要な意思決定を適宜適切に行えるよう、ファイナンスの知識を活用する実戦的なビジネスインテリジェン

スの基本を身に着けます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 「経済主体としての立ち位置 」 

テキスト＜P15～14,4～13＞ 

・私たちのくらしと経済 

・戦後の社会発展 

・パラダイムシフト 

・変革の必要性 

2 経済・金融の基礎知識 ① 「国際経済と国家財政」 

テキスト＜P44～49,38～44＞ 

・国際経済       

・国家の財政 

3 経済・金融の基礎知識 ② 「市場経済と金融の役割」 

テキスト＜P16～18,25～29,18～25＞ 

・お金の役割       

・市場経済のしくみと意義     

・金融の役割と銀行 

4 法律の基礎知識 「契約の基本」 

テキスト＜P154～157,159～166＞ 

・契約社会 Ⅰ      

・ローン・クレジット     

・契約社会 Ⅱ 

5 リスクと向き合う ① 「日常生活のリスク」 

テキスト＜P79～87,166～168,157～159,168＞ 

・リスクマネジメント     

・契約社会 Ⅲ 

6 リスクと向き合う ② 「リタイアメント」 

テキスト＜P88～97＞ 

・年金制度       

・老後生活資金 

7 投資の基礎知識 「投資とは何か」 

テキスト＜P98～104＞ 

・投資とは       

・投資意思決定プロセス 

8 経済活動と金融市場 「景気・株価」 

テキスト＜P30～31,56～57,32～36,54～55,37,50

～53＞ 

景気         

景気と株価 

9 金融商品の基礎知識 ① 「代表的な金融商品（株式等）」 

テキスト＜P123～135＞ 

・株式 

・投資信託 

・外貨建て商品 

・保険商品 
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・デリバティブ 

10 金融商品の基礎知識 ② 「代表的な金融商品（債券他）」 

テキスト＜P117～123＞ 

・預貯金 

・信託 

・債券 

11 金融商品の基礎知識 ③ 「金融市場と金融商品の性格」 

テキスト＜P105～117＞ 

・直接金融と間接金融     

・金融商品の性格 

12 投資のリスク管理 「投資のリスクマネジメント」 

テキスト＜P136～153＞ 

・分散投資       

・時間分散       

・長期投資 

13 ライフプランニング ① 「ライフプランニング表」 
テキスト＜P58～67＞ 

・ライフプランニング 

14 人生の三大資金 「住宅、教育、リタイヤメント資金」 

テキスト＜P68～78＞ 

・キャッシュフロー表の見直し 

・ライフイベントごとの課題 

15 最終まとめ 「講義のまとめ」 

全体レビュー 

 

講義で得た金融インテリジェンスのレビューを行

い、実戦力を確認します。 

 

関連科目 民法、会社法、経済学、国際経済、経営学、経営戦略、会計学 など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 今日から役に立つ、経済の読み方と投資の基礎  金融知力普及協会 

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

 下記のとおり、本講義と課題に対する取り組み姿勢や理解度等を総合的に評価します。 

・試験      ： 20％（経済やファイナンスに関する知識の正確性を評価します。試験範囲は講義全体です。） 

・レポート  ： 50％（自分で考えて調査し問題解決する能力、即ち、全講義を受講して得た知見を評価します。） 

・平常点   ： 30％（受講状況と態度、質疑応答、e-Learningj 実績等を評価します。出席は前提条件です。） 

 

 必要な学習は、e-Learning システムで適宜指示します。これらにきちんと対応しなければ単位は取得できません。 

 

 講義にただ出席して教科書を開いているだけでは、目標に到達することはあり得ませんから、当然ながら単位も取得できません。毎回きちんと

意識を集中して受講し、「自分で考えて講義内容を理解し行動する」という自分自身の努力を積み重ねる事が必要です。 

 

 成績評価の一つとなる上記課題レポートは表計算ソフト「エクセル」で出題するので、提出期限（定期試験当日を予定）までにこの課題レポー

トの出題に答えて必要事項を調査・入力し、内容を精査すること。 

  （講義では「エクセル」の使い方は教えませんが、フォーマットを提示するので表入力と確認が必要です。）  

 

 レポート課題は大学内の情報システムを通じて掲示・連絡しますので、学内情報システムの利用や連絡設定は各自で事前に必ず行っておいてく

ださい。 

学生への 

メッセージ 

 本講義は「受講者の誰もが覚えられるように一つ一つ教えていく」のではなく、初回「イントロダクション」でも説明する通り、全１５回を通

して受講することによって、情報収集能力、考える力、判断力などの実力が付くように構成してあります。このため本講義を聴講すると、諸君は

実戦と同じく、広範で大量の情報が一方的に流れてくることを経験することになります。 

 しかし、諸君は既に大学生なのだから、「自分に分かる程度のことを自分に分かるように教えてもらえるのが当然だ」などという子供じみた甘

えは捨て去ること。 

 その上で、「講義されている内容を自分自身で考えて理解しよう」という確固たる意志を持ち、私語を慎み毎回静粛に受講すること。 

 そうすればこれまでと異なる観点に立つことができ、本講義本来の効果を各自が最大限に得ることができます。 

 

 本講義ではレジュメ等の資料を配布することは一切ありませんが、スマホやタブレット等からのネット検索やサイトの利用を適宜指示すること

があります。 

 

 受講者は指定された教科書を必ず購入してください。但し、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎず、講義内容も教科書通り

ではありません。毎回きちんと聴講しなければ成果は得られませんから単位も取得できません。 

 

 その他、課題の提示方法等についても詳しくは講義の中で説明しますので、講義は毎回注意深く受講し、指示に従って下さい。こうした日常の

情報収集能力が、各自の実力や成績評価にも大きく影響します。 

 

 本講義で得た知識は、自分が学んでいる様々な専門知識と組み合わせて考えていくことで、より高い効果を得ることができます。安直にありき

たりの答えを求めるのではなく、自分で考える習慣を身に着けてください。 

   

 なお、居眠り、内職、途中離着席、私語など、真摯に受講せず講義の妨げとなる学生には、講義を中断して注意を促し退席を命じる場合があり

ます。学生の本分を弁えない不適切な行動は本講義の主旨を理解していない証左であり、成績評価にはマイナスとして反映します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 1 階（教務課） 

備考 

「事前・事後学習課題」について 

  予習（シラバス記載の教科書該当ページを事前に読む）：３０分程度 

  復習（講義の内容を振り返り、自分の言葉で整理する）：３０分程度 

 

質問等は、講義前又は後の時間帯に、教室等での対面による自由な質疑応答で受け付けます。 

    興味のあることや疑問を感じたことなど、自分で抱え込まないで気軽に相談してください。 

 

 

この講義は、ＳＭＢＣ日興証券グループによる「寄附講座」です。 

教
養
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科目名 ライフサイエンスの基礎 科目名（英文） Introduction to Life Science 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 西矢 芳昭 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

ライフサイエンスの基礎知識は、医療、環境、食品分野などへの生物機能の応用、すなわちバイオテクノロジーと密接に係る。ライフサイエンス

およびバイオテクノロジーの知識を深めることで、最新の科学情報を理解できると共に、社会人として相応しい教養が身に付く。ライフサイエン

スの各分野を深く学ぶためにも役立つ基礎的知識を、各専門分野に精通した教員により概説する。 

また、企業で商品開発等に 20 年以上の実務経験を有する教員が、その経験を活かして生体物質の実用化に関する教育も行う。 

到達目標 教養としてのライフサイエンスの基礎的知識の理解 

授業方法と 

留意点 
配布資料に沿って、板書およびプロジェクターによる講義を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
生命科学の学習に必要な基礎的事項を理解することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
概要説明 

特殊環境微生物学（西矢） 

授業の進め方を説明する。 

微生物や酵素に関する基礎知識・キーワ

ードを解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

2 糖質生化学（大橋） 

糖質にまつわる基礎知識・キーワード・

最新トピックについて、生化学的な見地

から解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

3 細胞生命生理学（宮崎） 

生物がいかにして環境に適応する仕組

み（ホメオスタシス）を獲得し、進化し

てきたのかについて解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

4 分子生物学（川崎） 

分子生物学にについて説明する。 

個体ゲノム制御機構に関する基礎知

識・キーワードを解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

5 環境分析学（青笹） 
食品因子の機能性と生活習慣病などの

健康との係わりについて解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

6 生命環境科学（長田） 
ライフサイエンスにおける植物につい

て解説する。 
講義後に小論文を課す。 

7 細胞機能学（船越） 
生物の構成単位である細胞の構造、種類

や機能について解説する。 
課題レポート、または確認小テストを課す。 

8 環境毒性学（木村） 

環境化学物質による健康リスクへのラ

イフサイエンスの係わりについて解説

する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

9 構造生物学（中嶋） 
生体分子がもつ分子構造を機能の関係

性について解説する。 
課題レポートを課す。 

10 共生機能材料学（松尾） 
タンパク質に対する水の必要性とその

機能について解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

11 分子細胞制御学（西村） 

多くの生命現象は「現在（いま）」を生

きるためだが，生殖は「未来」を作る現

象であり，具体的に生殖とは何かを解説

する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

12 生体触媒科学（井尻） 
生殖細胞におけるエネルギー代謝につ

いて解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

13 病態薬理学（居場） 薬理学の基本について解説する。 課題レポートまたは確認小テストを課す。 

14 動物生理学（向井） 
生物が環境の変化に適応するしくみに

ついて、昆虫を題材として解説する。 
課題レポートを課す。 

15 生体分子機能学（尾山） 
さまざまな機能性タンパク質について

解説する。 
確認小テストを課す。 

 

関連科目 生物学概論、生化学Ⅰ、生物無機化学、生物統計学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義中の積極性、各回のレポートや知識確認テスト、小論文などで総合評価する。 

学生への 

メッセージ 
不明な点があれば、各回の担当教員に遠慮無く質問して下さい。 

担当者の 

研究室等 
１号館 ８階および９階 （理工学部生命科学科全専任教員） 

備考 
欠席・遅刻の扱いは理工学部の規定に従って処理する。 

事後学習に要する総時間の目安は１５時間 

教
養
科
目
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科目名 倫理学 科目名（英文） Ethics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 有馬 善一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2412a2 

 

授業概要・ 

目的 

いわゆる日本の高度成長期には「消費は美徳」という言葉が流行した。「大量生産／大量消費社会」を賛美したものである。しかし、現在ではこ

れはもはや死語である。代わって、時代をリードしているのは「Mottainai」（もったいない）であるが、現代社会は本当にエコロジーを主軸に転

換することに成功しているだろうか。この講義では、20 世紀の半ば以降、今日に至るまで社会を動かしている経済のシステムを理解した上で、

それを変革するための道を探る。 

到達目標 

資本主義の精神的基盤について理解する。 

古典的資本主義の限界と現代資本主義の特徴を理解する。 

現代資本主義の限界、特に「外部問題」について理解する。 

「成長の限界」において何が問われているのかを理解する。 

資本主義に代わる社会のあり方について、自分なりの考えをまとめる。 

授業方法と 

留意点 
テキストを用いない「ノート講義」方式。適宜プリントを配布する。 

科目学習の 

効果（資格） 

現代社会の根幹をなす資本主義を理解することによって、自分たちが混沌の時代に生きていること、また、これにどう対処すべきかのヒントが得

られるはず。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 授業への導入 

・現代＝近代の特徴とは何か 

・〈熱い〉社会と〈冷たい〉社会（レヴ

ィ＝ストロース） 

・資本主義と成長の「神話」 

現代社会の特徴と問題点を自分なりに考えてみる。

（1 時間） 

2 資本主義社会の成立（1） 

・冒険商人と資本家 

・「倫理」としての資本主義（マックス・

ウェーバー） 

配付資料について自分なりの考えをまとめる。（2

時間） 

3 資本主義社会の成立（２） 
・恋愛と贅沢と資本主義（ゾンバルト） 

・禁欲的生産と享楽的消費の関係 

ウェーバーとゾンバルトの着眼点の違いを整理し

て、現代の商品開発に当てはめてみる。（2 時間） 

4 
古典的資本主義の限界と現

代資本主義 

・資本主義の帰結としての恐慌と帝国主

義 

・現代資本主義の登場（フォードと GM

の経営戦略） 

『現代社会の理論』の該当箇所を読んでおく。（1

時間） 

課題レポート作成（3 時間） 

5 現代資本主義社会の特徴 
・大量生産／大量消費社会 

・情報化／消費化社会におけるゆたかさ 

『現代社会の理論』の該当箇所を読んでおく。（1

時間） 

6 
産業の文明論的進化と情報

化社会 

・梅棹忠夫の「情報産業論」 

・情報化と脱工業化 

・情報化と消費化 

『情報の文明学』の該当箇所を読んでおく。（1 時間） 

7 情報化と人間社会 

・インターネットの発達とコミュニケー

ションの変質 

・ネット社会の光と影 

ネット社会の問題点を自分なりに考えてくる。（1

時間） 

課題レポート作成（3 時間） 

8 大衆社会と消費文化 

・社会の大衆化と文化としての消費 

・情報の消費としてのマス・コミュニケ

ーション 

・消費と消尽（バタイユ） 

社会の大衆化によって形成されてきた消費文化の

事例を考えてみる。（1 時間） 

9 現代社会の「外部問題」（１） 

・経済システムと物理システム 

・資源・エネルギーと環境の経済的「価

値」 

『現代社会の理論』の該当箇所を読んでおく。（1

時間） 

10 現代社会の「外部問題」（２） 
・貨幣の謎とエントロピー 

・エコロジー経済学の可能性 

エントロピー概念についての資料を理解する。（1

時間） 

11 現代社会の「外部問題」（３） 

・社会システムの限界としての「共有地

の悲劇」 

・外部問題としての南北問題 

・途上国の人口爆発と先進国の少子高齢

化 

「共有地の悲劇」について調べてくる。（1 時間） 

課題レポート作成（3 時間） 

12 
「成長の限界」をめぐって

（１） 

・『成長の限界』の予測とそれに対する

様々な評価 

・エネルギー・資源の限界と「2050 年

問題」 

「算術級数的増加」と「幾何級数的増加」の意味に

ついて調べてくる。（1 時間） 

13 
「成長の限界」をめぐって

（２） 

・成長神話からの脱却 

・江戸時代における循環型社会 

・循環型社会の構築のための条件 

フローとストックについて調べてくる。（1 時間） 

課題レポート作成（3 時間） 

14 グローバル化と自由主義 

・グローバル化の様々な局面 

・市場主義と経済の自由 

・リバタリアンとコミュニタリアン 

グローバル化の事例について調べてみる。（1 時間） 

15 まとめ ・講義全体のまとめ これまでの講義ノートをまとめておく。（1 時間） 

 

関連科目 環境倫理Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 プロテスタンティズムの倫理と資本主義の〈精神〉 M・ウェーバー 岩波文庫 

2 情報の文明学 梅棹忠夫 中公文庫 

教
養
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3 現代社会の理論 見田宗介 岩波新書 

 

評価方法 

（基準） 
授業内のレポート・平常点（15％）、授業後のレポート（50％）、期末試験（35％） 

学生への 

メッセージ 
環境問題の解決のためには現代社会全体の変革が必要です。21 世紀のあるべき企業の姿もそこに重なっていきます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4 階 

備考 レポートは Moodle を通じて提出してもらい、これにフィードバックをする。 

教
養
科
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科目名 インターンシップ基礎 科目名（英文） Introduction to  Internship 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 上野山 裕士.山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1502a3 

 

授業概要・ 

目的 

現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、伸ばすべきポイントについて

考え、３年次にビジネスインターンシップを履修するまでに実践する。 

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことを等を考えられるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目的・内容の解説 

・評価の方法 

・事前学習：前期の大学生活で経験したことを思い

出しておくこと(１時間) 

2 社会を知る① 

・なぜ仕事をするのか 

・仕事観について考える 

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ 

・事後学修：配付したレジュメを熟読しておくこと

(１時間) 

3 社会を知る② 
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション 

・事前学習：グループで討議する準備をすること(１

時間) 

4 社会を知る③ 

・視点/視座/視野の使い方事例を知る 

・業界/業種とは何かを理解する 

・川上～川下の概念を理解する 

・事後学修：配付したレジュメを熟読すること(１

時間) 

5 社会を知る④ 
・会社組織とは何かについて理解する 

・職種について理解を深める 

・事後学修：配付したレジュメを熟読すること(１

時間) 

6 就活体験① 
特性と心がけ、自己 PR の組み立て方を

学ぶ 

・事後学修：配付したレジュメを熟読すること(１

時間) 

7 就活体験② 

・学生生活を振り返る 

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える 

・事後学修：配付したレジュメを熟読すること(１

時間) 

8 自分を高める① 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・事後学修：講義を踏まえ、これからの大学生活に

おいて何に取り組むのかを考えること(１時間) 

9 自分を高める② 

・リーダーシップ開発 

・リーダーシップのタイプを知る 

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ 

・事後学修：講義の内容を日常生活で実践すること

(１時間) 

10 自分を高める③ 
講義⑧⑨の実践報告プレゼンテーショ

ン 
・事前学修：発表の準備をしておくこと(１時間) 

11 

社会を知る⑤ 

グループプレゼンテーショ

ン① 

グループ課題の発表 
・事前学修：プレゼンテーションの準備をしておく

こと(１時間) 

12 

社会を知る⑥ 

グループプレゼンテーショ

ン② 

グループ課題の発表 
・事前学修：プレゼンテーションの準備をしておく

こと(１時間) 

13 社会を知る⑦ 
・ライフイベントを考える 

・ライフイベントにかかる費用を知る 

・事後学修：自分の将来について考えること(１時

間) 

14 社会を知る⑧ 
・ニッポンの課題について考える 

・未来の働き方について考える 

・事後学修：日本を取り巻く課題について理解する

こと(１時間) 

15 授業のおさらい 
講義のおさらいと期末レポートの振り

返り 

・事前学修：課題の出し忘れ等がないか確認してお

くこと(0.5 時間) 

・事後学修：講義全体を振り返ること(0.5 時間) 

 

関連科目 キャリアデザイン、ビジネスインターンシップⅠ・Ⅱ、職業能力開発、キャリアプラン 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（10%）、提出物（40%）、レポート（50%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階 教育イノベーションセンター（上野山） 

７号館３階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考  
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科目名 エンプロイメントデザインⅠ 科目名（英文） Employment design I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1503a3 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、各回講師の大学での学生生活の過ごし方、学修に対する姿勢、大学を卒業するにあたってどのような進路を選択し、 

またどのような職業へと導かれたかの 3 つのテーマを基に、本学の教職員から多様な生き方を聴き、 

それらに基づいたグループワーク、個人ワークを行う。 

この活動により、４年間の学生生活をプランニングし、自分の意見を持つことを主な目的とする。 

また、大教室での多くの学生と共に話を聴くという態度を養い、グループに分かれて他者との意見の交換を 

行うことで、自分には思いつかなかった考え方を理解するようになることが期待される。 

到達目標 
講師の意見を聴き、自身のキャリア（職業生活）を通したライフプランニング（人生設計）を必ず描いてみること、またそのための試行錯誤する

ことを学ぶことが目標である。 

授業方法と 

留意点 

人生の先輩方のお話を真摯な態度で聴く姿勢をもつことを心がける。また、話を聴くことが主となり、 

内容に関して調べ、まとめることを課題とするため、メモを取る習慣を身に付ける。 

この科目は１年生向けの科目で、2019 年度入学生のみ履修ができる。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生活の過ごし方や将来への目標の設定の仕方から、職業人として働くことや人・社会とかかわることについて考える契機となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・科目の趣旨・目的と評価について 

・受講上の注意ならびに大教室でのマナ

ーに関して 

・キーワードの調べ方とレポートに関し

て 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

2 

学生生活① 

未来の自分に何を渡すか！ 

～大学生活で成長するため

に必要な３つのこと～ 

（担当：看護学部事務室 課

長 古屋豊吾） 

・みなさんと同じ摂大生として、ラグビ

ー部での経験と社会で活かせる能力と

を関連付けて、「自己肯定感」の重要性

についてお話します。 

個人ワークやミニゲームを取り入れな

がら進行します。 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 

学生生活② 

チャンスだらけの摂南大学-

学生時代に飛躍する方法-

（担当：経営学部 准教授 

久保 貞也  ） 

（１）摂南大学をうまく活かした先輩た

ち（事例紹介） 

（２）チャンスを失う典型的な学生（注

意喚起） 

（３）摂大でチャンスを得る方法 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

4 

学生生活③ 

大学生活が教えてくれた１

０のこと（担当：教務課 池

田 有紀） 

・講師の話を聴き、自分が「好きなこと・

モノ」を明確化するとともに、大学生活

のなかで何かに向かって試行錯誤しな

がらチャレンジするきっかけを作る。 

・講内容義を振り返ること(0.5 時間) 

5 

学生生活④ 

講義の中間まとめ（担当：教

育イノベーションセンター） 

・グループ分けの実施 

・講義２回から４回のまとめ 

・レポートの書き方 

・第１回「学生生活」に関するレポートを作成する

こと(２時間) 

6 

キャリアパス① 

個別ワーク「私が NO.1 プロ

ジェクト」 

・今、自分が属しているコミュニティに

おいて、何かで「NO.1 になる」為の計

画を立て、実践する。 

・設定した課題を実践すること(２時間) 

7 

キャリアパス② 

「私のキャリア」 キャリア

アップを考える（担当：経済

学部 教授 持永 政人） 

・企業での経験を踏まえ、将来のキャリ

アアップのために学生時代に何をすべ

きかを講義します。 

・講義の内容を振り返ること(0.5 時間） 

8 

キャリアパス③ 

「NO.1 プロジェクト」途中

経過の共有（担当：教育イノ

ベーションセンター） 

・講義６で設定した個別の課題の経過、

結果をグループで共有する。 

・グループワークでメンバーから得た知見を振り返

ること（0.5 時間） 

9 

キャリアパス④ 

自分のキャリア形成のため

には何が必要なのか？（担

当：スポツ振興センター 准

教授 藤林 真美） 

・自身の失敗（しかし、将来への原動力

につながる）から、充足・不足していた

ことを紹介します。事前課題として「学

歴、資金、マンパワーなど何一つ心配す

ることなく、自分のやりたい職業に就け

る or 起業できると仮定し、その内容と

準備について」自由な発想で考えてきて

ください。 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

10 

キャリアパス⑤ 

講義の中間まとめ（担当：教

育イノベーションセンター） 

・キャリアパスの回のまとめ 

・グループワーク 

・第２回課題「キャリアパス」に関する課題を作成

すること(２時間) 

11 

学修① 

学修の回のオリエンテーシ

ョン（担当：教育イノベーシ

ョンセンター） 

・学修の回のオリエンテーション 

・グループワーク「グループで課題研究

のためのリサーチプロポーザルの作成」 

・グループで課題に取り組むこと(２時間) 

12 

学修② 

講師のキャリア事例から「キ

ャリア」を考える（担当：経

営学部 講師 西之坊 穂） 

・これまで学んできた「キャリア」は何

なのか、キャリアについてあらためて考

える 

・講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

13 

学修③ 

法律とスポーツと将来の職

（担当：法学部 教授 石井

信輝） 

・法とスポーツとの関係性は見出しにく

いが、様々な関係性を有する。したがっ

て、その関係性を解説しながら、担当者

が研究に取り組むに至った経緯や大学

における学習に向かう心構え等につい

・講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 
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て講義する。 

14 

学修④ 

課題「グループで課題研究」

の発表（担当：教育イノベー

ションセンター） 

・講義１１で取り組んだ課題をグループ

ごとに発表する。 

・自グループ、及び他グループの発表内容を振り返

ること(0.5 時間) 

15 
講義のまとめ（担当：教育イ

ノベーションセンター） 

・エンプロイメントデザインⅠの振り返

り 

・講義全体を振り返ること 

・第３回課題「講義の最終レポート」を作成するこ

と(２時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・キャリアデザインⅡ・エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回のミニッツペーパー（15%）、グループワーク（15%）、レポート３回（70%）、を総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 

学生生活４年間をいかに有意義に過ごすかをプランニングし、社会人・職業人としてのライフスタイルを考えるために、人生の先輩のお話を真摯

な態度で聴いてほしい。また、自ら考え、選択し、決定していくプロセスを大切にし、行動へ繋ぐ大切を学んでほしい。 

担当者の 

研究室等 

７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

７号館３階 教育イノベーションセンター（上野山） 

７号館３階 教育イノベーショセンター（水野） 

備考 

教科書：各回の講師が必要に応じ、プリント配布。 

参考書：各回の講師が必要に応じ、授業中に示す。 

講師・内容は都合により変更することもある。 

中間課題の評価基準・書き方に関する注意事項は講義内またはポータルサイトで伝達する。 
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科目名 エンプロイメントデザインⅡ 科目名（英文） Employment design II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1504a3 

 

授業概要・ 

目的 

外部講師（本学卒業生を含む）をお招きし、仕事・職業観・人生経験やキャリア・パス等についてのお話を聴く。質疑応答の時間を設けているの

で、勇気を持って講師に質問をするだけでなく、質問時の態度や表現の仕方を学ぶ。 

 

この科目を通じて、学生はさまざまな職業について理解し、多様な仕事術についての知識を得ること、さらには仕事観や人生観の涵養に役立てる

とが期待される。 

到達目標 さまざまな職業についての知識を得て、多様な仕事術を理解できるようになることを講義の目標とする。 

授業方法と 

留意点 
話を聴くことが主となるため、社会人としての真摯な態度での話の聴き方、メモの取り方、積極的に質問すること等の習慣を身に付ける。 

科目学習の 

効果（資格） 
人や社会に関わること、仕事力の伸ばし方について考えるきっかけとなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション（教育イ

ノベーションセンター） 

・講義のオリエンテーション 

・ゲスト講義の際の注意点（特に聴く態

度）について 

・事前学修：シラバスを熟読すること(１時間) 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

2 

「先人（企業家）に学ぶ ～

仕事への心構え」大阪商工会

議所人材開発部職員（所属：

大阪企業家ミュージアム） 

・企業家から学ぶ、仕事の心構えについ

てお話します。 
・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 

私が大阪府警察で働く理由

～警察官の数だけ理由があ

る～（警察官） 

・採用担当者が大阪府警察の仕事、働く

上でのやりがいなどを紹介。警察学校の

生活を紹介する DVD の上映も行います

(予定)。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

4 
「社会起業家とは」（社会起

業家） 

今、進路に悩む方も多いかと思います。

私たちは何のために働くのでしょうか。 

今、世界でも日本でも「働く上で、お金

を動かすのも大事だが、むしろ自分は社

会を動かしたい」と考える人々が増えて

います。市場メカニズムを用いて社会課

題の解決を目指す社会起業家。社会起業

家たちはなぜ出現し、どのような生き様

をし、どのように社会を変えていくの

か。国内外の最新動向もご紹介しつつ、

ご一緒に新しい可能性を探ります。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

5 

社会問題と対峙する仕事 

-ソーシャルワーカーについ

て- 

（摂南大学 OB・ソーシャル

ワーカー） 

①講師の学生生活から学んだことを伝

える。グループワークを実施。 

②社会問題が他人事ではなく、自分事で

あることに気付く個人ワークやグルー

プワーク、実際にあった事例を編集して

伝える、事例検討を行います。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

6 
お坊さんから後輩のみなさ

んへ(摂大 OB/住職) 

・一人の学生が僧侶として歩みだすまで

の過程を自身の学生生活の経験談を交

えながらお話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

7 

プログラマを目指して摂南

大学に入学してから NPO 代

表になるまで（摂大 OB/NPO

法人代表） 

・理系学部でプログラマーを目指しなが

らもスタープログラマーになれなかっ

た男が、“公共性“を武器に NPO 法人を

設立するまでのキャリア構築の過程を

お話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

8 
講義の中間まとめ（教育イノ

ベーションセンター） 

・講義の中間まとめ 

・グループワークの実施 

・事後学修：グループワークを振り返ること(1 時間) 

中間課題を作成すること(2.5 時間) 

9 
枚方市から J リーグへ！?FC

ティアモ枚方の挑戦? 

社会人サッカークラブのマネジメント

に携わるまでの経歴と今後についてお

話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

10 

新卒での就職活動で全てが

決まる！？（摂南大学 OG・

旅行代理店/カウンター業

務） 

・講師の学生生活、キャリア形成のプロ

セスなどを実体験を交えてお話ししま

す。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

11 

信用金庫の仕事と期待され

る人財 

(金融/人材開発） 

仕事のやりがいとキャリアを学生の皆

さんにイメージしていただけるよう、講

義します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

12 高校教師の仕事（高校教師） 
・高校の教師の仕事についてお話しま

す。 
・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

13 
今求められる公務員像（摂南

大学ＯＢ／市役所職員） 

・あるべき姿からありたい姿へ-職業と

しての公務員- 

経験談を通して、公務員になりたい自分

を再度見つめ直していただきます。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

14 

社会人になって学んだこと

と、企業経営で大切にしてい

るモノ 

（摂南大学 OB/経営者) 

・社会人となる学生へ、体験談を通して

企業の中で誠実に生き抜くことを伝え

ます。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

15 講義のまとめ 
・エンプロイメントデザインⅡのまとめ 

・まとめのワークシート 

・事前学修：講義全体を振り返り、ノートにまとめ

ること(1.5 時間) 
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・事後学修：最終課題を作成すること(2.5 時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ、キャリアデザインⅡ、エンプロイメントデザインⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の感想（30%）、レポート２回（60%）、グループ課題（10％）を総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 

講師の多様な仕事に対する意識や成果の上げ方等を聴くことで、職業観の形成に役立ててほしい。また、摂大生として誠実な態度で質疑応答に臨

んでほしい。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 5 階 教育イノベーションセンター（石井） 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考 

講師・内容は都合により変更することもある。 

教科書：各回の講師が必要に応じ、プリント配布する。 

参考書：各回の講師が必要に応じ、授業中に示す。 
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科目名 キャリアデザイン 科目名（英文） Introduction to Career Design 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 上野山 裕士.山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1501a3 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生は、 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

ことが期待される。 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので積極的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か？何故必要

なのか？  

・公と私について考える 

・自分にとって“キャリアデザイン”とは何かを考

えること(0.5 時間) 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける 

・大学で学ぶ意味について考えること(0.5 時間) 

3 摂大学 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・先輩の話を聴く 

・摂大生として、建学の精神と教育理念を理解する

こと 

・大学の中にある「機会」の活用の仕方を考えるこ

と(0.5 時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・設定された個人ワークに取り組むこと(２時間) 

5 グループ課題の設定 

・グループワーク（インタビュープロジ

ェクト）の目的を理解する 

・社会人としてのマナーを学ぶ 

・グループで工程管理を考える 

・グループで課題に取り組むこと(３時間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・社会で求められる人材について考えること(0.5

時間) 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・経済・金融と私たちの生活の結びつきを考えるこ

と(0.5 時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・配布資料を熟読し、社会の仕組みについて考える

こと(0.5 時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを１００挙げる 

・ペアワーク 

・自分の長所や短所について考え、周囲の人にも聴

くこと(１時間) 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・大学へ入学した目的と学生としての自分の目標を

再確認すること(0.5 時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・社会人基礎力を実践する方法を考えること(0.5

時間) 

12 ビブリオバトル 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・他者に紹介したい本を選び、発表の準備を行うこ

と(１時間) 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 
・グループ内のプレゼンテーションの内容をまとめ

ること(2 時間) 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション ・プレゼンテーションの準備をすること(２時間) 

15 

夢の実現に向けて-学びのプ

ランニング-/講義のおさら

い 

・学びのプランニング 

・講義の振り返り 

・夏休み以降の大学生活の目標を考えること(１時

間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、ミニレポート（30%）、レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考 
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

２．各回のミニレポートは採点した後に、最終講義で返却する。 

キ
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科目名 キャリアプラン 科目名（英文） Career Plan 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1507a3 

 

授業概要・ 

目的 

本講義は就職活動に関する知識と実践技法も学ぶための講義である。 

この科目を通じて、学生は、学生生活での学びを活かし、社会で求められ、活躍できる人材（人財）になるために何をすべきかを考えられるよう

になることが期待される。 

なお、授業担当者の人材業界での業務経験・起業経験を講義に活かす講義の内容となる。 

到達目標 
自分を振り返り、社会をよく知り、選択肢を発見し、自分の特性や強みについて、他者に伝えられることができる。 

その結果、満足のいく就職活動、進路選択ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 
講義ではセルフワークとグループワークを織り交ぜて行うため、能動的な姿勢が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業を通して自分の成長に気づき、人に自分の意思が伝えられるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目標、進め方、評価方法の解説 

・就職活動のスケジュールを知る 
・配付資料を熟読すること(１時間) 

2 ビジネス研究① ・業界・会社・職種を知る 
・配付資料を熟読すること 

・どんな業界があるのかを調べること(１時間) 

3 ビジネス研究② 
・成長企業のキーワード 

・会社研究について 

・配付資料を熟読すること 

・どんな会社があるのかを調べること(１時間) 

4 ビジネス研究③ 企業の多様なビジネスの事例を知る 
・配付資料を熟読すること 

・ビジネスモデルについて調べること(１時間) 

5 ビジネス研究④ 

・会社の経営理念について考える 

・ブラック企業問題について考える 

・いい会社とは何かについて考える 

・配付資料を熟読すること 

・自分のワークスタイルを考えること(１時間) 

6 ビジネス研究⑤ 
・事業立案のフレームを学ぶ 

・グループでビジネスプランを立てる 

・配付資料を熟読すること 

・グループへの貢献の仕方を考えること(1.5 時間) 

7 ビジネス研究⑥ ・グループでプレゼンテーション 
・プレゼンテーションの準備をしておくこと(１時

間) 

8 ビジネス研究⑦ ・グループでプレゼンテーション 
・プレゼンテーションの準備をしておくこと(１時

間) 

9 自分を知る① ・自分の将来を描いてみる 
・配付資料を熟読すること 

・自分の未来について考えること(１時間) 

10 自分を知る② ・自分の強み、学生生活を振り返る 
・配付資料を熟読すること 

・自分について振り返ること(１時間) 

11 自分を知る③ 
・ワークシートを使って自分の特性を確

認する 

・配付資料を熟読すること 

・自分の特性について考えること(１時間) 

12 自分のことを伝える 
・エントリーシートとは何かを知る 

・読み手の着眼点を理解する 

・配付資料を熟読すること 

・エントリーシートを作成する準備をしておくこと

(1.5 時間) 

13 
グループでのコミュニケー

ション 
・グループディスカッションを学ぶ 

・配付資料を熟読すること 

・グループへの貢献の仕方を考えること(1.5 時間) 

14 
面接における対人コミュニ

ケーション 

・面接における対人コミュニケーション

について考える 

・面接のメカニズムを知る 

・配付資料を熟読すること 

・模擬面接の準備をしておくこと(1.5 時間) 

15 講義のまとめ 
・成果を上げるための行動計画立案 

・講義のまとめ 

・提出物など、出し忘れが無いか確認すること(１

時間) 

 

関連科目 
・キャリアデザインⅠ、キャリアデザインⅡ、ビジネスマナーⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ、数的能力開発、コミュニケーション能力開発、

エンプロイメントデザインⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義での提出物と授業態度（30％）、期末レポート（50％）、授業での課題（２０％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
みなさんの将来のことを一緒に考えましょう。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター(上野山研究室) 

7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野研究室） 

備考 参考文献・書籍は必要に応じて適宜提示する。 
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科目名 コミュニケーション能力開発 科目名（英文） Development of Communication Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 亀田 峻宣.橋本 朗子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1510a3 

 

授業概要・ 

目的 

社会で必要なコミュニケーションスキルを習得するための授業です。読む・書く・話す・聴くの４技能は常に求められるスキルですが、それらは

「技術」として認識し、訓練することによってより実践的なものに高めることが可能です。この授業では毎回「こちらの意図を的確に伝える」技

術や「相手の意図を十分に理解する」技術、すなわち「話す」「聴く」技術を高める練習をします。普段、ディスカッションをしたり、プレゼン

テーションを練習する機会はあまりありません。講義を通じてこれら社会で求められる力を身につけたい人は受講をお勧めします。 講師陣は航

空業界で多種多様な価値観触れた経験や、様々な業界で実務経験を持ち、「話す」「聴く」技術を活用してきました。そういう経験も活かして、社

会で使えるコミュニケーション能力の獲得を目指します。 

到達目標 
高度なコミュニケーションスキルを身につけることを目標とします。具体的には社会活動において、自らが望む相応の結果を出すためのスキルを

身につけることが目標です。 

授業方法と 

留意点 
毎回、個人ワーク・グループワーク等演習を中心に進行します。主体性を持って積極的に参加することで一層の学習効果が期待できます。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 コミュニケーションとは コミュニケーションの本質を考える。 シラバス熟読 

2 聴く力①?傾聴力を高める? 
聴くための技術の基本的な方法を学

ぶ。? 
講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

3 
聴く力②?質問力・コーチン

グ力? 

聴いた内容を深めるために、質問とコー

チングの基礎を学ぶ 
講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

4 
話す力①?ロジカルコミュニ

ケーション①? 
論理的に会話するための基礎を学ぶ 講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

5 
話す力②?ロジカルコミュニ

ケーション②? 

論理的に会話するためのフレームワー

クを学び、発表する 
講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

6 
話す力③?プレゼンテーショ

ンの技法①? 

非言語面で、プレゼンテーションを効果

的に行う方法を学ぶ 
講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

7 
話す力④?プレゼンテーショ

ンの技法②? 

言語面で、プレゼンテーションを効果的

に行う方法を学ぶ 
講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)? 

8 中間テスト 聴く力・話す力を問う。 今までの範囲を復習しておくこと(目安：2 時間) 

9 
議論する力①?対話と議論の

進め方①? 
対話・議論を進めるための方法を知る 

講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)。チ

ームで発表の準備を行う(目安：1 時間)。 

10 
議論する力②?対話と議論の

進め方②? 

対話・議論の練習をして、対話・技法の

スキルを習得する 

講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)。チ

ームで発表の準備を行う(目安：1 時間)。 

11 
議論する力③?ファシリテー

ションの技法? 
話し合いを円滑にする技術を習得する 

講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)。チ

ームで発表の準備を行う(目安：1 時間)。 

12 
相手を尊重する① 

?自分の気持ちを伝える? 
適切に主張する態度・手法を身につける 

講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)。チ

ームで発表の準備を行う(目安：1 時間)。 

13 

相手を尊重する② 

?ダイバーシティを理解す

る? 

コミュニケーションの基礎となる多様

性の考え方を身につける 

講義内容を復習し、実践すること(目安：30 分)。チ

ームで発表の準備を行う(目安：1 時間)。 

14 総合演習① 課題について、発表と議論を行う 講義内容を復習し、実践すること?(目安：2 時間) 

15 総合演習②・最終テスト 課題について、発表と議論を行う 全ての範囲を確認しておくこと(目安：2 時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ,数的能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み 30％、課題・プレゼンテーション 30％、中間テスト・最終テスト 40％ 

学生への 

メッセージ 

人間は「社会的動物」です。他者との関係の中で生きていかねばなりません。他者との関係性を良好に保つことは、豊かな人生を送るための重要

な条件になります。そのために求められるものが「コミュニケーション能力」と言われており、これはビジネスシーンにおいても同様です。コミ

ュニケーションを楽しみながら、適切に行えるようになっていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
 

備考  
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科目名 職業能力開発 科目名（英文） Human Resources Development 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA2508a3 

 

授業概要・ 

目的 

この科目を通じて、学生は 

【目的】社会生活およびビジネスに必要な社会的基礎力の向上を目指す。 

社会人・職業人に求められる社会的基礎力＜論理的な思考力、新しいアイディアを生み出す発想力、チームワーク力の向上を目指すことが期待さ

れる。 

 

【概要】 

講義担当者の人材業界での業務経験、及び起業経験を元に、日本の産業の変遷の視点からビジネスパーソンに求められる能力の変化について理解

し、その能力の獲得方法について考える。 

到達目標 

１．日本の産業の変遷を理解する 

２．ビジネスにおいて求めらえる力を理解し、その獲得のために行動変容を起こせるようになる 

３．チームで成果物を創出する 

４．自らのやる気の源泉を考えられるようになる 

授業方法と 

留意点 
配布資料とスライドに基づいて講義を行う。授業ではグループワークを多用するので能動的に自ら考えて答えを出すように心掛けること。 

科目学習の 

効果（資格） 
ビジネス社会で必要な能力を習得し、活用することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講義ガイダンス：講義概要と

講義の進め方 

・講義目的と講義内容を説明し、講義の

進め方、成績評価の方法について解説す

る。 

・職業の定義を知る 

事後学修：講義の内容、進行方法を理解すること(１

時間) 

2 キャリア理論を学ぶ ・キャリアに関する様々な理論を知る 
・事後学修：多数ある理論から興味を持ったものに

ついて調べること(１時間) 

3 日本の職業指導の歴史 
・日本の作業の変遷と求められた能力の

変化を知る 

事後学修：配布レジュメを熟読し、日本の産業の変

遷について復習すること。(１時間) 

4 
グループワークのウォーミ

ングアップ 

・グループ分け 

・グループで企画を考える 
事後学修：グループで課題に取り組むこと(１時間) 

5 グループワークの提示 
・グループワークの提示 

・グループで工程管理を考える 
事後学修：グループで課題に取り組むこと(３時間) 

6 
マーケット感覚を身につけ

る 
・市場化する社会について考える 

事後学修：配付資料を見直し、市場化する社会の中

で自分の出来ることについて考えること(１時間) 

7 営業力向上計画 
・「営業力とは何か」について個々で考

える 

事後学修：「営業力とは何か」について個々で考え

ること(１時間) 

8 グループ発表 ・講義④の課題のグループ発表 事前学修：発表の準備をしておくこと(１時間) 

9 
ワークモティベーション研

究の歴史を学ぶ① 

・ワークモティベーション研究の歴史と

その内容を知る 

事後学修：講義の内容を踏まえ、自分のやる気の源

泉について考えること(１時間) 

10 
ワークモティベーション研

究の歴史を学ぶ② 

・ワークモティベーション研究の歴史と

その内容を知る 

事後学修：講義の内容を踏まえ、自分のやる気の源

泉について考えること(１時間) 

11 ライフデザイン① ・自らのライフデザインを考える 
事後学修：講義内で出された課題を作成すること

(１時間) 

12 ライフデザイン② ・自らのライフデザインを考える 
事後学修：配付された資料を見直し、講義を振り返

ること(１時間) 

13 問題解決の事例を学ぶ 
・実社会で起こった問題の解決事例とそ

の対処について知る 

事後学修：講義で扱った内容以外でも実ビジネスの

事例を収集すること(１時間) 

14 内省する技術 
・今までの学生生活を振り返って今後に

活かす方法を知る 

事前学修：今までの学生生活を振り返り、他者に伝

えられるようにまとめておくこと(１時間) 

15 講義のまとめ ・講義の振り返り 提出物等、出し忘れが無いか確認すること(１時間) 

 

関連科目 キャリアデザイン、インターンシップ基礎、エンプロイメントデザイン１、エンプロイメントデザイン２ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業での提出物（30％）、グループワーク（20％）、期末レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

私語厳禁。遅刻厳禁。授業中の入退室禁止。飲食等の禁止。スマホ・携帯の使用禁止。居眠り禁止。これらに違反した学生には退室を命ずること

がある。 

講義では自ら考えて答えを出すこと。そのためにはまず自分の頭で考えることを心がけることで、皆さんの就業力を伸ばすの方法を共に考える。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター 水野研究室 

備考 講義に関する質問には積極的に対応します。 

キ
ャ
リ
ア
形
成
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 数的能力開発 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 朗子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1509a3 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。 

講師陣は様々な実務経験を有しています。仕事上で数学を活用してきた経験を元に数的能力を高めていくことを目指します。 

到達目標 授業で取り組んだ問題を概ね解けるようになっていること 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

なお、履修者数によっては、2 回目以降の授業を複数クラスに分けて行います。初回の実力テストの結果および本人の希望を考慮してクラス分け

を行います。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実力テスト 講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 算数・数学の基礎 方程式の基礎 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 算数・数学の文章題① 割合の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 算数・数学の文章題② 金銭問題の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 算数・数学の文章題③ 分数の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 算数・数学の文章題④ 速度の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 復習① 復習① 今まで学習した問題全てを事前に復習 

8 中テスト 中テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 思考力が必要な算数・数学① 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 思考力が必要な算数・数学② 集合問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 思考力が必要な算数・数学③ 図表問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 思考力が必要な算数・数学④ 論証問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 思考力が必要な算数・数学⑤ 推理問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 復習② 復習② 全ての問題を事前に復習 

15 最終テスト 最終テスト 全ての問題を事前に復習 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

『ASHITANE 数的思考  スタンダード』をメインテキ

ストに、オリジナル教材を必要に応じて配布します。

Smart SPI も利用します。 

  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 「仕事」に使える数学 深沢 真太郎 ダイヤモンド社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

社会で使うことのできる算数や数学を身につけていただければと思います。また、質問はどんなことでも遠慮なく質問してください。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1 時間程度の復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター 

備考  
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 数的能力開発 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 亀田 峻宣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1509a3 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。 

講師陣は様々な実務経験を有しています。仕事上で数学を活用してきた経験を元に数的能力を高めていくことを目指します。 

到達目標 授業で取り組んだ問題を概ね解けるようになっていること 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

なお、履修者数によっては、2 回目以降の授業を複数クラスに分けて行います。初回の実力テストの結果および本人の希望を考慮してクラス分け

を行います。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実力テスト 講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 算数・数学の基礎 方程式の基礎 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 算数・数学の文章題① 割合の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 算数・数学の文章題② 金銭問題の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 算数・数学の文章題③ 分数の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 算数・数学の文章題④ 速度の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 復習① 復習① 今まで学習した問題全てを事前に復習 

8 中テスト 中テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 思考力が必要な算数・数学① 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 思考力が必要な算数・数学② 集合問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 思考力が必要な算数・数学③ 図表問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 思考力が必要な算数・数学④ 論証問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 思考力が必要な算数・数学⑤ 推理問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 復習② 復習② 全ての問題を事前に復習 

15 最終テスト 最終テスト 全ての問題を事前に復習 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

『ASHITANE 数的思考  スタンダード』をメインテキ

ストに、オリジナル教材を必要に応じて配布します。

Smart SPI も利用します。 

  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 「仕事」に使える数学 深沢 真太郎 ダイヤモンド社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

社会で使うことのできる算数や数学を身につけていただければと思います。また、質問はどんなことでも遠慮なく質問してください。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1 時間程度の復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター 

備考  

キ
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 数的能力開発 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1509a3 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。なお、講義では担

当講師の 20 年来の人材業界および教育業界での業務において数的能力を活用してきた経験を元に、基礎から応用力の習得をめざします。 

到達目標 授業で取り組んだ問題を概ね解けるようになっていること 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

なお、履修者数によっては、2 回目以降の授業を複数クラスに分けて行います。初回の実力テストの結果および本人の希望を考慮してクラス分け

を行います。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実力テスト 講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 算数・数学の基礎 方程式の基礎 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 算数・数学の文章題① 割合の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 算数・数学の文章題② 金銭問題の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 算数・数学の文章題③ 分数の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 算数・数学の文章題④ 速度の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 復習① 復習① 今まで学習した問題全てを事前に復習 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 思考力が必要な算数・数学① 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 思考力が必要な算数・数学② 集合問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 思考力が必要な算数・数学③ 図表問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 思考力が必要な算数・数学④ 論証問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 思考力が必要な算数・数学⑤ 推理問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 復習② 復習② 全ての問題を事前に復習 

15 最終テスト 最終テスト 全ての問題を事前に復習 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ASHITANE 数的思考 スタンダード （一社）キャリアラボ （一社）キャリアラボ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

算数や数学を楽しんで学習してください。 

また、質問はどんなことでも遠慮なく質問すること。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1 時間程度の予習復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 キャリア教育推進室 

備考  

キ
ャ
リ
ア
形
成
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目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 数的能力開発 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 津村 忠 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1509a3 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。 

講師陣は様々な実務経験を有しています。仕事上で数学を活用してきた経験を元に数的能力を高めていくことを目指します。 

到達目標 授業で取り組んだ問題を概ね解けるようになっていること。 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

なお、履修者数によっては、2 回目以降の授業を複数クラスに分けて行います。初回の実力テストの結果および本人の希望を考慮してクラス分け

を行います。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実力テスト 講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 算数・数学の基礎 方程式の基礎 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 算数・数学の文章題① 割合の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 算数・数学の文章題② 金銭問題の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 算数・数学の文章題③ 分数の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 算数・数学の文章題④ 速度の文章題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 復習① 復習① 今まで学習した問題全てを事前に復習 

8 中テスト 中テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 思考力が必要な算数・数学① 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 思考力が必要な算数・数学② 集合問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 思考力が必要な算数・数学③ 図表問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 思考力が必要な算数・数学④ 論証問題 講義で取り扱った問題の復習 

13 思考力が必要な算数・数学⑤ 推理問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 復習② 復習② 全ての問題を事前に復習 

15 最終テスト 最終テスト 全ての問題を事前に復習 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ASHITANE 数的思考  スタンダード キャリアラボ キャリアラボ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 「仕事」に使える数学 深沢 真太郎 ダイヤモンド社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

社会で使うことのできる算数や数学を身につけていただければと思います。 

また、質問はどんなことでも遠慮なく質問してください。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1 時間程度の復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター 

備考 授業では『ASHITANE 数的思考  スタンダード』をメインテキストに、オリジナル教材を必要に応じて配布します。Smart SPI も利用します。 
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本語能力開発Ⅰ 科目名（英文） Development of Japanese Language Ability I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、1000 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

授業方法と 

留意点 

教科書を使って、文章作成の練習をする。文章表現の基本を再確認し、身につけた上で課題作成を行う。数回の課題を提出し、最後にはレポート

を提出する。 

毎回、語彙力・表現力を養成するテストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
文章作成の能力が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 
事前・教科書・資料の見直し（１時間） 

5 構成 レポートなどの文章構成を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

6 要約 要旨の要約の作成方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

7 フィードバック 課題１のフィードバック 課題１を見直す（３０分） 

8 文章を引用する 文章を引用する方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

9 図表を引用する 図表を引用する方法を学ぶ 教科書・資料の復習（３０分） 

10 
引用の復習 

意見を述べる 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 
教科書・資料の復習（３０分） 

11 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 
事前・教科書・資料の見直し（１時間） 

12 レポートの書き方 1・２ 
レポートの体裁について学ぶ 

レポート課題の説明 
教科書・資料の復習（３０分） 

13 フィードバック 課題２のフィードバック 課題２を見直す（３０分） 

14 【 レポート 】 レポートを提出する レポートを作成する（２時間） 

15 
レポートの講評 

小テストの復習 

レポートについて講評する 

小テストの復習テスト 
小テストの復習（４０分） 

 

関連科目 ゼミ、卒業研究など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 2 回（20％×2）、レポート（30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により評価する。 

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 
総学習時間の目安は 60 時間。 

提出課題については、授業中にフィードバックをします。 

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

443



摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本語能力開発Ⅱ 科目名（英文） Development of Japanese Language Ability II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 久田 行雄 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

 大学生活、就職活動、社会生活で必要な表現力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

グループで話し合い発表した内容を整理して、論理的に表現することができる。 

授業方法と 

留意点 

文章表現の基本を再確認し、身につけた上で、グループディスカッションやプレゼンテーション、文章作成を行う。 

プリントを配布し、それに基づいて授業を行う。 

毎回、授業の冒頭で、語彙力を養う小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

大学生活、社会人生活に必要な書く・話す能力が身につく。 

日本語に関する関心と知識が深まる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 導入 授業の目的、進め方の説明 ――――― 

2 レポートの書き方① 
資料の引用と考察、意見の述べ方を再確

認する 
教科書「文章を引用する」を復習する 

3 レポートの書き方② 
グラフ・図表を説明する方法を再確認す

る 
教科書「図表を引用する」を復習する 

4 レポートの書き方③ レポートの構成について再確認する 教科書「構成」を復習する 

5 課題① 
資料を引用して、意見を述べる文章を書

く 
これまでの復習 

6 敬意表現 敬語表現の基本を復習する プリントを読み、敬語の基本を復習する 

7 電子メールの書き方 電子メールの基本とマナーを学ぶ プリントを読み、メールの書き方を復習する 

8 ディスカッション① 
グループ分けとディスカッションを行

う 
ディスカッションを踏まえ、自らの考えを深める 

9 
ディスカッション② 

課題② 

グループディスカッションを行う 

ディスカッションの経過と結論を文書

で報告する 

ディスカッションを踏まえ、自らの考えを深める 

10 プレゼンテーション① 
グループ分けをし、プレゼンテーション

のテーマを決める 
発表のテーマについて調べる 

11 プレゼンテーション② 
グループ単位でパワーポイントを作成

する 

パワーポイントの準備 

発表の練習 

12 プレゼンテーション③ プレゼンテーションを行う 報告文の準備 

13 課題③ プレゼンテーションの内容を報告する 他のグループの発表を踏まえ、自らの考えを深める 

14 復習テスト 小テストの復習テスト 小テストの復習 

15 授業の総括 これまでの授業の再確認 
文章の書き方・グループディスカッション・プレゼ

ンテーションの要点を復習する 

 

関連科目 日本語表現Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 3 回（20％、20％、30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。 

課題を一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 
私たちが普段、当たり前のように使っている「日本語」と、あらためてじっくり向き合ってみましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 

総学習時間の目安は 60 時間。 

事前事後学習には、毎回 1 時間以上かけること。 

提出課題については、授業中にフィードバックをします。 
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 ビジネスインターンシップⅠ 科目名（英文） Business Internship I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA2505a3 

 

授業概要・ 

目的 

この科目を通じて、学生は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているのか、

特に １）仕事の社会における役割 ２）仕事の成果とは ３）仕事の責任と充実感 を直接肌で感じること が期待される。 

インターンシップⅠでは事前学修として、ビジネス組織のあり方、マナーや常識を習得する。 

 

なお、講義では担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。 

到達目標 
就職活動の流れとインターンシプの位置づけ、意義について説明することができる。 

インターンシップへ意欲的に自信を持って参加するためのマナーと心がまえを身につける。 

授業方法と 

留意点 

グループワークやプレゼンテーションなどを行う参加型の授業である。 

インターンシップの現場につながる講義（演習を含む）であることから、能動的に、真摯に参加することを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
インターンシップへ行く目的を理解し、その準備ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 インターンシップとは 

・授業オリエンテーション 

・学生と社会人の違いを理解する 

・インターンシップの目的を考える 

・事前学修：インターンシップとは何かについて考

えること(１時間) 

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること（２時間) 

2 企業組織・ビジネスの理解 
・組織の形態を知る 

・ビジネスへの理解を深める 

・事前学修：自らの興味のあるビジネスについて調

べておくこと(３時間) 

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること(１時間) 

3 実習参加企業について 

・産業の分類を知る 

・業種、内容、インターン時期等、イン

ターン受入企業等の組織について知る 

・興味のある会社や自治体などの組織について調べ

ること（１時間） 

・事後学修：インターン受入企業等の組織のリスト

に目を通し、希望する実習先を吟味すること(３時

間) 

4 
効果的なプレゼンテーショ

ンとは 

・効果的なプレゼンテーションの仕方、

注意点などを知る 

・事前学修：効果的なプレゼンテーションについて

考えること(１時間) 

・事後学修：配付された資料を見直し講義を振り返

ること(３時間) 

5 
課題のプレゼンテーション

① 

・第４回目の課題をプレゼンテーション

する 

・事前学修：第４回目の課題について、プレゼンテ

ーションの準備をすること(３時間) 

・事後学修：プレゼンテーションのポイントをまと

める（１時間） 

6 社会人のマナー① 
・社会人としての心構えを知る 

・身だしなみ 

・事前学修：マナーがなぜ大切なのかを考えること

(２時間) 

・事後学修：配付されたテキストを精読すること(２

時間) 

7 社会人のマナー② ・文書でのコミュニケーション 

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること(２時間) 

・事後学修：授業以降は丁寧なメールを心がけ、文

書での適切な発信方法を試みること（２時間) 

8 社会人のマナー③ ・口頭でのコミュニケーション 

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること(２時間) 

・事後学修：マナーの大切さを再度考えること(２

時間) 

9 履歴書を記入する 
・インターンシップ用の履歴書を記入す

る 

・事前学修：履歴書を書く準備をしておくこと(２

時間) 

・事後学修：講義を振り返り、履歴書を下書きする

こと(２時間) 

10 グループワーク① 

・掲示された課題について、チームで情

報を集約、検証、プレゼンテーションを

行う 

・事前学修：グループ内の自分の役割を考えること

(２時間) 

・事後学修：グループで課題に取り組むこと(２時

間) 

11 グループワーク② 

・掲示された課題について、チームで情

報を集約、検証、プレゼンテーションを

行う 

・事前学修：グループでプレゼンテーションを行う

準備をすること(２時間) 

・事後学修：自グループ及び他グループのプレゼン

テーションを振り返ること(２時間) 

12 事前訪問について ・事前訪問のマナーと準備について 

・事前学修：インターン先の企業等の組織のことを

もう一度調べること(２時間) 

・事後学修：訪問時のマナーについておさらいをす

ること(２時間) 

13 
課題のプレゼンテーション

② 

・インターン先を調べて、インターンシ

ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション 

・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること

(２時間) 

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと(２時間) 

14 
課題のプレゼンテーション

③ 

・インターン先を調べて、インターンシ

ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション 

・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること

(２時間) 

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと(２時間) 

15 振り返りとまとめ 
・授業を振り返る 

・インターンシップの目的を再考する 

・事前学修：インターンシップⅠで学んだことをま

とめること（２時間） 

・事後学修：インターンシップで何を身につけたい
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かをもう一度考えること(３時間) 

 

関連科目 この科目を履修する学生は、「インターンシップⅡ（企業等の組織での就業体験）」を履修することが望まれる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

個別の発表（40%）、グループでの発表(20%)、授業でのレポート等の提出物（30%）、授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、

グループワークへの参加し姿勢など）（10%）を総合的に評価する 

学生への 

メッセージ 

インターシップの流れは以下のとおりである。 

※４月下旬にリスト公開→５月上旬に希望企業等の組織の絞り込み→５月下旬に就職部から受け入れ可否の回答→６月末頃に事前訪問→８月上

旬からインターンシップ開始（予定） 

 

インターンシップ先の都合により、流れの日程等が変更する場合もある。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布 

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示 

 

インターンシップ先の都合により、インターンシップ参加期間等の日程が変更される場合もある。 

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。グループワーク、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で６０時間程度を目安とする。 
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科目名 ビジネスインターンシップⅡ 科目名（英文） Business Internship II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA3506a3 

 

授業概要・ 

目的 

インターンシップの目的は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているの

か、特に社会における仕事の役割、仕事の成果、仕事に対する責任と充実感を肌で感じることである。 

到達目標 
インターンシップ先での実習参加の機会を最大限に活用し、自分や社会をより理解し、将来の選択肢や可能性について主体的に考えることができ

る。講義での学び、経験を通じて、職業観を涵養し、それを他者に伝えることができる。 

授業方法と 

留意点 

「事前学修→インターンシップ実習→事後学修」という流れで実施するので、必ず日程を確認しておくこと。 

実習中は、大学の代表、そして実習先の一員としての意識を持って参加すること。 

事前学修・事後学修はすべてスーツ着用のこと。 

受講態度や規則等を著しく逸脱し、注意しても改善が見られない場合は、実習参加を許可しない場合もあることを理解しておく。 

科目学習の 

効果（資格） 
就職活動や将来を考えるうえでの貴重な出会いや気づきを得ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

直前学修① 

６月２２日（土） ３限目（予

定） 

・インターンシップの心構え 

・今後のスケジュールの確認 

＊スーツ着用のこと 

・事前学習：社会人を意識したスーツ着用し、身だ

しなみを自分なりに整えてくること(１時間) 

2 

直前学修② 

６月２２日（土） ４限目（予

定） 

・報告書の書き方、注意点/マナー 

・身だしなみの最終確認 

・グループワークとプレゼンテーション 

・事前学習：マナーについて考えること(0.5 時間) 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

4 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

5 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

6 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に 10 日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

7 
体験報告書の作成・提出・指

導 

・報告書提出/ゼミ教員 

・インターンシップ担当教員における報

告書のチェックと指導 

（担当教員への提出と教務課へ電子デ

ータを提出） 

・事後学修：事前学修②の通りに報告書を作成する

が、提出前に必ず推敲を行い、提出期限を厳守する

こと(２時間) 

8 

事後学修① 

９月２１日（土） ３限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と 

(1.5 時間) 

9 

事後学修② 

９月２１日（土） ４限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と(1.5 時間) 

10 

事後学修③ 

９月２８日（土） ３限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学習：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

(1.5 時間) 

11 

事後学修④ 

９月２８日（土） ４限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

(1.5 時間) 

12 

事後学修⑤ 

１０月５日（土） ３限目（予

定） 

・インターンシップを振り返る 

（実習記録簿の提出） 

・事前学習：実習記録簿を見直してくること(１時

間) 

13 

事後学修⑥ 

１０月５日（土） ４限目（予

定） 

・インターンシップを振り返る 
・事後学修：インターンシップの講義の全体を振り

返ること(１時間) 

14 
事後学修⑦ 

１０月２６日（土） （予定） 

・全体報告会 

・学生代表者の発表 

・事前学修：全員スーツ着用で受講するため、身だ

しなみを再度確認すること 

＊学生代表者はパワーポイントで 1０分で報告がで

きるように準備すること 

15 
事後学修⑧ 

１０月２６日（土） （予定） 

・全体報告会 

・受け入れ企業管理者の講演とまとめ

（予定） 

 

 

関連科目 インターンシップⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

企業による報告書（20％）、体験報告書など提出物（40％）、発表を含む授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、グループワ

ークの参加姿勢など）（40％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

１．「インターンシップⅠ」を必ず履修すること。 

２．「インターンシップⅠ」の履修には、ガイダンスに出席し、履修申し込み書を提出する必要がある。 

履修希望者が多い場合は、選考することもある。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布する。 

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示する。 

 

なお、振り返りの課題（体験報告書、報告プレゼンテーションのためのスライド作成など）は 3 時間以上かけて仕上げること。 

事前事後学修に出席する際は、必ずスーツを着用してくること。 
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科目名 ビジネスマナーⅠ 科目名（英文） Business Manners I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 奥田 和子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1511a3 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術について

考察を深める。 

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶことを目

的とする。 

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。 

到達目標 
クリエイティブなビジネスパースンとして求められる実務能力の開発とキャリア形成について探求し、「わかることからできること」への一致を

目標とする。 

授業方法と 

留意点 
ロールプレイやグループワークを多く取り入れるため、学生の積極的な参加が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会人としての第一歩を踏み出すための素養が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

－あいさつの重要性（理論と

実践） 

・授業のオリエンテーション 

・授業のルール 

・あいさつの真の意味とは 

・正しい基本姿勢を学ぶ 

・事前学修：ビジネスマナーとは何かを考える。 

・事後学修：ビジネスマナーの意義とは何か、400

字でまとめる。 

2 仕事の進め方と組織活動 

・定型業務と非定型業務 

・コスト意識とエコ活動 

・仕事の基本の 8 つの意識 

・話し方と聞き方 

・事前学修：仕事の基本の 8 つの意識について調べ

る。 

・事後学修：仕事の取り組み方の基本は何か、まと

める。 

3 目標設定と PDCA サイクル 

・目標設定（MBO) 

・PDCA とは 

・チームと個人の役割 

・事前学修：PDCA について調べる。 

・事後学修：あなたの日常生活における MBO とと

PDCA を考え、まとめる（400 字以上）。 

4 スケジュールと出張業務 
・スケジュールの作り方 

・業務としての出張-YTT 方式- 

・事前学修：あなたの 1 週間予定表を作成する。 

・事後学修：あなたの予定表を作成提出し、改善点

をまとめる。 

5 ビジネスの場での敬語表現 

・基本的な敬語表現の復習 

・ビジネスの場での使用方法-TPO をも

とに- 

・事前学修：敬語プリント①をする。 

・事後学修：ケーススタディプリントをする。 

6 電話応対 

・ビジネスフォンの扱い方 

・5W2H から 6W3H へ 

・簡潔メモの作り方 

・不在処理と伝言 

・事前学修：電話応対プリントをする。 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。 

7 来客応対 

・組織図と対応 

・簡単な応対から不在処理や重複処理ま

で 

・名刺交換 

・事前学修：来客応対プリント①をする。 

・事後学修：来客対応プリント②をする。 

8 ホウ・レン・ソウ 

・ビジネスにおける「報連相」 

・指示の受け方 

・業務の優先順位 

・事前学修：報告・連絡・相談の重要性について調

べる 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。敬語プ

リント②をする。 

9 ビジネス文書の基本① 

・社外文書が基本 

・商取引文書と社交文書の相違 

・社内文書と社外文書の種類 

・ファイリング 

・事前学修：ビジネス文書：始める前にをする。 

・事後学修：ビジネス文書②をする。 

10 ビジネス文書の基本② ・実践 
・事前学修：ビジネス文書③をする。 

・事後学修：ビジネス文書④をする。 

11 ビジネス通信の基本 

・通信手段（電子メール、ファックス等）

の選択 

・作成上の注意点 

・郵便・宅配便の知識 

・事前学修：郵便の知識プリント①をする。 

・事後学修：メール文書を作成する。 

12 法的業務 

・押印と印鑑の意味 

・内容証明 

・個人情報保護（P マーク） 

・コンプライアンス 

・事前学習：コンプライアンスについて調べる。 

・事後学修：個人情報保護法についてレポートを作

成する（400 字以上）。 

13 設営の基本 

・YTT 方式からの業務遂行 

・確認の必要性 

・他部署とのコミュニケーションの必要

性 

・事前学修：同窓会幹事として同窓会を開くことを

想定し、おこなうべきことをまとめる。 

・事後学修：設営事例をまとめる。 

14 慶弔と贈答 

・慶弔時の基本的マナー 

・「式」について 

・業務としての贈答 

・事前学修：慶弔・贈答プリント①をする。 

・事後学修：ビジネス文書（社外社内）、郵便の知

識、慶事のマナーのポイントをまとめる。 

15 協働とコミュニケーション 

・外国人同僚・異文化への対応 

・働き方とキャリア開発 

・公共の場でのマナー 

・事前学修：ビジネス実務能力を身に付け、グロー

バル社会へ対応していく決意を示す。 

・事後学修：全体をまとめる。 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ロールプレイ等のワーク（20%）、複数回のレポート（40%）、期末試験（40%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしながら、

企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことのできる能力

や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人としての第一歩を

築くことも可能となる。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 キャリア教育推進室（石井） 

備考 予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 60 時間程度を目安とする。 
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科目名 教育課程論 科目名（英文） Studies of Curriculum Development 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 大野 順子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

（１）教育課程(カリキュラム)とは何かについて考える。教育課程(カリキュラム)はどのような目的から、どのような内容で編成されているのか

についての歴史的経緯を考察する。また、同時に学校教育システムとの関わりから、その意義や役割を理解する。 

（２）わが国における学習指導要領の変遷や戦前・戦後のカリキュラムの実践的開発を知ると共に、これからのカリキュラム開発の課題について

考える。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りである。 

（１）学校教育における教育課程の意義について理解できる。 

（２）将来、教職に就いた際、適切な教育課程（カリキュラム）を計画・編成し、かつ、実践、評価し、改善できる資質が身につく。 

授業方法と 

留意点 

テキストや資料を中心に授業を進める講義形式が基本となりますが、扱うテーマによってはグループワークを導入するなど、学生一人一人の授業

への主体的な参加が求められるます。また、授業準備として各自が取得する免許教科の中学校・高等学校の教科書を読んだり、それぞれの免許取

得教科の学習指導要領を入手し、目を通しておくことが望ましいと考えます。また本授業用のノートを 1 冊準備してください。授業でレジュメを

配布予定としていますが、板書内容やパワーポイント資料の中の内容を記述するためのノートを一冊準備しておいてください。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育課程及び指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育課程の意義及び編成の方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
教育課程とは何か／オリエ

ンテーション 
学校教育のもつ機能について。 

課題：シラバスに挙げているテキストの該当する分

を読んでおくこと。 

2 
日本における教育課程の歴

史的変遷Ⅰ 

戦前から戦後（経験主義～系統主義：高

度経済成長期）の教育課程変遷につい

て。 

課題：テキストの該当する部分と授業（第 1 回目）

で配布する資料に目を通しておくこと。 

3 
日本における教育課程の歴

史的変遷Ⅱ 

1970 年代以降、「ゆとり」への標榜から

「生きる力」、そして現在までの教育課

程変遷について。 

課題：テキストの該当する部分と授業（第 1 回目）

で配布する資料に目を通しておくこと。 

4 

教育課程（カリキュラム）の

概念と構造、および教育課程

編成について 

教育課程の編成要素（内部要因と外部要

因）について。 

課題：シラバスに挙げているいずれかのテキストの

該当する分を読んでおくこと。 

5 教育評価 その１ 
子どもたちの発達段階にふさわしい評

価の方法とその特質について。 
課題：事前に配布した資料を読んでおくこと。 

6 教育評価 その２ 教育課程評価について。 
課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

7 
『総合的な学習の時間』につ

いて 

導入の背景とそのねらいについて（学生

グループによる発表を予定）。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

8 新しい教育課程 その１ 
「キャリア教育」について（学生グルー

プによる発表を予定）。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

9 新しい教育課程 その２ 「アクティブラーニング」について。 
課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

10 新しい教育課程 その３ 「社会に開かれた教育課程」について。 
課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

11 
教育課程と教育改革 その

１ 

特色のある学校づくり＝小中高編（学生

グループによる発表を予定）。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

12 
教育課程と教育改革 その

２ 
カリキュラム・マネジメントについて。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

13 
教育課程と教育格差 その

１ 

学力格差と学力低下問題について（学生

グループによる発表を予定）。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

14 
教育課程と教育格差 その

２ 

教育格差に抗する学校の取り組みにつ

いて（学生グループによる発表を予定）。 

課題：本時テーマについて調べてくる（A4 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。 

15 
総括：教育課程をめぐる諸問

題 

海外の学校教育課程の動向、及び、キ

ー・コンピテンシー（OECD）について。 
課題：事前に配布した資料を読んでおくこと。 

 

関連科目 教職科目全般と関連がある。他の教職科目と重なる所や特徴点を整理していくことが重要。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新教育課程ライブラリ（Vol.1～Vol.12） （株）ぎょうせい （株）ぎょうせい 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

出席（全 15 回出席が当たり前、少なくとも 8 割以上出席必須）、学期末試験（単位取得のためには 60 点以上必要）、中間試験（実施予定）、レポ

ート及び授業態度や授業への貢献度（グループでの発表を含む）など総合的に評価を行う。特に、学期末試験の結果は成績評価に大きく影響する

ことから、日頃からしっかりと予習復習（特に復習）をする。また、遅刻、欠席が多い者については成績評価の対象外となりますので注意するこ

と（原則、第一回目から全 15 回出席すること）。 

学生への 

メッセージ 

以下の項目、必ず守ってください。 

１．第一回目の授業は必ず出席すること。 

２．欠席・遅刻はしない。 

３．授業中、むやみやたらに出入りしたり、私語、飲食はしない。 
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４．グループワークでは何事にも積極的に取り組む（グループ内の他のメンバーに迷惑をかけない）。 

５．毎回授業内容の復習をする。 

６．テキスト、資料等については配布するので準備の必要はありません。参考書にあげているテキストは 12 セット販売で高額なテキストですの

で担当者のほうで印刷し配布します。 

７．授業内容で分からない点については遠慮せずに担当者に空いている時間を見つけて質問に来てください。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階(大野順子研究室) 

備考 

2009 年度以前入学生は、（高校）教免取得上選択 

授業計画、及び内容は授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

教科書に代わる配布資料（「『新教育課程ライブラリ』、発行：ぎょうせい」を使用予定）については事前に該当箇所を印刷し、配布します。高額

ですので購入する必要はありません。また、その他のテキスト、資料等については適宜印刷し、配布します。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
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科目名 教育経営論 科目名（英文） Studies of Educational Administration 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 朝日 素明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本科目では、現代公教育制度の意義・原理・構造について、その法的・制度的仕組みに関する基礎的知識、および学校や教育行政の組織構造･機

能・関係に関する基礎的知識を身につけ、経営の観点から理解するとともに、そこに内在する課題を理解します。そのために、公教育システムに

関してなじみの深い事象を参照し、その原理や構造・機能、それに関する政策や法制度、理論や論争、実態や課題を検討していきます。 

到達目標 

私たちにとってはあたりまえで意識することもないような、学校教育を中心とした公教育システムのあり方について視野が広がり、理解が深まり

ます。例えば「学校では何を学ぶのか」「学校ではどのように教えられるのか」という内容・方法的な事柄についても、さまざまな制度やその運

用によって規定されている様子がわかるなど、教育の環境や条件についての関心が高まり、直接的な行為だけに回収されない教育の奥行きや広が

りが理解できるようになります。 

授業方法と 

留意点 

プレゼンテーションソフトを用いた講義のほか、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（LTD；Learning Through Discussion）等

のグループワークも織り交ぜて授業を進めます。事前学習は必須です。 

ウェブ上で資料配布、課題提示・レポート提出をすることがあります。 

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上選択必修であり、可能な限り修得することが望ましい科目 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎理論に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

公教育とは 

授業概要、方法としての LTD について説

明 

教育における「公」と「私」 

公教育の成立・展開 

シラバス、テキスト第 1 部を読んでくる。 

2 教育権の構造 
「教育をする権利」「教育を受ける権利」

「学習する権利」 
テキスト第 2 部を読んでくる。 

3 教育を受ける権利の保障 

教育権論争について簡単なグループワ

ーク 

公教育の制度原理 

教育権論争についての配布資料を読み、レポート提

出を済ませておく。 

テキスト第 1 部を読んでくる。 

4 学校体系のしくみ 

「義務制」「無償制」にかかわって簡単

なグループワーク 

段階性、系統性 

学校体系の類型 

学校の種類と設置者 

教育の制度原理についての配布飼料を読み、レポー

ト提出を済ませておく。 

テキスト第 1 部を読んでくる。 

5 学校体系の現代的課題 選別・分離と接続・統合 テキスト第 1 部を読んでくる。 

6 
教育条件整備の法制度と新

しい動向 

「選抜・選別」について簡単なグループ

ワーク 

公教育を支える諸条件とは 

条件整備はどのようになされるか 

学校の機能に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。 

テキスト第 3 部を読んでくる。 

7 中央教育行政の組織構造 各省庁・審議会 テキスト第 3 部を読んでくる。 

8 地方教育行政の組織構造 

教育行政の原則 

教育委員会のしくみとはたらき 

首長部局と教育委員会 

テキスト第 3 部を読んでくる。 

9 
中央‐地方教育行政の関係

構造 

教育委員会制度論の新動向に関して簡

単なグループワーク 

教育行政の原則、監督行政と指導行政 

教育行政関係の新しい動向 

教育委員会制度の動向に関する配布資料を読み、レ

ポート提出を済ませておく。 

テキスト第 3 部を読んでくる。 

10 教育費と教育財政 

教育財政の考え方 

国・地方の教育費と教育財政 

義務教育費国庫負担制度とその改革 

学校財務 

テキスト第 3 部を読んでくる。 

11 指導行政と教育課程管理 

学習指導要領、研究指定・研究開発、教

科書行政 

学力論争と教育評価論 

テキスト第 4 部を読んでくる。 

12 人事行政と教職員管理 

学力低下論争をめぐって簡単なグルー

プワーク 

教職員の資格・身分・服務管理、教育労

働管理 

学力低下論争に関する配布資料を読み、レポート提

出を済ませておく。 

テキスト第 4 部を読んでくる。 

13 学校の組織管理と組織編制 

教職員配置、学校・学級の「適正規模」

「適正配置」 

学校評議員制度、学校運営協議会制度 

テキスト第 4 部を読んでくる。 

14 学校経営の組織構造 

学校の「適正規模」「適正配置」にかか

わって簡単なグループワーク 

学校の組織特性、学校経営の組織と過程

（学校と地域との連携含む） 

学校統廃合に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。 

テキスト第 4 部を読んでくる。 

15 学校の安全管理と安全教育 
安全管理の領域 

安全教育の方法 
テキスト第 4 部を読んでくる。 

 

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教育社会学」「教師論」「教育課程論」に関連する事項を含みます。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 公教育経営概説 （改訂版） 堀内孜 学術図書出版社 

2    

3    

 

参考書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験 70％、レポート内容 20％、グループワーク・ピア評価 10％。定期試験を受験しなかった場合は評価をしません。 

学生への 

メッセージ 

教員採用試験で頻出の教育法規については授業中に折に触れ解説しますが、採用試験ではそれを基本としてさらに幅広い知識、深い理解と応用力

が要求されます。本科目は採用試験対策のための講義ではありませんので、各自が自主的に採用試験受験準備に取り組んでください。 

遅刻・早退等は厳禁です。専門職業人・教師としての資質が問われます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 朝日研究室 

備考 

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
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科目名 教育原理 科目名（英文） Educational Principles 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 教育は誰もが経験していて、誰でも教育について語ることができます。しかし、「教育とは一体何だろう？」と問われるとどうでしょうか。答

えに困ってしまう人が多いのではないでしょうか。 

 この授業では、「教育とは一体何だろう？」という問いを念頭に置きながら、教育について歴史的・思想的に考察します。そして、これまでの

教育や学校の営みがどのように理解され、変わってきたのかを考えていきます。 

 これらの学習を通して、受講者一人一人が教育について自分なりの考えを深められるようにします。 

 授業担当者は小学校での約 15 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、 「作

る」立場から能動的な学びを期待します。 

到達目標 
 教育の基本概念を歴史的・思想的に理解することや教育の現状と課題について理解することを通して、受講者が教育について自分なりの考えを

深めることができることを目標とします。 

授業方法と 

留意点 

 授業のスケジュールはおおよそ下記の通りで、基本的に講義形式で行います。 

 また、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分と

は異なる他の人の考えも参考にしながら、教育について多面的・多角的に考えることができるように配慮します。 

科目学習の 

効果（資格） 

（１）高等学校教諭 1 種免許状 （２）中学校教諭 1 種免許状 の取得 （３）学芸員資格 の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎理論に関する科目 

各項目に含める必要事項：教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス： 

教育について考える 

本科目の位置づけについて考えるとと

もに、教育の基本概念を考えることの意

味を考える。 

「教育とは一体何だろう」という問いについて自分

なりの考えをまとめておく。 

2 
教育の基礎理論①： 

教育の必要性 

なぜ、人間だけが教育を行うのか考え

る。 

教育の必要性について、授業後に自分なりの考えを

整理しておく。 

3 
教育の基礎理論②： 

教育の目的 

前回の授業をふまえ、「人間が人間にな

るために」とはどういうことか、教育の

目的について考える。 

教育の目的について、授業後に自分なりの考えを整

理しておく。 

4 
教育の基礎理論③： 

子どもの発見 

「子ども」という言葉の意味や子どもを

めぐる問題について考える。 

子ども観や子どもをめぐる問題について、自分なり

の考えを整理しておく。 

5 
教育の基礎理論④： 

教師とは何か 

教師という職業や、その教育的役割につ

いて考える。 

教師の教育的役割について、自分なりの考えを整理

しておく。 

6 
教育の基礎理論⑤： 

近代の学校の誕生 

近代の学校はどのように誕生し、普及し

てきたのかを概観する。 

近代の学校や学校教育の広がりについて、授業後に

もう一度整理しておく。 

7 
教育の基礎理論⑥： 

家庭と教育 

家庭において子どもはどう扱われてき

たのか、家庭における教育は子どもの成

長にどのような影響を与えるのかにつ

いて概説する。 

家庭における教育について、授業後にもう一度整理

しておく。 

8 
近代の教育思想①： 

コメニウスの教育思想 

コメニウスの教育思想について概観し、

考察を加える。 

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。 

9 

近代の教育思想②： 

ルソー、ペスタロッチの教育

思想 

ルソー、ペスタロッチらの教育思想につ

いて概観し、考察を加える。 

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。 

10 

近代の教育思想③： 

ヘルバルト、フレーベルの教

育思想 

ヘルバルト、フレーベルらの教育思想に

ついて概観し、考察を加える。 

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。 

11 
現代の教育理論①： 

デューイの教育思想 

デューイの教育思想について概観し、考

察を加える。 

授業で取り上げた現代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。 

12 
現代の教育理論②： 

20 世紀の教育理論 

20 世紀の教育についての諸理論につい

て概観し、考察を加える。 

授業で取り上げた現代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。 

13 
現在の教育課題①： 

学力問題 

現在の教育課題の一つである学力をめ

ぐる問題について概観し、考察を加え

る。 

学力問題について、授業後にもう一度整理してお

く。 

14 
現在の教育課題②： 

生涯学習の思想 

現在の教育課題の一つである生涯学習

について概観し、考察を加える。 

生涯学習の思想について、授業後にもう一度整理し

ておく。 

15 
まとめ： 

今後の教育について考える 

教育についてまとめるとともに、今後の

教育について考える。 

「自分はどのような教師になりたいのか」につい

て、考えをまとめる。 

 

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の科目の学習内容と関連付けながら考えてみることが大切です。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 哲学する教育原理 伊藤潔志 編著 保育出版社 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領 文部科学省 東山書房 

2 高等学校学習指導要領 文部科学省 東洋館出版 

3 哲学する学校経営 伊藤潔志 編著 教育情報出版 

評価方法 

（基準） 

毎回の授業の終わりに書いてもらうコメントペーパーの内容（30％）や、学期末試験の結果（70％）をもとに、総合的に評価します。また、授業

に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授業に参加してください。 

学生への 

メッセージ 

授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク等の学習を適宜取り入れたいと考えています。受講者の皆さんの積極的な参加・発言

を期待しています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4 階（谷口研究室） 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 教育実習Ⅰ 科目名（英文） Teaching Practice I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 
朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂樹.吉田 佐治

子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

（１）教育実習の実際についての情報を提供する。それらに基づき、受講者は、演習や実習を行う。（２）教育実習校における実習に必要な教育

実践の基本を理解して、教科指導、学級・ホームルーム経営、生徒指導等の実際について有効な指導計画を立案し、効果的な指導をできるように

する。（３）教育実習の現状と課題についての認識を深めるとともに、教育実習生としての基本的心がまえについて理解を深める。 

到達目標 
教育実習の目的や意義、内容等を理解し、教育実習へ向けての充分な準備ができるようになる。そのことにより、自信をもって教育実習に臨める

ようになる。 

授業方法と 

留意点 

講義（体験報告を含む）、演習（文献購読、発表、討議を含む）、実習（指導案作成、模擬授業を含む）を行う。実習生として主体的・能動的な姿

勢・態度で参加すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育実習」５単位あるいは３単位のうち１単位を充足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

教育実習 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 教育実習の意義等 
教育実習の意義と目的、実習の形態と内

容について 
授業時に指示する 

2 
教育実習への準備と心がま

え等 

事前準備の必要性、教育実習の心がまえ

と教育実習の基本となる事項について 
授業時に指示する 

3 実習中の勤務の要領 
学校の一日、一週間の流れ、学校の組織

と運営の概要について 
授業時に指示する 

4 授業の方法と技術 
授業のスタイルとスキル、教材研究、学

習評価の観点について 
授業時に指示する 

5 授業の記録と評価 
授業研究の意義、授業分析の方法、授業

評価について 
授業時に指示する 

6 
生徒理解・生徒指導と学級・

ホームルーム経営 

生徒理解・生徒指導の方法、個別指導・

集団指導、学級・ホームルームの指導に

ついて 

授業時に指示する 

7 指導案の作成（１） 

授業の準備と配慮事項、学習指導案の書

き方、教科指導の学習指導案、板書計画

の作成 

授業時に指示する 

8 指導案の作成（２） 
学級（ホームルーム）活動等の指導案に

ついて 
授業時に指示する 

9 模擬授業（１） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

10 模擬授業（２） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

11 模擬授業（３） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

12 模擬授業（４） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

13 学校における人権教育 
人権教育の現状と課題について、学校保

健と安全指導について 
授業時に指示する 

14 特別支援教育の現状と課題 
障がいの種類と配慮事項、障がい児理解

と交流教育について 
授業時に指示する 

15 まとめ ――――― ――――― 

 

関連科目 教職課程で学んだ全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 『新編 教育実習の常識』 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題の提出状況とその内容、指導案と模擬授業、授業における積極性・貢献度、期末レポート等によって総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
教育実習はこれまで学んできたことの総まとめです。よい実習ができるよう、充分に準備してください。 

担当者の 

研究室等 

吉田研究室・林研究室・大野研究室・朝日研究室（７号館３階） 

谷口研究室（７号館４階） 

備考 

教育実習体験発表会（10 月末土曜日）、教育実習総括講義（11 月末土曜日）には原則として必ず出席すること。 

ポータルシステムを通して連絡・呼出、資料配布、課題提示・提出を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサイト確認を必ずすること。 

担当者により、授業の具体的な内容・方法が若干異なる場合がある。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
科
目

458



摂南大学シラバス 2019 

科目名 教育実習Ⅱ 科目名（英文） Teaching Practice II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂樹.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅱ」では、教育実習校において 10 日間以上の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指導などの実習を行

う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定期間内に実習校の

指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験報告及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前指導・事後指導は「教育実習Ⅲ」と合同で行う。（３）事前指導等への積極的参

加をもって実習を許可する。実習を許可されない場合があることに留意すること。（４）事後指導はグループワークが中心となる。進め方等に

ついてガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や掲示等に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個人指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。    

  

2  教育実習事前指導（４月～５月） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個人指導（４月～５月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～６月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（９月～１０月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教育実習体験発表会（１０月） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１１月） 

 教育実習のまとめとして、その意義を確認し、講評を行う。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加、事後指導における体験発表、実習校での実習成績、及び課題提出物による総合評価を行う。いず

れか不十分なものがある場合は、単位を認定しない。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階（朝日研究室、吉田研究室、林研究室、大野研究室） 

７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 教育実習Ⅲ 科目名（英文） Teaching Practice III 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂樹.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅲ」では、教育実習校において 15 日間以上の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指導などの実習を行

う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定期間内に実習校の

指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験報告及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前・事後指導は「教育実習Ⅱ」と合同で行う。（３）事前指導等への積極的参加を

もって実習を許可する。実習を許可されない場合があることに留意すること。（４）事後指導はグループワークが中心となる。進め方等につい

てガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や掲示等に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個人指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。    

  

2  教育実習事前指導（４月～５月） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個人指導（４月～５月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～６月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（９月～１０月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教育実習体験発表会（１０月） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１０月） 

 教育実習のまとめとして、その意義を確認し、講評を行う。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加、事後指導における体験発表、実習校での実習成績、及び各種提出物による総合評価を行う。いず

れか不十分なものがある場合は、単位を認定しない。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階（朝日研究室、吉田研究室、林研究室、大野研究室） 

７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 
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科目名 教育社会学 科目名（英文） Sociology of Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 大野 順子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

近年、学校教育現場では様々な問題を抱えるようになってきました。一般的に私たちはそうした問題に対し、学校教育内部でのみ対処し解決しよ

うとする傾向があります。しかしながら、そうした問題の多くは、時に関係のないような社会的、経済的、政治的、そして文化的なシステムと密

接な関係性をもっていることが多々あります。そこで本講義では、教育現場で生じている諸問題を、特に社会学的観点からとらえ、検討していく

ことを目標とします。特に、最近社会問題化している子どもの貧困や教育格差・学力格差問題、ジェンダーにかかわる問題等を扱いながら、体系

的に現代社会と教育の関係性について学び、教育社会学の理論や概念を学んでいきます。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りです。 

１．教育社会学の基礎理論と概念について学習する。 

２．現代社会における様々な教育問題について理解する。 

３．教育に関わる諸問題を社会学的観点からとらえ、論理的に思考し、分析し、検討する力を養う。 

４．様々な教育問題に対して、それぞれ意見発表を行い、他者と議論し、解決の方向を見出せる力をつける。 

 

授業方法と 

留意点 

講義形式を中心としますが、ワークショップや体験活動・課外活動、問題理解・解決に向け議論する手法を取り入れるなど、受講生の皆さんの主

体的な参加の機会を多く提供します。例えば、実際に学校教育現場へ出向き、リアルな学校教育現場の様子を体験し、学ぶ機会ももうけます（授

業時間外に実施する場合もある）。よって、基本的に受講生の皆さんは本講義が提供する全プログラム（週末などに実施される課外活動含む）に

出席する義務があります。また、毎回、講義開始の 5 分間、教育社会学必須単語の小テストを行います。遅刻や欠席が多い場合小テストが 0 点と

なりますので気を付けてください。 

○準備学習の具体的な方法 

指定しているテキストを購入し、事前に講義で扱うテーマに該当する部分（章）を読み、要約する。また、日頃から新聞・雑誌等で教育に関する

記事を読み、どのような問題が教育界では話題になっているのかについて情報を収集しておく。また、毎時間の小テスト対策として必須単語帳に

記載されている教育社会学必須単語をすべて覚える。 

科目学習の 

効果（資格） 

（１）高等学校教諭１種免許状  （２）中学校教諭１種免許状の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎理論に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション 教育

社会学とは 

教育社会学という学問の特質、及び、そ

の課題を知る。 

事前課題：教科書の序章を読み、疑問点についてま

とめてくる。 

2 新自由主義と学校教育 

近年の学校教育（制度）の質的転換につ

いて事前資料を基にグループで意見交

換し、発表する（学校教育を社会学観点

から考察します）。 

事前課題：小テスト対策、事前配布資料を読み、そ

の内容についてまとめてくる。 

3 マイノリティと教育Ⅰ 
マイノリティ体験ワークショップの実

施。 
事前課題：小テスト対策 

4 マイノリティと教育Ⅱ 

前時を踏まえ、学校の中におけるマイノ

リティとしての「外国にルーツのある子

どもたち」の実態、現状について考え、

その対応について議論する。 

事前課題：小テスト対策、前時のワークショップの

感想をまとめてくる。 

5 マイノリティと教育Ⅲ 

予定：当事者（外国にルーツのある子ど

も）を招聘し、学校での経験についての

お話を聞く。その後、質疑応答、ふりか

えりを実施する。 

事前課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。 

6 教育格差・学力格差問題Ⅰ 

教育格差・学力格差に関する近年の研究

動向を紹介し、その基礎的理解を深め

る。 

事前課題：小テスト対策、教科書の第 7 章の要約。 

7 教育格差・学力格差問題Ⅱ 

貧困と格差が子どもたちにもたらす影

響について考える。子どもの貧困・格差

に関する映画、あるいはビデオの鑑賞、

及び子どもの貧困問題に取り組んでい

る実践者の方を招聘し、現状についての

理解を深める。 

事前課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。

ゲスト講師からの課題があれば予習をしてくる。 

8 教育格差・学力格差問題Ⅲ 

格差解消に向けた学校、家庭、地域社会

等の取り組みについて、グループで話し

合い、発表する。なお、実際に学校現場

で行われている取り組みについても紹

介する。 

事前課題：小テスト対策、事前に配布する資料を読

み、要約する。 

9 学校教育の現場を知るⅠ 

予定：学校関係者等、話題提供者を招聘

し、今、学校教育が抱える問題について

問題提起してもらう。 

事前課題：小テスト対策、前時の復習、及び講師、

話題提供者からの課題等があれば予習をしてくる。 

10 学校教育の現場を知るⅡ 

予定：学校関係者等、話題提供者を招聘

し、今、学校教育が抱える問題について

問題提起してもらう。 

事前課題：小テスト対策、前時の復習、及び話題提

供者からの課題等があれば予習をしてくる。 

11 学校教育の現場を知るⅢ 

前々回～前回の授業を踏まえ、学校教育

が抱える諸問題について、それぞれ関心

のある問題を選択し、小グループに分か

れ発表する。 

事前課題：小テスト対策、グループ発表資料の準備

をしてくる。 

12 ジェンダーと教育Ⅰ 

学校や家庭、社会に潜むジェンダーに関

わる問題について考えるワークを実施

する。 

事後課題：小テスト対策、事前に配布する資料を読

み、要約する。 

13 ジェンダーと教育Ⅱ 
ジェンダー問題を扱った映画の鑑賞予

定。 
事後課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。 

14 ジェンダーと教育Ⅲ 
ジェンダーロールにとらわれない教育、

社会の創造について意見交換しながら

事後課題：小テスト対策、映画の感想をまとめてく

る。 
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考える。 

15 総括 

まとめの確認テストと「教育改革」をキ

ーワードにこれからの教育のあり方に

ついて考える。 

事後課題：小テスト対策、教科書の第 10 章の要約。 

 

関連科目 
「教育原理」「教育社会学」「道徳教育の研究」「教育心理学」「生徒指導論」「教育相談」「教育経営論」「教育実習Ⅰ」「教職実践演習」「各教科教

育法」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 教師教育テキストシリーズ『教育社会学』 久富善之、長谷川裕 学文社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 現代教育社会学 岩井八郎、近藤博之 有斐閣ブックス 

2 新版『教育社会学を学ぶ人のために』 石戸教嗣 世界思想社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

出席・授業への貢献度、試験（毎時間行う小テストとまとめの確認テスト）、学校でのボランティア活動体験報告書（必須）、課題・レポート等を

すべてこなした上で総合的に評価するが、まとめの確認テストで 6 割以上取れない場合、さらに、出席が 80％に満たない者、課題（要約）の提

出が十分でない者は成績評価の対象外とする。また、遅刻は欠席とするので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

本講義を履修する者は、原則、前期履修期間中に学校現場でのボランティア活動経験が必須条件となります。すでに何らかの活動をしているもの

はその活動内容についてレポートをまとめ提出してもらいます（必須）。一度も活動したことがないものは、前期履修期間中にいくつかの活動を

紹介するので、その活動に参加しレポートを作成し提出してもらいます（必須）。この必須レポート提出がない者は単位認定できませんので、履

修前によく考えてから履修してください。なお、地域連携やその他の大学認定の活動（PBL など）は、本レポートの対象とはなりません。 

 

学校でのボランティア等活動経験のない者については本講義を履修期間中、学校でボランティア活動をすることを義務づけます。よって、学校で

のボランティア活動をやっていない者、やりたくない者、やる予定がない者は履修しても単位認定しません。また、提出物に関しては締め切りを

厳守すること。締め切り以降の提出に関しては受け取りますが「未提出」扱いとします。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階(大野順子研究室) 

備考 

授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。また、いくつかの課外活動を通常の時間割外

に行う予定です。課外活動に参加できない人は本科目の単位を取得することは困難な場合もあります。また、学校でのボランティア活動への参加

も必須です。こちらへの参加ができない人も本科目の単位取得が困難となりますので、履修を決める前にしっかりと考えてから履修登録してくだ

さい。履修登録をした時点で、あなた自身が本講義のシラバス内容をすべて了解した上で登録したことになりますので、履修登録以降のシラバス

に関するご意見については一切受け付けませんのでご了承ください。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 
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科目名 教育心理学 科目名（英文） Educational Psychology 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 学校での教育活動において教師の果たす役割は大きい。学習の質を高めるために，教師が学習者を理解し，さまざまな形で援助していくために

はどうすればよいのか。それを考えていくにあたって必要な基礎的な知識を身につけ，日常生活の中で行われている学習活動や学校等における問

題について，心理学的に説明し，考えることができるようになることを目標とする。 

到達目標 
 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について，基礎的な知識を身につけ，各発達段階における心理的特性を踏まえた学習活動を支

える指導の基礎となる考え方を理解する。 

授業方法と 

留意点 

講義中心で行う。事前に資料を moodle 上で配付するので，各自入手しておくこと。 

必要に応じて，簡易実験やグループディスカッション等を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育の基礎的理解に関する科目」１０単位のうち２単位を充足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 発達と教育と心理学と１ 
教育に対して心理学ができること，発達

と教育 

テキスト第 0 章１，配付資料による本時の予習と復

習 

2 発達と教育と心理学と２ 発達の要因，主な発達理論の概観 
テキスト第 8 章１，配付資料による本時の予習と復

習 

3 こどもの発達１ 
乳幼児期……運動発達・言語発達・認知

発達・社会性の発達 

テキスト第８章２・第 9 章，配付資料による本時の

予習と復習 

4 こどもの発達２ 
児童期……運動発達・言語発達・認知発

達・社会性の発達 

テキスト第８章２・第 10 章・第 11 章，配付資料に

よる本時の予習と復習 

5 こどもの発達３ 
青年期……運動発達・言語発達・認知発

達・社会性の発達 

テキスト第８章２・第 10 章・第 11 章・第 12 章，

配付資料による本時の予習と復習 

6 学習を支える認知機能１ 
思考……人間の思考の特徴，メタ認知の

機能と発達 

テキスト第 7 章１，配付資料による本時の予習と復

習 

7 学習を支える認知機能２ 
言語……言語の機能，言語理解と言語産

出とその発達 

テキスト第 11 章，配付資料による本時の予習と復

習 

8 学習を支える認知機能３ 記憶……記憶のメカニズムと発達 
テキスト第４章・第５章，配付資料による本時の予

習と復習 

9 こどもの学び１ 
さまざまな学習①……学習とは何か，主

な学習理論の概観，条件づけ 
テキスト第１章，配付資料による本時の予習と復習 

10 こどもの学び２ 
さまざまな学習②……観察学習，自己制

御学習 

テキスト第１章・第６章，配付資料による本時の予

習と復習 

11 学習を支える動機づけ１ 
意欲とは何か……動機づけ過程，動機づ

け理論 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

12 学習を支える動機づけ２ 

さまざまな意欲……外発的動機づけ・内

発的動機づけ，その他の視点，意欲の発

達 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

13 学習を支える動機づけ３ 
意欲を育む……こどもの発達と意欲，意

欲を育む教育のあり方，学習と評価 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

14 学校における人間関係 
教師-生徒の関係，生徒-生徒の関係，教

師-教師の関係，集団としての学級 

テキスト第０章２・第１０章，配付資料による本時

の予習と復習 

15 個に応じた教育 
個人差の理解と教育……ＡＴＩ，学習方

略 

テキスト第 0 章３・第６章・第７章２，配付資料に

よる本時の予習と復習 

 

関連科目 教職課程におけるすべての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 絶対役立つ教育心理学―実践の理論，理論を実践― 藤田哲也（編著） ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 30％，期末試験 70％ 

学生への 

メッセージ 

これまで受けてきた教育を思い出してください。また心理学の用語の中には、日常的に遣われているのとやや異なる意味で用いられるものがある

ことに留意してください。 

担当者の 

研究室等 
７号館 3 階（吉田研究室） 

備考 

・授業内で，moodle を使用することがあります。利用できるようにしておいてください。 

・期末試験は希望者に返却します。 

・事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 教育相談 科目名（英文） School Counseling 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教育相談の考え方や進め方についての理解を深め、生徒が成長する過程に生じるさまざまな課題や問題に対処するための援助の考え方や実際、カ

ウンセリングの基礎知識と教育相談の技法を身につけることを目標とする。学校における教育相談に焦点を当て、教師が行う教育相談活動の基本

的な考え方や教育相談に必要なスキルを身につけるために、教育相談のもつ今日的な意義を解説し、カウンセリングの基礎知識およびその実践的

な手法を紹介する。併せて、「問題」に悩む児童・生徒への実践的な取り組み方を考える． 

到達目標 
教育相談の基本的な考え方、カウンセリングの基礎、生徒理解と「問題」への対応についての知識を得ることができる。その上で、生徒を援助す

るための具体的な方法について考えることができる。 

授業方法と 

留意点 
講義と演習を組み合わせて行う。演習は，グループごとに取り組んだ課題について発表するものとする。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修、免許法施行規則に定められた「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」４単位のうち２単位を充足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業内容、授業の進め方、評価基準等に

ついて 
――――― 

2 カウンセリングの基礎 
カウンセリングの基本的な考え方、教師

としての立場、カウンセリングマインド 
テキスト第 1 章、第 2 章を読む 

3 グループ発表の準備 グループワーク 
検討したいテーマについてよく考えておく 

グループ発表の準備 

4 学校教育相談の全体像 
校内での役割分担と協力体制、専門機関

との連携とその方法 

テキスト第 12 章、第 13 章を読む 

グループ発表の準備 

5 
学校におけるカウンセリン

グ活動 1 

カウンセリング活動のいろいろ(1)……

治療的カウンセリング活動、予防的カウ

ンセリング活動 

テキスト第 10 章を読む 

グループ発表の準備 

6 
学校におけるカウンセリン

グ活動 2 

カウンセリング活動のいろいろ(2)……

開発的カウンセリング活動 

テキスト第 10 章を読む 

グループ発表の準備 

7 パーソナリティ理解 
パーソナリティを理解するために、パー

ソナリティ理解をゆがめるもの 
グループ発表の準備 

8 問題の理解と対応 1 
問題とは何か、その原因・背景と対応、

適応過程 

テキスト第 3 章を読む 

グループ発表の準備 

9 問題の理解と対応 2 ストレス、欲求不満，葛藤 
テキスト第 3 章、第 4 章を読む 

グループ発表の準備 

10 心の発達と危機 
認知の発達、自己意識の発達、道徳性の

発達、仲間関係の発達 

教育心理学の復習 

グループ発表の準備 

11 相談援助活動の実際 1 
不登校……その理解と対応（学生グルー

プ発表） 
テキスト第 5 章を読む 

12 相談援助活動の実際 2 
いじめ……その理解と対応（学生グルー

プ発表） 
テキスト第 6 章を読む 

13 相談援助活動の実際 3 
学級崩壊・授業崩壊……その理解と対応

（学生グループ発表） 
テキスト第 7 章を読む 

14 相談援助活動の実際 4 
反社会的行動……その理解と対応（学生

グループ発表） 
テキスト第 8 章を読む 

15 教員のメンタル・ヘルス 
教員自身が健康であるために，教員への

対応 
テキスト第 14 章を読む 

 

関連科目 教職課程の科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 教育相談 森田健宏・吉田佐治子（編著） ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループ発表 50％，期末試験 50％ 

学生への 

メッセージ 
これまでの学校での「困った」経験を思い出してみてください。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階（吉田研究室） 

備考 

グループ発表について，他の受講者からの評価をまとめたものを次回授業時に配付します。また，全発表中最も評価が高かったグループも、最後

にお知らせします。 

グループ内ではピア評価を行います。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
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科目名 教育方法論 科目名（英文） Studies of Educational Method 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 教職課程「教育の方法及び技術」に対応する科目である。授業は、教育方法の歴史と理論の概観、授業の設計から評価に至る授業構成の理解、

学習指導を組織化するための基礎的な授業技術と方略の習得に関する講義、児童生徒に向き合う授業づくりのための技術に関するミニ講座、グル

ープに分かれて、共同作業による教材開発とマイクロ・ティーチングの実施体験により構成する。 

 授業担当者は公立高校 5 校で 34 年間にわたり授業を行ってきた経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、

「作る」立場から能動的な学びを期待する。 

 より具体的には、つぎのことをめざす。 

 (1) 自己の被教育体験を出発点に、学ぶこと・教えることの意味について考え、学習観・授業観・学校観を問い直す作業を通して、今日の教師

に求められる多様な資質・能力についての理解を深める。 

 (2) 「教え込む技術」の習得ではなく、生徒の生活背景や教室の人間関係を把握し、生徒の声を聴き取り、生徒どうしをつなぎ、教材の文脈に

もどし、日々の教室での出来事に柔軟かつ的確に対処しながら、教室を豊かな学びの場とする授業づくりをめざす。 

 (3) 教育実践の質を向上させるためには、個々の教師が、上記(2)に関する専門性を向上させるだけでなく、職場で相互に学び合える同僚性を

構築すること、また、教育諸科学の最新の研究から新しい知見を積極的に摂取することの重要性を理解する。 

到達目標 

 教師と生徒が意思疎通を図りつつ、相互に作用しながら、主体的に問題を発見し、協力協同しながら解に接近する時空間としての授業を構想す

ることをめざして、 

 (1) 指導目標を適切に設定し、多角的な視点から教材研究を行い、学習指導案を作成するとともに、同僚との協議を踏まえて指導案を改善する

ことができる。 

 (2) 豊富な事例研究を通して、教育実践を対象として分析、批判、省察、再構成できる。 

授業方法と 

留意点 

 (1) 講義・ワークを中心に授業を進める。インタラクティブ（双方向的）な授業構成となるよう積極的な参加を求める。私語は厳禁だが、質問

や意見提起は歓迎する。 

 (2) 毎回、授業の最後にコメントペーパーを配付する。「コメントペーパー」は記入・提出すること（編集して、次回に配布し、共有すべき点

についてコメントを行う。）。 

 (3) 授業終了時に復習用の講義資料を配布する。講義資料は各自ファイリングすること。 

 (4) 第 9～12 回でチームでのマイクロ・ティーチングを実施する。また、チーム・マイクロ・ティーチングに関するレポートの提出をもとめ

る（中間レポートとして）。 

 (5) 定期試験を必ず受験すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
教員免許（小学校・中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション、教育方

法学の論点と課題 

授業技術ミニ講座①授業び

らき・授業じまい 

「学力」の登場と学力論争、「問題解決

学習」論争、「たのしい授業」論争、「教

育技術」をめぐる論争 

教科書第３章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

2 

子どもは何を学ぶのか（教育

目標・内容論） 

授業技術ミニ講座②授業の

ルールづくり 

教育目標に関する基本的な考え方、教育

目標・内容の諸相、育成すべき資質と能

力、学校教育目標 

教科書第４章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

3 

学習とは何か（学習論） 

授業技術ミニ講座③私語の

傾向と対策 

学習をめぐる３つの理論、学習理論にも

とづく学習方法、学習における他者の役

割 、学習指導の形態 

教科書第５章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

4 

欧米における授業の歴史（教

授論の歴史①） 

授業技術ミニ講座④板書の

技術 

近代教育思想と教授学の成立、教育学の

体系化と授業の組織化、カリキュラム研

究の成立と展開、科学技術の進歩と教育

改革 

教科書第１章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

5 

日本における授業の歴史（教

授論の歴史②） 

授業技術ミニ講座⑤発問の

工夫と仕方 

近代学校制度と授業の成立、授業の定型

化、新教育の受容と戦後改革、新自由主

義的教育改革 

教科書第２章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

6 

学力をどう高めるか（学力

論） 

授業技術ミニ講座⑥指名、指

示の仕方、発言のさせ方 

ワーク１  チーム顔合わ

せ・自己紹介 

学力をどうとらえるか、「できる学力」

を高める、「分かる学力」を高める、学

力調査をめぐって 

教科書第６章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

7 

授業をどうデザインするか

（計画論） 

ワーク 2 チームで教材開

発・模擬授業の打ち合わせ① 

授業のデザインとは、教育内容と子ども

の学び、対話的・協働的な学び合い、授

業づくりの課程と構造、学びのための指

導・支援 

教科書第７章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

8 

教育の道具・素材・環境（教

材論） 

ワーク 3 チームで教材開

発・模擬授業の打ち合わせ② 

教材づくり、メディアとしての教材、教

材概念の拡張、学習環境としての時空間 

教科書第８章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

9 

何をどう評価するか（評価

論） 

ワーク 4 第１・２グループ

のチームによるマイクロ・テ

ィーチング実施 

目標に準拠した評価と相対評価、形成的

評価と自己評価、パフォーマンス評価と

ポートフォリオ評価、指導と評価の一体

化 

教科書第９章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

10 

誰がカリキュラムを編成す

るのか（カリキュラム論） 

第３・４グループのチームに

よるマイクロ・ティーチング

実施 

カリキュラム・イメージの払拭、カリキ

ュラムの編成原理、学習指導要領、カリ

キュラム開発、隠れたカリキュラム 

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

11 ICTを活用した授業をつくる 各種メディアの授業への活用、学習用デ 配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

教
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① 

ワーク 5 第５・６グループ

のチームによるマイクロ・テ

ィーチング実施 

ジタル・コンテンツの利用 学習内容を整理する。 

12 

ICTを活用した授業をつくる

② 

ﾜｰｸ 6 第７・８グループの

チームによるマイクロ・ティ

ーチング実施 

情報教育、メディア・リテラシー、e ラ

ーニング、学校運営・教務事務の ICT 化 

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

13 

インクルーシブな授業をつ

くる 

ワーク7 チームによるマイ

クロ・ティーチングの振り返

り① 

授業技術ミニ講座⑦個別指

導と一斉指導 

通常学級における特別支援教育、個に応

じた指導とは、学級集団づくりと授業づ

くり、授業の「わかりやすさ」と多様な

参加 

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

14 

ユニバーサルデザインの授

業をつくる 

ワーク8 チームによるマイ

クロ・ティーチングの振り返

り② 

授業技術ミニ講座⑧ほめ

方・叱り方 

バリアフリーとユニバーサルデザイン、

学習環境のユニバーサルデザイン化、指

導方法のユニバーサルデザイン化、学習

のユニバーサルデザインと合理的配慮 

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。 

15 

まとめ～学び続ける教員像

をめぐって 

授業技術ミニ講座⑨グルー

プ学習の方法 

２つの教師モデル、専門家としての教

師、教師としての成長に向けて 

教科書第１１章をよく読んでおく。講義資料を参考

に学習内容を整理する。 

 

関連科目 教職科目全般と関連性をもつ。特に、「教師論」「教育原理」「教育心理学」での既習内容と関連させて理解を深めることが大切である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新しい時代の教育方法 改訂版 田中耕治他 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（50%）、レポート（30％）、コメントペーパー（20％）により総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「授業に出席するだけ」という受動的な構えを取るのではなく、日々、メディアで取り上げられる教育諸課題に敏感に反応し、教育の方法的視点

でどのように対処すべきかを常に考える癖をつけるようにしてください。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階(林研究室) 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 教職実践演習（中・高） 科目名（英文） Practicum in Prospective Teachers 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 
吉田 佐治子.朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂

樹 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

○教育実習を終え、各自の問題点を明確化しながら今後の自らの実践課題をグループワーク等を通して再認識し、教員としての適性や実践的な力

量について確認する。 

○中学・高校での現場体験学習をもとに、現職・元教員、教育委員会指導主事等と研究交流し、生徒理解を通して生徒指導・進路指導ができるこ

とを確認する。 

○教科に関する科目の担当者や科目の指導主事・現職教員と連携協議し、専門科目・教職科目の学習を深め、授業実践ができることを確認する。 

○教員としての適性や力量、特に「授業を創造する意欲と能力」「対人関係能力と社会性・協調性」「使命感・責任感」「学校教育活動におけるリ

ーダーシップ」等を有していることを確認する。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、中学校での実地学習では、現職の先生方から直接ご指導いただく。 

到達目標 
免許教科に関する学習、中学校での学習、今日的な教育問題に関する学習など、様々な学習を通して自身の課題を見つめ直し、教員としての適性

や力量について確認することができる。 

授業方法と 

留意点 

○教職課程の専任教員５名による全体指導と、各専任教員ごとのグループ学習を中心に進める。１グループは１０名程度。さらに、長年の実践経

験を有する教員から実践を通して見えてくる学校現場の諸課題を知り、自己の実習経験と重ねるなかで、新たな課題を探り、かつ全体でも共有し

ていく。 

○大学の教科に関する科目の担当者・指導主事・現職教員と連絡協議し、教科指導・生徒指導・進路指導等ができることを確認していく。 

科目学習の 

効果（資格） 

○教職実践演習は、当該演習を履修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目（教職実践演習を除く） の履修状況を踏まえ、教員として

必要な知識技能を修得したことを確認するもの。 

○教職課程の必修科目。免許資格取得と同時に即学校現場で生かせる実践力を身に付けることが求められる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
「教職実践演習」の全体ガイ

ダンス 

・本講義の目的、内容方法についての確

認。 

・受講者各自の教育実習後の課題につい

ての確認。 

・３回目以降に行われるグループ学習の

各課題の確認。 

教育実習ノートの点検と再確認 

2 
専攻科目における実践上の

課題① 

専攻科目ごとに分かれ、その科目の専門

分野に関する受講者各自の課題につい

て、教科担当教員が指導する。その上で、

研究交流する。 

専攻教科における分野ごとの課題を整理 

3 
専攻科目における実践上の

課題② 

専攻科目ごとに分かれ、その科目の専門

分野における実践上の課題について、教

科担当教員が指導する。その上で、研究

交流する。 

専攻教科における分野ごとの課題を整理 

4 
生徒指導・進路指導(中学校

現場での実地学習)① 

地元市教委との連携協力をもとに、中学

校現場をグループごとに参観し、生徒指

導・進路指導上の実践課題を知る。 

中学生における集団づくりと個別指導(生徒指導・

進路指導のあり方)についてレポートにまとめる 

5 
生徒指導・進路指導(中学校

現場での実地学習)② 

地元市教委との連携協力をもとに、中学

校現場をグループごとに参観し、教科指

導上の実践課題を知る。 

中学生における集団づくりと個別指導(教科指導の

あり方)についてレポートにまとめる 

6 いじめの現状 

問題行動のなかから特に「いじめ」を取

り上げ、その多様性、メカニズム、深刻

さを理解する。 

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。 

(事前)配布資料の熟読 

(事後)小レポートの提出 

7 いじめ問題への取り組み 

日常の些細な出来事がどのように「いじ

め」に発展するのか、教師がいじめを見

抜くのはどうして困難なのかを考える。 

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。 

(事前)配布資料の熟読 

(事後)小レポートの提出 

8 ジェンダーと教育 

近現代社会は「個人の尊重」という理念

のもと成り立っている。しかしながら、

その背後には伝統的な価値規範を内包

していることも忘れてはならない。 

近代国家によって制度化されてきた学

校教育も現在では自由や個性の尊重を

掲げながら、一方では伝統的な価値観を

強制している部分があるのではないか。 

そうしことを考えるきっかけとして「ジ

ェンダー」という視点を用い、学校教育

を改めて考えてみたい。 

特に、身近なところからジェンダーにつ

いて考え、学校教育や社会について検討

していく。 

（事前）第一回目の授業で配布する資料を読み、Ａ

４サイズの用紙１～2 枚程度にその要約と感想を書

き、講義当日に持参する。 

9 

学校の中のマイノリティ：外

国にルーツをもつ子どもた

ち 

1990 年代以降、日本の入国管理政策の

転換により、多くの外国人が家族ととも

に渡日するようになった。 

それに伴い多くの外国人の子どもたち

は日本の学校へ通うことになったが、彼

らは日本語の問題や日本特有の学校文

化など様々な問題に直面することとな

った。 

ここでは外国にルーツをもつ子どもた

（事前）第一回目の授業で配布する資料を読み、Ａ

４サイズの用紙１～2 程度にその要約と感想を書

き、講義当日に持参する。 
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ちの視点から日本の学校教育制度につ

いて講義、およびディスカッションを通

して考えていく。 

10 
学校の危機管理①：学校管理

下の事件・事故 

学校管理下における事件・事故発生時の

初期対応や事後対応等についてグルー

プで考えることを通して、教員としての

学校安全に関する資質を高める。 

（事前）学校管理下の事件・事故に関する配布資料

を読んでくる。        （事後）ミニレポ

ートを課す。 

11 学校の危機管理②：災害 

災害発生時の初期対応や事後対応等に

ついてグループで考えることを通して、

教員としての学校安全に関する資質を

高める。 

（事前）災害発生時の学校の対応に関する配布資料

を読んでくる。        （事後）ミニレポ

ートを課す。 

12 
教員の体罰はなぜなくなら

ないのか？ 

教員の体罰の実態や体罰防止の現状等

について学ぶとともに、体罰の背景にあ

る指導観、子ども観について考える。 

（事前）配布した新聞記事の切り抜きを読んでく

る。 

（事後）ミニレポートを課す。 

13 
教員の勤務時間はなぜ長く

なるのか？ 

労働時間法制や教員の勤務時間の実態

について学ぶとともに、長時間勤務の背

景にある問題について考察し、働き方改

革の方途を考える。 

（事前））配布した新聞記事の切り抜きを読んでく

る。 

（事後）ミニレポートを課す。 

14 
カウンセリングマインドと

生徒対応 

カウンセリングの技法を生徒への対応、

保護者への対応に応用する。 

（事前）カウンセリングマインドについての復習。

中学生あるいはその親のもつ“悩み”を３つあげる。 

（事後）小レポート 

15 「自分」を知る 

教育職における「自己を知る」ことの重

要性を知り、そのための１方法としての

エゴグラム作成を行う。 

（事前）「自分」について考える。 

（事後）小レポート 

 

関連科目 全ての教職課程必修科目、取得予定免許状に関わる各教科ごとの必修科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループ学習が中心であり、それぞれについて課題が出される。それらの評価を総合し、最終的な評価とする。 

学生への 

メッセージ 

教育実習を終えた時点で各自が自らの実習を省察すること。そのなかで、問題点を見出し、諸課題を自ら設定し、この科目を軸にしながら、全体

講義やグループワークを通して課題克服を目指しながら、さらなる実践的力量を身に付けること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階（朝日、大野、林、吉田） 

７号館４階（谷口） 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
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科目名 教師論 科目名（英文） Teacher Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 朝日 素明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教職に関する理解を深め、自己の適性を見つめ直し、最終的に教職をめざすことについて主体的な進路選択を行うための判断材料を提供します。

具体的には、「教職の意義とは何か」「教師の役割や求められる資質能力とは何か」「教職の専門性は何によって担保されるのか」「教師の職務とは

何か」「教師の身分や身分保障はどのようになっているのか」などについて基礎的な知識を講義し、これに基づき関連するテーマについて議論を

通して理解を深めます。 

到達目標 
学生は、教職に関する基礎的な知識を獲得し、「自分は教師に向いているのか」「自分はどのような教師をめざすのか」などについて判断できるよ

うになります。また、グループワークを通じ、視野を広め、コミュニケーション力を向上させることができます。 

授業方法と 

留意点 

講義を中心に、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（LTD；Learning Through Discussion）等のグループワークも織り交ぜて授

業を進めます。事前学習は必須です。 

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教職の意義等に関する科目 

各科目に含める必要事項：教職の意義及び教員の役割・教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）・進路選択に資する各種の機会の提

供等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

教職への道 

科目概要について説明 

自らの学校・生徒体験、心に残る教師等

についてのふりかえり 

教職課程の履修動機 

教師になることの意味 

本科目のシラバスの熟読 

2 教職の成立とその意義 

公教育の成立 

教職の誕生 

戦前の教員養成 

戦前の教員養成制度に関する配布資料 

3 
教師教育と教職の専門性

（１） 

教員への道 

戦後教員養成の原則と制度 

教員免許制度の確立 

戦後の教員養成制度に関する配布資料 

4 
教師教育と教職の専門性

（２） 

教員免許制度の新たな展開 

教員採用の動向と採用試験 
教員免許制度に関する配布資料 

5 
教師教育と教職の専門性

（３） 

教員の研修の意義 

教員の研修の種類と体系 
学び続ける教師に関する配布資料 

6 
教師教育と教職の専門性

（４） 

法定研修 

教員の自己研修 
教員研修体系に関する配布資料 

7 
文献・映像に基づく教師像の

探究（１） 

戦前・戦後の教師像 

憧れの教師 
教師像に関する配布資料 

8 
文献・映像に基づく教師像の

探究（２） 

「不良教師」と「熱血教師」（文献・映

像に基づく教師像の探究） 

レポートに基づくグループワーク 

「不良教師」と「熱血教師」に関する配布資料を読

みレポート提出 

9 
文献・映像に基づく教師像の

探究（３） 

「人間教師」と「プロ教師」） 

レポートに基づくグループワーク 

「人間教師」と「プロ教師」に関する配布資料を読

みレポート提出 

10 
文献・映像に基づく教師像の

探究（４） 
教師としての資質能力のあり方 

教師に求められる資質能力についての議論に関す

る配布資料 

11 教員の役割・職務（１） 
学校・教室における指導者の視点からみ

た教員の役割・職務 
授業・カリキュラムと教師に関する配布資料 

12 教員の役割・職務（２） 
学校組織の構成員の視点からみた教員

の役割・職務 
教職員構成と校務分掌に関する配布資料 

13 教員の役割・職務（３） 

学校内外の連携の視点からみた教員の

役割・職務（チーム学校運営への対応を

含む） 

「チーム学校」の考え方と学校運営の実践に関する

配布資料 

14 教員の役割・職務（４） 
教員の任用と身分 

教員の服務と身分保障 
教員の任用・服務等に関する配布資料 

15 教員の役割・職務（５） 
教員の勤務条件 

教員のメンタルヘルス、バーンアウト 
メンタルヘルスに関する配布資料 

 

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教育経営論」「教育課程論」「教育方法論」「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
定期試験 70％、レポート 20％、グループワーク・ピア評価 10％ 

学生への 

メッセージ 

教職について考えることは教育について考えることであり、「教え」「学び」「育ち」を含む「生き方」について考えることになります。教養をも

とに、広い視野で物事を捉える習慣を身につけましょう。 

遅刻・早退等は厳禁です。教師を目指す者としての資質が問われます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 朝日研究室 

備考 

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
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科目名 商業科教育法 科目名（英文） Business Education Method 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年 授業担当者 久井 孝則 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 前期は、商業高校の教育課程の特徴について理解を深める。そのために、学習指導要領に示された「商業科」の科目について、その目指す

学力観及び指導内容と留意点を明らかにしていく。また、商業教育の課題と展望を通して、次代を担う教員としてどのような教育を行うべき

かを考察する。 

 後期は、模擬授業を中心に行い、お互いに評価をし合うことにより、発表者の授業に対する教材研究、教材提示、板書法や教育姿勢などに

ついて考察する。 

 また、新学習指導要領の改訂のポイントを理解させ、その体現者としての自覚を促す。 

到達目標 

 ①商業科教員としての基本的かつ幅広い知識を習得する。 

 ②学習指導計画の立案ならびに模擬授業を行い、実践的な能力を体得する。 

 ③ビジネス教育のあり方について考え、将来の方向性について理解を深める。 

授業方法と 

留意点 

 講義形式の授業だけではなく、模擬授業などの実践授業を取り入れ課題や調査研究成果を発表させるなどの対話型授業を行う。 

 あらかじめ学習資料を渡すので、必ず事前学習をしてくること。特に学習指導計画案の作成や模擬授業では、綿密な資料研究が必要である。 

科目学習の 

効果（資格） 

 本講座は、高等学校教職員免許状「商業」を取得するための必修科目である。商業高校では、様々な分野の専門科目を担当する可能性があ

り、そのための基本的な知識・技能を習得することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
前期のガイダンス「授業

の進め方」 

自己申告表 

授業の進め方 
 

2 
商業教育の必要性と意

義 

(1)高等学校における商業教育の必要性 

（２）商業教育の意義 
〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

3 
わが国の商業教育の歩

み 

(1)新制商業教育の開始まで 

(2)学習指導要領(試案)から平成 11 年の

改訂まで 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

4 

学習指導要領(平成 21

年 3 月告示)と新学習指

導要領(平成 30年 3月告

示)の理解 

(1)教育課程の編成方針 

(2)教科〔商業〕の理解 

(3)「総合的な学習の時間」の理解 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること。平成 30

年 3 月告示の新学習指導要領について調べてくること 

5 

各科目の学習内容とそ

のねらい（基礎的科目

「ビジネス基礎」） 

(1)目指す学力観 

(2)指導内容と留意点 
〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

6 

各科目の学習内容とそ

のねらい（マーケティン

グ分野） 

(1)科目構成と目指す学力観 

(2)科目「マーケティング」等の指導内容

と留意点 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

7 

各科目の学習内容とそ

のねらい（ビジネス経済

分野） 

(1)科目構成と目指す学力観 

(2)科目「ビジネス経済」等の指導内容と

留意点 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

8 
各科目の学習内容とそ

のねらい（会計分野） 

(1)科目構成と目指す学力観 

(2)科目「簿記」等の指導内容と留意点 
〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

9 

各科目の学習内容とそ

のねらい（ビジネス情報

分野） 

(1)科目構成と目指す学力観 

(2)科目「情報処理」等の指導内容と留意

点 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

10 
各科目の学習内容とそ

のねらい（総合的科目） 

(1)科目構成と目指す学力観 

(2)「ビジネス実務」等の指導内容と留意

点 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

11 指導計画と授業展開① 

(1)教育課程と学習指導 

(2)指導計画 

(3)指導形態と指導方法 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

12 指導計画と授業展開② 

(1)年間指導計画作成の実際 

(2)学習指導案作成の実際 

(3)プレゼンテーションと授業 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

13 

「商業教育と人間形成」

と「商業科教師への期

待」 

(1)商業教育と進路指導・キャリア教育 

(2)新しい時代における教師のあり方 
〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

14 商業教育の課題と展望 

(1)魅力ある商業教育を目指して 

(2)確かな学力の育成 

(3)商業教育の理解と啓発 

〔事前〕教科書の当該章を熟読してくること 

15 前期のまとめ   

16 
後期のガイダンス「模擬

授業演習に向けて」 
学習指導計画案のモデル作成  

17 

基礎的科目「ビジネス基

礎」の学習指導計画案の

作成 

(1)次回の模擬授業を想定した学習指導

計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく

ること 

18 
基礎的科目「ビジネス基

礎」の模擬授業 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

19 

ビジネス情報分野「情報

処理」の学習指導計画案

の作成 

(1)次回の模擬授業を想定した学習指導

計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく

ること 

20 
ビジネス情報分野「情報

処理」の模擬授業 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

21 会計分野「簿記」の学習 (1)次回の模擬授業を想定した学習指導 〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく
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指導案の作成① 計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

ること 

22 
会計分野「簿記」の模擬

授業① 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

23 
会計分野「簿記」の学習

指導案の作成② 

(1)次回の模擬授業を想定した学習指導

計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく

ること 

24 
会計分野「簿記」の模擬

授業② 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

25 

ビジネス経済分野「ビジ

ネス経済」の学習指導計

画案の作成 

(1)次回の模擬授業を想定した学習指導

計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく

ること 

26 
ビジネス経済分野「ビジ

ネス経済」の模擬授業 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

27 

マーケティング分野「マ

ーケティング」の学習指

導計画案の作成 

(1)次回の模擬授業を想定した学習指導

計画案を作成 

(2)板書計画案の』作成 

〔事前〕模擬授業の範囲の内容について、予習してく

ること 

28 

マーケティング分野「マ

ーケティング」の模擬授

業 

(1)模擬授業 

(2)評価表・自由感想表の作成 

(3)発表 

〔事前〕模擬授業のシミュレーションをしてくること 

29 
総合的科目「総合的科目

の教育の進め方」 

(1)課題研究 

(2)総合実践 
〔事前〕配布された資料を熟読してくること 

30 後期のまとめ   

 

関連科目 

 大学の経営学部や経営情報学部で学ぶ専門科目は、商業科の専門科目として活かせる魅力がある。 

 簿記、会計、原価計算、管理会計、情報処理、電子商取引、経営学、経済学、マーケティング、民法、会社法、ベンチャービジネス論など、

幅広く履修しておくことが大切。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 教職必修最新商業科教育法 日本商業教育学会 実教出版株式会社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領解説 商業編 文部科学省 実教出版株式会社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト・レポート５０％ 、 授業への参加度（学習意欲、事前学習、発表等） ５０％とし、 総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 

 商業科教員採用試験では、日本商工会議所簿記検定２級程度の問題が出題されるので、在学中の取得を目指して欲しい。また、新聞やイン

ターネットの政治・経済や教育に関する記事を日頃から読み、社会の変化に興味・関心を持ち、幅広いビジネスに関する知識を有する商業科

教員を目指そう。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
 最初の授業に自分の出身高校の教育課程をインターネットで検索し、プリントアウトして持参すること。 

 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 
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科目名 情報科教育法 科目名（英文） Instruction Method for Information and Communication Science 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年 授業担当者 栢木 紀哉 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

高等学校普通教科「情報」の教員免許を取得するために必修となる講義である。「情報科」成立の経緯および教科内容について理解し、情報教

育のあり方について、学習目標、指導方法、評価方法などの視点から考え、担当教員に必要となる基礎的知識や資質を養う。また、指導案の

作成、模擬授業の実施を通して、授業を展開できる能力を身につけることを目指す。 

到達目標 

教科「情報」の教育目標や位置づけについて知り、教員に求められる幅広い知識を身につけるとともに教育指導技術の向上を図る。また、教

科「情報」の授業を行う上で必要となる技能について、授業研究、教材設計、指導計画の作成を通して身につける。さらに、ディスカッショ

ンや模擬授業などを通して実践的な指導方法を修得する。 

授業方法と 

留意点 

テキストおよび配付資料を中心に、プロジェクターを用いて講義を行う。教員免許に関する科目であり、指導案の作成、模擬授業などの実習

を行いながら進めるため、無断欠席は厳禁とする。 

科目学習の 

効果（資格） 

教科「情報」の免許科目 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育課程及び指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、情報技術の進展と情報教

育の役割 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

2 情報教育の意義と役割 情報教育の実践と教育の情報化 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

3 
共通教科「情報」と専門

教科「情報」の構成 

共通教科「情報」の内容構成、専門教科

「情報」の内容構成 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

4 
共通教科「情報」におけ

る各科目の内容 

「社会と情報」、「情報の科学」の学習目

標、内容、教育方法 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

5 
専門教科「情報」におけ

る各科目の内容 

専門教科「情報」の科目群の学習目標、

内容、教育方法 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

6 
共通教科「情報」の指導

方法（１） 

年間指導計画書の作成、学習目標の明確

化 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

7 
共通教科「情報」の指導

方法（２） 
課題分析の方法、進め方 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

8 
共通教科「情報」の指導

方法（３） 
評価の目的と対象、評価対象の具体化 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

9 
共通教科「情報」の指導

方法（４） 
学習課題に応じた評価方法の種類と特徴 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

10 模擬授業（１） 教育目標の明確化 

模擬授業の教育目標を立てる（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

11 模擬授業（２） 年間指導計画、学習指導案の書き方 

指導計画書、学習指導案を作成する（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

12 模擬授業（３） 教材研究の方法 

教材研究の準備をする（120 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

13 模擬授業（４） 授業分析、授業評価 

模擬授業の準備をする（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

14 
学習環境の整備と情報

教員の役割 

電子黒板、デジタル教材、教育環境の整

備 

課題に基づいて教材設計を行う（120 分） 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

15 
前期のまとめと学力診

断テスト 
前半のまとめ、確認テストと解説 

前期の内容を整理する（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

16 学校教育と著作権 教材開発の方法と教育現場での著作権 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

17 情報教育の実践例（１） 情報とコンピュータの指導例 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

18 情報教育の実践例（２） アルゴリズムとプログラムの指導例 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

19 情報教育の実践例（３） モデル化とシミュレーションの指導例 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60

分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

20 情報教育の実践例（４） 問題解決の指導例 配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（60
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分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

21 
魅力ある授業の展開

（１） 

学習意欲を高める方法、内発的動機付け

と外発的動機付け 

配付資料の該当箇所を見直しておく（60 分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

22 
魅力ある授業の展開

（２） 

学習者の協同と活動、ワークショップと

プロジェクト学習 

配付資料の該当箇所を見直しておく（60 分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

23 
魅力ある授業の展開

（３） 

ICT 活用の実際、授業の記録・分析の方

法 

配付資料の該当箇所を見直しておく（60 分） 

次回の内容を確認する（30 分） 

24 模擬授業の展開（１） 
「社会と情報」の指導計画、学習指導案

の作成 

指導計画書、学習指導案を作成する（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

25 模擬授業の展開（２） 「社会と情報」の模擬授業、相互評価 

模擬授業の準備をする（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

26 模擬授業の展開（３） 模擬授業の振り返り 

模擬授業の振り返りをする（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

27 模擬授業の展開（４） 
「情報の科学」の指導計画、学習指導案

の作成 

指導計画書、学習指導案を作成する（120 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

28 模擬授業の展開（５） 「情報の科学」の模擬授業、相互評価 

模擬授業の準備をする（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

29 模擬授業の展開（６） 模擬授業の振り返り 

模擬授業の振り返りをする（60 分） 

配付資料およびテキストの該当箇所を読んでおく（30

分） 

30 
全体のまとめと学力診

断テスト 

全体のまとめ、確認テストと解説、これ

からの教師に求められる授業力 
全体の内容を整理しておく（120 分） 

 

関連科目 情報関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 社情 311 最新社会と情報 新訂版 監修：山極隆 実教出版 

2 
最新社会と情報新訂版（社情 311）準拠 社情 311 最

新社会と情報 新訂版 学習ノート 
実教出版編修部 実教出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート課題、授業中の成果物等（30％）、模擬授業（40%）、確認テスト（20%）、授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価する。 

演習が中心となるため、欠席・遅刻は授業内容や成績評価に影響します。 

学生への 

メッセージ 
学習者に対して授業を行うためには、周到な準備が必要になります。目的意識を持ち積極的に講義に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8 階 (栢木教授室) 

備考 
必要に応じて資料を配布します。 

確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 
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科目名 職業指導Ⅰ 科目名（英文） Vocational Guidance I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会や産

業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア教育の理

論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化と職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」の指導者

としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標  職業教育の理論への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で話し合いを行って頂きます。 

尚、遅刻等は厳禁です。 

科目学習の 

効果（資格） 
商業科における職業指導の基礎知識が身に付きます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・授業概要の説明、職業の定義、職業指

導の概念整理 

事前学修：本科目のシラバスを熟読すること。(1

時間) 

2 職業指導の基礎理論 
・職業指導における基本的な考え方、手

法 

事後学修：職業指導に関する資料を熟読すること。

(1 時間) 

3 職業指導の歴史① 
・アメリカ・ヨーロッパを中心に職業指

導の経緯を知る 

事後学修：欧米の職業指導に関する資料を熟読する

こと。(1 時間) 

4 日本の産業構造の変化 ・日本の産業、雇用事情の変化を知る 
事後学修：日本の産業史に関する資料を熟読するこ

と。(1 時間) 

5 職業指導の歴史② ・日本の戦後の教育改革について 
事後学修：日本の戦後の教育改革についての資料を

熟読すること。(1 時間) 

6 日本型雇用と職業指導 
・日本における雇用システムの変容と職

業指導の関わり 

事前学修：日本型雇用の見通しについて考えるこ

と。(1 時間) 

7 新規高卒就職システム ・新規高卒労働市場の変容と現状 
事後学修：高卒労働市場に関する資料を熟読するこ

と。(1 時間) 

8 高等学校における職業指導 
・各種学校における職業指導の在り方に

ついて 
事前学修：職業指導の事例を調査すること。(1 時間) 

9 「労働すること」を考える ・仕事をすることの意義を考える 
事後学修：講義を振り返りは自らの労働観を持つよ

うにすること。(1 時間) 

10 職業指導の領域 

・学校、家庭、地域コミュニティ、公的

機関等職業指導がなされる「場」につい

て考える 

事後学修：職業指導領域に関する資料を熟読するこ

と。(1 時間) 

11 キャリア教育の基礎理論① 
・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事後学修：キャリアデザイン理論についての資料を

熟読すること。(1 時間) 

12 キャリア教育の基礎理論② 
・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事後学修：キャリアデザイン理論についての資料を

熟読すること。(1 時間) 

13 授業内容立案 
・高校生向けの職業指導・キャリア教育

に関する授業内容を立案する 
事後学修：模擬授業の準備をすること。(1 時間) 

14 模擬授業 
・講義 13 で立案した内容で模擬授業を

実施 
事前学修：模擬授業の準備をすること。(1 時間) 

15 講義の振り返り ・講義の振り返り、最終レポートの提出 レポート提出の準備をすること。(1 時間) 

 

関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。また「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内での課題、提出物、レポート、授業への積極的参加、レポートの提出状況およびその内容、報告や討議の内容も加味して、成績を判定しま

す。 

 

平常点(20%)、プレゼンテーション(30%)、期末レポート(50%) 

また、前期最終時にレポートを実施します。 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってください。

特に後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてください。 

なお。講義は科目担当者の人材業界での業務経験・及び起業経験を元にしたお話も交えて進行します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考  

教
職
科
目
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科目名 職業指導Ⅱ 科目名（英文） Vocational Guidance II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会や産

業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア教育の理

論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化とそれが職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」の

指導者としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標 職業教育の理論、面談する際の技法への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で話し合いを行って頂きます。 

尚、遅刻等は厳禁です。 

科目学習の 

効果（資格） 
商業科における職業指導の基礎知識が身に付く 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション ・授業概要の説明 
事前学修：本科目のシラバスを熟読すること。(1

時間) 

2 商業教育と職業指導 
・商業高校における職業指導の事例を知

る 

事後学修：商業高校の職業指導事例に関する資料を

熟読すること。(1 時間) 

3 工業教育と職業指導 
・工業高校における職業指導の事例を知

る 

事後学修：工業高校の職業指導事例に関する資料を

熟読すること。(1 時間) 

4 普通科高校と職業指導 ・普通科高校における職業指導について 事後学修：提示する資料を熟読すること。(1 時間) 

5 
フリータートニートについ

て 

グループ（またはペア）でフリーター・

ニート対策を考える 

事後学修：フリーター・ニート問題に関する資料を

熟読すること(1 時間) 

6 
職業指導・キャリア教育の実

例 
・地方も含めた職業指導の事例紹介 事前学修：発表の準備をすること。(2 時間) 

7 キャリアデザインとは何か キャリアデザインとは何かを考える 事後学修：自らの節目について考えること(1 時間) 

8 
高校生の就業力について 

職業適性とは何か 

・新規高卒者に求められる基本的な能力 

・職業適性、アセスメントについて 

事後学修：就業力育成のための企画を考えること。

(2 時間) 

9 人権教育としての職業指導 
・職業指導の国際基準、ハンディキャッ

プがある生徒への職業指導 
事後学修：配布資料を精読すること。(1 時間) 

10 未来の働き方を考える 
・日本の課題、それにより想像される未

来における働き方を考える 
事後学修：配布資料を精読すること。(1 時間) 

11 就業力向上企画を立案① 
高校生の就業力向上のための企画・授業

を考える 
事前学修：発表の準備をすること。(2 時間) 

12 就業力向上計画立案② １１回目で考えた内容を発表する 事前学修：発表の準備をすること。(2 時間) 

13 
キャリアカウンセリング理

論① 

自己概念・環境との相互作用・学習理論

からのアプローチ 
事後学修：配布資料を精読すること。(1 時間) 

14 
キャリアカウンセリング理

論② 
カウンセリングマインドについて 事後学修：配布資料を熟読すること。(1 時間) 

15 まとめ/講義の振り返り 
提出物の確認、授業内容に関する質疑応

答 
事前学修：期末レポートを作成すること(2 時間) 

 

関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポートを実施します。その他、授業への積極的参加、その他課題の提出状況およびその内容、報告や討議の内容も加味して、成績を判定します。 

 

平常点(20%)、調査・プレゼンテーション課題(30%)、期末レポート(50%) 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってください。

後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてください。 

なお、講義では担当者の実務経験にもとづいて議論を進めることもあります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考  

教
職
科
目
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科目名 生徒指導論 科目名（英文） Studies of Guidance and Counceling 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 朝日 素明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

生徒指導、進路指導は、学校教育をすすめるうえで重要な役割を占めています。非行、いじめ、不登校、学級崩壊、受験競争、進路のミスマッチ

など、生徒指導・進路指導上の諸問題については、その解決の重要性が認識されています。本科目では、生徒指導・進路指導・キャリア教育の意

義について理解を深め、実践を進める方法原理について基礎的な知識を獲得し、教職員や関係機関と協力して解決・改善を目指そうとする素養を

養います。 

到達目標 
学生は、生徒指導、進路指導、キャリア教育の意義と原理を理解し、学校の教育活動の核にこれを据え、全ての教職員および関係機関等と協力し、

組織的に実践を進めていくために必要な知識やスキルを学び、さまざまな問題事象を適切に捉え対処する基礎力を身につけることができます。 

授業方法と 

留意点 

プレゼンテーションソフトを用いた講義を中心に、内容をめぐってのディスカッション等も織り交ぜて授業を進めます。また時折、レポートを課

します。 

「事前・事後学習課題」はすべて事前課題です。事後課題については別途、指示します。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：生徒指導、教育相談及び進路指導に関する科目 

各科目に含める必要事項：生徒指導の理論及び方法、進路指導の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

教育課程と生徒指導・進路指

導 

科目概要について説明 

自分の生徒指導上の体験のふりかえり 
テキスト pp.3-6、pp.25-32、pp.80-100 

2 生徒指導の目標と意義 生徒指導の目標と意義 テキスト pp.6-17 

3 生徒指導の実践 生徒指導の実践課題と領域 テキスト pp.17-24 

4 生徒指導の理論 

発達に関する理論 

生徒指導における治療的支援に関する

理論 

相談理論など 

テキスト pp.32-42 

5 生徒理解の進め方（１） 
生徒理解の意義と目的 

生徒理解の方法 
テキスト pp.43-52 

6 生徒理解の進め方（２） 
生徒の自己理解の支援 

教師の生徒認知のありよう 
テキスト pp.52-62 

7 学級経営の進め方（１） 
学級経営の意義 

学級集団の役割・機能 
テキスト pp.63-68 

8 学級経営の進め方（２） 
学級集団の力学 

学級経営の方法 
テキスト pp.68-79 

9 
生徒指導上の諸問題の理解

と対応 

生徒指導上の諸問題とは 

最近の諸問題の動向 

諸問題にどう対応するか 

生徒指導上の諸問題に関する配布資料 

10 
学校の生徒指導・進路指導体

制と連携・協力 

学校における指導体制 

家庭との連携 

専門機関との連携 

テキスト pp.116-131 

11 
生徒の進路・キャリアに関す

る実態と課題 

進路選択の実態と課題 

キャリア適応 

青少年の勤労観・職業観 

勤労観・職業観の形成と変容 

テキスト pp.176-195 

12 
進路指導・キャリア教育の目

標と意義 

進路指導・キャリア教育の意義 

進路指導・キャリア教育の現代社会的課

題 

テキスト pp.135-159 

13 
進路指導・キャリア教育の理

論 

キャリア発達に関する諸理論 

キャリアカウンセリングに関する理論 
キャリア発達理論に関する配布資料 

14 
進路指導における「ガイダン

スの機能」 
ガイダンスを活かした指導 テキスト pp.220-223 

15 
学校教育における進路指導

の実践展開 
進路指導実践の展開モデル テキスト pp.196-220、pp.223-234 

 

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教師論」「教育心理学」「特別活動の理論と方法」「教育経営論」に関連する事柄を含みます。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 中学校学習指導要領（平成 29 年告示） 文部科学省  

2 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示） 文部科学省  

評価方法 

（基準） 
定期試験 80％、レポート 20％。定期試験を受験しなかった場合、評価はしません。 

学生への 

メッセージ 

生徒指導、進路指導を学ぶ原資になる自らの体験は大事です。さらに自らの体験を対象化して考える習慣をつけましょう。そのために、基礎的な

知識をしっかりと身につけてください。 

授業への遅刻、無断欠席・早退等は厳禁です。生徒指導を行おうとする者としての適格性が問われます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 朝日研究室 

備考 

Moodle を通して資料配布、レポート課題提示・提出受付を行います。メンバー登録を必ずしてください。メンバー登録については初回に説明し

ます。 

また、ポータルシステムを通じて講義連絡、学生呼出を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサイト確認を確実にしてください。 

テキストは授業の各回に先立ち配布します。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
科
目
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科目名 道徳教育の研究 科目名（英文） Studies of Moral Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 この授業では、中学校において「特別の教科 道徳」の授業を行うために必要な基本的な知識を習得した上で、生徒の実態や教材の特性に応じ

た適切な指導法を選択して学習指導案を作成できるようになることを目的としています。 

 授業担当者は小学校での約 15 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を受ける」立場からではなく、 「作

る」立場から能動的な学びを期待します。 

到達目標 
  受講者が、道徳教育の必要性や歴史、現状と課題等についての基本的な知識を身に付け、中学校の「特別の教科 道徳」の様々な指導法の特

徴と課題について理解し、適切な発問を構成し、「特別の教科 道徳の学習指導案を作成できるようになることを目標とします。 

授業方法と 

留意点 

 授業のスケジュールはおおよそ下記の通りで、基本的に講義形式で行います。しかし、後半には、学習指導案作成等の演習や模擬授業を適宜取

り入れます。 

 また、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分と

は異なる他の人の考えも参考にしながら、道徳の授業づくりについて多面的・多角的に考えることができるように配慮します。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校教諭１種免許状の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育課程及び指導法に関する科目 

各項目に含める必要事項：道徳の指導法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス： 

道徳の授業について考える 

・現在、我が国においてどのような道徳

教育が行われているかを確認する。 

・正しさを決める４つのアプローチにつ

いて概観する。 

自身が学校教育においてが受けてきた道徳教育が

どのようなものであったかを思い出しておく。 

2 日本の道徳教育の歴史 

・明治から現在に至るまでの我が国の道

徳教育の歴史を概観する。 

・道徳教育に存在する信念対立について

考える。 

日本の道徳教育の歴史や信念対立について、授業後

にもう一度整理しておく。 

3 よい道徳教育とは何か 

よい道徳教育について、生徒の道徳性の

発達や教師の職能成長という観点から

考える。 

道徳の授業や道徳教育の方法と生徒の道徳性の発

達、教師自身の成長との関係について、授業後にも

う一度整理しておく。 

4 
道徳の授業の多様な指導方

法の特徴 

道徳の授業のねらいに基づく８類型に

ついて概観し、多様な指導方法の特徴に

ついて考える。 

道徳の授業のねらいに基づく８類型について、授業

後にもう一度整理しておく。 

5 道徳の授業の発問の構成法 

「特別の教科 道徳」の目標や内容につ

いて確認し、ねらいに基づく発問の構成

法について考える。 

ねらいに基づく発問の構成法について、授業後にも

う一度整理しておく。 

6 
道徳の授業の学習指導案の

作成法 

「特別の教科 道徳」のねらいに沿った

授業を計画的に進めるための学習指導

案の作成方法について考える。 

道徳の授業の学習指導案の作成方法について、授業

後にもう一度整理しておく。 

7 道徳の授業の評価 
「特別の教科 道徳」における評価の内

容や方法について考える。 

道徳の授業の評価の内容や方法について、授業後に

もう一度整理しておく。 

8 
各授業類型のねらいと発問

の特徴 

教材の特性を踏まえた教材分析の方法

について概観し、授業類型のそれぞれの

ねらいと特徴について考える。 

教材分析の方法や授業構成について、授業後にもう

一度整理しておく。 

9 教材分析の視点 

教材に描かれている人物や事象等を図

式化することで道徳的な問題を明確化

する教材分析の方法について概観する。 

教材分析の方法について授業後に整理するととも

に、自身が選択した教材について分析しておく。 

10 
発問分析による授業づくり

の視点 

発問の特徴について概観し、発問分析に

基づく授業改善の方法について考える。 

問題解決的な学習や、発問分析に基づく授業改善の

方法について、授業後にもう一度整理しておく。 

11 

授業づくりの実際①： 

カリキュラム・マネジメン

ト、 

テーマ発問 

カリキュラム・マネジメントに基づく道

徳の授業やテーマ発問を取り入れた道

徳の授業について、実践事例をもとに概

観する。 

カリキュラム・マネジメントに基づく道徳の授業や

テーマ発問を取り入れた道徳の授業について、授業

後にもう一度整理しておく。 

12 

授業づくりの実際②： 

問題解決的な学習、探究型学

習 

問題解決的な学習を取り入れた道徳の

授業や探究型学習を取り入れた道徳の

授業について、実践事例をもとに概観す

る。 

問題解決的な学習を取り入れた道徳の授業や探究

型学習を取り入れた道徳の授業について、授業後に

もう一度整理しておく。 

13 学習指導案の作成① 

これまでの講義内容をふまえ、第 9 回で

選択し教材分析した教材を用いた道徳

の授業について、学習指導案を作成す

る。 

作成した学習指導案をグループ内で発表するため

の準備をしておく。 

14 学習指導案の作成② 

前回の授業で作成した学習指導案につ

いて各グループで発表し、模擬授業の準

備を行う。 

グループ毎に模擬授業の準備をしておく。 

15 
まとめ： 

模擬授業と事後の検討 

・模擬授業を行い、授業改善のための検

討を行う。 

・道徳の授業づくりについてまとめる。 

「よい道徳の授業」について、考えをまとめる。 

 

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の授業で学習した内容と関連づけて考えてみることが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 道徳科 初めての授業づくり 吉田誠・木原一彰 編著 大学教育出版 

2    

3    

 

参考書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説―特別の教科 道徳編― 文部科学省 東山書房 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の授業の終わりに書いてもらうコメントペーパーの内容（30％）や、作成した学習指導案（20％）、学期末試験の結果（50％）をもとに、総

合的に評価します。また、授業に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授

業に参加してください。 

学生への 

メッセージ 

授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク、模擬授業等の学習を適宜取り入れたいと考えています。受講者の皆さんの積極的な

参加・発言を期待しています。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(谷口研究室) 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 科目名（英文） Methodolgy of Special Activities and Integrated Studies 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 特別活動の指導法については、学校における様々な構成での集団活動を通して、自ら課題を発見し、協力協働して解決を行うことで、よりよい

集団づくり、生活づくりや人間関係づくりをめざすという特別活動の意義、目標及び内容を理解し、学校教育活動の中での特別活動への要請を踏

まえた、指導に必要な知識や素養を身に付けるようにする。 

 子どもの現状を踏まえ、望ましい集団活動が生徒の個人的な資質と社会的な資質を育むとともに、学習活動を統合し補完する役割を果たしてい

ることについても理解を深めるようにする。 

  「学級づくり」（教師と生徒の関係づくり、生徒どうしの関係づくり）に視点を据え、7 つの教育課題を取り上げ、問題発生の背景を踏まえた

対応の視点・方法について、事例をもとにグループ討議や即興劇を行い、交流や意見交換をする。 

  総合的な学習の時間の指導法については、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決

し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成をめざし、指導計画作成、学習指導や評価の考え方、留意点を理解する。 

 公立高校教員として 34 年間にわたり、学級担任、生徒会指導主担者、総合的な学習の時間企画主担者等を分掌した経験に基づいた、学校現場

で役立つ実践的な授業を行う。 

到達目標 

 教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連性、学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。 

 特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。 

 合意形成に向けた話し合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示することができる。 

 総合的な学習の時間の意義と教育課程において果たす役割、目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点、年間指導計

画を作成することの重要性について理解している。 

 主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性、探究的な学習の過程及びそれを実現す

るための具体的な手立て、児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解している。 

授業方法と 

留意点 

 講義はテキストやプリント教材、視聴覚教材をもとにすすめるが、ソロワーク、グループワークを取り入れる。「為すことによって学ぶ」こと

が求められる特別活動や自ら問いを見いだし、課題を立て、情報を整理分析して、まとめ表現することが求められる総合的な学習の時間を指導し

なければならない教員の立場に立って、集団をファシリテートできるよう、自身の「自己理解」「他者理解」「共感的な人間関係」の充実も図りな

がら、グループでのディスカション・コーディネーション・プレゼンテーションへの積極的な参加を求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション・特別活

動及び総合的な学習の時間

の意義と課題 

学校教育活動のなかでの特別活動の意

義と課題、総合的な学習の時間の意義と

教育課程の中で果たす役割、指導する上

で教師に求められる力量 

特別活動テキスト第 1 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。 

2 

特別活動の目標・内容・方法 

ワーク①「キャラ」をめぐっ

て 〈ソロワークと意見交

換〉 

教科外活動としての位置づけ、特別活動

の３つの内容、方法としての集団活動・

体験活動 

特別活動テキスト第 2 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。 

3 

学級活動・ホームルーム活動

①ワーク②大学に入って〈ソ

ロワークと意見交換〉 

学級とは何か、特別活動の実践的基盤と

しての学級、教師と子どもの関係づく

り、学級開きと年間計画 

特別活動テキスト第 3 章第 1 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。 

4 

学級活動・ホームルーム活動

②ワーク③学級活動の思い

出〈ソロワークと意見交換〉 

人間関係形成能力と社会性の育成、いじ

め、荒れ、学級崩壊、係活動、班活動、

委員会活動、日直 

特別活動テキスト第 3 章第 1 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。 

5 

生徒会活動・児童会活動、学

級 行 事               

ワーク④学校行事の思い出 

〈ソロワークと意見交換〉 

生徒会（児童会）活動の歴史・目標・内

容。学校行事の歴史・種類・内容・観点 

特別活動テキスト第 3章第 2･3節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。 

6 

体 験 活 動 の 意 義       

ワーク⑤「14 歳の頃」「17 歳

の頃」〈ソロワークと意見交

換、グループワークの班分

け、顔合わせ〉 

特別活動・総合的な学習の時間における

体験活動、自然体験、職場体験、ボラン

ティア体験、体験を通した学びの重要性

と計画的な指導の重要性 

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。 

7 

特別活動の歴史・領域・方法 

ワーク⑥いじめ（１）〈グル

ープ討議・発表〉 

学習指導要領における位置づけの変遷、

課題の変化、目標の変化、学校種別の目

標のちがい 

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。 

8 

特 別 活 動 と 学 級 経 営     

ワーク⑦不登校〈グループ討

議・発表〉 

学級経営の特質、学級経営と学級づく

り、学級づくりと特別活動 

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。 

9 
特 別 活 動 と 生 徒 指 導      

ワーク⑧暴力〈即興劇・交流〉 

生徒指導との関連、積極的生徒指導に果

たす役割、自己指導能力の育成 

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。 

10 

特別活動の指導計画と評価 

ワーク⑨外国にルーツのあ

る子ども（グループ討議・発

表〉 

全体計画・年間指導計画と配慮事項、1

単位時間の指導計画・指導案の作成、評

価の対象、視点、方法、現状、評価結果

の活用 

特別活動テキスト第 4章第 1･2･5節を事前に読んで

おく。講義資料を参考に復習をする。 

11 

特別活動と総合的な学習の

時間 

ワーク⑩進路指導・キャリア

教育〈即興劇・交流〉 

特別活動と総合的な学習の時間の共通

点と相違点、教育課程上の関連性 

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。 

12 

総合的な学習の時間の目

標・内容・方法 ワーク⑪イ

ンクルーシブ教育〈グループ

討議・発表〉 

総合的な学習の時間の目標の構成、各学

校において定める目標及び内容、方法的

原理 

総合的な学習の時間のテキスト第 1・2･3 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。 

13 

総合的な学習の時間の学習

指 導                

ワーク⑫ジェンダー・LGBT

〈即興劇・発表〉 

生徒の主体性を重視した学習指導、探究

的な学習の過程における主体的で対話

的で深い学び 

総合的な学習の時間のテキスト第2･7章を事前に読

んでおく。講義資料を参考に復習する。 
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14 

総合的な学習の時間の指導

計 画 と 評 価            

ワーク⑬いじめ（２）〈グル

ープ討議・発表〉 

全体計画、年間計画、単元計画の作成、

生徒の学習状況の評価 

総合的な学習の時間のテキスト第 5･6・8 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。 

15 

補足とまとめ 

補足を行うとともに全学習

事項について再度振り返り

整理する。 

特別活動の指導の配慮事項及び担当す

る教師、国旗・国歌の取扱い 

総合的な学習の時間の体制づくり 

特別活動のテキスト第 4 章第 2･3･4 節、総合的な学

習の時間のテキスト第 9 章を事前に読んでおく。講

義資料を参考に復習する。 

 

関連科目 
すべての教職科目と関連するが、特に、教師論、教育心理学で学習したことと関連づけるともに、教育方法論、生徒指導論、教育社会学などの学

習につなげることが大切である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説 特別活動編 文部科学省 東山書房 

2 中学校学習指導要領 総合的な学習の時間編 文部科学省 東山書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 定期試験（50%）、中間レポート（30%）、コメントペーパー、ミニエッセイ及び授業への参加状況（20%）を総合的に評価する。定期試験の内容

は客観式＋記述式とする。中間レポートは、ミニエッセイをもとに「自己史に関するエッセイ」をまとめ、提出すること。毎回のコメントペーパ

ー・ミニエッセイの作成と授業への出席をもとに授業への参加状況を評価する。 

学生への 

メッセージ 

 学級はもともと「ある」ものではなく、つくって「なる」ものだということが言われる。子どもどうしがつながりあって、心地よい関係の中で

育つことができる環境をつくり、維持するために努力するということに尽きる。それは、どのような時代にあっても教師であることの醍醐味であ

る。 

担当者の 

研究室等 
7 号館３F 林研究室 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
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科目名 特別支援教育論 科目名（英文） Studies of Special Needs Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 教職課程「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」に対応する科目である。 

 障害をはじめ、日本語指導や貧困、被虐待等による特別な教育ニーズのある児童生徒が、安心安全のうちに、楽しく、達成感を持って学び、生

きる力を身に付けることができるよう、教員として必要な知識及び支援の方法について学ぶ。 

 「障害とは何か」を可視化させ、「障害」の概念を再構成するとともに、特別支援教育の理念・制度・方法について歴史的変遷から最新の動向

までを踏まえ、その現状と課題について整理し、今後の在り方についても展望したい。 

 中・高（・小）免許状取得希望者を対象とする科目であることを踏まえ、公立高校教員として 34 年間勤務し、特別支援教育コーディネーター

や人権教育主担者としての実務経験をもつ授業担当者が、通常の学校での特別支援教育の実践に焦点をしぼった授業を行う。 

到達目標 

①インクルーシブ教育システムにおける特別支援教育に関する制度の理念や仕組みを理解している。 

②視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害を含むさまざまな障害のある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難につ

いて基礎的な知識を身に付けている。 

③発達障害や知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする児童・生徒の心身の発達、心理的特性及び学習の過程を理解している。 

④さまざまな障害や成育歴をもち、特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する支援の方法について例示することができる。 

⑤個別の指導計画及び個別の教育支援計画を作成する意義と方法を理解している。 

⑥特別支援教育コーディネーター、関係機関・家庭と連携しながら支援体制を構築することの必要性を理解している。 

授業方法と 

留意点 
講読演習の形式も取り入れながら、講義形式を中心に行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
教員免許（小学校・中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション、インク

ルーシブ教育システムの概

要 

わが街は暮らしやすいか、わが学校は学

びやすいか。インクルーシブ教育システ

ムの概要と課題 

教科書の序章を事前に読んでおく。授業後に課すレ

ポートを作成する。 

2 
新しい障害観と特別なニー

ズ教育の考え方 

ICIDH から ICF へ。医学モデルから社会

モデルへ。一人ひとりの教育ニーズに応

じた教育 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

3 
障害者権利条約と合理的配

慮 

国連障害者権利条約の批准と国内法の

整備。差別的取り扱いの禁止と合理的配

慮の提供義務 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

4 
戦前・戦後の特殊教育の成立

と展開 

障害のある子どもの学校教育からの排

除。盲・ろう学校の義務化と養護学校の

義務化 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

5 特別支援教育への転換 

障害種に応じた教育から個別のニーズ

に応じた教育へ。新たに発達障害も対象

に 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

6 
障害のある子供たちの学校

生活と家庭生活の課題 

学校でも家庭でも地域でも孤立しやす

い子供たち。周りの子供との関係づく

り。保護者との連携 

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。 

7 
障害のある子供たちの進路

選択と地域生活の課題 

差別的取り扱いの禁止及び合理的配慮

としての入試受験配慮や就労促進支援 

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。 

8 

通常学級での特別支援教育

の実践（通級による指導を含

む） 

ともに学びともに生きる教育の歴史的

経過と課題。通教による指導の現状と課

題 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

9 
発達障害・知的障害の理解と

支援 

知的障害の概要と学習上の課題と対応。

発達障害の概要と学習上の課題と対応 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

10 
肢体不自由・病弱・重複障害

の理解と支援 

肢体不自由・病弱の子どもの学校生活や

学習上の配慮。さまざまな重複障害、障

害の多様性の理解 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

11 
視覚障害・聴覚障害の理解と

支援 

視覚障害・聴覚障害のある子どもの学校

生活や学習上の配慮。 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

12 
個別の指導計画と個別の教

育支援計画、卒業後の課題 

つなぐツールとしての個別の指導計画、

個別の教育支援計画、移行支援計画。 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

13 
校内支援体制の構築と SC・

SSW 等との連携・協働 

校内での連携。他職種との連携。福祉・

医療との連携 

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。 

14 

社会的養護にある子供、LGBT

など性的マイノリティの子

供の理解と対応 

ニューカマーの子供、施設から通学する

子供、LGBT など性的マイノリティの子

供等を視野に入れた学級づくり、授業づ

くり 

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。 

15 

被虐待の子供など家庭の問

題を抱えた子供の理解と対

応、まとめ 

非虐待の子供等、家庭の問題を抱えた子

供への心理的ケアと関係機関との連携 

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。 

 

関連科目 
教職科目全般と関連性をもつ。特に、教師論、教育心理学、特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法、教育方法論、教育課程論、教育社会

学、教育相談での学習内容と関連させて理解を深めることが大切である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 特別支援教育 多様なニーズへの挑戦 柘植雅義 中央公論新社 

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 特別支援教育資料（平成 30 年度版） 文部科学省 Web 

教
職
科
目

481



摂南大学シラバス 2019 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験（50%）、レポート（30%）、コメントペーパー・ミニエッセイ及び授業への参加状況（20%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

本科目を受講することで、障害のある児童生徒をはじめ、特別な支援を必要とする児童生徒への理解が進み、1 人ひとりの教育ニーズに応じた教

育が展開できるようになってほしい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館３階林研究室 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 
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